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引用 娘 内 に 開 す る 注意 | 較 還 


(1) 各論 文 最後 に 掲載 し て ある 引用 文献 は 著者 名 の アル フ ア ベ ッ ト 順 に 排列 し て いる 。 

( 2 ) - 各 文献 は 著者 名 , 論文 芝 表 年 次 (括弧 内 ), 表題 , 雑誌 名 ( 歌 克 条 誌 ほ は 省略 名 を オタ 『 必 
印刷 ), 和仁 ( 算 用 澤 字 ゴジ ッ ク 印 刷 ), 及び 頁 肖 の 順 で 記載 し て ある 。 2 「 

(3 ) 原状 を 講 み を な いで 抄録 を 引用 し た 場合 は , その 抄録 の 出所 を [ ] 内 に 記入 し て を いた 。 

(4) 引用 了 歌 文 雑 誌 の 省略 名 を 説明 する た め に , 以下 それ ぞ れ の 他 名 (RF 
市 名 も 附 記し て おぉ く ) を 並 記す る 。 
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・ 乳 汗 
衛 . 病 乾 保有 者 ( 保 毒 馬 ) 
IV. 感染 機 式 
・ 吸血 遇 に よる 媒介 
・ 経 日 感染 


・ 同居 有 父 は 及 内 接 剛 感 染 試験 


・ 変 尾 感 染 
皮膚 感 
・ 呼吸 器 感 

1 緒言 


流行 病 と は , 動物 性 惑 は 植物 性 病原 骨 に ょ つ 
て 起 る 俺 振ら 傾向 が 纏い 病 握 で ある と と は 言う 
迄 も な い 。 と の 酒 原 骨 と 偉 播 傾 向 は , 流行 病 の 
2 つの 重要 な 因子 で ある が , 俺 頒 の 病原 骨 に 就 
て は , . 皮 と 区 者 は 上 巻 に 於 て 詳し く 言 及 し た 。 

疫 台 と は , 専ら その 俺 描 に 関す る 面 , 即ち 流 
行 病 の 語 生 と 終 廊 。 及び こと れ 等 流行 病 の 動き に 
作用 する 諸 そ の 原因 , 條 件 及び 影響 等 を 秋 察 す 


1 
2 
3 
4. 胎盤 感染 
5 
6 
7 


る と と に よ つ て , 流行 病 を 支配 し , これ に 性 格 


を 奥 を る 法則 を 見 出す 聖 問 で ある 。 

古今 を 通じ 敷 多い 億 作 の 文献 の 中 に は , 疫 刺 
方 面 の 諸 問 題 に 欠 れ て いる 人 も 就く な い 。 殊 に 
病 毒 の 排 洪 給 路 や 感染 様式 等 の 2, 3 の 問題 に 於 


て は , 大 き な 研 究 の 進歩 が 認め られ る けれ ば も 。 


本 病 の 偉 描 を 沖 約 する 諸 種 の 要約 に 開 す る 検討 


: は 意 だ だ 不 充 分 で あり , 流行 病 と し て の 俺 貸 の 性 


格 を は つき り 説 明 す る こと は 類 る 困難 に 感 ぜ ら 
れる 。 新 る 現 獄中 か ら 俺 抽 の 疫 悪 な る 課題 を 
設け て , と れ を 携 系 的 に 論じ し よう と する 企 て は , 


お そ らく 多く の 無理 を 伴う と と と 思わ れる が, 


N) 


馬 の 優 肖 性 貧血 の 疫 移 
王 戸 勝 
FPTDEMIOLOGY OF EOUINE INFECTIOUS ANEMTIA. 


。 KATSUSHICHI 日 IRATO 





次 
V. 倍 負 の 感染 そ 個 骨 的 因子 
・1. 種 及 び 品 種 問 の 素因 
2. 年 齢 の 影響 
3. 過 符 の 影響 

4. 飼料 及び 楽 養 の 影響 
V. 億 貧 の 且 生 で 環境 因子 
1. 地理 , 地質 の 影響 
2. 季節 の 影響 
3. 気象 の 影響 
VI. 侯 島 流行 の 族 生 くそ の 諸 因 
・ 水 に よ ょ る 流行 
発 疫 咽 に ょ る 流行 
. 注射 器 に ょ る 流行 
放牧 に よる 流行 
厩舎 肉 に 於 ける 流行 


QG 心 CO ト も 5 ロロ 


三 
な 送 
愛別 


東 も 角 芝 者 は と の 方 面 に 現在 迄 に 政和 本 され た 知 
識 を 整理 し 系 統 だ て る 意味 で , 廣 く 疫 届 開 係 の 
業績 を 旧 録 し , 病 毒 の 所 在 , 病 奏 の 俺 半 さ れる 
淫 路 , 感染 衣 病 に 及ぼ す 個 骨 及 び 環境 因子 の 韻 
竹 。 流行 毅 生 の 原因 等 の 諸 問題 を 中 心 に 弧 世 を 
試み る と と と し た 。 同軸 の 人 々 に と り と の 人 小 和 
が 林 分 の 参 才 と も な る な ら ば ば 逃 者 の 圭 と する と 
と ろ で ある 。 


- 芋 。 病 原 衣 の 排 洪 

俺 外 病 毒 の 病 馬 又は 保 馬 骨 内 に 於 ける 分 布 
状態 は , 病 毒 の 骸 外 へ の 排 江 に も 容 接 な 開 連 が あ 
る と と と 想像 され る 。 城井 ・ 大 塚 (1909) は 重症 
馬 の 血 液 , 腫 , 肝 , 腎 , 肺 , 春 踏 , 激 巴 腺 , 腺 , 骨 談 
筋肉 の 何れ に も 病 毒 を 誇 明 し , 石井 等 (1937 ) は 
6 例 の 無 熱 期 病 馬 に 就 て , 血液 , 骨 青 , 腫 , 肝 , 腎 , 
汐 巴 腺 , 臓 , 腰 准 , 副 腎 , 甲 状 腺 等 の 保 奏 汰 況 を 検 
索 し て , 殆ど 病 毒 を 誇 明 し 得 な か つた 1 例 を 除 
いで , 骨髄 に は 毎 常 病 寺 を 検出 し 得る が , その 
他 の 臓器 で は 消 漫 的 に 存在 する 場合 と , 2, 3 の 


組織 臓器 に 局 在 する 場合 が あつ て , 必 ま し ゃ 腹 


肝 。 滞 所 腺 等 に 濃 在 する も る の で は な い ょ 区 べ て 
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、 絡 を 得 た も の が 多く , 


ここ 
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留 する 事 資 は 久 往 の 次 有 が 等 し く 誇 明 す る 所 で 
之 等 の 病 毒 が 如何 な る 綴 路 を 通じ て 柄 外 
に 排 注 さ れる か は , 本 病 の 俺 描 を 考 完 する 上 に 
必要 維 く べから ざる 問題 で ある 。 


と の 排 浴 維 路 を 明か に する 含め , 従 來 各種 の 


_ 分 泌 。 排 介 物 人 区 問 て いろ いろ ょ 接種 試験 が 試み 


られ て いる 。 その 中 で 充分 な 陽性 成績 を 示し た 
分 泌 液 , 排 洪 物 中 の 病 款 の 存在 は 容易 に 青 定 し 
得る けれ ども , 少 敷 の 資 肛 攻 に よ つ て 陰性 成績 
に 終 つ た 諸 材 料 に 就 て は , 何れ と も 制定 し か ね 
る 状態 に ある 。 「 

1. 胡 

病 司 尿 の 感染 性 を 最初 に 詩 明 し た の は CARSE 
et VArLEE (1905) で あつ て , 板 復 馬 尿 を 健 馬 
に 皮 下 鉱 は 継 口 投 軸 し て 感染 せしめ る て と に 成 
功 し , 本 病 の 偉 染 源 と し て 特に 硝 の 危険 な と と 
を 克 告 し , 餅 食 感染 訟 の 邊 を な し た の で ある 。 
次 で OsTERTAG (1908), HMPEL (1909) も 
尿 の 浴 口 投 興 に よる 健 主 の 感染 を 確認 し , 臨 
時 司 疫 調査 委員 信 で は , 城井 ・ 大 塚 (1909), 時 
重 ・ 仁 田 (1911) 等 に より 尿 の 皮下 及び 経口 投 
奥 試 険 が 行わ れ , 何れ も 陽性 成績 を 得 た 。 な 騙 
SCHLATHOLTER (1910), VAN Es 等 (1911), 
RicHTERs (1927), KRAr (1932 ), MANNINGER 
(1938) 等 $ 尿 に よる 人 工 感染 に 成功 し て いる 。 
女 STANDFUSS 第 (1924), DrEssgr (1938) は 家 
東 試験 に よ つ て 尿 中 病 毒 の 排 演 を 認め た ょ 区 べ 
て いる 。 以 上 の 陽性 成績 に 習 し て SEYDEREHELM 
父子 (1914), GouBrNE (1936), SrsrN 等 (1944) 


毎 少 殻 の 人 々 は 硝 の 皮下 久 は 静 須 内 接種 に ょ り , 


ERNST (1924) は 家 束 試験 に ょ る 陰性 成績 を 
報告 し て いる 。 以上 の 成績 を 一 覧 する と 陽性 成 


な も の と 思わ れる が が, 血 中 病 毒 の 滑 長 が 問題 で 


ある と 同様 に 尿 中 の 病 毒 量 も 病 的 継 過 ェ 凌 鷹 し . 


て 消長 の ある べき こと と を 想像 する に 上 将 く な い 。 
KsAr は 看 白 尺 に の み 病 款 を 設 明 する と 言い , 

DrESSEL は 蛋白 尿 必 まし も ゃ 病 毒 を 含ま ず て 言 
う 。 また 宮本 (1910) は , 硝 蛋 白 は 徐 吾 中 殊 に 
増量 する が , その 増減 は 必ず し も 病 族 の 軽重 と 
は 一致 せ ぬ と 逃 べ て いる 。 と の 様 な 展 異 常 成分 


いる 。 束 も 角 本 病 者 が 長期 に を 長 つ て 血液 中 KC 次 


展 中 へ の 病 毒 排 浴 は 確 偶 


依然 と し て 取 残 され た 問題 で あり , 


接種 試験 を 必要 と する で あろ う 。 


2 華 古 。 8 
CARRE et VALLEE (1905) は 佑 質 馬 の 下 病 便 
又は 血液 を 混 ま る 固形 便 は 病 毒 を 含有 する ょ 聞 
べ て いる が , 城井 大塚 (1909) は 甘 の 餅 食 試験 
に , 志賀 909) は 装 汗 濾液 肥 下 接種 試験 に 何 


れる 陰性 結果 を 報告 し , VAN Es (1911), Scorr 


(1924) も 三 便 中 の 病 毒 は 誇 明 し 得 な か つた 。 た 
だ ERNsr (1924), SrANpruss 等 (1924) は 


功 汁 を 家 束 接 種 の 結果 陽性 を 得 た と 報告 し て い 


る 。CARRE et VArrEgE の 説 の 如く , 浦 化 器 の 
異常 を 伴い 出 箇 の ある よう な 場合 に は , 営 然 血 


液 中 の 病 奏 に よ つ て 義 便 も 汚染 する で あろ う が 。 


正常 の 壮 便 中 に 俺 貸 病 毒 が 排出 され る か 否 か は 
更に 今後 の 追及 を 要する 装 で ある 。 ] 
3. 嘘 液 


嘩 液 中 に 本 病 毒 を 検出 し よう と する 過去 の 


な お 廣 汎 な 


、 の 増減 と 浅 の 消長 が 如何 な る 開 係 に ある か は 。 


少数 の 連 険 は 何れ も 陰性 に 絶つ て いる 。 候 ち 


HEwpPEr (1909) は 病 馬 の 天 液 を 250 cc 宛 3 央 
に 厨 つて 1 健 馬 の 郊 販 内 に 注射 し , 
に は 1L を 総 口 投 興 し た が 何れ も 反 鷹 が な く , 
GoupBrNE (1936), SrgrN 等 (1944) も 皮下 , 総 
日 何れ も 陰性 に 終 つ た と と を 報告 し て いる 。 但 
し レ ERNsT (1924), SrAaNprusS 街 、(1924), 


FErpMANN (1937) は 家 束 試験 ヒ にょ つて 嘩 液 車 


の 病 毒 を 誇 明 し て いる が が , 家 束 試験 の 柱 定 され 
る 今日 と れ 等 の 成績 は 取上げ る まで も な い ゆい 。 従 
つて 少 敷 生 ら 以上 の 馬 懇 接種 試験 の 成績 か ど は , 
一 應 嘩 液 中 に は 本 病 毒 の 排 注 は な いも の ょ 明 る 
の が 朱 前 : で お の の 9 ! 
人. 鼻 粘 液 ' 

ScorT (1924) は , 病 馬 の 委 分 泌 液 を 
健 語 に 皮下 注射 し て 1 馬 を 溢 病 立 し め , 
馬 の 鼻 腔 洗 光 液 を 健 馬 鼻腔 注入 し で 1 局 を 感 
染 せ し め た と 報告 し て いる , WrrrMANN (1925) 


は , 俺 委 病 馬 は 次 熱 時 に 履 ぇ 咽 背 汐 色 腺 の 軽度 
の 腫 劇 と 共に , 芋 液 作 妃 至 化 膜 性 区 カ ター ル を 
起 し , 解熱 と 共に と れ 等 の 症 は 償 速 に 清 散 す 


る が , と の 際 恐 ら 〈 鼻汁 中 に 病 毒 が 排出 され , 接 
鯛 俺 染 C 重 要 な 役割 た を なす ので あろ 電 と い めい ン 
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、 定 を 下 し て いる 。 市 井 等 (1939) は 幅 橋 病 の 病 


原 に 就 て 研究 中 , 鼻 漏 の 著 し 病 馬 5 頭 の 鼻汁 


2cc を と り , と れ を Heartley プイ ョ ヨン で 10- 
- 位 に 稀 糧 し , その ベル ケ フ ェ ルド 注 液 全量 を 健 


馬 の 静 脈 内 に 注射 し た 鹿 , 13 日 で 俺 和 狗 を 芝 病 せ 
し め た ょ 言う 。 以上 2,3 の 報告 は 何れ も 陽性 成 
績 を 示 レ た と と か ら , 病 馬 鼻 粘液 中 に は 病 毒 が 
- 排出 きれ る と 解 し て も 差 変 を な か ろう 。 

' 5. 眼 分 泌 液 
LOgRs (1919) は 病 馬 眠 粘 液 を 健 馬 の 眼 陰 内 
に 接種 する と 感染 する ょ 区 べ て いる が , Scorr 
。 (1924) は 同 方 法 を 用 いて 不 成 功 に 終 つ た と 報 秋 

YU の ! 

6. 汗 

時 重 ・ 仁 田 (1911) は 病 馬 に 運動 を 課 し て 汗 を 
探 集 し , 健 馬 皮下 に 15, 90 cc 多 2 同 接種 し た 
が 感染 せしめ あ 得 な か つた と 言う 。 汗 に 就 て は 本 
報告 が 唯一 の も ゃ の で ある 。 
間 人 0 2 人 NN 

。 了 臨時 馬 疫 調査 要員 會 の 大 塚 (1911), 時 重 ・ 仁 


田 912) に よれ ば , 重症 久 は 軽症 母 馬 の 乳 汗 


を 320<100cc 健 主 の 皮下 に 注射 すれ ば 何れ も 
義 病 し , と れ を 連理 上 馬 及び 幼 駒 に 内 服 せ し め た 
る の は 和 途 語 病 し な か つた と 言う 。 SomNs 錠 
SogrEpjo (1917), LOgRs (1919) る 赤 病 馬 負 
汁 は 有毒 な り と 言い , 石井 等 (1940) は 病 母 馬 
江 汁 中 の 病 毒 を 馬 電 接種 に ょ つて 誇 明 し , 所 汗 
中 の 病 毒 濃度 は 母 購 内 の 病 毒 沿 度 に 比例 する が , 
血 中 濃度 より も 稀 導 で ある ょ 推定 し て いる 。 
STEIN Morr (1942, 1946) も 接種 試験 に 
ょ つて , 病 馬 乳汁 中 の 病 毒 を 確認 し て いる 。 以 
上 の 諸 報 告 か ら , 鍋 汗 中 の 病 毒 に 就 て は 排出 確 
_ 賞 で あつ て , 硝 と 同様 包 汁 は 病 奏 の 主要 な 排 洪 
、 路 の 一 つと 見 人 砲 きれ る 。 
、 以上 の 成績 を 一 括 す る と , 佑 気 病 毒 は 病 馬 の 
_ 展 , 乳汁, 鼻汁 を 通し て 排 湯 さ れる と と は 確 貨 
と 思わ れる が , 時 期 的 の 消長 に 開 し て は 未だ 何 
等 検討 きれ て いな い 。 業 便 , 嘩 液 , 眼 分 泌 液 , 汗 
等 と 就 て は 利 験 誠 明 が 甚だ 少く , 早計 に 結論 を 
。 下 し か ね る 状 態 で ある 。 と れ 等 の 取 残 され た 問 
、 題 の 解決 に は 何と し て も 大 規模 な 馬 醒 試験 を 行 
、 2 以外 に 方 小 は な い の で あつ て , 病 才 訟 明 の 簡 


し 1 


と 和 れ を 誇 明 し , 
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便 法 が 生れ ぬ 限 り 航 來 と 叱 $ 色 々 容易 に は 片 が 


付か な いも の ょ と 和 了 想 され る 。 
JI. 病 毒 保有 填 ( 保 毒 馬 ) 


謀 女 地 に 本 病 が 侯 入 する の は 億 千 の 収 復 司 , 


即ち 外 紋 健康 に 上 馬 え る 保 毒 馬 の 胃 入 に よる こと 


を 先ず 強調 し た の は CARRE et VArrgs (1904) 


で ある が , 今日 台 も , 佑 気 防 過 の 中 心 が 保 宰 


居 の 摘 庫 並 に 除 到 に ある こと は 言う まで る な い 。 
と い に 言 う 保 毒 馬 と は 健康 保有 者 の 調 で あつ て , 
吸血 尾 剖 の 媒介 に よる 俺 播 が 特に 重症 され る 今 
日 , て と れ 等 保 毒 馬 の 血 中 病 毒 の 消 長 は 非常 に 大 


、 切 な 意義 を 有する 。 


CARRE et VArrEE (1904, 1906, 1907) は 慢 
性 偉 貸 か ら 完 全 に 収 復 し た ょ 思わ れる 馬 の 血 液 


を 健 馬 に 接種 し て 初め て 保 毒 馬 の 存 在 を 明か に 


し , 績 いて OSTERTAG (1908)。 FRANcrs 届 
IMIARSTELLER (1908), VAN Es 等 (19I) る 
保 毒 馬 こそ 俺 負 に と つて 恒常 的 
な 俺 染 中 心 で ある と 逃 べ て いる 。 了 臨時 馬 疫 調査 
員 食 914) も 本 問題 を 取上げ , 収 復 後 3 ン 
22 カ月 を 継 た 21 頭 の 信 復 馬 血 液 を 夫々 健司 に 
接種 し た 結果 2 頭 ( 阪 復 後 3.13 ヵ月 ) の み 陰 性 
を 示し た が , と れ 等 血液 陰性 司 と 只 $ る その 内 臓 
に は 病 毒 が 誇 明 され た 。 また 箇 際 の 常務 に 服 す 
る 尺 復 馬 3 頭 に 就 て 血液 接種 試験 の 結果 , 3 年 
後に は 3 頭 中 2 頭 が 陽性 , 4 年 後に は 2 頭 忠 
+ 頭 陽性 , 5 年 後に は 2 頭 共 陰性 と な つた と と 
か ら , 病 毒 は 年 を 継 る C 従 つて 薄 層 と な り 次 に 
は 醒 内 か ら 商 滅する る の で ある ょ と 逃 べ て いる 。 

代 レ 一 旦 俺 貸 に 侯 さ れ た 病 馬 は 症 汰 の 如何 に 
拘ら ず 終 生 病 毒 を 保有 する と 見 る 人 は 競 く な い 。 
その 姓 個 の 偶 例 と し て SmArLk 層 RopsRrck 
1923) は 和 C 14 年 間 の 長き に 理 つ て 1 控 毒 馬 
の 細谷 を 詳細 に 記録 し て いる 。 

1908 年 9 月 10 日 に 毒 血 100 cc を 皮下 と 注射 
され ., 10 日 の 潜伏 期 で 衣 病 し て 以 來 , 初め は 熱 
帝 作 を 反復 し た が 区 第 驚 作 間隔 が 迄 く な り , 
周期 的 の 毅 熱 が 1912 年 前 企 迄 績 いた 。 1914 年 
10 月 の 世 圭 を 最後 と 上 し て 1920 年 10, 11 月 の 
胡 類 迄 殆ど 認 む べき 比 化 が な く 健康 和 伏 態 が 績 い 
た 。 1922 年 初頭 か ら 区 第 に 内 重 減少 し 始め , 同 


年 6 月 に は 上 し い 熱 遍 が あり , 高度 の 貧血 と 共 

に 稔 激 に 症 訴 悪 化し て 8 月 26 日 に 歴史 的 な 俺 

徐 の 一 生 を 終 つ た 。 その 間 同 馬 の 血 液 を 接種 し 

3 た 健 馬 は 19 頭 に 上 ろ る が , 1917 年 9 月 に 行 つ を 1 

と 同 の 接種 試験 陰性 以外 は 惹く 陽性 で , 総 生 に 古 

。 。 。 る 靖 和 定 の 持 績 が 誠 明 され た 。Scorr (1919) 

識 _ も 朴 復 後 6, 10, 12 年 の ゃ の に 病 毒 を 應 明 し , 
3 





STErN & Morr (1947) は , 1935 年 4 月 に 感 
染 せ し め て 1947 年 10 月 (接種 後 12 年 6 ヵ月) 
に 至る も な お 保 奈 す る 1 司 を 記載 し 。 か いる 俺 
' 人 自 の 静止 型 又 は 潜伏 型 な る も の は 通常 敷 回 の 熱 
紙 作 後に 起り , 過度 の 疹 役 又 は 不良 の 感 作 に ょ 
り 何時 で も 活動 し 念 性 又は 宮 急 性 に 韓 ま る ょ 台 
べ て いる 。 答 pg Kock (1925) は 7 年 以 - 上 , 
FosTNER (1939) は 6 年 間 に 理 る 保 毒 馬 を 記 
載 し て いる 。 然し 石井 等 (1937) に よる と 比較 


100 日 及び 7.5 ヵ月 ) の 血液 に は 病 奏 を 誠 明 し 得 
な か つた と 言う 成績 を 示し , 病 馬 碧 液 に は 線 て 
の 時 期 に 病 奏 を 誠 明 し 得る る の で は な く て , 妥 * 
般 作 の 前 後に は 正中 病 毒 は 濃厚 で ある が , 租 作 
を ざ か る 従い 骨 外 に 排 注 され る も の の 如く , 
和輝 に は と れ を 誇 明 し 得 ぬ 場合 が ある と 区 べ て い 
る 。TKsAr (1933) は 俺 貸 馬 の 血 中 病 毒 は 経 過 に 
應 じ て 動 搭 消長 する が , 碧 液 の 感染 性 は 完全 に 
4 疹 天 する の で は な く , 曹 に 朋 ま る か 或 は 高まる 
d $ ぁ ので ある と いう 見 解 で ある 。 束 に 角 病 毒 が 収 
復 馬 血 中 か ら 一 時 清 矢 する と と あり と し て も る , 
種々 な 感 作 に よ つ て 再び ぴ 碧 中 に 出現 する と と は 
容易 に 想像 し 得る と と で あつ て , 年 月 と 共に 茨 
第 に 完全 に 内 内 か ら 治 矢 する 如き 性 質 の 病 毒 で 
ある な ら 応 , 本 病 の 完全 治 療 も あり 得る 衣 で あ 
る 。 然 る と 本 病 の 完全 治療 し た も の と 就 て は 未 
だ その 例 を 開か まず , 病 毒 を 保有 し な が ら 感 染 欧 
疫 を 獲得 する と い 2 俺 貸 の 性 質 か ら 巻 えて , 
_KRAr の 逃 べ て いる 見 解 は 委 営 の 如く 思わ れる 。 
以上 は 主として 一 旦 和 病 を 員 過 し た 馬 の 塊 復 
訴 態 に 移行 し た 場合 , 多 ち 病後 保 毒 馬 に 就 て 言 
及 し た の で ある が , と いと 考 慮 を 要する こと と は , 
一 幅 俺 仙 に は 健康 保 毒 馬 多 ち 全く 不 題 性 ( 無 症 
状 ) 感染 な る も の が あろ る か 若 か の 問題 で ある 。 
、 臣 時 馬 疫 調査 委員 信 , 石井 等 (1940), STgrN 
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母語 の 産 駒 は 病 土 を 保有 する の みな ら ず , 不良 
の 感 作 に 過 を ば 語 病 する と と を 抽 察 し , 佐藤 
(1928) は 病 母 馬 か ら の 産 駒の 人 病 は , 生後 2 週 
ー7 ヵ月 以内 に 現われ , 概して 慢 作 で 症 訴 ー 役 
で ある ょ 区 べ て いる 。 以上 の 記載 を 通し て 基 え 
る と , 胎内 感染 を 持つ た 胎児 は 必 ま し ゃ 出生 直 
後 直ちに 敬 病 する も の で は な く , 時 旦 を る 内 
に 誘因 と な る べき 感 作 を うけ て 初め て 殴 病 する 
も の で , その 間 不 題 性 感染 の 状態 に ある も の と 
見 て 差 変 を えな い 。 ' 「 
成 馬 に も 果して 臣 の 不 題 性 感染 が 存在 する か 
芸 か は , 英 だ 興味 ある 問題 で も ある が , 本 病 に 開 
する 限り 中 和 試 験 や 補 衣 結 合 反 應 に ょ る 診断 不 


可能 の 今日 。 これ を 解決 する と と は 極め て 困難 


ェ 思わ れろ る 。MGcsy (1932) は 病 毒 に 感染 し て 
いる に 拘ら ず 認め 得る 症 捧 惑 は 病理 玉 的 角 化 は 
敷 ヵ 月 乃至 1, 2 年 後に 現われ る も の が あり , そ 
の 間 病 圭 は 沈 獣 捧 態 で 動物 帳 内 に 正 り , その 攻 


柚 を 促進 する 條 件 が 形成 され た 時 初め て 暑 性 


に 次 病 す る 。 且 ち 俺 作 馬 の 牙 閉 で は 症 秩 を 和 縮 す 


る 旬 , 病 泰 の 感染 以外 に 他 の 不明 因子 が 共同 
作用 する の で あろ うと いう 礎 説 を 下 し て いる 。 
ScrwARZMEIER (1938) も 赤 人 刊 箸 の 有 症 稀 感 染 . 


が 成立 する 師 に は , 個々 の 馬 起 内 に 存する 起 病 
性 物質 を 更に 増殖 し め る よう な 未知 の 外 的 丸 


' ' 3 
等 (1946) の 一 連 の 研究 に よ つ て 。 病 母 馬 か ら 
生れ た 仔馬 が 分 學 直 後 その 析 中 に 病 毒 を 有する 
と ょ と は 明か で あつ て , 時 重 ・ 仁 田 (912) は 病 . 







は 内 的 箕 能 が 鯛 媒 的 tc 共同 作用 する の で は な い 


か と いう 想定 を 下 し , 交 病 要約 の 複雑 さ を 指摘 
し レ て いる 。 また 診断 法 の 改善 に よ つ て , 幣 来 は 


ょ り 多 く の 潜 伏 俺 近 及 び 保 毒 馬 の 詩 明 が 可能 に 


な ろう ょ 逃 べ て いる 。 FORTNER (1939) は 永年 
(と 理 つて 俺 邊 の 被害 を うけ 閉鎖 の 選 む な きい 至 
つた 2 つの 農場 の 馬 に , 多量 の 病 毒 を 皮下 接種 
し た 諾 , 1 農場 で は 14 頭 中 12 頭 , 久 他 の 1 農 


場 で は 12 頭 中 9 頭 が , 接種 後 65 是 の 製 察 期 間 


中 全く 反 應 を 示さ ず , 換言 する と と れ 等 の 馬 は 
既に 不 題 性 に 感染 し て いた と と を 報告 し て いる 。 


キ また BELLER u. ScHWARZMEIER (1940) は , 


ヘッ セン 州 の 汚染 地 に 於 て , 1933 年 以降 正 液 並 
に と 組織 区 的 検診 を 行 つ を 結果 7 年 間 に 410 頭 の 
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俺 抽 馬 を 摘 算 し た が , その 検 肌 奉 は 年 度 共 に 
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その 敷 を 減じ , 俺 描 の 速度 が 甚だ 綻 慢 で あり , 感 
染 後 と 難 も 簡 軍 に は 艇 病 し な く な る と いう 事 條 
を 認め た 。 胞 ち 氏 等 は 本 病 の 不 題 性 浸 染 を 大 い 
重要 し て いる 。 従 つて 俺 貧 地 方 で 現在 行わ れ 
て いる よう な 弟 竹芝 病 馬 の み を 摘 毅 し て も , 俺 
貧 の 清宮 化 に は 充分 な 効果 は な く , むし ろ 召 鱗 


の 完全 健康 に 見 える 馬 と そ 保 書 馬 , 排 湯 者 と し 


て 涯 証 す べ き で あつ て , 題 性 病 馬 を 殺 謀 分 する 
と と は , その 代 局 と し て 他 の 無病 地 か ら 購 入 す 
ら る 新 馬 を や が て は 感染 せしめ る 結果 と な り , 結 
局 刊 貧 馬 の 縄 敷 を 増加 する に 過ぎ ぬ と いう 思 の 
切 つ た 意見 を 述 べ て いる 。 
以上 2,3 の 研究 者 達 は , 俺 貸 の 不 題 性 感染 と 
ぃ 25 興味 ある 問題 に 一歩 を 踏み とこ ん だ の で ある 
が , 結局 と の 問題 は 俺 所 の 般 病 要約 を 論 ま る と 
と と な り , 人 や 馬 の 病 毒 膳 炎 に 於 ける と 同様 な 
困難 さ C 逢 着 する 。 和束 も 角 億 貸 の 常 在 地 で は , 
多く の 計 が 既 介 昆 加 の 刺 整 や 病 毒 汚 楽 物 の 手取 
ょ いう 感染 の 機 食 に さら され て いる に 拘ら ず , 
若 病 する も の は 特定 の 馬 に 限ら れ て いる の が 常 
と いと 所 調 不 題 性 感染 の 存 琉 が 大 
き な 問 問 と し て 登場 し て くる 。 今後 の 重要 な 課 
題 と し て , ぢ みち な 研究 の 進展 を 期待 し 度 い 。 


生 染 様式 


本 病 の 次 寺 が 如何 に し て 居 骨 に 俺 達 され , 感 
染 の 機 盆 を 見 出す か は , 疫 壁 の 中 で も 主要 な 問 
題 で あつ て , 徒 來 各 國 共 好 個 の 研究 題目 と し て 
取上げ , 多 戦 の 邊 験 が 行わ れん た 。 それ ら に よ ょ る 
と 種々 な 俺 境 方 法 が 成立 し 得る 。 た だ ゞ 供 験 的 に 
可能 な 感染 の 様式 が , 必 ま し ゃ 自然 俺 播 法 の 深 
表 に 適合 する も の で は な く , 従 つ て 本 病 の 自然 
感染 は , 寄生 動物 の 媒介 に よる か , 牙 は 継 口 感 


iM 


、 染 を 主 上 骸 と する か の 問題 が 主題 と な つて 検討 さ 


れ た 。 
1. 吸血 昆 誤 に よる 媒介 
と の 項目 に 就 て は 上 既に 山下 炊 郎 が [寄生 動物 
' に よる 俺 猪 | と 題し て 上 欠 に 詳 角 さ れ て いる か 
ら , と いと は 昆 問 感染 の 輪 邸 と , 最近 入手 し た 


。 2 の 交 間 を 紹介 する に 止め て 天 く 。 
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の 媒介 試験 と 不 成 功 を 報じ , 工 尿 の 汚染 物 に よ 
る 餅 食 感染 を 強調 し て 以 來 , OsTERTAc (1908) 
る 強く とれ を 支持 する に C 至 つた が , 我 國 了 臨時 早 
疫 調査 委員 會 は , 明治 42 年 か ら 4 ヵ年 に 古 る 大 
規模 な 放牧 試験 の 結果 , 健 病 主 の 混 牧 及び 木材 内 
放 飼 の 健 馬 が 感染 する の は 常に 蝶 の 衣 生 が 盛ん 
な 時 で ある と と , 是 以 外 の 各種 吸血 昆 軌 は 本 病 
の 媒介 に 開 係 を 有 せ ぬこ と と 等 を 立 詩 し, 放牧 地 
に 於 ける 本 病 の 人 刊 描 は 時 属 の 媒 企 に よる も の で 
ある と の 推定 を 下 し , 昆 剖 設 の 基礎 を 確立 し た 
と と は , 極め て 大 き な 頁 献 と 言わ ね ば な ら な い 。 
と の 研究 を 契機 と 上 し て , 各 國 間 に 器 感染 に 関 
する 藤 験 的 研究 が 行わ れる に 至 つ た 。 その 後 本 
邦 で は 下戸 等 (1945) が , 凡 類 主 と し て ショ フ 
アブ, タイ ワン シロ フ ア ブ を 用 いて 直接 病 馬 並 
と 健 馬 を 刺 基 せ し め , 102 匹 の 蛇 に 吸血 せしめ 
た 1 例 は 確 真 に 人 世 病 レ し た が , 25+85 匹 を 用 いた 


: 他 の 4 例 は 何れ も 陰性 に 終 つ た 。 以上 の 偶 験 か 


ら 著 者 等 は 蛇 に よる 媒介 感染 の 成 斑 は , 刺 格 の 
頻度 , 病原 馬 の 血 中 病 毒 量 が 開 係 し , 時 の 尋 介 
は 口 器 に よる 病 毒 の 機械 的 偉 張 で ある と の 考察 
を 下 レ し た 。 ド イツ で は LOHRs(1919) に よる , 内 
外 寄 生起 の 廣 洲 な 研究 が 行わ れ , 特に アノ フェ 
レス の 刺 閣 試験 で は 長期 間 に 古 つて 行 つ た 結果 , 
滞 く 1 頭 の か 成功 し た が , 吸血 山 乳 列 の 継 口 投 
異 で は 容易 に 感染 が 起 つ た こと か ら , 寧ろ 自然 
の 状態 で は , 水 構 等 に 落下 し た 吸血 骨 の 餅 食 に 
ょ つて 感染 が 超 り 得る と 逃 べ , 俺 貸 の 流行 原因 
と し て , 1. 好適 な 昆 回 (アク フェ レス 等 ) の 多 
敷 存 在 す る と と , 2. 保 圭 馬 の 存在 , 3. 昆 問 の 
活動 を 盛ん に する 握 象 作 件 , 4. 飼料 不足 , 特別 
な 財 役 , 計 の 容 集 を 時 げ て いる 。 又 FORTNER 
(1938,1939) は 7 ア 42pZ7zs szzZe72czzS を 用 いて 
真 験 馬 15 頭 中 9 頭 を 和 病 せしめ , 本 病 の 自然 感 
染 は 詩 と し て 蜂 の 媒介 に よる と 見 父 し て いそ る 。 
ソ ツ ヴ ィ エ ッ ト で は RoproNorFF (1936), LAE- 
TioNov 等 (1939) が 馬 疫 調査 委員 食 ょ 略 同様 
に 木材 内 放牧 を 邊 施 し, ナ 類 に よる 媒介 を 芯 諸 
し て いる 。 アメリカ の 稀 沖 を 見 る と , HOWARD 
(1917) の 殴 験 に ょ り 時 の 媒介 は 不能 に 終 つ た が 
刺 遇 は 媒介 不能 と 報告 し , Scorr (1920) は 健 , 


病 馬 を 夫々 別 の 金網 厩舎 に 政 容 し , 刺 遇 並 に 凡 





を 用 いて 吸血 中 絶 法 に よる 媒介 NN 
次 が 成功 を 粘 わ る に まつ だ ゞ 計 に 必 中 蜂 呈 の 


4 能 な fA&C ま で 手 り た も の IE Sam 


(1942, 1943) の 研究 が ある 。 


STEIN 振 (1942, 1943) の 賞 談 成 績 
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表 に 示す 如く , 蛇 , 刺 過 で は 刺 義 後 短い 潜伏 
NN 期 で 何れ も 襲 病 し て いる が , 遇 の よう な 口 器 の 
の 「 小さ いも の で は , 倫 も 10 高位 稀 粗 の 尊 章 血清 
1 を 注射 し た 場合 と 同様 と 無 症 汰 感染 を 起 し , 健 
六 有馬 に 接 代 す る と と に よ つ て 初め て 晃 性 感染 に 轄 
まる と 言う 興味 ある 事 軟 を 提供 し て いる 。 

以上 は 主として 吸 碧 昆 問 の 媒介 試験 に 成功 し 
た 重要 な 報 衛 NUM2N40UN 
的 < 見 て 寄生 動物 の 各種 に 習 す る 俺 播 能 松 
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「 「 浴 伏 期 」 病 性 人 潜伏 期 」 病 性 
1 0 D320' 00 10 日 | 念 性 | 衝 光 せ ず | 1289 hee 皮 因 日 計上 入 
1295 20 11 本 急性 | 1 10 | 1268 4 の Pi 4 
了 刺 虫 | 1270 283 94 急性 1 は WO2000.N OH274 和 25 が 9 際 
層 
寺 1300 86 IS 日 間 無 反 應 | 不 題 性 | 1: 100.000 | 1277 ” MM 日 間 無 反 鷹 | 不 題 性 
N ( 計 ) 皿 験 馬 1300 及び 1277 の 不 題 性 感染 を 守 つ た さす る 許 明 は 健 馬 へ の 接 代 に ょ つて 行わ れ , 1277 は 
0 . 第 1 代 で , 又 1300 は 第 2 代 で 馬 を 且 病 せしめ て いる し, 駐 1300 及び 1277 に 習 し て は る その後 病 境 
二 いい 「 血清 10cc を 接種 し た が 何れ も 症状 を 示さ ず すず 感染 欧 疫 を 獲得 し て いる こそ を 明か に し も た 。 ' 


か は 本 病 の 感染 様式 の 中 で は と り わ け 重 要 で あ 
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性 と 就 て は , 上 逃 の 有力 な 定 駿 成績 に 徴 し て も , 
また 放牧 馬 に 於 ける 流行 が それ ら の 昆 起 の 驚 生 
時 期 並 に 分 布 ょ 小 行 する 竿 か ら ゃ も , 充分 青 定 し 
得る と ょ と ょ と 巻 え る が , 融 , 財 , 赤 , 藤 悪 等 いた る 所 
C 棲 候 す る 星 = 半 や 肢 叶 類 の 本 病 妹 介 衣 相 に 革 て 
は , 充分 な 衣料 を 見 出し 難い 。 従来 行わ れ た 虹 
や 刺 由 に よる 媒介 連 験 で は , 
融 の 口 器 に よる 機械 的 な 病 寺 接 種 に よ つ て 感染 
する も の と 解 さ れる が , 然 り と すれ ば SrgriN 等 
の 野 に よる 媒介 は 勿論 , 他 の 挨 小 な 日 器 を 有 す . 
る 寄生 動物 も 赤 刺 癌 の 度 に よ つ て は 媒介 が 可 
有馬 で あろ う 。 一 方 デン グ 熱 や 膳 疾病 雪 に 見 られ 
る 山 骸 内 の 増殖 の 如き 現象 が , 未 病 毒 に も 行わ 
れる か 否 か は 今後 の 問題 で ある 。 ' 
2. 終 口 感 栄 

本 病 款 が 尿 , 乳汁 , 鼻 粘 液 等 に 排出 され る と 
と は 上 湖 の 通り で ある が , とれ 等 の 分 汐 , 排 浴 
物 を 介し て 経口 乃至 消化 器 感染 が 英 まれ る か 否 
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明か に それ ら の 昆 . 


つて , 昆 静 媒 介 MM 


れ ば な ら な い 。 

CARRE et VALLEE (1904, 1906, 190 の は 病 
馬 血 液 及び 展 の 経口 投 興 に 依 て 。 消化 器 感染 の 
可能 性 を 音 早く 立 誇 し , 所 調 餅 食 感染 説 の 租 を 
な し た の で ある が , 
が 反復 され , 陽性 成績 を 得 た も る の が 多い 。 臨時 


爾 後 各 國 に 於 て る 綴 口 試験 






馬 疫 調査 変 員 會 の 域 井 ・ 大 塚 909), 時 重 ・ 仁 田 
(912) 等 に よる と , 血液 久 は 林 禁 100cc を 毎 


日 乃 夷 隔 日 lc 飼料 に 混 じ て 投 興 し た 4 頭 の 内 2 
頭 は 約 50 日 で 芝 病 し , 他 の 2 頭 は 生 病 せま 。 展 
を 毎日 100 こ 200cc 宛 内 服 さ せ た 2 頭 は 30 余 日 
で 病 し た が , 他 の 1 例 は 100cc 博 夕 2 回 毎 目 
内 服 せ し め た に 拘ら ず 途 に 北 病 を 見 す 。 また 病 
馬 の 苗 便 を 毎日 飼料 に 混 じ て 給 奥 し た 5 頭 は 細 
て 陰性 に 終 つ た 。 ま た 時 重 ・ 仁 田 (1912, 1913) 
は 病 馬 乳 汁 を 健康 牡馬 及び 幼 玖 に 問 し 38 て 75 日 
に 古 り 連日 内 服 せ し め , 総量 
達し た が と れ も 陰 性 に 終 つ た 。 以上 の 小 駿 から 
同 委員 貸 は , 酒 毒 が 滑 化 器 か ら 侯 入 する と と は 
娠 いな い が , 極端 な 方 法 に よ つ て 長 時 日 後に 初 


2460<46.300cc に 


め て 感染 する の で ある か ら , 筑 際 に 於 ける 口 … 


感染 は 極め て 緩慢 に 行わ ん る も の ょ 推定 され る 
と 本 べ て いる 。 」OSTERTAG (1908), ERANcrs 


[た すさ 


MARSTErLsR (1911), VAN Es 等 (911), 陸 


IMANNINegR (1938), Roirskrr 館 KrrMoy 
(1940 ), 


松井 (1944) 等 $ 病 馬 正 液 娘 は 応 を 部 








日 役 奥 し , 何れ 陽性 成績 を 得 て い る が , と れ 
_ 等 は 何れ も 極め て 大 量 を 反復 投 興す る と いう 不 


ィ デ 


_ 性 成績 を 得 て い る 。 


主張 する か と 思 を ば , 
い ) する 状態 で ある 。 
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自然 な 方 泌 に よ つ て 成功 し た も の で あつ て , と 
の 千 に 開 し 既に OsrERTAcG (1908) は , 強 感 
染 に は 1 同 C 大 量 の 病 毒 を 擁 取 する か , 若く は 
少量 の 演 毒 を 品 拭 取 す る こと が 必要 で ある と 
逃 べ で て WM め 。 と れい に 反し て LOFRS (1919) は , 
喚 血 し た アノ フェ レス を 磨 確 し て 飼料 と 共に 綴 
曲 投 興す る ょ 短い 潜伏 期 で 帝 病 し た と 報告 し , 
有毒 軸 の 湧 れ た 水槽 等 を 介し て 自然 感染 が 起り 


( 得る と 見 区 し て いる 。 下 RorTSKtT KKLrMoV 


(1940) は , 試験 管内 で 本 病 雪 を 馬の骨 液 に 混合 
する ょ 1 時 間 で 不 活性 化す る と いう 買 駿 か ら , 
旨 感染 の 成 誠 は , 病 寺 と 胃液 の 接 喉 する 時 間 
に よ つ て 堪 太 され る と し , 病 二 が 骨 を 無事 に 通 
過 し た 場合 に 初め て 腸管 か ら 吸 下さ れ , 感染 が 
成立 する と 読 いて いる と と は , 消化 器 感染 の 困 
難 性 に 一 部 の 説明 を 典 を る も の の 如く で ある 。 
氏 等 は 更に 仔馬 の 盲腸 に 人 工 彰 管 を 造り 0, そこ と 
か ら 有 毒 血 清 を 注入 し て 感染 せしめ た と 報じ て 
いる 。SrEIN 等 (1944), SrpgrN 層 Morr (1946) 
は 病 馬 外 汗 及 び 展 の 竣 口 投 向 内 で , 何れ も 陽 


以上 の 諸 報 告 を 一 覧 する と , 尿 や 血液 の 如き 


。 病 馬 材 料 で は , 大 基肥 は その 反復 授 過 に よ つ て 


多く は 感染 する が , その 潜伏 期間 は 皮下 , 玩 須 内 
接種 に 比べ 輝 に 長 時 日 を 要する と いう 傾向 を 示 
し て いる 。 婦 病 馬 の 外 汁 は 皮下 接種 に より 病 毒 
を 詩 明 し 得る に 拘ら ず , こ と れ を 大 量 に 旨 投 興し 


て る 容易 に 感染 し な い 結 果 か ら 考 ん る と 泡 汗 忠 


の 病 毒 時 は 尿 や 血液 に 比べ 著しく 後 量 な こと も 


想像 され る 。 レ か し と の よう な 滑 化 器 内 に 播 取 


され る 病 毒 量 の 多 宴 を 論ずる 前 に , 滑 化 器 内 に 入 

つた 病 毒 の 灯 命 が 無 に な る の で ある が , と の と と 
を 診 議 する 何等 の 手がかり も 得 ら ちら れ て は いな い 。 
3. 同居 駐 は 厩 内 接 則 感 染 試 験 


| 同一 了 合 内 lc 健 , 病 馬 を 履 客 レ , 惑 は 同一 馬 


: 房 内 に 雨 者 を 同居 せしめ て 感染 の 有無 を 貨 験 し 
た 人 は 多 敷 ある が , その 成績 は 其 だ 不定 で あつ 
て , 一 坊 で は 厩 合 感染 を 本 病 佑 挿 の 主 般 と し て 
他方 で は 張 く と れ を 耕 定 


% " また 
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上 鞍 の 如く CARRE et VArrgs (1906 っ 1907) 
は 尿 の 汚染 飼料, 水 に よる 綴 日 感染 読 を 張 調 レ 
を だが, OSTERTAG (1908) も 全く これ に 和 し た 。 
門 時 馬 疫 調査 要員 會 も 本 問題 に 就 て は 細心 な 研 
宛 を 反復 し 明治 多年 か ら 4 年間 に 旨 つ て 同居 
感染 を 真 施し て いる 。 印 ち 城井 ・ 大 芝 (1909) は 
た 飼料 を 奥 ん た も の は 64 日 で 肖 病 し た が 。, 重症 
馬 と 真 馬 房 に 同居 飼育 し た 2 頭 は 感染 せま と 言 
い , 時 重 ・ 伝 田 (910) は 急性 病 馬 と 健司 を 毎 
日 計 房 交換 し た 結果 2 頭 の 健 語 の 内 1 頭 ぶ 105 
日 で 般 病 し た の と 凌 し , 健 馬 の 雨 側 に 病 馬 を 置 
いた 場合 は 感染 が 認め られ な か つた 。 タ 意 賀 
(9ii) は 健 馬 2 頭 と 病 馬 3 頭 を 10 ヵ月 間 同居 
せしめ た が 綿 て 陰性 に 終 つ た 。 岸本 等 (1912) は 
昆 吉 を 避 断 し た 金網 厩 内 で 同居 試験 の 結果 , 健 


衣 6 頭 の 内 3 頭 が 題 る 長い 潜伏 期 を て 秋 病 し 


だ と と を 記 勾 し て いる 。 同 委 員 信 は 以上 の 成績 
か ら , 病 毒 の 濃厚 な 場合 は 同居 に ょ つて も 俺 染 
する が , その 億 描 の 勢 は 器 く 且つ 縦 優 で , 到 記 


、 健 , 病 馬 混 必 の 場合 の よう c 猛烈 な も の で は な 


い ょ 結論 し て いる 。 “ 

以 飛 小 規 模 な 同居 試験 は 各 園 で 反復 され , 
WiRrg (1917), SogNs 層 SosTEpjo (1917), 
REINEARDT (1919), GERrLAcg (1921), WAR- 
RINGSHOLZ (1924) , WITTMANN (1925), Ricr- 
TERS (1929), LAkrroNoV 等 (1939), 松井 
(194, 軍馬 補充 郡 白河 支部 (1944) 等 は 何れ 
る 陽性 結果 を 報告 し て いる 。 以上 の 諸 研 究 の 内 
自 河 雪 部 の 試験 は , 慣 争 の いな い 11 月 下旬 か ら 
開始 し 馬 羽 交 状 潜 に ょ つて 病原 馬 を 毎日 隣 馬 羽 
へ 移動 し , その 後に 朝鮮 馬 を 入れ 毎日 移動 させ 
る 方 法 を 用 いた 結果 , 健康 馬 9 頭 中 5 頭 は 22> 
99 日 相 均 31.4 日 の 潜伏 期 で 確 冥 に 肖 病 する と 
言 2 注目 すべ き 成 績 を 示し て いる 。 厩 内 感染 で 
濱 販 的 に と の よう な 高 率 の 感染 を 見 た と ょ は こと 


れ が 初め で あつ て , 算 験 に 用 いた 朝鮮 馬 が 非常 


と 鋭敏 な 感染 素因 を 有する 念 か , 惑 は 他 の 要因 
に よる か は 別 問題 と し て , 許 内 感染 $ 條 件 が 摘 
つた 場合 に は 相 営 属 烈 な 儲 播 を 趣 し 得る 1 つの 
計 左 た な ろう 。 QugNTrN (1933) は 1 地方 の 本 
病 多 毅 厩 舎 13 に 就 て その 人 骨 を 調査 し , 甘 , 尿 


な そこ あー い プー 。 


ンー 








ーー 方 NEvERMANN (1908), HEwper (1909), 


。 MELvIN (1910), FRANCrS and MARSTELLER 


(1911), SEypgRHELM 父子 (1914), FROHNER 
(1917), LOgRs (1919), KsAr (1932), GOR<- 
JACEW (1939) は 何れ も 同居 試験 の 陰性 成績 を 
逃 べ て いる 。 と て と と 最 近 行 われ だ た STErN 等 
(1944) の 研究 (c よれ 洲 , 厳重 に 尼 遇 を 鞍 断 し た 
金 綱 必 舎 を 用 い , a. 健 主 3 頭 を 各 病 馬 の 上 隣 馬 羽 
に 長期 間 柚 養 し , 飼 槽 , 水槽 を 別に し 敷 旋 を 生 
日 除去 する 方 法 に ょ り 5^14 ヵ月 製 察 (Ordi- 
nary Stable Contact), Db. 健司 2 頭 に つき 夫 
夫 病 馬 ェ 馬 房 を 異 に する が 時々 健 , 病 馬 の 飼 , 
水槽 を 共同 に し , 婦 病 馬 羽 に 健司 を 入れ る 方 法 
に より 6 カ ヵ 月 間 半 穴 (Semi-intimate Stable 
Contact) c. 笠 葉 は 敷 詰 と し 完全 な 雑居 の 方 


法 ( 健 馬 2, 健 肛 馬 1. 頭 ),, (Intimate Stable 


Contact) の 3 様 の 接 角 潜 を 講じ 長期 観察 を 行 
つた 結果 , c 妊 の 馬 1 頭 の み 190 日 後に 銘 病 
し レ た 以外 は 何れ も 感染 せま ず 。 これ 等 算 験 馬 の 未 
竣 病 の も ゃ の に C 就 て は 指 察 期間 終了 後 病 毒 皮下 接 
種 を 行 つ を 結果 皆 題 著 な 芝 病 を 見 た こと か ら 何 
れる 本題 性 感染 を 某 つ て いな いと こと ょ と も 誇 明 し て 
ぃ いる 。 以上 か ら SrErN 等 は 病 馬 と の 接 人 般 に よる 
綴 口 感染 は 慢 且つ 困難 で あつ て , 本 病 毒 俺 播 
の 主 骨 は 吸血 昆 の 刺 蓋 , 又は その 他 の 方 法 に 
よる 病 毒 の 皮 内 又は 皮下 接種 , また は 皮膚 , 粘 


上 膜 の 損傷 が 病 毒 に よ つ て 汚染 する と と に ある と - 


緒 論 レ し て いる 。 
4. 胎 艦 感染 


胎盤 か ら 仔 馬 へ の 俺 楽 が 容易 に 超 り 得る る の 


と すれ だ ば , 本 邦 の 如く 俺 貸 の 夢 延 し て いる 現状 
にょ と つて , 周 の 装 殖 上 貼 々 し き 問題 で ある こと 
は 営 然 で ある 。 

胡 (1912) は 病 母 馬 か ら 生 れ た 直後 の 仔馬 
血液 を 健司 に 接種 し て 病 毒 を 詩 明 し , 胎盤 感染 
の 事 次 を 明か に し た 。ps Kock(1925) は 1 例 の 
真 上 か ら 母 馬 か ら 仔 馬 へ の 病 毒 移行 を 定 し て 
いる が が, TRAUTWEIN u. ScHMIDT (1940) は 必 
殺人 刊 負 馬 の 胎 見 25 例 ( 胎 齢 45 て 48 週 ) に 就 て 
臓器 の 組織 移 的 検索 を 行 つた 結果 , を の 10 例 に 
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10 「 AS 科 / 、 
の 治 染 に よる 水 , 飼料 を 介し て 区 に 同 一 厩舎 濾胞 性 外 腫 。 1 例 C 組 織 球 性 及び 滞 思 球 性 屋 | 
の 馬 に 俺 挿し た と 報告 し て いる 。 を 認め , と れ 等 は 俺 條 を 確認 する 詩 と は な ら な 


い が , 母 馬 が 明か な 佑 気 と 提 つ て いた 事 邊 か ら 
考察 し て , と れ 等 の 所 見 は 俺 條 に 翌 す る 組織 の 
反 鷹 と みて 差 区 を な いと 断 じ , 信 貸 母 馬 か ら 
生れ た 仔馬 10 頭 中 5 頭 ( 生 後 3 日 7 ヵ月 ) が 億 
貧 な る 事 が 詩 明 され た と 記載 し て いる 。 石 電 等 
(940) は 姓 馬 に 病 雪 を 接 煙 し 無 衣 病 の まい 接種 
後 18 日 目 に 分 燃 し た 仔馬 の 血 中 皮 に 病 毒 の 
移行 し た と と を 府 明 し , また 他 の 既 馬 は 病 毒 拉 
種 後 13 日 目 に 分 燃 し 内 後 1 ヵ年 間 何 等 定 訴 を 
示さ な か つた に 拘ら ず , 仔馬 の 血 中 に は 分 書 時 
既に 病 毒 が 存在 レ し た と 言い , 母 馬 が 人 刊 條 の 場合 


_ は その 症 誠 の 有無 を 問わ ず 病 毒 は 脱 見 に 移行 す 
- る も の で ある ょ 逃 べ て いる 。 SrgIN 等 (1946) も 


赤 病 母 馬 から 生れ た 侵 馬 2 頭 に つき , 分 圧 直 後 
の 血液 接種 を 試み 何れ も 病 毒 保有 者 な る 事 を 訟 
明 し た 。 佐藤 (1928) は 俺 貧 耐 過 馬 2 頭 , 現 症 
馬 11 頭 あ ふら 生れ た 仔馬 に 就 て , 長期 間 に 評 0 克 


病 の 有無 を 調べ た 結果 , 6 豆 義 病 , 3 頭 は 疑わ 
し V 定 汰 を 現 わ し た 。 仔馬 の 病 は 和 母 馬 の 症 雇 


ょ 呂 々 半 行 する も の \ 如 く , 綴 過 司 や 症 炊 法 微 


の も ゃ の か ら 生 れ た 各 2 頭 の 仁 馬 は 健全 で あつ た 


と 言う 。 仁 馬 の 誠 病 は 生後 2 週 7 ヵ月 以内 c 
現われ , その 症 次 は 成 馬 の ょ うと 故 し く な いと 


_ 区 べ て いる 。 高橋 (1942) は 秋田 仙北 郡 に 於 て 


同 地 の 馬 51 例 の 系 園 114 頭 に つき 調査 し , 胎 


感染 に よる と 考え られ る も の の 多い と と を 記し 


て いる 。 俺 貧 牡馬 の 種 付 に よる 俺 播 (区 項 交 尾 
感染 参照 ) と 目 さ れる 美深 町 の 牝馬 の 俺 邊 に つ 
に 9 今井 等 の 調査 し た 所 に よる と , 母 馬 が 候 症 
婦 は 疑似 と 診断 され た も の の 内 仔馬 が 健康 な も 
の 16 頭 , 仔馬 も 恋 皿 症 或 は 左 似 と 診断 され た も 
の 8 頭 , 流産 又は 生後 短 時 日 に 鉛 苑 し た も の 4 
頭 と 言う 成績 を 示し , 母 馬 俺 貸 の 仁 馬 へ の 儲 染 
久 は 流産 及び 仔馬 病 ェ 億 所 と の 開 連 を 衣 か し め 
る も の が ある 。 


一 方 俺 貸 と 流産 と の 開 係 に 就 て は 如何 と いう 


(に, VAN ES 等 (1911) は 誤 性 億 條 に 濯 つた 既 上 
は 普通 流産 する と 指摘 し , LUHRS (1919) は 病 母 
馬 の 流産 し 易い と と を 注意 し , Scorr (1924) は 
3 頭 の 俺 包 馬 が 芝 吾 時 流産 せり と 報じ 。 OpPER- 
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ANN(1923) は 本 病 の 常 在 する 局 上 産地 , 種馬 牧場 


で は , 慢性 型 の も の tc 流 , 早産 , 仔馬 病 が 多 開 し 。 


その 原因 と 目 さ れる ペラ チ フ ス や 連 球 菌 の 感染 
は , 二 炊 的 の 意義 を 有する に 過ぎ ぬ と 欧 べ て い 
る 。 TRAUTWEIN u. SCHMIDT (1940 ) は 29 頭 の 
偽 條 馬 中 9 頭 の 流産 を 製 察 し て いる 。 BAUER 
(1936), SrgrN 等 (1946) も る 熱 作 時 に 流産 する 
も $ ふ の の ある と と を 記載 し , ANDRrEvskrr (1940) 
は 600 頭 の 人 工 受精 及び 自然 交尾 に よる 馬 則 
に 多 敷 の 俺 沼 が 次 生 し , それ 等 の 婚 馬 中 績 熱 時 
婦 は 熱 分 利 直後 に 流産 する も の 多く , 選 流 産 菌 
_ と は 開 作 が な か つた と と を 明か に し て いる 。.・ 
以上 の 諸 報 告 か ら 本 病 の 胎盤 感染 に 就 て は , 
も ゃ は や 召 う 人 鈴 地 が な く , 馬 産 地 に 頻 次 する 特 帝 
性 流産 や 仔馬 生後 直 死 の 原因 と し て , 俺 所 が ど 
の ょ うな 役割 を な し つい ある か は , 今後 の 検討 
さる べき 問題 で ある 。 
5. 交尾 感 楽 

種 牡馬 が 佑 企 で と れ が 健康 牝馬 に 交配 し た 場 
合 , 逆 に 俺 貸 牝 馬 が 健康 牡馬 と 交配 し た 場合 に , 
相 互 間 に 病 毒 の 感染 が 起 る か 否 か は 本 病 の 偉 播 
に と つて 重要 な 問題 で ある が , 従来 これ に 開 す 
る 満足 な 研究 は 行わ ん て いな い 。 た よぶ 俺 貧 牡 馬 
の 精液 中 に 病 毒 が 存在 する こと は , 石井 (1941) 
も SrgrN & Morr (1942) も 接種 試験 に + つ 
て と れ を 誇 明 し て いる 。 殊 に 石井 は 精液 を 液 器 
成分 と 精子 と に 分 け , と れ を 別個 に 健 馬 に 接種 
し た 農 , 到 方 共 病 毒 が 誠 明 され た ょ 移 べ て いる 。 


_ 婦 石井 は 断る 俺 貧 牡 馬 を 10 頭 の 牝馬 に 交尾 せ 


し め た が 1 頭 $ 熱 を 来たし た も の が な か つた 
と 言い , STErN 層 Morr は 逆 に 健康 牡馬 を 2 頭 
の 俺 貧 牝 馬 ょ 交尾 せしめ た が , 何れ も 感染 せ ず 
と 報 告 し て いる 。 然し STEINBRUcEL (1920), 
WAcNER (1923), WARRINesHorZ (1924), 


EirMANN (1926) 等 は 偉 貧 牡馬 に ょ る 牝馬 へ の 


刊 楽 を 観察 し た と 区 べ て いる 。 系 も 角 精 液 に 病 
毒 が 存在 する 以上 , 交尾 感染 の 可能 性 は 否定 し 
得 な いと と で あつ て , 次 に 逃 べ る 俺 貧 種 各 馬 と 
交配 し た 多 敷 の 牝馬 の 運命 は , 交尾 感染 を 誇 搬 
だ て る 有力 な 資料 と いう と と が 出來 よう 。 

、 昭和 16 年 上 川 支 及 管内 美深 町 及び 飼 光 村 の 
、 農林 省 代 付 種 入 馬 , 較 部 及び 席 芝 の 2 頭 が 春 


1 
期 種 付 を 終了 後 健 抽 と 診断 され 夫々 8 月 21 日 , 
9 月 3 日 C 居 殺 又 は 難 死 し た の で , 同年 度 種 付 牝 
馬 に 及ぼ し た 影響 を 調査 する 乱 , 今井 等 は 和 昭 
和 17 年 8 月 に 至 つて 一 東 に それ 等 の 牝馬 に 就 
て 億 貸 の 検診 を 行 つ た 結果 , 連 龍 を 交配 し た 牝 
馬 65 頭 中 臣 窟 8, 疑似 29 頭 の 多き 'c 天 し, 婦 訪 
楽 を 交配 し た 牝馬 47 頭 中 眞 症 2, 疑似 6 頭 で あ 
つた 。 抑 ち 俺 貧 牡 馬連 議 旨 を 交配 し た 牝馬 の 邊 
淫 以 上 が 俺 貧 眞 症 久 は 召 似 た な り , 薦 栄 江 を 変 
配 し た 牝馬 の 1/6 が 佑 僅 と な つた 課 で , その 多 
義 原 因 と し て は 病 牡 馬 の 種 付 以 外 に 有力 な 原因 
が 見 常 ら ず , 従 つ て 今回 の 局 地 的 流行 原因 は 種 
付 に ある と 見 倶 し て いる 。 (以上 の 事 冥 は 道 膨 信 
井 技 官 の 調査 資料 な る も 公表 され て いな い 。) 
6. 皮膚 感染 

RAMON et LEMETAYER (1935) は 皮膚 創傷 
及び 有 眼 結膜 か ら 本 病 毒 が 感染 する と と を 詩 明 し , 
ブラ シ , 人 金 格 等 の 手 入 具 に ょ る 立 過 楊 に よ ょ つて 
健康 皮膚 か ら も 感染 せしめ る 危険 が ある ょ 延 べ 
て いる 。 双 BosNiC (1936) は 皮膚 の 出血 創 か ら 
本 病 毒 が 感染 し 得る と と を 寅 験 し , 放牧 地 父 は 
厩舎 で , 汚染 し た 地上 に 横 束 反 軸 す る よう な 場 
合 に , 皮膚 の 小 創 か ら 自然 感染 する で あろ うと 
流 べ て いる 。HHARRING (1937) は 家 束 及び 馬 の 
無傷 の 皮膚 に 感染 材料 を 塗布 し て 俺 染 せ な しめ た 
と 言い , MANNINcER (1938) は 線 帯 を 病 毒 含有 
腕 級 血液 は 尿 に 友 し , これ を 繋 部 に まき つけ , 
5 日 間隔 で 2 同 同 廣 置 を 誠 じ た 謀 , 尿 は 25 日 , 
血液 は 39 日 後に 夫々 克 病 し た こと を 報告 し , 通 


_ 常 四肢 の 末端 が 尿 で 汚染 し 易い と と か ら 皮膚 感 


染 を 自然 感染 の 方 法 と 見 個 し た 。 

松井 (1944) は MANNINeER の 成績 を 追試 し , 
脆 織 血 及び 尿 を 騰 脂 費 に し て 四肢 の 繋 部 皮膚 
と 縄 絡 し た が , 2 頭 共 105 日 目 に 居 殺 の 結果 は 
組織 所 見 陽性 を 示し , 又 展 塗布 馬 を 尊 前 採血 し 
と れ を 接種 し た 1 選 は 17 日 目 解 病 し た と 言 2。 
以上 の 請 報告 は 試験 例 敷 の 眺 い と と , 及び 小 
験 方 法 が その 他 の 感染 要約 を 完全 に 抹殺 し た 上 
で 行わ れ た 形 須 が な く , 英 だ 不 完全 な も の の 如 
く 思わ れる の で , 皮膚 感染 の 能 相 に 就 て は 目下 
の 所 , 何れ と も 制定 し か ね る 汰 態 で ある 。 
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7. 呼吸 器 感 楽 
'Scorr (1924) は 病 馬 の 昌 分 泌 液 中 に 病 毒 の 
存する と と を 接種 試験 に よ つ て 誇 明 し た と と は 
上 和 逃 の 如く で あろ る が, 更に 病 悦 鼻 腔 の 洗 浴 液 を 


- 健 局 鼻腔 に 注入 し た 席 , 1 頭 は 感染 に 成功 し た 


が 他 の 1 頭 は 失敗 に 終 つ だ た と 報じ て いる 。 
WrrrMANN (1925) は 億 貧 馬 の 熱 敬 作 時 に は 展 
履 眠 カタ ー ル を 起 し て 見 汁 を 排出 する $ る の が あ 
り , か いる 分 泌 物 に ょ る 飛 注 俺 染 は 経口 感 染 以 
上 と 重 訴 す べき で ある と ょ と 主 蝶 し て いる 。 市 井 等 
(1939) は 昭和 13 年 3 月 以降 豊橋 耳 時 補充 馬 片 
に 多 生 し た 所 主 刺 橋 病 の 研究 中 , 俺 貸 を 合併 し 
て いる 病 馬 の 肺 乳 刑 10 こ 25 cc を 祭 管 内 に 接種 
し た 席 , 2 頭 は 完全 に 殴 病 し , 他 の 1 頭 $ 不 容 


. 定 生 ら 俺 貧 と 認め られ る に 至 つた の で , 本 病 は 


気管 , 無 管 枝 恐 らく は 肺 胞 上 皮 面 か ら も ぁ 染 し 
得る で あろ う ょ 逃 べ て いる 。 また 俺 貸 馬 の 肺 組 
織 を 食 座 水 で 5 位 外 刑 と し , 20cc を 粘膜 を 傷 
つけ め ぬ よ う 注 意 し て 徐々 に 旧 腔 内 に 滴下 し た 席 , 
23 日 で 区 病 し た 。 以 上 の 資 験 か ら , 市 井 等 は 俺 
令 馬 の 呼吸 器 分 決 液 中 に ある 病 毒 に ょ つて 。 飛 
潜 偉 染 が 起り 得る と 結論 し て いる 。 「 

以上 俺 気 の 感 染 様式 の 個々 に 就 て 区 べ 秦 つ た 


が , 皮膚 感染 や 呼吸 器 感染 の よう な 懇 床 な 方 法 


は 別 問 題 と し て , 自然 俺 描 の 淀 道 は や は り 昆 赴 
に よる 媒介 か 強 感染 に よる か ぶ 焦 踏 と な る 。 
と の 問題 に 読 て は 更に WI 章 に 於 て 他 の 角度 か ら 
言及 し 度 い と 思う 。 ' 
V. 太 負 の 感染 と 個 起 的 因 証 
LOHRS や PETERS に よ つ て 報告 され た 本 病 


毒 に よる 稀有 の 人 携 感染 例 は 別 間 題 と し て , 周 


以外 の 他 種 動物 (と 本 病 毒 を 感 因 せ し め よ ょ う ょ す 
る 無 敷 の 冥 有 験 は 綿 て 失敗 に 久 し , 今日 の 護 佑 
は 全く 馬 属 固有 の 疾病 と 断じて も る 甘 放 を は な い 。 


_ 新 く 本 病 毒 は 信 質 的 な 馬 嗜 好 性 を 有する も の と 


解 さ れる が , 病 毒 の 俺 着服 ち 感 染 と 基 を る と と は 
加 卒 で あつ て , そ と に は 感染 殻 病 を 促進 し 或 は 


抑 着 す る 半 多 の 沖 約 の 存在 する で あろ うと と は , 


本 病 の 俺 播 傾向 が 生 疫 や 豚 コ レラ の 如く 管 汰 で 
な い か ら も , 
局 し 易い と 言う 性 格 か らし て も, 
味 さ れ な けれ ば な ら な い 。 と れ 等 の 要約 と は , 





また その 殴 生 が 一 定 の 土地 限 
営 然 慣 重 に 吟 
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康 , 病 寺 の 散布 , 媒介 起 趣 の 英生 活動 等 に 重 


要 な 開 係 を 有する 環境 因子 の 錯 し た る の で あ _ 


つて , 決し て 旦 一 の ゃ の で は な か ろう ょ 門 像 さ 
れる 。 と れ 等 の 難問 題 を 虎 理 する 確固 た る 論 
を 過去 の 報告 の 中 に 見 出す と と は 不可 能 で ある 
が , 一 鷹 同 方 向 の 知識 を 容 喘 し て みょう 。 
1. 種 及び 品種 間 の 素因 
GUTSCHE (1919) は , 自己 の 抽 穴 し た 291 頭 


の 病 居 中 Konik 属 (Panjepferde, Ne 
在 來 種 ) 4, 至 種 15 め , 重 種 及 び 重 竿 血 80 


で , 重 種 は 昌 種 ヒ 比 べ 途 に 押 洒 し 易い と と を 記 


し , WARRINcsHorz (1924) は , Norderdith- 
marschen に C 流 行 し た 俺 貧 馬 の 統計 に ょ つて , 


重 種 は 昌 種 の 2 倍 も 多く 挫 病 し た と 言い 双 栗 
田 (1926) は 鍛治 谷澤 支部 の 僚 貧 医 生 汰 況 を 調 
査 し , 
を 注意 し て いる 。 RGzSA (1927) も , ヘン ガリ ー 


に 於 ける 1 居 の 3 年 間 に 巨 る 製 察 か ら , 重 種 


の 感染 し 易い と と を 認め , QOENTIN (1993) ? 赤 


大 形 ベ ルギー 居 が か いり 呈 い 事 を 涼 べ て いら る 。 


新 鶴 竹 畜 牧 場 の 河原 田 雄 三 氏 の 統計 に ょ る と , 
昭和 て 23 年 に 於 ける 同 牧場 の 種類 別 沿 病 敷 は , 
則 種 延 頭 敷 2.189 頭 中 俺 貧 毅 生 敷 7 頭 ( 握 病 筆 


0.32) に 畔 し , 中 間 種 で は 1156 頭 中 122 頭 


( 搾 病 夫 1.06) の 艇 生 で , 軽 種 は 甚だ 低 牽 で 
ある 。 か いる 諸 報 告 か ら み る と , 軽 種 の 感 愛 性 
は 中 問 種 , 重 種 に 比べ 低い ゃ の いよ うに 見 を る 。 

橋本 (1933) は , 軍馬 補充 部 自 河 支 部 に 於 て , 本 
病 と 血液 型 と の 開 係 を 論じ , 役 の 分 類 に ょ る B 
型 馬 が 所 病 し 易く 且つ 重症 に 陥 り 易 いと 鞍 べ て 









司 憶 と 刑 達し た 病 起 の 超 将 任 を 沈 肖 し 父 は 抑 康 
_ 世 し め る 個 肢 側 の 種々 な 因子 と , 更に 馬 骨 の 健 


その 次 生 が 時 種 に 少く 中 間 種 に 多い と と 


いる が , 押 液 型 の 分 類 方 法 が 判 禁 ほし て いな い 。 


今井 (1943) は 北海 道 に 於 て , 7 ヵ年 間 に 殺 虎 分 
され た 人 刊 所 語 2234 頭 を 種類 別 と 統計 し , 繋 坦 
0.7, 中 開 種 17.7, 重 種 20.5, 雑種 60.2, 和 種 0.4 


の 成績 を 得 た が , と の 的 宇 は 大 島 各 種類 の 飼 王 縄 


頭数 C 行 する る の で あつ て , 種類 間 に 浴 ける 
中 別 の 感染 素因 は な いと 言う 。 KrNsrgy(1909), 
RiNgARpr (1919), VERc (1933), 阿部 ・ 次 礁 
(1940) 等 も 同様 種類 間 の 差 を 認め て いな い 。 
炊 に 各地 に ある 土産 種 の 感受 性 % 注意 を 若く 


ば na 








間 題 で ある 。 石井 等 は 済州 鳥 局 の 感受 性 は 鋭敏 
で 人 工 接 種 に 騰 し 100 多 の 感染 を 示す と 言い , 
小倉 の 冥 験 に よれ ば 中 國 産 の 馬 に 本 病 毒 を 接種 
_ する と 一 過 性 の 次 病 を 見 る が が 沸 検 上 肉眼 的 鍵 化 
は 認め られ ず , 組織 了 欧 的 に 肝 間 質 c 汐 包 様 細胞 
の 肖 油 が 認め られ る 程度 で ある と 言う 。 逃 者 の 
比 律 宮 に 於 ける 抽 察 で は , 日 本 の 軍司 間 に 偉 外 が 
多 病 し た に 拘ら まず 同一 所 に 撃 養 し た 比島 ボ ュ ー 
に は 全く 驚 生 が な く , 虹 や 刺 昌 が 年 間 を 通じ て 
活動 する 同 地 の と と で ある か ら , ズー ラ は 相 刻 
開 に 盛ん KC 侯 抄 し た と いう 2 事 賀 と 比較 する と , 
比島 ボニー は 偉人 に 翌 し て は よく 抵抗 する も の 
の 如く 推 穴 さ れる 。 

以上 は 馬 の 種 類 と 俺 條 に 再 す る 感受 性 に 就 て 
言及 し た が , その 弟 察 は 肥 相 な も の KC 過ぎ ず , 
と の 種 の 間 題 は 特に 長期 に 旧 る 茂 密 な 統計 に よ 
つて , 初め て その 傾向 を 明か に する と と が 出來 
る と 思わ れる 。 


次 に 馬 及 び 腺 の 感受 性 は 如何 と 言う に 一般に 


馬 に 比べ ある 程度 の 抵抗 性 を 有する と な す 人 が 
多い 。 VELU (1933) , SCHULER et VELU (1933)., 
SARTHOU。 MoRRrSOT, DAVID 等 は , 腺 に 病 毒 
を 接種 し て も 不 野 作 鉱 は 慢 性 継 過 と と る も の が 
多く , 褒 に 比べ 明か と 郷 い 抵抗 力 を 示す ょ 迄 べべ 
て いる 。 THEILER 交 KEOE (1915), ROBERT 
_ (1929), LAMARRE (1933), VsgRcg (1933) 等 は 
衣 及 び 騙 共に 馬 ょ りゃ も 抵抗 力 強 し と し て いる 。 
一 方 KrNsrgy (1909) は 接種 試験 に 於 て , 胡 


は 馬 ょ 同 程度 の 感受 性 を 示す と 言い * BAroZET 


(1935) は , アフ リカ ァ の 小形 馬 は 順 る 感受 性 が 
纏 く , 俺 貸 病 の 環 脈 内 接種 で は 潜伏 期 の 潤 均 
12 卓 , 皮下 で は 13 日 を 示し , 接種 量 の 多 宴 , 病 
原 馬 の 汰 態 (活動 又は 静止 期 ) に 開 係 な く 帝 病 
し , 173 以上 が 致 玩 的 経過 と を と る と 言い , 接種 試 
具 と は 順 る 経済 的 で 好適 な も る の と し て いる 。 婦 
、pg Kock (1925) は 1918 年 に 南 阿 Muiden 植 
民 地 に 於 て , 騙 馬 間 に 偉 貸 が 流行 し , 50% の 致 


、 信 率 を 示し た 流行 例 を 報告 し , Crrrr (1938) は 


エリ トリ ア で 1300 頭 の 剛 馬 故に 起 つ た 俺 抽 の 
流行 に 人 昌 し , 馬 の 皮下 及び 静 有 内 接種 , 接 位 感 
楽 試験 を 賞 施 し た 結果 , 14 頭 中 2 頭 は 和 性 , 7 


頭 下 委 性 , 5 頭 は 慢性 経過 を 示し た と と か ら 参 


1 
ず ) 


mw 
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の 感受 性 は 局 に 劣ら ぬ ょ 解 し て いる 。 GArgs 
(1940) も 赤 ミ シシ ッ ピ 河 の 座 肖 工事 に 使役 し を た 
弁 馬 間 に , 多 敷 の 俺 所 が 驚 生 し た と 和 区 べ て いる 。 

以上 の よう と, 央 や 朋 の 感受 性 に 就 て 意見 が 
号 々 で ある 篇 め , 馬 と 秋 及 び 充 の 差 を は つき り 0 天 
答 に か ける と と は 出来 な い が , 病 毒 接種 に 反 鷹 
する 態度 は , 十 者 の 間 に か な り の 差 が あつ て も 
不思議 は な い 。 その 例 諦 と し て 適 営 か どう か は 
わか ら な い が , ズー ラ の 病原 本 7. eg27252 を 務 
(て 接種 し て みる と , その 症 其 は 馬 に 比べ 全く 
微 で あつ て 軽く 耐 過 する 事 軟 を 逃 若 は 坦 験 し て 
いる 。 し か し 一 方 DE Kock, Cirrr, GATES 等 
の 騙 や 能 の 自然 流行 例 の 敬 生 を 慮 する と , 恐 
らく ある 護 態 の 下 ( 包 涯 , 柴 状 の 低下 , 媒介 星 
の 多 次 等 ) で は , と れ 等 の 動物 問 に ゃ 佑 所 流行 


。 の 比 生 が 起り 得る と と を 見 逃し て は な ら な い 。 


2. 年 齢 の 影響 
KiNsLEY (1909) は 呈 乳 中 の 条 馬 や 20 上 基 の 
老齢 馬 に も 億 任 を 見 た と 言い , 大 痛 (1912) は 明 
治 43 年 夏 茨 城 豚 多賀 那 開 本 村 に 於 ける 本 病 流 


行 汰 況 を 調査 し , 仔馬 並 に 成語 の 角 病 春 を 比較 


し た 結果 , 幼 駒 79 頭 中 22 頭 (27.8 め ), 成 馬 150 
頭 中 47 頭 (31.3%) を 示し , 同 地方 の 如き 放牧 
馬 で は , 雨 著 の 間 に 般 病 春の 差 が な い ょ 区 べ て 
いる 。 尽 時 重 ・ 仁 田 (1912) は 営 歳 馬 の 感 愛 性 


を 試み る だ た め 3 頭 を 供 試 し , ユー2cc の 境 血 を 皮 ・ 


下 と 注射 し た が , 何れ も 年 月 で 和 病 し 致死 軸 絶 
包 を ょ つた と と を 記載 し て いる 。 TRAUTWEIN 
u. ScHMrpT (1940) は 1935 年 に 1 牧場 で , 1 ン 
T/z 歳 の 幼 交 30 頭 が 1 保 毒 馬 を 中 心 に , 短期 結 
に 全部 尼 病 し た と と を 報告 し , STgiN 層 Morr 
(1946) は 喘 乳 中 の 仁 馬 か らき 3 歳 之 の 幼 箇 8 頭 を 
土司 2 頭 と 共に 10 cc の 毒 血 を 皮下 注射 し た 農 , 
幼 絢 は 13 て 16 是 , 狂 馬 は 18 て 17 日 で 何れ も 供 
病 し , 両者 の 間 に 感 愛 性 の 差 は な か つた ょ 迄 べ 
て いる 。 横山 (1937) の 白河 支部 に 於 ける 統計 に 
よる と , 昭和 4 て 6 年 度 の 初 年 放牧 司 乱 で は , 放 
牧 周 敷 に 回 する 佑 作 芝 生 比 は 3 歳 17.0, 4 歳 
14.2 め , 5 歳 38.6 を 示し , 3 歳 馬 は 夫 奏 和 施 
後 2 て 3 ヵ月 を た の み で 磐 力 の 了 復 少 き と と , 


婦 合 飼 間 に 腺 疫 の 流行 の あつ た 場合 は 特に 多 散 


する と し , 年 齢 に 附 隊 し た 去 葵 , 腺 疫 等 の 誘因 
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を 重 冊 し て いる 。 今井 (1943) は , 北海 道 に 於 け 
る 昭和 2 て 15 年 の 殺 庶 分 億 貧 馬 2.234 頭 の 年 齢 


に つき 統計 し , 営 歳 か ら 20 歳 以 上 の 各 年 齢 階級 
と 次 生 す る が , 就 中 3-4 歳 最高 を 示し , 5 て 14 
茂 の 此 馬 が これ に 爽 ぎ , 堂上 蔵 は 低 奏 で あつ た と 
報告 し て いる 。 
以上 諸 報告 か ら み る と , 俺 貧 は 仔馬 成 馬 の 別 
な く 局 を 優 す ょ 言い 得る の で ある が , と れ を 注 
意 深く 検討 する な ら ば だ 横山 の 区 べ る よう な 年 齢 
C 附 障 し た 疾病 や 飼 枚 管理 の 激 媒 も 考慮 さる べ 
き で あつ て , 新 礼 種畜 牧場 の 永年 に 旨 る 統計 で 
は 2 蔵 及び 4 歳 の 和敬 病 が 最も 多く , 含 飼 離 乳 か 
ら 全 放牧 に 移行 する 2 歳 時 , 及び 育成 時 代 か ら 
使役 久 は 養殖 牝馬 に 編入 され る 4 歳 時 等 は , 飼 
養 管理 の 激 稀 に よ ょ つて 明か に 抵 抗力 が 滅 退 す る 
も の と ょ と 巻 ん られ る 。 
83.、 過 送 の 影響 
停 代 の 感染 , 遂 病 の 読 因 と し て 動物 の 過 脆 を 


取上げ て いる 人 も 少く な い 。 ScHULER et VELU 


(1933), VERcEs (1933), SARrHou,。 DAYrID, 


BAOER (1936) 等 は , 局 が 人 包 の 結果 抵抗 力 を . 


減じ 感染 し 易く な り , 了 且つ 無 定 汰 の も の が 有 症 
汰 に 甲 ま る 動機 と な る と 見 て いる 。HHOFFEREER 
(1937) は 木材 運搬 の 如き 劇 役 に 馬 を 使用 する 場 
合 , 病 馬 人 久 は 保 款 馬 に 接 角 し て 容易 に 感染 する 
と 言い , BELLER u. SCHWARZMEIER (1940) の 
1933 年 か ら 7 ヵ年 に 旧 る ヘッ セン の 義生 統計 に 
よる と , 早春 及び 7 へ 8 月 の 高 溜 期 が 細 生 の 山 
を 示し , 早春 及び 夏期 の 劇 し い 勢 役 が 釣 I 一 材 
と 不 語 性 友 染 し て いる 本 病 を 誘 毅 する の だ と 褒 


明 し て いる 。 SrEIN 錠 Morr (1947) も 不 題 作 


感染 馬 の 包 涯 に よる 殴 病 を 認め て いる 。 

4 飼料 及び 姜 の 影響 
SCHULER et VgrU(1933) は 飼料 不 必 , 栄養 
不良 が 本 病 の 多 般 原 因 を な す と し , SARTHOU は 
テル ジェ リヤ 生 兵 際 馬 が 答 の 給 典 な し 使役 さ 
れ た 際 , 冬期 で は あつ た が 次 熱 馬 を 多 敷 生じ た 
と と を 秋 察 し て いる 。OpPpERMANN (1933) る 図 
作 の 年 に は 俺 條 が 多 績 する と し , 楽 養 不良 に ょ 
つて 論 層 し た 馬 は 特に 病 毒 に 侯 され 易い ょ 言 
2。 包 飼 料 不足 , 柴 伏 低 下 に ょ つて 潜伏 型 の る 


_ の が 相 丈 で 重症 俺 貧 に 級 る と 述 べ て いる 。 KRAr 
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(1934) は 土地 飼料 , 水 の 石 克 販 乏 か ら 來 る 
装 失 調 を 重 槻 し て いる 。 麗 典 の 俺 研究 委員 食 
に 於 て , SVANBERG (1934) は 北 瑞 典 の 俺 和希 多 稀 
地 著 に 於 ける 土壌 並 に 飼料 分 析 の 結果 , 同 地 の 
土壌 及び 牧草 が MnO に 富み , 乾 草 の MnO 含 
量 が 0.6<2 多 を 示す と 朋 し , 中 , 南 部 瑞 典 の それ 
は 0.05%2 を 示し , 同 委員 食 の CARLSTROM ul. 
HJARRE (1938) は MnO 1 を 信 に ょ つ 
て 属 を 長期 飼養 する と, 被 毛 粗 剛 , 抽 痩 , 浮腫, 
歩行 困難 , 貧血 等 の 定 誠 を 現 わ し , 婦 乾 草 中 の 
ィ タ ミン Bi は 過量 の MnO に よ つ て 酸化 破 環 さ 
れろ る た め , と の よう な マン ガン 導 量 の 飼料 爺 ち 
ヴィ タ ミ ン Bi 鉄 乏 飼料 を 給 穫 し て 俺 貧 病 泰 の 接 
種 を 試み る と , 答 量 の 病 毒 で 般 病 する と の 四 験 


を 行い , 北 瑞 典 に 多 芝 す る 偉 貸 の 原因 は 飼料 と 


容 接 な 開 係 が ある と 断じて いる 。 
栗田 (1926) は 銀 治 谷 涯 派出 部 15 年 間 の 純 
計 か ら , 同 部 に 於 ける 帝 作 , 草 作 の 豊 凶 と 俺 貧 
の 敬 生 敷 と は 大 骨 在 行 す る と 区 べ ,。 阿部 ・ 安 喰 
(1940) に ょ る と , 七戸 派出 部 で 相 月 英生 の 
多い の は , 放牧 馬 が 史 秋 茶 養 償 の し い草 類 の 
採 食 こ よ つ て 柴 養 頓 に 低下 し , 含 飼 と 共に 飼 伏 
管理 の 鉄 了 に 乗じ て 症 誠 重 人 筐 と な り 本 病 と 診 世 
され る も の が 多く な る か ら で あ る と 言う 。 


IV. 大 貧 の 生生 と 環境 因子 






俺 貸 は 古 吉 あ る 特定 地域 に 根 つ て 多く 後生 す 


る と 調 わ れ , 婦 季 委 的 に は 昆 の 語 生 , 飼養 管 
理 , 紫 養 等 の 相 闘 ぇ 係 か ら 夏 季 に 多く 多 季 に 少 


い の を 普通 と する 。 地理 , 地質 祭 象 要素 , 季 
節 等 の 環境 因子 が , 直接 又は 間接 に 俺 邊 の 感染 , 
庫 病 と 何 の よ うな 開 連 性 を 有する か は 甚だ 重要 
な 問題 で あつ て , 俺 所 の 流行 病 的 な 性 格 に 大 き 
く 王 渉 する も る の の 如く 想像 され る 。 し か し と 
に ゃ 赤 綴 験 的 な 事 餅 の 記載 は 多く 見 られ る けれ 
ょ ゃ も, 本 質 的 に 立入 つて と れ 等 の 間 題 を 解説 し 
ょ うと ょ と 試 上 みた も の は 皆無 に 等 し い 状 態 で ある 。 
1. 地理 , 地質 の 影響 

アメ リカ 及び カナ ダ で は 吉 く か ら 俺 貧 を 
Swamp-fever と 呼ん で いる と と は 乗 知 の 通り 
で あつ て , その 般 生 が 沼 澤 に 富ん だ 低 混 地 C 多 
い ょ 言う と と に 由 拉 し て い る 。 TORRANCE 





(1902) は カナ ダ の マ = トバ 地方 の 億 貸 は 低 混 地 
と 久 税 し , 特に 雨期 に 多い と 言い , BRIMHALL 
等 (1903) は 俺 持 の 義生 に は 2 つの 中 心 が あ り , 
と の 1 つ は 黒色 坊 壌 士 地帯 , 他 は 甘 砂 土地 寺 で , 
後者 は 前 者 程 多 殴 せ ず と 言 う 。 RUTHERFORD 
(1903), PErERSs ( 1906), FRANCIS MAR- 
STELLER (1908), ACRES (1909), VAaN Es 等 
(1911), GArgs (1940) 等 の アメ リカ 諸 牌 者 は , 
何れ も 本 病 が 沼 澤 地 又は 低地 に 多 衣 す る こと 
を 記し て い る 。 BRIckMAN (1906), CHRISTL 
_(1932), THoRsHAuc (1933), Srsck (1937) 等 
の 区 州 諸家 も 沼 澤 地 に 於 ける 多 般 を 注意 し て い 

る 。 ForToN (1930) は , カナ ダ の SasKatche- 
wan 州 に 於 て 地質 ェ 俺 損 遂 生 と の 了 係 に つき 
興味 深い 研究 を 報じ て いる 。 同 州 で は 俺 貸 の 多 
次 地帯 は 砂 士 又は 壇 幸 土地 問 に 限局 し, 散 帝 地 
閉 は 軽 砂 士 又は 壌 土 と 砂 土 の 中 間 土 性 に 存在 し, 
填 土 地 問 に は 全く 本 病 の 胡 生 を 見 な い ょ 言う 。 
同 州 は 元 來 沼 澤 地 が 多く , 俺 所 の 非 次 生地 藩 で 

$ 多 敷 の 沼 澤 を 有する も の が ある が , 壇 壌 土地 
如 ょ 一 土地 帯 の 沼 で は 水草 の 生育 汰 態 が 異 り , 

前 著 で は 水草 の 生育 盛ん で 季 基 に よ つ て 深水 の 
、 p 是 が 好 化 し , pH が 中 性 に 近く な る 頃 に は 水 
混 $ 昇 り , 後生 物 の 縮 育 に は 好適 と な り , と の 
時 期 か ら 偉 気 が 細 生 し 始め る 。 偉 久 の 流行 が 起 
つた 時 の 沼 水 の pH は 7.0 て 7.6 で ある 。 俺 貧 馬 
の 敷 頭 辻 生 し た 農場 内 に ある 沼 水 30-60cc を 


表 脈 内 接種 し た 6 頭 中 4 頭 肖 病 し , 2 頭 は 以前 
か ら 保 毒 馬 な る と と が 誇 明 され た 。 非 俺 貸 地 各 . 


の 7 つの 池 水 を 集め て 接種 し た 馬 は 全部 生 病 し 
な い 。 以 上 の 偶 験 から FOLroN は , 水草 の 筑 育 
が 肝 盛 で , 
る よく 増殖 し , 従 つ て か いる 條 件 を 備 を た 壇 幸 
土地 比 に は , - 偉 気 が 多角 す る と いう の で ある 。 
STEIN 層 Morr (1947 ) に ょ 記 出 巡 光 サタ (G 於 
ける 最近 の 俺 貧 滞 生 炊 況 は , ミシシッピ 河 デ ル タ 
地 著 で 尿 馬 間 に 慢 性 偉 抽 が 廣 く 尊 延 し て いる 外 , 
他 の 地方 で は その 般 生 散 毅 的 で 小 地域 に 限局 し 
列 ど 他 に 俺 播 す る 傾向 が な いと 言う 。 

フラ ンス で は LAMARRE (1933) に よ つ て 佑 
貧 の 地理 的 分 布 が 詳細 検討 され だ た 。 フラ ンス の 
北東 部 に は , 100 年 前 か ら 俺 気 が 相 狭し , ドイ 


水 の 反 應 が 中 性 に 近い 時 は 俺 気 病 毒 . 
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ツ 南 都 の 多義 地 問 と 共に 中 区 の 1 大 俺 委 地 方 を 
形成 する と いわ れ て いる が , LAMARRE は 向 生 
の 最も 多い Haute-Marne 上 衣 を 選び , 態 内 の 多 
生 訴 況 と 地形 地質 と の 開 係 を 考 先 し た 。 同 隊 の 
北部 は 其 だ し く 洛 染 し , 南部 は 華 生 が 少 い の で 


ある が , 土 性 か ら み る と 北部 は 不 洪 透 性 , 南部 は 


湊 透 性 で ある 。 特 C Oxford 階 の 地層 が Haute- 
Marne を 貫通 し , そ と に 在原 を 展開 する が , と 
の 座 原 に 最も 多く 藻 生 する 。 と の 地 喜 の 北部 で 
は 河川 の 矯 谷 に 営 つ て 多 績 する 。 少 敷 の 多 生 地 
は 不 港 透 作 の キメ ル ジ ャ ン (ジュ ラ 系 上 部 餅 折 石 


次 央 下部 居 ) 層 に も また 三 遇 素 地 屋 に も 見 出さ 


れる 。 以上 の 分 布 洪 況 か ら LAMARRE は 俺 狗 は 
不 港 透 性 の 土地 , 並 に 石 克 質 の 土地 を 流れ る 河 
川 の 谷 開 に 多 藻 する と 迄 べ て いる 。 

_ 一 方 ドイ ツ 牌 者 の 特に 注目 し て いる 重 は 記 調 
偉 作 の 土着 性 , 抑 ち 何 夏 偉 貸 は ある 特定 の 地域 


に 限 つ て 永年 に 旨 り 執 的 に 癌 生 を 反復 する か と . 


いう 星 で ある 。 HOFFERBER (1936, 1937) は ドド 
イツ 國 内 の 俺 倫 は 一 定 の 限局 し た 地方 土着 化 
する 傾向 ある こと を 逃 べ , 常 在 地 で ある Kassel 
Trier, Luneberg, Liegnitz 等 を 地質 騙 的 I に 比 
連 す ず すると, 必 ま し ゃ 一 定 し た も の で は だ なく, 又 
同 地質 の 地域 で も 一 様 に 多 彼 し な いと か ら , 
地質 の み を 重く 富 る こと の 誤り を 指摘 し , むし 
ろ あ る 種 の 鱗 物 質 の 鉄 乏 と か , 
き 必 要 物質 の 名 乏 が 重要 な 役割 た なす に 非 ま や 
ェ と 想像 し て い る 。 BELLER u. SCHWARZMEIER 
(1940) は , 本 病 は 河川 に 洛 つ た 低地 叉 は 沼 澤 地 
と 土着 し 易く , その 俺 拓 は 個 骨 素 因 の 外 に と, 場 
所 の 素因 人 もち PETTENKOFER の 言う “Genius 
epldemicus "(流行 病 の 原因 と し て 大 無 , 土地 
宇宙 が 昧 響 する と いう 説 ) が 有職 係 す る と 逃 べ て 
いろ る 。 DOBBERSTEIN u. HHAMMERT- 革 ALSWICK 


(1940) は 世界 各 國 に 於 ける 偉 邊 の 地理 的 分 布 を 


鳥 賊 し , 偉 衝 は 特定 の 地域 に 限 つて 土着 し 般 生 を 


纏 返 す の で あつ て , を その他 の 地方 で は 散 次 する 
か 殆ど 殴 生 を 見 な い 。 侯 気 は 特定 の 地方 に 於 て 


の み 疫 病 の 性 質 を 和 衣 揮 する 。 自然 條 件 下 に 本 病 , 


の 多 縮 する 要約 に 就 て は , 病 毒 信 播 以外 に な お 
未知 の 條 件 が ある 役割 を 注 お る こと を 想像 せ し 
め る 。 シュ レシ プア 地方 に 於 ける 土着 俺 作 の 中 心 


が ミイ の 
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地 は 主として 沖積 層 , 沖積 居 に ある が , 白村 , 三 
王 , 二 虹 , シル シリ サヤ 紀 層 に も 和 生 する 。 南部 の 
ベー デン で は 全く 異 つ た 種々 の 地層 に 億 貧 が 和 


- 生 する 。 従 つて 地 飛 よ ょ 0 も 重要 な 踊 は , 土地 上 大 


の 物理 化 感 的 性 秩 【C か いつ て いる 。 例 を ば 普通 
の 土壌 中 に 極 く 微量 に 存在 し て し か も 生命 に は 
不可 鉄 の 物質 と 言う 如き も の が あつ て , と れ が 
降雨 の 多い 野 は 洪水 の 出る 地方 で は 地 中 か ら 
洗い 去ら れ , か いる 物質 の 訣 逐 の 結果 俺 貸 C 羊 
する 抵抗 力 が 低下 し , 容易 に 病 毒 の 感染 を 蒙 る 
と いう 要 定 を 巻 を て いる 。MOcsY (1932) も る 同 
種 の 意見 を 釣 に 泡 表 し , 感染 を 助長 する 因 也 と 
し て 土 性 の 愛 響 を 凍 包 し 得 な いと 逃 べ で いる 。 

と れ 等 1 群 の 人 ぇ の 意見 は , 特 定 の 地域 のみ 
佑 気 が 限局 し 殴 生 する 原因 と し て , その 痛 藤 が 
土地 に あり と し , 


の 減退 に その 貢 を 負わ む そ うと する も の の 如く で 
ある が , 何等 具 詳 的 な 遥 を 伴う 9$ の で は な く , 
全く 有 方 測 の 範 園 を 出 て いな い 。 

2. 季 前 の 影響 

世界 各 國 を 通じ 俺 人 邊 の 遂 生 は 夏季 に 多く 多 季 
に 少 い 事 は 原則 的 に 認め られ る 事 邊 で ある 。 

TORRANCE (1902), BRIMHALL 等 (1903), 
RUOTHERFORD (1903), MoHrLER (1909), KKINsLEY 
(1909), VAN Es 等 (1911), FurroN (1930), 
GArES (1940) 等 , カナ ダ 及 び ア メリ カ の 諸家 
は , 本 病 の 流行 が 6 月 頃 に 始ま り , 晩夏 か ら 初 
秋 に か け て 最高 と な る 傾向 を 認め て いる 。 臨時 
馬 疫 調査 委員 信 (1914) は 本 邦 に 於 ける 俺 貸 の 敵 


生 及 び 流 行 が , 冬季 厩 合 内 で は 極め て 少 敷 な の 


に 反し て 夏季 放牧 地 で は 展 々 猛烈 な 懇 で 流行 す 
る と ょ 指摘 し , 橋 本 (1933) は , 百 河 支 都 に 於 ける 大 
正 元 年 以降 20 ヵ年 の 俺 当月 別 衣 生 敷 は 9<11 
月 が 多い と 報告 し て いる 。 阿部 ・ 安 喰 (1940) は 
七戸 派出 部 の 月 別 次 生 状況 は 盛夏 (7 て 8 月 ), 放 
牧 舎 信 移 行 期 (6>11 月 ) 及び 茂 塞 期 (1 て 2 月 ) 
と 多 艦 す る ょ 逃 べ て いる 。SAuvAcGg (1928) は 
夏 李 の 放牧 期 に は 急性 俺 負 が 多く , 科 季 に は 慢 
性 型 が 多い ェ 言 い , SrErN (1935) は ミシシッピ 


河 デル タ で は 年 間 を 通じ 科 生 する が 5 ご 8 月 は 


管 性 鉛 死 が 多く , 蛇 秋 か ら 春 に か け 克 病 する も 





地 居 の 開 係 より も ゃ 地 中 に 含ま" 
れる 惑 る 種 の 成分 の 鉄 逐 に よ つ て 超 る 馬 論 抵抗 
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の は 慢性 型 が 多い と し , 季 叙 と 病 葵 と の 開 開 


係 が ある 如く 述べ て いる 。 

3. 気象 の 影響 
偽 貸 の 流行 と 無 象 の 開 係 を 検討 し た も の は 牙 
米 各 賠 に も 殆ど 見 堂 ら な い 。 僅 と 我 國 軍 馬 補 充 
部 各 支部 で 観察 され た 記録 の 中 に と の 弁 が 取 上 
げ ば られ て いる 。 
栗田 (1926) は 銀 治 谷澤 派出 部 に 於 て , 本 病 


の 殻 生 ェ 和 師 の 感 作 と は 徐 接 な 開 係 が あり , 避 


は と れ が 般 病 の 動機 なり, 避 は 潜在 病 王 を 活 
動 化 せしめ る 作用 を な す ょ と 李 べ て いる 。 即ち 且 
夫 の 感 作 に は 最も 鋭 徴 で , 炊 に 暑熱 の 昧 響 殊 に 
条 二 の 貫く 時 , 晴天 高 汐 無 風 , 高 汐 多 混 等 は 不 
良 な 感 作 を 興 を , また 秋季 の 気候 不順 , 奪い 時 


還 等 ゃ 本 病 を 誘 開 し 易く , 4 月 か ら 初夏 に か け 


て の 汐 明 な 季 記 に は 良好 な 感 作 を 奥 を る と と を 
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統計 的 に 示し て いる 。 橋本 (1933) は , 碧 河 支 


部 の 大 正 元 年 以降 20 ヵ年 の 俺 所 多 語 年 は 昭和 
4 年 の 110 頭 で あつ て , 同年 夏 は 稀有 の 酷暑 で , 
高 溜 宴 二 を 示し た が , 大 5 年 は 降雨 多く 7 月 下旬 
か ら は 連日 の 降雨 の 師 め 洪水 を 生じ , 偉 貧 区 生 
は 極め て 少な か つた 。 更に 昭和 6 年 は 4 古 と 略 
同様 の 無 象 で 再び 多 敷 の 敬 生 が あつ た 。 な お ぉ 降 
水量 の 少 場 合 に は 爽 名 に 多 衣 す る 傾向 が あり 
と 言い , 降水 量 及 び 洪 度 の 開 係 を 重 柏 し て いる 。 
横山 (937) は 和正 河 支 部 の 同 流行 を 天候 と 蝶 類 
の 消長 と の 開 連 に 師 し て 孝 穴 し , 昭和 4 年 に 多 
党 し た 理由 と し て , 同年 の 様 な 時 天 時 に は 蛇 の 
毅 生 が 多く , 晴天 また は 蒸 革 時 に は 特に 蝶 の 活 
動 が 活 渡 で あり , 負 に 疾 烈 な 億 失 が 起 つ た ょ 褒 
明 し て いる 。 と れ に と 反 し , 降水 の 多い 年 に は 蝶 
の 次 生 少 く , し か も 降雨 に は 蛇 の 飛 來 が 正 み , 
殊 に 豪雨 は 河川 谷地 水 を 増水 せしめ , 類 の 
幼 吉 , 上 等 は 押 流 され , その 竣 生 頓挫 する 包め , 
昭和 5 年 の 如き 降水 の 多い 年 で は 徐 病 敷 の 激減 
を 來 す の で ある ょ 言う 。 2 
条 象 の 生 帳 に 及ぼ す 直 接 的 な 昧 響 を 閑 革 し て 
は な ら な い が , 本 酒 健 播 に 吸血 昆 田 の 媒介 が 必 
須 の 役割 を 演 ま る と 見 仙 き れる 以上 , と れ 等 媒 
介 者 の 若 殖 , 活動 に 及ぼ す 気 泡 , 混 無 , 降水, 日 妥 
寺 の 各 無 象 妥 素 の 影響 は ,。 と り も な お ぉ さ 才 俺 貧 


の 流行 に 大 き な 制 約 と な る べき で あつ て ,』。 と の 


\ 
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- 屯 由 を 主 な 信 括 者 と する 流行 性 膳 類 に 於 て , 舞 
象 を 度 外 丁 し て 流行 を 論じ 得 な いと いう 事 宮 を 
OMK 記 すべ き で あろ うり 。 


VIT. 偽 委 流行 の 苗 生 ちあ その 諸 因 


上 水 に よる 流行 
人 刊 貧 の 酒 化 器 感染 を 主張 する 人 々 に と つて , 
水 が 注 目 き れる の は 極め て 堂 然 な と と で ある 。 
CARRE et VArrEE (1905, 1906 こ 07) は 飲料 水 


の 汚染 は 本 病 俺 括 の 有力 原因 の 1 つ で , 特に を 


の 土壌 が 不 兆 透 性 で 厩舎 が 尿 や 開 汗 で 汚染 する 
様 な 場合 は 甚だ し いと 半 べ て いる 。 OsTERTAG 
(1908) も 赤 ト リー ル 地 方 と 於 て 病 馬 艦 生 あ る 各 
農場 の 水質 に 就 て , 壮 尿 に よる 汚染 程度 を 精査 
レ , 飲料 水 に よ ょ る 感染 を 認め て いる 。 VAN Es 
箸 (1911) る 赤 飲 料 水 の 危 際 を 読 き 牧場 地 及 び 
厩舎 共 c 飲 水 の 衛生 的 管理 と な す 様 注意 し , 
FurroN (1930) は 前 述 の ご とく, カナダ Sasks- 
tchewan 州 の 億 息 常 在 地 の 沼 水 が 本 病 毒 を 多 
、 講 に 含有 する と と を 資 験 的 に 計 明 し て いる 。 
_QogNrrN (1933) は 本 病 多 策 厩 合 の 多 敷 に つき 
四 態 調査 の 結果 , 飲 水 の 管理 不良 と 俺 気 の 敬 生 
と は よく 下行 する と と を 逃 べ , また PiERor 
(1935, 1936) は 2 つの 村落 に 就 て , 水 に よる 本 
病 俺 播 の 興味 ある 四 例 を 報告 し て いる 。 抑 ち 
S uvigney 部 沙 に は 20 程 の 農家 が ある が , そ 
の 内 10 農家 は 理 三 本 病 の 合 入 を 受け 何れ も 敷 
頭 の 生 得 を 出し て いる 。 病 馬 生 農家 の 井戸 は 
浅い 砂 土居 に 掘ら れ , 地上 水 の 流入 や 汚水 の 侵 


入 を 受け 易い 状態 に ある が , 治 楽 農家 の 隣接 1 


農家 で は 水道 水利 用 の 結果 1 頭 の 毅 生 $ な い 。 
1 農家 は 佑 貸 芝 生 農家 の 中 心 に 位置 し て いる 
- が 水道 水利 用 の た め と れ また 厄 を 発 れん て いる 。 
、 砂 土 居 の 下 の 粘 土居 から 地下 水 を と つて いる 農 
、 家 は 何れ も 未 紙 生 の 炊 態 で ある 。 著者 は な も 他 
、 の 3 村落 に 就 て も か いろ る 水 の 俺 播 に よる 燃 況 を 
「 俺 を て いる 。 EriLMAN (1926) は 飲 水 が ア デア ム モ = 
ヤ 了 や 硝酸 を 含む 場合 特に 警戒 を 要する と 言い > 
か いる 水 を 給 奥 し た 1 馬 に 於 て , 使役 馬 12 頭 
中 9 頭 。 信 馬 11 頭 中 2 頭 が 相 炊 で 所 病 し た が , 


、 その 原因 は 厩舎 へ 引い た 水道 答 の 1 部 が 破損 し 
| て を と か ら 尿 が 淫 入 し た 信 で ある と 言う 。 


ん 
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BAuER(1936) は ドイ ツ 國 内 の 偽作 廣 生 に つき 論 


じ , 地下 水 や 汚染 飲料 水 が 病 毒 の 保護 者 また は 
媒介 莉 と し て 重要 な と と を 区 べ て , 各地 の 水 と 
よる 億 括 を 記し , Mecklenburg の 1 地方 で は 不 


良 水 の 流入 す る 池 水 を 給水 し た 結果 永年 に 奄 つ 


て 多 敷 の 俺 貧 が 開 生 し た が , 完全 な 井戸 を 掘 つ 
た 結果 俺 所 は 根絶 し た と 言う 寅 例 を 叶 げ て いる 。 
2. 疫 血 済 に よる 流行 
外 抽 健 康司 と 異 る 所 の な い 病 毒 保有 者 に 就 て 
は 朋 に 欧 べ た 通り で ある が , こと れ を 的 確 C 診 断 
する と と は 今 是 の 知識 で は 至難 と され て いる 。 
と れ 等 の 保 毒 馬 を 発 疫 馬 と し て 入手 する と と は 
展 ぇ 起り 勝 の 事 で あつ て , 血 靖 製 造 技術 の 上 か ら 
極め て 厄介 な 問題 さあ る こと と も 衆 知 の 如く で あ 
る 。 征夫 各 國 で その 余 例 が 報告 され て いる 。 DE 
Kock (1925) は 馬 ペ スト 現 疫 血清 の 採取 に 営 つ 
て 俺 貧 病 毒 の 混入 に 悩ま され , 和 発 疫 馬 の 選定 を 
接種 試験 に よ つ て 確 三 に し , 馬 ペ スト 欧 疫 血清 
か ら 俺 作 病 毒 を 抹殺 する た め 血清 は 少く と も 
1 ヵ年 以上 時 蔵 す べき 事 を 提唱 し て いる ち 。 
GERLACHE (1921) は Mo6dHime の 研究 所 に 於 け 
る 総 験 か ら 血 清 製 造 用 馬 は 注射 。 採血 等 に 依 つ 
て 特に 俺 任 の 偉 拓 C 好 條 件 を 備 を て いる と ょ と 夢 べ 
て いる 。LOBHRS (1920, 1922) は 1 保 毒 馬 か ら 
造ら れ た 抗 連 球菌 血清 に よる 胸 疫 治療 の 結果 , 
全 國 的 C 偉 條 を 分 布 せ し むる に 至 つ た と 和 承 べ , 


過 折 , 科 修 風連 陸 菌 等 の 免 疲 用 語 の 選 押 を 草 


液 接種 に よ つ て 厳格 に 貨 施す べき 事 を カ 誌 し , 
また 自己 の 俺 気 病 毒 感染 の 般 験 か ら , 血清 に ょ 
る 人 緒 感 染 の 可能 性 に 就 て も 警告 を 衣 し て いる 。 
WAcNER (1923) は Repitz 種馬 牧場 に 於 ける 連 
球菌 血清 注射 に よる 流行 を 記録 し , OPPERMANN 
u. ZrEGLER (1929) は , 大 戦後 ドイ ツ に c 舘 倫 の 
夢 延 し た 理由 の 1 つ は , 寺 億 染 性 流産 及び 仔馬 


病 の 縛 防 治療 血清 及び ワク チン の 接種 を 盛ん に 


行 つ た 結果 に よる も の で , それ ら の 血清 は 不 注 
意 に る 保 毒 馬 か ら 造 られ た も の だ と 逃 べ , KRAr 
(1934) も また 血清 , 温 血 療法 が 履 々 流行 原因 た 
る と と を 指摘 し て いる 。FoRTNER (1939) は 移 
疫 血 清 製造 基準 の 確立 を 要 也 し , 玩 疫 馬 と し て 
新しく 購入 し た 馬 相 盛 間 の 交叉 接種 試験 に よ ょ る 
摘 紙 法 を 勤め て いる 。 また ドイ ツ で は , 馬 由 來 


っ あのー 


5 US た 1 な 7 
で も 


の 4 テ だし ナム 和夫 PIE 43 も しゃ う 。 
と に と 3 5) 
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の 発 商 自主 に な は ( 0.5 欠 に 石 タ 過 肌 を 加 S る 月 間 
貯蔵 する と と を 内 務 大 工 に ょ つて 規定 され て い 
る ょ 言う 。 近年 アメ リカ で も GATES (1940) は 
載 血 療法 の 危険 を 計 き , STgrN 交 Morr (1947 ) 
は 本 病 の 防 過 上 の 有効 手 和 と し て , 囚 血 の 際 の 
給 血 者 は 無病 毒 馬 に 限る べき と こと, 馬 由 來 の 疫 
正 潮 は 縄 て 加熱 鉱 は 化 壁 的 謀 置 に よ ょ つて 病 毒 
を 殺 滅 すべ き で ある ょ 逃 べ て いる 。 我 國 内 に も 
血 清 に よる 俺 播 の 得 例 が 見 られ る 。 昭和 10 年 
の 茂 叶 時 に 軍馬 補充 部 十勝 支部 で は 腺 疫 血 涯 注 


。 射 後に 俺 答 が 多 芝 し , 昭和 16 年 1 月 に は 日 本 獣 


忠 師 信 研 究 所 製 の 腺 疫 血 清 に ょ つて 敷 十 頭 の 停 
貧 が 北 生 し , 大 年 は 難 死 する の 惨事 を 惹起 し た 。 
また 昭和 14 年 度 北海 道 の 上 富良野 村 豆 雲 後 
突如 俺 作 が 爆 庫 的 に 流行 し , 営 局 に ょ る 調査 の 
結果 同年 1 月 以降 9 月 守 に 40C 肉 外 の 和 高 熱 と 
委 血 の た め 解 死 し た も の 1083 頭 , 同じ く 病 馬 124 . 
頭 あ り 。 その 原因 は 基 獣 路 が 自己 の 診療 所 へ 來 
院 し た 腺 疫 耐 過 馬 か ら 血 清 を 自 製 し , と れ を 應 
用 し た た めで と の 注射 を うけ た 周 は 貫 々 と 億 貸 


と 決 つた ょ 言う 。 血清 探 取 は その 後衛 貧 症 訴 


で 負 死 し た 事 邊 か ふら 巻 を て 同 馬 血清 中 の 病 毒 に 
ょ る 優 播 は 明か な と と と 思わ れる (今井 技 定 の 


_ 記録 に よる )。 


以上 國 の 内 外 を 問わ ず , 正 病 事 故 の 背 殴 する 
息 圧 に 翌 虎 する た め , 萬 西 等 (1943), 三浦 等 
(1947) に ょ つて , 発 疫 血清 中 の 病 毒 不 活性 化 に 
開 す る 精 容 な 研究 が 行わ れ , 竹 に 血清 の 石 選 酸 


深 加 後 37?C 5 日 間 明 韓 農 置 法 が 完成 し , 発 疫 . 


血清 製造 基準 を し て 採用 され る に 至 つ た と と は , 
血清 注射 の 危 能 感 を 
と 言わ ね ば な ら な い 。 

葛 疫 血清 と 同様 不用 意 の 夫 血 療 送 の 如き 営 然 
禁止 さる べき 事柄 で ある 。 

3. 注射 器 に よる 流行 

血清 の 硝 威 に も 増し て 問 えた る 事故 を 繰返し 
つい ある も の は , 無 清 毒 注射 器 に + る 俺 括 で あ 
つて ,1 馬 1 針 の 強制 され る 所 以 も また に ある 。 
ScoTrT (1920) は 細い 皮下 注射 針 を 用 いて , 
病 馬 の 皮 下 塞 刺 後 健司 を 究 素 し て 2 馬 の 内 1 馬 
を 第 病 せしめ る と と いと 成功 し , 注射 器 媒介 の 危 
際 を 立 読 し た の で ある が , GERLACH (1921), 


一 授 す る に 上 る 大 き な 責 献 





WARRINesHorz (1924) は キース トリ ー 及 び ド 
イツ の 俺 貸 が 大 戦中 考 し く 増 加 し た 原因 は , 鼻 
済 検疫 の た め に 行わ れ た 採血 針 の 沙 用 に あり と 
し , LOHRs (1920) は 探 血 針 の みな ら ま マレ イ 
ン 射 眼 用 ピペット も また 億 播 の 1 因 た る こと ょ と を 
指摘 し て いる 。CAEMMERER (1937) は 第 1 次 
大 戦 の 際 見 拍 防 疫 の た め 毎年 何 回 も 軍馬 の 探 血 
が 行わ れ , 5 こ 6 本 の 針 が 無 治 雪 の まい 100 頭 以 
上 の 探 血 に 用 いら れる の を 目撃 し た と 言い , - 獣 
引 着 は 区 六 あ る を 知 つ て より 趣 質 の 人 刊 人 ある を 
忘れ を と 欠 い 攻撃 を 加 を た の に 半 し , FISCHER 
(1937), MuorrsR (1937) 等 相 次 で 同誌 上 に 反 
須 文 を 次 奏し , 消毒 針 に よる 採血 は 召 人 の 常識 
で あつ て , 、 前 者 の 言 は 全く 根 用 の な い 誹 護 で あ 
る と 導 解 し て いる 。 議論 は 系 も 角 ド イツ の 俺 人 
が 大 戦 か ら 戦後 に か け て 廣 く 國 内 に 募 延 し た 事 
は 事 費 で あつ て , 描 導 稚 疲 が まき 起 し た 一 大 惨 
事 で ある と と を 想像 する に 難く な い 。TFORTNER 
(1939) に よれ ば , 1934 年 以降 Preussen で は 
大 臣 命令 に よ つ て 血液 検査 を 目的 と する 採血 に 
は , Behringvenule ( 眞 穴 探 血管 ) を 使用 する と 
と が 規定 され , 珍 後 探 血 針 に よる 俺 楽 は 根絶 し 。 
た と ょ 報告 し て いる 。 一 方 アメ リカ で も GATES 
(1940) . な 酒 毒 不 完全 の 外科 具 , 注射 器 は 最も 普 
通 の 優 播 者 で ある と 逃 べ , SrErN 等 (1942) は 
20-guage, 工 /s-in の 皮下 注射 針 を 病 馬 か ら 健 
馬 へ 交 記 に 皮下 称 刺 し , 1 上 赴 3 同 , 7 日 連 績 し た 
結果 16 日 で 秋 性 症 誠 を 起 さ し め , また STEIN 
穫 (1943) は 遇 の 吸血 (186 匹 ) や 1 : 100.000 
稀 灯 病 馬 血 清 1 cc の 皮下 注射 験 成績 か ら , 不 


用 意 に 注射 器 に よ つ て 極 く 微量 の 病 毒 を 皮下 に 


注射 し た 場合 は , 不 題 性 感染 を 起す と 逃 べ て い 
る と と は 大 い に 注 目 を 要する 。 また STgErN 錠 
Morr(1947) は New England に 於 ける 1 競馬 場 
の 俺 委 爆 各 例 で 76 頭 の サラ ブ レッ ド が 和解 死 ま た 
は 殺 廣 分 され た が , その 原因 は 皮下 注射 針 そ の 
他 器 具 の 消毒 不 完全 に あつ た 事 を 報告 し て いる 。 

近年 北海 道内 に も 同様 の 事故 が 績 出し つつ あ 
る 事 は 寒 心境 % ぬ 事 で あつ て , 事件 の 性 質 上 
と の 多く は 公表 され て な い が , 参考 の 偽 め , 永 
年 北海 道 の 俺 質 防 施設 を 主管 され た 道 太 今 井 
技官 の 筐 底 に 蔵 さ れ た 記録 を 紹介 し , 世 入 の 新 





た な 計 只 乱 し た いと 中 う 。 
1. 昭和 12 年 1 月 初頭 , 容 知 那 新年 津 ) [[ 村 に 


- 原因 不明 の 熱病 馬 驚 生 , 解 死 績 出 , - 道 太 係 宜 の 
検診 に ょ る と 同村 徳富 部 落 の 検診 頭 敷 32, 内 負 
死 14, 殺 2, 尺 復 14, 移動 2 で 何れ も 俺 所 と 
診断 され た 。 と の 局 地 的 流行 は 骨 軟 症 治療 像 防 
に 用 いた 薬液 注射 器 の 消毒 不 完全 に あつ た 。 
2. 昭和 17 年 札幌 近郊 白石 村 で , 年 中 行事 と 
し て 村営 局 支 持 の 下 と , 
を 4 月 1 日 へ 5 日 に 理 つ て 117 頭 ヒ 定 施 し た が , 
同月 来 に 至 つて 注射 馬 の 中 か ら 病 熱 馬 績 出し 首 
民 検 診 の 結果 俺 気 と 決定 , 眞 症 と し て 殺 謀 分 され 
た も の は 多頭 の 多き に 上 つた 。 と れ も 注 射 器 の 


石光 酸 に ょ る 不 完全 消毒 の 結果 と 見 られ て いる 。 


3. 今井 (1948) に よる と 昭和 22 年 上 川 郡 臣 
別 村 の 流行 で は 春 以 來 40 頭 が 沿 死 し , 7 月 初旬 
の 検診 で は 眞 症 22 頭 , 疑似 45 頭 で 送 に 36 頭 を 
殺 護 分 に 附 し た が その 原因 は 腺 疫 , 湖 軟 症 の 多 
防 注 射 に 用 いた 注射 器 消毒 を 記 つ た た め と 目 さ 
れ て いる 。 

近頃 膳 炎 ワウ ク チン その 他 の 和 防 液 , 血清 類 , 薬 
、 液 等 の 注射 は 盆 々 盛ん に 行わ れ て いる わけ で あ 
る が , 上 逃 の 邊 例 を 見 る に つけ 1 馬 1 針 の 厳格 
な 但 行 を 期し , 談 躍 技術 著 の 知性 と 良心 を 毅 揚 
し 度 い も る の で ある 。 「 

4 放牧 に よる 流行 

放牧 に よ つ て 本 病 が 多 生 する こと は 内 外 を 問 
わ ゎ ず 共通 の 現象 で あつ て , “牧場 疫 ” と 呼ば れ 
る 所 以 も と い に あ る 。 ' 

馬 疫 調査 委員 會 (1909>1914) の 業績 中 特筆 す 
べき も の は , 本 病 億 播 の 主 本 が 放牧 に よる 吸血 
昆 血 の 媒介 (に ある と と を 明か な らし め た こと と で 
ある 。 明治 43 こ 45 年 度 於 ける 健 , 病 馬 の 混 牧 
。 試験 は 健 馬 全部 の 感染 を 起 さ し め , また 明治 44, 
 5 雨 年 に 奄 る 金 綱 芝 内 試験 で は , 昆 還 を 世 断 し 
た 厩 内 に 於 ける 同居 感染 は 極め て 縦 慢 不 確 貨 で 
ある が , 明治 44 て 大 正 2 年 に 旨 る 健 , 病 馬 を 
別居 せ し め た 木材 内 放牧 試験 で は 混 牧 試験 と 同 

様 猛烈 な 人 刊 播 が 行わ れ , 本 病 媒介 者 は 昆 量 で あ 
。 る と の 結論 < 達し , 媒介 者 と し て は 哉 , 馬 巡 , 財 , 
。 岳 , 刺 昌 を 定 し , 是 の 各種 を 力 の 媒介 者 な り 


と 断定 する 至 つ た 。 その 後 媒介 者 に 就 て は , 


ゃ 
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各 國 の 研究 が 績 けら れ 最 近 SrEIN 等 (1942 々 > 
43) は 巡 , 刺 暴 は 勿論 , 岐 に よる 不 早 性 感染 の 
可能 な 事 を 加 誇 し , 媒介 著 の 範 園 を 軸 に 迄 猿 大 
し た の で あつ て , 昆 器 媒介 の 容易 に 行わ れる と 
と は 最早 興 う 鱗 地 の な いも の と 信 ま る 。 
FoRrNER (1939) は 本 病 俺 播 の 主 内 は 昆 填 感 
染 に あり と し , 温暖 季節 に 芝 生 の 多い こと , 特 
と 沼 澤 地 , 条 林 地 著 に 多き に 反し て 都市 に 落 い 
踏 を 指摘 し て いる 。 本 邦 に 於 ける 俺 貸 の 藤生 短 
況 を 見 る と , 種畜 牧場 , 各 補充 部 支部 の 如き 集 園 
放 履 育成 を 主 と す る 機 開 で は , 永年 に 奄 る 統計 
か ら 放 牧 開始 と 共に 本 病 の 多 和 毅 し 始め る と と は 
全く 軌 を 一 に する の で あつ て , 多 季 か ら 春 季 に 
か け て 一 段 と 敬 生 の 減少 する 傾向 も 同様 で ある 。 
横山 (1937) は 白河 支部 の 俺 質 癌 生 と 連 類 の 洒 
長 を 検討 し , 放牧 馬 の 俺 貸 は 虹 類 の 般 生 と 不可 
分 の 開 係 に あり , 蝶 の 克 生 を 助長 する 無 象 。 地 
形 は 俺 等 を いか に 多 殴 し め る が の 1 例 と し て , 
昭和 4 年 は 稀 に 見 る 高温 多 で , 同 支部 の 厄年 
と 球 わ れ , 虹 の 盤 生 順 る 多く 徒 つ て 同年 度 は 放 
牧 司 708 頭 に 装 し 161 頭 が 角 病 し , 放牧 馬 敷 
と 習 す る 俺 貧 遂 生 敷 の 比 は 22.7 と いう 高 率 を 
示し た こと 言 ク 。 どの 一 事 を 以 て し て ゃ , 牧場 感 
染 の 貨 前 猛烈 な 事 が 想像 され る 。 今井 (1943) 
は 昭和 2 年 以降 14 年 間 に 北海 道 で 皿 症 俺 徐 と 
レ て 殺 上 諾 分 され た 2.234 頭 に 就 て 秋 病 月 別 を 統 
計 レ て いる が , 6<9 月 は 著しく 多 敷 の 藻 生 を 示 
し , 10, 5 月 と れ に 爽 ぎ , 11 月 か ら 爽 第 に 減じ 


て 1 月 最 謀 と な り 再 び 滞 増す る 傾向 を 示し , 温 


曖 時 期 に は 本 病 の 和 生 の 多い 剖 を 民有 馬 に 就 て 
も 明か に し て いる 。 また 新 窟 種 音 牧場 の 俺 作 月 
別 敬 生 敷 を 昭和 4 て 23 年 に 競 て 見 る と 表 に 示す 
ご と く 6^ っ 9 月 の 帝 生 が 特に 目立つ て いる 。 誠 政 


新冠 種 畜 牧場 に 於 ける 月 別 億 貧 義 生 頭 敷 
(昭和 4ー23 年 ) . 
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局 (1939) は 1 道 13 双 に 吉 て 昭和 2 て 13 年 の 戸 
別 区 生 敷 を 調査 し , 生産 を 主 と す る 地方 に 於 け 
る 1 上戸 2 頭 以上 芝 生 百分率 (区 生 頭 敷 と 二戸 2 
頭 以 上 漢 生 敷 の 比 ) は , 生産 と 育成 飼育 を 無 ね る 
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地方 また は 育成 便 役 を 主 と する 地方 に 比べ 造 に 
高く , また 生産 地 の 中 で も 放牧 地域 は 合 飼 地域 
に 比べ 甚だ 高 泰 を 示す こと と か ら , 放牧 地域 で は 
昆 引 感染 に よる も の が 多い と と を 推 窪 し て いる 。 
5. 友人 告 内 に 診 け る 流行 

放牧 居 に 見 られ る よう な 短期 間 に 相 炊 で 貫 々 
病 馬 の 毅 生 する 状況 は 含 飼 馬 に は 見 られ な い 。 
と の と と は 過去 に 於 ける 北 多 の 同居 感染 管 験 が 
不 成 功 に 終 つ た 成績 か ら 見 て も 営 然 な 事 と 思わ 
れる 。 CARRE et VArLEE や QogNrrN の 調 
”" 呪 わ れ た 厩舎 ,“ 呪 わ れ た 場 席 "と 薩 も る, 永年 


と 旧 つ て そ と に と 避 養 され る 馬 が , 人 刊 衝 に か いり 


易い と 言う 意味 で あつ て , 牧場 感染 の 如き 1 時 
<c 多 策 す る 次 況 と は 趣 を 異 に する も の で ある 。 
多 論 同一 厩舎 内 に 病 馬 巡 は 保 毒 馬 の 存在 する 場 
合 , 長期 間 に 理 つて 汚染 飼料 や 水 の 播 取 の 結果 , 
感染 の 起り 得る と と は 償 定 出来 な い が , 含 飼 馬 
と 台 も る 吸血 昆 加 の 刺 束 に は 常に さら され て いる 


部 で , 含 飼 馬 に 於 ける 俺 播 が 滑 化 器 感 染 に ょ る 


か 昆 問 感染 に よる か と 言う 句 由 は , 毅 生 の 時 期 
と る 職 連 し て 制定 する 必要 が ある 。 また 北海 道 
の 様 な 馬 産 地 の 場 合 , 腺 疫 の 如き 疾病 が 秋 冷 か 
ら 春 沈 に か け て 好 ん で 幼 約 を 侵す し , 去 鞭 の 如 
き る 年 中 行事 と し て 春先 に 多く 行わ れる 結果 , 
馬 恋 の 抵抗 力 が 惨 り , 偉 作 に か いり また は 再 癖 
し 易い 事 は , 吉本 (1931), OpERMANm (1933), 
横山 (937) 等 の 製 察 に 微 し て も 明か で あつ て , 
その よう な 時 期 に は 容易 に 綴 口 感染 $ 超 0 得る 
可能 性 が ある と と と 思わ れる 。 
VIII. 結 言 


以上 逃 者 は , 材料 の 許す 鯉 園 で 俺 條 の 商 敬 と 
し て 取 上 ぐ べき 問題 に 人 騙 れ た 心 意 で は ある が , 
と れ 等 の 族 問題 を 手際 よく 整理 し , 一 貰 し を 骸 
系 を 組立 て る 迄 に は 未だ 程 層 の 感 が する 。 各 國 
に 於 ける 研究 の 段階 が , 疫 壁 の 方 向 と 高 遍 な く 
立ち 入 の つて , それ ら の 資 相 を 充分 に 宛 明 する ま 
で と 至 つ て いな いと ょ も 事 三 で ある が , 一 面 枯 
者 の 努力 の 不足 か ら 來 る 大 事 な 鷺 の 脆 添 $ 大 い 
に あり 得る と と を 恐れ て いる 。 

と も あれ , 本 矯 で は , 保 毒 馬 そ の 他 を めぐ る 
偉 貧 病 毒 の 所 在 , 感染 様式 , 感染 乃至 朋 病 に 直 


提携 の 形 腔 あり ょ 学ぶ られ 科 内 の 較 に 
子 , 流行 の 直接 原因 等 の 諸 問題 を 中 心して , 


柄 の 俺 描 を 支配 する 要素 を 分 析 的 に 考 宛 し ょ 


う ェ と 試み た の で ある 。 

偉 仙 の 俺 描 が 蜂 と 過 の 誠人 よ つ : 半 
或 は 旨 感 染 に ょ つて 行わ れる か の 懐 敵 ほ は, 永 
年 に 理 つて 研究 若 を 憎 ま し た の で ある が な , と の 
方 向 の 過去 の 研究 を 縮 括 する な ら ば , 虹 , 刺 暴 
等 の 昆 吉 に ょ る 媒介 感染 が 験 的 に も 容易 な る 
に 拘ら ず , 病 電 の 綴 日 投 抽 娘 は 同居 試験 に ょ つ 
て は 感染 が 甚だ し く 困 難 で ある と と を 理解 出來 
る 。 俺 気 の 多 帝 時 期 が 昆 器 笑 動 期 と = 浴 行 する 事 
も , 昆 吉 媒 介 の 俺 播 上 に 於 ける 役割 を 到 く 評 
償 せ し め る も の で ある 。 と の ょ うな 観 同 か ら 逃 


_ 著 は 昆 加 の 媒介 を 本 病人 逢 播 の 常 道 よ 信 ま る も の 

で あろ が , あ る 條 件 下 に は 綴 口 感染 $ 赤 信 括 の 1. 
方 法 と な る と と を 共 定 する わけ で は な い 。 ( 

_ 扱 と い c 未 だ 甚だ 気がかり な 問題 が 取り 残さ 


れ て いる 。 それ は 現今 各 國 を 通じ て 俺 貧 の 和紙 生 


が 散 党 的 と な り , 病勢 も ゃ 慢性 型 を と どる も の が 多 


く 〈 な つた と いわ れる 問題 に 半 て で で ある 。 多 論 と 
の 現象 は 防 過 法 の 進歩 に 負う 所 も 閑 友 出 来 な い 


で あろ う 。. し か し 年 ら 俺 貧 の 常 在 地 で は , 馬 は . 
旨 え 誠志 講 や 合 染 物 を 介し て 病 寺 に 接 欠 し て い 
る と と は 充分 に 推定 され る 。 に も 拘ら ちず 大 き な 


流行 を 起 さ な いと いう 傾向 の 中 に は , 病 塞 の 不 
結 性 浸 染 に ょ る 欧 疫 が 介在 する の で は な か ろう 5 
か 。 俺 招 に 於 ける 不 題 性 感染 の 型 の 存在 は , 
DELLER u. SCHWARZMEIER。 STEIN 等 【( し と よ つ て 
克 第 に 注目 さる る に 至 つ て いる 。 昆 超 弥 介 に よ 
る 感染 の 成 誠 は , 昆 加 の 種類 刺 若 の 普 度 純 ち 
日 器 に よ つ て 接種 され る 病 硬 量 の 多 寒 に 接 に 


開 連 する こと と は , SrgrN 等 の 到 を 用 いた 刺 基 宮 
遥 で 不 題 性 感染 を 起 さ し め た と いう 興味 ある 報 
と の 様 と 帝 病 量 以下 の 病 
毒 の 微量 感染 に よ つ て , 常 在 地 の 馬 が 区 第 に 不 、 
その 結果 先 商 を 獲得 する と い . 


告 か ら も 首 提 され る 


顕 性 感染 を 蒙 ! 


デー 


ら 恨 定 は 路 な る 空想 と は 思わ れ な い 。 半 者 は 吾 _ 


ん て と の 生生 
_ 展 を 希 わ ん と する も の で ある 。 


廊 油 
(1) 阿部 ・ 安 喰 (1940) : 





清吉 生 に 誠人 2 





※ 性 貧血 馬 の 疫 再 的 製 祭 . 第 1 報 、 散 生 の 原因 に 開 す 
る 意義 の 検討 . 陸軍 獣 器 園 報 。369 競 , 391 (昭和 5). 


(2 ) ACRES (1909) : Infectious anern1a or 
swamp-fever. 42zer. Vez. Reo., 8 525. 

(3) ANDRrEvSkI,。 T. 1T. (1940): Aborty na 
pochve zabolevoniya kobyl infektsionnoi anemiei. 
Sooyez. eZ., No. 4, 21[ Vez. gz//., 本 , 22 (1941) ]. 

(4 ) BArozET,。 L. (1935) : Sensibilite de Pane 
africain a Jinoculation du virus de anemie 
infectieuse. の . 久 . Soc. zo/., 119, 62. 

(5) BAUER (1936)・ Verbreitune und Verlauf 
der ansrteckenden Blutarmut der Pferde wahrend 
der Jahre 1931--.1934. zz/. 7. 52, 579. 

(6) BELLER,K. nu. E.SCHWARZMEIER (1940) ・ 
Untersuchungen Gber die ansteckende Blutarmut 
der Pferde. 1. Zur Epidemiolosie und Diasnostik 
der ansteckenden Blutarmut. (Erfahruneen in 
Hessen せ ber einen eitraum von 7 Jahren.) 47c/. 
77ez ヶ 7/ を .。 76, 24. 

。 (7 ) BoSNIC, 1. (1936) : Tnfektiose . Anamie 
_der Pferde. Yezczzzg7s を z 77o。 6, 417 [77e7@7xZ/. 
が gsc 記 .。 的 , 236 (1937) ] 

(8) BRICKMAN(1906): Beitrag zum Stadium 
der perniziOsen Anamie. Malaria des Pferdes ? 
Sczgeg:scZez ce7z722@7zez/sc カ テア . [の ez 人 5 7 
15, 724 (1607) ] 

(9 ) BRIiMHALL,。 S. 〇 ., F. F. WESBROOK 
H. M. BRACEEN (1903) : Swamp-fever in horses. 
AR( ヵ os o7 77e ezez22g の 7 ツー の 2 の 27Z222672/ oO7 Z7e 
77ZZzesoZZ SZgZe og o が 万 cg/Z 旋 , St. Paul。p. 404 
[z ヵ . SgZ. ec., 26, 6C3 (19C5) ]. 

介 0)| CARRE」 是 。 et 可 . VALLEE (19C4)・ Sur 
Panemie infectieuse du cheval. C. 尺 . 4cg. Scz., 
189, 331 : 1239. い 

(11) CAREE,H. et HH. VArLEk (1905)・ Sur ane- 
_ mie infectieuse du cheval. . 叉 . 4cgg. Scz.,1 人 4 396. 

(12) CARRE。 Het 廿 . VALLEE (1906, 1907) ・ 
Recherches cliniques et experimentales sur 
Panemie infectieuse du cheval (Typho-anemnie 
infectieuse). ey. CZ2z. 人 ル 72 プ . Ve/., 8, 593 : 9, 113. 

(13) CARLSTROM, B. un. A. HJARRE (1938) : 
Die Bedeutune der Fttteruno als pradisponierenden 
Faklors bei der infektiosen Anamie. 777 772Ze7Z2g/、 
、 Yez. Cozgz. Zirich-Inrerlaken, 1938. 

_ (14) CHARLTOR, G. AA. (190C6)・ Swamp fever. 
、4zz. の のみ /. 4g7. oo. Sgs を g7cezog7. D. 146 
_[Ez ヵ . SZgz. ec., 20, 684 (1908 一 1909) ] 

(5) CHRISTL, H. (1932): Beobachtungen. Gber 
den Verlauf, die Ausbreitung, die Formen und die 
Therapie der infektiosen Anamie der Pferde. 
472zc な た 7. ZS3, 409. 

(16) CrLrr,。V. (1938):・ Studio di nn focolaio 
中 anemia infettiva dell'asino in Eritrea. 
(Considerazioni pathogenetiche con le anemie 
。perniciose delPauomo). zooz Vc, 16, 179 [ Vc/. 
_ gz27。 MM 708 (1939) ] 


M チ 、 」 了 Ji 1 を 本 人 /( 4 り 」 さ 才 天 NT (COPL 7 作 BMTV* 。 末 , 73 が 和 UMU POP ま もい: する | 
! 2 19 0 in まり 理生 K 
折れ K 2 P IKU 2 まい は 4 YY W 7 ルル や 6 
生 Wi 0 の お か すみ 時 W。 Ne 『 と の 
(* pa 2 生 4 お 」 し 【 ルッ w 』 _ 


_ an 


人 7)72AV20D2/【SGBUDERI'e6vVEBDMEHI 99) 

(18) DrESSEL,。 A. (938) : Untersuchuneen 
tber den Viruseehalt des HIarnes von ansteckenden 
Blutarmut behafteten Pferden. 7zZzg.- の Zss.。 耳 an- 
nover。 1938 [/Z ヵ が ey ら . Ve/. 人 7.。 64。 470(1938) ] 

(19) DOBBERSTEIN。 本. u.。 G. HAMMERT- 
HALSWICK (1940) : Die Verbreitunc der infektio- 
sen Anamie nach geographischen und ceoloeischen 
Gesichtspunkten. . 7 を Z ん を 7. 2zzs/., 57, 55. 

(20) ErLMANN, H. (1926) : Die infekfiose Anamie 
in Kreise Wehlau. 7zgzzg. - の Zss.。 Hannover. 

(21) ERNST, D. (1924): Untersuchuneen せ ber 
den Viruscehalt der Fazes, des HHarnes und des 
Speichels von mit infekfiosen Anamie behafieten 
Pferden. の ezz/s. 7 【, 82, 358. 

,(22) FEgLDMANN,。 葉 . (1937) : Unfersuchungen 
Gber den Virusgehalt des Speichels von mit 
ansteckenden Blurarmut behafteten Pferden. 
zz どー の Zss.。 Hannover。 1937. 

(23) FISCHER。 A (1937): Blutentnahme naund 
Seuchenyerschleppune. 77cz の 7z//. sc. 4 235. 

(24) FORTNER, 」. (1938) : Die ansteckende 
Blutarmut der Einhufer. ez/. 7 政 ., Jg. 198S, 1. 

(25) FORTNER, J. (1939) : Der Stand der 
Erkenntnisse ber die ansteckende Blutarmaut der 
Einhufer. の zz が s. 7 . 47, 49. 

(26) FRANCIS, M. 層 R.P. MARSTELLER (1908) : 
Infeciious anemia of horse. 7 も Zs /g/. fe//., No. 
119, 3 [ 太 ヶ み ヵ .SZ2/. 久 /c.. 20。 1084 (1908--1909) ]. 

(27) FRANCIS, M. 科 R.P. MARSTELLER (1911) ・ 
Some recent experiments on infectious anemia of 
the horse. 4zzez. Ver. ey., 89, 132. 

(28) FROHNEK,E. (1917): KKHinische Untersu- 
chungen ber die infektiose Anamie der Pferde. 
人 72zgZ757. 77e7/ ん ., 29, 385. 

(29) FULTON, J. S. (1930)・ The incidence of 
swamp-fever in Saskatchewan in relation to so 
type. ゾ . 42zez. Vez. ル 7eZ. 4ss., 77, 157. 

(30) GATES。W. 工 . (1940) :  Equine infectious 


anemia ( 三 swamp fever). /. 4Zzez. Ve/. 人 eZ. 


Lc 90: 195、 


(31) GERLAC ゴ , F. (1921)・ TnfektiGse Ananmie 
bei Serumpferden. zez. 7, ルル 75c77., S, 159. 

(32) GORJACgw, G. A. (1989) : Der eefahrlich- 
keitserad der Konfakausbreitung der chronischen 
Form von infektioser Anamie. Soxze7e/. Ver.。 16, 
16 [zzes6. Vez.- 人 7e7.。 66, 137 (1939) ] 

(33) GOUEINE (1986): Les porteurs et les 


.excreteurs du virus de 1]7anemie infectieuse du 


cneval. 77z. Pses. 7z5/. 万 ィ 7 の . Ve/., 149, 30 [zzZ/. 
OZezzg/.。 所 の Zzz. 8, 983 (1937) : ec. 72g. 
Ye/., 118, 618 (1937)」]. 

(34) 軍馬 和 充 部 (1644): 俺 染 性 招 胡 内 感染 試 
験 成績 : 陸軍 馬 了 園 報 , 421 中 , 5 (昭和 19). 

(35) . GUTSCHE。 W. (1919) : Die ansteckende 
Blufarmut。 . Ve/czzz の 7 ん を. 894。 22: : 320 [ez/。 





ER (た まだ っ 生生 4 フ 20 
で ら キャン 


se に っ 
ご 


LN 


ー 


も ヽ 


> た 


て 





7 LM, 90:220 (1919 

(36) HHARRING。 人 氏 . (1937) : 
am Kaninchen und Pferd tber den cutanen In- 
fektionsweg bei_ der ansteckenden Blutarmnut der 
Pferde wie dber die Empfanglichkeit des Schafes 
fir das Anamievirus. 772gzzg.-Z55., 
[7z ヵ zes ら . Vez.- ル 7c の ., 62, 368 (1938)[. 

(37) 稀 本 (1933): 軍馬 竹 充 部 白河 支部 に 於 る 億 
涼 性 條 血 の 概況 並 に 病原 聴 に 開 す る 考察 . 陸軍 獣 革 較 
報 。 289 蹴 , 763 (昭和 89). 

(38) HEMPEL。」]. (1909) * 
tniss der ansteckenden Anamie der Pferde. グ . 
77z/eZ ん 7 万 Zs た 5, 381. 

(39) 座 戸 ・ 三 浦 ・ 上 野 ・ 笑 輪 (945): 蛇 に 依る 俺 上 性 


Untersuchunoen 


Hannover 


Beitrage zur Kenn- 


委 血 人 工 媒 介 試験 1. 日 本 獣 避 況 雑誌 , 7, 187 (昭和 20). 


(40) HoFFERBER。O 〇 . (1936): Uber die Ver- 
breitunc der ansteckenden Blutarmut in Deutsch- 
]and unter besondere Bericksichticunc des Seu- 
chenstandes in Preussen. ez/.7. MP 52, 156. 

(41) HOFFERBER。 O. (1937) : Uber Ursache 


und Wesen der ansteckenden Blutarmut der Ein- 


hufer. の ez が. 7. ルル 45, 49. 

(42) HowARD,C. W. (1917) : Insect tranSTnisS1On 
.of infectious anemia of horses. 7. zzgsz た 70. 

(43) 市 井 ・ 今 岡 ・ 大 久保 ・ 加 藤 (1939): 馬 の 俺 
要 性 委 血 の 億 染 法 に 開 す る 知見 箱 間 (第 1 報 ). 陸 還 
獣 緊 園 報 。354 呪 , 81 (昭和 14). 

(44) 今井 (1943): 北海 道 に 信 ける 俺 委 徐 防 制 過 
に 開 す る 諸 施 設 (第 3 報 ). 特に 科 助 規則 に 依る 勿 防 
状況 て 法律 に 拓 り 殺 肛 分 せる 佑 貧 病 馬 の 統計 的 括 宗 
(上 ). 家畜 衛生 協會 報 , 11, 328 (昭和 19). 

(45) 今井 (1948): 北海 道 愛別 村 に 於 る 億 貧 流 行 
記録 . 純 合 円 腎 欧 雑誌 。 5. 162 (昭和 23). 


(46) 石井 ・ 中 村 ・ 渡 邊 (1987): 時 の 俺 菜 性 貧 正 
病 境 に 開 す る 研究 . 第 1 報 . 俺 性 貧血 馬 特 に 無 熱 期 


に 於 る 骨 内 病 毒 分 布 状 態 に 開 す る 寅 験 的 研究 . 獣 疫 調 
査 所 研究 報 土 , 17, 1 (昭和 12). 
(47) 石井 ・ 赤 井 ・ 米 田 (1940): 馬 の 億 染 性 貧血 


病 章 に 開 す る 研究 . 第 2 報 . 病 間 接 種 後 潜伏 期中 に あ 
る 牝馬 か ら 生 れ た 産 駒の 正 液 肉 に 病 が 移行 し て いる 
か ( 附 億 貧 容 患 馬 の 鍋 汁 中 に 於 る 病 大 の 詩 明 に 革 て ) 
家畜 衛生 協會 報 , 8, 119 ( 胎 和 15). 

(48) 石井 (1941): 馬 の 俺 染 性 貧 正 ゞ 蓋 将 障 箇 . 


畜産 さ 獣 腎 , 8, 2 (昭和 16). 
(49) 葛西 ・ 三 浦 ・ 上 田 (1943): 欧 疫 血清 中 に 含 


有 せ ら る > ゝ 億 貧 病 毒 の 不 活性 化 に 就 て . 日 本 環 牙 學 雑 
誌 , 5, 613 (昭和 18). 
(50) 城井 ・ 大 塚 (1909) : 俺 染 性 貧 碧 研究 報 青 , 明 


治 42 年 度 臨時 馬 疫 調査 委員 會 記事. 166 (明治 42)・ 

(51) KrINSLkY。. (1909): Equine infectious 
anemia. 42zez. Pe. eco. 86, 45. 

(52) 岸本 ・ 宮 島 ・ 小 泉 (1912): 泉 放牧 試験 報告 。 
明治 45 一 大 正 元 年 度 際 時 馬 疫 調査 委員 會 記事 (明治 45 
て 大 正 元 )・ 

(53) Ds KOCK。G. v. D. W. (1918) : Further 
observations on the disease equine pernicious 
anemia. Union of South Africa, Dept. of Agr., 





7 7 gz の 87 の ep が 5. の 7 77e の zeczoz の 7 Vzz. es., 
p. 587 [77op. Vez. z//., 8, 325 (1920) ]. 

(54) ps KoCK, G. v. D. W. (1925) : Beitrage 
zur Kenntnis der infektiosen Anamie der Pferde, 
wie sie in Sidafrika beobachtet Wird. . //eZ&7. 
万 2zs た 27, 3930. 

(55) KRAL, F. (1932)・ Virese Anamie der 
Pferde. p: ヶ o/. OZz.。 81 [2Z. pg を .。 T,。 (Re だ た) 
10S, 114 (1932-1933) ]. ' 

(56) KKRAL,F. (1933): La variabilite et Pultra - 
filtrabilite du virus de TPanemie infectieuse du 
cheval. ec. 72g. Vez., 109, 912. 

(57) KRAL, F. (1934): Tanemie infectieuse 
des chevaux. 7 7zZezzzg/. We. Coz g7.。 2、293. 
_ (58) 粟田 (1926): 軍馬 種 充 部 天 原 支部 鍛治 谷澤 
派出 部 俺 染 性 委 面 の 柄 生 状況 を 調査 し 之 が 原因 並 牧 防 
法 の 研究 . 陸軍 獣 臣 園 報 , 201 競 , 272 (大 正 15). 

(59) LAKETIONOV。 A. M., N. D. ARCHANGEL"- 
Sk1J u. M. F. KovALEvSkrJ (1939) : Uber die 
Rolle der stechenden Tnsekten bei der Verbreitung 
der infektiosen Anamie. Soyye/. Per。 16, (2) 13 
[/z ヵ zes ら . Vez.- 人 7 の ., 66, 138 (1939)]、 

(60) LAMARRE。 工 . (1983): anemne in: 
fectieuse du cheval (Recherches cliniques et 
experimentales). Vicot Freres, Editeurs。 PariS. 

(61) LOHRS (1919) : Die ansteckende. Blutar- 
mut der Pferde. . Pezezz2zz が 7 を.。 Heft 10, 11 un. 12 
[Aozg/s ヵ . 77e77/ を ., 91 77 (1920) ]. 

(62) LOgRS (1920) : Wissenschaftliche KKriegs- 
erfahrungen in der Tierseuchenbekampfumg. 3. 
Die ansteckende Blutarmut der Pferde. 密 . Veze- 
7777 の 7 た. 82。165. さだ 

(63) LUHRS. (1922) : Ansteckende Blutarmaut。 
. czezz7 の 7 ん .。 9 人 329. 

(64) MACk, W. B. (1909) : Equine anem1a。 
eoggg 4c7. 7p. Zg た . 。 が zz/7.。 No. 68。p. 7 
[万 ィ ヵ . S/g/. Rec.。 21、 584 (1909)]. 

(65) MANNINGER, R. (1938)・ Ansteckungesver- 
suche mit dem Virus der ansteckenden Blutarmnut 
der Pferde. 47c ヵ . 77e7 ヵ / ん ., 78, 425. 穫 

(66) 松井 (1944): 俺 染 性 貧血 の 厩 肉 同居 感 上 , 


「 経 日 感 菜 及び 経 皮 感 染 に 開 す る 四 駿 的 研究 . 附 フ ォ ル 


マリ ン 謀 軒 倍 貧血 清 に 由 る 葛 痩 試験 
416 半 。E5 (昭和 19). 

(67) 三浦 ・ 久 池 井 ・ 防 野 谷 ・ 上 田 (1947): 正 清 
中 に 含有 せら る > ゝ 佑 染 性 委 血 病 寺 の 箇 易 不 活性 化 に 職 


陸軍 獣 克 園 示 


する 質 験 的 研 .【. 第 1ーTIT 区 満了 成績 日 本 財 了 


肌 雑 誌 , 9 87 (昭和 22) . ト 
(68) 三浦 ・ 久 池 井 ・ 上 田 (1947): 同上 IL 第 IV 
VI 次 賀 験 成績 . 日 本 獣 腎 了 雑 誌 , 9 131 (昭和 22)., 
(69) 宮本 (1910) : 腎 化 事 試験 報告 明治 43 年 
度 臨 時 馬 疫 調 倉 委員 食 記 事 , 290 (明治 43)- 
(70) vV. MOCSY。J」. (1932) : ur Pathogenese 
der ansteckenden Blutarmut der Pferde. 4zc ヵ . 
77cz77 ヵ 7 を. 65, 547. 「 る 
(71) MorrLER (1909): Infectious anemia or 
swamp-fever of horses.、 C み czz/g7 Vo.138. . 4. た 。 


ゴ 
* 
0 








of Agr.。 1909 [VAN ES, 革 ., 


United States Dept. 
E. D. HARRiS 豪 A. F. SHALKG28)]. 


(72) MOHLER (1919): Infectious anemia. 
25 妨 4zz. ez. o7 Z72 p.4.7 for the year 
1908, p. 225 [VAN Es, L., E. D. HARRis 避 A.F. 
SCHALEKG28)]. 

(73) MORRISOT: [SCHULkR et VELU。 HGO0).). 

(74) MULLER, A. (1937): Zu obieen Aus- 
fihruncen. 77ez@7zZ/. Zsc.。 9, 236. 

(75) NEVERMANN (1908) : Infectious anemia 
of the horse. 76zgs 4gz. 万 の ヵ . .SZg/. zz//., No. 
119 [gez/. 7 95, 830 (1909) 

(76) 農林 省 馬 政局 1289): 昭和 2 年 以降 に 於 て 
誤 生 せる 馬 の 憩 染 性 貧血 の 感染 経路 に 職 す る 一 考 伏 . 
家 音 衛生 協會 報 , 7, 411 (昭和 14). 

(77) 大 塚 (1911): 億 染 性 招 血 病 馬 く 其 の 仔馬 さ 
の 職 係 に 就 て . 明治 44 年 度 臨時 馬 疫 調査 委員 憲 記 事 , 
227 (明治 44). 

(78) 大 塚 (1912): 偽 染 性 貧血 病 馬 く 其 の 仔馬 さ 
の 職 係 に 就 こ (第 2 回 報 土 ). 明治 45 一 大 正 元 年 度 臨 
時 馬 疲 調査 要員 創 記 事 , 205 (明治 45 王 大 正 元 ). 

(79) OPPERMANN,。 Th. (1923): Infektiose 
Anamie als Ursache von cehauftem Abortus be 
Stuten und von Fohlensterben. 77e7r の 7zZ/. sc., 
29,、 578 [Pez/. 7 中 40, 178 (1924) : 7Z/7es の . 
ez.- ル 7., 8, 82 (1923) ]. 

(80) OPPERMANN。 丁 耳 . u. M. ZrEGLER(1929) ・ 


Infektiose Anamie der Pferde. 氏 RAUS u. UHLEN- . 


HUTH: 刀 zz の 2. アア 277. 人 72Zoozg.。 9, 77. 

(61) OPPERMANNH,T.(1933)・ Epikritische Be- 
trachtungen せ ber die klinische Diasnose der anste- 
ckenden Blutarmnut der Pferde. の ez な な. 7 上 条 353. 

(82) OSTERTAG, R. (1908) : Untersuchungen 
Gber das Auftreten und die Bekampfunc der 
infektiSsen Anamie des Pferdes. 77z/zAZ/. 
刀 Zzzs., 5, 381. 

(83) PErERS, A.T. (1906): Malarisl fever in 
horses. 人 Ve の gs&g SZg/. 7ess。 7z//.。 22 7 [ 友 々 の . 
SZg.。 が ec., 1S, 184 (1906, 1907) 

(84) PrERor, M. (1935)・ Le r6le de eau dans 
la typheanemie. eo. 2z. 272. Pe.。44, 193. 

(85) PEROT, M. (1936) : / Ouelques remarques 
sur la rtyphoanemie. Ses rapports avec Panemie 
infectieuse. eo. 2z、 人 72Z. eZ/.。 45, 141. 

(86) QUENTrN(1983) : Recherches sur la typho- 
_anemie infectieuse des equides. Fssais de vaccin- 
ation。 ey。C2z. 272 の. eZ. 9 321. 

(87) RAMON et LEMETAYER (1935) : Pen6e- 
frafion du virus de anemie infectieuse des equid6s 
au niveau des plaies et de la conjunctive. ez. 
2z。 ez . 722. ez. cz Zoozec7z.。 87, 590 
[2 Vezezzz@7 ん .。 48, 158 (1936) ]. 

(88) REINARDT, R. (1919): Kinische und 
pathologisch-anatomische Beobachtaneen bei in- 

_ fektiosen 人 Anamnie der Tierde. 4422/57. 7Ze77/ ん ., 
2 っ 526- 


『 


23 


(89) RICHTERS, C.E.(1927): Tatigkeitsbericht 
der Heeres-Veterinar- け ntersucbenesaru46s fir die 
Jahre ,1925.u。 1926."3。 Ansfeckenden B]urtarmnut。 
の. ezezz7z の / ん を.。 89。 273. 

(20) RICHTgRS,C.E.(1929): Tatickeitsbericht 
des Heeres-Veterinar-Untersuchunosamtes fir das 
Jahre 1927--1928. 2. Ansreckenden Blntarmut. 
グ . ezezzz27 を .。 殺 , 435. 


(91) 際 吐 居 沖 調査 委 員 親 研究 来 績 第 2 稿 (1914). 
(92) RoBERT。 本 。 (1929)・ De Panemie ji- 


fectieuse du cheval dans la recion de Montiers- 
Sur-Saulx. Des diyerses modalites 
Appreciation de divers traitemmenfS。 

[zzZes の . ソ e/.-7z., 49, 975 (1929)} 

(983) RODroNogE, 1. M. (1936) : Ein Versuch 
ZUT KIsrung der Rolle der zweiflioeliven Tnsekten 
bei der Ubertragune der infekfiosen Anamie der 
Pferde. So9ye/。 Pe.。 No. 12, 11[ 7722zcZ. 7 
SS, 188 (1937) 

(94) ROZsA, P. (1927): Uber die infektigse 
Anamie der Pferde.`47/zZoz の osz た go を 。 Nr. 5 っ 7. 
59 [の ez が 5。 7 85, 498 (1927) ] 

(5) RUTHEREORD。 (1903): Swamp feyer. 
パ が eo7/ oO/ Z2e 22zsZe7 o/ 24gyzcz/Zzz7e 76Z Z7e 
の ozzzzzzoz の 7 Cgzg の Z for the year ended Octobsr 
31。1902。p. 85. Ortawa 1903. 

(26) 佐藤 (1928)・ 馬 の 億 楽 性 当 碧 病 馬 ょ り 生 れ た 
る 合馬 の 運命 に 就 て . 中 央 峡 忠久 雑誌 41.431 (昭和 3). 

(97) SARTHOU: [SCHULER et VsLU, H.Q00).]、 

(98). ASAUVAG 要 II (1928) 1 OontrtbuthOh 、 a 
Petude de anemie infectieuse du cheval. 
の Zss.。p. 87 [gz ヵ /es の eZ.- ル 7eZ., 48, 982 (1928) ] 

(99) ScHrLATHOLTER。 P. (1910):・ Uber die 
perniz1Ose Anamie der Pferde. 77zZzze.- の Zss, 
[2/. gz。 1 (Ke た ), 49, 183 (1911) 

(100) SCHULER et VELO, 革 . (1933) : Lanemie 
infectieuse des equides au Maroc en 1932. 7z//. 
Soc。 ZZ7. Zoo. 26, 726. 

(101) SCHWARZMEIER。 EE. (1938)・ Epidemio- 
logie der ansteckenden Blutarmut in Hessen. 77e/- 
@zZ7。 sc か.。44 729. 

(102) SCorr。 」. W. (1919): Swamp feyer 
Wyoming. Economic importance。 general character- 
istics and control. 【P ッ yozzzzg そ の . OZg/. zz//.。 No. 
12] [HABRSANG:・ ez/. 7 【。49, 281 (1924) } 

(103) SCOTT。 J. W. (1920): Experimentfal 
tranSmntssion of swamp fever of infectious anemia 
by means of insects. 7. 42zer. Pe/. 7 の . 4 sy.56,448. 

(104) SCOTT, J. W. (1924): 本 he experimenfal 
transmnssron of swamp fever infectious anemia 
by means of secretions. yozzzzg .SZg/。 zz//., 


18S, [17 万 の. SZgz. ec.。 52,384 (1925) } 


cliniques. 
ん yozz。 の Zss. 


ん の 2Z2。 


Bern 


(105) SEYDERHELM。 氏 . R. nu. R. SEYDERHETLM 
(1914): Die Ursache der perniziosen Anamie der 
Pferde. 47zc ヵ . 万 ヶ ヵ . アア. zz. ZZ2.。 76, 149. 

(106) SHALK, A.F. & L. M. RODERICK (1923) ・ 





ん oz7/ み 


History of a swam fever ViruSs Carrer. 


の gcozz の . Sg7. pz//7.。 No. 168, 3. 


0 志 費 (1909): 菱 野 試験 所 に 於 る 佑 染 性 貧 
研究 の 概要 . 明治 42 年 度 臨時 馬 疫 調査 要員 留 記 事 。 


紹 (明治 4⑫)・ 

(108) 志 偶 
接 剛 感 染 試 ・ 
198 (明治 44)・ 

(109) SomNs,。 J. C. 科 R, SOETEDJO (1917) ・ 
Tnfectieuze Anaemie der Paarden. Veeartseni]jkun- 
diee mededeeling van het Departement Yan Land- 
bouw。Niiverheid en Handel No. 22。 

(110). STANDEUSS。  R.,。 、E. SCHULTZ。 Fr. 
SCHNAUDER。W. PETFRS un. W. FRENZpsL (1924) ・ 
Untersuchuncen せ ber die ansteckende Blutarmnut 
der Pferde. 47c ヵ . 7zce77/4., 5 368. 

(111) SricCk, W.(1937) : Studien tber die infek- 
tiose Anamie der Pferde. 47c ヵ . 77e7/ を ., 9, 368. 

(112) STgrN。 C. D. (1935) : 
or swamp fever in horses. 
Bureau of Animal Industry*s investigations. ゾ . 


47ze7。 Ve 7e の . 4 ss., 87, 312. 


(1911): 侯 染 病 研究 所 試験 報 宮 . 三 
明治 44 年 度 臨時 馬 疫 調査 要員 會 記事 , 


A review of the 


(113) SrsrN。 C. DD., ]. C, LOTZE 科 上 . OO. MOT1 
(1942) : Transmission of equine infectious anen1a 
by the stablefly, .SZo/zo そ ys cg/c2/7g775。 the horsefly, 


7 の gs see/c777o72y( Macquart), and by injection of 
minute amounts of Virus. 477ze7. ソ . ce/. 尺 cs.、 8, 189. 

(114) SrgrN, C. D., J. C. LOrZpg 科 上 .O. MOTT 
(1943) : Evidence of transmission of inapparent 
(subclinical) form of equine infectious anemia by 
mosquitoes (so た の 7 の coZzz72 の ze) 。 
jection of the virus in extremely hish dilution. 
. 4zze7.。 Vez. 7cZ. .4 ss.。 102, 163. 

(115) SrgriN, C. D。 〇 . 上 . OSTEEN。 革 . 〇 の. MOTT 
層 M.S. SHAHAK(1944)・ Experimental transmmission 
of equine infectiouS anenia by contact and body 
secretions and excretions. Vez. 人 ル 7eZ., 89, No. 2. 

(116) SrgiN。C. D. 科 扉 : つ . MOTT (1946) : 
Equine infectious anemia in brood mares and 
their offsprinc. Vez. 7eg.。 41, 274. 

(HH SOETNE が Dye (AUOOMAIMCETR CM OM 


Equine infectious anemia in {the United States 


and by in- 


with special reference to the recent outbreak in 
New Ensland. Reprint from Proceedinos United 
States Livestock Sanitary Association Fifty- NO 
Annual Meeting。1947. 

(118) STEINBRUCHEL (1920) : Ein Beitrag zur 
Klarunc der Frace Ubertracbarkeit von anstecken- 
der Blutarmut. . czezzz@7 ん .。 廿 . 10 [ ル Zez. 7 
人 ル 7sc ヵ た .。 9 124 (1922) ]. 

(119) SVANBERG。 〇 . (1934 ) : 
chimiques des sols provoquant etat anemique et 
son apparition locale en Suede du Nord (Rapport 
preliminaire) (Om de 1autbrukemiska fSruts&ttn- 
ingarna for uppkomsten av lokalbunda anirnis- 
jukdomar: Norrland)、 ん gz/o の 7 ん s-77 の gs ん o7Z な ゞ 


Sur des facteurs 


NON NR 上 AS) NN NT 


Tnfectious anemnia 


Anamie 





4zg/e7。 本 209 


[が zZZ7. の 7zezzg/、 万 Zzz.。 5, 


365 (1937)] 


(120) TEILER, A. 層 KEHOE(1915): Tnfectious 
or pernicious anemia of equines in South Africa. 
277 の gz の oz7/77 6 の o7/S o7 の ZZ。cZo7s o/ Ve/. 
パパ es. Preforia. p. 217. 

(121) THORSHAUG, IN.(1933) : 
anaemi hos hesten, dens optreden og bekjempelse i 
INoree. 4 oz. Vcz.- ル 7 の /eZ. 人 7 ZsZ72g/O7 ゞ 。 p. 343 
[Vez. zz//.。 5, 268 (1935) 

(122) 時 重 ・ 侍 田 (1910) : 厩 答 偽 染 試験 明治 483 
年 度 忠 時 選 疫 調査 委員 久 記 事 。 342 (明治 43). 

(123) 時 重 ・ 侍 田 (1911): 農 科 大 事 試 験 所 幸 和 
明治 44 年 度 臨 時 馬 疫 調査 委員 會 記 事 , 167 (明治 44)・ 
_ (124) 時 重 ・ 侍 田 (1912): 農 科 大 興 試 験 所 報 絹 . 
明治 45 一 大 正 元 年 度 具 時 馬 章 調 査 委員 信 記 事 , 139 
(明治 5 大正 元 ) . 「 ( 

(125) TORRANCE。 F.(1902)・ Malarial fever in 
horses in Manitoba. oc. 47ze7. "eZ. 7 2. 4 ys. p. 
282. St. Paul [だ と ヵ . SZgZ. ec., 4 201 (1902ー1903) 

(126) TRACTWEIN。K. u. W. SCHMIDT (1940) : 
Ansteckende Blutarmut bei Fohlen. グ . 7z/c&Z/. 
77zzz5 た 96, 174. 

(127) TEROTrrSKrTrT, 1. A. NN. M. KrrwMoOV (1940) : 
The part played by the gastrointesfinal tract in 
the spread of equine infectious anemia. So の ye/. 
ez., No. 6。 425 [SrsrN, C. D., の 〇 . 上 . OSTEEN,。 
L. O. Morr  M. S. SHAHANC1153] 

(128) VAN Es,.L., E. D. HARRIS 愛 A. F. SHALEK 
(1911)・ Swamp fever in horses. 人 orZ7 の go/g 
4gr. 万 > の. Szg た gz//。No. 94, 257. 

(129) VEgLU (1933): Tanemie infectieuse des 
equides au Maroc en 1932. co. 2. ル 77Z727.。 17, 
199 [7Z ヵ 7es ら . Vez.- ル 7 の ., 53, 357 (1933) ] 

(130) VERGE, T.(1933): L'anemie infectieuse des 
equides. Maladie de Vallee. Acc. 47zg. Va/., 109,797. 

(131) WAcGNER, C. (1923): Die infektiose 
der Pferde im staatlich-preussischen 
Halbbluteestit Repitz. 77zgzg.- の zsx.。 時 annover 
[ez/. 7. 政 。 40, 18 (1924)]. 

(132) WARRINGSHOLZ (1924): InfektiGse Ana- 
mie. Sammelreferat unnd Beobachtungen beim Seu- 


gz7. 7. MP 


Den smittsomnrmne 


chencangye in Norderdithmarschesn. 
40, 75. 

(133) WIRTH, D. (1917) : Beitrage zur Kenn- 
tnis der infektiose Anamie der Pferde. ozzZZ5 ヵ . 
777e77/ を .。29, 385. 

(134) WrirrMANN,F. (1925) : KKontaktinfektion 
und Wismutbehandlunz der ansteckenden Blutar- 
mut der Pferde. ez/7. 7. MP.。 41。 358. 

(135) 窒 山 (1987): 放牧 馬 に る 俺 染 性 貧血 の 2 
生生 さ 記 類 の 滑 長 に 開 す る 研究 . 陸軍 帳 時 報 ,335 有 。 
689 (昭和 12②・ 2 は 

(136) 吉本 (1931): 愚 の 偽 染 性 貧血 の 起 病 性 を 
考案 し 之 が 』 龍 的 防 過 法 に 及ぶ <。 上 し 4 和 


579 (昭和 2 








N 


に ーー ン ず ご 






1 し 4 二 者 y い ( 得 < EURODSS UI あ も Cs URL ま い 4MC(6 ず /「 076 二 人 T: が UW RUIUUPIKI LUO1UIYGMYUW2NETUINJINNTUTIT) VO 
誠人 AA 4 Mt 際 了 0 
LA YA YU fi ! 


1 | j 9 % 
了 に 55 
し っ に 』 こう 
% _ 
1 t 


。 居 の 偉 楽 性 貧血 に 於 ける 細菌 の 二 交 感染 
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- 萬 西 勝 双 須藤 春雄 三浦 四 度 濱田 輔 一 


SECONDARY INFECTION OF BACTERIA IN POUINE 
る INFECTIOUS ANEMIA. 


KATUYA KASAI, 昌 ARUO SUTO, SHIRO IMruRA and 


SUKEKAZU AMADA 


緒 計 

IL. 海外 に 於 ける 二 炊 細菌 感染 報告 例 

・ 連鎖 状 球菌 , 衛 導 汰 球菌 , 大 腸 菌 
馬 粘 箇 菌 , 馬 流 産 菌 向 の 二 交 感染 例 

2. 灯 核 菌 に ょ る 二 次 感 染 例 

・ 原 の 混合 感染 例 
4. 海外 に 於 ける 二 次 細菌 感染 の 報告 に 開 

する 筆者 等 の 所 感 
臣 . 本 邦 及 び 満 洲 に 於 ける 二 次 細 菌 感染 例 


もう 


1 結 、」 詩 


バイ ラス 病 の 場合 。 その 継 過 中 に 細菌 の 二 次 
感染 が 行わ れ , と れ に ょ つて 症 其 の 復 雑 重 筐 化 
を 見 る と と は , 人 藤 克 区 界 周知 の 事 資 で ある 。 特 
と 上 沙 類 の ベイ ラス 病 に 於 て は 細菌 の 感染 は 背 繁 
行わ れ , 且つ これ が 宿主 に 重大 な る 逐 才 を 興 
を うる 場合 多く , 例え ば 豚 コ レラ に 於 ける Sg/- 
2 の 72677Z cZo7eZ@@ s22S (まだ は ア 257ez7677Z 
_S22 872c の ), 豚 イ シン フ ル エン ザ に 於 ける 婦 @20- 


! 


ヵ 727zs ss, 層 の 胸 疫 及び 俺 染 性 気管 支 肺 炎 師 


ち ブ ラッ セル 病 (Brusseler Krankheit) に 訟 け 
る 馬 系 S2779cocc2S の の g@726S 人 A 型 , チ ス テ 
ン ペ ー に 於 ける ZZzce772 0Z972c7256 の 72c の (まま 
た は 連 鑑 汰 球菌 ) の 二丈 感 染 等 は その 代表 的 の 

も の で ある 。 億 條 に 於 て も また 細菌 の 二 爽 感染 
_ は 履 え 問題 と た な る の で あつ て , 就 中 我 が 國 に 於 
で て は と れ が 財 串 蛋 見 。 特に 全て の 軍馬 串 具 か ら 
非常 な 開心 を 持た れ , 従 つ て 大 きく 到 上 げ ら れ 
た ゃ も の で ある 。 襲 に 筆者 の 一 人 葛西 (1941) は , 
頻 類 の ベイ ラス 病 に 於 け る 細菌 の 二 爽 感染 例 を 
巡 述 し , か いる Association の 病理 的 意義 の 
重大 な る を 指摘 し て いる が , 多 論 俺 所 の 場合 に 
、 も 言及 し て いる 。 “ 


次 


1. 二 次 細 菌 感 染 に 開 す る 自然 義生 例 
2. 二 交 細菌 感染 に 開 す る 賞 虎 例 
3. 本 邦 及 び 漠 洲 に 及 け る 二 次 細 散 感 染 報 
青 に 翌 す る 筆者 艇 の 所 感 
IM 半 中 
1. 外因 性 感染 
2. 内因 性 感染 
英 ' 献 、 


本 説 に 於 て は , 先 ま 海外 に 於 ける 報告 例 を 
組 介 し , 爽 で 本 邦 に 於 ける 芝 表 例 を 列 壁 し , 最 
後に 二 表 細 菌 感 染 に 闘 する 難 者 等 の 察 を 逃 ぶ 
NCP 2 


1. 海外 に 於 ける 二 炊 
細菌 感染 報 告 例 


澄 外 に 於 て 般 表 され た 報告 は , 記載 の 便宜 上 


は ) 結核 以 外 の 細菌 , 即ち 連 鑑 汰 球菌 , 衛 訂 
状 球 , 大 腸 菌 , 馬 粘 航 菌 , 馬 流 産 菌 等 , (2) 
結 李 菌 , (3) 原 明 の 二 爽 感染 例 に 司 史 し, 更に 
(4) これ 等 海外 に 於 ける 報告 例 に 開 し 筆者 等 の 
私 見 を 本 人 ぶる と と と する 。 
1. 吉 針 碁 球 菌 , 和 攻 凌 球菌 , 
大 腸 菌 , 馬 粘 重 菌 , 馬 流 産 
菌 等 の 二 炊 感染 例 

(本 文 に 入る 前 に , 表題 の 菌 種 名 に つい て 少し 
説明 を 加 を て 置く 必要 が ある 。 先ず 連 球 菌 で あ 
る が , と れ は 勿論 連 針 訴 球菌 の 省略 名 で あり , 
本 丸 で は 専ら と の 省略 名 を 使用 する 。 区 と 本 文 
C 紹 介し レ し て あ る 外 國 の 文献 に は , S 好 @ が の 79coccZ6S 
の 外 に 277ococczs, の 7 の 7o-S7 ケ 6 の coccZS な 
る 名 和 は 屋 々 出 て 来る が , と れ 等 の 大 部 分 は 恐 
らく SeZ7ococczS カ y9ge26s ( 課 名 化 膜 性 連 
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錯 有 汰 球 を 我々 は 膜 連 菌 と 略記 する ) A 型 で あ 
ろう と 思う 。 元 來 馬 の 連 球 菌 性 疾患 と 言え ば , 
腺 抽 の 場合 を 除い て は , 
A 型 に よる も の で あり , 面 か も 本 菌 は 感染 組織 
内 で は 電 連鎖 特 <2 個 連 立 の 場合 は 普通 で ある 。 
従 つ て 病 的 材料 を 旧 に 鏡 検 し た だ け で は 本 功 を 
双 球 菌 ま た は 双 ・ 連 球菌 と 訓 認 する の で ある 。 
更に 計 粘 舟 菌 で ある が , 我 が 國 の 文献 で は 米 國 
細 変 頁 痢 (BERegy) の 提唱 する 騙 名 Sge/7 
69722 グ 277S を 一 般 C 使 用 し て いる が な が, ヨー ロッ パ 
の 論文 に は 今 以 つて gc7eZ22774 カ y0S6 の 72CZ772 
22SCOSZ222 または 密 【 に 4c76Z27672 22SCOSZ772 な 
る 種 名 の み が 見 られ る 。 最後 に 表題 以外 の 菌 種 
は 原文 に 画 げ られ て いる 種 名 を その まい 紹介 す 
る と と と し た 。) 

刊 和信 に 於 ける 細菌 の 二 爽 感染 と 思わ れる 記載 
は 皮 に 前 世紀 の 未 葉 に 和 次 表 さ れ た 文献 に と 見 られ 
る 。 先ず ZscHokkE (1885) は スイ ス の 億 貧 を 
検査 し , 臨床 及び 解剖 所 見 上 , 就 中 血液 検査 に 
於 て 各 赤 血球 の 大 いさ 及び 形 馬 に 著 し き 差 異 あ 
る 穫 等 より 人 の 和 悪性 貧血 と 同一 疾患 で あろ うと 
巻 を た の で ある が , その 際 是 馬 の 血 中 に 1 種 の 
模 菌 を 目 繋 し た と 記載 し て いる 。 

また 贅 年 FROHNER (1886) は ドイツ に K 座 て 
S 例 の 億 貸 馬 を 検査 中 その 1 例 が 角 作 第 5 て 6 
日 に 圧 明 な 因 形 赤血球 定 を 示し , 面 か も その 和正 
中 に 極め て 繊細 な , ZScHOKkE の 菌 と は 大 き さ 
を 軸 に する 梓 菌 を 毎 富 野 4 て 6 個 護 明 し 得 た と 
通 べ て いる 。 

と れ 等 責 氏 は 共に 詩 明 菌 の 追及 を 試み な か つ 
だ の で ある が , 
貧 の 場合 に 於 ける 二 爽 感染 菌 で あつ た ろう と 思 
われ る 。 

今世紀 に 入 つ て か ら は , 初頭 に VALrEs et 
CAREE (1904) の 俺 所 病 原 ベ イラ ス 計 を 表 し 
た 彼 の 歴 更 的 論文 中 , 偶然 に ぉ 二丈 感染 菌 に 久 
れ て いる 。 即ち 氏 等 は 俺 人 の 自然 並 に 人 工 感染 
司 の 血 中 か ら 種 々 な る 細菌 ("gc7. co72, S72- 
ヵ y7oco94es ”) を 分 離し て いる が , 感染 馬 が 貞 
玩 し た 際 , 同一 菌 を 臓 費 中 か ら も 分 離し 得る と 
記載 し て いる 。 但し と れ 等 の 細菌 は 俺 貸 と は 開 
係 の な いも の で あつ て , 俺 所 の 眞 の 原因 は 細 軸 


その 大 多 敷 例 は 肛 連 菌 


今日 の 知識 か ら す る と , 共 C 億 





* 
「 二 
ゃ 


に 2 リト yh 
滑 過 器 を 通過 する と と ろ の 趣向 微生物 “Virus 
filtrant ultra-microscopique ”) で ある と 強調 
し て いる 。 と と ろ が と れ 等 の 細菌 は 取り も な お 
さ ず ボ 二 爽 感染 落 で あつ て , 西 か る その 尼 醒 か ら 
る 同一 菌 を 分 離し 得る と 言う 周 か ら 見 れ ば , 負 
死 馬 は と の 二 区 感 染 菌 の 敗血症 を 肝 つ た も の で 
あつ て , 或 は と の 菌 の 敗血症 は 俺 貧 周 の 直接 の 
死因 と な つた も の で は な か つた か と さえ を 考 えら 
れる の で ある 。 [ 

また CARRE et VALLEE (1906, 1907) は 稀 
で は ある が , 俺 貧 馬 の 己 の 血液 は 病 業 か ら 
極め て 特殊 な 性 然 を 持つ た 柏 菌 を 分 離し 得る と . 
述べ て いる 。 と の 菌 は 選 に は 病原 は な い が 海 
導 に は 毒 力 を 有する と 記し て あり , その 天 枚 上 


- の 記載 か ら 見 る ょ 今 量 偉 招 の 二 区 感染 菌 と し て 


重 違 され る Sge77Z ge92772S を 思わ し むる 

も の が ある 。 

一 方 アメリカ に 浴 て も BRiMHArr,W gsBRook 
& BRAckgN (1903) は 俺 党 病 馬 の 殆 ど 全 例 か ら 
非 運 動 性 の 卵 彫 形 小 剛 菌 を 分 離し , これ g- 
C277es 6942S6 の 2c24S な る 名 移 を 興 を て いる 。 本 


分 離 菌 を 馬 接 種 する ょ 局 は 藻 病 し , その 発 死 


例 を 章 稚 すれ ば 急性 若 症 の 自然 例 = 一 致す る 病 
理 所 見 を 呈す る と 橋 べ , 本 菌 を 俺 貸 の 病原 と 見 
父 す よ う で ある が , 然し と れ は 勿論 知代 の 二 炊 


感染 芝 と 見 る べき で ある 。 爽 で BEgBg (1905) 


は 億 外 の 多 敷 例 か ら 細 菌 を 分 離し て いる 門 , 侯 
貧 と の 原因 的 開 係 に は 言及 し て いな い 。 ま た 


_ VAN ES (1907) は 俺 物 馬 の 血 中 か ら 渓 種 の 細菌 


を 分 離し て いる が , と れ は 寄生 中 に ょ つて 村 つ 
た 組織 の 損傷 か ら と れ 等 の 菌 は 血 中 に 優 入 す る 


機 定 を 得 た も の で は な いか ょ 考え て いる 様 で あ 


る 。 何 BArLAH (1908) は 俺 筆 馬 の 血液 を 海 導 
に 注射 し て 定 する の を 見 た が , それ は 俺 気 の 


次 感染 と し て 居 の 血 中 現われ た 連 球 菌 に 


よる 感染 の 結果 で あつ た と ょ 区 べ て いる 。 更に 
MAck (1909) も 俺 貧 例 か ら 種 々 の 細菌 を 分 離し 
て いる が , 俺 貸 と の 開 係 は 明か に され て いな い 。 

また ドイ ツ で は PFprrER (1908) が 胸 商 の 病 
原 と し て ScgHOrZz に よ つ て 提唱 され た の 2Z/o 
LrGNIERES の gs72z47@77Z e9242746 と つい て 


COCCZS の 726277720722 の 6@ 


、 


に ま 
< 
本 デー 時 





司 杜 に 翌 する 酒 原作 用 を 試験 し た 際 , VArrEg 
か ら 分 興 を 受け た ア gs7. eg222@ の 24 時 間 肉 
_ 汗 華 養 を 2 頭 の 止 馬 に 内 + 50cc 及び 100cc 
静脈 内 接種 を 行 つ た と と ろ , 共に 1 日 間 熱 敬 し 
た の み で 耐 過 し た が , 第 3 の 前 2 頭 よ り 若 い 一 
般 捧 態 の 良好 な 牡馬 に , 同一 工 養 の 150cc を 同 


じ く 鞭 脈 内 接種 し た と こと ろ が , 訪 性 敗血症 に 陥 
り , 接種 後 24 時 間 で 負 死 し た と 逃 べ て いる 。 
か く の 如 く と れ 等 十 者 間 で 一 方 は 一 仙 性 の 熱 反 
應 を 呈す る に 正 り , 他 の 一 方 は 急性 の 致 和 的 綴 
過 を と つた と 言う と と は , 我 そ の 常識 で は , 軍 
lc 接種 量 養 量 の 差 の み c 師 し 得 な たい ょ うと 思わ 


。 和 る 。 と いで 注意 し な けれ ば な ら ぬ こと と は , と 


の 第 3 例 は 俺 沼 耐 過 馬 で , 爺 ち 該 馬 は Atoxyl 
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療法 に よ つ て 久 観 治療 する に 至 つた 俺 気 馬 で あ 
る が , 今日 の 知識 か ふら すれ ば , と れ は 営 然 慢性 加 
同 と 見 る べき も の で ある 。 従 つ て 本 例 が ア gsZ. 
@7%2222 の 打 種 に よ つ て 敗血症 死 を 招 米 し た と 
と は , 接種 菌 量 の 大 量 と みる より , 神 ろ 俺 招 馬 
で あつ た こと ょ と に 原因 する も の で な か つた か と 推 
測 さ れる の で ある 。 

SEYDEREHELM (1914) は 13 例 の 億 委 測 検 例 
中 2 例 の 正 液 か ら 穫 菊 球 菌 と 双 球 菌 (また そ 


の 2 例 中 の 1 例 に 於 て 腫 臓 の 膜 瘍 か ら 球菌 を ) 


分 離し て いる 。 ( 

更 C GOrScHs (1919) は 重症 俺 気 馬 の 血 液 か 
ら 頻 筐 に , また 尿 か ら は 殆 ん ど 全 例 に と, 一 種 の 
御 基 其 球 菌 を 二 養 し 得 た と 報告 し て いる 。 右 者 
は 該 分 離 境 養 に 凝固 馬 血 清 を 用 いて いる が , 本 
困 は プイ ョ ン に と も よく 黄 育 する , 然し 普通 寒天 
に は 堪 杖 不 能 と の 事 で ある 。 また 著者 は 本 菌 の 


性 区 に 開 し 丈 の 様 に 述 べ て いる 。 淫 育 営 初 の 集 


浴 で は 本 菌 は 一 様 に 菊 菊 汰 球菌 の 形態 を 示し て 
いる が , 鋼 て 同一 集落 上 と 連 球菌 が 見 られ る + 


、 2 に な り , 更に 日 を 経 れ ば 長短 不同 の 程 状 骨 か 


ら 導 に は 弥 訴 骨 ま で 現われ る 。 か いる 種 大 騰 や 
弥 汰 朋 を 混 去 る 古い 丘 養 を 新た に 震 杖 する と , 
出来 た 集落 は 純 料 に 共 鷹 包 球 攻 の み を 有する と 


と か らし て , 北 者 は 上 逃 の 如き 形態 の 幾 化 は , , 


本 菌 の 遂 育 の 諸相 を 示す も の だ ろう と 考え る の 


し で ある 。 


爽 に GorscgE は 本 菌 の 新鮮 量 養 浮 渡 液 
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(05 cc) を 1 頭 の 局 の 前 須 内 に , 他 の 1 頭 の 馬 


の 皮下 に , また 特 状 能 や 続 汰 骨 を 混 ま る 陳 久 堪 
杖 浮 渡 液 を 第 3 の 馬 の 皮 下 に C 接種 し た と と ろ が 
何れ も 間 多 熱 を 呈し , 特に 第 3 の 例 で は 血液 及 
び 尿 か ら 本 菌 を 分 離し 得 た 。 

何 本 菌 の 加熱 死 菌 液 を 以 つ て 重症 俺 委 司 に 眼 
反 應 を 試み た と と ろ が , 陽性 の 成績 を 得 た 一 一 
但し 可 検 例 は 重症 患 馬 で あつ て みれ ば 同時 に 本 
菌 の 感染 を 持つ て いた 可能 性 の ある と と を 銘 記 
し な けれ ば な ら な い の ーー と ェ と 迄 べ て いる 。 

か いる 血 か ら 著者 は 本 麻 を 俺 作 の 原因 陀 で は 
な か ろう か と 城 を , 入 秦 専門 家 の 厳密 な る 追試 
を 紀 む 旨 附 記し て いる 。 「 

何 CUTscHE は 本 世 誰 球菌 の 盤 育 天 な る も 
の を 想像 し て いる が , 本 菌 は 先ず 極微 の 不 ( 又 
は 難 ) 可 覗 性 微生物 に 始 り , 炊 で 衛 其 球菌 の 形 
態 を と り , 更 C 連 球菌 と な り , 途 に 柱 菌 か ら , 
激 骨 に な る と 言う の で ある 。 と の 柏 菌 や 継 秩 骨 
は 愚 馬 の 血 中 で は 殆 ん ど 誇 明 し 得 な い 彼 か ら レ 
て , 恐らく 尿 か ら 絶 を まず 排出 され て ゆく も の で 
あつ て , 従 つ て と の 形態 は 軍 に “感染 物質 の 保 
有 垢 ” (, Trager des Infektionsstoffes “) と 
し て の 役目 を 果す に 過ぎ な いも の だ ろう ょ 基 を 
て いる 。 故 者 は 更に 想像 を 展開 し て 俺 所 の 放牧 
中 と 多 衣 す る 原因 に 言及 し て いる 。 日 本 の 馬 疫 
調査 要員 は 放牧 中 の 俺 作 感 染 を 専ら 吸血 昆 堪 
(7gpgzzs) の 媒介 に 朗 し て いる よう で ある が 
と れ は 誤 で ある 。 俺 人 語 の 放牧 され て いる 贅 場 


の 章 類 は 営 然 買 馬 ら 氷 に よ ょ つて 廣 く 治 染 され る 


の で ある か ら , 同時 に 放牧 され て いる 健康 馬 は 
と れ 等 の 汚染 草 類 を 自由 に 播 取 する と と に な り , 


その 結果 は 患 馬 の 尿 中 の 感染 物質 一 GuTscHE 


は と いで 始め て ,,Virus“ な る 語 を 使 つ て いろ る 
ーー は 草 を 介し て 酒 化 管 か ら 馬 骨 内 に 侵入 し , 
感染 を 起す , と れ が 放牧 中 に 俺 條 の 喚 する 理 
由 で ある と 説明 し て いる 。 

と いで 我々 は GuUrscHE の 所 詩 世 春 汰 球菌 な 
る も の に つい て 多大 の 紅 義 を 持つ も の で あつ て , 
氏 の 形態 に 開 す る 記載 を 証 ん で いる と 停 ろ 本 菌 
は 短 柱 菌 で は な か つた か , も し そう だ と する と 
後に 長短 の 筐 菌 や 締 汰 帳 の 出現 する と と る 帯 て 
不思議 で は な い の で ある 。 然し 我 そ は 今 本 菌 の 


で ーーー 
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所 属 な ど を 問題 に し な い 。 要 は GOTScHE は 重 
定 俺 抽 馬 に 於 て 頻 そ 同一 菌 を 分 離し た と 言う 事 
筑 で ある 。 今日 の 我 そ の 知識 で は 本 菌 と そ は 正 
に 俺 仙 の 二丈 感染 菌 に 外 な ら な い の で あつ て , 
面 か も 俺 貸 馬 の 血液 や 尿 か ら 本 菌 が 計 明 され た 
と 言う か ら , 患 馬 は 本 菌 の 敗血症 を 合 伏し て い 
た こと と る も 想像 され る 。 さす れ ば 重症 俺 所 馬 の 重 
症 経過 な る も の は , と の 敗血症 の 昧 響 を 多分 に 
受け て いな か つた か が 甘 わ れる の で ある 。 

VArrEE et CARRE(1904) の 億 貧 ベ イラ ス 論 欺 
表 後 放 に 15 年 を 経過 し , と れ が 世界 の 獣 忠 具 
の 常識 と な つた 堂 時 , 突如 と し て と の 奇怪 な る 
珍 説 の 出現 を 見 た こと は 聖 界 の 喜 用 で あり , 同 
時 に 悲嘆 で ある 。 また と の 年 は , 我 が 國 に 於 て 
前 年 宮川 等 の 提唱 し た 偉 條 スピロヘータ 褒 が 海 
外 と 紹介 ぐさ れ た だ 年 で も ある 。 

その 後 OPPERMANN (1923) は , 営 時 馬 産 地 
に 於 て 驚 し つい あつ た 侯 染 寿 流 産 及 び 仔 馬 中 
行 は , 細菌 検査 を 行 つ た 人 達 が Sg/2zoz2277Z 菌 
ー 一 馬 流産 菌 を 指す と と は 後 稼 HuNpr の 論 
で 明か で ある 一 一 建 球菌 その 他 の 細菌 が 本 病 の 
原因 で ある と 信じ て いる よう で ある が , 血液 検 
査 の 結果 か ら み る と その 大 部 分 は 偉 委 で ある と 
と か ら , と の 場合 俺 貧 は das Primare で あつ 
て , と れ 等 の 細菌 は 軍 に 二 区 的 感染 を ん だ に 
過ぎ な い の で ある と 言 つ て いる 。 績 いて OPPER- 
MANN (1924) は 俺 委 の 潜伏 感染 母語 か ら 生れ た 
仔 計 は 子宮 内 , また は 分 友 直後 に 俺 人 に 感染 す 
る も の 多く , か いる 俺 貧 感 染 仔馬 は 他 種 感染 < 
習 し 高度 の 感受 性 を 持つ 様 に な る 。 例え ば 俺 貧 
の 常 在 す る プロ イモ セン の 種馬 牧場 で は 流産 , 仔 
馬 直 行 , 仔馬 鉛 欧 の 敷 が 順 る 多く , その 原因 を 
一 般 C 病原 細菌 に 龍 し て いる が , 寅 際 は 優 質 
は その 主 骨 を な す も の で ある と ょ 靖 べ て いる 。 婦 
東 プ ロ イセ ン で は 腺 投 は 往々 重症 の 継 過 を と り 
死 の 還 衣 を 見 る が , か いる 例 は 死後 の 麟 稔 に よ + 
つて 億 貸 の 混合 感染 で ある こと と が 知ら れる 。 古 
し て 腺 疫 が 俺 狗 馬 に 二 炊 感染 を 堂 み 致死 却 過 を 
と る 場合 に は 履 々 腺 疫 菌 に よる 敗血症 が 死因 と 
な る の で ある 。 一 方 俺 貧 の 潜伏 感染 例 が 他 の 疾 
病 の 混合 感染 に よ つ て 食性 化す る 場合 $ 見 られ 
る と 記載 し て いる 。 
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HoNpr (1929) は OPpERMANN の 所 説 を 敷 


符 し て 曰く , 居 脂 は 俺 信長 期間 感染 し 時 々 
作 を 反復 する 場合 , 営 然 抵抗 力 の 低下 を 招 來 し 
て 各種 細菌 の 二 交 感染 を 蒙 る 傾向 が 高まる が , 
特に 初生 仔馬 が 偉 所 に 感染 し た 際 は 一 居 と の 二 
克 感 染 に 侯 さ れ 易い の で ある 。 か ぃ る 事 連 は 
Hannover-Linden の 國 立 獣 藻 検 査 所 に 於 て , 
多 敷 の 仁 馬 病 貞 死 例 の 臓器 を 検査 し た 成績 が と 
れ を 雄 粋 に 物語 つて いる 。 爺 ち 該 検査 成績 に よ 
り 鑑 死 仔馬 が 著しく 高 率 C 佑 負 に 感染 し て いる 
と と が 明か に な り , 且つ と れ 等 の 例 就 て 細 


、 菌 検査 を 行 つた 結果 は 局 流産 菌 , 連 球 菌 , 大 腸 


菌 , 衛 菊 捧 球 菌 , 馬 粘 和 菌 な どの 混合 感染 を 
見 た の で ある 。 然 ら ば か いる 混合 感染 の 場合 


_OPpERMANN 及び LAOrENBAcH 【 と よ つ て 提唱 
され た 偉 気 の 家 束 及び 時 試 験 成績 は 信頼 すべ き 」 


成績 を 示す も る の で ある か どう か を 試験 し た の で 





ある が , 混合 感染 菌 の 存在 は 何等 俺 招 の 詩 明 に 


影 尊 を 及ぼ す も の で は な いと 力 説 し て いる 。 


GUNNEMAN (1931) は スエ ー デ ン で 俺 委 は 履 


展 不 明 , 不定 の 症 訴 を 以 つ て 経過 する が , か い 
る 場合 章 稔 を 行 つ て 始め て , 俺 貧 の 感染 と 同時 
に 頑固 な 腺 商 , 鼻 類 , 多 朋 寿 騰 更 等 の 合併 を 散 
見 する の で ある と 記し て いる 。 0 
その 尻 年 KRAL (1932) は チェ ュ ス ラベ キヤ で 
信 所 研究 中 , 他 種 病原 有 般 の 二丈 感 染 に 選 過 し て 
いる が , 特に 双 ・ 連 了 球菌 及び 計 粘 稲 菌 の 二 区 感 
染 に 注意 を 失 つ て いる 。 面 し て と れ 等 の 細菌 は 
俺 貸 感 染 に よ つ て 抵抗 力 の 低下 し て いる 属 骨 に 
侯 入 し て 始め て 病原 作用 を 語 揮 する に 至る も の 
と 解 租 し て いる 。 筒 胡 者 は 奴 ・ 連 球菌 を 以 つ て 


馬 骨 に 皮下 接種 を 行 つ を 際 , 短 時 是 に 治療 する 


膜 場 を 生じ た が , 餅 食 及 び 静 有 内 接種 試験 で は 


何等 異常 を 認め な か つ を たと いつ て いる 。 その 後 


氏 (1934) は 第 XII 同 國際 誠 忠 主 合 の 席 上 誰 
て , 再び 連 球 菌 及 び 居 粘 生 菌 の 三 区 感染 言及 
レ , 特に 馬 粘 舟 功 に よる 敗 碧 定 は 常に 委 激 な る 


綴 過 を 以 つ て 展 々 死 の 甲 師 を と る と 逃 べ て いる 。 


また WErpricH (1932) は , チェ ュ ス ラバ キヤ 
の 露 領 國 境 に 近 き 2 衛 隊 際 の 軍司 間 に 1931 年 


多数 の 俺 衝 馬 の 敬 生 し た 際 , 沸 稚 を 行 つた 20 例 


に つい て 細菌 培 枚 を 試み た と と ろ , 8 例 か ら 寂 ・ 





連 評 菌 , 6 例 か ら 馬 粘 般 菌 , 5 例 か ら 大 腸 菌 , 5 

例 か ら 術 次 航 球 菌 を 分 離し て いる 。 大して と れ 

笛 諸 菌 の 中 , 特に 到 ・ 軍 球菌 と 馬 粘 和 菌 の 二 表 
感染 は 注目 すべ き で ある と 記し て いる 。 谷 大 腸 
落 及 び 区 間 所 球 菌 は 難 死 後に 侯 入 し た も の と 著 
者 は 解 粗 し て い る よう で ある 。 

EtLMANN (1934) は 腺 疫 に 感染 し 6 週間 治療 
を 加 を た 1 頭 の 局 に つい て 割 栓 を 行 つ た と とろ 
が , 喉頭 部 に 腺 疫 性 小 病 業 を 誠 明 し た 外 , 肝 , 腹 
、 及び 菅 に 著 明 な 偉 仙 の 聞 和 伏 を 呈し て いる の を 見 
を と 逃 べ 更に 氏 は , OPPERMANN が 億 所 で 抵抗 
力 の 弱め られ た 馬 が 腺 疫 に 所 呈 する 例 は 稀 で は 
な いと 区 べ て いる と 附 記 し て いる 。 

PEsor (1936) は 俺 貧 常 在 地 で 1932 年 か ら 
1935 年 に 至る 3 年 間 に , 137 例 の 馬 の チ フス 
様 活 患 を 観察 し て いる が , 臨床 上 こと れ 街 を 下記 
の 6 型 C 分 類 し て いる 。 


チッ ラス 様 病 型 (53 例 ), チ フ ス 腎 共 型 (46 


。 例 ), チ フ ス 腸 拉 型 (14 例 ), チ フ ス 肺 交 弄 
(4 例 ), チ フ ス 騰 膜 型 (2 例 ), 眞 性 チラ 

ス 貧 血 型 , 即ち 俺 染 性 貧血 (16 例 )。 
チ フ ラス 様 病 型 を 除い た 5 型 は 何れ も チ フ ス 和 質 
血 の 病 航 を 呈し て いる が , 皿 性 以外 の も の は 夫 
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夫 の 騰 捉 の 基 症 は 支配 的 と 重要 な 症 訳 と な つて 


現われ て いて , 著者 は と れ 等 の 4 型 を チ フ ス 貧 


碧 第 1 群 と し , 眞 性 チ フ ス 気 血 型 を 第 TH 逢 と 稀 
し て いる 。 PiERoT の 見 解 で は 第 1 送 は チ フ ス 
徐 血 に ょ つて 抵抗 の 低下 し た 臓器 が 種々 な 微 
生物 の 感染 に 好適 な 基地 を 提供 し , と れ 等 の 微 
生物 の 二 炊 感染 を 掌 ま し め た も の で あつ て , $ 


、 し 動物 は 難 死 し た と すれ ば その 死因 は 二 区 感 


の 結果 で ある と 解 既 し て い る 。 と いで 装填 は 第 
1 類 中 に も 億 所 の 含ま れ て いる と と を 芝 定 し な 
いと 學 べ て いる が , 恐らく その 大 部 分 は 俺 所 を 
主 般 と し た 細菌 の 二 欧 感染 で は な か つた だ ろう か , 
また チ フ ス 様 病 型 も 貧血 の 著 明 に 現われ て いな 
い 急 性 俺 近 例 が を の 大 部 分 で は な か ろう か と 想 
父 さ れ る の で ある 。 


いま れ に し て も 著者 は 細菌 克 的 概 査 を 全然 行 


つて いな いと と と , 各 例 に つい て 和正 液 並 に 病理 
騙 的 検査 を 行 つ て 俺 貸 の 診断 を 確 め て いな いこ と 
と は 遺 居 で ある 。 

績 いて PIERor (1937) は 流行 地 に 於 ける チ フ 
ス 和 貧血 は 剤 一 の 疾病 で は な く 種々 な る 病原 骸 の 
感染 の 結合 名 移 で ある と 迄 べ て いる 。 面 し て そ を 
の 感染 に は 飲料 水 が 重要 な 役目 を 演 ま る も の と 
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BEEBE 1905 . 9 
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VAN Es 1907 
BALLAH 1908 3 
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MACK 1909 NE 
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、。 OEPERNANN 1923 了 
OPPERMANN 1924 キ 
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TKRAL 1932 El 6 MR 
WEriDLICH 1932 WM は 3 
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. 考 え , 且つ 飲料 水 の 細菌 届 分 析 を 行 つ て 大 腸 


菌 の 存在 を 誇 明 し , 本 菌 と チ フ ス 和 貧血 の 開 係 を 
暗示 する も の の よう で ある 。 「 
以上 23 偏 の 報告 中 , 二 爽 感染 菌 に 就 て 記載 
し て いる 17 息 を 菌 種別 に 集計 し て みる と , 第 
1 表 の よう な 結果 と な つた だ 。 
2. 結 桜 菌 に よる 二 感 楽 例 

俺 負 に 於 ける 二 表 感染 菌 と し て 結 概 菌 を 此 げ 
て いる 報告 は 比較 的 少く , 面 か も それ が ドイ ツ 
と フラ ンス に と 限ら れ て いる も の の よう で ある 。 
BEHRENS (1926) は 億 各 常 在 地 (Hildescheim 
障 ) に 於 て , 血液 検査 (Hannover の 國 立 獣 臨 
検査 所 ? ) と 家 束 試験 (Potzdam 國 立 潤 中 検査 
所 ) に よ つ て 俺 所 と 診断 され た 7 頭 の 馬 を 居 殺 
測 槍 し た と と ろ , 5 頭 に 全身 結 概 の 存する の を 
知 つ を た と 舌 べべ , 何 芋 者 は 該 地 方 に 於 て 仔馬 に 生 
外 を 興 ん る よう に な つて か ら 周 の 結 概 が 著しく 


増加 る よう に な つた と 附 言 し て いる 。 本 試 了 


C 於 て 俺 負 の 診断 を 三 ら 血 液 検 査 (Hanmover) 
と 家 束 試験 (Potzdam) の 2 法 に よ ょ つて 決定 し 
て いる が , と れ で 果して 確 冥 に 俺 條 を 診断 し 得 
/ だ で あろ うか 多少 の 問 が な いで は な い 。 だ が 
果 も 角 逃 者 等 の 調べ た 範 園 で は , と れ が 丁 疫 の 
泥 合 感染 を 記述 し た 最も 古い 報告 で ある 。 

纏い て フラ ンス で LEpUuc (1930) が 展 々 俺 答 
発 移 馬 を 出し た 1 厩舎 に 於 て , 1 頭 の 馬 が 内 温 
39C を 越 を な か つた が , 食欲 獲 調 , 全身 奏 乙 , 
進行 性 痩 抽 を 示し た の で 試み に と れ を 必殺 着 検 
し た と と ろ , 全身 と 栗 粒 結 が 敬 見 され た 。 そ を 
と で 同友 舎 の 全 計 に ツベルクリン の 眼 具 内 注 


射 を 行 つ て みた と と ろ , 3 頭 が 明 及 な 陽性 反 應 . 


を 基 し た 。 然し その 後 3 ヵ年 間 弟 察し た が , こと 
れ 等 の 3 頭 共 芝 症 し な か つた と 記載 レ て いる 。 
GHiER (1933) ゃ 俺 徐 の 浪 存 する 牧場 に 於 て 人 
貧 と 結 概 の 混合 感染 例 に 避 刀 し て いる 。 本 例 c 
於 ける 結 概 の 診断 は , 生前 は ツベルクリン 反 應 
及び Besredka 抗 元 を 使用 し て 行 つた 補 査 結合 
反 應 に より , 死後 は 判 検 及び 動物 接種 試験 に ょ 
つて 決定 し た 。 また 俺 筑 の 診断 は 了 臨床 及び 病理 
堅 的 所 見 並 に 特に 馬 骸 接種 試験 まで 行 つ て 確認 


し た 。 し て 著者 は 億 委 は 馬 内 に 結 概 感 染 の 好 、 


寺地 を 構成 する も の で は な いか と の 疑問 を 提示 


し て いる 。LAMARRE (1933) は Alfort 押 器 科 
大 胸 の 病院 で 取扱 つた 1 頭 の 俺 貧 馬 を 死後 弟 検 


し た と こと ろ が 結 の 病巣 を 衣 見 し , 且つ 肌 及 び 
肺 より 鞍 つ た 塗 抹 標 本 上 で 明 臓 な 抗 酸性 菌 を 誇 
明 し を た 。 また 病巣 か ら と つた 材料 を 2 頭 の 海 導 
に 接種 し た が 2 頭 と も 上 英和 死 し , 明か に 結 粗 の 病 
既 の ある と と を 確 め た 。 何 該 例 に つい て 生前 
Besredka の 結 概 抗 元 を 以 つ て 科 骸 結合 反 應 を 
試み て の る が , 陽 作 の 成績 を 示し て いる 。 一 方 
本 例 は 臨床 上 偉 仙 の 凡 ゆ る 特徴 を 具備 し て いた 
が , 計 里 接種 試 験 は 行わ な か つた と 夢 べ て いる 。 
著者 の 見 解 で は , 元 來 馬 は 結 概 に 肝 し て 抵抗 カ 


が 強い の で ある が , 一 度 俺 條 に 感染 する ょ 容易 
と 結 楼 の 二 爽 感染 を 許容 し , か くし て 全身 結 概 . 
を 惹起 する よう に な る と 言う の で ある 。 か いち る 


盾 呈 か ら す る と DEEHNER (1931) が 倍 筆 周 に ツ 
ベル クリ ン 反 應 を 行 を ば 陽性 の 成績 を げ 得る 
と 各 する の は , 





偶々 俺 貧 と 結 概 の 混合 感染 例 に 


つい て 生 つ た 結果 で は な か ろう か と 区 べ て いい 


る 。 


ー 方 ドド イツ で は OpPPERMANRN (1933) は 


Hannover 漁 踏 科大 胞 に 炎 け る 氏 の クリ ニー ク 


(に 上 つた 結 概 馬 の 90 は 俺 谷 と の 混合 感染 例 
で あつ た と 報告 し 克 界 の 注意 を 喚起 し た 。 次 で 


OPPERMANN u. DOENECKE (1933) は 馬 の 結 概 
に つい て 茨 の ょ うな 疫 不 的 見 解 を 表明 し た 。 第 
1 区 世界 大 戦中 及び 戦後 ドイ ツ ッ に 人 居 委 が 激増 レ 
た が , 感染 母 馬 か ら 生れ た 仁 馬 も 巡 に 胎内 で 母 


査 か ら 感 染 を 受け , その 結果 生後 績 育 不良 に 陥 


る 。 か いる 多 育 不良 の 仔馬 を 生乳 で 飼育 する と , 
般 育 が 改善 され る が , 一 方 と れ と 同時 に 結 概 の 
感染 を 蒙 る 機 合 が 起 つて 來 る 。 急 ち 優 貧し に よ 
つて 抵抗 力 の 減退 し た 仔馬 は 結 徹 菌 攻撃 央 
(Angriffspunkt) を 提供 し , か くし て その 感染 
を 許す と と と な り , と いと 俺 貧 と 結 枝 と の 混合 
感染 が 成立 する に 至る も の と 解 組 し て いる 。 徒 
つて か いる 混合 感染 例 の 大 多 環 に 於 て は 偉 貧 
は ,, daS Primare“" で あり , 
Sekundare" で ある と 言う の で ある 。 耐 し て 仔 
馬 , 幼 駒 時 代 を 通じ て 混合 感染 の まい 爾 疾 と も る 
潜伏 状態 を 持 し て いる の が 普通 で ある が , 4 て 
10 蔵 と な り , 重役 を 課 福 られ る よう なると, 
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と いで 始め て 臨床 上 明 肥 な 症 汰 を 呈す る に 至る 
も の で あつ て , か いる 混合 感染 例 は 1925 年 頃 
要り 才 GMR づな 者 者 等 は 配 
載 レ て いる 。 

OPPERMANN の 門下 生 EILMANN (1934) は 
仔馬 700 例 の 千 骨 及 び 臓 衝 を 割 栓 し て 39 例 に 
結 桜 病 集 を 詩 明 し , 中 20 例 は 偉 向 と の 混合 感 
の COW PU 
生前 皮 に 混合 感染 と 診断 され , 5 例 は 解剖 及び 
組織 太 的 検査 に より , 他 の 10 例 は 畠 に 組織 學 
的 検査 の み に よ つて 人 億 貸 の 存在 が 確認 され た )。 
_ また EiLMANN (1936) は 2 頭 の 負 死 馬 (5 歳 と 
6 蔵 ) に て 俺 貸 と 結 要 と の 混合 感染 を 目撃 し 
た が , 2 例 共 腸 に 結 概 の 初期 感染 枯 (Primar- 
komplex) を 示し , 従 つ て こと れ 等 は 明か に 食 館 
感染 例 で あつ た と 言 つ て OpPERwMANN の 疫 堅 謗 
を 支持 レ し て いる 。 ( 

その 後 OPPERMANN (1936) は 億 答 診 断 の 困 
難 な と と を 記 交 し て いる 論文 中 に , 馬 の 結 桜 49 
- 例 中 その 大 多 敷 (1933 年 に 工 表 し て いる 90 
を 指す も の か ) に 俺 作 の 混合 感染 を 誇 明 し た と 
述べ て いる 。 「 

また MoRErrr (1941) は 生前 隔 床 並 に 血液 
牌 的 所 見 か ら 強 く 俺 所 の 娠 われ た 1 例 を 殺 諾 分 
の 後 宙 和 し た と と ろ , 肉眼 上 結 の 病 を 示し , 
且つ 病 業 か ら 抗 酸性 菌 を 検出 し 得 た の で 結 桜 と 
診 記 し た の で ある が , 竜 主 の 言 に よれ ば 該 馬 を 
営 蔵 の 折 結 桜の 頻 癌 し た (80) 和牛 含 に 壁 赤 し 
て いた の で , 
う と 相 べ て いる 。 問 者 は 馬 角 接 種 及び 臓器 の 組 
織 租 的 検査 を 行わ な か つた を た が, 生前 の 所 見 か ら 
偉 作 の 存在 を 償 定 し 得 ぬ と 言 つ て いる か ら , 恐 
らく 本 例 は 億 気 馬 で あつ て , 二 爽 的 に 結 柱 に 感 
、 染 し た も の で あつ た ろう ょ 考え られ ぬ で も な 
めい 。 

俺 仙 に 於 ける 結核 菌 の 二 菊 感染 に 開 す る 報告 
に 就 て は 我々 は 以上 11 篇 を 講 む と と が 出來 た 。 


と れ 等 の 論文 は 猫 借 2 ヵ 國 に 限ら れ て いて , そ を 


の 例 戦 は 1 例 報告 か ら 少 敷 例 に 止ま る も の が 多 
く , 僅か に OPPERMANN 及び その 門下 の ErL- 
MANN が 多 敷 例 を 報告 し , 且つ これ が 疫 掌 的 見 
解 を 述べ て いる 過ぎ な い 。 


に 0 0 4 0 
が CM 2 Eiy mW 


その 時 結 楼 に 感染 し た も の で あろ . 
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< 3. 原 部 の 混合 感染 例 





偉 條 に 於 て 原 強 の 混合 感染 例 を 記載 し て いる 
報告 は , 我々 の 調べ た 秀 園 で は , 極め て 少 い が , 
参 導 ま で に これ を 紹介 する と と と する 。 

DARLING (1910) は パナマ 地 属 に 於 て 上 散 師 
が 陳 床 及び 前 検 上 “Swamp fever ” 胞 ち 人 笛 

と 診断 じ た 例 か ら 7 ァ ァ カ 220SO722 の 77707 カカ の 7Z 
に 似 た トリ ペ ノ ソー マ ( 散 者 は これ を 新種 と 見 
倶 し て 7 ァ y カ 2720S072 の 72 の の xs" な る 聖 名 を つけ 
て いる ) を 詩 明 し , 本 病 を トリ パフ ソー マ 病 と 
過 定 し た 。 面 し て 著者 は , 本 病 が ベイ ラス に よ 
つて 起 る 俺 所 で な いと 言う 詩 明 に , 次 の よう な 
邊 有 成 績 を 球 げ て いる 。 即ち 本 病 で 虐 死 し た 3 
頭 の の 血液 を 濾過 し , これ を 1 頭 の 馳 と 2 頭 
の 乱 に 接種 し た と と ろ が , 久 は 接種 後 敷 週 で 
と な り , 1 頭 の 馬 は 訪 着 し 
後 そ の 血 中 に トリ ペク ツー マ の 出現 を 見 た が , 
他 の 1 頭 の 馬 は 6 ヵ月 の 抽 察 中 帝 病 し な か つた 。 
と の 接種 試験 の 成績 に 野 し , DARrrNe は 第 1 ェ 
第 2 の 試 陣 は “Swamp fever ” の 常 在 地 た る 
西部 合 乗 園 か ら 較 人 人 し た も の で ある か ら 四 駿 動 
物 と し て は 不適 常 で あつ て , 従 つ て その 成績 は 
除外 すべ き で あり , 第 3 の 成績 の み が 信 頼 し 得 
る も の と 言 つ て いる 。 と と ろ が と の 第 3 の 例 は 
陰性 の 成績 を 示し た の で あろ から, 接種 に 使用 
し た 上 逃 の 濾過 面 液 は ベイ ラス を 含有 レ し て いな . 
か が の だ とこ いう と どど な び 。 か ぐし て パナ マ 地 
は ベイ ラス に ょ よる 侯 貧 
で は な く , 777 カ 27205022 の の 2 の の ZzS 22. S カ . に 
よる トリ ペ ノ ツー マ 病 で ある と 結論 し た 。 更に 
DARLING は と の 班 卒 な る 結論 か ら 出 和敬 し て , 西 
部 合 衆 國 C 常 在 す る “Swamp fever”" も トリ 
ペ ノ ソー マ な る 見 地 か ら 再 検 討 すべ き で ある と 
現 唱 し て いる 。 但し 溜 閉 に ある 合 衆 園 で は ペナ 
マ て と は 左 り 血 中 の トリ ペク ソー マ 敷 は 極め て 稀 
に し か 見 られ な いで あろ うと いう と と を 人 頭 に 
な いて 検査 すべ き で ある ょ 延べ , 暗 に 本 國 の 
“SWamDp fever め トリ ペ ノ ソー マ 病 な る と 
と を 斉 示 し て いる 。 と れ は 俺 貸 の 知識 を 全然 も 
だ な い 警 衣 出 身 の 原 起 克 基 たる DARLINe の 陥 
り そう な 誤認 で ある 。 と の DARLING の 緒 論 を 
我々 の 知識 を 以 つ て 朱 刊 する な ら ば , 我々 は 弾 


“Swamp fever " 


の "Swamp fever ” 


ホ 、 








に 於 て トリ パフ ツー マ 病 の 流行 に 際 し , 
は トリ ペ ノ ソー マ の 曹 獲 感 染 よ り 寧ろ 俺 筐 と の 
混合 感染 で は な いか と 興 い , 潜伏 感染 中 の ト 


、 し 重定 の 語 病 を 招 夫 し た も の で あつ て , 
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毒 の 刊 所 款 を 接種 し て も 遍 病 し な い 馬 に 展 々 基 
過す る と と か ら み て , と の 3 頭 の 被 接種 動物 の 
成績 は 神 ろ 接種 材料 中 KC 俺 微 ベ イラ ス が 保有 さ 
れ て いた こと を 詩 明 し て いる も の で あり , 1 
は 明 肛 な 病 を 示し , 1 頭 は 慢性 偉 押 に 感染 し , 
更に 1 頭 は 不 視 性 感染 に 了 つ た と 見 る の が 笑 営 
な 解 租 の よう で ある 。 徒 つて パナ マ の “Swamp 
fever ” は 矢 張 り 眞 正 の 俺 筑 で あつ て , と の 
DARrING の 例 は 偶々 俺 外患 馬 に ペナ マ 地 二 常 
在 の トリ 9 ペ ノ ツ ソーマ が 混合 感染 を 警 ん だ も の ょ と 
見 る べき で は な か ろう か 。 

その後 ROrrER (1917) は 俺 各 病 馬 の 腫 妥 し 
た 申 状 腺 に 短い スピ ロ ヘ ー タ を 検出 し た と 記載 
ATG 

VgsLU et BARoTTg(1924) は 億 和仁 と トリ パク ノ 
ツー マ と の 混合 感染 に 注目 し , か いる 場合 相 左 
に 何等 か の 昧 響 を 及ぼ する もの で あろ うと ょ 考 を 
YO 

次 で PAGNoN et FAURE (1926) は Tumis 
本 流行 


リ パ ペ ノ ツー マ (時 と し て スピロヘータ また だ は 
/z7727722 @922) は 億 徐 の 感染 に よ ょ つて 舌 動 化 
換言 す 
れ ば , 潜伏 トリ ペク ソー マ は 俺 貸 の 感染 に よ つ 
て 衝動 を 始 む る に 至 つた 所 詩 “出動 後生 物 “ 
Germes de sortie”) に 他 な ら ぬ で あろ 2 う 
と 英 者 等 は 区 べ て いる 。 「 

又 MoONrER, GERMA et VELU (1927) も 


/z772772Z 6972 ま / だ た は 7 ケッ アカ 720S0774 の 777070- 


cg2272 の 潜伏 感染 を 詩 つ て いる 個 骨 が 億 徐 の 
感染 に ょ つて 千 動 化 し 重 篤 な 冶 作 を 起 し た ょ 思 
われ る 例 を 継 験 し て いる 。 
Kusps (1939) は 南米 ヴェ ネ ヴ ェ ラ に と 座 て 俺 哲 
と Derrengadera と 呼ば れる 7 ケ アカ 720S0777 の 
26726 々 67e72S の の 感染 と が 錯 結 レ し て , 従 つ て と れ 


律 両 者 の 混合 感染 (Peste boba) ゃ 多く, 各個 


軍 獲 感染 の 場合 に 比 し 符 包 複雑 重 和 偽 で あり , 軸 
馬 は 念 激 に 死 の 軸 記 を と る 傾向 の ある と と を 指 
摘 し , 一 方 定 駿 的 に も と の 事 賞 を 誇 明 し て いる 。 
原 弟 ( と 際 す る 報告 は 僅か に 以上 の 6 篇 を 讃 


あの で 、 層 河 


の 皿 記 を と つた 事 を 符 験 し て いる が , 





み 得 た の み で あつ て , 面 か も と れ 等 の 報告 は 


Kupss (1939) の 論文 を 除い て は 内 容 の 基 し く 
徐 困 な も の ば か り で あり , 従 つ て あま り 参考 に 
は な ら な い の で ある 。 た ヾ フラ ンス 派 ぐ 995 
⑫⑲) は 北 阿 で 原 直 病 と 俺 貸 と の 混合 感染 例 を 首 
刺し 。、 原 越 (72777Z 6762, 7 アカ 720S0772 の 
22070C72222) の 潜伏 感染 例 が 偉 邊 の 感染 を 愛 
けた 場合 , 潜伏 原 鼻 が 血 中 に 於 て 念 激 増殖 し , 
その 結果 念 性 語 作 を 誘 医 し , 症 汰 の 重 篤 化 を 見 
る に 至る で あろ う ょ 想像 し て いる が , か る 人 恨 
設 は 細菌 感染 の 場合 に も 営 然 大 えら れる と と で 
・ 須 藤 ・ 葛 西 (1943) が 馬 流 産 菌 
の 潜伏 感染 例 が 俺 作 病 毒 の 接種 に ょ り 血 中 と 菌 
の 増殖 を 招 夫 し , 1 例 の 如き は 敗血症 に 陥り 死 


ょ フラ ンス 派 の 恨 読 を 正 に 費 験 に ょ つて 立 誠 し 
た も の ょ 言え る 。 も し 原 吉 の 潜伏 感染 深 例 で る, 
並河 等 の 如き 細 容 な 買 駿 に ょ つて 億 谷 の 後 感染 

の 影響 を 追及 し た な ら ば , 非常 に 参考 に な る と 
思わ れる が , 原 強 の 薄 在 する 誤 地 に 於 て 活動 し 


と れ な ど 


つい ある 海外 の 研究 者 の 政 闘 を 区 に 希 請 する る 


の で ある 。 

4. 海外 に 診 け る 二 炊 細菌 感染 の 
報告 に 開 す る 革 者 等 の 所 感 
我々 は 億 狗 馬 に 於 ける 細菌 の 二 区 感 染 例 を 記 
載 し た 欧米 か ら の 報告 34 秒 ( 原 強 に 関す る も 


の を 除く ) を 本 章 で 紹介 し た 。- 然るに その 大 部 
分 は 1 例 乃 至 少 敷 例 の 記 区 に 正 り , 従 つ て と の 


刊 作 に 於 ける 細菌 感染 の 意義 に つい て は 海外 の 
台 界 で は 殆 ん ど 開 心 を も ゃ だ た れ な か つた ょ う で あ 
る が 一 一 光る 極め て 少 敷 の 圧着 (BRIMAHALL, 
WEsBRook & BRACKEN, GUTSCHE 筆 ) は 検 肌 
菌 を 和信 答 の 病原 と 誤認 し た ーー 一 唯 OPPERMANN 
の み は 偉 貧 の 際 結 要 ぐ ②, 俺 梁 性 流産 及び 仔馬 
病 ぐ ⑤, 腺 疫 9 な どの 二 克 感染 を 重 殿 し , 貞 つ 
こと れ に と 翌 し 興味 ある 見 解 を 送 べ て いる 。 但し と 
の OppERMANN の 報告 で さ を , その 記載 は い ず 
れ も 簡 理 な ちの ば か り で , どの 論文 に も る 義 駿 的 
デー タ ゃ 青 字 も 全然 見 営 ち まず , 果して 氏 は 眞 面 
目 C 偶 験 を 行 つ て いた の で あろ 2 うか すら 紅 わ れ 
る の で あつ て , 徒 つ て 氏 の 結論 な る も の と 脆 し 
て も 我々 は どの 程度 まで 信頼 し て よい も の か , 








多大 の 閥 義 を 持た ざる を 得 な い の で ある 。 元 來 
俺 貧 は 交 決 織 内 視 細 肥 系 の 特に 侯 さ れる 導 病 
(Reticuloendotheliosis) で あり , 大 か も 記 
る 農 の 本 病 常 在 地 に 於 て 慢性 感染 馬 が 非常 に 

。 い の で ある か ら , 営 然 二 0 
少く な い 管 で ある が , 只 本 病 の 場合 は 豚 コ レラ , 
豚 イ ン フ ル ェ エンザ, 局 の 胸 疫 及び ブ ラッ セル 病 
な ど ょ ェ 和 違 つ て , 疎 る 特定 の 細菌 が 極め て 高 牽 に 
赤 感染 を 辻 む と 言う の で は な く , 種々 な る 細 
菌 は 各 例 毎 に 夫々 別個 に 感染 する 入 め に , か い 
。 る 菌 感 染 の 継 合 的 偉 力 は 海外 研究 者 達 か ら 看 
過 さ れ た も の と 思わ れる 。 徒 つ て も し 歌 米 の 俺 
谷 研 究 莉 が , 1 人 で も 多く , 生前 特に 重症 俺 貧 
例 に つい て 血液 その 他 の 材料 か ら 反復 菌 培養 を 
行い , また 負 死 例 に 於 て は 各 臓 器 に つき 検 索 
並 に 病理 組織 区 的 検査 を 巳 行 し た な ら ば , 億 物 


の 二 家 細 薦 感染 な る も の の 積 は 如何 な る 骨 字 


を 示す る の か , また と の 葉 感染 は 俺 谷 の 綴 凶 , 
特 C 貞 死 に 如何 な る 逐 響 を 及ぼ する も の か を ほ ぶ ゞ 
課 9 な く 雪 を ら る いも の と 信ずる 。 


TI. 木 邦 及び 満 洲 に け る 
二 炊 細菌 感染 例 [ 


我 が 國 に 於 ける 細菌 の 二 区 感染 に 関す る 報告 
は と 10 角 年 以降 軍部 か ら 頻繁 に 毅 表 され て 
いる が , 主として 馬 流 産 菌 感染 < 開 す る も の が 
多く , 特に 最近 豆 年 間 に 注目 すべ き 驚 生 例 の 報 
告 が く な い 。 和 つ て 人 刊 貸 に 於 ける 二 爽 細菌 感 
染 の 重大 性 に 開 じ , 我 が 上 光 防 感 界 , 就 中 軍馬 品 
界 が 著しく 開心 を 深め た こと は 惑 米 の 比 で は な 
ゆい ので ある 。 面 か も 思 な る 自然 例 の 報告 に 目 ま 
ら ず , と れ に と 開 す る 精密 な 邊 表 に より その 重要 
性 を 立 應 する に 至 つ た と と は , 本 邦 沙 品 台 界 の 
た め 泡 に 克 快 に 堪え な い 区 第 で ある 。 

二 爽 細菌 感染 に 開 す る 
自然 引 生 例 

泉川 (1908) は 秋田 地方 に 敬 生 し た 一 流行 司 
疫 机 死 馬 2 例 に 就 て , 
球菌 《( 軍 ま た は 双 球 菌 ) を 應 明 し た が , 更に 死 
後 その 心 血 及び 有 血 か ら ゃ 同一 菌 を 診 明 し て い 
る 。 耐 し て 医者 は , と の 球菌 は 本 流行 馬 疫 の 病 
原 で ある か どう か は , 接種 試験 を 行わ な か つた 


, 竹 助 膜 気管 友 肺 剛 1 例 , 


生前 患 馬 の 血液 を 鍵 検 し 


け わ 1 


か ら 明 言 し 得 な の と 言 つ て いる が , と の 馬 疫 は 


その 後 佑 入 で あつ た こと と は 明か に な つた か ら , 


該 球菌 は 二 爽 感染 菌 で あつ た ろう ょ 思わ れる 。 
耐 か も る と れ 等 の 名 死 例 は 本 菌 に よる 敗血症 例 で 
あり , また と の 球菌 は 膜 連 菌 A 型 で は な か つた 
か と 想像 きれ る の で ある 。 以上 泉 有 川 の 報告 は 抑 
抑 我 が 國 に 於 て 二 爽 感染 を 取扱 つた 最初 の 護 表 
2 りう (と 思 2 o 

また 可児 912) は 了 臨時 馬 疫 調査 委員 と し て 
病理 方 面 を 搭 営 し , 盛岡 高等 農林 怠 校 に 於 て 29 
例 の 誰 性 及び 亜 委 性 の 俺 作 貞 死 例 を 解 唱 し た が , 
8 例 C 合 併 症 (カタ ル 性 再 靖 性 肺 疾 1 例 , 化 肛 
化 膜 性 肺 炎 1 例 , カタ 
ル 性 肺 基 1 例 , 肺 硬 結 及び 助 膜 韻 装 1 例 , 肺 ・ 
肝 ・ 腎 ・ 心 ・ 胸 壁 に 於 ける 肛 瘍 1 例 , 肝 膜 瘍 1 
例 , 心 膜 瘍 1 例 ) を 目 繋 し て いる 。 大 し て 問 著 
は 合併 症 の か く 曳 穫 に 詩 明 され る と と か ら 券 を , 
と れ が 俺 作 と 無職 係 の も ゃ の と は 認め 難く , 恐 ら 
く か いる 合併 症 の 次 生 に ょ つて 馬 村 の 抵抗 が 減 
じ , その 結果 俺 答 の 感染 を 容易 な らし め た も の 
だ ろう ょ 区 べ て いる 。 著者 は 遺 層 な が ら 細 菌 検 
査 を 行 つ て いな い が , その 全 例 は 細菌 に よる 合 
併 定 で あろ うと 思わ れる 。 面 し て 上 送 の 如く 友 
落 は と の 含 併 症 を 原 驚 感染 と 大 を , 億 気 を 二 玉 
感染 と 想像 し て いる が , 我々 の 現在 の 知識 を 以 
つづ て する と , 著者 の か いる 見 解 と は 反 半 に, 合 
傍 定 こそ 俺 倫 の 二 炊 感染 と 見 る べき で あろ う 。 
その 後 近藤 (1932) は 俺 修 現 症 馬 及び 耐 析 馬 


25 頭 の 演 過 (Chamberland L5) 血清 を 了 肉 汗 
その 


及び 世論 糖 久 は 局 方 蜂 徐 加 楽 天 に 培 故 し , 
23 例 か ら 般 育 の 司 い , グラ ュ 陽 隆 の 極め て 小さ 
い (1 ん 以下 ) 時 球菌 を 培養 し 得 た と 衝 し , 倫 
ゃ る と の 分 離 球菌 を 偉 気 の 原因 菌 で ある か の ょ う 
と 報告 し て いる 。 然し な が ら 著 者 の 記載 か ら 見 
る と , 本 球菌 な る も る の は 甚だ し く あ や し どい 存在 
で あつ て , 我々 は 容易 に と れ を 信じ 得 な い の で 
ある が , 今 恨 に 一 歩 を 譲 つて この 凌 表 が 事 資 だ 
と し た 場合 , 本 菌 は 俺 條 の 二 裕 感染 貞 と みる よ ょ 
り 外 な い の で ある 。 

井上 (1935) は 昭和 10 年 3 月 軍馬 補 赤 部 十 
勝 支 部 で 明 3 歳 の 育成 馬 11 頭 が 腺 疫 所 患 及 び 
去 菱 を 契機 と し て 角 病 し , 高温 の 稽留 また は 友 


ALAN 990 が 0 
MA OS は 0 WtJ 員 7 WW 重い 0 KA - 1 OCG 
本 (いり) 0 1 264 1 


ンー 


ー 
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復 次 作 を 示し , 且つ 所 々 に 有 痛 増 温 性 腫 則 及 び 
開 節 災 を 起 し , 中 6 頭 は 敗血症 症状 の 下 に 負 死 


し た 。 耐 し て と れ 等 半 死 馬 に つい て 細菌 刺 的 検 


査 を 行 つ た と と ろ が , 流血 , 敵性 次 出 物 及び 肛 
槍 片 か ら 局 流産 菌 を 誇 明 し た と 報告 し て いる 。 
本 論文 は 我 が 國 に 於 ける 所 調 “ 馬 流 産 菌 症 "に 
開 す る 最初 の 報告 で あつ て 。 その 意味 に 於 て 重 
要 な 毅 表 で ある が , その 了 臨床 上 の 記載 中 本 症 は 
“ 俺 気 に 酷 似 し て いる "と 区 べ て いる と と ろか 
らし て , 恐らく その 大 部 分 は 原 般 俺 貸 に 馬 流 産 
菌 の 二 丈 感染 が 行わ れん た も の で は な か ろう か と 
想像 され る の で あつ て , 馬 流 産 菌 曹 獄 の 感染 で 
は か いる 重 篤 な 症 汰 を 招 す る も の と は 到底 大 
を られ な い の で ある 。 本 報告 は 魚 り に 馬 流 産 菌 
症 に 捉 わ れ 包 ぎ て , 億 狗 に 凌 す る 六 察 を 意 つて 
いる と と は 鉄 呈 で ある 。 

その 吾 年 深野 (1936) は 昭和 10 年 11 て 12 月 
軍馬 補充 部 三本木 支部 に 於 て 生 し た 馬 流 産 菌 
症 13 頭 中 4 頭 は 人 刊 気 と 混合 感染 し て いた と 記載 


レ て いろ る 。 と れ が 本 邦 に 於 て 偉 筆 と 細菌 の 混合 


感染 を 衣 つ た 暑 矢 で ある 。 胡 者 は か いる 混合 感 
染 の 場合 , 馬 流 才 血 清 の 大 量 を 注射 すれ ば 馬 流 
産 菌 症 は 油 委 し , 偉 所 の み が 現 われ て 來 る の で , 
規 者 の 混合 感染 を 明か に し 得る と 刀 べ て いる 。 
また 梶原 (1938) は 軍馬 補充 部 育成 馬 の 3 歳 
馬 24 頭 , 4 歳 馬 6 頭 , 計 30 頭 の 馬 流 才 菌 症 様 
症状 を 呈す せる も の に 就 いて 臨床 的 抽 察 を 行い , 
熱 侯 上 これ 等 を 細菌 感染 型 , 俺 貧 型 , 腺 疫 型 及 
び 混 合 型 の 4 型 に 分 類 し て いる 。 枯 し て 混合 型 
に 属す る も の は 不正 の 間 骸 熱 を 呈し , 億 筑 と 腺 


疫 菌 惑 は 俺 谷 と 他 の 菌 と の 混合 感染 を 娠 わ し め . 


る と 記し て いる 。 然し な が ら 基 礎 的 検査 特に 細 
菌 届 的 検索 を 行 つて 混合 感染 を 確 め て いな いと 
と は 何と し て ゃ 中層 で ある 。 

在 戸 (1939) は 問 明 な 逆 張 熱 の 下 に 名 死 し た 
俺 作 馬 2 頭 及 び 侯 気 流行 時 に 釧 死 し た 愚 司 2 頭 


について, 病理 並 に 細菌 刺 的 検査 を 行 つ を 結果, 


人 頭 と も 偉 作 と 馬 粘 稲 菌 の 混合 感染 で あつ た と 
述 べ , と の 際 粘 舟 式 は 敗血症 を 呈し て いた と ょ 記 
載 し て いる 。 更に 醤 莉 は 俺 人 解剖 例 5 例 の 腸 間 
膜 根 寄 生 性 動脈 交 か ら 本 菌 を 純粋 に , また 俺 貧 
馬 2 例 の 腫 臓 か ら も 相 営 敷 検出 し て いる 。 貫い 





て 座 戸 (1941) は 俺 貧 と 本 菌 の 混合 感染 名 死 馬 
3 例 (中 1 例 は 死 前 薬 殺 ) を 追加 報告 し て いる 。 
と れ 等 3 例 は 何れ も 最終 交 作 に 高度 の 矯 熱 覧 は 
高温 の 稽留 を 示し て いる 踊 か ら , と の 熱 華 は 本 
細 の 菌 塊 栓 寒 並 に これ を 中 心 と する 栗 粒 臓 更 の 
形成 に よる も の と 推 断 し て いる 。 一 方 浴 戸 は 本 
菌 を 馬 の 扇 桃 腺 の 隠 富 に 高卒 (19 例 中 15 例 ) 
に , また 腸 特 に 回 , 空腸 に 相 党 牽 検 出し た と と 
か ら , 粘 舟 薦 は 馬 の 局 桃 腺 及び 腸管 に 常 在 する 
床 で あつ て , 偶々 馬 骨 が 俺 條 に 感染 し , その 藩 
作 時 抵抗 力 の 低減 を 機 會 C 自家 感染 (Autoin- 
fection) を 起す も る の と 解 租 し て いろ る 。 ( 
市 川 ・ 中 村 ・ 和 和田 (1940) も ゃ また 慢性 俺 徐 馬 
が 居 粘 策 菌 の 混合 感染 を 蒙 り , 本 菌 の 敗 血 定 に 


よ ょ つて 難 死 し た と 看 像 され る 1 例 を 報告 し て い 


る 。 ' 
陸軍 計 覧 蛋 校 研究 部 (1940) は 昭和 13 年 豊橋 
中 時 補充 馬 廊 に 於 て 爆 庫 的 に 生 し た 所 計 “ 豊 
橋 病 "な る も の に つい て 報告 し て いる 。 本 病 例 . 
は 俺 所 に 種々 な る 細 功 が 混合 感染 を 行 つ た , 世 
界 に 類例 を 見 な い 大 規模 な 自然 腔 生 例 で あつ て , 
その 意味 に 於 て 本 病 は 極め て 重要 な 且つ 興味 深 
い 混合 感染 例 で ある 。 同年 3 月 上 旬 , 全 國 か ら 
購入 じ , 同 補充 馬 謙 に 入 大 し め た 882 頭 の 補 
充 居 中 , 10 月 上 旬 ま で に 驚 病 し た も の は その 條 
敷 に 近い 394 頭 で あ つて , 中 134 頭 ち 34 守 は 
釧 死 し て いる 。 、 ' 

これ 等 の 補充 馬 洋 中 入 藤 時 300 欠 頭 が 鼻 カ タ 
ル に と 肉 吊 し , その 後 約 20 頭 は 腺 疫 と 韓 症 し た が , 
また これ と 同時 に 同 馬 群 中 無 管 支 肺炎 の 貫 出 す 
る の が 見 られ を た 。 然るに 6 月 以降 は 生 生 病 型 一 
絆 し , 敗 血 性 演 加 例 が 多く な り , その 致死 泰 は 
流行 初期 の 無 管 肺 交 例 と 同様 引 つ ゞ ざき 高 か つ 
た 。 ! 
本 流行 馬 疫 に つい て 注意 し て 置き た いと と は 
第 1 に 流行 初期 に 多 語 し た 祭 管 肺 類 で ある 。 
研究 部 病理 班 の 研究 で は 欧洲 に 於 ける 人 染 性 気 


- 管 支 肺炎 (Brusseler Krankheit) と 肺 の 病理 


所 見 が 酷似 する ば か り で な く , 毎 常 肺 の 病 業 か 


- ら 多 敷 の 短 連 鐘 訴 球菌 を 誠 明 し た の で , と れ を 


俺 染 性 無 管 旋 肺 剛 と 確信 する も の いよ う で あつ 


た 。 然し 本 報告 に ぁ る 逃 べ て いる よう に と , 神 稚 19 


内 { 
な た 





例 路 に 18 例 ま で は 明か に 俺 近 の 病 織 を 具備 
レ て いた と いう 彼 と ,。 いま 1 つ は 防疫 班 で 該 材 
料 を 馬 に 接種 し て 感染 試験 を 行 つ て みた が , 湊 
と 俺 染 性 気管 肺 央 の 病 毒 な る も の を 詩 明 し 得 


な か つた 中 か らし て , 本 病 例 を 強い て 欧洲 の 俺 
染 性 気管 麦 肺 関 と 解す る より , 筆 ろ 佑 所 の 感染 
に ょ つて 肺 の 防 負 抽 置 に 破綻 を 米 た し た 馬 骨 に , 
葛西 等 (1944) の 提唱 する 局 桃 腺 常 在 の 肛 連 菌 
A 型 が 二丈 的 に 感染 し , 祭 管 支 肪 敵 を 起 し た も 
の と 解 租 す る の が 衝 営 で は な か ろう か と 思わ れ 
る 。 営 時 豊橋 病 の 材料 に つい て 連 球 菌 の 検索 を 
行 つ を た 久 池 電 等 (1947) も 指摘 する ょ うに と , 第 
一 区 感 染 は 俺 の 病 奏 で あろ うと , 億 染 性 気管 
支 肪 炭 即ち 俺 染 性 暖 只 の 病 毒 で あろ うと , 第 二 
爽 感染 菌 が 膜 連 菌 A 型 な る 場合 , 軍 な る 病理 刺 
的 幾 胡 で は , 二 者 を 必ず し ゃ 容易 に 属 別 し 得 な 
いい ので は な か ろう か と 考え られ る 。 5 

こと の 知 ヒ 開 し て TirzE (1920) の 興味 ある 報 
告 を 紹介 する 。 氏 は ブラ ッ セ ル 病 と 診断 され た 
病 例 に つい て その 猫 立 性 に つい て 綻 問 を 抱き , 
試み に その 敷 例 の 血液 を 探 つ て 健司 に 注射 し た 
と と ろ が 何れ も 億 自 の 策 生 を 見 た の で , ブラ ッ 
モル 病 な る も の は 特殊 の 億 染 病 (,,Seuche sur 
generis”") で は な く , 俺 貸 に 細菌 の 二 爽 感染 に 
ょ る 和 管 普 を 合併 し た も の に 外 な ら な いと 
主張 し た の で ある 。 と れ に 半 し WiRTg (1920), 
_ RgrNgARpr (1920) が 反 凌 し , TrrzE の 例 は 
偶々 ブ ラッ セル 病 C 偉 貸 の 混合 感染 を 見 た 場合 
で あつ て , ブラ ッ セ ル 病 は 疑う 鱗 地 の な い 猫 立 
し た 疾患 で ある と 逃 べ て いる が , TrTzg (1920) 
は 更に と れ に と 反 朋 を 加 を て いる 。 然し 最近 
WArDMANN u. KOBg(1934) の 研究 に より , ブ ラ 
ッ セ ル 病 は 俺 染 性 無道 カタ ル (Hoppegartener 
Husten) の ベイ ラス に 感染 し た 馬 が 二 玉 的 に 膜 
連 菌 に ょ る 掴 管 肺 類 を 合併 し た 場合 を 指す と 
いう の で ある か ら , 勿論 WALDMANN の 定義 す 
る プ ラッ > セル 病 は 偉 作 に 開 係 が な い 答 で ある が , 
少 E め 6 TrTZE の 綴 験 し た よう に , 眞 の 一 
WArDMANN の 調 う ー プ ラッ セル 病 と , 俺 貧 に 
細 誰 性 舞 管 肺 炎 を 合 佐 し た 病 例 と は 極め て 混 
同 さ れ 易 いも の で ある と こ ょ が 容易 想像 され る 
2 記 4 か ヶ や っ や 
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第 2 に は 豊橋 病 と 腺 近 と の 開 係 で ある 。 久 池 
電 ・ 佐 藤 ・ 葛 西 (1947) は 弄 橋 病 筐 死 馬 中 俺 貧 
の 確認 され た 病 例 に つい て 細菌 租 的 検査 を 行 つ 
た 結果 , 藩 血 性 連 球 菌 の 混合 感染 を 13 例 こ 詩 明 
し て いる が , その 中 2 例 に 腺 疫 菌 にょ る 無 管 支 
肺 敵 (2 例 共 久 腺 疫 性 敗血症 を 合併 し て いた ) を 
目撃 し た 。 か いる 事 四 か ら み て , 本 流行 の 前 作 
と 流行 し た 祭 管 支 肪 茨 例 中 に は , 恐らく 相 営 敷 
腺 疫 性 肺 央 の 混在 し て いた と と は 推測 し 得 ら れ 
る 。 元 來 腺 疫 は 病 鍵 の - 上 部 祭 道 に 限局 する 良性 
の 億 染 病 で ある が , これ が 偶々 俺 貧 患 馬 に 二 菊 
感染 を 営ん だ 場合 , 所 調 “ 内 性腺 疫 ”, 就 中 腺 
疫 性 無 管 怒 肺 災 に 敬 展 し 得る と と は , 必ず まし も 
想像 に 難 か ら ざる と と ろ で ある 。 

第 3 流行 後 生 に 多 殴 し た 熱性 敗血症 で ある 
が , と れ は 必 流産 菌 , 大 腸 菌 属 ( 中 に scZez ヶ - 
cz の ggco77 と 思わ れる も の を 含む ), 馬 粘 般 
閑 及 び ZZzce772 の Zo7zc256 の 77c2 な ど が 依 和 貧 
と 混合 感染 を 行い 敗血症 を 起 し た も の で ある 。 
元 米 これ 等 の 細菌 は 起 病 性 の 低い じ 病原菌 ( 馬 流 
産 菌 ) や 馬 柚 常 在 の 寄生 菌 で あつ て , 昌 獄 で は 
馬 起 に 感染 し 驚 病 なし むる 能力 が 極め て 織 い か . 
又は 無い の で あつ て , 勾 め 偉 貧 の 感染 を 芝 つ て 
いる 寺 骨 に 侯 入 し て 始め て 血 中 に 於 て 増殖 する 
と ょ が 出來 , か くし て 上 送 の よう な 重症 の 敗 血 
症 を 展開 ( 或 は その 1 部 は 擬 抽 ?) し た も の で 
は な か ろう か と 想像 され る 。 「 

以上 逃 べ 來 つ た と ころ か らし て 所 詩 豊 橋 病 
な る も の は , 研究 部 の 報告 に も 記載 され て ある 


- よ うに, 思 一 な 疾病 で は な く , 補 充 馬 群 に 浸 楽 し 


で て いた 億 作 が 主軸 と な り , と れい 腺 疫 菌 や 馬 流 
産 著 の よう な 外 浴 の 病原 菌 並 に 膜 連 六 A 型 , 大 
腸 菌 , 馬 粘 舟 菌 及び Zzzce/72 0Zo72cC2S6772c の 
の よう な 居 骨 常 在 の 寄生 菌 の 二 爽 感染 を 許し た , 
極め て 族 雑 な 疾病 衝 の 弧 私 と 見 る 可 き で ある 。 
三浦 等 (1941, 1942) は 昭和 15 年 帝國 馬 匹 協 
賞 移 殖 部 新潟 出張 所 か ら 購入 し た 40 頭 の 移 殖 
不 合格 馬 が 僅か 1 頭 を 三 す の み で , 他 は 3 ヵ月 
間 に 釧 死 し た 例 に つい て 記載 し て いろ が, 臨床 , 
細菌 , 血液 及び 病理 解剖 苫 的 検査 に より 全 例 が 
馬 流 産 陣 感 染 を 蒙 つ て お おり , また その 中 19 頭 
- を 組織 夏 的 に 検査 し て 14 頭 (74 錠 ) が 俺 招 と 
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診断 され , 更に 生前 血液 台 的 検査 を 行 つた 飼 園 


で る 大 部 分 は 俺 谷 で あつ た 中 か らし て , 本 爆 愛 


病 例 は 俺 賞 と 馬 沈 族 の 間 合 償 條 で ある ら 好 
KYOVY る あい 

田嶋 ・ 上 原 (1942) は , 替 天 省 梨 樹 能 勘 農 模 
範 場 で 昭和 16 年 2 月 難 死 し た 北海 道産 雑種 特 
馬 (4 基 ) の 心血 , 肺 , 肝 及 び 腸 間 膜 滞 巴 腺 を 
堪 養 し た と と ろ , 各 材 料 か ら 一 様 に 同 粘 箇 菌 を 
分 離し た と 移 べ て いる 。 本 例 は 入場 営 時 か ら 偉 
委 感 染 の 興 が 沖 厚 で あつ た が , 2 月 9 昌 突 然 医 
明 な 熱 衣 作 を 起 し 4 日 後に 第 死 し た 。 本 例 の 割 
検 記 録 に よれ ば 題 著 な 敗血症 の 所 見 が あり , 勿 
論 偉 委 も 立派 に 召 わ れ て いた 。 か く 


馬 の 芋 作 時 に 於 ける 局 粘 箇 菌 の 二 爽 感染 に 因 る 
敗血症 死 の 1 例 だ ろう と 著者 等 は 推測 し て いる 。 
市 川 (1942) は 慢性 刊 急 馬 が 腺 疫 感染 に ょ つ 
て 誘 開 され 著 明 な 熱病 作 を 反復 し た 例 を 報告 し 
て いる 。 
満 洲 第 7135 部 際 (1943) の 報告 に よる と , 昭 
和 16 年 夏 内 地 後 語 , 直 に 漠 洲 第 一 戦 に 較 衝 さ れ 
た 馬 で , 現地 到着 後 着 負 衰弱 の 其 し い 13 頭 に つ 
いて 生前 臨床 , 血液 及び 血清 壁 的 検査 を 行い 
鑑 (6 例 ) 殺 (7 例 ) 後 解 骨 し て 病理 敬 要 検査 
及び 細菌 の 骨 内 分 布 汰 態 の 追及 を 試み た と と ろ , 
全 例 何れ も 優 貧 竣 思 馬 で あり , う ち 細 菌 の 時 獲 感 
染 は 5 例 ( 馬 流 産 菌 2 例 , 腺 疫 菌 1 例 , 大 腸 菌 
2 例 ) で あり , 重 族 感 染 は 7 例 ( 馬 流 産 菌 , 腺 
没 菌 , 膜 連 菌 , 世 蒼 炊 球菌 , 大 腸 菌 等 ) で 全然 
菌 を 誇 明 し 得 な か つた の は 僅 に 1 例 の み で あつ 
だ と たい うと ょ と で ある 。 
同年 塵 野谷 (1943) は 俺 沼 の 自然 感染 例 14 頭 

接種 感染 例 17 頭 , 計 31 頭 に つき 名 殺 後 解 杉 し , 
心 皿 及び 各 臓 器 組織 か ら 菌 検索 を 試み た と と ろ , 
膜 連 菌 AA 及び B 型 , 馬 粘 舟 芳 , 衛 蒼 汰 球菌 , 大 
腸 菌 , 4e7oge72e5, 47c272 ge726S な ど が 上 猫 丸 
は 重複 感染 の 故 態 で 分 離さ れ だ た 。 面 し て その 中 
細 紗 の 混合 感染 に よ つ て 病 性 が 重 篤 化し , 死 の 
轄 馬 を と る に 至 つ た と 思わ る いも の が 6 例 ( 馬 
粘 舟 菌 に よる も の 3 例 , 膜 連 菌 A 型 に よる も る の 
2 例 , B 型 に よる も の 11 例 ) あつ た と 報じ て い 
る 。 


し て 該 召 下 
、 例 は 目下 日 本 内 地 で も 問題 に な つて いる , 俺 貧 


また 語 井 (1943) は 筆 カタ ル か ら 。 氷 c 欄 6 
し , 洒 日 1 ヵ月 以上 に 及ぶ も る 腺 疫 症 訴 軽減 な ず 
却 つて 肺炎 を 織 区 し , 更に 40 日 目 頃 より 俺 人 症 
汰 英明 と な り , 1 例 は 67 日 目 c 難 死 し , 1 例 は 
82 日 目 殺 護 分 に 附 し た 2 例 に つい て 。 臨床 , 血 


液 並 に 病理 束 的 検索 を 行 つた 結果 , 丁 例 共に 腺 
病 錠 と 共に 俺 像 が 所 見 され た と 可 べ て 
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II CON3) は 人 人 店 間 人 


感染 を 起 し た と 航 す る 1 例 を 報告 し て いる が , 
利和 
載 な く , 且つ 本 例 は 夏期 し か も 死後 37 時 間 後 に 
測 稚 され た も の で ある か ら , 本 功 は 死後 感染 を 
其 ん だ も の ょ 解 秀 す る の が 租 党 の よう で ある 。 


_ 特に 塗 抹 標本 及び 組織 標本 の 鏡 検 を 行 つ た の み 


で 本 菌 を 悪性 水腫 菌 (gc277zzs we/cZ22) と 同 
定 し て いる が , と れ な ど は 較 卒 $ 其 し と 言わ な 
けれ ば な ら ぬ 。 





三浦 ( 定 )・ 和 田 (1944) は 元 開 東 軍 の 基部 際 


に 集結 中 の 不明 熱 工 馬 507 頭 に つき , 肝臓 刺 


を 行い 俺 缶 の 病 繧 を 観察 し , 同時 に 探 血 の 上 馬 
流産 菌 に 桂 す る 血清 反 應 を 試み た と こと ろ , 448 
頭 (68.4 多 ) が 俺 気 病 嫌 を 示し , その 中 152 頭 
(33.8) は 更に 居 流 産 血清 反 鷹 $ 陽 性 で あつ て , 
俺 気 病 毒 と 馬 流 産 菌 と の 混合 感染 を 思わ し め る 
と 輝 べ て いる 。 ( 
三浦 ( 四 ) 等 (1946) は 昭和 .15 年 12 月 か ら 昭 
和 20 年 4 月 に 至る 4 ヵ年 年 に 奄 つ て , 北里 研 


完 所 目黒 支所 及び 日 本 懸 了 師 食 研 究 所 の 負 死 邊 


疫 膨 248 頭 に つき , 心血 , 諸 臓 器 及 び 尿 並 に 主 
要 光 巴 腺 を 后 奏 し 細菌 の 分 離 を 試み た 。 その 結 
果 248 頭 の 難 死 馬 中 全然 菌 を 分 離し 得 な か つた 
ゃ の は 69 頭 (28 錠 ) で , 他 の 179 頭 (72%) か 


ら は 多少 に 拘ら ず 細 菌 を 分 離し 得 た 。 うち 浴 巡 
菌 を 詩 明 レ し た 例 は 118 頭 (66 め ) で 最高 素 を 示 


レ , と れ に 次 ぐも の は 82 頭 (46%) の Sgzzo- 
677Z 菌 , 
17 頭 の 大 腸 菌 , 21 頭 の 世 殴 誠 球 菌 及び 所 属 不明 
細菌 の 検出 例 で あつ た 。 と れ 等 の 菌 は 昌 猫 感染 
の 場合 は 多 か つ た が (59), 重複 感染 を 行 つ で 
いた 例 も 少く な か つた (41) 。 耐 し て 溶 巡 菌 中 
で は 肛 連 菌 人 型 最も 多く , HB 
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それ か ら 20 頭 1 少 ) の 馬 粘 生 菌 , 


型 と れ に 菊 ぎ , 腺 " 





を か に ユ 』 
22 1 WM 。 く 1 


導 菌 は 只 少 数 例 (主として 腺 疫 発 打 局 ) に 検 軸 


され た に 過ぎ な か つた 。 Sg/7zoze77Z 属 菌 で は 


馬 流 産 菌 は 歴 例 的 に 多 敷 例 か ら 分 離さ れ , また 


良 チ フス 菌 (S. 7y ヵ 72-7272222) も 時 る そ 后 養 し 
得 た 。 休 興 味 あ る と と は 豚 コ レラ 菌 (⑤. co た - 
eZ6@ S27s) に よる 敗血症 を 1 例 に 目撃 し た こと と 
で ある 。 そ を の 他 型 別 不能 の So7ze772 類似 菌 
を 2 例 か ら 分 離し た 。 

と いで 著者 等 は 沸 検 に より 名 馬 の 包 御 敷 に 俺 
徐 を 娠 わし め る 所 見 を 目 繋 し て いる が , 上 逃 の 
ょ うな 複雑 な 菌 骸 感 染 は 俺 各 に ょ つて 誘 さ れ 
た も の か , 或 は 発 疫 操作 に 起因 する も の か , 特 
- また 十 者 の 協力 の 結果 惹起 され た も の か 軽々 に 
語 論 を 下 し 得 な い が , 俺 党 と 展 々 混合 感染 を 芝 
_ む 菌 種 と 今回 検出 され た 菌 種 と は 期 せ まし て 略 
ぼ 一 致し て いる 賠 は 注目 すべ き で ある ょ 区 べ て 
いる 。 休 秦 者 等 は , 溶連菌 の 混合 感染 は 常に 均 


等 Cc 酸 生 する が , 馬 流 産 菌 の 感染 は 流行 的 に 出 


現す る 傾向 が ある と 注意 し て いる 。 「 
久 池 非 等 (1947) は 傷 所 と 溶連菌 と の 混合 感 
染 を 近 つ て 難 死 し た 14 例 (うち 所 調 末 橋 病 は 
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2 ン 才 0700O4 和 信 0 
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13 例 ) と 就 て 菌 型 と 感染 部 位 と の 開 係 を 研究 し 
て いる が , その うち 沙 連 菌 の 感染 が 直接 死因 ェ 
な つた と 思わ れる も の 11 例 を 指摘 し て いる 。 
面 し て と れ 等 11 例 中 A 型 騰 連 菌 に よる も の 5 
例 , B 型 に よる も の 4 例 , 腺 疫 菌 に よる も の 2 
例 で あつ て , 何れ も 沙 連 菌 性 肺炎 (A 型 3 例 ), 
敗血症 (B 型 4 例 )。 また は 肺炎 と 敗 血 定 と の 合 
併 ( 腺 疫 菌 3, A 型 2 例 ) に ょ り 第 死 し た と 見 
られ る と ょ と 記載 し て いる 。 価 そ の 外 腺 疫 発 疫 C 使 
用 し た 偉 貧 馬 が 基礎 刈 疫 後 , 生 菌 原 置 に 耐 を 得 
ず 注 射 腺 疫 菌 の た め に 重症 の 敗血症 に 陥 つて 到 
玩 怒 過 を と つた 1 例 を 光 げ ば て いる 。 

邊 戸 ・ 濱 田 (1947) は 俺 貧 感 染 信司 2 頭 中 , 1 
頭 に 馬 粘 航 菌 , 他 の 1 頭 に 居 粘 舟 菌 と 溶連菌 の 
混合 感染 を 誇 明 し た 。 

上 田 (1948) は 北海 道 某 地 必 場 に 於 て 居 殺 馬 
182 例 中 30 例 (16.5%) に 億 作 を 誠 明 し , その 
うち 22 例 は 周 流 産 菌 の 混合 感染 が 娠 われ た と 
報じ て いる 。 

また 細田 ・ 小 田島 (1948) は 瀬 死 期 に 必殺 し 
た 2 例 の 俺 貧 馬 と 於 て 必 流産 菌 の 混合 感染 を 見 
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た が , 北 集 償 は 2 例 共 1:2560 で 菌 は 殆 ん ど 全 
臓器 より 検出 され た 。 肝臓 に 於 ける チ フ ス 細 胞 
の 負 殖 性 類 が 紅 度 で , 俺 貧 所 見 も る また 題 著 で あ 
つた と ょ 逃 べ て いる 。 5 
蒼 野 ・ 小 株 ・ 山 極 (1949) に よれ ば , 馬 粘 生 
菌 は 初生 駒 及 び 仔 馬 に は 自然 感染 し 臓 毒 敗血症 
を 起 し 得る が , 星 馬 に は 感染 能力 を 持た ぬ 。 候 
し 狂 馬 で も 俺 貧 に 紀 思 し て いる も の に は 本 菌 は 
感染 する が , 然し を れ も 億 所 の 上 盛 期 に 限ら れ 
る も の で あつ て , 静 正 期 に は 感染 し 得 な い ょ 壮 
を て いろ る 。 面 レ て 馬 粘 舟 菌 は 感染 人 刊 気 馬 に 於 て 
は , 主要 臓器 に 化 肛 で 集 と 菌 栓 寒 が 見 られ , 特に 
肝 及 び 腎 に 甚だ し い が , と れ 等 の 病 集 は 何れ も 


新鮮 で あり , 周 園 組織 の 反 鷹 は 微 朋 か 或 は 比 無 . 


で ある と いう 。 

本 菌 は 俺 気 星 盛 期 に 限 つ て 感染 が 許さ れる こ 
と と 病人 業 の 組織 像 か ら 制 断 し て , 才 者 等 は 次 の 
ょ うに 重 べべ て いる 。 

馬 粘 租 菌 は た と を 俺 貧 病 毒 の 協力 が あつ て も, 
馬 前 に 重 篤 な 昧 響 を 奥 ん うる 程 の 病原 作用 が な 
く , 偶々 死期 の せま つた 俺 貧 患 馬 に 感染 し た 場 
合 一 乳 ち 瀬 死期 の 民 一 俺 貧 病 毒 と の 戦 に , 財 内 
の 防 負 持 置 た る 立 内 系 細胞 の 激しい 笑 性 化 に ょ 
り , その 強い 結合 が 解け , 且つ その 機能 の 三 え を 
に 乗じ と いと 始め て 本 菌 の 上 染 が 許さ れ , 血行 
を 介し て 主要 臓器 に 定着 し , 上 逃 の ょ うな 病 信 


を 形成 する に 至る 。 従 つ て 著者 等 は 本 菌 を 億 貧 . 


に 於 ける 宙 な る 随 作 菌 一 著者 筆 の 随伴 菌 と 習 す 
る 解 租 は 我々 の と の 語 に 凌 する 常識 ょ 少々 異 つ 
て いる が 一 と 考え を, 弾力 な 二 爽 感染 菌 と は 認め 
ぬ も の の よう で ある 。 

以上 25 篇 の 報告 中 , 二 区 感染 菌 に つい て 記 
載 し て いる 20 矯 菌 種別 に 集計 し て みる と , 
第 2 表 の よう な 結果 と な つた 。 「 

2. 二 裕 細菌 感染 に 関す る 駿 例 
信人 馬 に 細菌 の 二 玉 感染 を 試み た 宣 験 は 極め 
て 稀 で あつ て , 我々 の 調べ た 範 園 で は , 外 國 に 
1 例 , 我 國 に 敷 例 を 見 る だ け で あろ る 。 
PrEiLER (1908) は 胸 疫 の 病原 と し て LicR- 
IERES の 提唱 する gs7ezZe/72 e92722 の 起 病 
性 を 試験 し て いる 際 に , 健康 馬 ょ と 見 仔 さ れ 邊 験 
動物 に 選ば れ た 潜伏 俺 狗 馬 に 本 菌 を 接種 し て , 
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致死 敗血症 を 起 さ し め た と ょ が , 偶然 に も 俺 名 


_ に 欠 け る 二 爽 細菌 感染 の 最初 の 息 験 と な つた 


( 丸 湖 )。 

我 國 で は 下戸 (1941) が 2 頭 の 営 歳 馬 に 俺 貧 
を 感染 せしめ , 区 で 馬 粘 艇 菌 の 血液 震 天 堪 槍 の 
少量 (1 頭 に 05mg, 他 の 1 頭 に 1mg) を 
静脈 内 に 接種 し た と と ろ が , 泥 合 感染 の 自然 例 
と 同様 の 症 其 を 呈し, 1 頭 は 菌 接 種 後 高温 生 劉 
し 16 日 目 に 釧 死 し て いる 。 本 人 難 死 例 は 病理 組 
織 蛋 的 検査 の 結果 本 菌 に よる 定型 的 の 栓 寒 性 巡 


竹 骨 腎 疾 を 示し て いた (但し 忌 碧 に は 菌 陰性 )。 


また 他 の 1 頭 は 菌 接種 後 一 時 購 温 の 上 昇 を 見 た 
が , 区 第 に 下降 し 爾 後 39'C 前 後 の 髄 湯 持 績 せ 
る 包 月 欠 を 以 つ て 電 殺 し て 病理 舟 的 検査 を 行 つ 


た と と ころ, 右 股 開 節 に 本 菌 に よる 畠 液 繊維 素 


性 交 こ 肝 寅 質 内 栗 科 震 死 集 の 散 語 す る の を 見 
た 。 耐 し て と れ 等 の 2 例 は 本 菌 の 時 交接 竹 例 (第 


1 報 記載 ) に 比 し て 著 明 な 病 毅 を 示し た と 記し て 


いる 。 と の 下戸 の 報告 は 我 が 國 に 於 ける 二 爽 細 
菌 感染 に 開 す る 得 験 の 初め て の 華 表 で ある 。 

- 菊 で 市 川 (1942) は 偉 所 の 潜在 Ic 祭 付 か な か 
つた 8 歳 の 騙 馬 に , 馬 流産 菌 二 養 05mg を 静 。 
脈 内 に 注射 し た と と ろ が , 接種 営 日 の 午後 か ら 


吉 温 上 昇 し て 奏 後 高温 稽留 し , 30 日 目 に 敗 血 定 


汰 の 下 に 貞 死 し た 。 死後 病理 組織 胸 的 検査 を 行 
つて 始め て 明 な 億 條 所 見 を 認め , 本 例 が 佑 任 
感染 馬 で あつ た と と を 知 つ を の で ある 。 即ち 本 
例 ふ PFErrER の 場合 と 同様 換 期 せま に 馬 流産 菌 
の 二 爽 感染 を 軟 験 し た わけ で ある 。 

並河 等 (1943) の 偶 験 は 属 流 産 菌 を 主 朋 と し 
て 行わ れ た も ゃ の で あり , し か ゃ 浴 伏 感染 例 を 刊 
貧 感 染 に よ ょ つて 診 藻 する 偶 験 で ある が ら , 本 間 
題 の 二 爽 細菌 感染 の 偶 験 と は 直接 開 係 が な い の 
で ある が , 参考 た すべ き 重 が 少く な いか ら と ょ * 
に 紹介 する と と と し た 。 即ち 著者 等 は 馬 流 産 菌 . 
の 人 工 感染 耐 過 馬 9 例 並 c 司 流産 菌 感染 謀 馬 4 
例 及 び 居 流産 血清 反 鷹 陽 作 馬 1 例 俺 委 馬 の 血 
液 を 接種 し , 俺 貧 感 染 に ょ る 潜在 司 流産 菌 の 誘 
雄 を 試み た 。 を の 結果 人 工 感染 面 刀 馬 9 例 中 4。 
例 で は 俺 負 の 熱 雇 作 と 同時 に 血 中 に 馬 流産 菌 出 
現し , 中 1 例 は 馬 流 産 菌 に ょ る 敗血症 を 呈し 負 
死 し た 。 また 感染 謀 馬 4 例 及び 正 消 友 春 陽性 計 
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1 例 で は 席 周 の 1 例 を 除い た 4 例 共 菌 血 症 を 時 
し , 謀 馬 1 例 は 馬 流産 菌 の 敗 血 定 を 示し 明 死 し 
て いる 。 更に 俺 邊 と 馬 流 産 菌 定 の 慢性 混合 感染 
を 疑わ れ た が 生前 菌 検索 陰性 で あつ た 3 例 を 解 
杉 し て 各 臓 器 組織 か ら 菌 培養 を 試み た と ころ が , 
2 例 は 司 流 産 菌 を 杜 内 (に 保有 し て いる と と を 詩 
明 し た 。 これ 等 の 2 例 は 10 ヵ月 前 に 馬 流 産 菌 
感染 を 蒙 つ た 病歴 を も つも の で ある 。 

かい る 宣 験 成績 か ら , 著者 等 は 馬 の 俺 染 性 流 
産 の 常 在 地 に は 属 流 産 菌 保有 馬 は 多 敷 潜在 し て 
いる だ ろう が , か いる 保菌 馬 が 信 抽 の 感染 を 芝 
つた 場合 潜在 感染 菌 の 笑 動 化 を 招 來 し 馬 流 産 
菌 定 の 誘 病 と な り , 更に その 1 部 は 馬 流 産 菌 に 
ょ る 敗血症 死す ら 招 來 する 場合 も ある だ ろう と 
巻 を えて いる 。 また 一 方 か いる 混合 感染 が 慢性 化 
し た 際 に は , 愚 馬 は 一 見 と れ に と 耐 過 し た 盾 を 呈 
する が , 局 流産 菌 は 長期 間 醒 内 と 滞留 し , か 、 
る 保菌 例 が 爽 年 度 に 於 ける 億 楽 性 流産 流行 の 疫 
源 と な る 危険 八 の ある と と る 想像 し 得る と , 著 
寺 仙 SG いる 。 

市 川 ( 厚 ) (1943) は 馬 流 産 血清 反 鷹 陽性 馬 1 
例 ま つと 2 同 に 斉 つ て 俺 貧 馬 の 血液 を 接種 し て 
司 流産 菌 定 の 誘 項 を 試み た が 2 回 共 稚 敗 に 了 つ 
て いる 。 と れ は 恐らく 血清 反 應 陽性 馬 は 骸 内 に 
馬 流 産 菌 を 保有 し て いな か つた も の と 思わ れ 
交 hi 
_ 久 池 非 等 (1946) の 算 験 は 属 流産 菌 症 の 襲 重 


か ら 行 つた も ゃ の で ある が , 本 問題 と 極め て 容 接 


な 開 陵 を 有する も の で ある か ら 特 C 重 覗 す べき 
も の で ある 。 著者 等 は 供 試 陣 と し て 注 州 島 産 徐 
同 10 頭 を 選び , 中 5 頭 に 了 め 偉 貧 毒 血 を 接種 
し , 5 頭 は 無 席 置 の まい 習 妥 と し , 
頭 ま つ を 選ん で .5 装 の 馬 群 を つく つた 。 曽 し て 
1 軒 に は 司 流産 菌 二 養 の 静 有 内 接種 (0.5 mg), 
1 刷 に は 皮下 接種 (1 mg), 残り 3 封 に は 経 
授 興 (1/2, 1 及び 2 斜面) を 行い, か くし て 僚 洗 
馬 に 於 ける 馬 流 産 菌 感染 の 推移 を 翌 照 馬 の 夫 れ 
と 比較 し つい 淫 日 追及 し た 。 その 結果 億 気 馬 の 
1 例 は 馬 流 産 菌 症 特 有 の 右 後肢 の 避 行 並 に 髪 甲 
部 及び 背部 規 側 に 限局 性 腫 肛 を 生じ , 他 の 俺 條 
馬 2 例 は 接種 菌 に ょ る 敗血症 を 招 浴 し 難 死 し た 。 
また 残り の 2 例 に も 高度 の 菌 血 症 が 見 られ た 。 





員 枯 か ら + 


89 
然 る と 半 了 馬 で は 3 例 に 一 包 性 の 菌 血 定 を 見 た 
に と 包 ぎ な か つた 。 何 尿 へ の 排 菌 で ある が , 俺 貸 
語 で は 3 例 陽 性 で あり , 特に その 1 例 で は 連 貫 
排 菌 が 見 られ た が , 翌 妥 馬 で は 1 例 ( 短 期間 の 
排 菌 が あつ た の み で ある 。 
績 いて 須藤 等 (1948) は 明 3 歳 の 幼 駒 10 頭 
を 選び , 錦 め 5 頭 に 俺 倫 を 感染 立 し め 前 賀 肛 と 
同様 俺 仙 と 肝 冊 馬 か ら な る 5 凌 の 馬 着 を つく り , 
4 翌 に 流産 周 胎 久 骨 液 を 夫々 5cc, 3 cc, 2 cc, 
Tcc 縮 日 投 興し , 最後 の 1 暫 に は 新た に 分 離し 
た 純 培 養 菌 年 斜 面 を 同じ く 継 口 投 興し た と と ろ , 
借 貸 周 は 何れ も 了 門 床上 著 明 な 熱 次 を 呈し , 中 4 
頭 は 接種 菌 に ょ る 敗血症 に 了 り 3 頭 貞 死 , 1 頭 
は 化 死 直前 に 必殺 , また 他 の 1 頭 $ 左 腕 節 に 増 
泥 有 痛 性 の 腫 有 眠 が 見 られ だ た 。 また 俺 貸 計 で は 4 
例 に 尿 中 排 菌 を 目 繋 し た 。 と れ に 反し て 習 央 馬 
で は 了 臨床 上 認 む べき 級 な く 菌 血 症 も 全 例 C 於 
て 完全 に 陰性 で あつ た 。 
以上 久 池 井 及 び 人 須藤 等 の 資 駿 成績 か ら , 著者 


等 は 俺 貧 感 染 馬 が 司 流 産 菌 の 二 譜 感染 を 蒙 つた 


場合 , 健康 馬 韓 と 異 り 馬 流 産 芝 の 星 盛 な 活動 を 
放し, その 結果 著 明 な 馬 流 産 菌 定 を 診 獅 し , 更 
に これ が 重 篤 化 し て 塗 と は 敗血症 死す ら 招く に 
至る べし ょ 上 刀 べ て いる 。 

3. 本 邦 及 び 満 洲 に 診 け る 二 家 細菌 
感染 報告 に 持 す る 敬 者 等 の 所 感 
前 章 で 鞍 べた 海外 の 報告 例 と 本 章 に 於 ける 我 
が 國 の 夫 れ と を 比較 し て みる と , 欧 の 2 午 で 明 


及 な 差異 が 認め られ る 。 


第 1 に は , _ 欧米 で 功 表 され た 報告 は 結 桜 菌 の 
例 ゃ 加 を て 都合 34 偏 を 敷 を 得 た の に 問 し て , 我 
が 國 で は 只 1 國 だ け で 25 父 を 穫 表 し て いる 。 面 
か も 区 米 の 報告 敷 は 年 世紀 の 長期 間 に 理 る も の 
で ある が , 我 が 國 の それ は 許 と し て 終戦 前 約 10 
ヵ年 間 の 短期 間 に 於 て な され た も の で ある 。 そ 
れ の みな ら ず , 歌 米 の 報告 は 種々 な る 調査 研究 
機 開か ら 癌 表 さ きれ て いる に と 反 し, 我 が 國 の それ 
は 詩 と し て 軍 器 機 開か ふら の 報告 で ある 。 

第 2 に は , 欧米 で は OPPERMANN 等 ぐも を 除 “ 
いて は 僅 々 1 例 乃 至 少 敷 例 の 二 炊 感染 を 報告 し 
て いる に 過ぎ ず , 従 つ て 残 米 の 環 絡 旧 は 俺 千 の 
二 爽 細菌 感染 に 回 し 無職 心 に な る の が 堂 然 で あ 
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る が , 我 が 國 で は 例え ば 局 流産 菌 の 二 次 感 染 の 
ど ご とく, 多 敷 例 の 次 生 に ょ る 被害 が 頻 々 と 報告 
され て みれ ば , 肝 い と の 二 爽 細菌 感染 に 重大 な 
る 開心 を 観 う よう に な つた の で ある 。 

今 内 外 に 於 ける とれ 等 2 貼 の 差異 の 全 つ て 秦 
る 原因 を 検討 し て 見 る の に , 我 が 國 に 於 て は 三 
米 に 比 し て 俺 人 の 分 布 は , 範 園 に 於 て も , 濃度 
と 於 て も , は る か に 勝つ て お おり, と と し 北海道 
及び 東北 の 如き 重要 馬 産 地 に あつ て は , その 浸 
染 泡 に 交 く 可 き も の が ある 。 両 か も 果 馬 産地 で 
は , 更に 馬 流産 菌 に よる 侯 染 性 流産 及び 仔馬 病 
笛 が 年 々 流行 的 に 繰 返 さ る い 状態 で ある か ら , 
従 つ て と れ 等 の 地方 で は 俺 質 と 属 流産 菌 と の 混 
合 感染 例 も 勿論 少く な の い ので ある 。 


か いる 燃 態 に 加 を て , 一 方 我 が 國 で は と \10 
日 支 事 粒 , 日 米 戦 健 = 戦争 


年 以降 , 滴 洲 事 肖 , 
の 連 纏 で あつ て , その 間 絶 を ず 軍 司 の 大 量 購入 
と 共に 大 規模 な 強引 電 送 が 行わ れ , 更に 各部 際 
に 於 ける 過剰 撃 北 と な り , か くし て か \ る 非 衛 


生 的 飼養 管理 の 持 績 は , 偶々 購入 の 際 検 疲 の 目 


を 逃 れ て い だ 浴 伏 混合 感染 例 を 刺 載 し , これ を 
重 第 な 芝 作 に 導き , その 結果 愚 馬 の 展 中 か ら 人 


貧 ベ イラ ス ょ と 馬 流 産 菌 の 大 量 排出 を 誘 藤 し , て 


れ が 同 車内 及び 同 舎 内 に 於 て 隣接 局 に 順 区 混 合 
感染 を 信 描 し むる に 至 つ た も ゃ の と 想像 され る 。 
新 の 如く し て 虎 々 の 部 際 に 多 敷 の 混合 感染 例 が 
治 見 され る よう に な り , 特に 昭和 13 年 豊橋 臨時 
補充 馬 衣 に 於 ける 未 代 有 の 大 規模 な 混合 感染 例 
( 周 流産 功 以外 の 菌 の 混合 感染 $ 少く な か つた ) 
MMWKeIS0IIR 
徒 つ て か いる 連 績 的 被害 は 軍 常 局 を いた く 刺 電 
2 時 FPW Ho 
く し て 匠 が 國 は 二 菊 細菌 感染 に 肢 し , 異常 な る 
開心 を 持つ ょ うに な つた 。 

人 色 る と 敗戦 と 共に 軍 の 解消 を 見 る に 至 つ た 今 
日 , 軍 華 か な り し 常時 と 異 り , 最早 や 大 規模 な 
馬 下 の 移動 を 昌 る こと も な か ろう か ら , 今後 は 
上 科 の よう な 恐る 可 き 混合 感染 の 大 規模 散 生 が 
再現 する と は 思わ れ な い 。 徒 つ て 我 が 國 も 牧 來 
は 20 

に C 凌 し , 基 し く 冷 肖 に な る 運命 に ある と と は 多 
分 に 想像 され る の で ある 。 
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IV. 結 言 
偉人 に 於 ける 細菌 の 混合 感染 に 開 し 以上 内 外 


- か ら 条 表 さ れ た 敷 十 編 の 報告 を 通 詩 し た 結果 , 


細菌 の 感染 を 2 つの 面 か ら 巻 え を 得る ょ うに 思わ 
れる 。 多 ち 外因 性 感染 と 内 因 性 感染 で ある 。 以 
下 と れ に つい て 一 言 区 べ て 見 た い 。 
1. 外因 性 感 楽 

外因 性 感染 (Exogenous infection) と WW う 
の は , “病原 菌 ” が 人 貧 感染 馬 回 に 外部 か ら 侵 
入 し て 混合 感染 を 起す 場合 で ある 。 と で 我々 
が “ 洒 原 菌 ” と いう の は , 他 の 病原 前 の 協力 を 
また ずい と 菌 自身 が 卓 獲 で 馬 剛 に 感染 し 特定 の 俺 
染 病 を 起 し 得る が 如き も の を 指す の で ある 。 今 
迄 我々 の 調べ を 秀 園 で は , か いる 混合 感染 を 営 
宮 病 原 菌 と し て は 膨 流 産 菌 , 腺 疫 菌 結 要 菌 の 
3 菌 種 に 限ら れ て いる 。 但し と いで は , 才 が 國 
に 於 て 特に 必要 と 思わ れる 前 2 者 の 感染 に つい 
て , 記述 する と と と する ち 。 

(1 ) Salmonella abortivo-equina 

俺 貧 に 於 ける 周 流 産 落 の 二 爽 感染 に 開 し て は , 
我 が 國 と 異 つ て , 了 区 米 で は 殆 ん 報告 と いう も 
の が な く ,. 僅か に OPPERMANN (1923, 1924) 
と ぞ の 門下 生 HONpr (1929) が と れ に 入 れ て 
いる だ け で ある 。 即ち OPPERMANN に よる と , 
馬 の 俺 楽 性 流産 , 仔馬 病 等 の 病原 は 衝 来 Se た 
24072677Z 菌 ( 氏 の 指導 に な る HONDr の 論 廊 か 


_ ら みて と れ を 必 流 産 菌 と 解す る ), 連鎖 球 菌 筆 


の 細菌 で ある と 見 仔 さ れ て いる が , と れ 等 の 病 
例 は 血液 検査 の 結果 に よる と 大 部 分 は 俺 谷 で あ 
る と と か らし て , 初め 俺 答 の 感染 を 受け , 細菌 
の 感染 は 二 炊 的 に 超 つ た も の で ある と し , 従 つ 
て 俺 貧 は 主 骨 で あり 細菌 感染 は 二 義 的 存在 < 
過ぎ な いと 解 租 し て いる の で ある 。 然し 生 ら 
OPPERMANN は 例 に よ つ て 氏 の 所 説 を 裏 付 す る 
基礎 的 光 具 デ ー タ を 書 げ て 天 ら ぬ と と と , また 
氏 の 俺 気 診断 法 な る も の は 避 界 一 般 か ら 其 し く 
疑問 梗 さん て いる 事 連 か らし て , 我々 は 到 府 と 
れ を 人 全面 的 に 信頼 し 得 な の の で ある 一 現に , 馬 
流産 菌 に よる 俺 染 性 流産 に 開 す る 限り , 葛西 及 
び 皇 戸 (1940) の 定 験 に よ つ て も , 俺 貧 の 感染 
を 侯 た まず に , 菌 草 [人 で 容易 に 放 居 を し て 流 族 せ 
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し め る と と を 知 つ て いる 。 一 但し 勿 論 上 上 李 病 例 
の 1 部 に は 営 然 氏 の 考 う る が 如き 場合 も ゃ あり 得 
る で あろ う が , と れ は 上 鞍 の 如き 病 例 の 豊富 に 
入手 し 得る 研究 機 開 に 於 て 励 密 な 調査 を 行 つて 
始め て 知り 得る と と で ある 。 

菊 に 本 邦 に 於 て 間 題 と な つて いる 馬 流産 菌 の 
二 玉 感染 例 は OpgRMANN の 場合 と 舌 つ て, 仁 
馬 や 尋 馬 に 開 係 の な い , 胞 ち 幼 駒 , 外 馬 特に 箇 
馬 に 癖 生 を 見 た , 主として 恒 篤 の 敗 血 定 汰 を 示 
し 普通 死 の 軸 記 を と る 病 例 で あつ て , 所 詩 “時 
流産 菌 定 "と 航 三 ら る いも の の 代表 的 存在 と 思 
う 。 か いる 混合 感染 例 は 絵 戦前 展 ぇ 軍部 か ら 報 
。 告 さ きれ て いた が , その 最も 暑 な 自然 驚 生 例 は 
昭和 13 年 豊橋 臨 時 補充 馬 廊 に 犬 流行 を 見 た 彼 
の 豊橋 病 ぐ ⑤ ( 馬 流 産 菌 以外 の 俺 貧 混 合 感染 例 も 
と の 病名 に 包含 され て いる ) とれ で ある 。 また 
我 が 北 早 研 究 所 で も 昭和 15 年 帝國 馬 匹 協會 移 
殖 部 新潟 出張 所 か ら 購入 し た 40 頭 の 移 殖 不 合 
格 馬 は 何れ も 混合 感染 例 で あり , 内 39 頭 は 開 
も な く 負 死 し た 苦 き 継 験 で"? を 有 つ て いる 。 か く 
の 如く 億 貸 馬 が 馬 流 産 茜 の 二 炊 感染 を 蒙 つ た 場 
合 。 重 化 な 致死 縫 過 を と る 傾向 の ある と と は , 
久 池 井 等 (1946) 及び 伏 藤 等 (1948) の 細 鶴 な 
和 験 が と れ を 明快 裏書 し て いる 。 

と いで 患 民 の 死因 で ある が , こと れ は 2 様 ヒ 解 
竹 し 得る 。 帥 ち 居 流 産 菌 の 敗血症 その も の は 令 
C 難 死 の (直接 死因 と な 0 り 得る と も 見 られ いい ば, 
億 貧 の 敬 作 は 菌 敗血症 の 協力 を 得 て 一 俺 貧 は 馬 
流産 菌 の 感染 に よ ょ つて 芝 作 を 誘 淫 し , また と の 
次 作 は 逆 に 本 菌 の 敗血症 を 起す と と が 出来 る 一 
始め て 死 を 招 溢 し 得る る の ェ も 震え 得る 。 

( 2 ) Streptococcus equi 

腺 疫 菌 の 二 爽 感染 に つい て は , 外 國 で は 勿論 
。 我 が 國 で も その 報告 は 極め て 妥 々 だ る も の で あ 
る 。 と の 場合 8 赤 OPPERMANN (1924) は 初め 
で と れ に と 開 する 報告 を 行 つ て いる 。 爺 ち 東 プ ロ 
_ イセ ン で は , 腺 疫 が 重定 の 経過 と を とり 名 死す る 
も の が 多い が , か いる 例 に つい て 剃 稚 を 行 つて 
みる と 俺 所 の 混合 感染 を 知る と と が 出來 る 。 耐 
し て 氏 は と の 際 直 接 の 死因 は 腺 疫 菌 に よる 敗 血 
症 で ある ょ 区 べ て いる 。 我 が 國 で も 久 池 井 等 
(1947) は 俺 外 式 欧 例 こ つい て 構内 に 於 ける 細菌 


ーー 
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の 検索 を 行 つた 結果 , 腺 菌 に よる 無 管 支 肺炎 
並 に と れ に と 繊 区 し た と 思わ れる よう な 敗血症 の 
例 を 則 げ て いる が , と れ は 正 (に OPPERMANN の 
報告 を 裏書 する も の の よう に 思わ れる 。 

元 秦 腺 疫 は 病 鍵 の 上 部 無道 に 限局 する 極め て 
良性 の 刊 染 病 で ある が , 往々 に し て 内 性 腺 商 と 
稚 す る 悪性 の 致 多 絶 過 を と る 病 型 C 肖 展 す る 場 
合 が ある 。 そ と で か いる 悪性 の 総 過 を と る 病 例 
C 接 し た 場合 , 臨床 家 は 先ず 俺 貸 の 混合 感染 を 
紙 い , 樺 威 機 開 の 援助 の 下 に 俺 貧 診 世 の 正確 を 
期し , また 第 死 例 に ついては, 然るべき 研究 機 
開 で 病理 並 に 細菌 租 的 検査 を 厳 に 行い 。 か く 
し て な C 協 力 し つい 研究 を 進め た な ら ば , と の 
問題 の 解決 に 座 す る と と ろ 大 な る も の が ある と 
地 ' ( 

と いで … 詩 注意 し て 呈 き た いと と は , 臨床 家 
が 内 性 腺 疲 と 診断 し た 場合 , 死後 内 部 諸 臓 費 の 
病 導 部 か ら 示 枚 を 行 つ て 見 る と , 意外 に も 腺 
商 菌 を 分 離す る と と は 出來 まし て , 化 肛 性 連鎖 
状 球菌 ん 型 を 誇 明 す る 場合 が 徒 を 々 に し て 見 られ 
る ( 久 池 井 等 "2⑦)。 か いる 場合 は 上 部 無道 は 眞 
正 の 腺 疫 に 侵さ れ て いる の に 物 ら ま , と れ C 
縮 し た 内 部 諸 臓 器 の 病 鍛 は 腺 疫 と は 半 る 肛 連 菌 
A 型 に よる ふ の で あつ て , 胞 ち 腺 商 と 肛 連 菌 症 
ょ の 合併 し た 例 C 他 な ら な い の で ある 。 換言 す 


、 れ ば 内 性 腺 疫 な る 診断 は 誤診 で あつ た と いう 結 


果 に な る の で あろ る 。 志 も る か いる 膜 連 菌 A 型 に + 
る 肛 款 症 と か 敗血症 も また, 俺 貧 馬 に 於 て 二 菊 


、 的 に 超 る 傾向 の ある と と は 爽 項 に 逃 ぶ る が 如く 


ある 8 
( 2. 内 因 性 感 楽 
内 因 性 感染 (Endogenous infection) と 言 う 
の は 周 丹 内 の 常 仙 寄生 変 即 ち Commensal が 
刊 條 の 感染 に よ つ て 選 骸 の 防 仙 蒙 置 に 破綻 を 縮 
し た その 間隙 に 乗じ て 感染 を 起 し た 場合 で あつ 
で て , 徒 つ て と れ は 一 名 寄生 菌 感染 (Commensal 


1nfection) と も 言わ れ て いる 。 耐 し て 俸 貸 計 は 


と の 寄生 菌 の 感染 に よ つ て 症 放 の 覆 雑 重 篤 化 を 
見 , 人 交 に は 血 中 に 菌 激 増し , 炊 で 死 を 招 夫 す る 
場合 が 少く な い の で あつ て , か く の 如 く 佑 気 馬 
に 於 て は 審 生 菌 感 染 は 一 見 終 未 感染 (Termina1 


infection) を 展開 する 傾向 が ある 。 





か いる 内 因 性 感染 を 起す 菌 と し て は 化 有 性 連 
鎖 汰 球菌 (A 及び B 型 ), 大 腸 蓄 , 司 粘 策 菌 , 
世 共 狼 球菌 等 を 晶 げ 得る が , と いで は 特に 化 膜 


性 連鎖 汰 球菌 及び 馬 粘 年 花 の 2 種 に つい て 逃 べ 


る と と よ ょ する 。 
(1 ) Streptococcus pyogenes(A 及 び B 
弄 ) 
馬 系 化 膜 性 連 鐘 大 球 菌 A 型 は 葛西 等 (1944) 
に よれ ば 馬 の 扇 桃 腺 に 常 在 する 典型 的 の 寄生 菌 
で あつ て , 扇 桃 腺 か ら 絶 え ず 無道 及び 浴 化 管 に 


渡 出 し て いる の で ある が , 元 洲本 菌 は 諸 種 の ぶ 
イ ラス 感染 に ょ つて 局 骨 の 深部 無道 に 破 疑 を 生 


た 場 合 , こい で 二 爽 的 感染 を 辻 み 重症 の 無 管 
支 肪 央 を 起す 傾向 が あり , 例え ば 胸 疫 及び 侯 楽 


性 無 管 支 災 に 於 て その 適 例 を 見 る の で ある 。 本 , 


は また 俺 貸 の 場合 に 於 て も 展 々 無 管 支 肺 敵 を 
起す と と は , 彼 の 豊橋 病 に 於 て 凡 に 誠 明 せら れ 
( 久 池 井 等 ⑦), また 我 が 北 里 研 究 所 に 於 て も 潜 
伏 俺 貸 馬 の 喝 反 中 C 往 え 経 験 し た と と ろ で ある 
(三浦 等 で の )。 か いる 気管 支 肪 は 敗血症 に 韓 定 
する 傾向 が あり , か くし て 患 民 は 死 の 韓 幅 を と 
る 場合 が 多い の で ある 。 また A 型 菌 は 億 貸 の 場 
合 に 二 爽 感染 を 行い 深部 無道 以外 の 臓 閉 に 韓 移 
病 業 を 生ま る 場合 が 少く な い ( 久 池 非 等 @②) 。 

爽 に 化 膜 性 連 鑑 訴 球 菌 B 型 の 二 区 感 染 で ある 
が , 本 菌 は A 型 に 比較 する と 病原 性 は 格段 に 低 
く , 一 此 非 病原 を 思わ せる も の で ある 。 久 池 
井 ・ 佐 藤 等 (1947) ぐ ⑦ の 報告 に よる と , 人 貧 負 
死 例 に つい て 血液 塔 養 を 行 つ た 際 , 履 ぇ 本 菌 を 
座 明 する も の で あつ て , と の 際 答 も B 型 の 敗 血 


症 が 直接 死因 と な す を 呈し , 本 菌 の 弱毒 性 と 


矛盾 する 感 が ある 。 然し か ヽ る 俺 委 で は , 重 


_ 篤 の 義 作 に ょ り 死 期 切迫 し , 膨 骸 の 全 防 負 襲 軒 


は 殆 ん ど 及 痺 状態 に 陥り 0, か くし て 騰 毒 の B 型 
林 を し て 血 中 へ の 侵入 妃 至 増殖 を 許し た まで で 
あつ て , 調 わ ば せ 型 が 廣 義 の 死 戦 期 感染 (Tnfe- 
ction agonique) を 党 ん だ に 包 ぎ な いと 解 秀 で 
き な い で あろ うか 。 

(2 ) Shigella equiruiis 

JARMAI (1929), MrEssNER u. KOsER (1935) 
及び 下戸 941) は 局 粘 稲 菌 も 健康 な 馬 の 選 桃 
腺 に 常 在 する 寄生 菌 で ある ょ 報告 し て いる 。 と 
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の 薦 も 病原 性 の 極め て 低い 菌 で あつ て , 唯 生 後 
間 も な い 幼 弱 な 仔馬 に 感染 し て 膜 症 を 超 し 得 
る が , 成 馬 は と れ に 感染 し て も 普 縺 幾 定 し な い 。 
然し 俺 條 に 感染 し て いる も の 本 菌 が 感染 し た 
場合 に は 往々 に し て 開 分 及 び 敗血症 等 を 超す 
も の で あつ て , 特に 重 第 な 俺 貸 馬 で 死期 の 切迫 
し レ し て いる も の に あつ て は 血 中 に 著しく 増殖 し , 
愉 $ 本 菌 に ょ る 敗血症 が 患 馬 の 直 接 の 死因 を な 
す よ うに 思わ る ぃ 場合 が 少く な の で ある 。 か 
か る 所 見 を 表面 的 に 観察 し , KRAr (1934) は 侯 
貧 の 二 区 感染 菌 と し て 馬 粘 征 菌 は 最も 重要 な 菌 
で あろ る と 弾 調 し て いる 。 然 る c 最 近 菅 野 ・ 小 林 ・ 
山 極 (1949) は 本 菌 に よる 病 集 は その 周 絹 に 交 
柏屋 を 鉄 く 矢 め C 本 功 の 病原 性 の 強 さ 疑 護 を 


抱く て よう に と なり, た と を 本 功 は 億 党 周 に 感染 レ _ 


て も ゃ も, その 俺 貸 が 静止 期 の ゃ の で あつ た 場合 に 
は 殆 ん ど 認 むる よう な 策定 を 呈し な い が , 星 盛 
期 全 ち 死期 の せま れる 俺 貸 馬 に 感染 し た 場合 , 
と い に と 始め て 敗血症 を 惹起 する も の で ある ょ 季 


- べ て いる 。 氏 等 の と の 所 説 に 加 し て は 我々 も 少 _ 


か ら ず 共鳴 する も る の で ある が , 然し 我々 は 一 歩 
前 進 し て を えて みる と , と の 瀬 死期 に 於 ける 本 
陣 の 血 中 増殖 は , と れ は 卓 に 敗血症 を 擬装 し た 
まで で あつ て , と の 場合 や また と れ を 廣 義 の 玩 
戦 期 感染 と 見 られ な いと と も な い の で ある 。 と 
の 間 題 を 解決 する 入 め に は , 周到 に 作成 され を 
資 験 計 書 を 恵 息 に 寅 有 施し , か くし て 得 た 成績 を 
臨床 , 細菌 及び 病理 の 方 面 + 0 冷 責 検討 する 
必要 が ある 。 2 [ ' 

附 記 9 ・ 
偉 貸 に 於 ける 細菌 の 二 爽 感染 中 , 内 狂 を 通 , 
最も 大 規模 の 衣 生 を 見 た 例 は , 角 て の 長期 間 に 
評 る 戦時 中 我 交 軍 馬 間 に 問 流行 を 見 , 営 叶 の 
軍 常 局 を 悩ま し た 彼 の 周 流産 菌 感染 で あろ う ょ と 


思う 。 か くし て 選 流産 菌 の 二 表 感染 な る も の は 


卓 に 軍 忠 界 の みな ら ボ , 偶 に 本 邦 獣 腎 聖 界 に 
まで 間 常 な 刺 載 と 興味 を まき 起 し た の で ある 。 
公 し 生 ら 終 戦 と 同時 に 軍 の 崩 壌 を みる に 至 つ だ 
我 が 國 で は , 最早 馬 の 大 移動 と いう も の は 超 5 
得 た いと と に な つた の で あら ちる から 従 つて 局 流 
産 菌 の 二 菊 感染 も 馬 流 産 菌 の 浸 染 地 寺 に の み , 
限 地 的 に , 耐 か も 小 規 模 に 凌 生 を みる に 過ぎ な 
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く な る 運命 を 辿る も る の と 思わ れる 。 「 
然し 生 ら 内 因 性 感染 に 至 つ て は 自ら 別 問題 で 
ある 。 本 感染 は その 性 質 上 , 俺 仙 の 存する と と て 
ろ , 今後 と 台 る 引 つ ゞ き 徐 生 す る 可能 性 は ある 
※ が , し か し と れ と て も 箇 て の 軍馬 の 如く 周 が 
大 規模 の 集 園 較 湊 及び 集 園 撃 赤 乃 至 過 度 の 課 役 
第 , 不 自然 肌 つ 不 合 理 な 生活 を 張 い ら る いと と 


が な く な つた の で ある か ら , か いる 内 因 性 感染 
の 凌 生 奉 も 著しい 低下 を 見 る に 至る と と 営 然 で 
ある 。 ( 
_ 従 つて 我 が 國 に 於 て も , 億 仙 に 於 ける 細菌 の 
外因 性 感染 は 勿論 , 内 因 性 感染 $, 特 來 は 欧米 
- と 同様 , 獣 器 牌 具 か ら 開 心 を 持た れ な く な る 運 
命 に ある も の と 思う も の で ある 。 ' 
唯 例 外 的 存在 たよ し て は , 多 敷 葛 疫 馬 を 繋留 し 
葛 抽 血清 を 製造 する 機 開 に 於 て は , 今後 も 引 つ 
づき と の 二 爽 感染 問題 tc 注意 を 失わ な けれ ば な 
ら な いと 思う 。 胞 ち 新 る 機 開 に 於 て 偶々 潜伏 刊 
貸 馬 が 夫 入 れ ら る い 場 合 , 喝 疫 操作 の 強行 に よ 
つて , 属 が 語 作 を 起す 様 に な る と と が あれ ば , 
と の 攻 作 が 更に 内 因 性 感染 を 誘 殴 し , その 結果 
商 中 途 に し て 計 は 侍 れ , か くし て 不測 の 損 矢 
を 招く 危険 が ある た めで ある 。 我々 は 過去 に 於 
て 展 々 苦 き 経験 を 党 め て いる が , 今後 も と の 同 


に 充分 警戒 を 提 わ な けれ ば な ら ぬ と 考え て いる 。 
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選 の 健 栄 性 貧血 の 生化 移 
赤澤 笹 雄 田嶋 嘉 雄 


的 診断 
和賀 正 


BIOCHEMICAL DIAGNOSIS OF EOUINE INEECTIOUS ANEMIA. 


SASAO AKAZAWA,。 YOSHIO TAZIMA and TADASHI HAGA 


1. 炒 言 

ea 無機 物量 の 増減 に ょ る 診 

骨 科 銅 

血液 鋼 

皿 

忠清 カル シウム 

決 度 

・ 焼 酸 臨 

自 . 有機 物量 の 時 減 に よる 虹 診断 
・ 和 独白 窒素 
非 洗 白 窒素 
血清 潤 濁 度 
血 糖 

Sa ガラ ーッ も 
生ま 
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I 緒言 


往 染 性質 血 は 汗 血 臓 衝 並 に 血液 に 主要 の 胡 汰 
を 招 來 する 感染 病 で あつ て , 了 臨床 的 症候 の 具現 
に 先 だ ち , 或 は 妨 症候 清 散 後に 於 て も , 造血 騰 
答 作 至 は 血液 に 何等 か の 比 化 が 現われ る 疾病 と 
解せ られ て いる 。 耐 し て 血液 と 閣 化 が ある と す 
れ ば 必ず や 血清 に 於 て も 成分 の 織 調 が 認め られ 
る わけ で あつ て , 先 人 が と の 獲 調 を 捉え を て 血液 
感 , 欧 疫 言 覧 は 生化 有 的 角度 か ら 追 及 し 生前 診 
断 に 斉 せ ん と し た と と は 募 し 営 然 の と と で あり , 
新 し て 俺 貧 診 断 に 開 し て 極め て 多 敷 の 業績 が 生 
れ た 。 その うち 特に 生化 胸 の 分 野 に 開 す る 文献 
、 を 集 葛 し , 抄録 , 練 逃 し た も の が 本 和 訪 で ある 。 


II. 無 炎 物 量 の 増減 に よる 診 


1. 骨 鹿 鉛 

更 田 (1938) は 動物 の 資 験 的 気 血 に 於 て は そ 
の 甘 碧 機 開 で ある 骨 骸 の 鋼 含 有 量 が 著しく 上 昇 
する と と 着目 し , 俺 貧 馬 骨髄 の 名 含有 量 を 追 
_ 及 し た 。 面 し て 初期 に 於 て 骨 衣 の 活動 部 は 多量 
の 鋼 を 用 いて 血球 再 製 に 欠 め る が , 骨 骸 造 血 力 
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肝 中 


の 奏 退 と 共に 鋼 含 有 基 も 減少 する と と を 認め て 
いる 。 
2. 血液 鉛 
更 田 (1935) に よれ だ 侯 貧 馬 の 正 液 鋼 量 は 著 
し く 減 少し , 且 碧 架 銅 量 $ 概 ね 低下 する と いう 。 
和 価 と の 血液 鋼 量 は 疾病 の 継 過 ょ 窒 接 な 開 連 性 を 
有する ょ 附 志 し て いる 。 ' 
3. 押 鐵 
_ Wsregr (1923) は 馬 の 肌 臓 及び 血液 の 賊 合 
肥 量 を 測定 し 炊 の 如き 所 見 を 得 た 。 先 腫 臓 の 
鐵 含 有 量 に 就 て 検索 し た が , 老齢 馬 は 幼 弱 馬 よ ょ 
0 件 か に 多量 含有 し て いる と と を 知 つ た 。 効 幸 


計 に 於 て 稚 性 刊 気 語 の 脚 臓 は 赤血球 破 壌 現象 の 


ー つ の 表れ と し て 相 営 の 鐵 含 有 量 増加 を 示し た 
が 。 慢性 人 貧 語 に 於 て は か いる 増加 は み ら れ な 
い 。 また 老齢 馬 に 於 て 慢性 億 貧 馬 の 腫 臓 は 健康 


馬 の そ れ に 比 し 一 般 に 鐘 含 有 量 は 少く , 稚 性 令 
竹馬 に 於 て 腫 臓 は 肥大 する が , 位 含 有 量 は 健康 


周 に 比 し 増加 は 極め て 僅少 に すぎ な いと と が 認 
め ら れ た 。 何 腫 臓 の 重量 を みる の に と , 箇 性 俺 作 
馬 は 健康 馬 或 は 慢性 偉 気 馬 の 殆 ん ど 5 倍 に 送 す 


る 。 爽 と 血液 に 於 て 患 馬 の 乾 物量 ( 鐵 , へ モグ 
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ロビ ン び 未 四球) 宇和 は 押 広 局 よ り 小さ いと 


と を 知 つた と 言 は 


熊谷 (1938) は 臣 症 及び 胃 症 馬 各 3 例 の 血 消 
分 析 を 行 つ た 結果 , 前 者 に 於 て の み 碧 消 位 草 
の 上 昇 を 認め 得 た と 言う 。 また 石井 及び 田中 
(1942) は 5 例 の 病 馬 に 就 て 熱 毅 作 の 前 後に 古 る 


貧血 期 に 於 ける 血 病 外 の 閥 化 を 追及 し た 。 その 」 


結果 血清 外 は 熱 庫 作 及び 赤血球 の 一 導 性 増加 の 
時 期 に 増量 する が , 赤血球 の 減少 する に 及 ん で 
こと れい 普 行 し て 減少 し , 熱 分 離 後 赤血球 の 尺 復 
する KC 従 つて 洛 炊 増加 する と と を 知 つ を た と 言う 。 
GoONCAROV (1939) は 俺 條 馬 の 肝 臓 内 に 鐵 化 
合 物 が コロ イド 大 に 存在 する と 言う 恨 読 か ら 肝 
臓 内 Haemosiderin の 化 了 区 的 測定 を 企 略し た 。 
耐 し て 肝 及 び 腫 臓 片 を 鞭 酸 々 性 に 於 て 次 血 腺 を 
以 て 着色 させ , その 人 色調 の 度合 に よ つ て 是 ae- 
mosiderin 量 を 沿 定 し た 。 と の 方 潜 を 用 いて 
200 頭 を 供 試 し て 貨 駿 を 行 つ た 結果 , 病理 組織 
NRNANA9RNRNRGHMMIN 5 
. 血 清 カ ル シ ウ ツウ ム 
横 村 AWCAM0 dl Retraktilitat 
を 減退 させ る 因子 の 一 つと し て 血液 凝固 に 開 係 
ある 血清 カル シ ウ ュ 量 に 着目 し , 氏 KRAMER 
TrspAarr (1921) の 法 を 用 いて 追及 し た 結果 , 血 
清 カ ル シ ウ ュ 量 の 減少 を 認め た 。 
い 5. 湊 度 
奈良 坂 (1938) は 10 例 の 俺 気 馬 に 就 て 甲 其 
腺 世 度 量 を 測定 し , その 含有 量 は 健康 馬 に 比 し 
や い 低 率 で ある と と を 知 つ た と 記し て いる 。 
6. 酸 臨 
井 ・ 田 中 (1947) は 偉 急 馬 の 帝 熱 期 血 清 中 
に は 家 兎 に 肝 レ ー 過 性 抽 血 を 超 さ せる 催 貧 血 物 


質 の 存在 する と と を 報告 し て いる が , その 化 苫 . 


的 性 汰 か ら 氏 等 は 本 物質 を 何等 か の 灯 酸 陸 で あ 
ろう ょ ェ 想 定 し て いる 。 


II. 有機 物量 の 増減 に よる 診 


1. 看 白 窒素 
増尾 (1924) は 億 沼 馬 に 於 ける 血液 成分 の 尊 化 
を 追及 し , 碧 清 ア ルプ ブ ミ ン の 減少 。 グ ロブ リン 
の 増加 , 御 和 企 白 量 の 増加 を 殆ど 全 例 に 認め た 。 
面 し て 疾病 の 圭 快 を た どる も の は アル ブ ミ ン の 





RM や 
と 復 す る が , 死 の 還 師 と を と る も の は 更に と 潤 減 を 
示す と 言う 。 和田 (1931) ぐ や ぁゃ ま た 人 気 馬 の 血 
清 重 白 組成 の 幾 化 を 検索 し , アル ブ ミ ン の 減量 
及び グロ ブリ ン の 増加 を 認め た 。 と の 現象 は 次 
作 中 の も の に 題 閉 で ある が , 慢性 赤 過 司 及 び 居 
復 馬 に 於 て は 微 で あり , 個 骨 に よ つ て は 区 ど 
正常 に 近い も ゃ も の も み ら れ だ と 区 べ て いる 。 まだ た 
有馬 933) は 俺 貧 馬 の 血清 蛋白 を 分 析 定 時 し 
た 結果 , 血 机 全 蛋白 質 , 全 グ ロブ リン , フィ ブ 
リン , オイ グ せ グリ ツン ツ 及 NZ NR カロ アグ 記 家 
第 は 概ね 病 機 に 比例 し て 増加 する が , NT 
紅 OO 
て いる 。 
2 非 重 自 窒素 

鈴木 930) ぐ ② は 人 矯 気 馬 血 清 中 に ビリ ルビ ン 
増加 を 認め , 革 川 及び 林 (1935) も また 同様 の 
成績 を 記 逃 ,, Kozrova et SEMENoV (1936) 
は 毅 病 初期 並 に 克 熱 期 に ビリ ルビ ン 載 加 を 認め 
て いる 。 何 KuBss (1939) ゃ 同様 の 成績 を 得 た . 
が , 然し な が ら と れ を 他 種 疾患 例え ば Vene- 
zuela に 於 て 墓 延 する トリ ペク ツー マ 症 と の 第 
列 に は 用 い 得 な いと 記し て いる 。 ( 

性 .(1935) は 血液 品 鈴 窒素 ( 非 蛋 自 窒素 ) 中 特 
に アミ ン ノ 窒 素 , アマ イド 堆 素 及び イ ンド キシ ー 
ル 骸 を 定量 し た 。 その 結果 アミ ノ 窒 素 量 は 健康 
司 血 液 に 於 て は 約 5<7 mg で ある が 侯 貧 
馬 に 於 て は 埋 後 な が ら 増量 的 傾向 が 示さ れる と 
と が 多く , また アマ イド 福 素 は 大 都 分 が 血球 内 
に 存在 し , その 含有 量 は : 健 康 馬 に 於 て は 20> 
-30 mg 久 で , 人 逢 気 馬 の それ は 僅か 減少 の 傾向 
を 示す が 條 り 大 き な 北 動 は み ら れ な い 。 更に 
俺 貧 馬 の イン ドキ シー ル 合 量 は 通常 0.05> 
0.1mg 多 で あつ て , と の 敷 仁 は 健康 主 の それ に 
比 し 著 明 な 増加 と は 巻 を られ な い 。 個 イ ンド キ 

シー ル 査 は 主として 血 内 lc 存在 する ょ 区 べ て 


い 2 . さ 聞 入 2 


葉 角 窒 素 線量 は 有 熱 期 に 多く , - 解熱 後 問 歌 期 に 
な る と 滞 次 尺 復 す る 。 また 継 過 が 長く 般 作 を 繰 
人 0 に 
減少 が み ら れ る と 言う 。 

宮地 (1935) は 佑 質 馬 の 箇 液 分 析 を 試み を 結 
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Ne し 


_ 果 グル タチ オン は 概ね 減量 ずる と と を 亡 め , 


また 吉 浮 (1937) は 細 処 敷 の みな ら ボ グル タチ 


ォ ン 商 も 減少 する と 記し て の る 。 
3. 皿 清 潤 滴 度 
田川 及び 茅 922) 貫い て 田川 (1923) は 種 


種 な る 血清 移 的 診断 法 の 比較 研究 を 行 つた 後 交 


の 如き 新た な 1 診断 法 を 考案 し た 。 即ち 和信 和 食 
臨 水 5cc Cc 1 硝酸 加里 6 て 10 滴 を 加え を , AN 
れ に 可 検 非 働 性 血清 2 滴 を 滴下 する と , 佑 所 馬 
血清 は 著 明 な 白色 沈 湯 を 生ま る と 言う 。 休 健 康 
馬 及 び 他 種 活 患 に 於 て は 陰性 で ある が , 只 ビ ピロ 
プラ スマ 症 加 馬 の み は 陽 性 を 示し 人 和 と の 鑑別 
は 困難 で ある と 附 記し て いる 。 [ 


有馬 (1924) は 田川 ・ 芝 氏 法 を 追試 し 良好 な 


成績 を 得 た と 記 送 し , 鈴木 (1925) は 和 偶 地 に 鷹 
. 用 し 好成績 を 得 , 本 流 は 簡 な 器具 に より 容易 


行え る と と , 一 時 に 多 敷 供 試 出 來 且 つつ 費用 が 
少く て すむ と と , 経歴 の 不明 な 馬 に 於 て 般 作 に 
先 だ ち 疾病 を 了 柳 知 出来 る と と 等 の 利 申 を 有する 
ょ 推 閥 し て いる 。 

然し な が ら HNArEk (1924) に よれ ば 本 法 は 
特 暴 任 を 鉄 き , 鼻 拍 , 血 斑 病 , 麻痺 性 血色 素 血 
病 に 於 て も 同様 陽 倫 結果 が 得 ら ん れる の で , 田川 
氏 送 に ょ る 診断 に は 臨床 所 見 を 加味 せ ね ば な 
ら な いと 記し , また 石井 及び 渡邊 (1932) は 
Nephezro-Absorptiometer を 用 い 億 人 答 周 , 健康 
司 及び 腺 拓馬 に つい て 連 約 に 昇 来 洒 江 度 測定 
を 行 つ を た が, その 結果 俺 外語 の 油 濁 度 は 相 営 著 
明 な 導 化 が み ら れ る が , 病 機 に 應 じ て 高低 が あ 


り , 具 1 同 の 検索 こよ つて 吊 馬 と 健康 周 乃 至 は . 


他 種 疾 患 馬 と を 居 別 する と と は 困難 で あり , 従 
つて 1 へ 2 回 の 試験 を 以 て 診断 する こと は 危険 
で ある ょ ェ 李 べ て いる 。 

4. 血 姜 


SrmpRAw (1933) に ょ れ ば 一 般 に 俺 気 馬 の 心 
. 臓 及び 筋肉 は 肝臓 より も グリ ュー ゲン の 時 蔵 は 


、 扱 2 とこ と に より グリ ュー ゲン 含有 卒 に 償 値 ある 
1 AN 


高度 で あり , 肝臓 は 佑 仙 ウイ ー ル ス に よ つ て グ 
リョ ラー ゲン 代謝 の 主 な 周 蔵 所 と し て の 機能 を 衝 
さ 和 て の る 如く み ら れ る 。 か よう な 誠に 於 て は 
筋 の グリ ュー ゲッ 含有 量 は 著しく 高い 。 従 つ 
て 組織 聖 的 検索 に 於 て これ 等 の 部 位 を 細心 に 取 
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数値 が 得 ら れる と 延べ て いる 。 まま た 細 谷 岡村 
及び 宮地 (1935) は 俺 損 馬 了 血 液 を 分 析 し た 結果 , 
眞 血 糖 特に 衛 六 糖 の 夫 加 を 認め , 且つ 肪 酸 量 も 
多少 増加 が み ら れ た と 言う 。 

5. カ タダ ラーゼ ぞ 
和田 (1931) ぐ ② は 動物 の 白血球 内 に は 多く の 
パー オキ シダ ー ゼ が 存在 し 人 過 酸 化 水素 を 分 解す 
る 千 に 着目 し , 億 余 馬 及び 健康 馬 の ひそ れ を 比較 
し た が , 前 者 に 於 て 多少 減 の 傾向 が 認め られ 
た だ 。 然し な が ら と の 現象 は 必ず し も る 特異 的 な も 
の で な く , 腺 疫 , ピロ プラ スマ 定 乃 至 は 骨 理 定 
笛 に 於 て も 同様 に 認め られ た と 入 べ て いる が , 
と こい \ に 言う パー オキ シダ ー ゼ と は カタ ラー ゼ を 
意味 する も $ る の と 思わ れる 。 また 吉澤 (1937) に 
ょ れ ば 人 気 馬 血 液 の カタ ラー ゼ は 質 血 に 伴 つて 
その 絶 肝 数 が 減少 する が , カタ ラー ゼ 指 填 の 明 
ら か に に 上昇 し た も の を 供 試 馬 の 年 敷 に と 認め た と 
杜 飲 前 ( 

6. コレ ステ リン 「 
鈴木 930) ぐ 9 は 知名 馬 清 中 に コレス テリ 
ンジ の 増加 を 認め た が , イン ヂ タ カン 含量 に は 動 挿 
を 見 出し 得 な か つた と ょ 記し, 葛西 等 (1931) は 血 
注 コ レス テリ ン を 定量 し , 健康 馬 血 清 で は 60> 
75 mg 欠 で ある が 本 症 思 語 で は 通常 100 mg 須 
内 外 に 増量 する と と , また 時 に は 130mg 易 以 
上 CC 増 量 す る も る の も み ら れ る が , と れれ 等 は 重症 
で あり か いる 例 で は 血 済 グ ロブ リン の 凌 比 増量 
と 並行 する と と , 臨床 病 型 と の 開 係 で は 一 遂 性 
型 誤 は 耐 型 で は 増量 が 少 い か また は 健康 域 に 


ある と と を 送 べ , 価 進 行 性 俺 気 馬 血 清 が 往々 白 


濁す る の は コレ ステ リン の 増量 に 原因 する と ェ 記 
本 し て いる の は 興味 深い 。 

GUILLOT et GUILHON (1934) る また 億 和 谷 馬 
血液 テレ ステ リン の 浴 長 を 追及 し , 4 例 の 人 工 
感染 仔馬 に 於 て 自然 感染 馬 と 同様 Hyperchole- 
sterolaemia ( 過 コ レス テリ ン 症 ) を 認め , 更に 
岡村 (1938) ゃ 慢性 僅 気 馬 4 例 に 於 て 同様 の 成 
策 を 得 て い る 。 また WrrrrFoepsr (1938) は 健 
康 馬 及び 慢性 , 急性 俺 所 馬 計 32 頭 に つい て 3 


ヵ月 聞 に 奄 0 定期 的 に コレ ステ リン を 定量 し た 。 


その 結果 健康 馬 に 於 て は 30>113 mg  ( 下 均 
64 mg ), 慢性 偉 気 馬 に 於 て は 16<119 mg 多 
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( 在 均 605mg 外 ) の 敷 値 を 得 た が , 念 性 加計 


の それ に は 動 搭 が な み ら れ な か つた 。 休 慢 性 俺 貧 
馬 の 熱 庫 作 後 は 多少 増加 の 傾向 を 示し た が , 何 
れ に し て ゃ 診断 に 應 用 し 得る る の と は 基 え られ 
な いと ょ と 逃 べ て いる 。 
' 7. リ ボイド 
DErAcE (1938) は 定型 的 偉 條 或 は 興 に 感染 
し た 馬 及 び 剛 馬 に 於 て 血清 の 溶出 性 リポ イド 次 
プロ テイ ン の 比 は 著しく 低下 する と と を 知 つ た 
と 記し て いる 。 

8. 皿 清 コロ イド 
GoRET & SANpoR (1934) は 始め て 俺 貧 馬 に 
於 ける 血清 コロ イド の 繧 化 に 注目 し , 愚 馬 の 血 
清 か ら 浴 出さ れる リボ ・ プ ロ テ イ ン 量 は 健康 馬 


の それ に 比 し 極め て 少量 で ある こと と , また 上 記 


試験 に 使用 した アル コー ル 及 び エー テル の 腕 響 
に より 生ま る 血清 の 特 任 。 序 ち アル ュー ル の 或 
浪 度 に 於 て み ら れ る 落 光 色 芝 現 は 患 馬 及 び が 健康 
馬 血 漠 に よ ょ つて 異 る と と を 知 つ た と 記 じ , 績 い 
て GoORET, SANDOR 層 DoMERcoQ (1935) は 健康 
馬 , 般 熱 馬 及 び 破 傷 風 アナ トキ シン 高度 葛 疫 馬 
の 各 血 清 に つい て 比較 研 発し た 結果 , 何れ も 佑 
叙 馬 の それ と は 異 る と と を 知 つ た 。 然し な が ら 
氏 等 は 健康 馬 及 び 俺 気 馬 に 於 ける 新 様 な リポ ・ 
プロ テイ ン 率 組成 の 差異 は 直ちに 還 際 的 診断 に 
應 用 し うる 條 値 は な いと 逃 べ て いる 。 
9. 正 餅 

KUDRJASCHOW u. RoOITZKIJ (1938) に よれ 
ば 管 性 借 作 馬 に 於 て は 血 父 反 應 (Blutkuchen- 
reaktion) は 0<27 に 及ぶ が , と の 際 フ イブ 
リ ン 礎 は 纏 度 に 増大 する 。 また 埋 性 俺 貸 馬 の 場 
合 に は 診断 的 結論 を 導き 得る 如き 規則 正しい 戦 
値 は み ら れ な い 。 谷 血 餅 反 鷹 は 馬 の ピ ロ プ ラス 
マ 症 , 嫌 疫 及び トリ ペ ノ ッ ツー マ 症 に 於 て も 同様 
の 結果 が 得 ら れ , 本 反 應 の 強 さ は 熱 庫 作 と 全く 
開 係 な く , 且つ 特異 性 を 鉄 くだ た め に , 侯 気 診 
の 隊 に は 具 補 助 的 手錠 と し て の み 使用 可能 と 言 
生 


1V. 業 物 に よる 診断 


ルカ ーー 
ABDERHARDEN u.FREr (1910) は 舘 招 馬 の 血 


* 






PS 人 
液 及 び 血 清 は 健常 計 の それ より も サポ ニン 溶血 
昌 正 作用 が 強く , 且つ 健常 馬 血 液 及び 光 泊 血球 
は 俺 貧 馬 の それ 等 より も る サポニン い 圭 し 溶解 度 
が 高い 傾向 に ある と と を 認め だ た 。 区 で ABDER- 


_ HARDEN u. WErr (1912) は 俺 臭 , 鼻 靖 及び 敗 


碧 定 等 の 血清 に 就 て 検索 を 行 つ た 結果 , 俺 貧 馬 
血清 と は 反 習 に 鼻 靖 及び 敗 血 定 の 血清 は 著 明 な 
サポ ニン 溢 血 環 正 作用 の 減弱 を 認め た 。 従 つて 
他 に 適 確 な 方 法 の 得 ら れ な い 以 上 , 本 法 を 俺 貧 
の 筐 際 的 診断 に 用 いて 差 変 を な いと 閉 べ て い 
る 。 SN の 

_ BocHar (1911) も 俺 貸 馬 に 於 て サボ ニン 浴 正 
阻 正 能力 の 増 張 を 認め , MErzegR (1912) は 上 
逃 ABDERHARDEN u. WErtL と 同様 刊 貧 , 鼻 靖 
及び 敗血症 血 済 に つい て 賀 験 を 行 つ を 結果, 氏 
等 の 成績 を 月 定 し , 葛西 等 (1931) も ゃ また 多 表 
の 自然 感染 及び 人 工 感染 例 に 就 て の 宴 駿 の 結果 , 


サボ ニン 溢 血 防止 性 の 増強 を 認め て いる 。 


こと これ に 反し SEYDERHELM 父子 (1918) は サ 
ボ ニ = シ 沙 血 阻 正 作用 は 特異 的 な $ る の で は な いと 
逃 べ , ZErLER (1924) ふぁ また 慢性 俺 貧 膨 50 例 
を 供 試 し て 本 作用 を 追試 し 66 外 陽性 の 結果 
を 得 た が , 一 方 健康 馬 に 於 て も 38 の 陽性 を 認 
め , と れ よ り し て 本 作用 を 診断 用 と し て 用 いる 
( 不 と は 用 來 な いと 記し て いる 。 また HALLFoRS 
(1931) は サポ ニン 溶血 法 並 と 血液 計測 定 を 基礎 
と し て 俺 所 の 診断 を 行う こと は 危 際 で あり , 本 
定 の 功 延 を 助長 する 恐れ が ある と 記し , 更に 氏 
(1933) は 種々 な る 型 の 俺 抽 馬 20 例 に つい て 報 
告 し , その 際 た と を サギ = ン 藩 血 法 並 に 血液 計 
測定 が 共に 陽性 で あつ て る 無 條 件 に 俺 貧 ょ 認定 
する と と は 出来 な いと 記し て いち る 。 

2. 胃 5 紀 裕 ま の 

FUOLTON (1930 ) は BENNET & KENNy (1928) 
が , らく だ の トリ ダメ ノ フツ ター マ 症 の 診断 に 試み た 
方 法 を 俺 條 に 應 用 し た 。 と の 旋法 は 可 検 血潮 と 
稀 糧 昇 来 液 と を 混 じ , 潤 濁 , 洗 湊 の 有無 を 検索 
する の で あつ て , 甘 者 は 21 頭 の 供 試 馬 に 放 て 健 
康 馬 血 清 は 昇 来 笑 種 の 1 : 20.000 まで は 沈 渡 を _ 
生ま る が それ 以上 の 稀 租 (Ge 芯 て は 陰性 で ある 
の に 反し , 俺 気 馬 血 清 ご 於 て は 1:50.000 て 
1 : 100.000 に 於 て 喝 性 の 結果 を 得 , - こ とれ まり し 


| 











_ て 本 法 は 俺 所 診断 に 用 いう る と 思わ れる ょ 区 べ 


Av の 。 

MEysR (1931) は 億 貸 眞 正 馬 及び 名 症 馬 を 含 
- む 合計 112 頭 に つい て Furron 反 應 を 追試 し 
区 の 如く 結論 し て いる 。 即ち 1. 少く も 70 
の 適 中 奉 を 得 た 。2. 慢性 型 及 び 急 性 型 共 に 同 程 
度 の 成績 を 示し , 更 C 農 症 を も 制定 し 得 た 。 3. 
本 法 は 長 時 間 を 要 せ ず 面 も 術 式 は 簡 雷 な の で 息 

際 家 に は 甚だ 有利 な 診断 法 で ある 。4. 然し な が 
_ 本 法 に よ つ て 二 爽 的 貧血 症 を 摘 敬 し 得る か 雇 
か に と 開 し て は 今後 の 研究 に また ね ば な ら な い 。 
URBArN 等 (1931) は 多 敷 の 馬 を 供 試し て 偶 誰 
を 行い 1:100,000 昇 求 稀 に 於 て 潤 濁 を 生 ず 
る も の を 陽性 と し て 制定 し た 。 その 結果 俺 損 馬 
16 例 は 陽 任 14, 疑 反 應 及び 陰性 各 1 と な り , 
一 方 健康 馬 58 例 に 於 て は 陽性 13 (と の 13 例 
中 8 例 は 俺 気流 行 地 の も の ), 如 反 應 6 が み ら 
れ た 。 何 腺 疫 馬 5 例 が 陽性 を 示し た が , と の 反 
鷹 は 相 営 長期 に 理 り 持 績 され た 。 また 腺 疫 及び 
克 靖 先 尊 中 の 毅 熱 馬 10 例 は 陰性 を 示し た 。 ま 
た ScHMrrr (1932) は 76 頭 の 局 に つい て 
FurroN 潜 , 届 折 計 に よる アデ アルブミン 居 グ ロブ 
リン 量 算出 並 に 血液 検査 の 比較 賞 駿 を 行 つ た 結 
果 , 偉 仙 の 診断 に は 血液 検査 (赤血球 , 白血球 , 
血色 素 量 , 血液 種 及 び 屈 折 計 ) を 行い , 恒 白 系 
敷 を 主 と し , 昇 来 反 鷹 を 参考 た と すべ き で ある ょ と 
述 べ て いる 。 

ArBREcHT (1933) は ドイ ツ に 於 て 第 一 克 世 
界 大 戦 に 際 し 外地 より の 角 還 馬 の 億 作 検 索 を 行 
つた が , 他 に 適 営 な 方 法 が な い の で 昇 来 反 應 と 
碧 血 球 分 類 と を 診断 補助 に 用 いた が , 昇 来 反 座 
の 成績 は 概ね 沸 栓 所 見 の 結果 に 一 致し た と 記 し , 
OPPERMANN (1933, 1934) は 4.300 に 達する 例 敷 
。 に つい て の 検索 結果 より 1:40.000 以上 の 昇 未 
稀 粗 に 於 て 可 検 血清 の 沈 湊 を みた と き は な は 血清 内 
オイ グロ デブ リン 量 の 増加 は 確 買 で あり , 従 つ て 


被 採血 司 は 億 貸 と みな され る 。 何 潜 伏 任 俺 招 馬 。 
は 採血 の 時 期 に より 反 鷹 程度 に 動 挿 お ある と ょ 


を 誰 め た 。 また 疑 反 鷹 (1 : 20.000<1 : 30,000) 
を 示し た も の に つい て は 血液 台 的 検索 を 併用 す 
る と と が 望ま し く , と れ を 要する に 本 法 は 補助 
的 診 記 送 と し て 極め て 重要 な も の で ある ょ 李 べ , 
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その 後 も 氏 (1936) は 本 法 の 有効 な と と を 絹 調 


放 04O 名 


また RoBrN (1933) に よれ ば フラ ンス に と 於 け 
る 俺 貸 は 既に 土着 的 と な り , その 診断 法 は 無 区 
界 の 興味 の 中 心 と な つて 來 て いる の で ある が , 
本 病 は 慢性 型 並 に 潜伏 型 が ある た め に その 診断 
は 極め て 困難 な も の が ある 。 面 し て 先ず 臨床 検 
索 を 行い , 更に と れ を 付 ける た め 賞 験 室 に 於 
て 血液 検査 を 行う と ょ 人 必要 で ある が , 持 に 
FOrTON 反 鷹 は 術 式 が 簡 な の で 有効 で ある と 
言う 。 何 氏 は 本 法 の 術 式 に つい て 言及 し , 血清 
分 離 後 16 時 間 以 内 に 検索 し て は な ら な いと と , 
血清 は 室 泥 4 日 或 は 氷室 10 日 保存 の ゃ の で も 
使用 可能 な と と , 結果 の 証取 は 2 時 間 後に 行 
うと ょ が 必要 で ある と ょ 等 を 記載 し , LERNER 
(1933) も また 本 反 鷹 は 極め て 有効 で ある と 丈 べ 
て いる 。 

RrETBRocKk (1935) は OpEPERMANN (1933) 
術 式 の 北 法 ( 昇 来 箕 得 液 2cc < 凌 し 環 2 滴 
添加 , 5 分 後 刊 定 ) を 用 い 30 頭 を 供 試 し て 軟 
具 を 行 つ た 結果 , 11 例 が 陽性 と 制定 され た 。 と 
の 内 5 例 は 確 宮 に 偉 仙 で あつ た が , 如 る 6 例 中 
1 例 は 解 種 不能 , 5 例 は 億 條 以外 の も の ( 腺 疫 , 
結 楼 , 導 痛 , 洒 養 障 梨 等 ) で あつ た 。 然し な が 
ら 人 工 感染 億 気 馬 に 於 て 病 圭 の 進展 と 共に 本 反 
應 が 陽 較 し た 例 が み られ た こと と は 極め て 貴重 な 
絶 験 で あつ た と 逃 べ , OPPERMANN 一 派 の 主 引 
と 牙 程度 の 秦 意 を 表し て いる 。 面 し て 昇 来 反 鷹 
に 臨床 所 見 及び 血液 検査 を 併用 すれ ば 相 営 明確 
な 診断 が 期待 され , 他 に 適 営 な 方 法 の な い 現 在 
本 法 は 廉 棄 さ れる べき で は な い ょ 結ん で お り , 
SrgIN (1935) は 自然 感染 及び 人 工 感 染 馬 に つい 
て Furron 反 鷹 を 検索 し た 結果 , 本 反 鷹 は 健康 
馬 血 清 $ 時 に は 陽性 を 時 し , また 他 の 疾病 例え 
ば トリ ペ ノ ツー マ 症 , 鼻 靖 惑 は 出血 性 敗血症 等 
の 李 清 も 高 率 に 陽性 を 示し 俺 損 特異 反 鷹 で は な 
い が , 補助 診断 法 と し て は 惑 程 度 の 償 値 が ある 
如く 思わ れる と ょ と 迄 べ て いる 。 

KANTHER (1937) に よれ ば 本 反 應 は 赤血球 沈 
隆 速度 の 増大 , グロ ブリ ン の 増量 及び グロ ブリ 
ン ・ ア テル デブ ミン 比 の 減少 と 並行 し , 億 貧 診 断 に 
有効 で ある と 記し , 田中 (1941) は 種々 な る 診 
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断 法 の 比較 寅 肥 を 行 つ た 結果 本 反 鷹 は 大 吉 病 症 , 
病 型 に 並行 する と と を 知 つ た と 言う 。 倫 埋 定 の 
慢性 維 過 馬 は 時 と し て 陰性 の 反 鷹 を 時 する が , 
と れ 等 に つい て は 了 臨床 所 見 , 血清 聖 的 検索 惑 は 
病歴 等 を 和 合 判定 すれ ば 正 礁 を 期し 得 べ く , 徒 
02R3NnHY が た SIN 
附 記 し て いる 。 

以上 は FurroN 反 應 を 支持 し た 報告 で ある 
が , と れ 等 に 習 し 本 法 は 俺 損 診 断 に は 使用 し 得 
な いと の 見 解 を 有する 研究 報告 も 多 敷 み ら れ 
る 。 且 ち 先 二 HEckg (1924) は 昇 来 反 鷹 は 特 
異 反 應 で は な く , 偉人 気 司 血 清 で 本 反 應 陰性 の も 
の が 多 敷 み られ る 反面 , 健康 司 乃 至 は 他 種 疾患 
馬 血 清 が 陽 隆 を 示す 場合 が あり , 従 つ て 適 営 な 


診断 法 と は 考え を られ な い の み な ら 才 , 本 法 を 用 


いる と と に よ つ て 誤 つ た 認定 が 行わ れ , 本 病 間 
延 を 助長 する 如き 結果 を 招 容 する 危険 が ある と 
弓 く 反 習 し , Rossr et SAuNIE (1934) は 本 法 
は 不 確 連 で あり , その 敵 中 座 は 70 を と を な 
いと 記し , HILLMER (1935) ゃ また 昇 来 反 鷹 は 
俺 候 馬 に 特異 的 な る の で は な く , 本 法 は 四 C 萌 
験 的 償 値 を する に すぎ な い ょ 逃 べ , その 他 
LAMARRE (1933), SCHERMER (1934) 及び 
DERRIck (1936) も また 同様 本 法 の 診断 的 償 値 
を 藻 定 し て いる 。 

また KoZrLovA et SEMENOV (1936) は FUr- 
ToN 反 鷹 に 於 ける 陽 隆 , 陰性 は 昇 来 の 稀 糧 に 用 
いた 藻 溜 水 及び 血清 の pH と 左右 され , 刊 貧 特 
異 反 應 で は な く , 條 用 償 値 に 乏しい ょ と 言い, 中村 
(1938) の 記載 に よれ ば , 石井 は FurroN 反 庵 
を 追試 し 健康 馬 血 潜 に 於 て も 陽性 が 相 営 高 率 に 
み ら れ る と と (508 例 中 29.4) 探 血 後 時 日 の 
経過 と 共に 陽 隆 血清 も 陰性 に 移行 する と と 等 ょ 
り し て 確 餅 な 診断 法 と は 説 め 難 い ょ の 結果 を 得 
て いる 。 KOUBsS (1939) は FurroN 法 を 用 いて 
佑 仙 と トリ パク フツ ーママ 症 と の 鑑別 を 試み た が 十 
(eeeefi 更に 昇 来 (1:20.000) に 代 

る に 硫酸 銅 (1 : 40.000), 加里 明 養 (1 : 15,000) 
は HO 
試み た が 同様 結果 に 縦 つ た ェ 記 本 し て いる 。 

3. 虹 求 - 決 度 加 里 
棋 村 (1930) ぐ ⑫ に よれ ば 居 外 経過 馬 血 清 中 に 
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は 昇 来 と 結合 し て 沈 浅 を 生 ホ る 物質 ( 拓 自 質 ) が 
増量 し て お り , と の 物質 は 一 定 の 泊 度 加里 液 
に ょ り 溶 解消 天 する が , と れ の 多 宴 に より 極め 
て 容易 に 俺 気 疑 馬 血清 = 非 信人 気 馬 血 清 と ょ を 民 
別 出来 る と 言い , 血清 , 昇 来 水 溶 液 朋 び 浜 度 加 
早 水 溶 液 と の 適 堂 の 組合 社 に よ つ て 生ま る 潤 濁 
消 和 欠 の 有無 に ょ り 制定 する 一 診 世 術 式 を 提唱 し 
た 。 池田 (1931) は 模 村 波 を 追試 し , 偽 賀 馬 
清 と 健康 司 の それ と の 間 に 差 異 は 認め られ る が , 
丁 村 の 標準 に 従 つて 制定 する ょ 適 中 率 は 全 愚 馬 
の 僅か 3 を に すぎ 大 部 分 は 健康 司 の 反 鷹 と 差 
思 が な く , また 一 方 各種 血清 用 玩 疫 馬 に 於 て は 
11%% が 俺 貸主 と 同 程度 の 反 鷹 を 現 わ し た ょ 逃 べ 
KA 2 「 「 
4. カル ミン 

GorrLor et CAupRoN (1939) は CHoRrNg 
(1937) が 人 の マラ リア 診断 に 有効 で ある と 推 


- レ た カル ミン 反 鷹 を 侯 貸 診断 に 試み た 。 こと の 反 


應 は 血清 中 の オイ グロ ブリ ン に 基 因 する 雲 森 燃 
沈 波 を カル ミン 浮 法 液 を 指示 薬 と し て 抽 察 する .・ 
の で ある が , 氏 等 は 本 反 應 と FOLroN 反 鷹 と を 
比較 し た 結果 , 雨 者 が 殆 ん ど 一 致す る 成績 を 得 


- た 。 また 田中 (1941) に よれ ば 本 反 鷹 は 俺 貸 の 


病 定 及び 病 型 に よく 應 し , 補助 昭 診断 活 よ し 


て の 価値 は 極め て 大 で ある ょ 言 う 。 


5. フォルマ リ ン 

荒 用 及び 林 (1935) は KORrEN (1923, 1929) 
が 人 の 居 延 性 心 内 膜 炎 の 診断 に 有効 で ある と 提 
唱 し た 中 性 フォ ル マ リ ン に よる 血清 固 反 應 を 
改 織 し 俺 貧 診断 に 應 用 し た 。 即ち 中 性 フォ ル マ 
リン 1:4 稀 租 液 2 滴 を 血清 1cc cc 添加 。 24 
時 間 室 温 放 置 後 膨 化 し た も の を 陽 姓 と し た 。 本 
法 は 操作 の 簡 軸 な と と , 制定 の 容易 な と と より 
し レ て 極め て 有効 な 診 世 湊 と 思わ れる と ょ と 送 べ , そ を 
の 後 林 (1937) は フォ ル マ リ ン 稀 を 1:2 及び 
1:4 と し , 弟 察 時 間 を 2 及び 5 時 間 後 と する 
と と に よ ょ つて 確 貨 仁 を 一 層 増 すこ と を 得 た と 報 
PC 

嗣 井 (1937) は 荒川 ・ 林 法 を 改良 し 使用 時 間 
の 短 紙 を 計 つ て いる 。 面 し て 氏 は 本 反 鷹 は 腺 疫 
その 他 の 疾病 に も 陽性 を 示す が , 臨床 所 見 を 併 
せ 検 討 す れ ば 類 症 和 鑑別 は 困難 で は な い ょ 記し て 









中 


ww る 。 BRUNSCHWICK et DAvVESNE (1937) る まま 


た 血清 1cc に 市 販 フ ォ ル マリ ン 1 滴 を 添加 , 室 


温 放 置 6 時 間 以内 に 俺 貧 馬 の み 陽 性 を 示す と 言 


_ い , 本 法 は 術 式 が 簡 軍 上 且つ 反 鷹 が 鋭敏 な の で 診 


断 に 極め て 有効 で ある ょ 推 壮 し て いる 。 何 今 岡 
及び 中 島 (1939) は 林 波 及び 路 井 決 を 追試 , 更 
に 簡易 決 を 考案 し て いる が , と れ 等 の 方 法 は 腺 
疫 開 係 馬 並 に 膜 瘍 帯 有馬 に も 陽 隆 を 示す と ょ と 及 
び 非 俺 気 語 に も 陽性 を 示す 場合 が ある と と を 記 
載 し , と れ が 解決 は 今後 の 研究 に 侯 つ ょ と 附 記し 


な 


上 逃 の 如き 諸 報 告 に 反し , LAMARREg (1933) 
は フォ ル マ リ ン 反 應 を 夷 定 し , また を WrrTFocEr 
(1939) は 発 川 ・ 林 法 を 追試 し た 結果 , 健康 馬 も 
時 に は 陽 隆 を 示す と と , 慢性 俺 気 馬 に 於 て 展 々 
陰性 が 記録 され る と と , 人 工 感染 馬 に 於 て 俺 貧 
ウィ ー ル ス 挨 種 前 と 接種 後 の 反 應 に 差異 が 認め 
られ な いと と , 普 C 術 性 俺 包 馬 の 熱 庫 作 期 と 無 
吉 期 と に 於 て 差 が み ら れ な いと ょ 等 より し て 本 
反 鷹 は 綱 際 的 診断 に は 合用 し 得 な い ェ 論じ, 何 


田中 Q341) ゃ また 本 流 は 使用 債 値 に 乏しい と 
_ 記し て いる 。 


6. ア デン モン 酒精 
吉本 Q930) は 病理 組織 學 的 検索 の 際 血 鐵 検 


出 に 合用 する 硫酸 アン モ = ェ ウム ュ 酒 精 水 沙 液 を 但 


気 同 血 清 に 作用 せしめ て 生ま る 洞 濁 沈 泊 は 佑 
の 診 刻 に 用 いう る と し , 更に と の 反 鷹 を 明確 な 


_ ら しめる べく トリ ペン ロー ト 及 ば だ クリス タル ヴ 


ィ オ レッ ト を 加 を て 色調 の 閥 化 を も 追及 し , か く 
レ て 潤 濁 ・ 沈 減 及び 色調 敵 化 に ょ る 俺 質 診 断 法 
を 創案 し た 。 価 本 法 の 間 施 に は 室温 (20*C 内 外 ) 
が 最適 で あつ て , 振 傘 は 不良 の 影響 を 及ぼ すこ 


ょ と, また 腺 疫 或 は ピロ プラ スマ 症 に 於 て る 陽性 


を 呈す る 場合 の ある と と を 附 記 し て いる 。 貫い 


。 て 宮本 及び 安岡 (1931) は 本 法 は 70 守 の 陽 任 


挫 を 示し , 耐 し て 赤血球 敷 の 少 い も の 程 反 應 の 
確 還 度 が 大 で ある ょ 逃 べ て いる 。 

と れ に 凌 し 鈴木 (1930)② は アン モン 酒精 法 
は 俺 貧 診 断 に は 不適 営 で ある と し , 田中 (1941) 
る また 同様 の 見 解 を 逃 べ て いろ る 。 

7. 機 酸 ・ 浜 度 ・ 浜 度 加 里 


' HALTENHOFEF (1937) は 人 の 閣 診 世に 用 いら 


リ 
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れ て いた Borgro 反 應 を 修正 し , 格 機 酸 , 激 
度 及び 浜 度 加 里 液 の 量 を 適 営 に 配合 し た 上 と れ 
を 俺 貸 の 診 秘 に 應 用 し た が , 特異 性 を 認め 得 才 , 
従 つ て 利用 全 値 が 少 い ょ と 記 交 し て いる 。 

“ 8. 硫酸 アプト ロ ビン 
松葉 等 (1932) は 自律 紳 綴 毒 特に 硫酸 アト 
ビ ピン を 用 いて 侯 代 の 診 過 を 試み た 。 胞 ち 該 刑 の 
0.01<0.05 g を 皮下 注射 し , 注射 後 1 時 間 の 継 
過 を 観察 する ょ 健康 馬 は 脈 捜 の 増加 並 に 血 礎 の 
上 昇 を 挫 す が , 俺 外語 に 於 て は 有 捜 の 増加 の み 
で 血 訂 は 却 つ て 降下 する 傾向 が み ら れ , と の 現 
象 は 特に 貰 症 馬 に 於 て 著しい 。 但し 俺 質 経過 馬 
で 血 訂 が 一 時 的 に 上 昇 す る る の が ある が , と れ 
等 に 就 て も る 薬 刑 注射 後 3 時間 に 理 つて 装 察 すれ 
ば 健康 語 と の 差異 が み ら れ る と 言う 。 

V. 太 中 の 有機 物量 の 増減 に 

よる 診断 

WgipricH (1932) に よれ ば 愚 馬 尿 に 於 て は 程 
度 の 差 こ そ あ れ 強 度 の 蛋白 含有 が 確認 され , ま 
た 1 回 熱 襲 作 馬 7 例 に 就 て 行 つ た 蛋白 試験 に 浴 
て は 5 例 C 陽 性 (4 例 0.25%, 1 例 7.5%) を 認め 
7 

得 谷 及び 吉川 (1935) に よれ 俺 気 馬 尿 の 比 
車 は 軽く , 秩 窒素 濃度 $ 低 い 。 但し 粘液 を 混 有 
する 硝 に 於 て は 比重 は 重く , 綿 窒 素 量 も 大 で あ 


る 。 仙 難 遂 作 を 距 る と ょ 遠い 無 替 期 患 周 の 尿 比 ・ 


重 は 健康 語 の それ と 差異 は み ら れ な いと 言う 。 
また 俺 作 周 の ウロ クロ ー ム 及び ウロ クロ モー ゲ 
ン 排 出 革 は 精々 減少 し , フェ ノー ル 條 は 高く , イ 
ミダ ッ オ ー ル 條 は 低い 傾向 が あり , 且つ 屋 々 高 
田 氏 尿 反 鷹 陽 人 性 を 示す と 記 区 し て いる 。 更に 福 
谷 (1938) は 億 貸 馬 10 例 の 尿 を 分 析 し た 結果 
グリ コ ュ コール, リシン 等 は 減少 する の K 反し , 
アミ ノ 酸 線量 は 健康 語 の それ より も 大 と な る の 
を 認め て いる 。 ' 
VI. 理 明 的 診断 
LEHNERT (1925) は 俺 所 の 病 腔 に 應 じ て その 
血清 中 の 各 看 白 濃度 の 比 が 半 化 する と の 球 想 の 
下 と , と の 穫 を 追及 すべ くく 重水 屈折 計 (Inter- 
ferometer) を 用 いて 買 験 を 行 つ た 。 と の 平 沙 
屈折 計 の 感度 は 極め て 敏感 で , 通常 の 届 折 計 
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54 
(Reflactometer) で は 渦 定 困難 な 濃度 の 織 化 も 
算出 きれ る 。 貨 談 の 結果 健康 馬 に 於 て は 血清 邊 
白 含有 量 の 最低 は 6.025 多 (と の 値 は 生理 史 に 
開 す る 成 書 に 記載 され て いる 敷 値 に 大 航 一 致す 


る ) で あつ た が , 123 頭 の 俺 当 眞 正 及 び 濾 厚 疑 


似 馬 に 於 て は 54 例 (44 狐 ) が 明か に 低い 値 を 
示し , その 最低 は 2.79 タ で あつ た 。 また 2374 頭 
の 革 度 疑似 馬 に 於 て も 54 例 (14) の 陽性 成績 


を 得 た 。 然し な が ら と の 濾 度 比 の 減少 は 俺 作 特 


異 の も ゃ る の で は な い ょ ェ 逃 べ て いる 。 
KRAMOROVSKY (1929) は 俺 委 馬 及び 健康 馬 
に 於 て 血液 の 相生 度 及び 凝固 血 延 の 差異 を 検索 
し た が , 一 定 し た 成績 は 得 ら れ な か つた と 言う 。 
また 鈴木 (1930) ぐ ? は 偉 貸 馬 血清 に 就 て 分 光 鏡 


検査 を 試み た が , 特典 の スペ クト ル ふ を 縮 見 し 


得 な か つた と 記し て いる 。 
VHI. 結 言 


以上 生化 駒 的 診断 領域 の 文献 を 通 覧 する と , 
多 敷 の 研究 者 が 種々 な る 観 同 か ら 検 索 し , 或 者 
は 診 秘 可能 と し , また 或 攻 は 診断 不可 能 と 論じ 
て いる の で ある が , 俺 貸 の 病 型 乃至 は 病 奏 を 考 
慮 する 時 , その 何れ も が 事 資 を 挿 察し て 得 た 結 
論 で あろ うと 思わ れる 。 

生化 聖 的 診断 法 な る も の が 俺 希 ウ ィ ー ル ス と 
の 直接 反 座 で は な く , 軸 に ウィ ー ル ス の 侵入 増殖 
に よ つ て 惹起 され た で あろ う 血 液 , 血清 乃至 は 
尿 に 於 ける 披 知 物質 の 時 的 及び 質 的 抽 化 を 提 え を 
る と と で ある 限り は , 億 任 の み に と 特異 的 に 出現 
する 反 應 を と の 領域 に 求め る と と は 極め て 困難 


6 と と 基 え られ る 。 即ち 本 領域 の 反 鷹 検索 は . 


軍 に 補助 的 診断 結 と し て の み 存在 償 値 を 認め 
人 


各種 検索 も , 他 領域 の 種々 な る 診断 法 に 併用 さ 


れ た 場合 始め て 有意義 と な りう る も の で あろ 
ッ が 

か いる 見 地 か ら す る も , と に 注 目 す べき は 
石井 等 (947) の 催 徐 血 物 質 に 開 す る 楽 績 で あ 
つて , 該 物質 は 俺 作 の 場合 に の み 出 現す る 特異 
物質 と し て 今日 まで に 知ら れ た 唯一 の も ゃ の で あ 
る べく , その 本 態 の 一 日 の 7 られ ん 
と と を 望ん で 止ま ない 。 
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馬 の 偉 楽 性 貧血 の 臨床 血液 遇 
真 善 


三浦 四 邸 濱田 


生 o NrPRZ 田 


CLINICAL HEMATOLOGY OF PEOUINE INEECTIOUS ANEMTIA. 


SHIRO IMIURA, SUKEKAZU AMADA AND SADAYOSHI UEDA 


。 結 言 

IL ル . 血液 性 汰 の 一 般 的 細 化 

・ 血液 の 理 避 的 性 状 

. 皿 球 容量 比 及 び 赤 血球 沈 隆 速 度 
血色 素 量 及び 血色 素 係 敷 

赤 正 球 

白血球 


の AR の DS ロ 


-T 緒 


局 の 偉 薄 貧血 の 病 竹 上 及び 正 液 駒の 性 格 上 。 
本 症 の 血液 胸 的 所 見 に 関す る 縮 表 は 有 束 し い 敷 に 
上 つて いる 。 然し 本 論文 は 本 症 の 診断 を 目途 と 


唱 


- し た 血液 嫌 化 の 研究 , 即ち 臨床 血液 學 に 関す る 


_ 諸家 の 研究 業績 を 紹介 する の を 以 て 目的 と し て 
、 い る の で ある か ら , 俺 任 の 血液 病理 股 に 就 て は 
全 :《 言及 し な い 。 

佑 仙 馬 の 現 わす 血液 台 的 所 見 の 診断 的 意義 を 
正しく 把握 する た め に は 該 還 馬 の 示す 血液 像 を 
際 め 正確 に C 知 つ て 誠 か な けれ ば な ら な いと と は 
言う まで も な い 。 然し 俺 貧 は 他 の 多く の 偉 染 病 
と 異 0 その 紀 は 甚だ 多種 多様 で あつ て , 中 に 
は 初回 熱 衣 作 を 経過 中 死 の 甲 師 を と る 甚 委 性 型 
も ある が ,' 多く の 病 例 は 不定 の 間 歌 期 を 以 て 敷 
回 若しくは それ 以上 の 熱病 作 を 反復 し た の ち 渦 
現し , 又は 所 調 無難 絶 過 馬 と な る の で ある 。 か 
か る 無 熱 経過 馬 は 表 内 に ィ ー ル ス を 保有 し な 
が ら 送 < 再 肖 を 見 に 生涯 を 終る 場合 も あり , 
また 何等 か の 誘因 に よ ょ つて 展 < 再 衣 す る 邊 人 結 
桜 を 科 徳 させ る も の が ある 。 多 論 刊 抽 の 病 型 は 
以上 の べた 如き も の の み で は な く , その 上 本 症 
で は 種々 な 細菌 の 二 玉 感染 を 見 る 場合 も あつ て , 
_ ま と と に その 継 過 は 王 差 高 別 で ある 。 


ーー 


区 
6.。 血小板 

昔 . 本 症 の 血液 聖 的 診 ( 
1 疾 定 急 軸 の 上 か ら 見 た 他 重則 馬 


の 忠 液 匂 化 
2. 本 症 の 咽 液 聖 的 診断 
IMV. 結 言 
交 貢 


刊 條 の 過 は 上 区 の 如く 複雑 を 極め た も の で 
ある か ら , その 血液 像 $ 赤 各種 の 病 型 及び 病 期 
に よ ょ つて 相 堂 異 る る $ の で は な いか と 巻 を る の も 
今日 の 血液 台 の 常識 ム か ら 推し て な し ろ 営 然 と 言 
を よう 。 従 つ て 本 症 の 血液 胸 的 媛 化 の 冥 衣 を 知 
る た め に は , まま 臨床 的 に 最も 題 著 な 病 訳 を 呈 
する 縮 熱 期 を た 中心 と し て , その 酒 的 総 過 に 洛 つ 
て 碧 液 像 を 研究 し を た 業績 を 検討 する の が 近道 な 


。 よう に 思わ れる 。 一 方 買 際 に 於 て 理 人 が 日 常 血 


液 検査 の 必要 を 痛感 する の は 特殊 な 研究 目的 を 
以 て する 長期 製 察 可能 な 馬 を 翌 象 と する も の に 


於 て で は な く , むし ろ る 偶 芝 性 の 偽 貸 召 似 同 , ま 


た は 詳細 な 京 告 を 聴取 し 得 な い 多 敷 馬 の 一 丈 検 
診 に 遵 台 する 場合 な の で ある 。 

か くし て 億 貸 馬 に 於 て 毎 常 親 察 さる い 何 等 か 
の 特異 的 血液 処 的 所 見 が 縮 多 され て いな い 限 0, 
本 症 の 血液 聖 的 診断 に は 多く の 困難 と 疑義 が 残 
され る 可能 性 が ある 。 

叶 . 血液 性 状 の 一 般 的 柚 化 
1. 血 液 の 理 映 的 性 芝 

今日 の 血液 誤 の 立場 か ら 基 を える と 極め て 幼稚 
と 思わ れる 指 察 方 法 も , 侯 貸 研究 の 友 明 期 に 於 
て は , 本 症 研究 上 有力 な 手 了 区 り と し て 重要 語 さ 
れ た も の で あろ う 。 また 血液 , 血清 及び 血 軸 が 
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示す 肉眼 的 拭 汰 は 資 な は 血液 を 構成 する 種々 な る 
要素 の 幾 化 を 綿 合 し た 所 見 に 外 な ら な い の で あ 
る か ら , 現今 に 於 て も か いる 北 汰 を 圭 琶 する こと 
と は 許さ れ な い の で ある 。 

A. 液 

漂 度 FROHNER (1886) , OsTERTAG (1890 ), 
CARRE et VALLEE (1906, 1907), KKINsLsy 
(1909), 大 塚 (1909, 1910), 佐 ぇ 木 ・ 城 井 (1909), 
LoRscHEIiD (1916), 葛西 等 (1931), CERrsrr 
(1932), Wsrprricg (1932) 及び QogNrrN (1932) 
等 は 何れ も 血液 濃度 及び 色調 が 笑 薄 化す る の を 
認め て いる 。 ま た LoRscHgrp (1916) は 時 に 血 
液 は 終 色 を 如 び る と も 言う 。 と と ろ が KRYNITZ 
(1913) は 俺 貧 馬 血液 は 深 の 如き 外 級 を 呈し た と 
記載 し , の ち Howurov (1936) は 准 急 作 及び 


急性 型 患 馬 の 一 部 に 於 て は その 血液 は 黒色 粘 処 


化す る と 役 表 し た 。 

粘 筒 度 血液 粘 向 度 の 交 化 に 開 す る も の と 
レ て は BAARs (1921), Norrzs (1921) , ScHAAr 
(1923), HOBNgs (1924), KRAwMorovsky (1929), 
宮川 ・ 中 村 (1930), 葛西 等 (1931) 及び HoMuroyv 
(1936) の 病 表 を 見 る 。 先 ま BAARS (1921) の 
記載 に よれ ば 被 検 俺 代 馬 9 頭 中 6 頭 の 血液 粘 
租 度 は 著 明 に 低下 し た と の 事 で ある 。 NorrTzp 
(1921) 及び ScHAAF (1923) は 同様 に 俺 代 司 血 
液 相 箇 度 の 低下 を 認め た 。 HUOBNER (1924) に よ 
る と 健康 馬 c 於 て は 2.9 こ 5.3, 座 均 4.35 で あ 
る が , 俺 作 馬 で は これ より 低く 2.2<3.5 を 示し 
た だ た 由 で ある 。 また KRAMorovsky (1929) は 
同じ く 9 頭 の 億 哲司 の 病 的 絶 過 に 従 つて 滴 敷 


計 (Stalagmometer) を 用 いて それ 等 血液 粘 般 


度 の 導 化 を 追及 し た が , 特記 すべ き 成績 を 政 め 
な か つた と 言う 。 宮川 ・ 中 村 (1930) に よろ る ェ 
健康 馬 36 頭 で は 血液 粘 租 度 3.8<4.6 (Hess) 
を 示し た が , 俺 外 馬 に 於 て は 3.0<3.4 で あつ た 
と の と と で ある 。 区 に 葛西 等 (1931) が 自然 感 
楽 馬 45 頭 及 び 人 工 感染 馬 5 頭 に 就 て 検査 し た 
こと ろ に よる と , 赤血球 敷 , 血色 素 量 及び 血液 
粘 生 度 の 各 値 は 相 記 に 大 骸 正 比例 すべ きも の で 
ある が , 血清 粘 租 度 大 な る 時 , 他 の 二 考 の 値 に 
比較 し て 血液 粘 般 度 過大 な る こと あり 。 駐 血 液 
粘 和 度 3.0 (Hess) 以下 な る 場合 は 赤血球 数 も 
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械 ね 300 高 以下 に 減少 し た 直 で ある 。 な お 氏 侍 
は 健康 馬 14 頭 の 血液 粘度 は 41 て 5.7 な る に 
装 し て , 俺 貧 周 に 於 て は 2.1<5.1 を 示す 事 寅 を 


記載 し て いる 。 上 角 逃 の 如く 革 OMurov (1936) 


は 一 部 患 廣 の 血液 は 吉 色 粘 稲 な り と 記し た 。 
比重 HOBNER (1924) に よる ょ 健 誠 馬 及び 


停 貸 馬 に 於 て 夫 <1.042ー1.053 及び 1.034 こ 1.039 


で あつ た 由 で ある 。 

迫 固 性 血液 の 北 固 延 若しくは 不全 を 記 
載 す る も の を 患 ばる と , CARRE et VArLEE (1906, 
1907), 大 塚 (1909, 1910), 佐 ぇ 木 ・ 城 井 (1909), 
MAck (1909). VAn Es 等 (1911), SgypERHErM 
父子 915), Lomscrerp (H916), WIRrm 919) 
BAARS (1921), PANrssgr (1931), QugNrrN 


(933), VERcg (1933), KRAr (1934), CARRg 


et VERcg (1935) 及び HoMurov (1936) 等 で 
ある 。 然るに ABsrErN (1919) は 俺 貧 馬 の 血液 


_ 北 固 は 健康 馬 の そ れ に と 北 較 し て 促進 され る と 称 


し て いる 。 更に REINgARpT (1919) は 人 欠 り 運 


延 し な いと 枯 べ だ た 。 KRAMorLOVsKY (1929) は 
俺 候 馬 9 頭 に 就 て それ 等 血液 の 北 固 時 間 を 測 


定 し た と と ろ , 1 へ 28 分 を 要 し た と 言う 。 な 
な KugHAR (1937) の 和 験 に よる と 健康 馬 の 北 
血 所 要 時 間 は 12 分 30 秒 て 12 分 45 秒 で ある 。 
また WEBgR (1937) は 依 招 の 病 的 総 過 従 つ 
て , その 北 血 時 間 を 追及 し て みた が , それ は 個 
組 に よ つ て 異 る る の の 如く , 或 例 で は 眉 延 し , 

他 の 例 で は 正 常 若しくは 理 度 c 斉 延 する の を 
認め , 結局 北 血 時 間 の 選 速 は 本 症 の 病 型 及 び 病 
期 と は 開 係 の な い 所 見 な り ょ と 巻 を た 。 一 方 忠 村 


(1938) は 急性 例 の 初期 に 於 て 血液 省 固 時 間 は 短 
紗 さ れる 傾向 が ある が , 中 期 及 び 末 期 に は 奈 明 


c 延 長 する か , 全く 北 固 不能 を す ょ うに な る 
と 言い , また 和敬 作 を 頻 同 反復 し た 亜 念 性 例 の 無 
熱 時 , 慢性 例 及 び 潜 伏 例 の 一 部 に 於 て る 凝 血 避 
延 又 は 不全 が 認め られ る と 報告 し て いる 。 石 非 
(1940) の 報告 は 無 熱 期 軸 馬 の 所 見 に 開 す る 
も の で ある が , 上 記 中 村 (1938) と 同 一 意見 を 
述 べ た も の で あめ ら る 。 ' を 
血 餅 収縮 血液 治 固 に 開 連 し て , 血 餅 の 政 納 
力 に 開 す る 記載 を 迎 つ て みる と と と する 。 先 ま 
CARRE et VArrEE (1906, 1907) は 俺 衝 馬 の 血 
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餅 は 柔軟 な り と 言い , また AgErgrN (1919) は 


血 餅 は 膨 様 の 凝 塊 と な り 全 血 の 80<90% を 丘 
め , 健康 語 の 10% な る に 比較 し て その 容積 其 
だ 大 な 0 ェ 逃 べ て いる 。 横 村 (1930) は 健康 馬 , 
俺 氏 絶 過 司 及び 他 の 疾患 次 歴 馬 の 血 鱗 収 旋 を 
比較 研究 し た 。 ち , 氏 は 一 定規 格 の 小 試験 管 
と 採血 し , 肖 碧 後 血 清 の 析出 を 促し , 全 血 往 飛 
に 翌 す る 血清 礎 の 高 さ の 比 と 100 を 乗じ た 敷 値 
を 以 で 血 父 政 底力 と し た 。 か くし て 健康 馬 198 
頭 に 於 ける 該 必 紙 カ は 15.00 て 45.50 座 均 24.90 
な る と と を 知 つ た 。 爽 で 健康 馬 6 頭 に 就 て 1 日 
申 の 時 間 的 季 動 を 検 し た と と ろ , 午前 2 時 が 最 
、 低 (19.45) を 示し , 三 後 増加 し て 午前 8 時 最高 
(28.96) c 舌 し , . 午 後 4 時 以後 は 下降 し , 更に 年 
後 10 時 前 後に 再び 増加 る と と を 確認 し た 。 ま 
た 俺 貸 以 外 の 酸 往 定 を 有する 馬 9 頭 で は 17.64 
て 47.37 夫 均 27.57 で あつ た 。 一 方 俺 沼 綴 過 司 
、c 於 て は その 血 鐘 政 護 力 は 概ね 15.00 以下 で あ 
り , と の 減退 は 血清 みあ ル シ ュ ー ふ 量 及 び 血 小 
板 敷 の 減少 に 起因 する も の ょ 氏 は 考え て いる 。 
WipsR (1936) も 血 餅 収 底力 を 追及 し た と と ろ , 


俺 貸 初 回 熱 衣 作 以後 明 と 減少 し , 強い 藻 作 時 に 


は 収 底 し な いと と も ある と 言う 。 更に 解熱 後 と 
か, 縮 作 間隔 が 延長 する 場合 に は 政 縮 力 は 犬 と 

な り , 再び 健常 値 に 復 師 する も の で あつ て , 港 

伏 例 で は 全く 健康 馬 の そ れ と 異 ら な い ょ 記述 し 
。 で いる 6 ' 

な 束 , CARRE et VArLrLEEg (1906, 1907), 
FRIEDRicH (1908),。 VAn Es 化 (1911) 及び が 
KRYNirz (1913) は 俺 貧 馬 血液 に 於 て 血球 が 束 
に 自然 泌 集 し て 洗 滅する 事 冥 を 認め た 。 

B. 血清 及び 血 導 

血清 栃 出 血液 基 固 及び 血 餅 履 溢 力 の 北 化 

、 に 了 連 し て , 血清 析 肌 の 良 が 若干 の 研究 者 に 

まつ て 取り 上 げ ば られ て いる 。 

大 芝 (1909。1910) は 億 所 馬 に 於 て は 血清 
の 析 出 不良 な り と 逃 べ た 。 次 で VAN Es 等 
(1911), Losscgrp (1916), ABgrgiN (1919), 
WiRrg (1919), 本 遼 (1927), 横 村 (1930), 
WErpriCH。 (1932)、 LEMETAYER 
HoMourov (1936) 及び WEBgR (1936) 等 も か い 

] る 事 敬 を 認め て いる 。 特に ABELEIN (1919) 


(1933), 
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は 採血 後 9 時 間 を 元 過 する も な あ ぉ 1 滴 の 自 壮 


を も 析出 し な じい 場合 あり と 言い ,。 また WiRrg 


(1919) は 衝 性 例 に 於 て は 慢性 例 に 於 ける よ 


. り 一 大 血清 析出 不良 と な る 傾向 あり ょ 報じ 


7 が 4 

色調 CARRE et VArLEE(1906, 1907 ) は 俺 答 
馬 の 血 禁 は 臣 色 また は 終 黄色 を 呈し , 展 々 蛋白 
色 を 著 び 且つ 二 色 性 (dichroigue) な ろ る と と が あ 
つて , か いる 条 化 は 急性 型 及 び 亜 急性 型 の 熱 華 
作 期 に 於 て 特に 題 著 に 現われ る と 区 べ て いる 。 
また Losschrp (1908) は 血 禁 は 暗 資 色 か ら 称 
色 と な り , 二 色 性 を 呈す る と と 展 そ な り ょ と 言い , 
か いる 二 色 性 を 呈す る の は 血色 素 が 血 茜 に 移行 
し た 久 で ある ょ 記 湖 し た 。 、 次 に 佐々 木 ・ 城 井 
(1909) は 重症 例 に 於 ける 血清 は 本 來 の 色調 た る 
棒 黄 色 で は な く , 次 白色 を 帯び る に 至る と 言う 。 
HEMPEr (1908<1909) は 血清 が 筐 終 化 し , 惑 は 
膳 汁 色 素 を 含む 事 連 に 注目 し て いる 。 更に VARN 
Es 等 (1911) は 信 貧 馬 血 清 の 色調 は 多く の 場合 
測 厚 で あつ て , 時 に 如 終 色 に 絆 まる と 報告 し て 
いる 。 LoRscrEIp (1916) に よる と 森 定 馬 血 清 
は ボ 隊 微 に 油 濁 し , 如 終 色 な る 由 で ある 。 RgiN- 
HARDT (1919) も また 俺 貸 血 清 は 一 般 に 潤 濁 す 
る の みな ら ず , 沈 色 乃至 黄 赤 色 を 呈す る と 幼 表 
し た 。 同年 WiRrH (1919) は 本 症 馬 血清 は 展 
展 特 徴 的 外 製 を 具 を る も の で , 黄 弥 色 と な り , 
後に は 蛋白 色 また は 盤 光 色 を 呈し , 時 に 氏 様 に 
白濁 する も ので, と これ 等 所 見 は 病 奏 が 相 営 進 
ん で 始め て 現われ る と 記 枯 し て いる 。 その 後 
PANrssEgT (1931) は 血清 色調 は 病 期 に よ つ て 
一 定 し な い が , 概して 濃 昔 人 色 と な る 和 旨 報 告 し た 。 
その 他 , 葛西 等 (1931), Wirpricg (1932), 
LEMETAYER (1933), PAcNoN (1933), QUENTIN 
(1933), VERcgs (1933), FAURE (1934 ), SrEck 
u. STIRNIMANN (1934), CARRE et VER (1935), 
WEBER (1936) 及び NEUMANN-KLEINPAUL U. 
WEysRs (1937) も 俺 気 馬 血 清 令 は 血 禁 の 色調 
聞 化 を 認め た 。 

と れ に 反し て , AsprErN (1919) は 俺 貧 司 血 
清 は 透明 で 赤 味 を 和 失う も の で ある と 言い , また 
BAARS (1921) の 報告 に は 本 症 馬 血 清 は 有 熱 時 
に 於 て も その 人 色調 に 本 質 的 凶 比 を 来 さ ぬ と ェ 迄 べ 
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られ て ある 。 本 胃 (927) な 人 の 
色調 に 異常 な し と 報 告 し て いる 。 

BrUM (1930) は 俺 貧 馬 血清 の 色調 は その 個 骨 
及び 病 期 に よ つ て 異 る る の で ある か ら 今後 研究 
すべ き 間 題 な り と の 見 解 を 敬 表 し た 。 

粘 舟 度 , 屈 折 牽 及び その 他 WIRTg(1919) 
は 俺 貸 馬 血 清 粘 生 度 は 高まる と 移し た が , HOB- 
NER (1924) に よる ょ 血 角 の 粘 舟 度 は 健康 司 に 於 


て 1.95, 俺 沼 周 で は 1.70<2.40, また 血清 は 健 


康 馬 1.70<2.40, 俺 作 周 1.30<2.00 な る 由 で 
ある 。 宮川 ・ 中 村 (1920) は 本 症 周 血 消 粘 征 
度 は 健康 馬 の そ と れ (1.52.0) 一 Hess 一 と 大 差 
な い が , 赤血球 沈降 速度 が 促進 する 場合 に は 毎 
常 血 清 粘 租 度 は 低下 する ょ と 言う 。 ま た 葛西 等 


(1931) は 健康 馬 30 頭 及 び 俺 貧 馬 約 50 頭 の 血 ' 


清 粘 舟 度 及び その 届 折 卒 を 比較 研 完 し た と と 
ろ , 健康 司 血 清 粘 策 度 は 1.55~1.90 (Hess) で 
あつ た が , 俺 貧 馬 で は 1.45 こ 2.30 を 示し , また 
屈折 卒 は 健康 馬 51.80>59.30 (Pulfrich 肖 濱 財 
折 計 に よる ), 和信 貧 馬 43.20 こ 65.10 で あぁ つた と 
記し て いろ る 。 更 に 氏 等 は “ 血清 粘 生 度 及び 正 清 


屈折 卒 の 値 は 大 本 に 正 比例 すべ きも の な れ ど 


も , 本 症 の 攻 直後 及び 胡 作 後 の 同 復 不 充 分 な 
る 場合 に 於 て は 粘 箇 度 の 値 に 比 し て 届 折 奉 の 包 
小 な る 事 多 し 。 然 れ ども 紅 作 後 の 同 復 充分 な る 
も の , また は 潜伏 性 と な り た る も の に あり て は 
画 者 の 開 係 健康 血清 と 異 る 所 な し 。 深作 ある も 
征 誠 陵 微 の 例 に 於 て は 該 開 係 の 抽 化 僅少 に し て , 


婦 康 血清 の 北 異 城 を 超え ざる 事 稀 な ら ま ” ェ 報 


告 し た 。 

_ な お 葛西 等 (1931) は 本 症 馬 血清 を 56C に 加 
沢 す る 時 潤 光 を 生ま おる も の ある を 認め , Srgck 
(1936) は 2 倍 量 の 生理 的 食 卒 水 を 以 て 稀 箇 し た 
血清 を 75C c 加 熱し , と の 際 生 た 沈 泊 量 を 
測定 する と と に よ つ て , 本 症 の 診 嘱 に 次 ん と 
試み た 。 


2. 血球 容量 比 及 び 赤 血球 沈降 速度 
血液 全量 中 血球 の 占 む る 容積 の 比率 に よ つ て 
血球 の 概 没 を 求め と れ を 以 て 被 稚 馬 に 於 ける 


貸 血 の 有無 を 知ら ん と する 試み に 遠く Zscm- 
OKkE (こそ の 源 を 党 し て いる も の の よう で ある 。 


要 し が 硬  』 に PP ー し 呈す 「 コ hb で て ミ = いと 月 
NF の RE ご 
1 た か 4 e で 1 ム 7 いた TS yr* 向い 。 な 

が > 1 は ビンス 6 M い 


その 後 BrsRNAckr (1894, 1897) が 皿 者 の 赤 血 


球 沈降 速度 (以下 赤 沈 と 略 稀 す ) 計測 に よ つ て 





各種 洋 病 の 診断 を 容易 な らし せる と と KC 成功 し , 


と れ が CEsARI (1913) に + り 始め て 上 品 具 に 


導入 され , 且つ 一 鷹 剛 系 づけ られ た 。 然し と の 


洪 表 は 営 時 氏 の 母 園 た る フラ ンス に と 於 て すら 多 
? り 注目 され な か つた よう で ある だが, NorTZEg 
(1921) が 同一 目的 を 以 て CEsARr ょ 類似 の 研 
完 を 報告 し これ が ドイツ 及び その 隣 邦 誠 串 界 
に 大 き な 波 紋 を 巻き 起す や , CEsARr 最初 の 其 
表 以来 約 20 年 を て , フ テ ン ス 國 内 C 於 て 同 


民法 に 親 す る 追試 克 酸 が 儀 か と 笑 語 化 し た 。 か 


く の 如 く 欧洲 に 於 て は 血球 容 革 比 (以下 卓 c 容 
量 比 と 略 稀 す ) 及び 赤 沈 の 研究 は 不可 分 の 開 係 
を 保ち つい 華 展 し た の で ある が , 日 本 に 洗 て は 
大 塚 (1909) な Zschokke 法 c 若干 の 大 染 を 
加 を て , 俺 貸 馬 の 容量 比 を 求め , その 成績 を 護 
表し て 以 來 , 本 法 が 一 般 に 普及 し と て とれ が が 依然 邊 
地 家 に 愛用 され つい ある 。 一 方 赤 に 就 て は , 

葛西 等 (1931) に ょ つて 採用 され た Westergren 


法 が その 成績 証取 り 方 式 に 多少 改 疾 が 加 を ら 」 


れ た と は い を , 現今 本 邦 に 於 て は 赤 沈 測定 男 ち 
Westergren 法 の 観 が ある ほど 本 活 は 一 般 化 き 
れ ," 耐 も 王者 は 全く 別途 の 立場 か ら 検討 れ て 
いる の は 多少 奇異 に 感じ られ る 。 

以下 CESARI (1913) の 研究 語 表 に 端 を 衣 し 
た フラ ンス 蛋 派 敷 え の 業績 ,・ 一 時 ド ば イッ ツ 及び そ 
の 隣接 語 國 獣 腎 克 界 を 風 磨 し た ドド イツ 避 派 の 
Norrzs (1921) 法 の 追試 成績 並 に 日 本 に 於 ける 
Zschokke 法 及び Westergren 活 の 研究 過程 の 
3 潮流 を 中 心 に 先 人 の 足跡 を 通り つい , その 間 
(と 表 され , し か も 1 人 の 門 試 者 $ な く 忘 れ 去 


られ よう と し て いる 若干 の 報告 を ゃ 全て 紹介 


ずる ご と と 9 る も 
A. フラ ンス に 炒 け る 報告, 特に CESARI 法 


CEgsARr (1913) は 口 8 て 9mm, 高き 20cm 


の 分 割 試験 管 に 血液 9 量 に 3 多 悩 化 ナ トリ ー ム 

量 を 添加 混合 し た も の を 容れ , と れ を 部 置 す 
る と ょ 24 時 間 に し て 血球 の 占 む る 容積 を 講 み 
と り , 次 の 式 に 従 つ て 容量 比 (Indice volum6e- 
trique) を 求め , 更に 該 容量 比 ゐ ら 血 球 敷 を 算 
出し た (第 1 表 参 照 )。 


「 
- 
9 2 夫 は 


に ゃ 』 ーーY2 マリ リラ 5 A。 TE る 重い プチ アオ | 0 守 
10 か 20710 に た の > スウ (KSC177 フ レロ YU の 
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24 時 間 目 の 向 球 屋 の 高き 、 0) 








全 血 液 村 の 高 さ 

「 第 1 表 

ーー 全球 湯 |。 赤血球 敷 、。, 赤血球 

傘 量 比 ( 吾 高 ) | 合 時 比 ( 百 高 ) | 傘 量 比 ( 斉 高 ) 
40 10.0 35 7 .5 26 わり 。0 
39 9.5 34 7 .0 25 4.5 
38 9.0 33 | 6.5 24 4.0 
92738 上 35 | 、30 6.0 | 22 9 
Go 8.0 の 7 1 20 は 


























また 氏 は 馬 の 赤 沈 現象 は 最初 の 30 分 聞 に 於 
て 最も 特徴 ある 紀 を 示す も の で あり , 且つ 24 
時 間 に し て 略 ぇ 完了 する 事 邊 か ら , 馬 の 赤 沈 
(Vitesse de chute) を 表わす に 茨 の 式 を 以 て 
ジア 海 。 
最初 の 30 分 間 に 分 離し た 血 机 礎 の 高 さ 

24 時 間 に 分 離し た 血 難 層 の 高 さ 

な お 氏 は 赤血球 居 の 上 部 (c 白血球 が 次 白 色 の 
層 を 形成 し , と の 層 の 厚 さ は 健康 馬 に 於 て は 1.5 
<2.0mm で ある が , 白血球 減少 症例 で は 1.0mm 
以下 を , また 白血球 増 多 症 例 に あり て は 3.0mm 
以上 を 示す と 言い , 更に 該 白血球 大 の 上 部 を 占 
な る 黄色 部 は 主として 光 所 球 よ り 成 り 0, また 下 
部 は 主として 中 性 細胞 に よ つ て 形成 され る も の 
で ある か ら , と れ に よ ょ つて 中 性 細胞 と 汐 包 球 と 
の 比率 を も 同時 に 知り 得る と 報告 し て いる 。 

然し 氏 の 業績 は 約 15 年 間 フ ラン ス 國 内 と 於 
て すら 全く 顧み られ な か つた が , 後 年 NorTZE 
(1921) の 報告 を 契機 と し て 同氏 法 に 翌 す る 追試 
報告 が 績 々 ドイ ツ 及 び その 隣 邦 か ら 敬 表 さ る 
や , CEsARr(1923, 1929) は 容量 比 及び 赤 沈 測定 
法 を 始め て 頻 牙 感 界 に 導入 し た も の は 氏 自 身 で 
あつ て , Norrzg で な い 旨 を 強調 し た 。 か いる 
再度 に 理 る CESARI の 叫び に 應 まる か の 如く , 間 
も な く フ ラン ス 譜 忠敬 界 は 性 も C6sar 流 追 試 
時 代 を 呈す る に 至 つ だ た の で ある 。 有 印 ち GAUBERT 
(1929) は 爵 役 弁 課 及び 柴 養 状態 の 好 較 に よ つ て 
容量 比 は 増大 する 事 邊 を 報じ た 。 炊 で PANrssET 
(1931) は 本 症 に 於 て は 初期 を 除く 全 経 過 中 赤 沈 
は 概ね 補 進 す る と 記 区 し た 。 また GossET(1932) 
は 赤 沈 の 局 速 に 影響 を 及ぼ す 種々 な る 有 要因 に 就 





-X (100) 


て 報告 し て いる が , その 中 で 本 現象 を 以 て 宙 な “ 
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る 物理 的 現象 と する 説 , グロ ブリ ン の 租 翌 量 節 
ち 血 打 の 化 欧 的 組成 の 織 化 に よ つ て 支配 され る 
と 見 克 す 訟 及び 血液 の 電 無 化 驚 的 所 産 と 解す る 
説 は と も に 芝 狼 で は 赤 洗 現象 を 説明 し 得 な いと 


胡 表 し て いる 。 氏 は また 同一 健康 馬 か ら 同 日 に 


採取 し た 血液 に 於 て も それ 等 の 赤 沈 総 過 は 甚だ 
化 (に 十 む も の で あり , 更に 給 飼 , 娠 役 及 び 給 水 
は 共に 一 時 的 で は ある が 容量 比 を 増大 福 し な る 
と 言う 。 な お ぉ な 氏 は 血液 食 論 , 衛 席 糖 , 脂肪 , 肝 
汁 及 び 尿 を 添加 する と , や は 0 容量 比 は 増す と 
と を 知 つ た 。 矯 年 LEMETAYER (1932) は 健康 
馬 1 頭 及 び 俺 貸 語 5 頭 に 基 て Cesari 法 を 追 
試し た と と ろ , 健康 馬 の 容 量 比 は 40>44 を , ま 


た その 赤 沈 は 0.47 で あつ た が , 人 貧 馬 に 於 て は 「 


前 攻 は 減少 し , 後 考 は 増大 むる の を 見 , 且つ 爾 
肖 信 は 俺 貸 の 過 に 下行 し て 推移 し た ェ 報じ 
た 。 爽 で HoupEMER (1933) は Rhodarsan の 
柚 誠 内 注射 は 赤 沈 に 昌 響 し な い が , 牛乳 の 筋肉 
因 注 射 は 該 反 應 を 促進 写し め , また 給 飼 は と れ 
を 延 せ し む る ょ 区 べ , 更に 硫酸 ノー ダ ( 立 硝 ) 
の 抽 商 に ょ よ つて 容量 比 は 増大 する - 旨 記し て い 


る 。 同年 LEMETAYER (1933) は 偉 貧 馬 の 赤 沈 . 


は 熱 芝 作 毎 に 促進 し た が , その 値 の 増減 は 熱 
型 ょ 政行 し な か つた と ェ と 枯 べ だ た 。 また 容量 比 に 
就 て は 初回 芝 作 の 3 日 前 を たれ が 40 か ら 35 と 
低下 する の が 見 られ , か つ 該 容量 比 の 竣 長 は 赤 
血球 敷 の 増減 以上 病 凌 の 盛 杜 に 待合 し た と 言 
う 。 な お 白血球 礎 の 厚 導 は 克 く 白血球 敷 の 増減 


に 一 致す る 成績 を 示し た と 氏 は 併記 し て いる 。 


また LAMARRE (1933)9 は 億 貧 馬 と 健康 馬 と 
で は 宮 に 容量 比 及 び 赤 沈 が 異 る の み で な く , 赤 


. 押 球 の 沈降 過程 に 於 て も 異 つた 所 見 を 呈す る 事 


四 を 指摘 し た 。 氏 に よる と , 俺 貧 馬 の 赤 沈 は 病 期 
の 異 る に 従 つ て 同一 で な い が , 概して 80<100 
を 示す も の 多く , また その 容量 比 20% 以下 の も 
の は 重定 な る と と を 意味 する 。 区 で 碗 沈 の 促 途 
は 全身 的 感染 , 若く は 全身 に 影響 を 奥 を る 局所 
感染 の 存在 を 示す も の で あつ て , 侯 任 馬 に 於 て 
は 有 熱 期 の みな ら ず , 無難 期 に あり て も その 沈 
降 償 は 大 で あつ て , 愉 も 血液 の 理化 区 的 相 衡 が 
回 復 す べから ざる 誠 態 に と 陥 つて いる か の 如き 所 


見 で ある ょ と 氏 は 迄 べ て いる 。 更 に QUENTrN: 
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(1933) は 偉 作 馬 の 赤 沈 は 概して 速 で ある が , 同 
ー 個 碧 に 於 て も る 探 血 時 の 計 骨 の 條 件 , 印 ち 休息 , 
人 角 , 給 仙 , 益 役 敗 課 等 の 有無 に に よ つ て か な り 
の 差 を 生ま る も の で ある と 言う 。 また 氏 に よれ 
ば , 健康 馬 の 容 量 比 は 30 こ て 42 で ある が , 和 念 性 
及び 慢性 刊 貸 の それ は 16.0-20.8, また 潜伏 弄 
患 馬 に 於 て は 25.0 こ 28.5 で あつ た 由 で ある 。 更 
に Rossr (1933) の 被 検 俺 代 馬 に 於 ける 赤 洗 は 
78>809 に 達し , 中 に は 97 を 記録 し た も の さ 
を ある が , 病 鞭 の 奏 退 に 伴い 45 て 50% に 回 復 
し , 且つ その 浴 長 は 病 厄 に 下行 し , 一 方 その 容 
量 比 は 時 に 20 以下 に 低下 し た が , と れ ま た 病 
基 ( に 應 じ て 好 化 し , し か も 熱 克 作 前 早く も 減少 
レ し た と と が あり , その 回 復 は 赤 沈 の 回 復 に 先行 


する 傾向 お が あつ た と 言う 。 な お 氏 は 北 血 防 正 痢 


と し て 5<6%% 柳 酸 ウ ツー ダ は 932 北 化 オト 
リー ム に 勝る と も 劣ら ぬ 旨 記し て いる 。 爽 に 赤 
沈 現象 の 党 現 機 起 と 開 し て , 氏 は 次 の 如き 見 解 
を 披 涯 し た 。 即ち 今日 まで と れ に と 開 す る 人 恨 読 が 
多 敷 語 表 され て いる が , 何れ も 曹 獲 で は 本 現 旬 
を 完全 に 説明 し 革 せ な い の で あつ て , 赤 沈 の 促 
進 は 血 杏 蛋白 の 質 的 織 化 に よ つ て 超 る も の の 如 
く で あり , 該 絡 化 は 血球 の 荷電 に 彫 響 を 及ぼ し , 
その 結果 血球 の 浮 渡 尋 態 を 不安 定 な らし な る も 
の と 考え られ る 。 な お 赤 沈 現象 は 複雑 な 波 則 に 
ょ つて 支配 され る も の と 思わ れる が , 赤血球 の 
大 いさ , 各 赤 血球 の 血色 素 含量 , 血液 の 牙 基 度 
及び 吉 酸 が ス の 含量 は た と を その 程度 は 低い に 
し て も , 本 現象 の 局 速 に 若干 の 役割 を 演じ て い 
る と 言う の で ある 。 

更に VERcE (1933) 及び CARRE et VERGE 
(1935) は 健康 馬 に 於 て 容量 比 は 35<50, 赤 洗 
は 45 多 前 後 で ある が , 俺 狗 馬 で は 夫々 15 て 35 
及び 50<90 に 絆 化す る と 枯 べ て いる 。 区 で 
FAURE (1934) は 区 に 末期 に ある 俺 貸 馬 7 頭 に 


於 て その 容量 比 は 7.0 こ 13.4 を 示し , また 赤 沈 . 


は 最初 の 30 分 間 に は 著しく 速 か で ある が , 沈 
降 終 期 に は 語 いと と を 皆 寮 す る と と も る に, 致死 
恥 経過 を と つた 1 俺 気 馬 の 病 的 紀 に 洛 う て そ 
の 赤 沈 及び 容量 比 の 消長 を 追及 し た と と ろ , 赤 
沈 は 0.85, 0.11, 0.24, 0.17, 0.08, 0.17 及び 
0.88 を , また 容量 比 は 24.3, 30.4, 32.4, 34.0. 





31.6 及び 22.0 を 示す の を 誤 め た と 言う 。 また 


126 頭 の 優 貧 馬 の 赤 沈 を 換 し た 氏 の 成績 と 
ょ る と , 58 頭 ヒ 於 て は 0.03<0.54,。 また 他 の 
で は 0.54 へ 0.96 で あつ た 由 で ある 。 その 後 
Howoroy (1936) は 赤 沈 の 促進 は 貧血 光進 
を 示す ェ と 記し て いる 。WgpBgR (1936) は 俺 任 の 


_ 肖 熱 期 に は 容量 比 は 減少 し , 赤 沈 は 促進 され , 


また 白血球 礎 は 多少 増大 する が , 次 熱 期 を 総 遂 
する と 容量 比 及び 赤 光 の 何れ か , 若しくは 丁 莉 
が 多少 と も る 同 復 に 向う と 区 べ , 更に 容量 比 は 帝 
作 前 に 早く も 低下 を 來 し て 赤血球 の 減少 を 像 知 


- せ し な る 場合 が ある の は 注目 すべ き 事 寅 な り と 


帝 表 し て いる 。 な おぉ 氏 は 白血球 大 の 厚 さ に よ ょ 
つて 該 血球 敷 を 知り 得 な いと 言う 。 以上 は 
CEsARI (1913) の 業績 に 料 す る 主 な 追試 連 験 の 
大 要 で ある が , PANrssET et LAMARRE (1932 ), 
Rossri (1932) 及び LAMARRE (1933) ぐ 9 の は 
本 法 の 俺 所 診断 上 の 償 値 こつ いて 蒲 実 し た 。 上 就 
中 LAMARRE (1933)9⑦ の 論 女 は その 内 容 の 大 
生 を 赤 洗 現象 及び 容量 比 の 研究 成績 記載 に 営 て 
て いる 。 「 「 
叙 上 の 如く フラ ンス に 於 て は 1929 年 以降 詩 
と し て Cesari 法 の 追試 報告 が 多 敷 を 占め て い 
る が , その 間 1,2 の 研究 者 は 氏 と は 多少 趣 を 昌 
に し た 術 式 を 以 て と の 問題 を 論じ た 。 

先ず PAcNoN (1933) は 灘 血 防 止 の 目的 に は 
10 格 移 酸 ウー ダ を , また 沈降 管 と し て は 日 午 
1cm, 長 さ 30cm の , 20cc まで せ cc 毎 に 目 
盛 を 附 し た も の を 使用 し , 該 試験 管 に 上 記 格 機 
酸 ツ ー ダ 液 2cc 及び 被 検 血液 20cc を 探り 混合 
後 , これ を 17?<207C と 直立 静 汗 せ し め , 1 時 
間 ま た は 2 時 間 目 の 血 振 の 高 さ を 24 時 間 ま た 
は 48 時 間 目 血 覆 の 厚 さ を 以 て 除 し た 敷 値 を 赤 
沈 速度 , また 終末 血球 層 の 高き を 容量 比 と 決定 
し た 。 か くし て 健康 馬 15 頭 に 於 ける 容量 比 は 
29 へ 56 座 均 . 37.4, また 同じ く 赤 沈 は 0.08 て 0.58 
歪 均 0.30 で あつ て , 赤 沈 の 犬 な る も る の ほど 容量 
比 は 小 な る 傾向 を 示し た 。 また 純血 種 の 容量 比 
は 在 來 種 の それ に 比較 し て 大 で あつ て , 個 醒 に 
就 い て みる と , 和 養 据 態 の 好 還 に ょ つて 赤 沈 は 


泊 延 し , 容量 比 は 増大 し た 。 更に 光 め 血 の 影 響 に 


閉じ て は 。 控 血 避 数 の 皮 重 な る 従 つて , 容量 | 
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、 比 は 減少 し 赤 沈 は 増加 し た 。 な お 氏 は 容 量 比 と 
、 赤血球 填 と の 開 係 は 第 .2 表 に 示す 如く で ある と 
。 区 べ て いる 。 

「 魏 '2 表 - 
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、 婦 TAPERNAUX et PAcNoN (1934) の 報告 
は 前 記 PAcNoN の 研究 成績 を 摘 銘 し た も の と 
見 僧 さ れる 。 CARPENTrER (1937) は 赤 沈 の 湖 
、 定 に 営 り , 俺 気 馬 と 健康 馬 と の 境 虹 由 を 0.80 に 
、 置く な ら ば 30 分 値 を と ら ね ば な ら な いと 言う 
、 が, 該 報 告 は 恐らく PFAcNoN の 方 法 を 俺 所 栓 
診 に 應 用 し た 場合 に 世 け る 所 見 に 就 て の 見 解 と 
思わ れる 。 

B. ドイ ツ 及 びそ の 隊 邦 諸 國 に 診 け る 報 

告 , 特に Noltze 法 ] 

OSrTERTAG(1908) は ZscHokkE に 従い , 分 割 
試 官 に 控 取 し た 血液 を 10 て 15C に 80 分 間 知 
置 し た 後 , 全 血 量 に 装 す る 血球 の 容量 比 を 求め 
で みた ょ と ろ , それ 等 の 比率 は 健康 司 に 於 て は 
6:4 で ある が , 俺 気 馬 で は 7: 3, また は それ 以 
下 に 低下 する ょ 夢 べ た 。 然し HHEMPgr (1908 て 
09) は か いる 方 法 に よ つ て は 被 検 馬 に 於 ける 
叙 血 度 を 知り 得 な いと 言う 。 その 後 ABELErN 
(1919) は 10 cc 試験 管 ! に 採血 し と れ を 凝固 せ 
しめる と , 健康 局 に 於 て は その 血球 暦 の 高 さ は 
全 血 量 の 40 欠 以上 を 占 む る も の で ある が , 侯 
、 気 馬 で は 23<30 久 に 過ぎ な い , 然し 熱 休 正 其 
と 於 て は 該 血 球 居 は 再び 徐々 に 増加 する と 記載 
し た 。 双 REINHARpT (1919) は 20 cc 分 割 試験 
管 @ 探 血 レ , と れ を 10 て 15?C に 12 へ 24 時 間 静 








_ 曽 後に ABErErN (1919) と 同様 に し て 容量 比 を 


求め , また 硫酸 マグ ネ シ ュ ー ム 添加 血液 を 心 
沈 滅する と と に より , 或 は 10 cc の 血液 に 0.1g 
の 徐 酸 ナ トリ ュー ム を 添加 レ し て と れ を Heusser 
、 の 血球 計 に 探り , 同様 に 全 血 に 有 笛 する 赤血球 の 
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比 を 計算 し , 以 て 俺 所 の 診断 に 座 せ ん と 試み を 。 
琴 は 上 記 の 3 法 中 最初 と 最後 の 方 泌 を 俳 用 する 
と と に よ つ て 俺 代 の 診 世 を 容易 な らし むる ょ 稀 
し た が , 該 報 告 中 に 示さ れ た 成績 から か いる 
結論 を 導く と と に つい て は 細 い な き を 得 な い 。 


MARsK (1921) も ゃ 上記 Heusser 決 を 旗 め て い 


人 

NorrZg (1921) は 赤 沈 に 影響 を 及ぼ す 種 々 な 
る 要因 を 発明 せ ん と 試み , その 成績 か ら 凡 を 表 
の 如き 見 解 を 散 表し た 。 「 

1. 赤血球 の 増加 は 本 沈降 速度 を 避 延 禄 し め 
あり 

2. 血 液 中 に 白血球 の 破 壌 産物 を 生じ , 且つ 
白血球 増 多 を 起 し て いる 場合 に は 赤 沈 は 元 途 
人 EM の 

3. 血液 水分 の 増加 は 同様 の 結果 を 招 來 す 。 
・ 4. 高温 度 に 於 て は 低温 度 に 於 ける より も る 沈 
降 速度 は 促進 され る が , 僅少 な 汐 度 差 は 鈴 り 
重要 な 逐 響 を 典 を ない 。 ' 

その 他 氏 は 馬 の 赤 洗 現象 に 開 し て 貴重 な 知見 
を 獣 引 秒 具 に 提供 し た 。 氏 は また 脱 繊 血液 及 
び 夏 酸 ナ トリ ュー ふ メ 添 加 血 液 (0.75% 秦 酸 ナ ト 
リュ ー ム 1 量 : 血 液 4 量 ) の 2 種 血 液 を 1/4cc 
毎 に 目盛 し た 口径 16 mm, 25 cc 穴 試 験 管 に 探 
取 し , それ 等 の 赤血球 沈降 過 を 在 行 的 に 盾 察 
する と き , 俺 気 計 の 沈降 速度 は 爾 種 血 液 と も 交 
ん ど 同 程度 に 促進 し て いる の が 認め ら る い が , 
健 康 馬 及び 偉 條 以外 の 患 馬 に 於 て は か いる 所 見 
が 認め られ な いと 世 じ た 。 更に 氏 は 馬 の 血 球 沈 


降 は 24 時 間 に し て 申 ぇ 終了 する 事 筐 か ら , そ 
の 背 末 血球 往 の mm 値 を 100 高位 する と と に 


よ つ の て 赤 析 球 の 概 敷 を 表わし 得る と 逃 べた 。 設 
知見 は 営 時 ドイ ツ 及 びそ の 隣 邦 諸 國 獣 忠 具 に 多 
大 の 濾 紋 を 起 し 多 敷 研究 者 か ら 追 試さ る いと と 
と な つた 。 . 

PrskA (1921) は Norrzg (1921) と は 無 開 係 
Cc 日 衝 1cm 高 さ 15cm の 分 割 試験 管 に 1.1% 
格 稀 酸 ウ クー ダ 食 塵 水 (0.7) 2.5cc を 容れ , と 
れ に 7.5cc の 可 検 血液 を 探り 混合 後 直立 静 賞 せ 
し め , 15 分 , 30 分 及び 1 時 間 目 に 分 離 血 難 種 の 
高 さ を 讃 み と つた と と ろ , 健康 馬 の 15 分 値 は 
9 と 44 座 均 26 で あり , 胸 商 , 腺 疲 ,。 アン ギー 
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ナ , 今 性 無 管 支 剛 , 熱性 上 無道 カタ ー ル 等 の 熱 
性 穫 性 疾患 に 於 て は 同じ < 15 分 値 は 62<81 
を 示し た と 言う 。 また 15 分 値 村 30 分 値 の 比 
(Wi/W。) は 健康 馬 で は 0.7<2.7 座 均 1.2, 上 記 
患 語 に あり て は 5<26 相 均 11 で あつ た と べ 
て いる 。 更に 氏 は 無 熱 の 高度 貸 血 馬 に 於 て も 後 
者 妊 と 同一 所 見 を 呈し た と 記載 し た 。 な お 氏 は 


品種 年 齢 及び 性 と 以上 上 の 反 應 と は 無 開 係 な り _ 
と 附 記 レ し て いる 。 ま た MERK (1923) は 革 EO- 


SSER に従い , 10cc の 分 割 試験 管 に 12 の 割 
に 人 艇 酸 ナ トリ ュー ム を 添加 し た 血液 10cc を 探 
り , と れ を 12<24 時 間 直 立 静 汚し 赤血球 を 沈 
滅 な し め て その 容量 比 を 求め て みた と と ろ , と 
の 方 法 に よる 佑 外 診断 成績 は 75% の 割 に 病床 
所 見 と 一 致し た と 言う 。 と と ろ が RACHEALL 
(1923) は 赤 沈 の 元 進 は 血液 組成 の 不 均衡 な る と 


と を 示す に 過ぎ な いと 世 じ た 。 SCHAAF (19293) 


の 成績 に よる と 被 検知 條 馬 6 頭 馳 く 終末 血球 往 
が 低 か つ た 由 で ある 。 区 で 耳 ANSMANN (1924) 
は NorTZE の 追試 報告 の 中 で 疫 , 休養 , 鯖 
僚 , 控 食 , 飲 水 , 季節 , 無 温 , 室温 及び 温度 の 


- 外 的 感 作 の 差 は 赤 沈 に 認 む べき 響 を 豊 えな い 


が な , ArecolHin hydrobromic を 0.025<0.05 g 
皮下 注射 する と 赤 沈 は 僅か な が ら 促進 きれ る と 
記述 し て いる 。 同年 HOBNER (1924) は HANs- 
MANN (1924) 同様 NoLTZE の 追試 成績 に 就 い 
て 敬 表 し た が , その 中 で 血球 居 と 血 苦 居 と の 比 
は 健康 馬 21 頭 に 於 て 4:6 こ 9 で あつ た が 信人 徐 
馬 5 頭 に 於 て は 4:9.5<31.7 を 示し た と 言う 。 
また 氏 は 健康 馬 の 騰 織 血 液 = 徐 酸 加 血 液 と 於 け 
る 終 未 沈降 償 の 差 は 0.4 て 1.9 cc で ある が 。, 俺 沼 
馬 に あり て は 0.2<0.6 cc で あつ た と べ , 且つ 
健康 馬 の 白 血球 居 は 0.1 へ 0.3 cc な る と と を 併記 
し レ た 。 ま た VOrksR (1924) は 同じ く Norrzg 
の 追試 を 行 つ た と と ろ , 健康 馬 に 於 ける 傘 酸 加 
血液 の 容量 比 は 28<39, 騰 繊 血液 の それ は 
31<512 と 言う 著しい 動 挿 を 示し , 一 方 俺 貧 馬 
に あり て は 夫々 18.4^27.2 時 及び 20.5 こ 37.6 史 
で あつ た と 報告 し た 。 更に ScHNErDER (1925) 
は 健康 馬 の 赤 洗 元 進 は グ ゲロ ブ リン 増量 の 結果 で 
ある が , 俺 気 語 に 於 ける 赤 沈 所 見 は グロ ブリ ン 
値 と 修行 し な いと 言い , また 2 頭 の 本 症 馬 で は 


OCN あ お 生ま を N ン 
NE て や NEO せん EDR すこ MI か ア Pd Eye つが 
も M'S と 生 。。 ィ 1 し は 3 て トト 【 1 メ に 2 の EN で 2 を 





ガ た た / 介 向く 
や は り 赤 沈 が 速 か で あつ た と 藻 表 し た 。 な 天 氏 
は 赤 沈 の 速 は アル シブ ミ ン 習 グロ ブリ ン 比 K 或 
程度 左右 さる いよ ょ よう で ある が , と れ の み が 赤 洗 
を 支配 する る の で は な く , 四 は アル ブ ミ ン ・ グ 
ロブ リン 肝 比 量 及 で び 赤 沈 の 店 速 は 同一 原因 の 
影響 下 に ある も の と 解 し て いる 。 上 記 ScHAAF 
(1923), HANSMANN (1924), HOBNER (1924 ), 
VOLKER (1924), 及び ScHNErpER (1925) の 
外 , 1921 年 Norrzg の 冶 表 以 米 約 10 年 間 に 
同氏 送 の 追試 報告 は 多 敷 公表 きれ た の で あつ て , 
今 それ を 列 棒 すれ ば , 区 の 通り で ある 。 印 ち 


HrMMER (1922), KUgHN (1922) , LUnss (1922)。 


Hrricn (1923), MGcsy (1923), Rusr (1923), 
RouwrscH (1923), WAcNER (1923)。 Msygs 
(1924), WARRrNcsHorZ (1924), ZsrrER (1924), 
ScrrERMER (1926), ScHERMER 等 (1928), Sc - 
OrTE (1928), CRrsTr (1932), RoBrN (1933), 
RicHTERS (1934) 及び FORTNER (1938 )〈2 一 29) 
が こと れ で ある 。 耐 し て と れ 等 報告 は 主として 
Noltze 法 の 億 気 診断 法 エ し て の 條 値 を 論じ た 
も の で あつ て , と れ に 開 し て は 後世 す る 。 耐 し て 
本 Noltze 法 は 一 時 ドイ ツ の 俺 貧 検 診 規定 項目 
中 に その 位置 を 占め た の で ある が , 結局 の ち に 
抹 灯 さる \ 運 命 と な つた 。 Yo 

な お HoLM (1937) は KANirz の “Mikro- 
sedimeter Modell 1934? を 用 いて , 健康 牝 局 
117 頭 及 び 同 じ く 騙 146 頭 の 赤 沈 に 就 て 研究 し 
た 。 氏 の 成績 に よる と , 赤 沈 の 個 購 差 は 相 営 呈 
著 で あつ て , 牝 に 於 て は 騙 よ り も 速 で あり , ま 
た 午前 の 方 が 午後 よ 0 も 遅く , 更に 品種 に ょ つ 
て も 多少 の 差 を 生じ る 貼 で ある 。 面 し て 碗 洗 は 
24 時 間 以 内 に 終り , 且つ 上 記 の 如き 差 は 1 時 . 
間 以 内 に 現われ る と 言い , また 24 時 間 目 の 自 
血球 礎 は 個 骨 に ょ り 0.2>1.5mm の 差 を 示す 
と 移 べ て いる 。 また だ NEUMANN-KLEINPAUL Qu. 
WsyERs (1937) は 100 分 割 し た 直径 10mm 
高 さ 34 cm の 沈降 管 に 3.8% の 松 ウー ダ . 
1 量 に 血液 4 量 を 加 を た も の を と り そ の 赤 光 を 
製 察 し て いる 。 と の 際 氏 は 24 時 間 目 の 自 血 球 - 
居 の 厚 さと 該 血球 概 敷 と の 開 係 は 第 3 表 に ょ つ 
て 示さ れ , 本 表 に よ ょ つて 自 血 球 敷 の 増減 を 知り 
得る と 逃 べた 。 「 























第 3 青 
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C. 日 本 に 炒 け る 報告 , 特 に Westergren 
張 法 


大 塚 (1909) は 和 騰 酸 加 里 液 敷 滴 を 容れ た 和 割 
度 試験 管 に 俺 貸 民 血 液 を 受け , これ を 12^24 時 
開 静 置 後 , 血液 全量 と 碧 球 量 と の 容積 比 を 出し 
て みる と , 徐 病 初期 の あの で は 健康 馬 の 血 液 
に 比 し 閉 し き 差異 な く , 3 へ 4 : 1 で ある が , 貧 
血 期 患 馬 に あ 0 て は 10:1 以下 に な る も の 多 し 
と 報告 し た 。 と の 知見 は 臨時 馬 疫 調査 委員 信 
(1911) か ら 承 認 さ れん た も の で ある 。 を その後 本 開 

(1927 ) は 日 衝 4 分 高き 4 寸 の 分 割 試験 管 に 採血 
「 し, 血球 が 5 cc 分 割 ま で 沈 滅する 所 要 時 間 を 検 
査 し て みた と と ろ , 健康 司 15 頭 で は 2 分, 佑 
鍛 歴 語 10 頭 で は 22 分 , 俺 貧 如 似 周 25 頭 で 
は 36 分 , 新 馬 10 頭 で は 50 分 (何れ も 府 均 値 ) 
で あつ た と 報じ て いる 。 ま た 宮川 ・ 中 村 (1930) 


は Balachowsky 決 に 従 つ て 健康 馬 36 頭 , 億 


貧 馬 17 頭 及 び 俺 貧 綴 過 馬 3 頭 を 含む 多 敷 宮 有 験 
馬 に と 就 て , それ ら の 赤 沈 所 見 を 追及 し た 。 先ず 
健康 司 に 於 て は 1 時 間 在 均 値 は 61.50, 2 時 間 
下 均 値 は 72.06, また 24 時 間 詩 均 値 は 78.10 で 
_ あ つて , 年 齢 列 に 見 る と 幼 倒 馬 ほ ど 湿 く 老 齢 馬 
. に 於 て 速 で あつ た 。 また 性 別 で は 牝 , 騙 , 牡 の 
順に 泊る , 夫々 の 1 時 間 値 相 均 は 59,56 及び 54 
で ある 。 爽 に 人 刊 気 馬 で は 1 時 間 論 均 舘 は 69.7, 
2 時 間 牌 均 値 は 74.1, 24 時 間 牌 均 値 は 81.8 を 
示し , 同じ く 経 過 馬 に 於 て は 夫々 の 在 均 値 642, 
_69.8 及び 74.1 で あつ た と 言う 。 更に 氏 等 は 人 
、 貧 司 と 就 て 連 績 和 験 を 行 つ た と と ろ , 熱 朋 作 後 
に は 赤 沈 は 増大 し , それ は 概ね 赤血球 吉 及 び 血 
人 色素 量 の 増減 に 企 行 する が , 白血球 敷 と は 無 開 
係 に 清 長 し , 面 も 赤 沈 の 元 進 期 に は 血液 粘 生 度 
は 激減 する 事 得 を 認め た 。 天 年 葛西 等 (1931) 
は Westergren 測定 器 を 用 い , 1 時 間 目 と 2 
時 間 目 の 沈降 mm の 差 を 以 て 沈降 償 を 現 わ し 
た 。 兵 等 は 健康 馬 14 頭 に 於 ける 芝 降 償 は 9 
46mm で あつ て , 通常 10mm 以上 に し て 5mm 
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以下 な る と と は な い が , 佑 気 司 約 50 頭 に あり 
て は 0+51mm を 示し , その 多く は 5mm 以 
下 で あり , 赤血球 の 少 い も の が 赤 沈 も 速 で ある 
と 言う 。 兵 等 に よる と , 本 症 患 馬 の 該 速度 は 
作 中 及び 病 機 進 行 中 の も の に 於 て 大 で ある が , 
吉 縮 作 前 に は 序 つ て 胃 延 する と と あり , また 和 無 
吉 思 周 の 芝 降 償 は 健康 馬 の ひそ れ と 到 を て 異な ら 
な い 由 で ある 。 更に 氏 等 は 沈降 速度 の 速 な る 馬 
の 血液 に 於 て は 赤血球 の 浮 渡 は 不安 定 で あつ て 
血球 が 大 な る 北 塊 と な つて 落下 する の が 見 られ , 
また か いる 患 馬 の 血 清 C 健康 馬 の 洗 交 血 球 を 浮 
渡せ し め る と , 赤血球 の 北 塊 は や は り 著 し く 大 
きい ょ 逃 べ て いる 。 氏 筆 の 報告 は Westergren 


- 波 を 億 貧 研 究 に 鷹 用 した 最初 の る の の 如く で あ 


る と と も に, 後 年 本 邦 に 於 け る 赤 沈 測定 送 の 主 
流 を な し た Westergren 活 應 用 の 減 箇 で も あ 
る 。 耐 し て 宮川 ・ 中 村 (1930) 及び 葛西 等 (1931) 
の 報告 は 本 症 継 過 中 に 於 ける 赤 沈 の 滑 長 に 開 す 
る 験 癌 料 を 最も 豊富 に 提供 立 る 論 婦 と し て 高 
く 評 償 さ る べき も の と を られ る 。 

以下 引 き Westergren 法 に ょ つて 周 の 赤 沈 
を 研究 し た 報告 を 紹介 する 。 

鷹 江 等 934) は 健康 馬 21 頭 (地方 馬 6 頭 . 
軍 周 15 頭 ) に つき 赤 沈 に 及ぼ す 和 将 役 の 影響 を 
研究 し た 。 氏 等 の 成績 に よれ ば , 静止 時 に 於 け 
る 赤 沈 中 間 値 は 地方 馬 で は 85^105 下 均 94.2, 
また 軍 計 に あり て は 39<90 論 均 62.8 を 示し , 
更に 24 時 間 値 は 地方 計 135<155 (145 内 外 の 
る の 多 し ), 軍馬 110<145 (130 内 外 の る の 移 
レ ) で あつ た と 言う 。 爽 で 疹 役 を 課 し た 場合 
縮 和 な 埋 良 に ょ つて は 僅 に C 該 速度 は 減少 し , 激 
列 な 騎乗 後に は 中 間 値 に 於 て 14.5 も の 避 延 を 
来 し , 了 且つ 赤 沈 は 赤血球 敷 の 増加 する 程 減少 し 
た と 報告 し て いる 。 氏 等 の 中 間 値 と は 1 時 韻 値 
と 2 時間 値 の 1/2 の 和 を 2 を 以 て 割 つ た も の 
印 ち Katz 方 式 に よ つ た も の で あつ て , 後に 逃 べ 
る 四 條 (1937), 菊池 (1938) ぐ 8 79) 及び 今岡 ・ 
今田 (1940) の 成績 も $ これ と 全く 同一 方 法 に ょ 
つて 算出 され た も の で ある 。 欧 で 四 條 (1937) 
は 競走 周 $ 頭 の 赤 沈 を 計測 し て みた と と ろ , 
安静 時 < に 於 て は 中 間 値 84ー103 浴 均 922 を 示 
し , 害 動 後に は 運動 量 の 培 大 に 伴 つ て その 値 は 


3 洲 が 2 か ー 
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減少 し た と 逃 べ た 。 な おぉ 氏 に よれ ば 赤血球 敷 及 
び 血 中 の 酸素 量 の 増加 する と き , 概して 赤 沈 は 
混 延 する 由 で ある 。 移 年 菊池 (1938) ぐ ⑳ は 仔馬 
及び 外 馬 合計 126 頭 に 就 て それ 等 の 赤 沈 及び そ 
の 生理 的 動 卑 に 開 し て 詳細 な 研究 を 衝 げ た 。 氏 
6 の 冥 有 に よれ ば , 被 検 馬 の 赤 沈 中 間 値 は 牝 一 66 
4 100, 牡 一 40<80, 騙 一 71 こ 100, 仔馬 一 20> 
( 80 で あり , また 初生 駒 に 於 ける 該 速度 は 生後 
1 週間 は 最も 本 く , その 後 徐 々 に 偉 進 し 4 て 6 
ヵ月 に し て 健常 値 に 達する 如く で ある と の と と 
で ある 。 菊 で 氏 は 若 齢 の も ゃ の ほど 赤 洗 償 は 少 《, 
年 齢 の 進む CK 従 つて 増大 に 傾き , また 性 別に よ 
還 る 差 に 開 し て は 牝 と 出 と は 星 同値 な る も , 邊 
上 局 の それ は 前 2 者 に 比較 し て 有 く , 
と 赤血球 敷 と の 開 係 に つい て は 廣 江 等 (1934) 
及び 四 條 (1937) と 同一 所 見 を 政 め た と 言う 。 
0 、 同年 氏 (938) ぐ 9 は 尋 及び 産 系 馬 の 赤 沈 を 検 
泊 し た と と ろ , 尋 妊 前 生 期 に 於 て は 健常 値 と 差 を 
認め な い が , 同 後 年 期 に 至れ ば 徐々 に 促進 し て 
貞 分 直 後に 最高 に 達し , 葵 後 10 是 て 2 淵 間 Cc 
し て 常態 に 復 する 則 克 表し て いる 。 
以上 廣 江 筆 以降 の 報告 は 何れ も 健康 馬 に 開 す 
り る も の で ある が , 今岡 ・ 今 田 (1940) は 健康 馬 
210 頭 , 偉 貧 馬 136 頭 , 流産 菌 症 馬 23 頭 及 び 
その 他 の 愚 馬 114 頭 含 計 483 頭 の 赤 沈 に つい 
て 基 だ 興味 ある 研 宛 を 毅 表 し て いる 。 その 成績 
に よれ ば, 健康 馬 の 赤 沈 中 等 償 ( 廣 江 等 , 四 條 
及び 菊池 の 中 間 値 と 同 姜 ) は 31.6<113.8 Niy 
敷 は 76>105) で ある が , 年 齢 を 重 ゐ る に 従 つ 
促進 する 傾向 を 示し , また 1 BA 





て 速 か に , 夜間 に 於 て 泊 い w。 また 該 速度 と 赤 血 : 


人 、 球 敷 及び 役 と の 開 係 に つい て は 鷹 江 等 (1934), 
四 條 (1937) 及び 菊池 (1938) ぐ ⑳ の 成績 を 確認 
ト し た 。 区 に 俺 気 馬 に 開 し て , その 中 等 償 は 壮 均 
' 417.3 を 示し , 各種 患 馬 の 下 均 値 中 最大 で ある 
が , 該 敷 値 の み に よ つて は 本 症 を 診断 し 得 な い 。 
、 氏 等 は また 居 の 赤 沈 像 を その 継 包 曲線 に ょ つて 
5 型 に 分 つた 。 爺 ち , 
I 型 : 15 分 問 に し て 殆 ん ど 沈 降 現象 の 終了 


する も の で , 偉 貧 , 内 性 腺 疫 及び 鼻 折 が と れ に 


属す る 。 


T 型 : 1 時 間 ま で は 比較 的 迅 速 c 沈降 す る 


SW ゴ て EE ee ま 
< や 5 で に て 5 pec で と さこ ーー 1 
IE の 人 を こう ss こも こる こい 
・ こ 
p っ の 久 d 


更に 該 束 度 





が , 爾 後 の 沈降 速度 張 な る も ので, 流産 功 定 , 
腺 疫 , 血 斑 病 , 旧 カ クー ル 及び 恨 性 骨 腸 カタ ー 
ル を 含む 。 

相 型 : 24 時 間 ま で 徐 ぇ に 沈降 する も の で , 
流行 性 膳 類 , 閣 痛 , 路 葉 炎 及び 咽頭 災 は 本 型 に 
入る 。 ( 

_ YY 型 : 放送 肛 の 格 必 て 人 な の 
性 胃腸 炎 と れ で ある 。 

Y 型 : 45 分 間 ま で は 比較 的 速 か C, 炊 で 2 
時 間 ま で に は か に 沈降 しげ る も ので, 健康 
の 沈降 曲線 を その ぉ も の で ある 。 

な な 氏 涯 は 記 の 赤 沈 河 定 の 診断 的 価値 は を の 
中 等 條 より も 沈降 経過 曲線 の 様相 に ある も の で , 
15 分 の 沈降 償 は 最も 意義 深く , 概ね 2 時 間 の 抽 


_ 察 を 以 て と と 足り る と 葬 べ て いる 。 


最後 に 田中 (1941) は 俺 貧 司 84 頭 及 び 健 康 
膨 16 頭 に つき , 各種 の 俺 貧 補 助 診断 法 の 償 値 


を 検討 し た 研究 中 で 以下 逃 ぶ る 如き 成績 を 政 め 


て いる 。 先 ま 赤 沈 の 表現 方 法 に 開 し て , 従 愉 
Westergren 法 に よる 場合 剖 ら KKatz 方 式 が 探 
用 され て いた も の を 共 の 如く 改め た 。 即ち 馬 特 
C 偉 気 馬 に 於 ける 赤 沈 は 初期 に 速 か な る 事 真 か 
ら , 15 分 値 と 30 分 値 の 1/2 の 和 を 2 分 し た 敷 
値 を 以 て 中 等 償 と し , 該 中 等 償 60 以上 の も の 
を 恨 に 俺 仙 と し た と と ろ , 被 答 佑 作 馬 84 頭 中 
53 頭 (75 少 ) 及び 同じ く 非 俺 代 主 16 頭 忠 2 頭 
は 陽性 に 反 鷹 し た 。 面 し て 卒 法 は 重症 語 に と 於 て 
は 100 め , また 軽症 司 で は 45.5 の 適 中 座 を 示 
し , 且つ 病 性 の 急性 な る も の 程 陽 性 耕 高 く , 急 性 
及び 亜 委 性 患 馬 に あり て は 重症 患 司 同様 100%, 
葬 慢 性 患 馬 で は 77.8 の 。 また 慢性 患 馬 に 於 て は 
69.4% が 陽性 を 呈し た 。 また 病 定 の 進む に 従 つ 
て 赤 沈 中 等 償 は 増大 し , 重症 例 に 於 て は 何れ も 
100 以上 で あつ て , 120 の も の 75 時 を 占め , 中 
度 例 に あり て は 100 以上 の も の 26.6, 寺 症 例 
で は 同じ く 100 以上 の ゃ の は 59% に 過ぎ な 
い 。 一 方 李 電 症例 に 於 て は 中 等 依 79.9 以下 の 
も の が 80% を 占め た と 言う 。 火 C 陽 隆 友 應 馬 
中 そ を の 中 等 償 !80.0 て 99.9 の ゃ の は 36.5 湖 , 同じ 
く 60.0<79.9 の も る の は 47.6 に し て 春 人 角 の 
15.9%2 は 100 以上 を 示し た 由 で ある 。 また 結 
合 診断 の 結果 俺 貸 と 判定 され た 馬 に し て 本 反 鷹 
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陰性 (中 等 償 60 以下 ) に 了 つ た も の は 241 頭 
(25 多 ) あつ て , と れ 等 は 全 例 陽性 また は 王 慢 性 
型 患 馬 で あつ た 。 小倉 (1947) は 偉 気 司 に 於 け 
る 赤 沈 償 の 1 時 間 及 び 2 時 間 値 の 差 は 5mm 
以下 な る こと 多 し と 交 べ て いる 。 

本 邦 に 於 ける 馬 の 血 球 容 量 比 に 開 す る 研究 は 
所 調 Zschokke 法 な る 名 の 下 に 行わ れ 來 つた よ 
うら で ある が が, と い に こ れ に 開 す る 詳細 を 紹介 す 
る 釣 容 を 持た な い の は 間 憎 で ある 。 然し 田中 等 
(1942) は Zschokke 法 は 赤血球 敷 算定 法 と し 
て 多く の 鉄 陥 を 肥 す る る の で ある と と を 指摘 し 
て いる の は 注目 に 償 す る 。 氏 等 に よれ ば 血球 計 
算 板 に よる 場合 の 訓 差 は 10 ダ タ で ある が , Zsch 
okke 法 で は 26 で ある 。 また 該 分 割 試験 管 
の 高低 は 誤差 と 無 開 係 で ある が , その 日 衝 の 小 
な る も の に 於 て は 賢 敷 より 過大 に 表 わ れ る と 言 
2 。 一 方 測定 時 の 温度 差 に よる 誤差 に 開 し て 
、 は, 高湯 時 (37 で C) に な 邊 敷 より 過少 に , また 
低温 (2C) の 場合 に は 著しく 人 過大 な 敷 値 を 示す 
結果 と な る 。 更に 赤血球 敷 700 高 以上 の 馬 及 び 
500 以 下 の も の C 於 て 誤差 は 犬 で ある と の と 
と で ある 。 その 他 赤 洗 の 眉 速 も 誤差 の 原因 と な 
る る の で , 該 速 度 元 進 な る 場合 に 於 て は 僅少 な 


が ら 過 少 の 敷 値 と な つて 表 わ れ , と れ に 反し て 


選 延 せる 時 に は 常に 過大 の 敷 を 示す 。 な 毒 氏 は 
本 法 に よる 誤差 は 赤血球 容積 と は 無 開 係 な り と 
区 べ て いる 。 ( ( 

D. その 他 " 

アメ リカ に 訟 て は MomrgR (1909) は 本 症 馬 
の 北 固 血液 の 血 餅 量 は 全 血 量 の 1/5 前 後に 減少 
する と 記 し て いる 。 その後 GRrEErN &'BRosg 
(1936) は 俺 貧 馬 の 赤 沈 は 癌 熱 期 か ら 解 熱 後に か 
け て 促進 する る の で ある と 報告 し た 。 又 カ ナダ 
で は PANrssEr (1938) が Cesari 法 を 推 導 す 
る と 蔽 表し た 。 

さき に ZscHokkKE (1883)* の 如き 本 症 研 究 の 
算 者 を 産ん だ スイ ス に 於 て は 氏 の 外 に HEU- 
SSER (1918)** の 業績 が 会 に され て いる の で あ 
る が , と いと 十 氏 の 研究 を 紹介 し 得 な い の は 筆 
莉 圭 の 最も 心 葉 り と する と と ろ で ある 。 後 年 
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STECK u. STIRNIMANN (1934) は 11.1 cc 内 窒 
の 試験 管 を 111 分 割 し た 測定 管 を 用 い 血 球 容量 
比 を 知る 方 法 を 提唱 し た 。・ 即 ち 先 二 該 分 割 試験 
管 の 11 部 まで 7.5% 箇 酸 ウー ダ を と り , と 
れい に 血液 を 注 加 し て 111 部 まで 赤 た し , 混合 後 
直立 龍 邊 し , 24 時 間 目 に 隔 種 血球 杜 の 高 さ を 講 
み と る 。 また 氏 等 は 同じ く 格 識 酸 ウー ダ 添 加 血 
液 を 毎 分 3700 回 韓 20 分 間 選 心 沈 浅 す る と と 
に より , 同様 容量 比 を た 求め て いる 。 林 し て 第 1 
の 方 法 に よ つ て 健康 馬 の 容 量 比 を 検 し た と と ろ 
に よれ ば , 谷 血 種 に 於 て は 30% 以上 を , また 
年 血 種 に あり て は 935 以上 を , また 百 血 球 容 
量 比 に 開 し て は 雨 血 種 と も 0.5 を 以 て 健常 値 
と 券 2 べ き で ある 由 で ある 。 又 運 動 , 涯 役 , 


痛 , 騨 援 等 の 興奮 を 典 え る と 容量 比 は 増大 する 


が , 年 齢 及び 性 別に ょ る 差 は 考慮 する 必要 は な 
ME の 8 

SoNs u. SoErEpjo (1917) は 蘭 印 に 於 て は 
Zschokke の 分 割 試 験 管 に よ つ て 赤血球 の 概 明 
を 求め て いる 旨 報 告 し て いる 。 0 

KsAr (1934) は 本 症 司 に 於 ける 赤 沈 は 異常 に 
促進 する 則 記 送 し た が , ' そ の 術 式 に 開 す る 記録 
を 知り 得 な い の は 中 民 で ある 。 


3. 四 色 素 量 及 び 血 色素 係 表 
A. 血 色素 量 


まず 健康 馬 血 液 の 血色 素 量 に 開 す る 業績 を 爽 
時 げ る 。 KiNsrgy (1909)-90>100 多 (Sahi): 


、 犬 娠 (1909) 一 75 て 802% (Fleischl-Miesser): 


佐々 木 ・ 城 井 (1909) 一 65 て 85 の (Gowers): SEY- 
DERHELM(1915) 一 50 ン 75, 論 均 60 の (Sahlii): 
NEsENr (1921) 一 68>84 (Sahlii) : WRNuck 
(1922) 一 70 (Sahi) : ScgAAE (1923) 一 45 ン 
77 め , 相 均 60 (Sahli) : HUOENER(1924) 一 9.63 
<14.31 g, 在 均 11.40 g (血液 100 cc 中 の 酸化 血 
色素 量 ): ScmERwER(1926) 一 50>70(Sahii): 
本 間 (1927) 一 79 め め (Sahli): DREMJjATsKY 等 
(1929) 一 60~88 め , 下 均 70 の (Sahli ) : GEWE- 
NIGER (1929) 一 70<90 め , 一 仔馬 60<70 央 (Sa 
hi ?) : ScgERMER(1929) 一 50 て 70 央 , 卒 均 58 狐 


に ZSCHOKKE (1883) : Sczgezz。 47c/. 77e7 ヵ / ん 。。 95, 79 [REINHARDT。R. (1919)1 
HEUSSER (1918): 7 の z.。 60, 308 [RErNHARDT。 R. (1919) 
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(Sahli): 石井 ・ 渡 導 (1930) 一 73 及び 77 易 
(EleischtMiesser): 葛西 等 (1931) 一 12.0 て 
16.5 (Stoddard & Adair's Long Method): 
HoMorov (1936) 一 10 こ 20 巡 (Stoddard る 
Adair's Long Method ? ) : JAkoE(1937) 一 60 ン 
80 欠 (Sahli), 12 て 13g (Burker) : 小倉 (1947) 
ー12<152 (Duboscg)。 丈 (て SONTcgN (1940) 


は 臨床 上 俺 貧 の 疑い の な い 錠 馬 100 頭 ヒ 就 て 息 


験 し た と と ころ, 49.9 多 以下 一 2 頭 , 60>69.9 一 
16 頭 , 70.0 こ 79.9-25 頭 , 80.0<89.9 守 一 16 
頭 , 90.0<99.9 一 8 頭 , 100.0>109.9 一 13 頭 , 


110.0>119.9 一 14 頭 , 120.0 て 127.6% 一 5 頭 で 


PXD7SMD' 寺 の 8 


以上 の 文献 が 示す 如く , 健康 居 正 液 の 血色 素 


含量 は , 後 逃 赤血球 敷 と 同様 に 極め て 個 骨 差 に 
冨 お も の で あつ て , 少く と も 55<100 時 (Sahii) 
の 巾 を 持つ も の の よう で ある 。 従 つ て 個々 の 偶 


党 例 の 検査 に 営 つて 偶 * その 血色 素 量 が 50% 


な る 場合 , こと れ を 以 て 直ちに と 該 馬 に 於 ける 血色 
索 量 の 減少 と なす と と も , また 70 欠 な る 被 検 
馬 に 於 て 血色 素 量 の 減少 を 松 定 し 去る の も , と 
も と 早計 で あらう 。 

菊 に 俺 貧 馬 血液 の 血色 素 量 に 開 す る 業績 を 簡 
介 に 紹介 する 。 

HEMpErL (1908 て 09) は 俺 徐 に 訟 て 3 絹 
(Sahli-Gowers の 低 演 する の 半井 人 寺 9 
KiNsrEy (1909) は 種々 な る 病 期 の 偶 工 俺 作 馬 
約 50 頭 を 検査 し た と こと ろ , 今 性 型 で は 10> 
S5% (Sahi), また 慢性 型 で は 10<70 多 で あ 
つた と 言い , 大 上 (1909, 1910) は 初期 の 患 局 に 
於 て は 問 織 を 長き , 多く は 50<65 叶 (Fleischl- 
Miesser) を 示す が , 重症 例 で は 20<30 欠 に 
減ずる と 述 べ て いる 。 佐々 木城 井 (1909) も 同 
じ く 初期 に は 碑 絆 は な い が , 潤 炊 減少 し て 熱 回 
角 期 に 於 て は 15<25%% (Gowers) に 低下 する 
旧記 述 し た 。MAck (1909) は 病 期 の 進む に 伴い 
血色 素 量 の 減少 する 事 を 認 む る と と も と , 検 
査 例 4 頭 中 1 頭 に 訟 て 212 (GowERs) に な つ 
た 例 を 記し て ぃ る 。Topp WorgAacm (1911 ) 
に よる と 930<50% に 減 ま る 由 で ある 。 ま だ た 
VAN Es 等 (1911) も 本 症 に 於 ける 血色 素 量 の 
減少 を 認め た が , その 減少 程度 は 赤血球 の 減 敷 
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程度 に 比較 し て 一 層 著 明 な り と 湊 表 し た 。 貫い 
て 本 SEYDERHELM (1915) は 12 頭 の 披 秩 馬 申 
12% (Sahii) に 激減 し た 例 を 察 し て いる 。 
HOUeUENIN (1918) 及び WiRTE (1919) は 血色 
索 基 の 増減 は 赤血球 の それ と 邊 行 する ょ 報告 し 
た 。 ま た KgrsER (1923) の 研 完 成績 を みる と , 
提 性 例 5 頭 に 於 て 45<70 中 (Tallquist Scale), 
また 入 性 例 1 頭 で は 80 と な つて いち 。 HG- 
ENER(1924) の 被 検 馬 5 頭 に 及 て は 2.54 こ 9.60g 
(血液 100cc 中 の 酸化 血色 素 量 ) を 示し , 健康 
馬 の 9.30<14.31g に 比較 し て 奈 明 に 減少 し た 
と 言う 。SCHERMER 926) に よる と 多 く の 慢 性 
佑 貸 馬 の 血 色素 量 は 常に 減少 し , その 結果 50 
減 を 示す と と も 稀 で な いと の と と で ある 。 また 
本 間 (1927) は 本 症 竣 除 馬 10 頭 の 座 均 血色 素 量 
は 64.5 ぢ (Sahi) で あつ を だ と ょ と 記し た 。 HucuENrN 
(1918) は Schwere Anamie の 1 例 で その 咽 
色素 量 35 多 に 減少 する の を 見 た と 言う 。 区 で 


DREMJATSKY 隼 (1929) の 報告 に は 55-80 の 


聞 を 上 下 し た 1 例 が 記さ れ て いる 。 同年 SCHER- 
MER (1929) は 本 症 馬 19 頭 の 相 均 血 色素 量 は 
57 (Sahi) で あつ た 旧記 逃し た 。 到 年 Wo- 
LFF (1930) は 慢性 刊 作 馬 15 頭 の 卒 均 血 色素 量 
は 54.8 こ 93.0 多 で その 増減 は 概ね 赤血球 敷 に 比 
例 す る と 党 表 し , また 葛西 等 (1931) は 自然 感 
染 例 5 頭 及 び 人 工 感染 例 5 頭 に 於 ける 血色 . 
素 量 は 1.68~14.74 多 (Stoddard & Adair's. 
Long Method) で あつ た 時 記載 し レ て いる 。 
KsAr 等 (1934) は 血色 素 量 は 50 c 減 まる と 
と あり ょ 言う 。 爽 に HoMurov(1936) は 俺 矯 貞 
に 於 ける 血色 素 量 は 愚民 の 症 其 に より 2 の まで 
下降 する が , 普通 4 て 7 の 間 を 動 描 す る と 報 
告 し た 。 ま た JAkog (1937) は 本 症 局 の 血色 素 
量 は 時 に 20 多 以下 tc 低下 する 事 費 を 承認 レ て 
いる が , 同時 に 親 る 血色 素 の 減少 は 多く 慢性 馬 
に 誇 明 さる ヽ と 論じ た 。SONTeEgN (1940) は 血 
色素 量 60%2 (Sahii) 以下 の も $ の を 俺 津 似 , 
また 40 少 以下 の も ゃ の を ば 同 眞 定 馬 と 巻 を る と 
言う 。 な ぉ RoBrN (1933), FoRTNER (1938G⑤。 
1939) 及び 小倉 (1947) も また 本 症 に 於 て 血色 _ 
素 量 は 減少 する と 商家 し て いる 。 * 
以上 紹介 し た 如く , 偽 貸 馬 血 液 の 血色 素 量 に 














闘 する 報告 は 例外 な く 総 局 に 共 て は 血色 系 ミ 量 の 
減少 を 承認 レ し た も の の み で ある 。 

B. 血色 素 係 散 或 は 血液 償 

血色 素 係 敷 の 昇 隆 に 開 す る 問題 は 僚 向 と 人 の 
、 悪 性 作 血 と の 病 性 比較 の 上 か ら ゃ も 喧 し く 論 議 さ 
れ て いる と と ろ で ある 。 然し , 馬 の 健常 血色 素 


量 は 個 幅 差 及 び 生理 的 動 挫 甚 し い ゃ の な る と 


と は 既に 逃 べた 通り で あり , また 赤血球 敷 に 開 
し て も 遇 々 同様 の と と が 言え る 。 丈 に 血色 素 量 
の 測定 具 た る Sahli の 血色 素 計 と の も の が 精 
度 に 於 て か な り 鉄 陥 の ある も の な る と と も 周知 
_ の 如く で ある 。 か いる 諸事 費 は いき ぉ い 馬 の 血 
色素 係 敷 の 求め 方 それ 自 購 に 異論 を 生じ る 原因 
と な り , ひい て は 人 知代 馬 血液 に 於 ける 該 係 敷 の 
RNNGG あ る で 因 を 成す も の こ 学 
えら れる の で あろ る 。 


0 


する 提唱 を 紹介 する 。 SEypgRgELM 父子 (1915) 
は SAgrr に 従 つ て 赤血球 敷 800 萬 に 回 し て 血 
色素 量 602 (Sahli) な る も の を 標準 値 , 師 ち 
血色 素 係 敷 1 と 決め た 。 WiRrg (1919) 及び 
SctERMER (1926) は この 方 式 を 踏 肌 し た 。 ま 
た HueugNIN (1918) は 赤血球 敷 800 癌 。 血色 

量 80 (Sahi) を 以 て 1 ェ と し レ し, GEWENIGER 


(929) は と れ C 準 月 し て いる 。 爽 に 石井 (939) 


は 赤血球 数 800 萬 に 暫し て 血色 素 量 70 (Sah- 
Hi) を 示す も の を 1 と し た 。 

耐 し て , 健康 馬 に 於 て も 血色 素 係 数 は 多少 動 
捨 す る も る の で ある と と は 勿論 で あつ て , その 健 
常 値 こ つい て WnNuck (1922) は 1.71, GEwWE- 
NIGER (1929) は 0.95 て 1.20, ScHERMER (1928, 
1929) は 0.80>1.20, また DREMJATsky 街 (1929) 
。 は 0.82^1.20 と 記し て いる 。 区 で SONrcgN 
(940) は 臨床 上 俺 徐 の 妊 い の な い 拉 稔 牝馬 100 
頭 中 1 頭 は 07, 1 頭 は 10, 3 頭 は 11, 5 頭 は 
2 あつ て , 大 多 表 の る の, 爺 ち 90 頭 は 宴 に 1.3 
へ 2.6 を 示し た と 言う 。 な お HOBNER (1924) は 
赤 血 球 1 個 の 血色 素 含 量 は 12.2>22.5x10-*g 
が 0 婦 逢 馬 て いる 。 

、 信 貧 詩 の 血色 素 係 敷 に 就 て 始め て その 昇降 を 


論じ た の は SEYDERHELM 鐘 子 (1915) の: の 


2 も それ 以前 OsTERTAcG (890). CARRE et 
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VArLEp (1906, 1907), FRrEDRtcH (1908), 
ScHLATHOLTER (1910) 及び KRyNrrz (1913) 


は 何れ も 赤血球 色調 の 稀 剖 な る 事 宴 を 指摘 し 


た 。 また を VaN ES 等 (1911) は 血色 素 の 減少 は 
赤血球 の 減 敷 に 比較 し て 一層 上 装 で ある と 報 和 
し じ し て いる の で あの て , 綿 て これ 等 研究 閉 に ょ つ 
て 記述 さ れ た 所 見 は 血色 素 係 敷 の 低下 を 示唆 す 
る も の と 考 を られ る 。 殴 秦 該 係 敷 の 下 隆 を 壮 紀 
する 研究 著 は 少く , 僅か に WiRrg (1919) は 
人 工 感染 財 5 頭 中 4 を 頭 で 血色 素 係 敷 の 低下 を 認 
め た を と 言い , 区 で ScHAAF 入 1 9 
頭 中 4 頭 に 於 て 断る 所 見 に 遵 由 し , また DREM- 
JATsky 和 (1929) は 1 仔馬 の 偉 委 例 で 0.67 ン 
0.80 を 示す の を 目撃 し た と する 記載 を 見 る の み 
CO 

と と ろ が 際 SEYDERHELM (1915) は 12 頭 の 侯 
貸 馬 全 例 が 血色 素 係 敷 の 上 昇 を 示し た 事 賞 を 芝 
表し , と の 所 見 を 以 て 本 症 と 人 の 悪性 貸 血 が 同 
一 病 性 の も る の な る と と を 主張 する 1 論 月 と し て 
掲げ て 以 來 , 偉 貸 語 に 於 て 該 係 敷 の 上 昇 を 認め 
た と 言 2 研究 者 が 多 敷 現 われ た 。 印 ち , SCHAAF 
(1923), HOBENER (1924), SCHERMER (1926, 
1929, 1934 ), QUENTIN (1933), VERcs (1933), 
KRAL (1934), KRAr 箸 (1934), CARREg et VERGs 
(1935), Wick (1935), BosNic (1936), MIENscH 
(1936), WEBER (1936), HOFFERBER (1937 ), 
JAkoB (1937), RAscg (1937), FORTNER (1939), 


石井 (1935, 1939⑫, 1940⑯), 及び 右 井 ・ 中 村 
(1942) 等 は 何れ も SEypDERHELM 父子 (1915) 


の 血色 素 係 敷 上 昇 読 を 1 部 若 し く は 全面 的 に 支 
持 す る 態度 を と つ を た 入 々 で ある 。 

面 し て , 上 記 研 究 者 中 , ScHAAF (1923) は 9 
頭 中 2 頭 に 於 て 血色 素 係 表 の 上 昇 を 記 め た と 記 
し て いろ る 。 HOBNER (1924) は 被 検 馬 5 頭 中 4 
頭 で は その 素 血球 1 個 常 り の 血色 素 量 は 16.7 ン 
211x10~?g で 健康 馬 の そ れ に 比較 し て 増加 し , 
り ] 頭 に 於 て は 12x10-*g で 健常 値 以 下 で 
あつ た 上 利 報告 し た 。 ま た GEWENIicER (1929) は 
人 工 感染 及び 自然 感染 司 計 23 頭 の 検査 成績 か 
ら , 偉 貧 馬 に 於 ける 析 色 素 量 の 増減 は 赤血球 敷 
の それ と 下 行 し な いか ら , 血色 素 係 敷 は 上 昇 す 
る と 結論 し , ScHERMER 毎 (1928) また これ と 同 
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ニニ 旨 の 論 を な し て いる 。 更に また SCHERMER 


(1929) は 俺 当 馬 19 頭 の 浴 均 血色 素 係 敷 は 1.33 
で あつ た と 浴 表 し て いる 。 績 いて 氏 (934) は 
2 頭 の 本 症 馬 に 於 て それ 等 の 血色 素 係 敷 は 病 期 
の 推移 に 従 つて 0.5<1.6 の 間 を 動 す る 事 に 
道 遇 し た と 言い , MsNscH (1936) の 1 例 で は 
1.40, 0.98 及び 1.60 を 示し た 。 爽 に Bostic 
(1936) に ょ る と 血色 素 係 数 1.4 を 示し た も の ら 
3 頭 を 認め た 貼 で ある 。 JAKoB (1937 ) は 信 條 の 
次 過 中 血色 素 係 数 は 惑 は 上 昇 し , 或 は 下降 する 
が 。 概して 12 以上 の と と 記 多 いと 枯 べ て いる 。 
また RAscH (1937) は 血液 像 C 灯 化 の ある 時 は 
常に 該 係 雪 の 上 昇 を 認め る と 航 し た が , FORT- 
NER (1939) は 俺 人 に 於 ける 血色 素 係 敷 の 上 昇 は 
著 明 な も の で は な くぅ その 意義 は 低い と 結論 し 
た 。 爽 で 石井 ・ 中 村 (1942) は 人 工 感染 馬 15 頭 

に 就き 血色 素 係 敷 の 時 期 的 動 卑 を 追及 し た と と 
ろ に よる と , 係 敷 は 企 血 期 か ら 質 血 違 復 期 に 
浴 て 上 昇 す る も る ので, 28 条 作 中 21 紅 作 (75) 
は 灯る 傾向 を 示し た と 言う 。 また 氏 等 は 血色 素 
係 肖 は 通例 赤血球 の 減少 に 伴 つ て 逆 に 上 昇 し , 
本 も と の 上 昇 は 赤血球 敷 の 居 復 期 に 於 て 最も 著 
明 に 現われ る も の で , 普通 1.2>1.4 を 示す と 記 
寺 し て いろ る 。 

一 方 に 流 て , WiRrH (1919) は 人 感染 馬 5 
頭 中 4 頭 は 感染 前 に 於 て 血色 素 係 敷 1 以上 を 未 
し , 病 期 の 進行 する に 徒 つ て 下降 し た が , 残り 
1 頭 で は 却 つ て 上 昇 す る の を 認め , 結局 本 症 に 
於 ける 血色 素 係 敷 は 健常 値 に 略 々 等 し いも ゃ の と 
解 し て いろ る 。 FROrNER (1919) 及び Wurrg 


(1930) は 俺 貧 馬 血液 の 血色 素 量 の 増減 は 概して 」 


赤血球 敷 に 比例 する と 迄 べ , また 葛西 等 (1931) 
は 目 然 感染 周 45 頭 及 び 人 工 感 染 馬 5 頭 計 50 頭 
を 検査 し た 結果 , 本 症 の 重症 例 の 1 部 に 血色 素 
量 に 比較 し て 赤血球 敷 の 過少 な る も の を 認 む る 
も, 大多 敷 の 例 に 於 て は 雨 者 は 企 行 する も の な 
り と 般 表 し た 。 両 し て 以上 諸家 の 観察 し た 事 買 
は 何れ も 本 症 C 於 ける 血色 素 係 敷 は 略 々 健常 値 
に 等 し い ゃ の な る と と を 示唆 する も の の 如く 推 
測 さ れる が , LEMETAYER (1933) の 笛 穴 例 で は 
該 係 汗 は 健常 値 に 等 し いか 高 C み で あつ た と の 
こと で ある 。 小倉 (1947) は 明か に 赤血球 と 血 
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593781 攻 , 座 均 701 高 : ScHERMER(1926) 一 


ーー-750 貞 ? 


ZEK(1929) 一 760 : 石井 ・ 渡 邊 (1930) 一 583 及 






色素 量 は 企 行 する も の と 著 を えて いる 。 
な な HUeUENIN (1918) は 本 症 馬 血色 素 係 敷 
億 09 
旨 語 表し た 。 「 
陸 W ま NN 


開 す る 先 人 諸氏 の 見 解 は 相 営 青 の 不 抽 説 及 び 


12 の 不定 説 が 溢 家 さ れ て いる に し て も , 歴 更 
的 に は 下降 読 に 始ま り , 上 昇 説 に 瞬 着 し た が 
ある 。 然し 血色 素 係 肖 の 上 昇 を 認め る と する 研 
宛 攻 の 報告 も , と れ 等 を 少し く 冷静 検討 する 
と き , それ 等 報告 中 に は 四 験 記録 を 提示 する と 
と な し に か いる 論 を な す も る の も 少く な いらい 一 訪 , 
SCHERMER 等 (1928) 及び GEWENrGER (1929 ) 
の 如く , 血色 素 量 は 赤血球 数 と 座 行 的 に 増減 し 
な いと て 言う 事 條 を 以 て 直 ち < 血 色素 係 肖 の 上 昇 
な り と する 研究 者 も る あつ て , 筆者 等 は か \ る 説 
を 赴 認 す る C 忠 踏 す る る の で あろ る が, 石井 ・ 中 
村 (1942) の 業績 は 少く と も 人 工 感染 馬 と 於 け 
る 該 係 敷 の 増減 紀 を 或 程 度 宛 明 し 得 た も の と 
考え を る も の で ある 。 「 ( 
4. 赤 球 

A. 赤血球 訓 「 

地上 の が 中 前 する 宇 な 記 了 を 組 人 
る と 区 の 通り で ある 。 

CARRE et VArLEE (1906, 1907) 一 700 佐 ぇ 
木 ・ 城 井 1909) 一 750 萬 : GAssE (1910) 一 牡 850 
^990 高 , 歪 均 900 高 , 一 牝 .500 こ 830 高座 均 
690 萬 , 一 騙 780 こ 930 導 , 浴 均 850 高 : FROHNER 


 d919) 一 650<700 萬 (健常 最低 値 は 620 高 に し 


て , 500<600 萬 を 軽度 貸 血 , 400 高 を 中 等 度 質 
血 , また 200<300 高 を 高度 作 血 と 見 仙 す ) 
長尾 (192072 わ 。1924) 一 530>780 高 , 下 均 679 
貞 : HOBNgR (1924) 一 510 て 899 萬 , 在 均 907 
萬 , 牝 754 高 , 騙 714 高 : ARNpr (1925) 一 







650<900 高 , WIrrMANN u. KROCHER (1927 ) 
小 開 和 (KoHANAwA) (1928)-- 641 ン 
868 高 不 均 720 高 : DsgwgArsky 等 (1929) 
00 000 高 。 一 仔馬 1170 高 : GEWENIGER 
(1929) 一 650 こ 800 萬 , 一 仔馬 600 高 : Scts- 
MER(1929) 一 650<900 萬 , 座 均 770 高 : Tor- 





- び 648 高 : 葛西 等 (1931) 一 7811.048 高 : BA- 


LozgT et AousrrN(1934) 一 223 昔 ( 騒 ): JAkog 


(1937) 一 700-1.000 高 , 在 均 850 高 小倉 (1947) 

_ 一 700<900 高 と な つて い る 。 まだ SONTGEN 
。 (940) に よれ ば , 臨床 上 異状 の な い 牝 馬 100 頭 
C 於 て 500 萬 以 一 3 頭 , 500<600 高 一 15 頭 , 
600<700 癌 一 38 頭 , 700ー800 高 一 20 頭 , 800 ン 

900 高 一 18 頭 , 900 高 以 上 ー6 頭 で あ つ を た 由 で 
| ある 。- 上 記 HAOBER(1924) の 報告 は 汐 血 種 及 び 
| 准 血 種 合計 50 欠 頭 に 於 ける 研究 成績 で ある が , 
。 氏 は 同時 に C 運 動 及 び 替 役 に 因 つて 赤血球 敷 は 増 

加 す る と 交 べ て いる 。 また 石井 ・ 渡 衝 (1930) の 
所 見 は 健康 馬 2 頭 を 4 ヵ月 間 連 績 検査 し た 場合 
の 下 均 敷 で ある 。 

新 の 如く 健康 と 見 仔 さ れ た 司 に 於 て も , 個 骨 
に より その 保有 赤血球 散 c 500ー1.270 高 か ら の 
動 卑 ある 事 僅 は 今後 億 條 馬 の 赤 血球 の 増減 を 論 
まる 場合 最も 留意 すべ き 問題 で あつ て , 特 偶 
合 症例 を 検査 する Cc 常 つ て , 優 C そ の 赤血球 毅 
が 700 高 あ つた か ら と 言 つ て , と の 敷 値 を 以 て 
直 ち い C 被 検 司 に 於 ける 赤血球 の 減少 を 否定 する 
と と は 出 来 な いじ 反面 に 於 て , 赤血球 敷 500 萬 の 
馬 に 避 過 し た 際 , 一 概 に こと れ を 到 度 乃至 中 等 度 
の 赤血球 破壊 の 結果 と 速 断 する と と の 不 営 な る 
所 以 を 示唆 する も る の で あろ う 。 

俺 外患 馬 に 於 ける 赤血球 減少 を 暗示 する 記載 
と し て , FROHNER (1886) は 血液 が 色調 稀 薄 と な 
り , 水 様 を 時 し , 赤 碧 球 と 白血球 の 敷 比 が 150:1 
と な つた 症例 を 報告 し て いる の を 見 る 。 区 で 
CARRE et VArLEE (1906,1907 ) は 毅 病 2 て 4 日 


で 健常 敷 (700 高 ) より 150200 高 の 減少 を 見 , 


委 性 例 の 頻 死 期 に 於 て は 400 高 に 満た ぬ も の あ 
。 り , また 亜 急 性 例 で は 200<300 高 に 激減 し , 更 
| c 基 だ し き に と 至 つて は 100 高 以 下 に 貧血 する 場 
| 合 あ り ょ ェ 逃 べた 。 炉 で 氏 は 赤血球 敷 は 病 型 及 び 
、 病 期 に よ ょ つて 疑 化す る も の で ある と 言 2 極め て 

重要 な 見 解 を 援 決し た 。 爾 來 今日 に 至る まで 病 
表 き れ た 殆 ん ど 全 て の 報告 は , その 被 検 例 の 病 
型 如何 を 問わ ず , 終局 に 於 て 赤血球 の 減少 する 
事 費 を 認め て いる よう で ある か ら , いち いち 文 


* 本 ABERSANG (1921)・ 


献 を 列 没 する 項 を 避け る と と と し て , 棄 往 報告 
中 赤血球 300 高 以下 に 減少 し た 症例 を 記載 する 


ふ の を 紹介 する 。 GARRE et VArrgE (1906, 1907) . 


ー100 萬 以 下 : HEMpPEr (1908<09) 一 81 萬 角 : 
KiNsrEy (1909) 一 100 萬 欠 : MiAck (1909) 一 
170 高 : MogrER (1909) 一 200 高 : 大 塚 (1909, 
1910)--100 萬 以 下 : 佐々 木 ・ 城 井 (1909) 一 112 高 : 
臨時 馬 疫 調査 要員 信 (1911) 一 100 萬 以下 : Topp 
& WorBAcH (1911) 一 200 て 300 萬 , VAN ESs 等 
(1911) 一 100 高 以下 】) SogNs u. SogTEpJo(1917) 
ー200 高 以下 : SrAaprgR (1917) 一 123 萬 欠 : 
FROHNER (1919) 一 260 高 : ScHAAE (1923) 一 
148 高 ) de Kock (1924) 一 200 高 以下 : 是 CENER 
(1924) 一 148 高 : ROzsA (1927) 一 60 萬 :. 石井 ・ 
渡邊 (930) 一 160 高 : 葛西 等 (1931) 一 93 高 : 
WgripricH (1932 ) 一 100 高 : LEMETAYER (1933 ) 
ー25 高 , QUENTIN (1933) 一 200 高 , の Wick 
(1935) 一 100 高 以 下 : BosNrc (1936) 一 130 高 : 
WEpgR (1936) 一 13 高 : JAkoB (1937) 一 200 高 
以下 : 中 村 (1938) 一 100 高 以下 : 三浦 等 (1947) 
ー110 と な つて いる の で あつ て , 叙 上 の 報告 
に よ つ て みて も 本 症 に 於 ける 赤血球 の 減少 は 如 
何 < 題 著 な も の で ある か を 覗い 知る と と が 出來 
る 。 殊 に WEEgsR (1936) の 報告 する 例 は た と を 
名 死 前 3 時 間 の 所 見 と は 言 を , 毅 表 に 償 す る も 
の と 巻 を られ る 。 

然し 他方 に 於 て , 全 経 過 を 通じ て 赤血球 減少 
を 認め な か つた 例 c 章 遇 し て いる 研究 者 $ あ る 。 
印 ち VAN ES 等 (1911) の 報告 に よる と , 人工 感 
染 計 に 於 て は 赤血球 の 減少 は 必 配 の 現象 で は な 
くぅ 明 な 貸 血 を 呈し た も の は 和 寧ろ 少 敷 例 に 止 り , 
敷 頭 は 赤血球 が 増加 し た まい 死 の 還 包 を と つた 
貼 で ある 。 WiRrH (1919) も 赤血球 の 減少 を 挫 
さ ぬ 1 例 を 目撃 し た が , 氏 は と の 所 見 を 以 て 還 
馬 が 水 を 飲ま な か つた だ た めで は な いか と 城 を た 。 
耐 し て 氏 は 徐 性 府 過 の 貞 死 馬 に 於 て は か いる 病 
例 $ 稀 で な い ょ と 際 言 し て いる 。 また BEDERKE 
(1921) の 人 工 感染 馬 30 頭 の 所 見 に よれ 記 , 全 
例 の 約 1/4 で は 死に 至る まで 赤血球 は 健常 敷 を 
保つ た と の こと と で ある 。 本 ABERSANG (1921)* は 
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人 工 感染 染 計 に 於 て 赤血球 毅 が 標準 以上 ic 増加 す 
る の を 見 だ と 言う 。 その 後 耳 owurov (1936) 
は , 甚 急 性 また は 急性 型 で は 病 初 赤 血球 敷 600 
へ 800 高 の ゃ の が , 末期 に 至 つ て 900<1000 萬 
に 増加 する 場合 あり と 逃 べ , 且つ 俺 貸 に 於 て 貸 
血 は 亜 急 性 及び 慢性 型 の も の の み に と 認め られ, 
面 も か いろ る 和 貸 血 は 時 に 進行 性 な と と も ある が , 
移 し て 一 過 性 で ある と 言 2 注目 すべ き 商 表 を し 
た 。 ま だ た 最近 久 池 井 等 (1947) は 佑 貧 血清 注射 
後 23 日 の 絆 過 を 以 て 名 死 信 る 1 例 で は 赤血球 
敷 は “意外 に も 織 化 を 示さ な い " ょ 李 べ て い 
隊 「 

上 逃 の 如く 全 病 期 を 通じ て 赤血球 の 減少 を 
さ ぬ 例 が 少 敷 な が ら 記 載 さ れ て いる が , 一 導 性 
の 赤血球 増 多 , 
球 敷 の 減少 せ ざ る 症例 を 報告 し て いる 研 完 著 る 
あろ る 。 ち SoHNs u. SogTEDJOo (1917) は 補 
検 例 に 於 て 始め 著 明 な 外 血 を 認め だ た が, 還 馬 を 
長期 間 休 枚 し め た と と ころ 赤 析 球 は 再生 包 剰 
(Hyperregeneration) を すら 時 し た と 言う 。 
また ScHArk 層 RoDERrck (1923) は 14 年 間 赤 
血球 は 殆 ん ど 減 少 せ ざる の みな ら ま 時 に 健常 値 
以上 に 増加 し つい , 末期 に 至 つ て 始め て 暑 な 
貧血 を 來 し た 1 雑 毒 馬 に 就 て 記述 し て いる 。 爽 
(て ScHERMER (1934) は 病 初 赤血球 敷 1.200 萬 
を 示し , その 後 毅 熱 が あつ た に も か いわ ら ず 依 
然 と し て 徐 血 を 来 ささ ざ る の みか , 千 つ て 健常 敷 
の 2 倍 に 増加 し た が 問 も な く 赤 血 球 減少 (420 ン 
490 競 ) を 起 し た 1 例 及 び 同 せく 初診 時 ( 科 熱 
中 ) 11000 萬 の 赤血球 を 有 し て いた も の が 爽 で 
500 高 以下 に 減少 し た 1 例 < 重大 な 開心 を 寄せ 
て いる 。 面 し て 氏 は か いる 事 四 か ら , 赤血球 増 
多 を 以 て 俺 人 の 或 る 病 相 (Phase) に 上 分 ら る ぃ \ 1 
現象 と 解す べき で あろ うと 結論 し た 。 
Ma の 2 
告 を 紹介 する 。VWriRrH(1919) は 致死 交 継 過 を 
急性 患 馬 に 於 て 赤血球 減少 が の NN 
微 な 場合 が 存する 反面 , 赤血球 殻 が 激減 し て い 
人 ら ず 良く 長期 間 生 存する 症例 を 論 
め る 事 足 か ら , 赤血球 敷 と 錦 後 と の 間 に 明 確 な 
想 開 開 係 が 成立 し な い ェ 論じ て いる 。 と と ろ が 
葛西 等 (1931) は 300 高 以下 に 委 血 し た 是 馬 の 


8 


若しくは 相 営 期間 に 古 つ て 赤 血 - 


は りこ た S 二 0 


WE の 如く 林 記 経過 中 寺 講 凍 較 


米 す も の で ある が , 黄 作 性 致死 交 紀 例 の 1 都 
及び 避 る 病 期 に 於 て 赤血球 減少 を 星 さ ぬ も の が 
存在 する と と は 事 寅 で ある と 思わ れる 。 然し 吾 
人 が 血球 敷 の 増減 と 呼 穏 し て いる の は 血液 1 
mm' 中 の 析 球 敷 の 増減 で ある か ら , 計 骨 が 濃 血 
症 (Anhydraemia) 若しくは 水 血 症 '(Hydrae- 
mia) に 陥 つた 場合 , か いる 敷 値 は 馬 帳 の 全 血 球 
敷 の 増減 を 推測 すべ き 正 礁 な 尺度 と な り 得 な い 
も の で ある と と に 留意 [すべ き で ある ろう 。 


B. 赤 相 球 減少 と 病 期 , 特 に 愛 吾 と の 開 係 . 


前 述 の 如く , 本 定 で は 原則 と し て 貧血 を 秦 す 
も の で ある と と は 一 般 語 婦 め ら る い 事 費 で ある 


が , 欧 に 赤血球 の 減少 と 病 期 と の 開 係 に 言及 し 


た を 報告 を 紹 企 する 。 
CARRE et VArrEs (1906, 1907) は 赤血球 の 


減少 は 敬 病 2~4 日 で 極限 に 達する が , 病 型 及 


び 病 期 の 異 る に 従 つて その 増減 様相 は 一 様 で な 


い ょ 言う 甚だ 示唆 に 富む 胡 表 を 行 つ た 。 玉 に 犬 


塚 (1909) は 初期 に は 健常 値 と 大 差 な し と 言い , 
同年 佐々 木 ・ 城 井 (1909) は 委 性 期 に は 将 化 は 


な い が 貧血 期 に 至 つ て 減 ま る と 記載 し て いる 。 


降 つ て WriRrH (1919) は 病 替 が 急性 で あれ ば 


急性 な る ほど , また 慢性 例 で は 病 期 が 進む < 従 


つて 赤血球 の 減少 は 題 閉 で ある と 逃 べ を た 。 長尾 


(1920)G2 は 大 塚 (1909) 及び 佐 ぇ 木 ・ 城 左 等 
(909) と 異 り , 貧血 の 閣 現 する の は 初期 で ある 
旨 記 し て いる 。 績 いて BAARs (1921) は 有 熱 
期 に 減少 する と 逃 べ , BLuM (1930) は 熱 敬 作 
の 初期 に 於 て 赤血球 減少 を 認め た 。 また 葛西 等 
(1931) は 熱 語 作 中 及び その 直後 まで 赤血球 は 
減少 し 績 ける 旨 報告 し て いる 。 DOBEERSTEIN 
(1934) は 初期 , 末期 及び 有 熱 時 に 限 つ て 赤血球 


の 減少 を 認め る と 稀 し た 。TPANissET (1931) に 


ょ よれ ば 熱 驚 作 の 科 現 と 共に 赤血球 は 減少 し 婚 
め , 有 熱 期中 減少 する と の と と で ある 。 VgRocg 
(1933) は 赤血球 の 減少 は 驚 作 熱 の 高 さ と その 
入 留 期間 の 長 竹 に 比例 する と 逃 べ , CARRg et 
VERGE (1935) も 同様 の 見 解 を 和敬 表 し て いる 。 

Zwick (1935) は 初期 に は 気 血 せま し て , か を つの 
て 赤血球 の 増加 を す た と と が ある が , 運 例 接 期 , 





末期 及 び 有 熱 期 に は 赤血球 の 減少 を 認め る と 論 
じ た 。 妖 年 GsrFEIN & BRosg (1936) は 赤血球 
の 最 減 少 期 は 熱 極 期 , また は それ か ら 12<24 時 
間 以 内 で あつ て , 爾 後 5>7 日 に し て 多く は な 名 作 
前 の 敷 に 復 す る が , 1 部 愚 馬 で は 熱 休止 期 に 於 
て も 相 営 な 貸 血 を 認め た と 言う 。 同年 WEBER 
(1936) は 患 馬 が 解熱 する と 赤血球 は 増加 し 始 
。 め , 和 作 毎 に 貸 血 は 巴 著 に な る と 報告 し た 。 表 
、 で HoFFEREER (1937) は Zwrck (1935) と 同 
様 の 見 解 を 敬 表 し , JAkos (1937) は 熱 極 期 に 
。 赤 析 球 の 減少 閉 明 な り ょ と 記載 し て いる 。 
以上 年 代 順に 維 列 さ れ た 先 人 の 諸 業 績 の 示す 
と と ろ は 必ず まし も ゃ 明確 な り と は 言え も の が あ 
り , また 相互 に 一 致し な い 略 $ 多 少 あ る こし て 
も , 誤 著 は その 中 か ら 本 症 に 於 ける 赤 血 奈 減 少 
の 様相 に 就 て 相 営 明確 な 知見 を 淫 み と られ た と 
と と 思う 2 が, 猫 壮 多 租 然 た り 得 な い 幅 が さ れ 
て いる の を 感知 きる いで あろ う 。 
の 種 の 間 題 に 暫 し て 不 秘 の 努力 を 観 い 米 つた 石 
井 氏 に ょ つて 代表 され る 一 門 の 業績 , 候 ち 石井 ・ 
渡邊 (1930), 石井 (939) ぐ ⑫, 石井 ・ 中 村 (1935, 
1942) 及び 中 村 (1938) の 報告 を 一 括 紹 介する 
と と と し た い (第 2 賠 参 照 )。 氏 等 は 多 敷 の 自然 
感染 馬 及 び 人 工 感染 司 に つき 連 績 血液 検査 を 宴 
施し た 結果 , 貸 血 と 病 期 と の 開 係 に 就 て 次 の 如 
、 き 結論 に 到達 し た 。 胞 ち 検査 例 の 99% まで は 
和 腔 作 中 に 貧血 を 呈し , 2<14 日 に し て その 極 と 
| 達し, や が て 伯 復 に 向う る ゃ の で あつ て , 熱 分 利 
後に 至 つて 始め て 貧血 し た 例 は 皆無 で あつ た が , 
少 敷 例 で は 全く 貧血 し な か つた 。 耐 し て 赤血球 
数 は 概して 作 前 に 一 時 増加 の 傾向 を 示し , 中 
に は 帝 作 初期 まで 増加 する も の が 存する 。 但し, 
初回 毅 作 の も の で は その 過 符 敷 (60) に 於 て , 
語 熱 直前 に 貸 血 の 兆 を 呈し , 洪 作 回 敷 を 重 ぬ る 
C 従 つて , 
| に な る 。 また 個 え の 納 作 に 於 ける 赤血球 の 減少 
程度 を 道 及 し た と と ろ に よる と , 全 秋 作 の 60 
以上 は 100 高 以上 の 減少 を 示し , こと れ 等 の 中 約 
302% まで は 赤血球 の 損耗 綱 に 200 高 を 越え る も 
の で あつ た 。 爽 に 同一 病 馬 の 各 功 作 に 於 ける 赤 
血球 減少 程度 は 綴 歴 毅 作 同 敷 に は 無 開 係 で あつ 
て , 専ら 敬 作 熱 の 高低 と 精 留 期間 の 長短 に 左右 
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され , まだ た 個 需 の 任 析 度 は 過去 の 癌 作 敷 に 支配 
され る か ら , 短 時 日 内 に より 多く の 殴 作 を 反復 
し た も の ほど 貸 血 は 閉 明 で , 且つ その 伯 復 は 違 
廷 す る 。 従 つ て 本 症 未 期 に 於 て は 急性 継 過 司 ょ 
り も 誤 意 性 患 馬 の 方 が より 高度 の 所 血 を 呈す る 
の で ある 。 

以上 逃 べ た 石井 等 の 見 解 に 従 つ て , 前 記 諸 家 
の 報告 を 再 検討 する 時 , それ 等 多く の 記載 は 賀 
は 佑 貸 語 が 示す 貸 血 の 貨 相 を 昔 に 刻 片 的 に , 若 
し く は 漠然 と 読 明 し て いる に 過ぎ な いと と が 理 
衣 さ れる で あろ う 。 面 し て 本 症 過 中 最も 散 明 
な 症 汰 を 攻 す る 1 病 期 た る 有 熱 期 及び その 前 後 
期間 に 於 ける 赤 析 球 の 増減 に つい て 充分 な 分 析 
を 行 つ て いな い 簡 Cc 石井 氏 等 以外 の 多 往 研 先 の 
最大 雇 陥 が 存する も の と 思 巻 され る 。 

C. 赤 血 球 の 性 汰 特に その 形態 

赤 皿 球 不同 症 (Amisocytosis) 健康 馬 赤 血球 
の 大 いさ (直径 ) に つい て は CEgsARI (1913) は 
人 4 て 7 必 。 FROHNER (1919) は 38<Z.6 栓 均 
5.8, WIRrH (1919) は 4.0<7.5 内 均 5.6 ん , 
また 小 華 和 (1928) は 3.3<7.7/ な り と 和敬 表し 
て いる 。 爽 に 石井 等 (1942) は 日 本 内 地上 周 20 頭 
に 於 て は 3.987<7.960, また 朝鮮 馬 10 頭 に 
あり て は 4.35<7.96 ん な り て 言う 。 更 渡邊 等 
(1942) 20 頭 に 就 い て の 研究 成 績 に よれ ば 3.5 
へ 6.5 で ある 。 そ の 後 小倉 (1947) は 馬 の 赤 血 
球 の 大 いさ は 品種 に よ ょ つて 異 る ぉ る の で あつ て , 
巴 馬 一 5.0 こ 8.4, 支那 馬 一 5.0 て 7.4 比島 ポ 


ニーー45 へ 7.4 宮古 司 一 45 へ 7.4 改良 日 


本 馬 一 人 40<6.9 ん で あつ た と 記 区 し た 。 

本 症 語 に 赤血球 不同 症 を 認め た 研究 著 は 其 だ 
多い 。 抑 ち , FROmNER(1886,1919) , OsTERrAc 
(1890),CARRE et VALLEE(1906, 1907 ) , HEMpPEr 
(1908<09), 犬 基 (1909, 1910), 佐々 木 ・ 城 
非 (1909), FiNZzr (1911), VAN Es 等 (1911), 
LORsCHEID (1916), HUGUENIN (1918), AEELEIN 
(1919 ), BAARs(1921) , KKELsER(1923) , SCHAAF 
(1923), pg Kock (1924), WWARRINGSHorZ (1924), 
SCHERMER(1928), GEWENIGER(1929), 人 KRUPsKrI 
(1930),。 Wurrr (1930), 葛西 等 (1931), RoBrN 
(1933), VgReEg (1933) , . 氏 RAr (1934), CARREg 
et VERcE (1935)。Zwrck (1935), HHoFFERBER 


RI ヒー 生還 に に し 。 … 
5 こ コ 


ーー 
、 ァ ー を る し 
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TK 


(1936), 中 村 (1938), 石井 (1940)⑮⑯, 石 丼 等 


(1942) ぐ ②, 渡邊 等 (1942) 及び 小倉 (1947) は ` 


何れ も 本 症 に 於 て 多少 に 拘ら 不同 赤血球 定 を 
認め た と 言う 。 

と て と れ に 習 し て , 僅か に OsrERTAG (1908), 
SCHLATHOLTER (1910), WiRrH (1919) 及び 
右 井 ・ 渡 邊 (1930) は 夫々 の 報告 に 於 て か いる 
所 見 を 否定 し て いる の を 見 る に 包 ぎ な い 。 耐 も 
石井 は 1940 年 に 至 つ て , や は 0? 赤血球 不同 症 
の 存在 を 青 定 し た と と は 前 和 区 し た 通り で ある 。 

徒 つ て , 本 症 に 於 ける 赤血球 不同 症 の 出現 は 
最早 確定 的 事 四 と 考え を られ る の で ある が, 最近 
まで その 性 格 に 開 す る 敷 字 的 裏付け に 見 る べき 


研究 が 凝 表 され な か つた 。 即ち 大 多 敷 の 研究 者. 


は 大 型 及 び 小 型 赤血球 の 混合 し た 形 に 於 て 赤 血 
球 不 同 症 を 認め て いる の で ある が , その うち 佐 
る 木 ・ 城 井 (1909) は 小型 赤血球 が 多 敷 を 占め , 
犬 型 の も の は 少 い と 言う 。 MAck (1909) は 4 
頭 中 1 頭 で 多 数 の Megalocyte を 装 究 し , 
FROHNER (1919) % 9.5 尽 に 達する 赤血球 を 見 , 
GEWENIGER (1929), VskeE (1933) 及び 小倉 
(1947) も る 赤 Megalocyte を 認め る と 毅 表 し た 。 
と れ に 反し て OsrTERTAG (1890) 及び 大 区 .(1909, 
1910) は 小型 赤血球 の 出現 を 和 験 し た と 記し て 
い る 。 区 に 赤血球 不同 症 の 性 格 を 数 字 的 に 示 
し た も の を 紹介 する と , ErNZr (1911) の 3.0 て 
15.0 6 AEELEIN(1919) の 3.57.0 太 , FROHNER 


(1919) の 最大 9.5, ScgAAE(1923) の 2.0<9.0、 


WurFr (1930) の 3.0 へ 7.4 及び ZWick (1935) 
の 2.0<9.0, な る 記録 が 見 営 る だ け で ある 。 一 
方 か ヽ る 赤血球 不同 症 の 出現 問 度 を 具 骸 的 に 記 
逃 し た 報告 は 同様 に 少 い が , MAck (1909) は 
4 頭 中 1 頭 に 多 敷 の Megalocyte を 認め たと 語 

し , 大 塚 (1909, 1910) は 往 * 姜 縮 赤 血球 を 観察 
し た と 言う 。 AEErEIN (1919) は グ 疾 集 C 
また BAARs (1921) は 人 工 感染 馬 及 び 自 然 感染 
馬 計 5 頭 全 例 に とれ を 見 た と 記述 し て いる 。 静 
C 日 0UGUENIN (1918) は 20 頭 中 4 頭 に , また 
HorFEREEs (1937) は 稀 な ら ず 選 し た と 報告 
し た 。 と こと ろ が FROHNER (1919) は 少 敷 例 に 難 
明 な 不同 赤血球 定 を 認め た と 言い , Ds Kock 
(1924) は 常 作 の 長い ぃ も る の に C 限 つて か いる 所 見 を 






星 し た と 藻 表 し , 次 と 葛西 等 (1931) は 貧 血 高度 
な も の に と 於 て , また ZWick (1935) は 稀 に 同様 
の 繊 化 を 目 繋 し た 由 で ある 。 最近 小倉 (1947) 
は 健康 日 本 馬 に 於 ける 赤血球 の 大 いさ は 要 し て 
7 以下 で ある が , 偽作 馬 で は 8/ を 超え を る 
大 赤血球 (Megilocyten) が 多 敷 出現 (1 古野 
に つき 敷 個 ま た は それ 以上 ) する も の で , 氏 は 
10.5 に 達する も の を 認め た と 報告 し て いる 。 
石井 等 G942)7② は 人 工 感染 朝鮮 馬 25 頭 に 就 
て それ 等 の 病 性 を 城 慮 せま に , 各 馬 毎 に Price- 
Johnes 曲線 を 療 い て みた ととろ, 15 頭 ヒ 於 で 
は その 峰 が 右 方 移動 し た が , 6 頭 に あり て は 内 
の 位置 に 好 化 な く , また 4 頭 で は 後に 左記 移動 , 
を 來 す の を 認め , 了 且つ 25 頭 例外 な くそ れ 等 の 曲 
線 は 夫 ぇ の 高 さ を 減じ て 給 い 丘陵 性 を 呈し た と . 
逃 べ た 。 ま た 氏 等 は 同じ く 人 工 感 染 朝 鮮 馬 12 豆 
を 用 い , その 病 期 に 従 つて 連 貫 次 験 し た 成績 に 
基 い て , 雛 熱 と 共に 曲線 の 括 は 右 方 移動 し て 熱 


分 利 後に 極限 達し, 爾 後 徐 々 に 正常 に 復 帥 し 。 
か いる 峰 の 右 方 移動 及び 曲線 の 丘陵 化 は 貧血 の 
王 問 な る も の 程 著 明 で ある が , 熱 庫 作 中 一 過 性 
に 小型 赤血球 の 増加 を 認め る と ょ が ある ょ 閥 表 
し て いる (第 1 賠 参 照 )。 な あお 訪 報 告 の 示す と と 
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「 300 3.50) 4.00 450. 5.00 
X 145 
第 1 岡 馬 面 球 の Price-Johnes 曲線 
一 一 石 非 ・ 田 中 ・ 米 田 1942) ょ り リー 一 
ろ で は , 俺 貧 に 於 て 3.5 み 以下 及び 87 以上 
の も の は 認め ちら れ て いな いよ う で ある 。 同年 渡 
間 筐 (1942) は 自然 感染 俺 貧 馬 70 頭 , 澤 種 の 


信楽 病 軸 馬 約 30 頭 及び 健康 馬 20 頭 と 就 て 石 


も 
ァ wi が 
人 が 
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計 者 符 ( (942) と 同様 に , それ 等 の 赤血球 直径 
及び Price- Johnes 曲線 を 観察 し た 報告 中 で , 


信 貸 馬 に 於 て Price-]Johnes 曲線 の 括 が 右 方 偏 


| 移す る 事 冥 を 確認 むる と 共に , 本 症 馬 中 に は そ 


の 峰 が 左右 偽 移 する も る の の 存する 旨 を 形 調 し て 


| 克 の 如く 聞 べ た 。 即ち 70 頭 の 俺 合 中 談 曲 
。 線 の 峯 が 右 方 偏 移し た も の 50 頭 (71.4), 左 


oo 


ーー 


、 を た 。 爽 と 侵 倫 型 吊 馬 22 頭 で は 右 方 偏 移 例 は 


方 偏 移 例 7 頭 (10 め ), 左右 偏 移 例 6 頭 (8.6 め ) 


で , 正常 に 近い も の 7 頭 (10) で あつ た 。 また 


委 性 型 患 馬 48 頭 中 , 右 方 偏 移 例 は 32 頭 (66.7) 


堪 方 偏 移 例 5 頭 (10.4) 及び 左右 偏 移 例 6 頭 
(12.5 内 ) で , 正常 に 近い も ゃ の 5 頭 (10.4) を 敷 


196 頭 (81.6) で 礎 倒 的 に 多く , 左 方 偏 移 例 及 


- び 正 常に 近い も の は 各 2 頭 (9.2 め ) 宛 に 過ぎ ず ポ , 


諾 右 偏 移 例 は 胃 無 で あつ た と 記 菩 し て いる 。 な 
お 氏 等 は 偉 所 馬 の 赤 血球 直径 は 3.0…8.5 / を 示 
し , 健康 馬 及 び 他 の 刊 染 病 患 馬 の そ れ に 比較 し 


| て その 大 いさ は 基 だ 不 毅 で ある と 附 言 し た 。 


ーー 


こと なこ 


ピコ 


コン ニー 


、 pg Kock (924), 


半 8 


串 が い が , 
CARRE et VArLEE (1906, 1907), FRrEDRrc 
MAck (1909)。 大 
_ 辺 (1909), 佐 ぇ 礎 ・ 城 井 (1909), FiNzr (1911). 


俺 代 馬 に 於 ける 赤血球 不同 症 の 出現 に 開 し て 
成 さ きれ た 少 か ら ぬ 般 表 中 上 記 十 氏 等 の 報告 は 最 
$ 豊富 な 資 上 記 録 を 提供 し た 研究 成績 で あつ て , 
筆 着 寺 は と れ 等 文献 に 接し て 始め て 本 症 の 赤 血 


、 球 不同 症 な る も ゃ の の 資 能 に 角 れ た 感 を 抱い た 。 


半 型 赤血球 症 (Poikilocytosis) 俺 衝 に 於 て 
可 形 赤血球 の 出現 を 見 た と 言う 報告 は 倫 り 多く 
FROHNER (1886)。 OsrERTAc (1890), 
(1908), KriNsrgy (1909), 


VAN Es (1911), TKRynrrz (1913), LoRscHErp 


、(1916), HucusNIN (1918), AEELErN (1919), 
、 SCHAAF (1923), 
Ksupskr (1930), Vgscs (1933), KRAr (1934) 
KsAr 等 (1934) 角 び CARRE et VERGE (1935) 
の 若 表 は 何れ も か \ る 異常 赤血球 を QB め た と 言 


_ WARRINGsHOLZ (1924), 


2 報告 で ある 。 

然し , OsrERTAG (1908), HEMpgr (1908 て 
09), ScmLArHorLrgR (1910), WrRTg (1919), 
SCHERMER (1928), 石井 ・ 
渡 衝 (1930), 葛西 等 (1931) 及び 石井 (1942) 


ほこ と れ C 半 し て 明か に 苦 定 的 見 解 を 表明 し て い 


JNI 
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区 に 所 調 異 型 赤血球 な る も の の 形態 に つい て 
は , FINzr (1911) は ビス ケット 其 , 紡 鍵 激 , 慕 
陀 総 開 其 及び 終 鐵 汰 血球 が 出現 する と 言う 。 ま 
た VAN Es 等 (1911) は 彫 鍋 湊 及び 鐵 訴 赤 
血 長 を 見 た と 延べ , LoRscHrrpD (1916) は 多 敷 
の 功 陀 維 a 華 航 の も ゃ の と , 少 敷 の 終 銭 汰 血球 Cc 中 
過 し た 由 で ある 。 更に ABELErN (1919) は 亜 鈴 
状 , 梶 栓 汰 , 若 し く は 墓 陀 維 華 汰 赤血球 を , また 
GEWENIiGER (1929) は : 李 陀 維 華 航 の も の を 認 
だ と 言う とこ と で ある 。 VgReg(1933) 及び CARRg 
et VEReg (1935) は ば ステ ケッ ト 炊 , 午 伏 及び 根 棒 
対 血球 を 製 察 し た 。 爽 に KRAr 等 (1934) は 赤 
血球 の 形態 は 不正 と な る と 逮 べ た 。 

と と ろ が , 半 型 赤血球 の 出現 を 記載 する 報告 
落 必 まし ゃ か いる 所 見 を 重定 し て いる の で は だ な 
く 〈 く , FRIigDRICH (1908) を 除く 他 の 全て の 研究 著 
の 負 表 は 押 に 異型 赤血球 を 見 た と 言う と 下り , 
00950 即 
ち , 大 基 (1909) は か ヽ る 赤血球 の 異常 は 理 微 な 
り と 言い , VAN Es 筆 (1911) は 1.2 の 例 で 表 
度 の 異型 赤 析 球 症 を 認め た に 過ぎ ず , KRYNrTZ 
(1913) は 灰 死 期 の 1 例 で と れ を 見 た ょ 夢 べ て い 
る 。 ま だ た ScHAAF (1923) は 欠 り 0 これ を 見 な い 
ェ 報 じ , WARsrNesHorz (1924) は 1 例 で 少 填 
の か いる 赤血球 に 遺 過 し た と 記 送 し て いる 。 更 
C ABgLgIN (1919) の 如き は 該 異型 赤血球 が 塗 
抹 標 本 全面 c 分 布 す る と と な く , 局部 的 < 集合 
する 傾向 を 示す 事 克 から, と の も の は 人 工 産 物 
で は な いか を 紙 う と 附 言 し て いる の で ある 。 

親 く の 如 く , 俺 貸 に 於 ける 異型 赤血球 の 出現 , 
その 性 格 及び 溢 現 問 度 等 に 就 て は , 何等 系 統 的 
研究 の 藻 天 され る と と な く 今日 と OMMNMN 
また 1920 年 以降 これ に 開 す る 報告 も 急激 に そ 
の 敷 を 減じ た 。 と れ ら の 事 資 は 多く の 研究 者 が 
本 症 に 於 ける 異型 赤血球 出現 の 意義 を 副 表 的 現 
介 と 導 える に 至 つた と と を 示す も の で は な か ろ 
か 8 
_ 有 欄 赤血球 (Erythroblast) 及び Howell- 
Jolly 小 玲 DE Kock (1924) が 示唆 し て い 

る 如く , 健康 馬 に 放 て も 流 相 中 に 往々 有 楼 赤 血 


球 が 認め ら る いも の の よう で ある 。 石井 (1942) 
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は 健康 馬 23 頭 中 4 頭 か ら 有 要 赤 血球 (Normo- 
blasten) を 検出 し て いる 。 従 つて , 侯 貸 周 で か 
か る 赤血球 の 出現 消長 を 云々 する 場合 , それ が 
Normoblasten 以外 の 有 桜 赤血球 で ある か , ま 


た は その 多 宴 が 論議 の 中 心 と な る べき で あろ う 


が : 一 鷹 本 定 に 於 ける 有 要 赤 吉 球 の 出現 に 開 す 

る 業績 を 紹介 する 。 

KiNsLEY (1909), MAcg (1909), 佐々 木 ・ 城 
電 (1909), FiNzr (1911), FRoEHLicH (1916), 
LoRscHgiD (1916), HoucuENIN (1918), 長尾 
(1919G20。 1920023)。 WiRTH (1919), BAARS 
(1921), LUHRs (1922), ScHAAF(1923), DE KOCK 


(1924), ScgERMER (1929), 右 井 ・ 渡 用 (1930), 


KRupski (1930), 葛西 等 (1931), RogrN (1933), 


VsRcs (1933), KRAr (1934), RIrciTERs (1934), 
CARRE et VsRcg(1935), Wick (1935), 中 村 
(1938) 及び 石井 (1942) は 何れ も 俺 貸 馬 に 訳 
て 多少 な り と も 有 要 赤 血球 の 出現 を 認め た と 述 
べ さて いろ が 。 OsTERTAG (1908), HEMpPpr (1908 
< と 09), 大 塚 (1909), ScHLATHOLTER (1910) 及 
び VAw Es 等 (1911) は か いる 異常 血球 を 認め 
な いと 報 午 し て いる 。 

炊 に 上 記 有 要 赤 血球 の 出現 を 報じ た 受 表 の 中 
か ら こと れ に 開 す る 記載 の 具 丹 的 な も の を 捨 つ て 


みる と と と する 。MAck (1909) は 4 頭 是 1 頭 . 


解 死 前 3 日 に 白血球 1000 個 に 肘 し て 7 個 の 
割 に か いる 赤血球 を 見 た と 言い , 佐々 木 ・ 城 井 
(1909) は 10 の Normoblast 及び 0.2 多 
の Megaloblast を 認め た と 記載 し た 。 爽 に 


LoRscgEip (1916) は 有 桜 大 型 赤 血 球 に 林 包 し , 


HucuENIN (1918) は Schwere Anamie で 
Mikroblasten 及び Normoblasten 各 1 個 宛 
を 見 だ 申 で ある 。 遂 尾 (は 939)990 は 全 邊 検 例 9 
頭 に 於 て や は り 有 桜 赤血球 の 出現 する の を 観察 


し , その 敷 は 白血球 100 個 に 暫し て 02^30 個 


の 割 で あつ た と 言い , 区 で (1920) ぐ 32) 全 赤 血球 
の 0.4<4.0% に 営 る 普通 有 桜 赤血球 を 認め た 
と 記し て いる 。 更に WiRTg (1919) の 人 工 感 
染 例 に 於 ける 弟 察 に よる と , 有 桜 赤血球 は 初回 


縮 作 時 に 多 敷 現われ た と の と と で ある 。 BAARs ・ 


(1921) は 極め て 僅少 の Normoblasten を 認め 


た に 追 ぎ と 逃 べ , ScHAAF (1923) は Mikro- 


blasten 及び Makroblasten を 訟 中 め た が , Me- 
galoblasten は 全く 見 られ な か つた と て 言い, 本 
症 に 於 ける Megaloblasten の 出現 を 明確 に 稚 
定 し , 


と 言 2 重要 な 次 表 を 行 つ て いる 。 DE  IKKock 


(1924) ゃ また 本 症 に 見 ちる ヽ 有 要 赤 血球 は その 


性 格 に 於 て 健康 馬 に 現 わ る いも の と ょ と 大差 な し と 
論じ た 。 欧 に 石井 ・ 渡 邊 (1930) は 有 要 赤 血球 


な 俺 人 の 病 期 と は 無 開 係 に 出現 する と 記し 。 ま 


た KRopski (1930) は 該 血 球 は 二丈 性 貸 例 と 
も 認め ら る ヽ いと と を 指摘 し た 。 と と ろ が 葛西 等 


(1931) は 敬 作 時 また は その 直後 , 作 地 の 有無 と 
は 無 開 係 に Normoblast を 認め る と 報告 し た 。 


その 後 Vigscg (1933) 及び CARRE et VsRcs 
(1935) は と も ゃ に Megaloblaste を 見 る と 延べ 
て いる 。 然るに , 石井 (1942) は 自然 感染 及び 
人 工 感染 馬 C 就 て 缶 察 し た と と ろ 。 毅 熱 中 の 
ゎぁ の - 19 例 中 6 例 及 び 熱 分 利 期 の ゃ の 5 例 中 


2 例 に , また 分 利 後 の も の で は 20 例 甲 6 例 と ( 
る 系 血球 は 熱 庫 


Normoblast を 認め , 耳 つ か 
作 を 契機 と し て 比較 的 多数 の 局 に 見 られ た と 言 
う 。 な お ぉ 氏 は 有 概 赤血球 の 出現 は 病 性 の 重い 馬 
に 於 て 著 し か つ を た と 記し て いる 。 その 後 小倉 
(1947) は 葛西 等 (1931) と 同一 知見 を 敬 表 し た 。 
以上 の 業績 か ら , 
惑 る 期間 に 於 て 有 桜 赤血球 は 相 営 の 頻度 に 出現 
する も の な る と と は 略 え 明 が な り と 言え よう 。 
然し , 佐々 木 ・ 城 井 (1909), VEReg (1983) 及び 
CARRE et VsRcs (1935) が 記 鞍 し て いち 如く 
か いる 有 要 赤 血球 中 に Megaloblasten が 含ま 


_- れ て いろ る か 共 か に つい て は 過 定 し 得 な い 。 何と 


な れ ば と れ 等 研究 者 の 報告 中 に , それ 等 の 人 が 
見 た と 稀 す る Megaloblaste な る も る の の 形態 と 
開 す る 詳細 な 記載 が 過 け て いる 乱 で ある 。 また 
俺 條 の 悪性 貸 血 廃 が 一 鷹 査 定 さ れ た 今 是 で は , 

上 記 の 諸氏 が 認め た と 言う Megaloblaste は 連 


は 密 な る Macroblast か , 若しくは や 大型 の 


それ で あつ た ろう と 基 え る の が 魏 党 で は ある ま 
いか 。 。 ! 


且つ 上 記 の 所 見 は 俺 貸 特 有 の も の に と 非 ず 、 


NR 






次 に Howell-Jolly 小骨 (以下 革 J 小 配 と 時 3 


稀 す る と と あり ) に 就 て 称 べ る 。 健康 馬 kc 於 て 


も 本 了 廿 』 小角 を 説 め る も る の で ある と と は 6 石井 
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| (942) が 指摘 し た と と ろ で あつ て , 氏 に よれ ば 
23 頭 中 6 頭 の 流血 中 に か いる 小 骸 が 現われ た 由 
、 で ある 。 従 つて , 俺 気 局 に 於 て 耳 耳 小 懇 が 論議 
きれ る の は 回 に その 出現 度 だ け の 問題 で あろ 


0 


CARRE et VArLEE (1906, 1907) は 俺 筆 馬 の 
血 中 に は 障 基 性 アニ リン 色素 で ア zZoZ/ZsZ2g 様 
微小 骨 を 包 蔵 する 赤血球 が 多 敷 現われ る ょ と 逃 べ 
て いる が , と の 微小 帆 は 今日 理 人 が 耳 -」 小骨 


- と 呼ぶ も $ の と 同一 物 で は ある まい か 。 績 いて , 


FROHNER (1919), BAARs (1921), ScrAAr 
(1923), GEWENreER (1929), 石井 ・ 渡 邊 (1930), 


_KRAr (1934), 2wrck (1935), 中 村 (1938) 及 


び 石 井 (1942) は や は り 偉 貸 馬 で TH-J 小骨 を 
見 た と 区 べ て いる が , 葛西 等 (1931) 及び 小倉 
(1947) は と れ を 誇 明 し な いと 深 表 し て いる 。 な 
ぉ BAARs (1921) は 全 被 検 司 5 頭 で . また 石井 
前 八 5 209R す HIC 大 

て 本 小 骸 を 検出 し た と 言う 。 

H-] 小柄 が 有 要 赤 血球 の 楼 遺 残 物 で ある な ら 
ば , か いる 小 起 を 含有 する 赤血球 は 有 桜 赤 血 
球 よ り 更 に 多く の 機 盆 に 認め ら る 道理 な る 
に も 拘ら ず , UP MR 
過ぎ な い の は 一 分 奇異 に 感じ られ る 。 然し , 本 


小 本 は 健康 馬 に も 認め ら る ヽ 劉 に 研究 者 が これ 


に と 関 する 所 見 を 特に 強調 し な か つた の で は な い 
か と も 城 えら れ , また 一 面 に 於 て , 是 -』 小 詳 含 
有 赤 血球 を 有 要 赤血球 と 訓 り 記載 し た も の も 中 
ーー フレ Moe 
や の 。 

な ち Cabot 小骨 に つい て は 右 井 (1942) は と 
れ を 説 め な か つた と 記 送 し て いる 。 

訪 基 嗜好 題 性 赤血球 及び 多 楽 性 赤血球 


| 健康 馬 に 於 て か いる 赤血球 を 認め た と 言 2 報 和 


は 未だ 語 表 され て いな いよ ょ よう で ある 。 
) 佑 質 馬 に 於 て 騨 基 嗜 好 思 粒 性 赤 正 球 の 出現 を 


_ 記載 する 報告 中 , HueugNrN (1918) は Schwere 


Anamie の 検索 に 営 つ て 20 同 の 検索 中 4 回 に 
於 て , WrRrg (1919) は 人 工 感染 馬 初 回 衣 作 時 
に と 多 敷 , BAARs (1921) は 被 検 馬 5 頭 中 1 頭 に 
共 て 唯 1 度 , ScmAA (1923) は 9 頭 中 3 頭 に 
1 ガ 、 渡邊 930) は 接種 叙 馬 7 頭 中 4 
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に , 更に 葛西 等 (1931) 及び 小倉 (1947) は 稀 
に と れ を 認め た と 克 表 し て いる 。 特に ScHAAF 
(1923) は 偉人 所 馬 に 於 て 衣 基 嗜好 吾 粒 性 赤血球 
の 出現 する 事 餅 を 重要 所 見 と 券 を る と 言う が , 
KRuPsKi (1930), VEReg (1933)。 KRAr (1934), 
RicHTERS (1934), CARRE et VEReE (1935) 
及び Zwrck (1935) の 報告 に は 中 に か いる 赤 血 
球 出 現 の 事 邊 だ な け を 欧 べ , その 頻度 に 就 て は 言 


( 及 ( 計 な toy 


然 ろ C FROHNsR(1919) 及び Dr Kock (1924) 
は か いる 頼 粒 性 赤血球 を 認め な い ょ 報告 し て い 

次 に 俺 貸 馬 の 多 染 性 赤血球 に 開 し て は , HO- 
GUENIN(1918) は 20 回 の 検索 中 3 回 蔽 過 し た 由 . 
で ある 。 長尾 (1919) ぐ 20 は 9 頭 中 7 頭 に こと れ を 
見 , 次 で 氏 (G920) ぐ 2 や は 人 工 感染 馬 11 頭 申 6 頭 
に 於 て 02<15.0 の 割 に 該 血 球 を 目 柚 し た 。 ま 
た WiRrg (1919) に よれ ば 接種 偉 外 馬 の 初 央 熱 
縮 時 に 多 敷 の 本 血球 を 見 , ScgAAEF (1923) の 記 
載 C よ る と 9 頭 中 3 頭 に と れ を 誇 明 し た と の と 
と で あつ て ,. ScHAAE (1923) は 億 徐 に 於 ける 多 
| 意義 を 重要 語 す る と 区 べ て いる 。 

・ 渡 衝 (1930) は 人 工 感染 馬 7 頭 に 於 て は 
が 0 無 熱 期 の 患 馬 7 頭 で は 5 頭 に , また 
刊 所 耐 過 民 23 頭 に あり て は 7 頭 に , 更 C 石 井 
(1942) は 義 熱 中 の 俺 條 馬 20 頭 中 4 頭 に , 熱 分 
利 期 の も の で は 5 頭 中 1 頭 に , また 熱 分 利 後 の 
串 詩 20 頭 C 於 て は 6 頭 に 夫々 多 染 性 赤血球 を 
認め た と 言う 。 また KRUpsKr (1930), ROBIN 
(1933), KRArL (1934) 及び RicHTgsRs (1934) 
は その 問 度 を 明記 し て いな い が , や は り 本 症 に 
於 て 多 楽 性 赤血球 が 現われ る と 報告 し た 。 な な 
KRAr 等 (1934) は 俺 気 馬 の 赤 血球 は 染色 不良 
ee と 叶 ウ 。 

叙 上 の 研究 閉 に 反し て , FROHNER (1919), 
pg Kock (1924) 及び 葛西 等 (1931) は か いる 
血球 を 座 明 し な いと 言う 。 

上 逃 の 文献 に よ つ て , 方 基 嗜 好 上 粒 性 赤血球 
及び 多 染 性 赤血球 は と も に 俺 臭 に 於 て 出現 する 
る の と 推測 され る が , その 度 は 要 し て 低い も 
の の よ 上 2 で ある 。 

な お MRowkA (1935 ぐ "ー19) 1937) は CiacciO 
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液 を 以 て 俺 当 馬 血液 を 固定 し , と れ と 脂肪 染色 


及び Gram 染色 等 を 施す と と に よ つ て , 億 貧 馬 
以外 に は 認め られ な い 染 色 性 を 示す 赤血球 , 拓 
ち 氏 の 所 詩 “Blau Zeilen ” を 秀 察 し た と 言う 。 
本 研究 に 翌 する 追試 報告 は 未だ 次 表 さ れ て いな 
い が , と も か く 興 味 あ る 知見 の 如く 思わ れる 。 


D. 赤血球 の 抵抗 


婦 康 居 赤 血球 の 低 張 食 際 水 に 習 す る 抵抗 に 開 
て , 長尾 (1919d ゆ , 1924) は 20 頭 の 供 試 馬 に 
於 て それ 等 の 抵抗 域 は 0.40<0.58g/qL 座 均 
0.45<0.54 g/d1 を 示し た と 言う 。 小 華 和 (1928) 
は 6^19 歳 の 双 12 頭 に 於 て 最大 抵抗 は 0.40 ン 
0.49% 下 均 044 ぢ また 最小 抵抗 は 0.55 て 


0.60 多 下 均 056 を な る と と を 知 つ た 。 静 に 中 


村 ・ 宮 川 (1930) の 15 頭 に つい て の 研究 (に よる 
と 最大 抵抗 は 0.38 こ 0.48% 主 均 0.44 を , また 最 
小 抵抗 は 0.48>0.56 座 均 0.539 有 を で あり , そ を 
の 高 食 了 水 に 軒 す る 抵抗 は 1.18>1.38 均 
1.3422 で ある 。 更 に 葛西 等 (1931) 騙 19 頭 の 
餅 験 で は 最大 抵抗 は 0.40 て 0.52, また 最小 抵 
抗 は 0.62<0.68 を と な つて いる ちる 。 

俺 貧 馬 に 於 ける 赤血球 の 抵抗 に 開 す る 最初 の 
報告 者 た る CARRE et VArLEE (1906, 1907) は 
本 症 患 同 赤 血球 は 破壊 され 易い と 記 送 し て いる 
が , 佐々 木 ・ 城 井 (1909) の 報告 に る 同様 の 事 
足 が 李 べ られ て いる 。 長尾 (1919 ぐ 1. 1924) は 
俺 貧 継 過 居 12 頭 の 低 張 食 廊 水 に 畔 する 赤 血 奈 
抵抗 を 検査 し た と と ろ , それ 等 の 抵抗 域 は 0.460 
<0.762 g/dI, 座 均 0.51 て 0.59 g/dI を 示し , を 
の 抵抗 域 の 巾 は 健康 馬 と 比 ら な い が , 最大 及び 
最小 抵抗 は 共に 減 翌 する の を 製 察し た 。 また 新 
患 馬 9 頭 で は 最小 抵抗 に は 北 化 を 来 さ な い が , 
最大 抵抗 は 在 均 0.34<0.38g/dl に 増強 し た と 水 
べ , 区 で 919) ぐ 2 この 最大 抵抗 の 増強 は 例外 
な し に 病 期 の 初 に 著 明 と な り , 且つ か いる 病 期 
に 於 て 血球 の 新生 が 駐 盛 化 する 後 侯 を 認め た と 


* 筆者 等 は この 報告 を つぶ き に 機 討 し て みた さこ ろ , 氏 舟 は その 引 論 に 訟 て 重大 な 誤認 を 犯 し て い ぁ 事 避 を 見 も 
出し と た 。 氏 等 は 最大 抵抗 が 0.44 多 か ら 0.38 少 に 災 化 し た 事 費 を 以 て 最大 抵抗 が 減 層 し た も の の 如く 述べ ・ 
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用 水 に 装 する 抵抗 を 追及 し た 


就き 同じ く 低 張 食 
結果 , 最大 抵抗 は 0.46<0.56。 ま た 最小 抵抗 
は 0.56<0.62 多 で , それ 等 の 座 均 抵抗 域 は 0.51 
て 0.59 多 で あつ て , 健康 馬 の そ れ に 比較 し て 圧 


し く 減弱 す る も の な る と と を 知 つ た 。 また 氏 等 


は 同時 に 高 張 食 衣 水 に 翌 する 赤血球 抵抗 試験 を 
行 つ た が , その 成績 こよ ょ る と, 1.16^1.36 多 座 
均 1.24 多 で あつ て , 健康 馬 に 比 し て 生々 増強 す 
る の を 認め た 。 引 績 き 氏 等 は 4 頭 の 被 検 馬 を 以 
て 病 期 の 共 過 ょ 赤血球 抵抗 と の 開 係 を 追及 し 
た と と ろ , 熱 党 作 と 共に 最大 抵抗 は 増 育 し て 熱 


分 利 期 極 弁 に 達し 本 後 回 復 に 向い , 結局 開 作 


後 約 2 週 聞 に し て 常態 に 復 す る が , 最小 抵抗 は 
PTR て 殆 ん ど 移 動 な か つた と 逃 べ て い 
oc 更に 俺 偽 過 馬 6 頭 に 於 て は その 最大 抵抗 


は 0.48<0.52% 座 均 049 を , また 最小 抵抗 は 
0.62 こ 0.66% 下 均 0.64% で ある と 記し た 。 大 


し て 経過 馬 の 赤 血球 抵抗 は 最大 抵抗 に 於 て は 健 


康司 (0.44 多 ) より 策 々 弱く , 食用 馬 毅 作 時 の も 


の (0.38 め ) より は 著しく 減 器 し , また その 最小 
抵抗 に 於 て は , 健康 馬 (0.53 多 ) より 減 胃 し て い 

る と 言う *。 績 いて 葛西 等 (1931) は 自然 感染 例 
45 頭 中 , 最小 抵抗 減 惨 し て 0.70 を 越 を た も 


、 の 14 頭 及 び 該 最小 抵抗 培 記 し て 0.60 以下 を 
示し た も の 5 頭 を 認め , 一 方 最大 抵抗 増 記 し て 


0.40% 以下 と な つた も の 12、 頭 及び 該 抵抗 減 翌 
し て 0.5222 以上 に 達し た も の 2 頭 を 敷 を た と 
に 二 の 0 た 人 工 感 楽 例 5 頭 中 2 頭 は 紅 作 直後 に 
爾 抵抗 と も 増 纏 し た が , 洒 克 最小 抵抗 は 減 碧 レ 


_ て 0.70 多 以上 を 示し , また 最大 抵抗 は 更に 増 旨 


し て 04 多 以下 に 達する の を 抽 察 し て いる 。 な 


お 他 の 1 頭 は 藻 作 に 伴 つ て 最大 抵抗 が 一 時 的 増 


張 し た 外 , 著 撲 を 呈 さなか つた が 。 残り 2 頭 中 
1 頭 は 人 舞 洪 作 に 了 り , 他 の 1 頭 は 休 性 綴 過 を と 


つた 令 著 明 な 絵 化 を 現 わ き な か つた 。 本 し て 氏 


て いる が ,。 か ゝ る 現象 は 営 然 最大 抵抗 の 幸 強 て 解 種 き る べき 性 質 の も の で ある 。 面 し て , この 種 の 課 は 階 所 


に 認め られ た ヽ ゝ め , 筆者 和 は 著者 和 の 提示 し た 敷 値 を 充分 吟味 し た 上 


その 報告 主 古 を 上 記 の 如く 攻 織 し た 


も の で ある こ で た 隔 記 と て 著者 等 の 詠 解 を 得 た いで 思 3。 













rkhE。 人 CAR て 大 し られ て ws 
4 小 抵抗 の 増強 及び 最大 抵抗 の 減弱 は 角 り 意義 
| ある 失 化 と は 考え られ な い が , 最小 抵抗 の 減 翌 
| 及び 最大 抵抗 の 増 張 は 多 敷 の 本 症 思 馬 に 於 て 
認め ら る い 凶 化 で ある か ら , 重要 村 さ る べき 所 
見 で ある と の と と で ある 。 更に C 氏 等 は 赤血球 抵 
_ 抗 は 営 該 馬 の 血 清 性 似 に より て も 形 響 さる いも 

の で ある と と を 誇 明 し て いる 。 小倉 (1947) は 


ュー 


本 症 司 に 於 て 最小 抵抗 が 減 叶 し て 0.782 Cc 舌 


し , また 最大 抵抗 は 0.20 多 に 増 鹿 す る と と あり 
と 言う 。 
PANiSsET (1931) は 血球 抵抗 は 赤血球 敷 の 増 
減 に 條 行 し て 鐵 化す る と 言い , また LEMETAYER 
(1932) は 食性 及び 慢性 例 計 約 20 頭 の 検査 範 園 
で は 一 定 の 成績 を 贅 め 2 生 な か つた が , 恐らく 人 
_ の 悪性 貧血 の 場合 と 同じ 所 見 を 呈す る も の で あ 
ろう と ょ 涼 べ て いる 。 
中 村 ・ 宮 有川 1930) は 健康 計 15 5 頭 c 就 て サ 
ボ ポニ ン の 溶血 作用 に 将 す る 赤血球 の 抵抗 を 検査 
し た と と ろ , その 最小 抵抗 は 0.4<0.6 多 、T 下 均 
_0.54 欠 , また 最大 抵抗 は 0.5<0.8 多 座 均 0.68 
を 示し レ た と 言う 。 区 で 氏 等 は 竹 質 無 迷 期 患 馬 12 
頭 及 び 同 経過 馬 7 頭 に 就 て 同様 の 四 験 を 行 C, 
、 更 に 3 頭 の 本 症 馬 の 綴 過 に 従 つ て と れ を 観察 し 
て いる 。 その 成績 に ょ る と , 無 熱 時 の 患 馬 に 於 
。 て は 耳 抵 抗 と も 健康 馬 の それ と 大 差 な か つた 。 
| 一 方 経過 馬 で は 最小 抵抗 は 0.4~0.7, また 最 
| 大抵 挑 は 06<09 多 で あつ て , と これ 等 を 全 康 局 
9 それ に 比較 す る と 最大 抵抗 に 於 て は 生々 載 
、 層 の 傾向 を 示し た が , 最小 抵抗 で は 大 差 を 生じ 
な か つた 。 爽 熱 語 作 の 綴 過 に 伴う 検索 成績 を 
みる と , 最大 抵抗 は 般 作 と 共に 増強 する が , 約 
1 2 週間 に し て 驚 熱 前 の 抵抗 C 復 過 し , また 最小 
抵抗 は 肖 作 吉日 前 減少 する が , 速 か に 復讐 する 。 
上 赤 笑 球 の 抵抗 に 開 す る 報告 を か な り 詳 細 
0 E 世 つて 紹介 提 430 が 間 I と と) 低 











2 PPP 
。 す もの で ある と と は 事 宙 で あろ う が , 該 獲 化 の 
| 性 格 は 未だ 明確 に され て いな いも の の 如く で あ 
OS ュ 


5. 百 咽 球 

為 . 百 血球 の 増減 

先ず 健康 馬 の 白 血球 敷 に 疫 す る 先 人 の 記載 を 
紹介 する と 次 の 通り で ある ろ る 。 胞 ち CAREg et 
VArrgg (1906, 1907) 一 9.000: GAssE (1910) 一 
5.400<9.900, 卒 均 牡 9.000, 騙 8.500, 牝 6.900: 
長尾 (1920)G3D--5,600 て 12.800, 座 均 8.800 (20 


頭 ) : NEsENi (1921) 一 騙 6.000 て 8,000, 牝 8.000. 


<10.000 : ScHAAF(1923) 一 6.660 て 14.400, 座 均 
10,727 (9 頭 ): HAuggR (1924) 一 8,000 て 15,000 
(58 頭 ) : HOBNER (1924) 一 牡 8250, 牝 8.560, 
座 均 8510: ScrsRwsR (1926)--7,000 こ 12,000 
(30 頭 ), WIrrMANN u. KROcCHER(1927) 一 8,000 
(16 頭 ): 小 華 和 (1928) 一 5,600<12,.800(12 頭 ) : 
DREMJATsKY 街 (1929) 一 7.000 て 10,000(35 頭 ) : 
GEwWENrcER (1929) 一 騙 7,.000 て 10,000 ( 多 数 ) : 
仔馬 9000<12000 (1 頭 ) , ScHERMER (1929) 
ー7,000 て 14.000, 諭 均 10.000 : TorzEK (1929) 


ー8.000: 石井 ・ 渡 邊 (1930) 一 8400~-10,300 (2 
頭 ): 葛西 等 (1931) 一 6.800<13,800 (33 頭 ) : 
JAkog (1937) 一 7.000-10.000, 浴 均 8500 ょ な 」 


つて いら ろ 。 ま た SoNTegN (1940) は 臨床 上 億 徐 
の 疑い な い 牝 馬 100 頭 中 , 3.000 と 4000 の も ゃ の 
15 頭 , 000~ て 5,.000 の も の 16 頭 , 5.000 て 6,000 
の ゃ の 26 頭 , 6.000 て 7.000 の も の 24 頭 , 7,000 
8.000 の も の 10 頭 , 8.000 て 9.000 の る の 4 頭 , 
9.000 て 10.000 の も る の 3 頭 , また 10.000~ て 11,000 


の も の 2 頭 あ つた と 迄 べ て いろ る 。 欧 に 小倉 (1947) 


に よる と 7.000 て 10.000 の も ゃ の が 多い 由 で ある 。 
. と い に 上 逃 の 報告 を その まい 容認 する な ら ば , 
健康 馬 の 正 血球 敷 は 3.000 て 15,000 か ら の 個 二 
差 乃至 生理 的 動 了 を 示す も の い 如 く で ある が , 
SoNTeEN (1940) に よ つ て 報告 され た 白血球 敷 
包 000 以下 の 馬 が 果して 健康 居 ェ 見 儀 さ れ て い 
いも の か 呑 か に つい て は 多大 の 和 疑問 が あり , ま 
た HAuppsR (1924) の 言う 如く 15,.000 も の 白 血 
球 が 常態 の 健康 馬 に 於 て ら る いも の な りや は 
と れ ま た 一 考 の 欠 地 ある も の と 筆者 等 は 考 える 。 
然し 馬 の 白血球 健常 敷 は 赤血球 の それ と 同等 或 
は それ 以上 の 巾 を 持つ も の で ある と と は 人 確 頁 と 
思わ れる か ら , 白血球 敷 の 増減 を ON 
に は 赤血球 沖の 増減 を 論議 する 際 に 於 ける と 
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様 な 恨 重 さ を 以 て 防 む べき で あろ う 。 


俺 貸 馬 白血球 敷 の 増減 に つい て は , 赤血球 肖 . 


及び 血色 素 係 雪 に 診 け る 以上 に 相 な に 相 容 れ な 
い ぃ 意見 が 敬 表 され て いる 。 多 ち FROHNER(1886) 
は 3 頭 中 1 頭 に 於 て の 増加 する の を 見 
だ と 言い , CARRE et VArLEE (1906, 1907) は 
自 血 球 敷 の 鏡 化 は 軽微 で あつ て , 多く の も の は 
7.000~>7.500 を 示し , 最低 4500 < 減少 し た 例 
も ゃ あつ た と 記載 し て いる 。 ま た HEMPEr (1908 
と 09) は 2100 の も ゃ の に 遺 仙 し た 由 で ある 

MAck (1909) の 見 た 自然 感染 馬 4 頭 の 白血球 
敷 は 5.000~>10.000 で あつ て , と の 事 軟 か ら 氏 
は 俺 氏 馬 の 白血球 敷 は 概して 健常 値 に < 近い と 水 
べた 。 と と ろ が , MoHrpR (1909) は 赤血球 敷 


に 半 す る 白血球 敷 の 比率 は 激増 し た と 言い , 大 


塚 (1909) は 白血球 は 征 々 減少 する の が 通例 で 
ある が , 時 に 10,000 に 増 載 する と と あり と 報じ 


た 。 然 る < 同じ く 了 臨時 馬 疫 調査 要員 た る 佐々 木 ・ 


城井 (1909) は 白血球 敷 は 誤 腔 作 中 増加 する と 
記述 し て いる 。 天 年 大 塚 (1910) は 本 症 に 於 け 
る 白血球 敷 は 健常 値 な る か 若しくは 少し く 載 加 , 
また は 減少 する と 言い , 前 年 敬 表 の 自説 に 補正 
を 加え を た 。 爽 で FINZzr (1911) は 白血球 像 は 秋 
吉 を 契機 た し て 織 化 を 米 す が , 簡 光 が 在 熱 な る 
期間 中 は 血液 成分 も 感染 前 = 犬 差 な いと 言う 注 
目 す べき 見 解 を 披 決 し た 。 Topp 層 WorgAcH 
(1914) の 盾 察し た 例 で は 白血球 敷 は 4000> 
68000 で あつ た 由 で ある 。 その後 SEYDERHELM 
父子 (1915) は 俺 貧 馬 12 頭 の 検索 成績 に 基 い 
て , 本 症 に 於 ける 白血球 減少 症 の 存在 を 強調 し , 
且つ 該 所 見 を 以 て 俺 貸 と 人 の 悪性 貸 血 と の 病 性 
同一 読 の 1 論 角 と し た 。 な お ぉ 氏 等 は 本 症 司 に 於 
て 白血球 が 2160 と 激減 する の を 認め た 旧記 送 
し て いる 。 い て LoRscHErp (1916) は 2 頭 中 
1 頭 に 於 て 白血球 の 減少 する の を 認め た と 學 べ , 
また STAprER (1917) は 白血球 敷 2.000 に 低下 
せる 例 あ り ェ 報告 し て いる 。 然るに FROHNER 
919) は 接種 信 條 計 に 於 ける 白血球 敷 は 6.000 


<8.000 で あつ て , 健康 司 の それ と 大 差 な か つ 


た 旨 強 調 し た が , WiRTH (1919) は 同じ く 人 人 
工 感染 司 5 頭 を 擬 察 その 結果 百 血球 敷 の 
増減 に 規則 的 織 化 を 7 か つた が , 概して 


計 和 球 な は 油 履 じ だ と 計 5 人 は 析 O の あ 


322 は 俺 任 過 馬 14 頭 に 於 て 白血球 は 常 c 問 
明 な 増加 (11.000 て 12.000) を 示し た が , 接種 佑 
徐 馬 11 頭 で は , 泡 作 初期 に 増加 し , 爽 で 減少 
レ し た の ち 再 び が 増加 する と 言う 其 だ 興味 ある 所 見 
を 藻 天 し て いる 。BAARs (1921) の 人 工 感 染 馬 
及び 自然 感染 馬 計 5 頭 の 検査 成績 に ょ る と , 4 
頭 に 於 て 軽度 な 増加 及び 減少 が 認め られ た が , 
と これ 等 鍵 化 は と も に 一 包 性 で あつ た と の と と で 
ある 。 同年 BEDERKg (1921) は 俺 條 に 於 て は 百 
四球 に 特記 すべ き 絆 化 を 認め な い 財 記 交 し た 。 
また 市 川 筆 (1921) は 長尾 (1920) ぐ 324422) の 政 め 
た 成績 を 原則 的 に 承認 し , 次 で ScHAAF (1923) 
は 被 検 馬 9 頭 中 2 頭 に 於 て 白血球 の 減少 を , ま 

た 1 頭 に あり て は 増加 を 認め た と 言う 。 降っ つて 
SCHERMER (1926) は 値 負 で は 高度 の 自 血 球 載 
多 は 起 ら ぬ と 断 >, WriTTMANN u.。 KROcHER 


(1927) は 俺 所 に 於 て は 白血球 減少 を 來 す = 記 送 . 


し た 。 爽 で ScHERMER 等 (1928) は 本 症 民 の 自 
血球 敷 は 10.000 以下 に 減 ま る $ も の な り と し た 
が , ScHOTTE (1928) は 佑 気 馬 に 於 て 白血球 の 
増加 を 認め る と 述べ た 。 一 方 DREMJATSKy 等 
(1929) は 前 記 SCHERMER (1926) 0 
調 し て いる 

ム く の 如く 。 俺 居 の 邊 四 世 開 まる 
詰 家 の 意見 は 全く 甲 論 選 駿 の 域 を 騰 し 切れ な い 
折 か ら , Schilliing 説 に 刺 載 され た GEWENIGER 
(1929) は 人 工 感染 馬 14 頭 を 含む 23 頭 の 俺 貧 馬 
を 中 要 と し て 多 敷 の 本 定 馬 に 就 て , 詩 と し て そ 
れ 等 の 白血球 像 を 研究 し た 。. 氏 は その 成績 か ら 
白血球 敷 は 庫 作 初期 に 増加 し た と と が 4 同 あ つ 
た が , それ も 問 も な く 健 常 値 と 復 レ し, 他 の 多く 
の 例 で は 概ね 獲 化 な か つた と 言う 。 面 し て 氏 は , 
今日 な ぉ 上 鞍 の 如く 紛 え た る 諸説 が 上 正 る と と ろ 
な く 縮 表 さ れる 原因 は 病 期 を 巻 慮 する と と な 
た に 行わ れ た 血液 像 の 検査 成績 に 立脚 し た 論 を 
な す 包 で あつ て , か いる 方 法 に よ ょ つて 改め あら 
し 所 見 は 角 り 重要 本 さ る べき 性 質 の も ゃ の で な い 
旨 の 極め て 示 吹 に 富む 華 表 を 行 つ て いる 。 然し 
な が ら , か いろ GEwENrGER の 沿 言 を よそ に , 
9 引 編 き 蒼 態 依 然 た る 報告 が な され , SCHERMER 
(1929) は 人 刊 任 馬 19 頭 の 白血球 小 均 敷 は 8800 








で , と の 敷 値 は 健康 語 の それ に 比較 し て 少 い ょ 
、 言い , TorzEk (1929) は 白血球 8100 を 示し 
た 1 例 を 記録 し た 。 い て , Brow (1930) は 急 
- 寿 語 作 の 初期 に は 白血球 増 多 を 夫 す と と が ある 
が , 概して 多少 に 拘ら まず 健常 舎 より 減少 する も 
の な り ょ 区 べ て いる 。 同年 石井 ・ 渡 邊 (1930) は 
ナー SNAP 
府 期 患 馬 7 頭 及 び 俺 貸 耐 通 司 23 頭 を 検査 し , そ を 
の 成績 に 基き 玉 の 如く 論じ た (第 2 園 参 照 )。 多 
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第 2 四球 の 落 減 で 帝 熱さ の 職 係 


NT ー 一 右 井 渡邊 (1930) 

ち , 億 人 括 馬 に 於 て 白血球 敷 は 難 芝 前 一 時 減少 の 
傾向 を 示す が , 常 作 と 共に 著しく 増加 し 多く の 
| 場合 熟 分 利 期 に 至 つて 減少 する 。 大 し て , 上 記 
、 佑 牛馬 7 頭 の 白血球 敷 は 夫々 11,000<18500, 
8000<22.000, 8.000 こ 15,000, 4000<12,000, 
j6.000 こ 13,000,5.500 こ 12,500 及び 6.500 こ 12.000 
| の 間 を 動 卑 し た 。 また 無 有 期 馬 及 び 耐 過 馬 に 於 
て は その 増減 は 一 律 で な く , 前 著 拉 で は 7.500. 
へ 15.000 を , 婦 後 者 妊 で は 4400-17.200 を 示 
し , 必 ま し ゃ 減少 する る の で は な いと と を 知 つ 
た と 言う 。 な おぉ 氏 等 は 帝 作 時 に 於 ける 白 血 奈 減 
少 の 時 期 , 速度 及び 程度 は 愛 作 期間 及び その 埋 
重 k は 昧 響 され な い が , その 減少 及び 人 復 速度 
| 多く の 場合 赤 正 球 の それ に 比較 し て 急速 な り 


1 







| と 附 言 し て いる 。 また Wurrr (1930) は 慢 作 俺 _ 


_ 損 馬 19 頭 の 自 血 球 詩 均 敷 は 9.240 に し て 健常 
値 な り ェ 報じ た 。 

次 に 葛西 等 (1931) は 人 工 感染 馬 5 頭 の 連 貫 
引 験 成績 に 基き , 帝 作 中 及び その 直後 に が て 提 
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血球 の 減少 する と ょ と 敢 て 赤血球 の 場合 に 劣ら ま 
と 結論 し てい る 。 な お ぉ 氏 等 の 被 検 自然 感染 馬 45 
頭 の 白血球 敷 は 1700 こ 24.100 で あつ た 。 また 
小倉 (1947) は 本 症 に 於 て 白血球 の 減少 著しい 
時 は 2.000<3.000 を 敷 を る に 過ぎ な いと と あり , 
氏 の 背 察 し た 最小 値 は 900 で あつ を た 貼 で ある 。 
PANrssET (1931) は 本 症 馬 の 白血球 は 或 は 増加 
し 或 は 減少 する と 言う 。 

毅 に 逃 べ た GEWENrGER (1929) の 提唱 及び 
石井 ・ 肖 間 (1930) 並 に 葛西 等 
(1931) の 賞 駿 成績 と 並ん で 筆者 
筐 の 注目 を 若い た も の は LEME- 
TAYER (1933) の 区 表 で あつ て , 
氏 に よる と , 初回 衣 作 期 に は 白 血 
球 敷 に 増減 な く , 役 作 末期 に 至 つ 
て 減少 (4200) し た が , 爽 回 衣 作 
迄 に は 健常 値 (9600) に 板 復 し た 。 
第 二 炊 及び 第 三 区 腔 作 に 於 て は 各 
2 日 目 に 夫々 白血球 増 多 (13,000 
及び 16,800) を 來 し , 第 二 区 毅 作 
未 期 に は 減少 する と と な く , 軍 C 
健常 値 に 復 な 記 する の が 認め られ た 
が 第 三 炊 深作 未 期 に は 白血球 減少 
その 後 も 熱 衣 を 呈し た が , 白 
血球 敷 は 前 同 の 如き 増減 を 示す と と な く , 死に 
至る まで 殆 ん ど 健 常 値 を 保持 し た と 言う 。 

次 に VgRes (1933) の 所 論 を 紹介 する と と と 
する 。 “白血球 の 緒 化 に 関し て は 多 敷 の 研究 が 
な され て いる が , その 成績 は 驚く べき 程 相 容 れ 
な いも の が ある 。 か く の 如 き 結 果 を 区 ら し た 原 
因 は 何 席 に ある か と 言う と , それ は と これ 等 の 條 
上 は 夫々 異 つ た 病 期 に 次 施さ ほれ て いる か ら で あ 
る 。 換言 すれ ば , 政 莉 は 各 作 の 前 に , また 牙 莉 
は 芝 作 中 に , 更に 他 の 者 は 般 作 後に , 更に また 
間 歌 期 に ……… と 言 つ を 時期 に 行 つた 検査 所 見 


_ を以て 一 般 を 律 写 ん と し た 徹 で ある "(Les mo- 
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yalle des acces, etc.) と 喝破 し た 。 更 C 氏 は 


と に 俸 気 馬 白血球 の 増減 に つい て 一般 的 な 事 
項 を 逃 べ る な ら ば , 概して 軽い 白血球 減少 を 呈 
する が , 帝 作 時 に は 中 性 細胞 の 増 多 を す も の 
で ある と ょ 記し て いろ る 。 績 いて VERGE は CARRE 
と の 共 半 一 CARRE et VgRcE (1935) 一 に 浴 て 
上 記 の 見 解 を 重ね て 強 調 し た 。 同 年 石井 1935, 
1939 ぐ )) は 殴 作 期 に 白血球 は 増加 し , 誰 分 利 後 
に 減少 する と 言い , また 熱 語 作 を 敷 回 同 遇 し た 
後 無 熱 期 に 入 つ た も の で は 白血球 減少 を 認め る 
ょ 論じ し て いる ちる 。 ! 
科 年 GRIFFIN 層 BRosE (1936) は 侯 貧 馬 に 浴 
ける 自 血 球 の 増減 紀 を 相 営 紳 宿 K 追及 し た 報 


告 を 滞 実 し て いる が , その 中 で 白血球 減少 は 克 
作 未 期 に 超 ろ も る の な る と と を 確認 し た (第 3 周 
参照 )。 その 後 中 村 (1939) は 丈 の 如く 丈 べ て 


る (第 2 賠 参 照 )。 師 ち 急性 型 の 熱 作 初期 に は 








論 識 の 中 心 は 雷 に 白血球 の 増 江 を 云々 する 自 階 
より , か いる 増減 は 病 型 及び 病 期 = 如何 な る 開 


- 係 に ある か の 一 邊 に 集中 され つい ある 時 , 一 方 


に 於 て は 軍 な る 増減 論 が 佐 然 散 天 さ れ て いる 
の で ある 。 且 ち , OPPERMANN (1933)G32) 及び ' 
KRAr (1934) は 俺 貧 馬 の 白血球 は 増加 する も の 
に 非 ま と 航 し ,IKRAr 等 (1934), SCcHERMgR(1934), 
MENscn(1936), TAKkos(1937),INEUMANN-KLEIN- 
PAUL u. WEyERS(1937), FoRrNER(193823).1939) _ 
は 或 は 白血球 敷 の 不 奨 貴 は 減少 を 主 虹 し た 。 
最後 に HJARRE u. BERTHELsEN (1938) が 


第 13 回 國 際 獣 興 人 に が て 錠 表 し た 業績 を 紹 


介する 。 氏 等 は 俺 気 の 碧 血球 像 の 殺 化 に 就 て 今 
日 まで 種々 相反 する 意見 が 胡 表 きれ て いる が , 
その 原因 と し て 爽 の 事 買 を 指摘 し 得る と 言う 。 
印 ち , (1) ウイ ー ル ス の 境 力 KC 差異 ある と と 
(2) ウイ ー ル ス KC 翌 する 馬 環 の 反 鷹 態度 が 同一 

な ら ざ る て と と (3③) と れ は 最 












































e!9 る 重要 大 さ る べき 事項 で ある 
"im DWSRMN が , 異 る 病 期 に 検査 され た 
人 MD 個 え の 血液 所 見 を 基礎 と し て 
NO の 論議 が 多い と と (3④) 俺 貧 
HI に 笑 な ら ボ 見 ら る ヽ 合 人 定 

EE (細菌 の 二 爽 感染 を 含む ) を 願 
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1 慮 し て いな いと と , これ で あ 

HO 出 の の 
i.ooo| 一 押 し て 符 は 僚 信 経過 人 
机 126 う 自 血球 数 の 増減 に 関す る 一 
ok 般 所 見 を 次 の 如く 背 べ て い 
:o| sg io is so ss 」 s uo us so ss so s io im| る 。 即 ち 失 作 の 初め ie は 沙 
0M HBSN02H 2 IO 9 | 


第 3 剛 義 熱 で 白血球 像 その 除 係 
ーーGRTFETN' 傍 BROSE (1936) ょ りーーー 


箱 ぇ 増加 の 傾向 が ある が , 績 熱中 期 及 び 末 期 に 


至 つ て 著 明 に 減少 する 。 また 亜 管 性 型 有 熱 時 に 
は 急性 型 に 於 ける と 同様 の 細 化 が 門 分 給 和 され 
た 形 を 以 て 現われ る 。 然し 同じ く 避 八 性 型 の 無 
肌 科 に は 白血球 は 増 粗 し て 蒼 巧 に 復 せ ん と する 
傾向 を 示す が , 区 回 次 作 の た め 再び 減少 す : 
な 遂 性 型 に 於 て は 毎 常 白血球 減少 を 認め る と 

緒 の の で 基 る 。 


か く の 如 く 俺 貸 同 に 於 ける 自 取 球 艇 に 開 す る 「 


利 期 に は 著 し く 減 少し , その 
結果 と じ て 時 に 白血球 減少 定 
(Leukopenie) を 秦 す 。 績 いて 白 正 球 の 増加 
(11.000>18,.000) が 起 る 。 若 し 錠 作 初期 の 自 血 
球 増 多 定 が 頼 寺 で あれ 備 貫い て 起 る べき 百 血球 
の 減少 も 白血球 減少 定 の 形 を と ら ま に , 健常 値 
か 若しくは 東 重 の 差 こ そ あ れ 増 多 症 と し て 製 察 
され る 。 か く の 如 き 恨 想 の 下 に 先 人 送 の 業績 を 
検討 する と き , それ 等 報告 の 意義 を 何等 の 矛盾 
な く 理 解す る と と が 出來 る 。 | 「 

以上 HJARRE u. BERTHELSEN (1938) の 所 論 ( 
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は 筆 著 等 の 共感 域 く 能 わざ る 見 解 で あつ て , 過 


去 約 40 年 間 に 評 り 多 敷 研究 者 に よ つ て 無秩序 
繰り 展 げ られ た 俺 貸 馬 に 於 ける 白血球 増減 論 
選 半 する 頂 門 の 一 針 た る 役割 を 果 し 得 る も の と 
筆者 等 は 参 を る の で ある 。 

B. 白血球 の 細胞 組成 の 北 化 

健康 馬 に 訟 ける 各種 白血球 の 占 む る 比 奉 に 就 
て は 先 人 の 業績 を 第 4 表 ( 次 頁 ) に 示す 。 
。 表示 の 如く , 健康 馬 白 血球 の 細胞 組成 も また 
相 営 な 動 卑 を 示す と と は 明か で あつ て , 全 ゆ る 
場合 に 適用 し 得る 健常 動 搭 域 を 決定 する の は 事 
軟 上 不可 能 で ある 。 

炊 に 億 包 馬 に 開 す る 業績 を 紹介 する 。 


中 性 嗜好 性 白 四球 及び 港 巴 球 先 ま お 病 


型 或 は 病 期 を 度 外 宝 し て 俺 貧 に 於 ける 白血球 像 
を 宛 明 せん ェ と 試み た 業績 か ら 記 聞 す る 。 

MAck (1909) は 中 性 嗜好 性 白血球 (以下 中 性 
細胞 と 航 略す ) 及び 汐 包 球 の 全 白 血球 敷 に 翌 す 
る 百分率 は と も 健常 値 な と とも, また 時 に 汐 
巴 球 の 相 譲 的 増加 (66.7) を 示す 場合 も ある が , 
と の 相 羊 的 敬 巴 球 増 多 は 本 症 の 重要 所 見 で ある 
と 迄 べ て いる 。 Topp & WorgAcg (1911) の 
如き は 昌 に 相 半 的 光 巴 球 堆 多 を 浴 す と 航 し て い 
る に 過ぎ な い 。 また 了 呆 SEYDERHELM (1915) は 
偉 條 馬 12 頭 の 研 完成 績 か ら , 中 性 細胞 は 40> 
60 を 占め , また 汐 包 球 は 40<58 め の 聞 を 動 
描 す る 事 買 を 知り , と の 所 見 を 1 論 長 と し て 人 
の 悪性 貧血 と 本 症 と の 比較 論 を 展開 し た 。 次 に 
ApsrErN (1919) な は 俺 貧 馬 35 頭 に 於 て 中 性 細胞 
及び 光 思 球 の 百分率 は 夫々 28.6+66.8 少 及び 
14.1 こ 63.1% の 間 を 上 下 し た が , 概して 沖 球 
及び 昌 桜 細胞 の 増加 に よ つ て 中 性 細胞 は 相 半 的 
減少 を 玉 し , その 結果 , 中 性 細胞 の 下 均 相 肝 値 
| は 50.52 を , また 汐 巴 款 の それ は 30.8% を 示 
し た と 報告 し て いる 。FRGHNER (1919) の 被 栓 
|) 例 で は 中 性 細胞 の 座 均 値 よ 35>55 多 に 減じ , 
一 方 光世 球 は 60<70 に 増加 し た と 言う と と 
で ある 。 ま た WiRTg (1919) の 自然 感染 馬 4 豆 
及び 人 工 感染 馬 若 干 に 就 て の 観察 に よろ と, 漂 

巴 球 は 全 自 血球 の 45< て 56 を 占 む る に 至り , 
. その 絶 寺 敷 も 増加 し た が , 中 性 細胞 は 敷 的 に 嫌 
化 な か つた 由 で ある 。 な お 氏 は 同一 論 女 に が て , 
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自 血球 絢 吾 は 要 し て 減少 する と 逃 べ て いる の で 


ある が , 若 し 氏 の 言う 如く 汐 包 球 は 絶 村 的 に も 
増加 し , その う を 中 性 細胞 の 敷 に る 獲 化 な し と 
する な ら ば , 果して 如何 な る 細胞 の 減少 が 白 血 
球 線 敷 の 減少 を 招 米 し た も の で あろ うか , 筆者 
等 に は 理解 し 難い 。 炊 で 氏 は 光 巴 球 増加 に 際 し 
て は 恋 細 胞 の アズ ー ル 頼 粒 は 著 明 と な り , また 
犬 形 の 楼 以 外 C 第 二 の 小 賠 形 粗 を 生じ , 惑 は 
Kiederform を 呈し , 更に 淡 染 され た 大 園 形 粗 を 
持つ 大 形 幼 騰 光 包 球 と か , Turk の 刺 電 型 等 の 
形態 胸 的 殺 化 を も 溢 す も の で あつ て , 一 方 C 於 
て は 骨 詳 細胞 が 誇 明 され だ こと が ある と 言う 。 

続い て 耳 ADWgN (1920) は 多 患 馬 の 検 査 成績 
に 電 いて , Mononuclear Jeucocyte は 増加 し て 
60^80, 時 に は 100 多 に 達する と と が ある が , 
源 2E 期 に 至 つて 中 性 細胞 の 培 加 を 浴 し , その 緒 
果 Mononuclear leucocyte の 減少 を 見 る こと 
が 少く な か つた と 区 べ て いる 。 氏 の 言う Mono- 
nuclear Jeucocyte の 増加 は 恐らく 後 逃 FINZzr 
(1911) の 所 調 Mononucleose と 同 評 の も の で 
あろ う 。 更 に ScHAAr (1923) は 9 頭 の 知代 馬 
中 3 頭 に 於 て 中 性 細胞 の 相 半 的 増加 を , 耐 も を 
の 中 1 頭 に あり て は 該 細胞 の 絶 羊 的 増加 を 観察 
し , また 他 の 1 頭 で は 幼 層 大 型 汐 巴 球 の 絶 届 的 
増 多 を 目 繋 し た と 言う 。 の ち SCHERMER (1926) 
は 時 に 50 守 Cc 達する 汐 包 球 の 相 翌 的 培 加 の た 
め , 白血球 の 細胞 組成 が 幾 化 する の を 認め , 耳 つ 
か いる 所 見 は 二 爽 性 貸 析 に 於 て は 見 られ な いと 


義 表 し , 更に 氏 等 928) は 中 性 細胞 70%% 以 


下 , ま た は 汐 巴 球 30% 以上 を 示す 馬 は 人 刊 人 の 括 
いあ り と し て いる 。 と の 見 解 は 後に (1934 人 の 
Preussen 州 の 億 條 検診 規定 の 中 に 採用 され た 。 
DRgsMJATsky 第 (1929) の 豚 穴 し た 人 工 感染 仔 
馬 1 頭 で は 中 性 細胞 は 接種 前 の 36.5 多 か ら 
20.02% に , また 汐 巴 球 は 同じ く 59% か ら 75 欠 
に 夫々 媒 化 し た と 言う 。 同 年 SCHERMER (1929) 
は 19 頭 の 偉 貸 馬 に 於 ける 中 性 細胞 及び 流 包 球 
の 下 抱 百分率 は 夫々 52.5% 及び 41.7 多 で あつ 
た と 絡 表 し た 。TorzEk(1929) は 中 性 細胞 負 
及び 光世 球 50 を 示し , 同時 に 楼 左 方 推移 11 多 
な る 1 例 を 記載 し て いる 。 爽 に ScHurTZ(1929) 
は 同じ く 佑 貸 証 1 頭 に 夫 て , 中 性 細胞 は 56.0< 








第 4 表 健康 馬 自 
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GASSE 1910 
長 尾 | 1920 
SCHAAF 1923 
HAUBER 1924 
ARNDT 1925 
SCHERMER 1926 
WirrrMANRN | ooy 
et al. 

(か 旧 :) | エー 
DREMJATSKY | 19g2o 
et al. 

GEWENIGER 1929 
SCHERMER 1929 . 
TOTZEK 1929 
石井 ・ 渡 違 1930 
WUrrr 1930 
費 西 和 | 1981 
小 倉 | 1947 











供 。 試 _ 馬 
頭 敷 性 年 齢 
20 騙 | 12-19 
9 和 
4 肝 4 っ 225 
12 8 一 12 
6 620 
特 11 
5 牡 幼 駒 
4 特 幼 駒 
10 1 へ 18 
30 
16 
12 7 は 
紀 140 3 ここ 12 
多 骸 | 騙 ? 
1 胴 8 
1 15 
53 特 2 こ 5 
0 2-.20 
231 和 机 汗 
23 御 216 
2 っ 20 
の 眉 上 
31 遇 4 っ 14 
10 614 
19*| 明 7s20 
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0--0.8 
(0ー81) 



















































性 畑 . 胞 ( め ) 
分 葉 核 型 | 合 計 
52.2-73.0 
- | 67.2(5.900) 
60.0(6,515) 
53.058.0 
49.0-59.0 
51.054.0 
55.0 
60.065.0 
_ | 59.065.0 
2.0-5.0 | 41.0 二 64.0 oe い 
(3.3) (55.3) 1 
72.0 
0-3.0 - 67.0 
1 2 結 190 50.1 へ 58.0 
(54.2) 
55.0 一 77.0 
0 一 3.0 | 56.068.0 ' 
64.078.0 
(71.4) 
0-3.0 | 67.0 
0.7(59) | 55.3(4645) | 56.2(4.721) 
0.8(82) | 52.8(5.438) | 53.8(5.546) 
1.5 一 2.5 | 42.3ー50.0 | 44.1 つ 52.5 
(165-270)| (4.917 6.049) | (5.104ー6,350) 
0.6-1.7 | 46.0-59.6 | 47.0 一 61.2 
(65-189) | (5,382-6.616) | (5,4997.209) 
0.6-2.3 | 42.8-58.3 | 43.2-59.8 
(61343) | (4.723ー6,377) | (4.8456.383) 
0.2-2.0 | 39.8-64.2 | 43.8ー65.4 
(16-212)| (4.544~5,768) | (4.838 一 6.044) | 
0.9-3.0 | 46.3-57.9 | 47.8-59.9 | 
(86-258)| (4.334-5,906) | (4.611《,110) 


60.0-68.0. 
3.548-8.390 
50.0 一 72.0 
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(%) 


基 他 | 








( ) 内 は 細 百 農 た 示す 
務 


温 正 種 
谷 血 竹 
温 血 竹 
温 皿 竹 
0 
山 も 
( ) 内 は 10 頭 の 座 均 . 
値 を 示す 

* ま Mastzellen * 称 す 











( 牡 1, 牝 4。 騙 1 














物 , 牡 各 6 頭 宛 


*0.7(59) 











*0.8(124) 


*0-1.5 
(0165) 


*0ー0.7 
(0--77) 


*0ー0.8 
(0 一 85) 


ネロ ーー1.2 
(0-116) 


*0--1、7 
(0 一 182) 


汐 巴 球 ( め 時 核 球 ( め ) |= ニ ォ シ ン | 弁 - 基 
内 型 | 小 。 型 | 時 落 | 移 行 | め ) (る ) 
23.7 っ 41.3 0 っ 3.0 0.5 一 5.8 0-0.4 | 
27.7 (2.400) 0.8(70) 3.7(326) 0.4(35) | 
30.0 (3,215) 5.0(499) 4.0(395) | 1.0 以 下 (62) 
36.0 一 42.0 0 きら Oc 415123 ニ 8 に 05 
36.0-44.0 了 BMNDBOe3 5 FL ワー ン 2 い 9 じ .0。 ル 7 の 
40.0ー42.0 BOSSSS 419A:222 N2.38.1 0:9 る 135 
38.0 0.2 2.0 の 20 1.0 
30.0-35.0 EN の Dan の 528nauL28 1 03 は 026 
30.036.0 者 の ま の kN 作 1597 タダ 10ー0:5 
25.0 二 48.0 2.0 っ 5.0 2.0-510.0 
(32.6) (3.6) (4-7) 
25.0 2.5 0.3* 
28.0 2.5 1.0=300 0-0.1 
HDSk680BeSI& 39.5 (0.6ー1.8 「 0.5ー2.0 | 2.3 て 6.2 | 0.2-0.6 
(38 る ) (34.8) (*}) 3.5) (4.7) (0.4) 
20.0-40.0 1.0 | 2.54.5 2.04.0 0.5 
28.0ー36.0 1.0ー4.0 1.0 っ 5.0 0-2.0 
12.0 一 30.0 0.5-5.0 0.5-5.0 RIN 
(23.5) _ (2-5) (2.3) | (0.3③) 
28.0 2.5 1.0-3.0 人 90 
1.5(126) | 35.5(2,980) 5 AS 」 Nd % 
37.0(3106) -1(92) -9(76) | 3.8(319) 0.5(42) 
1.5(155) | 38.3(3.945) 8 所 | 1 2 9 MONO 
39-8(4.100) .6(62) .6( 0.3(31) 3.7(382) 
Ge23E 区 98. よ o47 1 
7 一 290)| (4125-5.935) 0.2 こ 0.6 | 0.1 こ 1.3 | 4.2 こ 9.1 0-0.1 
39.7 一 48.7 (22-86) | (14-140)| (462 一 983) (0-14) 
(4.2906,164) 
0.4 こ 3.0 | 30.5 ニ 44.4 
(38 一 924)| (3.069 一 6.248) | 0.2_0.7 | 0.2-0.8 | 4.5ー8.4 0-0.7 
31.9ー46.0 (21-99) | (21-114)| (570 一 991) (076) 
(3.107ー6,533) 
0 二 2.6 | 22.6-45.9 
(0-286)| (2273 一 6.839) | 0-0.7 | 0-0.4 | 1.2-8.0 0-0-6 
25.2- と 47.5 / (0 一 70) (0-52) | 26864) (0-61) 
結 (2.646 一 7.077) 
3 提 人 2 25 .9ー50 .0 
| (06ー250)| (2227 一 6.348) | 0 っ 2.4 | 0-1.8 | 4.7 一 8.1 0-0.8 
26.5- っ 51.4 (0 一 250)| (0 一 187)| (508ー842) (0 一 65) 
(2.2795,962) 
01.6 | 34.4 こ 46.0 、 
(0 一 170)| (3.578-5,704) 00.7 0 Ifh:412- い 099 >.0:3 
34.347.0 (0-71) | (0 一 111)| (515 一 1069)| (033) 
(3,182ー5,828) 1 
_27.032.0 2.0-4.0 1.0-.4.0 Os 
。 1.501 っ 5.194 38-623 132670 0 一 108 
『 “ 3 束 n 
20.0-45.0 +.5--3.0 0-1.0 


1.0 一 6.0 





ーーー ーーーーーーー= ニュ ーー 


(て 。) 内 は 牌 均 値 を が す 


( ) 内 は 球 均 値 を ボ す 
*Mastzellen で 逢 す 
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翌 敷 を 示 


雑種 


雑 視 


純血 竹 


純 血 竹 





字 頭 は 牡 。 絶 習 敷 を 示す 
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68.5 を , 滞 包 球 は 22.0<36.0 欠 を , また 桜 


堪 方 推移 7 て 20 學 を 示す の を 見 た 。 RoBrN 


~ (1933) は 俺 沼 馬 に 於 て 骨髄 細胞 が 出現 する と 稀 


レ し て いる 。 そ の 後 KRAL (1934) は 俺 急 馬 で は 
殆 ん ど 規 則 的 に 光 苑 球 増 多 を 認め る と 逃 べた 。/ 
火 で HOFEERBER (1937) は 本 症 ( に 訟 て 骨 鱗 細 
胞 の 出現 を 伴う 概 の 左 方 推移 を 稀 な ら ず 製 察し 
た 旨 旨 調 し て いる 。 と と ろ が JAkoB (1937) は 
俺 仙 の 白血球 像 に 問 鍵 な し と 移し た 。 

叙 上 の 諸 業 績 か ら 巻 えて , 偉 仙 に 於 て 多く の 
場合 汐 巴 球 の 相 半 的 培 加 を 多 る も の な る は 最早 
続 う べく も な い 事 四 の ょ う で ある が , 果して か 
か る 所 見 は 本 定 の 病 型 及 び 病 期 と 無 闘 係 に 出現 


すろ も の か 診 か を 爽 に 紹介 する 文献 に よ ょ つて 機 


討 す る と と と する 。 


CARRE et VArLEE (1906, 1907) は 急性 例 . 


で は 中 性 細胞 が 増加 し て , 全 自 血球 敷 の 75 > 
90% の を 店 むる に 至る が , 慢性 例 に 於 て は 該 細胞 


売 NN 7 


る 。 ょ と と ろ が , KrNsLEy (1909) に よる と , 今 


'` 性 た る ェ 慢 性 た る と を 問わ ず , Ak 


狂 細 胞 の 増加 が 重要 所 見 の 一 つと し て 擬 察 
件 
し て 健常 敷 に 比較 し 僅少 な る 事 資 を 議 むる と 
と も いと, 億 貧 馬 の 白血球 像 は 病 型 及 び 病 期 の 異 
る Cc 従 つ て 一 定 し な いと と を 早く も る 強調 し て い 
る 。 い て FrNzr (1911) は 白血球 像 は 病 的 綴 
過 に 伴 つ て 規則 的 に は 繧 化し な い が , 芝 熱 期 に 
は Mononucle6ose (41) を 呈し た と 言う 。 但 
し , その 記載 を みる と 氏 の 言う IMononucl60se 
は Polynucleose (と 習 鷹 し て 用 C ら れ て ゆい の る か 
ら , それ は 光 巴 球 及 び 要 細 胞 の 増加 を 意味 す 
AA 

尾 (1920) で 3 の 研究 に よる と , 俺 貧 綴 過 司 
の 909 
て いた が , 中 性 細胞 に 異 雇 な く , 光 巴 球 は 40 多 
また は それ 以上 を 占 る と の こと と で ある 。 ま た 
氏 は 人 工 感 染 局 11 頭 2 て 19 歳 ) に 於 て は 第 
病 初期 に 中 性 細胞 は 激増 し , と れ に 反し て 光世 
球 は 減少 し , 一 方 角 作 中 期 に は 丁 種 白血球 と る 
減じ , また 末期 に 至る と 中 性 細胞 は 健常 敷 復 
旋 し , 同時 に 光世 球 は 健常 敷 以 上 Cc 増加 する と 


と し て 特筆 すべ き も の で ある 





芝 表 し た 。 本 研究 は 俺 気 馬 に 於 け る 自 血 球 像 の 
推移 と 病 期 と の 職 係 を 簡明 に 論じ た 早期 の 報告 


績 いて 市 川 等 
(1922) は 中 性 視 肥 夫 多 夏 は 13 ご 20 日 の 週 期 を 
以 て 熱 芝 作 と は 無 闘 係 に 同 由 し , 了 且つ 熱 世 作 と 


同時 か 或 は と れ K 前 上 し て 必 棒 する と 言い , 更 


と 熟 縮 作 は 白血球 増 多 症 の 題 著 な 時 に 出現 する 
と 逃 べ て いる 。 結局 氏 等 に よる と , 熱 驚 作 は 毎 
常 中 性 細胞 増 多 を 招 夫 する が 該 細胞 増 多 は 必ず 
し ゃ 熱 衣 作 に 障 伴 する も の で な いと 言う の で あ 
る 。BAroZET (1923) は 有 熱 時 に は Polynucle- 
ose を 呈す と 記載 し た 。 また pg Kock (1924) 
に よる ょ と , 有 熱 時 に は 中 性 細胞 の 相 軒 的 減少 
と 漂 色 球 の 相 軸 的 増加 を 認め る 由 で ある 。 面 レ 
て か いる 除 に は 光 思 球 の ある も の は 購 桜 細胞 と 
の 抽 別 困難 で ある と 氏 は 記 天 し を た 。 区 で 本 間 
(1927) は 俺 貧 綴 過 馬 10 頭 で は それ 笛 の 白血球 
像 に 異常 を 認め な か つた と 航 し て いる 。 

常時 ARNETH の 概 推移 説 及 び ScHILLiNG の 
三 相 説 が 獣 胡 具 に 於 て も 開心 を 呼び 。 か いる 


見 地 か ら WrrrMANN u. 氏 ROcHER (1927) . は 


本 症 の 白血球 像 を 研究 し た 。 氏 等 は 俺 所 に 於 て 
ぁ ScgrLLiNG の 所 詩 中 性 細胞 性 間 当期 は 
trophile Kampfphase)。 軍 要 細 胞 性 防 舞 期 

(monozytare Abwehrphase) 及び 光 包 球 性 治 
疹 期 (lymphozytare Heiphase) . が 認め ら る 
る 事 偶 を 指摘 する と と も に と 。 念 性 偉 貧 (C あ 0 て 
は 重度 の 桜 推移 及び 包 球 増 多 を 伴う 中 性 細胞 


減少 を 來 す が , 慢性 例 で は 入 推移 は 軽度 に し て 


高度 の 光世 球 増 多 に 随 儲 し て 中 性 細胞 の 減少 が 
抽 察 され る と し ,. か つっ 軽症 の 慢性 例 に 於 て は 核 
推移 及び 汐 巴 球 増 多 の 存 し な い 場合 も ある と 附 
斉 し て いる 。 編 い て 同じ く Arneth-Schilling 
怠 訟 に 立 財 し て GEwENricER (1929) は 人 工 感 


ー 


楽 馬 及 び 自 然 感染 局 計 23 頭 を 根幹 と し て 約 500 


頭 の 俺 貸 馬 血液 像 に 就 て 研 発 を 重ね を 結果, 区 
の 如き 成績 を 収め た 。 多 ち , 汐 妃 球 の 増減 給 刀 
は 本 症 馬 の 血液 像 中 最も 特徴 的 な 半 化 で あつ て , 


該 細胞 は 税 作 初期 に 激減 し , 中 期 また は 極 期 に 
至 つ て 突如, 若しくは 徐々 に 増 多 に 還 ず する 。 汐 


巴 球 の 増加 は 無 熱 期 及び 慢性 期 に $ 見 られ る が , 


1 


これ は 相 詩 的 性 質 の ぁゃ の で あつ て , その 絶 半 敷 _』 





は 殆 ん ど 健 党 表 と 差 が な い 。 また 中 性 細胞 は 中 
略 汐 巴 球 翌 跡 的 に 増減 し , 多く の 場合 その 桜 


で し 果す 。 
か が 7 


推移 は 朝 徴 な る か 皆無 で あ もつ て, か いる 現象 は 


他 の 熱性 疾患 に は 製 察 され な い 所 見 で ちあ る 。 な 


ぉ 本 症 に 於 て は neutrophile Kampfphase は 


_ 不 明瞭 で ある か 全く 誇 明 さ れ な い 。 


Bruw (1930) の 線 説 に は 急性 例 c 於 て 難 思 
球 は 常に 相 営 減少 する が , 角 作 面 仙 後に は 徐々 
に 増加 し て 健常 敷 , また は それ 以上 に 達する と 


- 記 交 さ れ て いる 。 な ああ 氏 な は 急性 例 に 於 て 特に 占 


_ 著 に 現われ る 中 性 細胞 の 質 的 織 化 , 外 ち 桜 濃 諾 


及び 原形 質 内 の 蘭 基 性 色素 可 染 性 中 毒 燥 粒 の 出 
現 を 多く の 聖者 は 看過 し て いる と と を 指摘 し 
た 。 同 年 石井 ・ 渡 衝 (930) は 俺 貸 馬 7 頭 の 連 
繍 検索 及び 無 熱 期 患 馬 7 頭 並 に 億 貧 耐 過 馬 23 頭 
の 検査 を 貨 施し た 結果 , 炊 に 述 ぶ る 如き 成績 を 
収め た と 言う 。 先ず 現 症 馬 に 於 て は , 中 性 細胞 
は 績 作 前 北 分 減少 する が , 熱 衣 作 と と も に 管 激 
に 増加 し , 熱 極 期 及び 分 利 期 に 至 つて 減少 し 始 
め 敷 日 に し て 最低 値 を 示す 。 玲 後 本 細胞 は 区 第 


に その 敷 を 増し て 健常 敷 以上 に 達し , の ち 再び 


滅 少し て 常 琵 に 復 す 。 一 方 光 巴 球 は 愛 作 初期 に 
激減 し , 熱 極 期 は 分 利 期 に 入る と 中 性 細胞 と 
は 反 肢 に 激増 する 。 耐 し て 認 芝 作 を 敷 回 反復 す 


_ る KC 従 つ て 中 性 細胞 の 新生 は 著しく 貴 害 され , 


その 結果 汐 包 球 の 相 着 的 増加 を 招 迷 し , 用 に は 


、 河 世 球 増 多 症 に 陥る に 至る も の で ある 。 な 忍 中 


性 細胞 の 簿 は 衣 作 初期 に 於 て は 右 方 推移 を , ま 


、 た 熱 分 利 後に は 夫 方 推移 を 呈す る も の の 如く で 


ある 。 ま た 無 熱 期 思 馬 の 全 例 及び 耐 刀 馬 の 過 邊 
戦 と 於 て 汐 巨 球 の 相 肌 培 加 が 認め られ た 。 西 し 
て, 血液 細胞 の 退行 性 織 化 は 前 者 に 比較 し て 後 
者 の 方 が よ 0 義明 で あつ た 。 


| また Worrr (1930) な 慢性 人 刊 貧 周 15 頭 の 
中 性 細胞 百分率 は 相 均 50, 急 ち 健常 舘 を 示し 


た が , 光 巴 球 は 在 均 約 40 少 に 増加 し て いる の 
を 認め , また 3 頭 に 於 て 中 性 細胞 の 軽度 要 左 方 


_ 推移 (3.4, 3.7 及び 6.1 め ) を 目撃 し た と 言う 。 


葛西 等 (1931) は 人 工 感染 馬 5 頭 に つい て , 


各種 白 血球 の 絶 層 敷 の 増減 を 持 察 し , その 成績 


を 爽 の 如く 閉 べ て いる 。 印 ち , 中 性 細 肥 の 境 減 


、 は , 白血球 紙 敷 の 滑 長 と よく 在 行 する も る の で あ 
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ーー 
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89. 


つて 驚 作 時 に は 減少 し , 衣 作 後に 増加 する が , 
汐 巴 球 は 白血球 線 敷 の 増減 に 欠 り 開 興 し な い 。 
然し 該 細胞 も 衣 作 時 に は 減少 し , 語 作 後に 増加 
する 貴 に 於 て 中 性 細胞 と 同様 で ある が , その 増 
減 は 中 性 細胞 の 如く 圧 明 で な い 。 面 も 河 世 球 は 
中 性 細胞 の 増減 に 先行 する こと が 多い 。 従 つて , 
深作 直後 に 於 て は 屋 々 中 性 細胞 曲線 と 光 臣 球 曲 
線 の 変 叉 を 見 る 傾向 が ある が , 自然 感染 例 で は 
か いる 原則 に 従う 場合 は 寧ろ 稀 な よう で ある 。 
然るに PANrsssr (1931) は 中 性 細胞 は 開 作 時 
に は 堆 加 し て その 後 熱 の 幾 化 と 共に 増減 する が , 
光世 球 は 胡 作 と と も に 激減 する と と は な いと 言 
の 1 

その 後 LEMETAyER (1933) は 人 工 感染 馬 に 


就 て , 以下 述べ る よう な 観察 を し て いる 。 多 ち , 


菩 熱 期 に は Polynucleose が 革 明 (85, 86, 83 
及び 72 易 ) で あつ て Mononucl6aire は 反 北 
に 減少 (15, 14, 17 及び 28 才 ) する 。 また 間 
歌 期 に は 送 に PolynucI@aire は 減少 (44, 14, 17 
及び 18 多 ) し , と れ に 代 つ て Mononucl6aire 
の 増加 が 認め られ る 。 な な な 注目 すべ き と と に と, 

PolynucI6ose は 縮 作 の 少し 前 に 始ま り , 概して 
状 の 下降 ェ 共 に Polynucieaire は 減少 する も の 
で ある が , 時 C 藻 作 未 期 に 至 つて 減少 し 始め る 
場合 も ある 。 と れ を 要する K 部 念 性 患 馬 の 白 正 
球 像 は 病 的 総 過 に 従 つ て 織 化 し て 行く も の で あ 
つて , Mononucl6ose は 病 腔 が 慢性 に 移行 する 
傾向 ある 時 に 見 ら る 現象 で ある 。 ま た QogN- 
TrN (1933) に よれ ば 念 性 型 で は Polynucleose 
が 在 す る と 言う 。 VERGg (1933) 及び CARRg 
et VEReE (1935) の 続 読 に は 侯 貧 馬 の 白血球 像 
は 病 期 に よ つ て 異 る が , と れ を 模型 的 に 示す な 

ら ば 般 作 中 は 中 性 細胞 増 多 を 呈す る が , それ 以 
外 の 時 期 に 於 て は 光 巴 球 増 多 を 詩 微 と する ょ と 地 
べべ らち で の る 。 

RicHTERs (1934) は GEWENIGER (1929) の 
報告 要旨 を その まい 承認 し て いる も の の よう で 
ある 。 同年 ScHERMER (1934) も? 2 頭 の 俺 谷 馬 
を 相 営 期間 連 貫 制 察し た 成績 に 基 い て , 氏 の 持 
論 に 多少 修正 を 加 を , 中 性 細胞 及び 光世 球 は 病 
的 符 過 従 つて 増減 消長 する も の で ある と する 
見 解 に 歩み 寄 つ た よう に 上 又 受 け られ る 。 石井 
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(1935, 1939 ぐ ⑫) は 中 性 細胞 は 有 熱 時 に 増加 する 
が , 妥 分 利 後に は 激減 し , 光世 球 は これ に 代 つ 
て 増 多 を 米 す , また 熱 縮 作 を 戦 回 反復 し た 愚 馬 
の 無 熟 期 に 於 て は 光 包 球 増 多 症 を 認め る と 記し 
た 。 また Zwrck (1935) の 芝 表 に よれ ば , 光 世 
球 は 熱 驚 作 初 期 に 減少 し , 般 作 末期 に 増加 し て 
光 思 球 増 多 症 を 時 する 。 また 慢性 型 の ゃ の C 於 
て 漆 臣 球 は いり 

が は 人 人 和 加 する と な く 、 竹 ろ 減 
少 す る と の と と で ある 。 

GRIFEIN & BRoss (1936) は 自然 感染 染 例 及び 
人 工 感染 例 計 14 頭 に 誠 て , それ 等 の ' 病 期 に 深 
う て 血液 像 を 追及 し , その 成績 か ら 爽 の 結論 に 
径 傍 し た (第 3 賠 参 照 )。 印 ち , 中 性 細胞 の 減少 
は 克 熱 極 期 に 始 つ て 解熱 後 1, 2 日 まで 貫き , 
その 敷 は 庫 作 常 初 の 1/2<1/4 に 低下 する と ょ と が 
ある 。 と れ に 反し て 光 世 球 敷 は 熱 極 期 か ら 短期 
間 は 少 い が , 殴 後 徐 *C 増加 し て 解熱 2 て 4 日 
に し て 最高 に 達する る の で あつ て , 相 騰 的 光 苑 
球 増 多 症 は 本 症 の 共通 所 見 で ある 。 又 MENscH 
(1936) は 1 症例 ic 於 て その 継 過 中 , 中 性 細胞 
は 61<76 多 , また 汐 思 球 は 22ー45 多 の 間 を 動 
搭 す る の を 総 験 し た 。 炊 に WEBER (1936) は 
人 工 感 染 馬 の 病 的 継 過 に 徒 つて 白血球 像 の 姓 化 
を 研究 し て いる 。 そ の 結果 , 氏 は 病 期 の 進展 に 
應 じ て 碧 血球 像 は 幾 化 する も の で あつ て , 有 熟 
期 に は - Polynucleose が 存 し , と の Polynu- 


cl6ose の 消長 は 熱 曲 線 の それ に 下行 する も る の で 


あり , 開 欧 期 に は 健康 馬 の 白 血球 像 と 異 ら な い 
と と が ある と 言い , また 深 伏 例 万 至 衣 作 期 例 
於 て は 多少 な り ょ と も 明 有 な MononucI6ose が 認 
ぬ め 耳 と し た 。 その 後 内 26) 


1 
は 健常 値 の 域 を 越 を る も の で な い ょ の 見 解 を 披 
差し た 。 

炊 < 著 攻 等 が 最も 共感 を 引 え た 業績 の 1 つ で 
ある 日 JARRE u. BERTHELsEN (1938) の 所 論 を 
紹 介する 。 従 來 信 気 馬 の 白血球 像 に 就 て 相 巨 に 
相容れない 論 が 多 敷 敬 表 され て いる が , その 原 
因 を 追及 し て みる と ょ と , それ 等 報告 の 基礎 と な る 
べき 資 験 が , 被 検 馬 の 病 型 及び 病 期 を 無 滞 し て 


行わ ん て いる と と ろ に か いる 混入 の 源 が ある 。 
氏 等 が 製 察 し た 虎 に よれ ば , 本 症 患 馬 の 白血球 
像 に は 特徴 的 織 化 は 殆 ん ど 皆無 で ある が , その 
継 過 中 に ScgrLLrNe の 所 調 neutrophile Kam- 
pfphase, monozytare Abwehrphase 及び 


「jymphozytare (eosinophile) 耳 eilphase の 三 


相 が 認め られ る 。 と の 開 係 を 更に 具 論 的 に 区 べ 
る な ら ば , 中 性 細胞 は 芝 熱 中 白血球 細 敷 と 下行 


的 KC 二 減 し 一 方 光 包 球 は 訪 期 に 於 て 相 抽 的 減 


少し , 時 に (初回 衣 作 時 ) 軽度 の 絶 凌 的 減少 を 
米 す も の で ある が , 早けれ ば 熱 分 利 期 , 遅く と も 
無数 期 に 入る と 健常 敷 以 上 に 析 す る も の で あつ 
て , 該 所 見 は か な り 0 特徴 的 な 将 化 で ある 。 前 記 


の 中 性 細胞 の 増加 に 開 連 し て 該 細胞 の 要 左 方 推 


移 が 認め られ る が , - そ の 程度 は 中 等 度 以下 と 止 
る 。 な お お 晶 桜 細胞 は 熱 の 上 昇 期 に 於 て 早く も 増 
加 の 傾向 を 示し , 解熱 期 に 至 つ て その 度 を 増す 。 

中 村 (1938) の 続 に よれ ば , 訪 性 型 庫 熱 初 
期 に は 中 性 細胞 の 増 加 が 認め られ る 。 ま だ た 本 念 
性 型 有 熱 期 の 所 見 と し て は 得 性 型 凶 化 が 緩徐 に 
現われ る の が 見 られ , その 無 熱 期 に は 汐 巴 球 増 


多 定 を 來 す 。 区 に 慢性 型 に 於 て は と れ 赤 激 色 球 


の 相 詩 的 増 多 が 製 察 され , また 潜伏 型 に あり て 
は 光 巴 球 増 多 を 呈し て いる 場合 が ある 。 ま た 石 
井 (1940)⑤ は 無 熱 期 員 馬 の 自 血球 像 に 開 し て 


炊 の よう と 記 逃し て いる 。 苑 ち 吉 驚 作 後 魚 り 綴 


過 の 長く な い 例 で は 光 包 球 増 多 を 示す が , 秋 作 
後 長期 間 を 維 た も ゃ の の 中 , 過去 に 於 て 顔 同 芝 熱 
を 重ね た 愚 馬 で は 中 性 細 胞 の 減少 と 汐 巴 球 の 相 
翌 的 培 多 を 認め る が , 竣 歴 葉 作 の 少 い 例 に 於 て 


は 草 に 相 半 的 光 包 球 増 多 の み を 星 す る も の が 最 


も 多い 。 ] 

な お 了 HJARRE ui BERTHErsEN (1938) は 趣 
生 衣 染 色 こ にょ り , 中 性 細胞 の 食 喰 性 の 姓 化 に 就 
て る ゃ 條 上 を 進め た 。 氏 等 に よる ょ 健康 馬 及 び 無 


熱 期 佑 貸 馬 の 中 性 細胞 は 殆 ん ど 忠 性 紅 を 信 喰 す 


る 能力 を 鉄 い て いる が , 有 熱 期 , 就 中 その 極 期 
内 
結果 鏡 下 に 現 わ る ヽ 全 中 性 細胞 が 貸 喰 條 を 敬 揮 
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る 中 性 細胞 の 食 喰 作 の 増進 は 他 の 熱性 疾患 に 府 
て も 認め ら る いと 言う 。 両 し て 熱 極 期 に は 桜の 


へ 








濃 編 , 崩 壌 及 区 び 守 和 作並 原形 外部 人 
泡 把 性 等 の 退行 性 久 位 像 が 認め られ る 。 最近 小 
倉 (1947) は BrillantkresyIblau で 弟 生 衣 染 色 
し , Methylenblau に 染色 する 頼 粒 (Giemsa 
染色 ) を 含む 中 性 細胞 , 序 ち 氏 の 所 調 網 状 白 血 
球 ( 恨 稀 ) は 健康 馬 に 於 て は 稀少 で ある が , 本 
定 誠 で は 多 敷 検出 され る と 記し た 。 
また 中 性 細胞 の 桜 推移 に 開 し て は , 未だ 報告 
る 少 い の で ある か ら , 今後 多大 の 開心 を 以 て 研 
完 さ る べき 間 題 で あろ う 。 更 K 汐 巴 球 の 形態 看 
的 色 化 に と 就 て は WIRrH (1919) の 報 ま る 如き 所 
見 が 得 ら る いも の な りや 松 や は , 爽 に 延 ぶ る 連 
要 細 胞 と の 開 連 性 に 於 て 特に 興味 ある 研究 課題 
と し て さ れ て いる も の と 考 えら れる 。 
上 逃 の 如く 俺 貸 馬 に 於 ける 中 性 細胞 及び 水 馴 
球 の 増減 竣 過 に 闘 する 多 敷 研究 者 の 所 論 は 必 ま 
し ゃ 一 致し て いる と は 言え な い 。 然し と の 還 に 
有 就 て は 前 記 和 白血球 線 敷 の 増減 に 開 する 項 及 び 本 
項 に 於 て 紹介 し た 如く, 是 JARRE u. PERTHELSEN 
(1938) の 明快 な 読 明 こ に こよ ょ つて 解明 され た だ も の と 
. 電 2 8 
軍 桜 細胞 舘 貸 馬 に 於 て 連 桜 細 肥 (移行 型 細 
胞 を 含む ) が 増加 する 事 を 始め て 公 に し た の 
は 恐らく 大 塚 , 佐々 木 及び 城井 の 臨時 馬 疫 調査 
委員 で あろ う 。 大 塚 (1909, 1910) は 概して 草 


桜 細胞 , 特に 大 形 細 胞 増加 し , 時 内 皮 様 細胞 


が 出現 する ェ 記 し て いる 。 佐 々 木 : 城 井 (1909) 
る 同様 大 形 細胞 を 多 敷 首 察 し た 。 炊 で FINZr 
(1911) は 熱 庫 作 忠 MononucI6ose (41 欠 ) を 見 
る と 記 し て いる が , 氏 の 言 2 mononucI6aire 白 
血球 の 中 に は 汐 巴 球 を も 含め て ある と と は その 


記録 か ら 明 で ある 。 隆 つて AgErgiN (1919) は 


35 頭 の 人 刊 作 馬 を 検査 し た と と ろ , 腐 衣 作 中 桜 
細胞 の 消 大 する の を 認め た が , その 他 の 時 期 に 
於 て は 毎 常 本 細胞 は 増 多 を 示し , それ 等 思 馬 の 
最高 値 の 歪 均 は TH 多 達し , 就 中 4 頭 で は 
全 白 血球 の 20 以上 を 占め た と 報告 し て いる 。 
然 る C 長 尾 (1920) で の は 卓 要 細 胞 に 織 化 な し と 
紅 表 し た 。 ScHAAF (1923) に よれ ば 被 検 例 9 
、 頭 中 6 頭 に 於 て , や は り 本 細胞 の 増加 が あつ た 
と の と と で ある 。 pp Kock(1924) は 本 症 馬 で は 
程度 の 差 こ そ あ れ 時 要 細 胞 は 増加 し , これ 等 細 


用 中 に は 網 内 系 細胞 由来 の も ゃ の が あり , 且つ 赤 
押 球 貸 喰 像 を 呈す る 細胞 が ある と 言う 。 本 症 に 
於 て も ScmHiLEiNG の 三 相 訟 が 成立 する と 言う 
WrrrwaNN u. KROcHER (1927) は 勿論 惑 る 病 
期 に 湯 桜 細胞 の 培 加 する 事 宮 を 認め て いる わけ 
で あろ る 。 ま た ScHERMER 等 (1928) の 被 検 佑 答 
司 31 頭 に あり て は , その 約 邊 敷 は 該 細胞 の 培 


_ 多 (4.0-9.6 多 ) を 呈し , と れ は 綱 内 系 組織 が 東 


戦 を 受け た 結果 で ある と 結論 し た 。 DREMJAT- 
SKY 穫 (1929) の 見 た 1 例 で は 曹 概 細 胞 の 百 分 
夫 は 10 へ 3.5 ダ で あつ を た 由 で ある 。 ま た GEWE- 
NiGER (1929) は 人 工 感染 馬 23 頭 中 2, 3 頭 に 
於 て 本 細胞 の 激増 する の を 認め を た と 言う 。 ScH- 
OrTZ (1929) は 卓 桜 細胞 5.0 て 10.5 多 を 示し た 
1 例 を 記載 し て いる 。 同年 SCHERMER (1929) 
は ほ 俺 貧 馬 19 頭 の 密 桜 細胞 百分率 の 在 均 は 3.5 多 
で あつ て , と の 敷 値 は 健常 値 25% より 高い と 
と を 示す と 共に , 偉 気 馬 は 往々 軍 桜 細胞 増 多 症 
を 來 す と 滞 表 し た 。 また Torzsk (1929) の 報 
告 し た 1 例 で は 8.0 で あつ た 。 「 

上 逃 の 研究 著 は 概ね 演 桜 細胞 の 増加 を 報告 し 
て いる が , 未だ C か いる 現象 と 病 期 と の 開 係 に 
就 て 明確 な 胡 表 を 行 つ た も の は 人 欠 り 多く な い 。 
然 る C 石 井 ・ 渡 送 (1930) は 侯 貸 馬 7 頭 の 病 的 
絶 過 に 従 つ て , それ 等 の 白血球 父 の 推移 を 観察 

た 結果 , 宙 桜 細胞 は 熱 次 作 期 に は 減少 し , 同 

分 利 期 に は 健常 値 に 復 本 する 傾向 を 認め る が , 
か いる 傾向 は 必 腔 の 所 見 で は な いと 結論 し た 。 
また 葛西 等 (1931) は 人 工 感 染 馬 5 頭 に 於 て 軍 
桜 細胞 の 絶 装 敷 は 誤 作 時 に 減少 し , 毅 作 後に 増 
加 す る と と 他 種 白血球 と 異 ら な いと 角 表 し た 。 
その 後 LEMETAYER (1933) は mononucl6aire 
洒 乃 は 癌 熱 期 に 減じ , 間 歌 期 に は 増加 する と 逃 
べた を た が, 氏 の 言う mononucl6aire 細胞 の 中 に 
は 和 吾 人 が 軍 桜 細胞 と 通 衝 する 細胞 の みな ら ず ホ 殆 
巴 球 を も 合せ 意味 する も る の で ある と と を 附 言 
る 。 更に VERceg (1933) 及び CARRE et VERGE 
(1935) は 克 作 期 以外 の 病 期 に は Mononucl@ose 
あり と ェ と 言う が , 前 記 LEMETAYER (1993) の 論 
文 と 於 ける と 同様 に .Mononucleose は Poly- 
nucleose tc 層 應 し た 用 語 で ある 。 貫い て 石井 
(1935, 1939@: 9) 及び 石井 ・ 中 村 (1935, 1942) 








期 に か け て 湯 桜 細胞 が 10 完 以 上 に 増加 し , ま た 


は 有 熱 期 か ら 分 利 無 熱 期 に 於 て る 同様, 該 細胞 


の 増 率 が 認め られ る と 言う 見 解 を 援 谷 し て い 
る 。 その後 GRIEFIN 層 BRoss (1936) は 人 工 
感染 馬 及 び 自 然 感染 馬 計 14 頭 の 運 緒 検査 成績 
か ら , 楼 細 胞 敷 は 解熱 後 1ー3 日 以内 最高 
て 達し , 際 後 2 て 5 日 間 は 依然 増 多 状態 を 持 貫 
する も の で あつ て , 21 同 の 縮 圭 に 於 ける 本 細胞 
の 最高 本 均 敷 は 842, 還 ち 全 白 血球 の 9.2 を 
占め た と 言う (第 3 賠 湖 照 )。 MENscg (1936) 
の 記載 し た 偉 氏 馬 の 1 例 で は 電 桜 細胞 の 再 分 奉 
は 0-22 で ある 。 同 年 WEpER (1936) は 浴 伏 
型 上 計 に 於 て の みな ら ず , 納 作 期 の も ゃ の に あり 
て る, 多少 に 拘ら まず 明 膝 な Mononucleose が 
認め ら る い \ ょ 報告 し て いる 。RAscH (1937) は 
2 頭 の 偉 貸 同 で や は 0 昔 桜 細胞 増 多 を 目撃 し た 
由 で ある 。 

炊 IC 俺 貧 馬 の 自 血 球 像 に 就 て 極め て 意義 深い 
鞭 表 を し て いる HIJARRE u. BERTHELSEN (1938) 
の 報告 中 か ら 卓 桜 細胞 に 開 す る 部 分 を 摘 録 す 

。 氏 等 に よれ ば, 卓 桜 細胞 は 熱 の 上 昇 期 に 於 
90NNSMMAMGNNNNMNNS 草 著 し ゆい 夷 
加 (1500<2000) を 來 す が , 解熱 後 は 潤 炊 減 
少 す る 。 ま た 健康 馬 の 電 桜 細胞 に 於 て は Pero- 
xydase 陽 隆 及び 陰性 細胞 敷 が 相 省 する か , 落 
し く は 後 著 が 前 者 を 少し く 姿 ぐ 程 度 で ある が , 
俺 貧 北 作 時 Cc 於 て は 明 c 陰性 細胞 が 歴 倒 的 に 幸 
加 す る 事 資 を 指摘 し た 。 

同年 湊 表 さ れ た 中 村 (1938) の 設 は 。 急 


性 型 の 毅 有 中 及び 芝 作 未 期 に は 組織 細胞 を 軸 
わし な る 極め て 大 型 の Oxydase 反 鷹 陽性 の 細 


胞 が 多 敷 出現 する ェ 記 載 さ れ て いる 。 その 後 右 
井 ・ 田 活 (1942) は 自然 感染 馬 17 頭 及 び 人 エエ 
感染 計 20 頭 の 外 多 敷 呈 馬 に 就 て 軍 要 細 胞 の 出 
9200 

る と, 本 細胞 は 般 作 後 閉 明 に 増加 する も の で 
| 時 に その 百分率 は 27 時 弱 に 上 昇 し た 


が , 無 熱 期 に 義昌 導 7 


健常 値 に 近づく と の と と で ある 。 ま た 氏 街 は 
Armitage 並 に 佐藤 氏 法 を いら て 俺 貧 馬 血 中 の 
曽 桜 細胞 の Peroxydase 反 應 を 追及 し た と と ろ 
該 細 胆 の 僅か 14 が 陽 隆 を 呈し た と 言 2。 更 


上 内 光 上 
に よる と , 俺 貧 馬 に 於 て 認め られ る 時 該 細胞 皿 
る ル ミン の 誠 明 され た も の は 5.0~45.5 多 あつ 
た 由 で ある 。 爽 で 川村 ・ 石 井 (1943) は 同じ く 
俺 貧 計 血 中 の 宴 桜 細胞 を フイ トラ ル ロ ー ト 及び 
ヤー スズ スク ' リ NB 超 生 豚 染 色 し た 場合 
の 所 見 に 就 て 航 察 し , 結局 頸 静 脈 血 中 の 団 桜 細 
胞 の 一 部 は 組織 球 隆 細胞 な り と 断じて いる (上 
記 石井 ・ 田 活 及 び 川 村 ・ 石井 の 論 論 の 詳細 に 喜 て 
は 上 稚 山 極 の 線 訟 を 参照 され た い )。 石井 (1940) 
⑯ 及び 石井 等 (1940) は 俺 貧 馬 頸 郊 肛 血 中 c 僚 ' 
細胞 (Siderozyten) の 出現 す る 事 四 を 應 明 し , 
また 病 的 将 過 と 本 細胞 の 増減 治 長 に 計 て 詳細 研 
宛 し て いる (詳細 は 上 人 稚 山 李 の 線 説 を 参照 きれ 


た い )。 氏 等 に よる と 胡 熱 中 及び 熱 分 利 後 4 目 


以内 の も の 32 頭 で は 殆 ん ど 100 に , 分 利 後 
510 日 の も の 34 頭 で は 76.5 多 に , 同じ く 
10 こ 30 日 の も の 59 頭 で は 61.0 多 に, 1 へ 3 ヵ 


月 の も の 33 頭 で は 39.3 錠 に, 3>11 ヵ月 の る 


の 22 頭 で は 40.9 多 に , また 無 定 次 に 了 つ た 
人 工 感染 同 11 頭 に あり て は 55.0 多 に 於 て 鐵 
細胞 を 誠 明 し た と 言う と と で ある 。 田 江 (1940) 
は 鐵 細 胞 検 肌 に 用 いら れる ケル ン エ ヒト ロー 
ト 区 カル ミ ン の 代り 50 倍 在 酸 フク シン 
を 用 い 得 る と 報告 し た 。 と れ よ りさ き , 今井 
(1939) な は 北海道 於 て 。 疫 虚 分 に 附 さ れ た 38・ 
頭 の 佑 貧 馬 に 石井 氏 等 の 鍼 細胞 検出 法 を 應 用 し 
て みた と と ろ , 恋 細胞 陽性 馬 は 18 頭 (47.4 め ), 
また 陰性 馬 は 20 頭 (52.6) で あつ た と 丈 べ て 
いる 。 最近 三浦 ・ 岩 潤 (1948) は 有 熱 性 俺 貧 司 に 
於 て は 53.0%% に , また 無 替 性 傷 條 馬 で は 25 外 
に 儀 細胞 を 検出 し た と 言う 。 一 方 に 於 て 菅 爾 等 
(1949) は 居 殺 上 馬 の 鐘 細 胞 検査 を 行 つ た と と ろ , 
陽性 馬 19 頭 に 遵 過 し , と れ 等 19 頭 申 4 頭 の 
病理 解剖 稀 的 及び 組織 克 的 所 見 は 俺 貸 病 鍵 を 鉄 
く の を 認め , 耳 つ 鐵 細 胞 陰性 馬 10 頭 中 1 頭 に 
居 て 本 証 I じ 起因 ある 中 の 軸 匠 
と 報告 し た 。 

以上 の 諸 業 績 か ら , 軍 村 細 胞 の 増減 も 赤 病 其 
と 綴 接 な 開 係 を 有 し , 概して 語 熱 期 後 生か ら 分 
利 後 一 定期 間 相 営 な 填 加 を 炒 す も の な る と と は 
確定 的 事 筑 の よう で ある 。 然 し 溝 桜 細胞 総 租 
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され る 一 閣 の 細胞 は その 生理 的 機能 に 於 て 同一 
な も の で は な く , 面 も それ 等 の 相 異 つた 性 汰 の 


絹 胞 が 借 條 の 病 期 と 密接 な 開 係 を 以 て 二 減 浴 長 
し て いる も の と 基 え られ る 。 

エ オ ジン 嗜好 性 細 肥 , 臨 基 嗜 好 性 細胞 
及び その 他 の 細胞 億 所 馬 に 於 ける エ オ ジン 嗜 


_ 好 性 細胞 (以下 ェ オ ジン 細胞 と 略 艇 す ) に 開 し 


て 大 蝶 (1909) は 本 細胞 敷 は 骨 章 寄生 の 有無 及び 
その 多 宏 に よ つ て 異 る と 言う が , FINzr (1911) 
は 敬 作 期 に 激減 し , 間 歌 期 及び 回 復 期 に は 共に 
健常 値 に 復 す と 記し て いる 。 な 毒 氏 (1911) は 本 
症 馬 の = エ オ ジン 細胞 の 増減 消長 を 追及 する の は 
該 馬 の 弥 後 刊 定 上 重要 な 意 還 を 持つ も の で ある 


_ と 附 言 し た の は 営 時 の 応 と し て 其 だ 興味 深い 。 


その 後 SEYDERHELM 父子 (1915) は 木 症 に 於 て 
エ オ ジン 細胞 の 清和 失 す る の が 特徴 的 で あり , か 
か る 所 見 は 和 後 不良 な る と と を 意味 する と 記し 
だ 。 と と ろ が , FRoOgHLicH(1916) は エ オ ジン 細 
胞 の 増加 を 報じ て いる 。 ABgrpiN (1919) の 装 
察 例 35 頭 に 於 て は 該 細胞 は 概して 増加 を 示さ 
ず ま (0<8.7 め ), 芝 作 中 は と れ を 検出 出来 な か 
つた 由 で ある 。 また だ FROHNER (1919) も これ 
と 同様 の 所 見 を 和 工 表し , 且つ 本 細胞 の 十 減 消 
長 は 病 馬 の 珠 後 を 示す と 記し て いる 。 爽 C 長 
尾 (1920, で 1221924) は 功 圭 と と も に エ オ ジ 


_ ン 細胞 は 激減 し , 時 検出 不能 と な る が , 開 飲 


期 に は 再び 出現 する , 然し 健常 値 以上 に は 弄 加 
し な いと ょ と 報じ だ た 。 その 後 ScHAAF (1923) は 
ABELEIN (1919) と 殆 ん ど 同 様 な 次 表 を 行 つ て 
いる 。 「 
GEwENreER (1929) の 人 工 感染 馬 23 頭 を 含 
む 計 470 魚 頭 に 就 て の 研究 に よれ ば , エ オ ジン 
細胞 の 消長 は よく 病 竹 の 弟 勢 を 示す も の で あつ 
て 細 熱 と 同時 減少 し , 解熱 と と も 出現 する 。 
耐 し て 病 的 綴 過 中 本 細胞 の 増加 する の は 正しく 
治療 へ の 瞬 光 ,,Morgenrote der Genesung “ 
で ある ょ 言う 。 然し 俺 邊 に 於 ける 眞 の 治 疹 は 未 
だ 確認 さ れ て いない の で あろ から, WEBgR 
(1937) が 指摘 する 如く , 本 症 に が が て それ は 和 飽く 
まで “明光 ” に 過ぎ な い の で あつ て 感染 の 総 末 
を 意味 し な いと と 勿論 で ある 。 


、 方 有 本 JARRE u. PBERTHELSEN (1938) は 無 


ず 
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熱 期 に 入る と 本 細胞 の 絶 習 肖 は 明 に 健常 舘 以上 


に 増加 し , 面 も と の 増加 は 比較 的 長 時 間 持 貫 す 
る も の で ある と ょ と 和 夢 べべ, 本 症 に 於 ける ymphozy- 
tare (eosinophile) Heilphase の 存在 を 主 上 
する 論 角 と し た 。 その 他 ScHERMER (1929), 
SCHULTZ (1929), TorzEk (1929), 石井 ・ 渡 
邊 (1930), Wurrr (1930), 葛西 等 (1931), 
PANrSSET (1931), GRrFErN & BRosg (1936) 
及び WEBzR (1937) の 報告 に も エ オ ジン 細胞 
の 増減 に 開 す る 記載 は ある が , 何れ も 上 枯 諸 家 
と 大 同 小 異 の 所 見 を 角 表 し て いる に 過ぎ な い 。 

最後 に 隙 基 嗜好 性 細胞 (以下 文 基 細 胞 と 稀 
す ) 及び その 他 の 細胞 C 開 す る 報告 を 一 括 記 未 
する 。 ABgELEIN (1919) は 俺 條 財 に 訟 て マス ト 
絹 胞 ( 防 基 細胞 ) の 増加 及び その 形態 区 的 退化 
と 就 て 縮 表 し て いる 。 ま た 長尾 (1920) ぐ で は 同 
じ く 衣 基 細胞 の 増加 (4 欠 ) を 見 る こ ぉ が ある が , 
その 出現 時 期 は 不定 で ある と 言い , 更に 氏 は 11 
頭 中 10 頭 に 於 て 刺 埋 型 (02<2.0) を 盾 察 し 
た 由 で ある 。 石井 ・ 渡 衝 (1930) は 鹿 基 細胞 は 
衣 作 期 に 減少 令 は 消失 し , 分 利 後に は 健常 舘 に 
復 す が , か いる 現象 は 毎 常 記 め ら る いも の で な 
い ょ 附 言 し た 。 な お 氏 等 は 刺 戦 型 の 出現 に 就 て 


も る 記載 し て い ゆい ろ 。 HTARRE u. BERTHELSEN 
(1938) は 叉 基 細 胞 は エ オ ジン 細胞 と 略 々 同様 の 


増減 過程 を 骨 る る の で ある が , その 酒 長 は エ オ 
ジン 細胞 ほど 一 定 し た も の で な いと ェ と 区 べ て ゆい 


0 


叙 上 の 諸 報 告 に よ つ て , 人 刊 貧 馬 に 於 て も 他 の 
俺 染 病 に 於 ける と 同様 に エ オ ジン 細胞 は 病 の 極 
期 に 減少 乃至 検出 不能 と な り , その 役 病 菱 の 奏 
退 と と る KC 多少 な り と も 増加 若しくは 回 復 す る 
る も の な る と と を 知 つ た 。 負 基 細胞 及び その 他 の 
細胞 に 就 い て は 未だ と れ に 開 す る 報告 は 少 い が , 
その 増減 に 著 織 は な いも の の よう で ある 。 

C. 血小板 0 

健康 馬 の 血 小 板 に 就 て の 報告 は 甚だ 少 い よう 
で あつ て , 筆者 等 の 沙 獲 し 得 た ぉ の は 下記 の 5 
論 論 に 過ぎ な い 。 外 ち ARNpr (1925) は 1 て 18 
蔵 馬 10 頭 に 於 て , 赤血球 も 000 個 に 将 す る 血 
小 板 の 相 翌 敷 は 39<74 個 在 均 53 個 , その 絶 
凌 雪 は 1mmi 中 271830 て 565,730 で あつ た と 
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ち 2 へ 4 ん で , 2.5^3.0 ル 2 の も の が 最多 敷 を 占 
め る と 記載 し て いる 。 更 に 氏 は 馬 の 血 小 板 の 大 
いさ は 他 種 動物 の それ に 比較 し て 均一 で , 且つ 
巨大 血小板 (RiesenpIattchen) を 鉄 く の が 特徴 
的 で ある と 附 言 し た 。 丈 に PERTEvV (1926) に 
よれ ば 血小板 は 淡 紫 赤色 に 染まり , 多く は 園 形 
若しくは , 卵 園 形 , 時 に 柱 其 を 呈す る と と も あり , 
その 大 いさ は 赤血球 の 1/4<1/2 服 ち , 論 均 2 
て 9 ん で あつ て , その 論 均 敷 は 赤血球 し 000 個 
C 疾 し て 51 個 , 絶 習 敷 は 1mm? 中 35 高 で 
ある と 記し て いる 。 更に KoHANAWA ( 小 華 和 ) 
(1928) は 7^19 歳 の 牝 , 牡 各 6 頭 計 12 頭 
の 検査 成績 な ら , 赤血球 11000 個 に 翌 する 血 小 
板 表 は 38 個 の 割 で , その 大 いさ は 1L8<6.6 
年 均 32 ん で ある が , 2.6 忌 の も の が 最も 多い 
と 言う 。 更に また 横 村 (1930) の 検査 例 14 頭 
で は 血液 1mmi 中 均 274.451 で あつ た 。 欧 
に 石井 ・ 渡 江 (1935,1942) は 内 地 馬 38 頭 の 血 
小 板 敷 は 171.250 と 285,000 論 均 215.932。 また 
朝鮮 語 35 頭 で は 同じ く 171.250<454.160 座 均 
291.227 で あつ た と 区 べ た 。 な ぉ 氏 等 は 内 地 馬 
25 頭 に 於 て は その 大 いさ は 1.47 へ 6.61 座 均 
93.90 ん , また 朝鮮 馬 24 頭 で は 1.47 へ 5.00 / 座 均 
2.95 で あつ て , と れ を 詳 遂 する な ら ば , 2.2 ん 


- 以下 の も の は 11.0 時, 2.3 こ 2.9 ん の も の 561 叶 , 


3.0<3.7 ん の も の 20.7 錠 , 3.8 て 4.4 の も の は 


11.1 め で あり , また 4.5 以上 の も の は 11 多 で 


ある と ょ 報告 し て いる 
区 に 俺 候 千 の 血小板 に 関 し て は , FROHNER 


(1886) は 早く も 載 加 読 を 唱 を た 。 ま だ た 大塚 


(1909) の 記載 に ょ る と , 血小板 は や は り 増 加 し , 
且つ 健康 馬 の それ は 廣 々 < 集合 する 傾向 を 持つ 
て いる の に と, 本 症 馬 で は 涯 漫 性 に 分 布 し , その 
形 も 異常 を 呈す る 由 で ある 。 また 佐々 木 ・ 城 井 
(1909 ) は 血小板 は 激増 し て , 赤血球 の 約 任 敷 に 
達し , また その 形 航 は 多様 で , 通常 見 ら る ぃ 彫 


形 , 短 園 形 及 び 曲 程 の も の の 外 , 紡 鍵 形 区 に 


その 耳 端 に 租 毛 様 突 起 を 有する も の を 認め , 葵 
ぁ る 増 殖 機能 を 持つ が 如き 外 観 を 呈す る と 言う 。 

陣 SEYDERHELM (1915) は 俺 答 馬 で は 常に 血 小 
板 は 減 小 し , 末期 に 至る ょ 全く 消失 する か ら 海 


暫 性 が 減退 する と 移し て いる 。 の ち LOHmRs 
(1919) は 本 症 馬 で は 情 血 小 板 の 激 剣 する も の 
が ある と 縮 表 し た 。 然 る C WiRrm (1919) c 
よる と 概して 織 化 は な いり い が, 少 敷 例 に 於 て 減少 
し た 由 で ある 。 PERrV (1926) も ゃ また 俺 所 馬 に 
於 て 血小板 の 減 小 を 認め た と 幸生 し て いる 。 ま 
た 棋 村 (1930) は 偉 條 疑 歴 周 19 頭 で は 健康 馬 
14 頭 及 び 俺 貧 以 外 の 疾患 歴 馬 9 頭 に 比較 し て 
減少 し て いる の を 観察 し た 。 多 ち 氏 に よる と 血 
小 板 敷 は 健康 馬 274.451, 俺 委 以 外 の 歴 馬 
296,347 及び 俺 公 総 歴 馬 202.468 を 示し た と の 
と と で ある 。 

更に 石井 ・ 渡 用 (1935, 1942) は 優 抽 馬 の 血小板 
の 増減 及び その 形態 と 病 的 経過 と の 開 係 に 就 て 


_ 爽 の 如き 成績 を 政 め た 。 即ち 血小板 は 熱 衣 作 時 


に 一 包 性 に 減少 し て 健常 敷 の 約 1/4 C 低 下 し , 
解熱 後 滞 太 回復 する が , と の 同 復 速 度 は 病 性 及 


び 骨 骨 障 害 の 理 度 な も る の ほど 速 で ある 。 ま た 人 


工 感 染 朝 鮮 馬 24 頭 を 縮 作 中 の も の , 芝 作 間 歌 
期 の ゃ の 及び 無 熱 経過 の 長い る の の 3 群 に 分 つ 」 
て 抽 察 し た と と ろ , 3 ん 以下 の 小型 血小板 は 殴 
肌 期 の ゃ の と 於 て 特に 著しく 減少 し , 病 圭 の 奏 
退 す る と 共に 芝 熱 前 の 敷 値 C 復 する 傾向 を 示し , . 
と れ に と 反し て , 3.8 以上 の 大 型 血 小 板 は 藤 替 
中 相 肝 的 に 増加 し , 熱 分 利 後に は 更に その 度 を 
加 を , 無 府 経過 する に 従 つて 深 胡 健常 値 c 復 妥 
すろ も の な る こと ょ を 知 つ た 。 更 KC 5 頭 の 人 工 感 
染 馬 に つい て 長期 間 に 理 つて それ 等 の 血小板 の 
増減 総 過 を 追及 し た とろ, 前 記 の 知見 を 連 誇 
する 所 見 を 政 め , 且つ 血小板 の 減少 は 克 夫 に 前 
中 し , 衣 作 と と も に その 程度 を 増す も る の で あろ 
事 連 を 確認 し た 。 な おぉ 氏 等 は 大 (1909, 1910) 
と 同様 と 俺 貧 馬 血液 塗 抹 に 於 ける 起 小 板 の 分 布 
が 浦 間 作 な る 事 供 を 認め , 且つ か いる 現象 を 以 
て 該 患 馬 の 凝 血 衣 延 と 密 接 な 開 係 ある も の ょ 才 
えて いる 。 ] 

上 交 の 諸 業 績 に ょ つて 明か c さ れ た 俺 貧 馬 血 
b の 大 要 を 千村 
言え る で あろ る 2。 

RW 血液 幾 化 は それ ぞ れ の 病 型 及 び 病 期 C ょ 

つて の 二 レ な 人 ト 


2. 中 名 は 民 染 清吉 の 示 7 本 








性 , 病 型 及 び 病 期 並 に 合併 定 (細菌 の 混合 感染 を 
含む ) の 有無 及び その 種類 に よ つ て 腕 響 され る 。 

3. 血液 , 血清 及び 血 畠 の 理 届 的 性 汰 は 展 々 
比 化 する 。 ' 

4. 本 症 馬 に 於 て は 通例 その 血球 容量 比 は 減 
少し , また 赤血球 沈降 速度 は 促進 する 。 

5. 一 般 に 赤血球 は 箇 く と も る 熱 驚 作 中 期 ま で 
に は 減少 し 始め , 熱 分 利 後 は 回 復 ヒ 向う が , そ 
の 減少 及び 回 復 の 程度 並 に 速度 は 個 骨 に ょ つて 
一 定 し な い 。 ] ( 

6. 赤血球 の 形態 烈 的 織 化 と し て 最も 衣 す 
る 所 見 は その 不同 症 で あつ て , 該 不同 症 は 概ね 
大 型 赤血球 性 (makrozytar) の も る の で ある 。 

7. 白血球 像 の 紛 化 と し て は 原則 的 に 
ScHrrLrNG の 所 計 neutrophile Kampfphase, 
monozytare Abwehrphase 及び lymphozy- 
tare (eosinophile ) Heilphase の 3 相 が 認め 
られ る 。 

86. neutrophile Kampfphase は 明 騰 を 誠 
〈 場合 が あ る が , monozytare ADbwehrphase 
及び Iymphozytare (eosinophile) Heilphase 
は neutrophile Kampfphase に 比較 し て 明 肛 
と 現われ る と と が 多く , し か も 相 党 期間 に 理 つ 
て 観察 され る と と が ある 。 

9. 中 性 細胞 の 食 喰 性 は 毅 熱 期 に 於 て 著しく 
増 張 する 。 
_10. 晶 桜 細胞 培 多 期 に は 主として Peroxy- 
dase 反 座 陰性 細胞 が 増加 する 。 
11. 血小板 も 病 的 給 過 徒 つて 増減 する 。 


HHI. 本 症 の 血液 明 的 診 


IT 章 に 於 て 俺 気 馬 血 液 の 一 般 的 獲 化 に 関す る 
諸家 の 業績 を 紹介 し た が , 上 逃 の 如き 血液 所 見 
は 果して 人 外 特有 の 幾 化 で あろ うか 。 また 血液 
検査 は 本 症 診 断 上 如何 な る 意義 を 持つ も の で あ 
ろう か 。 以下 と の 問題 に 競 て 検討 し て みる と と 
と する 。 

1. 類 症 鑑別 上 か ら 見 た 仁 
' 健二 の 皿 液 狂 化 
A. 血液 の 理 遇 的 性 汰 , 四 球 容量 比 及 
び が 赤血球 沈降 速度 
REINHARDT (1919) は 血 散 の 色調 織 化 を 以 て 


4 の し ぁ 


俺 答 を 診断 し 得る と な し , Rossr (1932) は 央 血 
時 間 測 定 は 本 症 診断 上 有意 義 な り と 記載 し て い 
る 。 VsRes (1933) も 血 餅 の 履 黄 不全 。 血清 析 
出 の 不良 , 血清 及び 血 机 の 凌 終 化 並 に 二 色 性 化 
は 俺 貸 馬 血液 の 重要 所 見 な り ェ 報告 し た 。 


- Howorov (1936) も 北 血 謎 延 及び 血清 色調 の 濃 


化 を 以 て 佑 貸 の 血液 所 見 中 の 主要 な 幾 化 と 孝 を , 
且つ と れ 等 現象 は 診断 的 に ゃ も 意義 あり と 記 欧 し 
て いろ る 。 
以上 の 諸氏 と 異な り WIRTg (1919) は 俺 貧 馬 
に 放 け る 血 湖 の 析出 異 状 及び 血 壮 性 秩 の 織 化 は 
他 の 疾患 , 就 中 熱性 病 に も 見 ら る い \ 程 度 の る の 
で ある 事 買 を 指摘 し て いる 。 BAARs (1921) に 
よれ ば 血清 の 析出 不良 は 俺 作 に 於 て の みな ら ず 
他 の 熱性 疾患 に 於 て も る 見 ら る い \ 由 で ある 爽 に 
KogAR (1929) は 盲腸 便 各 如 , 大 結腸 便 貢 聞 , 
朋 腸 敵 , 慣 倫 無 管 変 基 。 腺 疫 , 血 斑 病 及び 血色 
素 尿 症 に 於 て 血液 凝固 時 間 の 延長 きれ る 事 餅 を 
紋 察 し た と 逃 べ , FAURE (1934) も 血清 色調 の 
濃 化 は 偽 貸 以外 の 吉 性 疾患 C* も 認め ら る いと 記 
述 し , また WEBgR (1936) は 刊 貸 馬 の 北 血 時 間 
は 不定 で ある か ら と れ を 重要 本 すべ き で な いと 
納 NONG 
炊 に 赤 沈 に 開 し て は CEsARr (1913) の 追試 者 
中 本 反 應 を 類 症 剖 の 見 地 か ら 検討 し た も の と 
し レ し て は 僅 ( に LEMETAYER (1932), HoUDEMER 
(1933), LAMARRE (1933)959 の VERceg (1933) 
及び CARRE et VgReg (1935) の 報告 を 見 る に 
過ぎ な い 。 印 ち LEMETAYER (1932) は 侯 衝 診 
断 に < 秋 沈 測定 は 用 いる に 足る 方 法 で ある が ,・ 他 
の 疾患 < 於 て も 俺 貸 と 同様 赤 沈 の 促進 する の が 
見 られ る と 言う 。HoOUpEMER (1933) は 腎 敵 及 
び 腺 抽 に 於 て も 赤 六 の 元 進 を 認め た だが, フィ ラ リ 
ア 症 , 導 痛 及び 過敏 定 に あり て は 有 延 する の を 
見 た 由 で ある 。 また LAMARRE (1933)5 は 


寄生 趣 定 及び 二 爽 性 貧血 馬 の 赤 沈 は 健常 値 と 


異な ら な い が , 腺 疫 , 偉 染 作 肺 央 , fievre ty- 
phoide 及び 結 桜 馬 の ひそ れ は 俺 貸 馬 に 酷似 する 
と 基 べ て いる (第 4 賠 参 照 )。 VEReg (1933) 及 
び CARRE et VgReg (1935) る 同様 に 腺 商 。 肺 
共 , fievre typhoide, 結 桜 及 び 牙 種 の 化 膜 症 に 
於 て も 停 貸 同様 の 赤 沈 所 見 が 抽 察 きれ た と 言 


ス 
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うら 。 LEMETAYER (1932,1933), Rossr (1932, 
1933), LAMARR (193859 の 1934)。 QUENTiN 
(1933), VsgRcg(1933),FAORg(1934), CARRE et 
Vgkcg (1935), Howurov (1936) 及び WEBgR 
(1936) は 何れ も る 赤 沈 促進 を 以 て 俺 貧 特 有 の 所 見 
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第 4 岡 病 馬 の 赤 咽 球 沈降 速度 
1 は 午 貧 , TL は 非 信 拉 性 疾 患 。 ま た 
、 和 は 俺 迷 性 患 馬 の 赤 沈 償 を 示す 。 


ーー-LAMARRE (1933) より 
な り と は 考え を て は いな い に も か いわ ら ず 本 反 鷹 
は 俺 箸 診断 上 償 値 ある も る の と し て と れ の 應 用 を 





推 導 し て いる 。 と と ろ が 皮 逃 の 如く INOLTZE 


(1921) は 騰 織 血液 及び 夏 酸 加 血 液 と を 以 て 下行 
的 に 赤 洗 計 敵 を 行う と き , 億 作 馬 に 於 て は 呆 種 
血液 と ゃ その 赤 沈 速度 は 促進 し , それ 等 の 償 の 
差 は 比 無 か 極め て 僅少 で あつ て, か いる 現象 は 
借 外 馬 特 有 の 所 見 な り と 断 じ た 。 然し 氏 の 追試 
を 行 つ た 多 敷 研究 者 の 成績 に よれ ば , Noltze 反 
應 は 俺 貧 の 診断 上 意義 あり と する も の に 於 て す 
ら 本 反 應 の 特 暴 性 を 承 記 し た も の は な い 。 多 ち 
KurN (1922) は 俺 邊 11 頭 , 鼻 痕 17 頭 , 腺 疫 
16 頭 , 血 斑 病 1 頭 , 肺 類 8 頭 , イン フル エン ザ 
2 頭 , 導 痛 10 頭 , 血色 素 尿 症 6 頭 , 慢性 化 膜 , 

優性 皮 痢 及 び 食道 狭 窪 各 2 頭 , 踊 葉 央 , 肺 水腫 , 






ド が CUTRCUA A NRS が NNS 2 が s ) 守 
火 。 ネフ ロー ゼ , 腸 カ タ ー ル ,。 破傷風 。 多 汗 症 , ・ 
子宮 茨 並 に 腹膜 誠 各 1 頭 計 96 頭 及 び 獲 司 29 
頭 就 て Noltze 法 を 追試 し た と と ちろ, 恵司 96 
頭 中 Noltze 反 應 陽性 を 星 し た も の は 二 欧 性 貸 


"で 
*… 


_ 血 馬 6 頭 中 4 頭 , 血 斑 病 1 頭 中 8 頭 , 鼻 痢 17 


頭 中 3 頭 及 び 腺 交 16 頭 中 4 頭 あ り , 一 方 俺 貸 馬 
< 於 て は 11 頭 中 陽性 馬 は 僅か 5 頭 に 過ぎ な か 
っ た と 言う 。 MGcsy (1923) は Noltze 反 應 は 
信 気 馬 に 於 て の みな ら ま 全て の 貧血 馬 の 全 敷 で 
陽性 に 現われ る と 記 逃 レ し た 。 同年 RACHFArr 
(1923) は 柴 養 不良 馬 5 頭 及 び 痢 癖 C よる 悪 液 質 
馬 3 頭 計 8 頭 の 二 区 性 貧血 , 神 経 性 心臓 疾患 3 
頭 及 び 訂 職 性 肺炎 急性 見 痢 並 に ピロ プラ スマ 
定 各 1 頭 に 就き Noltze 法 を 宴 施 し た と と ちろ, 二 
次 性 衝 血 馬 及 び 生 綴 性 心臓 疾患 馬 の 所 見 は 偽物 
馬 の そ れ c 酷似 し , また 鼻 拍 馬 の 赤 沈 像 は 俺 貧 
馬 と 異 ら な か つた 旨 記 し て いる 。 次 で HANs- 
MANN (1924) は 騰 織 血液 及び 秦 酸 加里 血液 の 赤 
沈 が 同 程度 に 促進 する の は 俺 貸 馬 に 限ら ちぬ と 稀 
し た 。 ま た 耳 OENgR (1924) は 健康 11 頭 , 俺 貸 
5 頭 , 腺 疫 3 頭 , ク ルッ プ 性 肺 茨 , 草 純 性 糖尿 病 及 
び 便 先導 各 2 頭 , 無 管 族 カ ター ル , 慢性 肺 無用 

胃腸 炎 , 血 斑 病 及び 二 区 性 貸 血 各 1 頭 の Noltze 
反 應 を 検 し た と と ろ に よる と, 腺 導 , 時 純 作柄 
病 及 び 二 区 性 所 血 各 1 頭 宛 の 馬 は 陽性 反 應 を 量 
し レ た と 記載 し た 。 更 < 同年 VOLKsR(1924) は 健 
康 18 頭 , 俺 作 5 頭 , 肺 交 3 頭 , 結 要 , 路 葉 及 

び 腰 痛 (Lumbago) 各 2 頭 , 内 科 的 疾患 並 と 外 

科 的 疾患 馬 各 4 頭 に つき 同様 Noltze 反 應 を 四 . 
施し た 結果 , 俺 貧 馬 必ず まし ゃ 本 反 鷹 陽性 を 旦 せ 

ざら の みな ら ず , 二 性 貧血 を 件 つた 化 膜 症 馬 , 

結核 馬 及 び 健 康司 に 於 て さえ を 陽性 に 反 應 する も. 
の が ある と 報じ て いる 。 な お その 記載 c 候 験 的 
敷 字 を 示し て いな い 錠 四 は ある が , 革 ABERSANG 。 
(1924) は 本 反 鷹 陽性 な る 事 濾 は 思 に 血液 粘 生 度 

の 嫌 化 を 意味 する の み で ある と 言い , また 
MryEs (1924) 及び RAscg (1937) は Noltze 
の 反 鷹 は 非 特 暴 的 な り と 記し , 更に WARRmes- 
orz (1924) は 本 反 應 は 導 り 俺 貸 馬 に 限ら ちず 多 
く の 貧 正 馬 に 於 て 陽性 と 幾 現す る と 記 鞍 し た 。 
一 方 俺 貧 馬 診断 方法 と し て Noltze 涼 を 償 値 . 
あり と する 報告 を 紹介 する と , HIMMER (1922) 












150 頭 の 時 検診 則 に 本 法 を 席 用 し た 。 格 診 
馬 中 84 頭 は 俺 抽 経 歴 馬 で あつ て , それ ら の 宣 
、 検 所 見 も 陽 作 で あつ た も の で ある が , と れ 等 の 
中 56 頭 は 陽 人 反 鷹 , また 28 頭 は 疑 陽性 反 應 を 
呈し た と 言う 。 ま た HELrrcHr (1923) は 6.920 


頭 に 競 て 了 臨床, 剃 稚 太 び Noltze 反 應 上 の 所 見 


を 比較 検討 し た 結果 , 本 反 鷹 は 解剖 脆 的 毅 化 と 


よく 符合 する 成績 を 示し , Noltze 反 鷹 陰性 居 


_ に し て 臨床 及び 剖検 上 俺 負 と 診断 され た も の は 


僅か 14 頭 (02) に 過ぎ な か つた ょ 逃 べ て い 
る 。 更に 氏 は NorrZg 自身 の 総 験 を 炊 の よう に 


-- 紹介 し た 。 抑 ち 栓 査 馬 3840 頭 中 陽 任 反 應 を 量 


か 


0 


し た も の は 240 頭 で あ つて , 該 陽 性 反 鷹 馬 の 中 
229 頭 (95.4) は 状 稚 上 も 俺 所 病 を 有 し た が , 
陰性 反 鷹 計 は 解剖 区 的 に 蒸 く 非 偉 貸 馬 と 診 刻 さ 
れ た ょ 言う の で ある 。 同年 Rusr (1923) は 被 検 
馬 の 太 穫 及び 臨床 所 見 を 参 才 に し て Noltze 反 
應 を 貨 肛 す る な ら ば , 良好 な 成績 を 改め 得る と 
胡 表 し た 。 また ZELrLER (1924) は Noltze 反 
應 に 於 て 慢性 偉 久 馬 50 頭 中 26 頭 は 陽 吐 に , 
23 頭 は 抽 陽 隆 に , また 1 頭 は 陰性 に 反 鷹 し た 
と 言う 。 RuwrscH (1923), .WAcNgR(1923), 
MyER (1924)。 VO6LkER (1924), WARRrNc- 
SHOLZ(1924),ScHERMER(1926, 1929 ) , SCHOTTE 
(1928), RoBrN (1933), ZZWrck (1935), JAkoBg 
(1937),OELrLERrcH(1937 ) 及び FoRTNER (1938) 
3 も また 玩 測 定 は 偉 貧 の 検診 上 価値 あり と 
記 区 し て いる 。 然し 上 記 の 研究 者 と 只 も 必ず まし 
る Noltze 法 を 全面 的 に 支持 する も の の み で 
は な い 。 即ち , MEyER (1924) は 本 反 鷹 は 非 特 
異 的 な $ の で ある か ら 特 定 の 條 件 FC が て の み 


| 用 いら 5 れる と 言い , V6rkEk(1924) も 訪 反 鷹 は 


か 、 
1 v 


NorTZE の 言う 如く 特典 的 で は な い が , 使用 し 
得る 方 法 で ある と 報告 し た 。 ScHERMER (1926, 

1929) は 佑 外 馬 必 まし ゃ 本 反 鷹 陽性 を 示す も の 
で な い 事 を 認め て いる 。 ま た ScHAAF (19293) 
_ は 6 頭 の 億 貧 馬 中 Noltze 反 鷹 陽性 馬 は 僅か 2 
頭 で あ つた だ と 言い , LOHRs (1926) は NorTZEg 
の 赤 沈 測定 法 は 俺 貧 診断 上 価値 ある ゃ の と は 才 


、 を られ な い 則 呈 衣 表 し た 。 


NN 業績 に つい て みる と , 宮 
| ・ 中 村 (1930) は Balachowsky 法 に 依り , 健 


0 


康 馬 36 頭 , 俺 招 膨 17 頭 , 同 継 過 居 3 頭 , 腺 疫 
馬 12 頭 款 性 上 鼻 カタ ー ル 局 , 骨 埋 症 馬 , 腺 疫 葛 
疫 馬 及び タ 上 折 介 疫 馬 各 3 可 肺 交 財 及び 寄生 凌 
定 司 各 1 頭 に 就 て それ 等 の 赤 沈 を 比較 研究 し 
た 。 今 そ れ 等 の 赤 沈 の 1 時 間 値 , 2 時 間 値 及び 
24 時 間 値 (何れ も 邊 均 値 ) を 示す と , 健康 馬 一 
61.50, 72.06,78.10 : 肺 関 馬 一 54.00,64.00, 67.00: 
腺 王 馬 一 61.50, 68.08, 73.20: 鼻 カ タタール 千 一 

62.00, 68.30, 71.60 : 骨 理 症 馬 一 64.00, 70.00, 
75.00 : 災 拍 先 疫 馬 一 64.00, 70.30, 73.70: 俺 答 
次 過 馬 一 64.20, 69.80, 74.10 : 腺 疫 移 疫 馬 一 66.30, 
72.00, 75.30: 俺 貧 馬 一 69.70, 74.10, 81.30 : 容 
生 是 馬 一 72.00, 79.00, 83.00 で あぁ っ た 。 以上 
の 事 真 か ら , 本 法 は 偉 貸 の 合 診断 誤 料 の 一 つ 


と し て 価値 あ り と 氏 等 は 結論 し た 。 また 今岡 ・ 


今田 (1940) は Westergren 油 軒 を以て 億 和 谷 馬 
136 頭 , 鼻 カタ ー ル 周 49 頭 , 流産 茶 症 馬 23 頭 , 
腺 疫 同 11 頭 , 踊 葉 馬 9 頭 , 鼻 凍 , 崩 戦 症 及 
び 導 痛 馬 各 8 頭 , 日 本 (流行 性 ) 膳 疾 及び 咽頭 


局 各 4 頭 , 強 直 症 馬 及 び 肺 舞 用 馬 各 3 頭 , 血 


斑 病 馬 , 慢性 骨 腸 カタ ー ル 属 及び 管 性 胃腸 敵 馬 
各 2 頭 , 内 性 腺 疫 馬 1 頭 並 に 健康 馬 210 頭 の 赤 
沈 を 検査 し た 。 氏 等 は その 成績 と 基 い て , 上 記 
KArZ の 中 等 償 の み に よ つて は 侯 條 と 他 の 疾患 
と の 類 症 泡 別 は 不可 能 で ある が , それ 等 の 沈降 
絶 過 を 製 察 する こと と に よ つ て 惑 程 度 を の 目的 を 
達し 得る と は 言え , な お ね 信 任 と 内 性 腺 疫 及 び 師 
折 と の 判 用 は 出来 な いと 言 う 結 論 に 到達 し て い 


る 出 0 W あ あり 
GRIFEFIN & BRosg (1936) は 侯 委 周 に 於 て 赤 


洗 速度 の 促進 する の を 以 て 重要 所 七 と 券 を た が , 
本 現象 の 特異 性 に 就 て は 明か に 衣 定 的 な 見 解 を 
で いろ る 。 

B. 血色 素 量 及び 血色 素 係 環 

KiNsLEY (1909) は 血色 素 量 の 減少 を 以 て 俺 

貧 診 断 上 條 値 ある 所 見 な 9 と し た 。 Howurov 
(1938) も また 反復 測定 を 行う こと に よ つ て 該 馬 
の 貧血 度 を 知り 得る 政 に 血色 素 量 の 検査 は 類 症 
外 別 上 意義 ある も の で ある と 言う 。JAKog(1937 ), 
BEckER (1939) 及び 小倉 (1947) も 血色素 量 の 
測定 を 診断 的 に 重要 定 し て いる 。 と と ろ が DRE- 
MIJATSKY 和 (1929) は 色 素 量 40 用 な る 俺 染 








伯 助 膜 肺 剛 馬 及び 同じ く 50 少 を 示す 二 交 往 貧 


想 馬 を 抽 察 記載 し , OPPERMANN (1934) は 導 痛 
馬 に 於 て 41.7 及び 49.3 な る 例 を , ま た 腺 疲 及 
び 俺 染 上 無道 性 カタ ー ル の 各 例 に あり て は 夫々 
39.5 及び 46.5 多 の ゃ の を 認め た だ た 由 で ある 。 そ を 
の 後 氏 (1936) は 蛋白 中 毒 馬 及び 寄生 章 性 所 血 
馬 が 血色 素 量 夫々 28.4 及び 38.222 を 示す の を 
光 験 し た 。 な お SoOHNS u. SOETEDJO (1917 ) 肥 
び FoRTNER (1938) ぐ ⑤ は 俺 答 馬 診 断 に 営 営 つ て 血 
色素 量 の 減少 を 人 り 重要 千 す べき で な い ょ 鞍 べ 
GO 

血 色素 係 敷 に 就 て は SEYDERHELM 父子 
(1915) を 始め 多く の 研究 者 に ょ つて 俺 代 馬 に 於 
ける 本 係 敷 の 上 昇 が 報告 され て いる が , と れ を 
診断 的 に 意義 づけ た の は ScHERMsR 一 派 (1928, 
1929, 1934) で あつ て , 氏 (1929) は 寄生 半 症 の 
如き 二 爽 性 貸 血 患 馬 に 於 て は 偉 條 と 異 り 血色 素 
係 敷 は 下降 する と 北 表し た 。 と れ に と 習 し て GEg- 


_ WENIGER (1929) 及び FORTNsR (1938) ぐ 9 は 俺 


貸 周 に 於 ける 該 係 敷 の 上 昇 は 重要 な 北 化 で な い 
と 報告 し た 。 ま た HoLTENHoEr (1939) の 指 察 
し た 結 概 馬 の 血色 素 係 敷 は 1.2 及び 1.9 で あり , 
冶 の 1 例 で は 1.5 を 示し た と 言う と と で ある 。 

C. 著 血 像 (Guttadiaphotprobe) 

本 法 は 着色 濾紙 と 被 検 血液 を 滴下 乾燥 せしめ , 
その 逐 像 に よ つ て 血液 性 汰 の 敵 化 を 知ら ん と す 
る 方 法 で ある 。 俺 貸 診 秘 に 該 法 を 應 用 し た 成績 
を 詳細 に 記載 し た 報告 は 未だ だ 見 常 ら な い の で あ 
る が ,OPPERMANN (1933)“ で 2) 及び KRAL(1934) 
は こと これ を 獲 め , LUgHRs (1922) 及び CARREg et 
VEReGE (1935) は と れ に 反 問 し て いる 。 

D. 赤血球 

偉 貧 の 名 が 示す 如く , 原則 的 に 貸 血 が 本 症 の 
主 微 で あつ て みれ ば , 赤血球 の 減少 が 本 症 診 
上 極め て 重要 な 役割 を 演 ま べ き と と は 営 然 で あ 
る が , 急 本 の 如く 俺 気 馬 必 まし ゃ 衝 血 する と は 
限ら ま , また 他 の 疾患 に 於 て も 多少 な り と ゃ 筑 
血 を 見 る 事 宴 は 自然 赤血球 減少 の 診断 的 価値 に 
就 て 論議 され る 原因 を な す も の で あろ 2 う 。 


KINSLEY (1909), VgReE (1933), TAkos 


(1937), OELLERrcH (1937),FoRTNER(1938G29). 
1939) 及び BEckER (1939) は 赤面 球 の 減少 を 





以 て 本 症 診断 上 上 の 重要 な 手 懸 を 奥 え る $ の と 手 
張 する 代表 的 研究 者 で ある 。 但し JAkos(1937) 
は 一 方 と 於 て 馬 の 健 常 赤血球 敷 を 550 萬 と すべ 


きか は 650 高 と 見 仔 すべ き は 簡 四 に は 決し 得 


な いり 問題 で あつ て , と れ は 同 一 馬 を 頻 同 検査 す 
る と と に ょ よ つて 解決 さき る べき で ある と 言 。』 以 
上 諸氏 に 反し て GEWENrGER (1929), GRIEErN 負 
BRosg(1936) は それ 等 と 翌 足 際 見 解 を 持 す る 少 
浮 の 胞 者 で ある 。 面 し て LOCHTKEMPFER(1920) 
は 上 鼻 痢 馬 25 頭 , 肺 炎 計 5 頭 , 肺 幸 靖 馬 3 頭 , 
胸 疫 及び 腹膜 炎 馬 各 2 頭 , 腺 度 , 助 膜 導 ・ 忌 筋 
合併 馬 並 に 有 府 性 尊 痛 各 1 頭 を 稚 し た と と ろ , 
程度 の 差 こ そ あ れ 蒸 く 気 血 を 呈し , と と に 四 拍 
馬 に 於 て それ が 題 著 で あつ た と 記 し て いる 。 

WrrrMANN u. CoNTrs (1924) は 腺 疫 及 びと れ 
に 織 般 し た 血 斑 病 馬 計 56 頭 で 初期 に 進行 性 貸 
血 を 洲 す の を 認め た と 言う 。 DREMJArSKyY 等 
(1929) は 同様 に 血 斑 病 及び 上 鼻 病 馬 と 於 て 赤 正 球 
減少 を 認め た 。 ま た OPPERMANN (1934) は ョ 
イマ チ ス 性 導 痛 馬 19 頭 , 腺 疫 馬 12 頭 , 便 豆 痛 及 
び 俺 楽 性 咽喉 頭 交 馬 各 9 頭 , 咽頭 喘鳴 症 馬 7 頭 , 
心音 潤 濁 馬 5 頭 , 胃酸 過多 性 消化 不良 馬 1 頭 , 
汰 癖 馬 1 頭 及 び 外科 的 疾患 馬 11 頭 合計 74 頭 の 
血液 所 見 を 槍 し , その 成績 を FoRrNER (1919) 
の 答 血 度 標準 に 従 つ て 分 類 し て みた と と ろ , 被 ' 
検 馬 の 79 錠 は 団 度 委 血 (5<600 高 ), 16 は 中 
等 度 貧血 (4…500 高 ), 4 多 は 高度 質 血 (400 高 
以下 ) を 呈し , 健常 敷 (600 高 以 上 ) を 示し た も | 
の は 僅か 1 c 包 ぎ な か つた と 言う 。 と れ 等 思 
馬 中 500 意 以 下 の も の を 列 副 すれ ば , 喘鳴 症 一 
496 萬 , ロイ マチ 性 聞 痛 一 495 萬 , 便 豆 導 一 492 
萬 , 路 癌 一 482 高 , 胡 甲 彰一 461 意 , 腺 疲 一 422 
萬 , 偉 楽 性 咽喉 頭 一 362 癌 , 膝 開 節 天 一 855 高 
で あつ た 。 そ を その後 氏 (1936) は 蛋 自 申 毒 馬 に 於 で 


赤血球 敷 152 高 の ゃ の を 見 , また 寄生 吉 尾 貧血 


周 に あり て は 同じ く 420 高 の 例 を 目撃 し た 。 詩 
た GRIFEFIN 層 BRosE (1936) は 億 狗 馬 に 於 け 
る 物 血 程度 は 他 の 俺 楽 病 及 び 鞍 疫 血 清司 と 見 ら 
る いも の に 比較 し て 特に 故 し いと は 言 を な いと 


- 記載 レ し て いろ 。 更に SGNTesN (1940) は 臨床 上 


人 
の が O 0 の が 





爽 に 異常 赤血球 の 出現 に 開 し て は FRrEDRrcg 
(1908) は 異型 赤血球 症 (Poikilozytose) は 俺 貧 
_ 馬 血 像 の 特徴 的 織 化 で あり , 不同 症 (Aniso- 
Zytose) は 本 症 特有 の 所 見 な り ェ 逃 べ た 。 然し 
他 の 多く の 研究 者 の 見 解 は と れ を 否定 し て い 
る 。 即ち ScgAAF (1923) は 優 貧 の 血液 像 は 赤 
血球 及び 赤血球 造成 機能 の 障害 を 示す 所 見 で 
あり , 系 碧 球 多 染 性 , HowelI-Jolly 小船 , Nor- 
moblasten, 赤血球 不同 症 , 異型 赤血球 定 及び 
訪 基 性 黙 在 は 血 斑 病 , 毅 甲 彰 と 人 硬 日 問 症 に よる 
ーー 爽 性 貧血 及び 敗血症 例 に 於 て も 認め ら る いも 
の で あつ て , 全て 俺 貧 特 有 の 手 化 で は な いと 次 
表し て いる 。 LocTkEMpFER (1920) は 処 垢 
肺 剛 , 肺 環 六 , 胸 疫 , 助 膜 敵 ・ 心 筋 共 合併 症 , 腹 
膜 燃 , 腺 疫 及 び 熱 隆 聞 痛 の 各 語 に 於 て 不同 症 に 
間 遇 し た 。 ま た WARRINesHOrZ (1924) は 腺 疫 
及び と れ に 芝 し た 血 斑 病 馬 に 於 て や は り 不同 
定 を 認め たと 言う 。 Scmorrg (1928) は 値 気 の 
赤 碧 球 不同 症 の 診断 的 全 値 を 否定 し , 民 ROPSKr 
(1930) も また 該 不同 症 , 異型 赤血球 症 , 多 楽 性 赤 
血球 , 睦 基 寿 勲 在 及び 有 桜 赤血球 は 二 爽 性 血 
馬 に 於 て も る 出現 する と 報 告 し た 。 VEReg(1933) 
は 異型 赤血球 症 , 不同 症 及び 赤血球 母 細胞 の 出 
現 を 伴う 進行 性 貧血 を 以 て 本 症 の 重要 所 見 と 考 
えて いる 。 また KEAr (1934) は 本 症 の 殆 ん ど 
全 例 に 不同 症 を 認め た 旨 記 交 し た 。 最近 小倉 
(1947) は 天 赤血球 (Megalocyten) の 検出 は 
佑 貧 診断 に 極め て 有力 な 指針 を 典 え る 旨 の 毅 表 
を 行 つ た 。 

EE. 白 球 

本 症 馬 碧 液 の 白血球 像 に 開 し て 古 浴 越 多 論議 
の 反復 され て いる 事 買 に 就 て は 上 述 し た 通り で 
、 あ る 。 従 つて 俺 抽 診 断 上 白血球 像 の 検査 が 如何 
1 な る 程度 の 意義 を 持つ も の で ある か を 解明 する 
| こと と は 基 だ 困難 を 極め て いる と 言わ ざる を 得 な 

いひ 。 
_ 売 ず 自 血球 敷 に 開 レ し て は , BEpERKE(1921) は 
本 症 馬 の 自 血球 敷 に 特記 すべ き 交 化 な し と 交 べ , 
また WrrrNANN u. CONTrs (1924) の 記載 に ょ 
れ ば 腺 疫 及び と れ に 織 雇 し た 血 斑 病 に 於 て 白 血 
球 は 始め 増加 し , の ち 減 少し た 由 で ある 。ScHE- 
RMER (1926, 1929) は 結 要 等 の 二 表 性 貸 血 馬 に 於 
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て は 侯 貧 周 に 見 られ な い めい 高度 の 白血球 増 多 症 を 
呈す る も の で ある と 論じ た 。 
は 白血球 減少 定 は ご 爽 性 損 血 馬 に も る 盾 察 さ れる 
と 記載 し て いる 。 更に OPPERMANN(1933)G32 の 
報告 に よれ ば 結 要 に 於 て は 多少 な り ェ と も る 白血球 
敷 は 増加 する 由 で ある 。 VsgRceg (1933) は 驚 夫 
期 に 於 ける 白血球 増 多 及び 間 歌 期 の 減少 を 俺 貧 
の 血液 毅 化 中 の 注目 すべ き 所 見 な り と 記し た 。 
炊 で OPPERMANN (1934) は 心 府 潤 濁 馬 , ロイ 
マチ 性 抽 痛 民 , 便 冬 導 語 及び 中 癌 馬 に 於 て 白 血 


_ 球 敷 は 夫々 3.900, 4800, 3.600 及び 4900 を 示 


し た と 言 つ て いる 。 JAkoB (1937) は 血球 容量 
比 の 検査 に 常 つて その 自 血 球 居 の 厚 さ を 渦 定 す 
る な ら 左 , 結 桜 及 び 白血病 の 如き 白血球 増 多 症 
を 虹 す る 疾病 と 本 症 と を 刊 別 し 得る と 和 区 べ た 。 
OErrERrcH (1937) は 白血球 敷 の 算定 に よ ょ つて 
本 症 と 結 桜 及び 内 部 化 肛 症 と は 或 程度 鑑別 
出来 る と 報告 し , NEUMANN-KLEINPAUL Qu. 
WEgygRs(1937) は 腺 疫 に 於 て は 白血球 増 多 を 來 
す が 偉 貸 の 白血球 敷 は 健常 舘 を 示す と 言 つ て い 
る 。 

爽 に 白血球 の 細胞 組成 の 織 化 に 就 て は , MAck 
(1909) に よれ ば 本 症 に 於 ける 光 巴 球 の 相 半 的 増 
加 は 寄生 競 定 に 見 られ な いと の と と で ある 。 
HADWEgN(1920) は Mononucleose を 億 人 笑 診 刻 上 


、 重要 語 す べき 所 見 と 見 人 し て いる 。 ま た ScHER- 


MgR(1926) は 二 爽 性 貸 血 馬 に 於 て は 中 性 細胞 及 
び 光 巴 球 は 相 揚 え て 増加 する と 言う 。 炊 で GEW- 
ENIGER (1929) は 光 巴 球 の 増減 消長 を 以 て 本 症 


の 特徴 的 所 見 と な し , また 腐 極 期 に あり て も 中 “ 


性 細胞 桜の 推移 不明 朋 な る 事 偶 は 俺 括 以 外 の 疾 
串 に は 認め られ な い 織 化 な り と 移し た 。ToTZEk 
(1929) の 弟 穴 で は 鼻 痕 , 腺 疫 , 俺 染 性 春 髄 敵 , 


血 斑 病 , 胸 疫 及び イン フル ェ ン ザ 愚 馬 に 比較 し 


て 億 箕 馬 に 於 て は 光 世 球 及 び 卓 楼 細 胞 増 多 が 
目立つ て い を と 言う こと で ある 。 また VEReg 
(1933) は 俺 貸 帝 作 期 に 於 ける 中 性 細胞 性 白血球 
増 多 並 に 間 克 期 に 於 ける 相 肢 的 光 巴 球 増 多 及び 
軍 桜 細胞 増 多 を 伴う 白血球 減少 を 以 て 本 症 の 重 
要 な 血液 所 見 と 券 ん える と 殴 表 し た 。 OPpPER- 
MANN(1933)03⑤ は 結 要 に 於 て は 多少 と も 中 性 細 
胞 の 増加 を 見 る と 逃 べ て いる 。 その後 で GRIFFIN 


KRUPsKr (1930) 


全て 
『。 
| 


ー 








層 BRosg(1936) は 俺 貧 馬 に 於 ける 共通 所 見 は 光 
色 球 増 多 な り と 稚 した 。 衝 年 OELLERicg (1937) 
は 光 巴 球 の 算定 は 本 症 と 結 桜 及び 内 部 化 肛 定 と 
の 制 別に 有力 な 指針 を 興 え る と 逃 べ て いる 。 後 
年 石井 (1940) ぐ ⑳⑩。 石井 等 (1940) 及び 小倉 
(1947 ) は 頸 静 須 血 中 の 鐵 細 胞 出 現 は 俺 條 に 特徴 
有人 MAGSMKNSINRKN 

を 診断 し 得る と 屋 表 し た 。 と れ ま より さき 今井 
艇 は 鐘 細 胞 検出 の 俺 貧 診 秘 上 の 意義 に 就 て 
表 し て いる 。 

次 に FrNzr (1911) は 俺 貧 毅 作 期 に 於 ける 
Mononucl6ose 及び エ オ ジン 細 胞 消 天 と は 本 症 
診断 上 意義 ある も の と は 大 えら れ な いと 言い , 
WARsNArscg(1920 ) は 健康 馬 に 同種 健常 血清 を 


静脈 内 若しくは 皮下 注射 を 行 つた と と ろ , 全 例 


が 汐 包 球 増 多 定 を 來 し (最高 57.4), また 1 都 
父 酸 馬 で は 一 過 隆 の エ オ ジン 細胞 消失 を 認め た 
と 鞍 べ て いる 。 ま た NEsgNi(1921) は 鼻 靖 馬 の 
高熱 時 に は 血 中 か ら エ オジ ン 細 胞 を 検 肌 し 得 ざ 
る と と あり , か いる 場合 患 馬 の 勿 後 は 不良 で あ 
る と 報告 し た 。 その後 SCHAAF(1923) は 俺 貸 馬 
6 頭 中 4 頭 は 昔 桜 細胞 増 多 症 を 星 じ た が , 二 爽 性 
短 血 馬 に 於 て も 同様 C 該 細胞 の 増 多 を 認 な る 故 
(c, 本 所 見 を 以 て 俺 貧 特 有 の 交 化 と 見 仙 し 難い 
と 論じ て いる 。 まま た WARRINesHOrZ (1924 ) に 
ょ れ ば 本 症 馬 に 見 らち る い 光 巴 球 増 多 は と れ を 以 
て 診断 を 下す に は 畔 徴 で ある と の と と で ある 。 

同年 WWrrrMANN u. CoNTrS (1924) は 腺 疫 及び 
これ と 繊 庫 し た 血 斑 病 に 於 て は 初期 に 中 性 細胞 
の 増加 及び 光 巴 球 の 減少 を 見 , 後に 光田 球 の 増 
加 及 び 中 性 細胞 の 減少 を 米 す の を 折 察 し た 。 ま 
た 氏 は 極 期 に は エ オ ジン 細胞 の 消失 が 超 り , 病 
半 の 衰 退 する Cc 従 つて 再び 同 細胞 が 出現 し た と 
言う 。 その 後 DREMJArsKY 等 (1929) は 俺 染 
性 助 膜 肺 関 馬 に 於 て 滞 世 球 69, 卓 概 細胞 9% 
に 達する の を 認め , 腺 疫 早 に あり て は 汐 巴 球 
50, 軍 要 細 胞 8 の も の を 見 , ま た 二 爽 性 貧血 
馬 で は 光世 球 55.5% を 示す 例 C 伸 遇 し た 由 で あ 
る 。 同年 GEWENrcER(1929) は 過 概 細胞 増 多 症 
を 以 て 本 症 の 診断 を 下 し 得 な いと な し , また = エ 
ォ オジ ン 細 胞 の 増減 経 過 は 他 の 疾病 に 於 ける と 同 
様 で ある と 区 べ て い る 。 そ を その後 GRIFFIN & 





BRosg(1936) は 軍 桜 細胞 幸多 は 俺 貧 馬 の 共通 所 
見 で な か つた 旧 和 納 表 し た 。 石 非 (1940)⑯), 知 井 
笛 (1940, 1942) 及び 小倉 (947) の 鐵 細 胞 の 本 
症 診断 上 の 償 値 に 開 す る 紙 表 に 就 て は 皮 玉 し た 
が , 石井 (1940)@ 及び 石井 等 (1940, 1942) は 
本 細胞 は 値 貸 のみ なら まず ピロ プラ スマ 症 及 び ト 
リ ペ ノ ソーマ 症 に 於 て も 認め られ る 可能 性 あり 
ょ し , また 腺 疫 馬 及び 血 斑 病 馬 か ら ゃ 該 細胞 を 
検出 し た と 言う 。 また 三浦 ・ 岩 油 (1948) は 破 


傷 風 毒 素 高度 葛 疫 馬 に 於 て 本 細胞 を 認め て い 


る 。 最近 菅野 等 (1949) は 本 細胞 陽性 馬 19 豆 
中 4 頭 は 病理 解 章 玩 的 及び 組織 學 的 に 俺 所 と 
目 さ る \ 病 織 を 鉄 いた と 言う 興味 ある 成績 を 各 
表し た 。 

FT. 血小板 

PERTEV (1926) は 腺 疫 , 無 管 頑 カ ター ル , 肺 
基 , 助 膜 炎 , 腸 内 寄生 直 症 , 血色 素 尿 定 及び 填 
色 肉 腫 等 の 吊 馬 に 於 て 血小板 は 増加 する が , 侯 
徐 , 佑 染 性 無 管 支 基 , 胸 疫 , 喉頭 炎 , 血 環 病 , 
腸 内 及び アド レナ リン 注射 馬 で は 減少 を 飛 
す と 表 し て いる 。 また VEReg (1933) は 血 
小 板 の 減少 は 俺 貸 馬 の 1 り と 
言う 。 . 

以上 逃 べ 求 つ た と と ろか ら , 停 貸 馬 碧 液 の 任 
意 時 期 に 於 ける 個 え の 姓 化 に は 何一つ 特 暴 的 な 
も の の な いと と は 略 々 明か と 言え よう が , 表 に 血 
液 の 綿 合 所 見 に 開 す る 報告 を 紹介 する 。 SOHNS 
u. SoETEpjO (1917) は 本 症 馬 血液 の 顕微 鏡 的 答 
化 に 特異 的 所 見 な し と 述べ , また FRORHNER 


(1919) は 俺 企 詩 の 血液 に は 本 窟 特有 の 遂 化 な る 


も の を 認 め な いと 記載 し て いる 。 同年 LOmRs 
(1919) は 本 症 の 血液 父 は 臓 毒 定 及び 敗血症 の そ 
れ と 制 列 不能 な り と 言い , また WiRrH(1919) は 
値 委 馬 の 血 液 像 に は 人 の 悪性 所 血 に 於 ける が 如 

き 既 化 は な く , それ は 加 に 重い 気 血 所 見 を 呈す 

る に C 過 ぎ な い , 従 つて 血液 検査 の み に よ つて は ' 
舘 貧 を 診断 し 得 な いと 喝破 し た 。 菊 で DoNNER 
(1922) は 本 定 に は 定型 的 所 見 と 航 す べき 血液 興 
化 は な い が , 血液 像 の 推移 経過 こ ょ つて 他 種 疾 
WI し 2 し Lnme (92) 
液 の 組織 看 的 検索 は 本 症 診断 上 償 値 な し ょ 論じ 
て いる 。 上 区 諸 家 の 見 解 と は 翌 点 的 に SopRA ' 


> 
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馬 の 血 液 所 見 と は 根本 的 に 異 る と 論 倫 じ た が , と 


と に 氏 を し て か いる 結論 に 達せ し め た 四 験 資料 
を 検討 し 得 な い の は 由 了 で ある 。 然し 氏 は 赤 血 


球 の 計算 より 白血球 像 を 重要 要 し て いる と と だ 
け は 確 宙 と 思わ れる 。 一 方 Kowscg (1936) は 
今日 俺 貸 の 診断 に は 咽 液 検査 を 疾 同 算 施 する の 
が 最良 の 手取 と 考 を られ て いる が , と れ は 明か に 
誤 で あつ て 寄生 性 貧 血 例 に 於 て も 俺 貧 同 様 の 
所 見 が 認め ら る いも の で ある と 断 じ た 。 また 小 
倉 (1947) は 俺 気 馬 の 主要 血液 所 見 は 高度 の 等 
血 , 白血球 の 減少 , 赤 洗 速度 の 増加 , 鐵 細 胞 の 増 
加 , 巨大 赤血球 の 増加 (大小 不同 ) 網 激 白血球 の 
増加 , 水 巴 球 及び 当 桜 細 胸 の 増 率 等 で ある と 迎 
で べ で いろ 。 

然し 本 統 読 に 於 て 葛西 等 が 総 * 記 交 し て いる 
如く , 本 定 に 於 て は 展 々 融 種 の 俺 染 性 及び 非 伺 
染 作 疾患 を 併 髪 する も る も の で あつ て みれ ば , 上 輝 
諸家 が 億 貸 類 似 の 血液 所 見 を 呈 し た と 稀 す る 他 
種 串 馬 の 全 て が 果して 俺 貸 無毒 馬 で あつ た か 本 
か に 就 て は な お 名 念 が 和 鞍 され て いる わけ で ある 。 
換言 すれ ば それ 等 研究 者 の 一 部 が 是 計 の 主 徴 に 
幻惑 され て , 原 病 た る 俺 所 を 看過 し た 可能 性 が 


あり 得る の で ある 。 また 本 症 常 在 地 に 於 て は 一 


見 健康 馬 を 具 う 億 気 馬 の 存する 事 冥 を 漁 却 し て 
論議 を 進め た も の も あつ た の で は ある まい か 。 
る と より 筆者 等 は 俺 賀 馬 の 血 液 像 に 特有 の 所 見 


- あり と 考 う る も の で は な い が , 知代 と 他 種 疾患 
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_ ェ と の 類 定 鍋 別 を 論議 せん と する 場合 に は 還 馬 の 


詩 徴 に 迷う と と な く 一 應 は 俺 貧 な る 原 病 の 有無 
を 念頭 に 置い た 上 で 概 診 に 常 る の が 也 ま し い 明 


、 鹿 で ある と 選考 する 。 面 し て と の 問題 に 開 し て 
、 周 到 な 注意 を 挽 つた 上 で 特定 疾患 馬 の 血 液 像 


を 論じ た 報告 は 遺 基 な が ら 僅 に OPPERMANN 


“ oso. 石井 (1940)@9。 石井 等 (1940, 1942) 及 


び が 三浦 ・ 喉 淵 (1948) 並 に 後 多 す る HALTENHoOFF 


、(1939) の 業績 の みか な よう で ある 。 


2. 本 症 の 血液 里 的 診断 
第 LT 章 及 び 本 章 第 1 節 に て 百人 は 俺 貧 司 
及び 他 の 疾 加 馬 の 血液 像 に 開 す る 諸家 の 研究 業 


績 を 検討 し た 結果 , 現 段 階 に 於 て は 俺 気 馬 の 血 


液 生化 は 他 の 疾 特 C 熱性 疾 吊 確 欠け 0 





し 得 な いも の な る と と を 知 つ た 。 


然 ら ば 血液 検査 は 俺 貧 の 診断 上 無 盆 な 手段 で 
あろ うか 。 銚 論 否 で ある 。KrNsrgy(1909) は 被 
検 馬 血 液 の 馬 骨 接 種 試験 は 俺 外 診 断 に 決定 的 意 
義 を 持つ も の で ある が , 該 馬 の 鷺 床 検査 及び 京 
告 が 診断 に 有力 な 支持 を 興 を る も の で あろ る ょ 天 
べ て いる 。 ま た RUOsr(1923) は 斉 告 及び 臨床 所 


見 を 願 虐 し た 上 で 赤 沈 を 測定 すれ ば 診断 的 に 好 


成績 を 収め 得る と 記載 し た 。 そ の 後 SCHERMER 
(1926) は 血液 性 汰 を 多 項 目 に 旨 つ て 検査 する 
な ら ば 俺 貧 診 断 上 血液 検査 の 償 舘 を 大 な らし な 
る と 報告 し て いる 。 爽 で 氏 等 (1928) は 俺 貧 馬 
の 血液 所 見 に は 何一つ と し て 特異 的 嫌 化 は な い 
が , 本 症 の 診断 に 営 つ て は 赤 百 本 血 球 の 算 浅 , 
押 色 素 量 , 血色 素 係 敷 , 赤 洗 , 血清 綿 蛋 白 量 及 
び ア ル ブ ミ ン ・ グ ロブ リン 肝 比 量 の 測定 を 併せ 
行う べし ょ 提唱 し た 。 和 裂 年 氏 (1929) は 人 刊 貸 馬 
の 血液 像 と し て 区 の 如き 標準 を 語 麦 し て いる 。 
赤血球 一 650 高 以下 , 血色 素 係 肖 一 1.2 以上 , 
白血球 一 1 萬 以 下 , 中 性 細胞 一 70%% 以下 , 激 世 
球 一 30 以上 , 赤 沈 一 10 以上 (15 分 値 ), 血 
清 旨 看 白 量 --7 以下 , ア ルプ ミン 一 綿 恒 白 量 の 
50 以下 , グロ ブリ ン 一 縛 和 蛋白 量 の 50% 以 
上 。 氏 は 該 報告 に 於 て 血色 素 係 肖 の 上 昇 , 白 血 
球 青 の 増加 を 鉄 く 光 包 球 の 相 肝 的 増加 , 赤 沈 の 
元 進 及 び グ ロブ リン 比 奉 の 上 昇 を 特 c 重 要 司 し 
て いる 。 と いで 氏 は 血液 所 見 の み に よ つて は 侯 
貧 の 診断 は 不可 能 で あつ て , 血液 検査 は 臨床 診 
断 雇 くべ か ら ざ ろ 補助 手段 で ある と 逃 べ , 次 
で “Keine Diagnose Blutarmut ohne 
BIutuntersuchung ! ” ( 直 液 検査 を 行わ まし て 
何 の 貸 血 ぞ や !) と 揚 言 し た 。 な お 氏 筆 の 新 る 
見 解 は 後に ドイ ツ 障 邦 の 俺 所 診断 基準 と し て 脚 


- 光 を 溶 び る に 至 つた と と は 周知 の 如く で ある 。 


同年 orZEK (1929) は ScHrLLiNG の 血液 検 
栓 法 を 用 いて $ も 各種 疾病 は 夫々 特有 の 帝 化 を 示 
す も の で は な い が , か くし て 改め られ た 血液 像 
を 臨床 所 見 と 妥 合 する と き 始め て 血液 嫌 化 に 大 
な る 診断 的 償 値 を 生ま る と 辻 表 し て いる 。 ま た 
GEWENIGER (1929) は 俺 貸 馬 の 血液 像 は 病 型 及 


_ び 病 期 に よ つ て 異 る が , 血液 化 の 推移 は 特 和 


ある 様相 を 呈す る も の で ある か ら , 診断 的 血液 
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、 に 於 て の み 行い 得る も の で あつ て , 


検査 は 同一 馬 に 就き 長期 に 孔 0 反復 行わ れ ね ば 
な ら な いと 結論 し た 。 一 方 BLuM(1930) は 臨床 
的 缶 化 を 魚 く 本 症 馬 に 於 て は 血液 像 $ ま た 異常 
を 呈 さ め ぬ と 言う 。 ま た LEMETAvER(1933) は 本 
症 の 血液 検査 に 営 つ て は 被 稔 馬 の 病 型 及 び 病 期 
を 無 紅 すべ き で な い 則 逃 べ て いる 。 QUENTIN 
(1933) も 俺 貧 謀 患 馬 を 血液 欧 的 に 診断 せん と す 
る 場合 , 了 め 被 検 馬 の 臨床 所 見 を 確 む べき 和則 示 
吹 し て いる 。 また KRAr 筆 (1934) は 血液 所 見 
の み で は 偉人 を 診 記 し 得 な い ば か り で な く , と 
れ に 肝 の 組織 克 的 検査 を 併用 し て も , 類似 疾患 
と の 鑑別 は 不可 能 で あつ て , 最後 に は 馬 鶴 接種 
試験 に よ た * ら ね ば な ら ぬ と 常 表 し た 。 爽 で 
RrctrERs (1934) は 血液 像 に 現 わ る い 個 え の 嫌 
化 を 以 て 被 稔 馬 が 停 委 な りや 芝 や を 決定 すべ き 
で は な く , 約 4 週 間 に 旨 つて 計 割 的 な 線 合 的 血 
液 検 査 を 行 つて 後に すべ き で ある と 言う 。 同年 
SCHERMER (1934) も RicrTERS (1934) ェ 略 
攻 同 様 の 見 解 を 披 涯 し た 。 Zwrck (1935) は 俺 
修 を 肝 移 と し た 血液 検査 は 一 定期 間 反 復 條 施 さ 
れ ね ば な ら な い が , か くす る と と に よ つ て も 全 
慢性 偉 貧 馬 を 摘 引 す る と と は 不可 能 で ある と ょ 論 
じ て い る 。 ま た 右 井 氏 一 門 に よ ょ つて 芝 表 され た 


敷 多 の 億 貸 の 血液 台 的 研究 業績 は 全て 血液 稚 査 


は 多角 的 に , し か も 一 定期 間 に 聞 同 行わ る べき 
と と を 示唆 する も の で ある 。BosNic(1936) は や 
は り 本 症 の 生前 診断 に は 臨床 及び 血液 所 見 の 検 
査 を 併用 する よう 提言 し た 。 その 後 FORTNER 


(193829。1939) は 俺 狗 の 血液 検査 に 常 つて は 赤 


血球 敷 及 び 血 色素 量 の 減少 , 血色 素 係 の 上 昇 , 


和正 血球 敷 の 不 織 若 し く は 減少 , 汐 包 球 の 増加 普 


と 赤 洗 の 促進 の 有無 を 重要 富 す べき で ある が , 
血色 素 量 の 減少 及び 血色 素 係 敷 の 上 昇 の 存否 を 
ば 人 角 り 包 大 に 評 償 し て は な ら な いと 克 表 し て い 

る 。 小倉 (947) の 見 解 ふ 多角 的 碧 液 検 査 の 必 

机 を 認め た も の で ある っ o 


以上 記述 し た と と ろか ら , 偽作 の 血液 台 的 診 
嘱 に は 多角 的 項目 に 就き 相 営 期間 に 奄 る 計 剖 的 
検査 を 必要 と する も の な る と ょ と は 略 々 明か と な 
つた も の と ェ と 思う 。 然し これ は 特殊 な 條 件 下 の 馬 
香 人 が 日 常 
遵 刀 する 多 粗 の 一 東 検 診 , 若しくは 偶 藻 的 串 





選 の 診断 目的 に そ わ な いと と 論 人 で ある 。 従 つ 
て と に と 爽 善 策 と し て 多 敷 稀 査 項目 に 就 て の 血 

液 検査 が 取 0 上 げ ら れる わけ で ある 。 茨 に ドイ 
ツ 及び 日 本 政府 並 に 蒼 吉 潮 の 俺 貧 検 診 規 定 申 か 
ら 血 液 台 的 診断 に 開 す る 條 項 を 摘 銀 し , 併せ て 

該 規定 に 就 て の 諸家 の 見 解 を 紹介 する 。 、 
A. ドイ ツ の 検診 規定 


BEHNKE (1932) に よる と ドイ ツ 政 府 が 偽 衝 
検診 規定 の 中 に 初め て 血液 検査 項目 を 設け た の 
は 1925 年 な る 由 で ある 。 然し 1924 年 ぐ ⑮ 同 國 
政府 指令 に は 同年 1 月 1 日 以降 俺 徐 検 診 規定 
か ら Noltze 反 應 満 施 を 制 除 す る ょ 記載 され て 
いる 中 か ら 考 えて , 偶 際 は それ 以前 か ら 今 旦 の 
所 調 血液 検査 が 何等 か の 形 で 施行 され て いた も 
の と え られ る 。 爽 で 1926 年 G⑳ に は 了 臨床 上 俺 
谷 の 紅 い ある 馬 の 血 液 を 各州 毎 に 所 定 の 研究 機 
開 に 送 附 する ょ う 規定 し て ある の み で あつ て , 
如何 な る 検査 を 行 つ て いた も の か 不明 で ある 。 
耐 し て 同 國 の 俺 人 防疫 訓令 中 に 血液 検査 に 開 す 
る 詳細 な 指示 が 公表 され た の は 羅 に 1934 年 92 . 
で あつ て , 該 訓 今 は 極め て 廣 範 な 防 商 上 の 措置 
に 開 す る も の で ある が , 先 被 検 司 の 疫 苫 交 環 
境 の 完 明 か ら 京 告 及び 臨床 所 見 の 確認 を 竣 て 血 
液 検査 に 及ぶ べく 規定 され て いる 。 今 その 中 か 


ら 血 液 事 的 検査 に 開 連 し た 部 分 を 摘 録 表示 すれ 
ば 第 5 表 の 如く で ある 。 
第 5 表 


機 査 項 目 健 康 * 馬 : ド 信 貧 馬 。 
赤血球 敷 。( 再 高 )6-5~-9.0,. 下 均 7.7| 6.5 以下 











血色 素 係 肖 0.8~1.2, 在 均 1.0| 1.2 以上 
白血球 毅 RSS LU 


中 性 細胞 ( め )| 60-70, 下 均 65| 70 以下 
光 巴 球 ()| 20-35, 企 均 28| 30 以上 
粒状 核 中 性 細胞 ( 多 )| 0-3 

幼 層 型 中 性 細胞 ( 多 ) 0 し: 
中 性 骨髄 細胞 ( 少 ) 0 締 化 な し 
エ オ ジン 細 胞 ()|0.5~ て 5.0, 下 均 2.3| 

肝 基 性 細胞 "( 狗 )| 0~1.0, 卒 均 0.3| 2 


昌 校 細胞 ” ( 久 )D.5~5.0, 下 交 2.5| 訂 々 著 加 す 。 


赤血球 光隆 速度 ( あ )| 40 以下 40*SEE。 肖 
綿 店 白 量 ".()|6.0-7.5 7.0 以下 
アデ ルプ ブ ミ ン ()| 40ー60 (50 以上 )| 50 以下 』 
グロ ブリ ン  ( め )| 60-40 (50 以下 )| 50 以上 1 


















な おぉ 1937 年 @① に は 血清 の 屈折 奉 測 定 條 項 が 
仙 除 され た と と ろ を 見 る と , 同年 以降 血清 長白 
に と 開 す る 検査 は 行わ ん れ て いな いと ょ 見 人 克 さ る べき 
で あろ う 。 

上 記 訓 含 が 施行 され て より 2 年 後に MEN- 
SscH (1936) は 該 訓令 が 適切 な 指示 で ある と 本 湊 
を 支持 する 態度 を 明か に し た 。 即ち 氏 は 一 見 健 
康 で ある が , その 京 告 , 疫 壁 的 環境 及び 心機 能 
異常 の た め K 億 倫 を 疑わ れ た 1 頭 の 馬 に 就 て 8 
月 6 日 へ 同 26 日 の 間 政 府 訓令 の 方 式 に 従 つ て 3 
回 血液 検査 を 行 つ た と と ろ , 赤血球 敷 は 580 ン 
775 高 , 血色 素 係 沖 は 0.98 こ 1.60 , 白血球 敷 は 
2.500-6,200, 中 性 細胞 は 60 及び 74 光 巴 球 
は 22-45 狐 , 血清 縄 蛋 白 量 に 将 す る グロ ブリ ン 
の 店 むる 比 春 は 59.3 こ 75.9, また 赤 沈 は 33 ン 
51 め を 示し , その 結果 俺 気 と 診断 され た と 言う 。 
科 年 RAscrH (1937) は Breslau の 國 立 獣 疫 検 


- 査 所 に 於 て 1934 年 5 月 12 日 以 玉 約 2 年 年 に 理 


り 上 記 訓 令 に 準 懇 し て 四 施 し た 逢 貧 検 査 成績 に 
基き , 次 の 如き 見 解 を 敬 表 し た 。 色 ち 本 法 に ょ つ 
て 亜 急 性 患 馬 の 摘 驚 は 可能 で ある が , 食性 及び 
慢性 患 馬 を 診断 し 得 な い 。 又 1 結 桜 馬 は 該 訓令 
に 示さ れ た 俺 招 馬 と し て の 全 血 液 所 見 を 具 を て 
いた と 報じ て いる 。 同年 REPPrN(1937) は 臨床 
的 に 疑わ し い 馬 に 就 て の み 血液 検査 は 施行 さる 
べき で あつ て , 血 溢 稚 査 成績 の 診断 的 償 値 は 臣 
床 及び 沸 検 所 見 の それ に 比較 し て 件 か に 小 な り 
と 表 し た 。 次 で FoRTNER(1938⑩, 1939) は 同 
訓令 に 習 す る 上 記 刊 に 更に 論評 を 加 を て 爽 の 
如く 論じ て いる 。 該 訓 令 の 賛成 者 は 指令 に 準 拓 
レ た 血液 検査 を 行う こと に より 0 臨床 検査 の 欠陥 
を 補い 得る と 言い , 反 習 者 は 起 液 検査 に たよ つて 
は 他 種 疾病 と の 類 定 鑑別 不能 な り と 移 を えて いる 


が 血 液 検査 は ーー つの 有力 な 補助 診断 法 に 過ぎ な 


w ぬ の で あろ から, 血液 像 の み に よ つて 億 任 の 診 
断 を 下す の は 誤り 0 で ある と 逃 べ , 更に NEUMANN 


一 KrgINPAuL u. WEgygRs (1937) が 指摘 した 


如く 腺 性 韓 位 化 晶 症 , 肺 共 , 肺 壌 拍 寄生 
趣 杏 損 血 及び 血 牙 病 加 馬 の 自 液 蟹 化 は 俺 邊 と 側 
別 し 得 な い , 換言 すれ ば 所 主 逢 貧 の 血液 像 な る 


. 所 見 は 決し て 俺 作 特 有 の 媛 化 な る と と を 意味 し 


な い 旨 強 調 レ た 。 婦 HALrENHoFF (1939) は 類 
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定 鑑別 の 上 か ら 同 訓令 を 検討 し て いる 。 氏 は 結 
桜 司 2 頭 , 肉腫 患 馬頭 及び 各種 の 穫 性 及び 慢 
性 炎症 患 計 ( 化 膜 性 裳 知 敵 , 化 膜 性 購 帝 ・ 了 節 , 
化 膜 性 肺 炎 , 化 膜 性 無 管 支 関 , 細菌 性 腹膜 類 及 
び 潰 瘍 性 腸炎 各 1 頭 宛 ) に 就 て 型 の 如き 血液 検 
査 及 び 了 臨床 検査 を 行い , 且つ それ 等 の 1 部 の 組 


織 彼 的 検索 を も 併 せ 算 施し て いる 。 結 概 馬 は 2 


頭 と も 組織 克 的 に 俺 貧 を 否定 し 得 た も の で あり , 
臨床 的 に は 1 頭 は 俺 貧 眞 定 , 他 は 同 疑 症 と 目 さ 
れ た 患 馬 で ある が , 血液 胃 的 に は 結 桜 馬 の 血液 
父 と し て 報告 され て いる 所 見 は 全く な く , 序 つ 


て 俺 貸 酷 似 の 尋 化 を 時 し て た だ 。 また 肉腫 吊 馬 


は とれ また 組織 届 的 に 偉 代 の 婦 い な きも の で あ 
つた が , 臨床 上 俺 貸 を 娠 わし め , 双 血液 學 的 に は 
旬 ( に 光 世 球 減少 (7.5 欠 ) を 示し た 以外 の 所 見 は 
全く 偉 筐 の それ と 尾 別 し 得 な か つた 。 爽 に 各種 
の 共 症 思 馬 は 了 臨床 上 いずれ も 多少 な り と も 俺 貧 
を 持 わ し め た ゃ の で ある が , 組織 稀 的 に は 腎 吉 
敵 及 び 無 管 支 基 患 馬 が 交 々 億 貧 陽性 を 時 し , 腹 
膜 敵 患 馬 は 同 如 陽 性 で あつ た が , 勝 帯 ・ 開 節 敵 
馬 は 陰性 で ある 。 但し 肺 基 及び 腸炎 の 各 馬 の 組 
織 検 査 は 行わ れ て ぃ ない 。 以上 の 如き 患 馬 の 血 
液 所 見 は 肺 炎 馬 で は 偉 氏 陽性 , 仁 管 才 炎 馬 で は 
同 陰性 , 又 騰 比 ・ 開 節 類 , 腹膜 類 及び 腸 敵 の 各 
患 馬 で は 侯 作 興 喝 性 で あつ た と 次 表し た 。 更 に 
HUBERT (1939) は Gottingen 大 入 に 身 附 さ 
れ た 650 例 の 人 逢 貧 疑似 馬 材 料 に 就 て 政府 訓令 に 
ょ る 咽 液 検査 方 式 の 検討 を 行 つ た と と ろ ,106 例 
は 病理 解 章 聖 的 及び 組織 克 的 に も 明確 な 診断 を 
下 し 得 な いも の で あつ た と 言い , ま を 上 記 句 似 
馬 492 例 中 血液 検査 に より 俺 條 と 診断 され た も 
の 9345 例 (70 欠 ), 妊 わ し い 所 見 を 呈し た も の 


_ 117 例 (24) で , 全 く 導 い の な いも の 30 例 (6) 
で あつ た と ょ と 記載 し た 。 更に 了 臨床 的 に 令 貧 眞 定 と 


考 を られ た 186 例 中 158 例 (85 久 ) は 血液 像 の 上 
か ら ゃ 陽性 で あり , 同じ く 加 定 馬 296 例 中 186 
例 (63 め ) 及び 臨床 陰性 馬 10 頭 中 1 頭 (10) は 
夫々 血液 所 見 で は 俺 貧 と 診断 され た と 逃 べ て い 
る 。 一 方 結 。 寄生 此 性 質 相 。 腎臓 類 , 助 膜 基 
及び 心 裏 炎 台 馬 合計 8 頭 は 俺 招 馬 と 刊 別 不能 な 
末 液 像 を 呈し た と 言う と と で ある 。 か いる 成績 
か ら 氏 は 俺 貧 診 断 に 営 つて 血液 検査 は 不可 鉄 の 


【 


が 
に 


ここ 
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補助 手段 で ある と の 結論 に 達し た 。 同 年 SCHER- 
MsR (1939) は 自ら 650 頭 の 俺 貸 疑 似 馬 に 就 て , 
政府 指令 の 基準 に よる 血液 検査 方 式 の 批判 を 試 
み , その 成果 を 丈 の 如く 縮 表 し て いる 。 病理 解 
章 烈 的 及び 組織 聖 的 所 見 さ を その 特異 性 に 於 て 
絶 層 的 な る の で な いこ と と は 勿論 で ある が , 今日 
の 知識 で は 一 應 と れ 等 所 見 を 診断 上 最も 重 区 古 
し なけ れ ば な ら な いた だ め に , 本 所 見 を 基準 と し 
て 血液 克 検 査 成績 の 診断 的 償 値 を 検討 し た と 
前 置き し , 先ず 上 記 占 似 馬 650 頭 中 病理 解剖 左 
的 及び 組織 的 に 確 診 を 得 た ゃ の は 544 頭 (94), 
うち 俺 委 陽 性 492 頭 , 同 陰 性 52 頭 あ り , 呈 0 
160 頭 (16 め ) 中 135 頭 (12 多 ) の 制定 は 不可 能 
の 0227 の oi 計 の aNU LAC 
上 陽性 の も の は 186 頭 (37), 同 医 陽 性 296 頭 
(60), 又 陰性 10 頭 (2 を ) で あつ た が , 和 
の 血液 脆 的 診断 成績 で は 陽性 345 頭 (70 外 ), 
00 
由 で ある 。 上 舌 の 事 買 か ら 券 えて 血液 検査 の 信 
診断 上 の 価値 は 臨床 検査 に 比較 し て 格段 に 事 
く 評 條 さる べき で ある と ょ 逃 べ , また 唯 1 度 の 血 
液 検査 に よ つ て 診断 し 得 な いも の 就 て 再 検査 
を 行 つ た と と ろ そ の 約 年 江 を 診 秘 し 得 た と 言 
う 。 爽 で 血液 検査 の 診断 的 償 値 を 検討 する に 営 
つて 興味 ある 事 四 と し て , 血液 像 の 上 で は 侯 貧 
陽性 の 所 見 を 呈し な が ら 病理 解 章 聖 的 及び 組織 
敬 的 に は 血液 胸 的 診断 を 裏付け る に 足る 所 見 を 
示さ な い 例 が 12 頭 在 し た 。 と れ 等 12 頭 中 4 豆 
は 何 も な く 釧 死 ま た は 居 灯 され を た ため, を の 病 
性 を 決定 し 得 な か つた が , 残り 8 頭 は 明か に 侯 
貧 と 異 る る の で あつ た 。 と いと 於 て 類 症 負 別 が 党 
面 の 問題 と た な る の で ある が , それ に し て も 650 
頭 中 12 頭 (2 弱 ) の 誤差 は 防疫 の 立場 か ら は 郊 
ん ど 度 外 富 さ れ て し か る べき 敷 値 で ある 。 面 も 
今日 各種 の 生前 検査 に よ ょ つて 俺 貸 と 刊 別 し 得 な 
い ゃ もの は 多く 不 治 の 疾 病 で あつ て みれ ば , 上 述 
の 如き 僅少 な 誤診 は 継 済 的 昌 地 か ら 考え て も 答 
まる に 足ら な いも の で ある と 氏 は 刻 言 し て い 
Ce 
SONTGEN(1940) は 臨床 的 に 俺 所 の 疑い の な い 
牝馬 100 頭 に 就 て それ 等 の 赤血球 , 白血球 敷 , 
血色 素 量 及 び 血 色素 係 敷 の 測定 成績 に 基 い て 


陽性 馬 492 頭 中 臨床 





ドイ ツ 政 府 訓 信 ic よる 俺 貸 の 血液 台 的 診断 基準 


lc 不満 の 意 を 表し て いる が , か いる 論議 は 該 訓 

令 の 一 班 を 以 て その 全 玉 を 挑 評 す る 類 の 論評 で 

80MNNNIE 
音 り る まで も な い 。 


せよ 

本 邦 に 於 て 俺 貸 の 検診 基準 が 政府 訓 食 と し て . 
公表 され た の は 1929 年 (昭和 4 年 6 月 28 日 農 
林 省 訓令 第 5 江 ) の と と で ある が , それ が 1939 
年 (昭和 14 年 12 月 6 日 農林 省 訓 令 第 11 況 ), 
1941 年 (昭和 16 年 6 月 13 日 農林 省 訓令 第 4 明 ) 


及び 1948 年 (昭和 23 年 8 月 31 日 農林 省 訓令 
第 80 中 ) に 改正 され 今日 に 至 つた 。 便宜上 と い 


に 1948 年 改正 の 政府 訓 信 を 損 げ る 。 
家 畜 佑 染 病 徐 防 施行 規則 に よる 馬 の 俺 上 性 委 
碧 診 刻 方 流 
第 38 條 都 道 府 脱 知事 また は 特別 市 長 が 行う 
馬 の 人 刊 染 性 貧血 の 検診 は 。 特に 馬 の 人 楽 性 貧 
血 に 開 す る 疫 蛋 的 調査 を 参 巻 と し , 診断 は , 
AMOS2AOAGAS 
な い 。 ( ' 
則 た の 各 項 目 の 1 c 該 汗 す る 司 は 。 局 の 人 
染 性 質 血 に 航 つ た 敵 い の ある も の (以下 と 
れ を 如 似 馬 と いう ) と する 。 
(1) 認め る と と が で きろ 原因 ほな い が 時 


縮 熱 する も の 。 「 
(2) 可視 粘膜 が 貸 血 し , 若 し く て は 結膜 が 
不潔 で 療 努 し 易く , 食 倫 が ある 割合 と 江 


養 が よく な ら な いで , 短 時 間 の 歩行 に ょ 
つて 心 和 が 元 進 し 易く , 服 敷 が 著しく 載 
加 し , その 回 復 ヒ 長 時 を 要する も の 。 

(3) 全身 定 和 伏 は 著しく な い が 可 誕 粘膜 に 血 
班 を 認め , また は 胸 腹 の 下部 , 肢 端 等 に 
浮腫 を 呈し , 且つ 心臓 機能 異常 を 認め 
る も の MK ns 
(4) 認め る と こと が で きる 原因 が な い の い と , 
すみ や か に や せ て で て, 結膜 は 蒼白 色 な いし 
商 赤 色 を 呈し , 後 鍋 の 腕力 及び 心 職 奏 弱 

の 後 を 認め る も の 。 4 
(5) 計 認め る と と が で きる 原因 が な い の に .」 
血液 1 立方 ミ リ メ ー ト ル 中 赤血球 青 が 
500 高 以下 の る の 。 
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赤血球 の 沈降 速度 が すみ や か な も の 。 
(7) 認め る と と が で きる 原因 が な い の に し , 
白血球 像 C お いて 時 核 款 また は 漂 巴 球 の 

著しい 増加 を 認め る も の 。 ( 

(8) 認め る と と が で きる 原因 が な い の に と , 
血液 中 と 挫 厳 細胞 を 認め る も の 。 

_2. 堪 の 各 項 目 の 1 に 該 堂 する 馬 は , 馬 の 俺 
染 性 貧血 て 所 つた も の (以下 こと れ を 臣 症 馬 
2 の 2 5 る 4 
(1) 臨床 上 本 病 の 定 炊 が 綴 緒 で ある も の 。 
(2) 前 新 の ①) を 除く 各 項 目 の +C 該 党 

る も の で あつ て , 織 績 し て 紫光 検 測 を 行 
つて , その 結果 本 病 の 鍋 作 と 認め る と と 
が で きる 凶 熱 を 呈す る も の 。 

(3) 前 通 の (5) を 除く 各 項 目 の 1 c 該 常 す 
8 人 2329925WNG UM 上 上 芝 訪 き リズ で 
ル 忠 赤血球 戦 が 400 高 以 下 の も の 。 

(④) 前 装 (5) 及び (6) を 除く 各 項 目 の 1 に 
該 溝 す る も る の で あつ て , 赤血球 の 沈降 速 
度 が すみ や か な も の 。 

.⑮) 前 覗 の (8⑧) を 除く 各 項 目 の 1 c 該 和 
る も の で あつ て , 李 液 中 に 擁 鐵 細 胞 を 認 
め る も の 。 

(6) 前 足 の (7) を 除く 各 項 目 の 1C 該 党 
する も の で あつ て , 白血球 像 に な いて 湯 
要 球 また は 光 巴 球 の 著しい 増加 を 認め る 
も る の 。 

(7) 肝臓 府 系 に よる 肝臓 組織 片 に 本 病 の 病 

、 嫌 を 認め る も の 。 

第 39 條 前 條 第 1 洒 ま た は 第 2 跳 の 血液 検査 

及び 組織 片 の 検査 は 左 の 各 間 の 方 法 に よる も 


の と する 。 
1. 赤血球 敷 の 計算 は , 面 球 計 算 器 また は チ 
0 ョ ツケ 試験 管 に ょ る 赤血球 敷 計算 法 と し 


チョ ッ ケ 試験 管 に よる 時 は 擁 氏 10 度 か ら 
_30 度 ま で の 室温 に 叶い て 龍 置 し , 沈降 し た 
赤血球 悦 は 1 分 割 の 赤血球 敷 を 2 時 間 王 党 
、 の 場合 に いて 175 高 , 24 時 間 画 置 の 場合 
ちい て 200 高 と し て 計算 する 。 な と の 
際 に 用 いる 和 和 機 股 ナトリウム は , 10%% 水深 
液 と する 。 





[ ' 105 
2. 赤血球 沈降 速度 の 測定 は , ウエ スタ ー グ 
レー ン 氏 送 に より 挿 氏 10 度 か ら 30 度 ま で 
の 室温 に 騙 い て , 15 分 及び 30 分 に 祥 け る 
押 届 柱 の 高 さ の 中 等 償 60 以上 で ある も の 
また は 30 分 及び 1 時 間 に 天 け る 血 茸 柱 の 
高 さ の 中 毎 償 80 以上 で ある も の を 沈降 速 
度 が すみ や か で ある も の と する 。 
3. 自 血 球 像 に ぉ いて 電 楼 款 また は 光 包 球 の 
著しく 増加 レ し た も の と は , 軍 桜 球 は , 全 白 
. 血球 敷 に 翌 し て 5 錠 以上 , 光 包 球 は 全 白 血 
球 敷 に 装 し て 4 歳 以 下 の 馬 に あつ て は 70 
以上 , 5 歳 以 上 の 馬 に あつ て は 60%% 以上 の 
も の と する 。 
4. 携 鐵 細胞 の 検査 は , 
杯 標本 を 作り , 
う も の と すず る 。 
5. 肝臓 寂 片 に 祥 け る 馬 の 俺 染 性 貸 血 の 病 
締 と は , へ ヘマ トキ シリ ン ェ オジ ン 染 色 , 帳 
染色 等 の 組織 標本 に ょ り 左 の 各 項 目 の 全 部 
を 備 を る も の と する 。 
(1) クッ ペー 氏 性 意 細 胞 の 肥大 及び 増殖 
(②) 中 心 龍 脈 周 園 , 肝 細 胞 索 問 及 び グ リツ 
ン 氏 輌 内 の 光世 細胞 浸潤 
(3) クツ ペー 氏 星 花 細 胞 , 肝 細 胞 奴 は 組織 
球 の 血 鐵 症 “ 
以上 の うち 第 38 條 第 2 第 7 項 及び 第 39 條 
第 2 陽 中 “… ま た は 30 分 及び 1 時 間 に 於 ける 血 
般 往 の 高 さ の 中 等 償 80 以上 で ある も の を …… か 
及び 第 4 並 に 第 5 江 は 1948 年 の 改正 に ょ つて 
NRN 
記 訓 令 と は 全く 面目 を 異 に し た 診断 基準 が 
NUM 
小谷 (1947) は 産 栖 に 於 て 施行 し , 好 結 果 を 履 
め た も の と し て 爽 の 標準 を 推奨 し て いる 。 
(1+) 疑 症 馬 
イ . 開 歌 熱 ラ 星 ス ル モ ノ 。 
g. 赤血球 敷 500 高 以下 , 
520K ド 須 の 8 
へ ・ 忌 恨 進 アリ , 脈 提 敷 50 ラ 超 ユル モ 
ノ , マタ ハス 短 時 間 ノ 歩行 ニョ リ 心 恨 元 進 
シ 易 ク , 脈 揚 肖 故 シク 増加 シ , ツノ 同 復 
Nm 遂 時 間 ラ 要 ス ル 手 , ツノ 他 = 説 ぶ べ キ 


及 表 散 血 液 の 濃厚 塗 


ベル リン 青 染色 こよ ょ つて 行 


若 有 クハ 血色 素 基 





症 誠 ナ キモ ノ 。 

・ 胸膜 , 四 有 彼 クノ 下 部 = 泊 ラウ 品 スル モ フ 。 
人 SR 
区 不良 チル モノ 。 

(2) 眞 症 馬 
ky イ ・ 了 臨床 上 本 窟 ノ 症 汰 昨 閉 チル モノ 。 出光 
4 40 度 以上 ニ 上 昇 と , 朋 揮 敷 60 ラ 超 ェ , 心 
0 性 善 シ ク 元 進 シ , 且 ツ 貧血 著 シ ク , 赤血球 
湯本 _ 青 400 高 以下 若 ク 血色 素 量 7 以下 = 
1 シテ トリ ペ ノ ゾー マラ 誠 明 シ 得 が ザル モ ノ 。 
ロ . 舞 症 馬 = シ テ 血 液 検査 結果, 本 症 ク 
鐘 汰 明 閉 チル モノ 。 血清 ノ Saponin 反 座 
ノ 陽性 。 血清 グロ ブリ ン ノ 比 奉 増 加 , 血 
清 コ レス テリ ン ノ 増量 , 巨大 赤血球 ノ 増 
加 , 央 細 胞 (血液 マタ ハム 肝 ) ノ 多 敷 ク 出 
送 現 等 ク 存 在 ス ル モ ノ 。 但 シ , トリ ペク フ ゾ 
2 ー マ ラ 詩 明 シ と 得 ず ザル モノ 。 上 記 ノ フ 織 洪 中 
' 程度 高度 チル モノ ハハ 2, 3 項目 = テモ 陽 
本 性 トス ベク, 程度 軽度 ナル モノ ハム 多 粗 項 
目 ラ 稼 合 シテ 陽 谷 ラ 決 ス べ キモ ノ ト ス 。 





作 へ . 肝 ノ 腫 大 , 肉 登 条 肝 , 鐵 細 胞 ク 増加 及 


ど 光 巴 様 細胞 ク 集積 , 肝 小 葉 中 忌部 ノ 和 
血 , 腎 ノ 溜 濁 腫 肛 , 光 巴 様 細胞 クノ 集積 , 
有 外 ク 念 性 腫 須 。 H&mosiderin ノ 減 少 , 長 
消 " 由 " 鱗 ノ 赤色 崩 器 化 。 

上 記 ノ 臓 器 林 伏 中 , 程度 高度 チレ ベク 2, 


3 . ノ 項目 = テモ 陽性 トス ベク , 程度 畔 度 
デレ ベ バ , 多 敷 項目 ラ 統 合 シ テ 陽 符 ラ 決 ス 
9 ペン 4 


氏 に よれ ば 直径 8 ん 以上 の も の を 丘 大 赤血球 
(Megalocyten) と する 。 爽 で 氏 は 集 園 検診 の 際 


二 球 検 度 ( 鐵 細 胞 及 び 巨 大 赤血球 検疫 ) を 提唱 し 
て て の 。 

苦 考 の た め と に 鐵 細 胞 及び 巨大 赤血球 の 多 
亡 に 関す る 氏 の 標準 を 示せ ば 第 7 及び 8 表 の 如 
の まっ 

な お 氏 の 偶 駿 に よれ ば 制定 世 , 芋 の も の は 流 
血 中 に 人 工 接 種 可能 の ウィ ー ル ス を 毎 常 また は 
展 ぇ 含有 する か ら 直ちに C 殺 農 
る と の と と で ある 。 


上 記 日 本 及び 蒼 豪 漠 , 就 中 日 本 に 於 ける 診断 





に 應 用 すべ き 方 法 と し て 第 6 表 に 示す 如き 所 調 


C 附 すべ き で あ . 


第 6 表 




















鐵 肖 肥 世 大 赤 血 弄 別 定 | 備 考 
ystHLNHHy 人 寺 住 血 原 遇 症 の 鑑別 . 
攻 。 填 es 填 同上 
平 利 5 直 同上 
二 FE 二 こ 
還 導 , 革 | 壮 | 配 床 所 見 陽性 
掛 。 革 | * 二 同 陰性 
5 - CE 上 昭 








「【 計 〕 1。 別 定 昔 。 せ は これ た 濃 症 さす る こさ 。 


2. 定 + は これ た 解 症 さて 精査 診断 標 ・ 


塗 の 各 項 目 に つき ) を 行 3 こ 
3. 臨床 所 見 陽性 さ 
浮腫 , 貧 正 等 の 認め られ る こさ 。 


第 7 表 鐵 細 胞 に 開 す る 標準 


























世 1 庁 野 1 筒 以 上 
ュー 10 祝 野 同上 
ボ _100 局 野 同上 
= 200 悦 野 同上 
Mc NN 
PR 大正 球 に 関す る 標 准 
志 0 違 野 10 億 以上 且つ 大 いき 9 
以上 の も の を 混 ず る 。. 
上 同上 10、 筒 以上 
8 同上 3 箇 以 上 
= SN 1 箇 以 上 
ー 同上 1 竹 以 下 











基準 に 肝 し て は 何等 の 6 も 義家 され て いな い 
の は 中 職 に 堪 を な い 。 

に で 寺 基 和 は 上 人 依 断 共 の 人 
を 論じ し ょ うと 考え る も の で は な く , 和 むし ろ 末 國 政 
府 及び 聖 界 が 各自 國 の 佑 貧 検診 基準 の 科 移 輸 
討 と 示し た 熱意 の 差 を 重要 富 し た い 。 多 ち ドイ 
ツ に と 於 て は 政府 訓 合 の 公布 され た 殖 ぇ 年 に は 早 
くも 同 訓 令 に 示さ れ た 診断 基準 に 翌 する 反響 が , 
た だ と を 小論文 の 形 と し て ゞ は ある が , 公表 され 
た ば か り で な く , その 後 5 年 を 出 ま し て 恋 基 


人 準 の 起案 者 の 1 人 と 言わ る い \ SCHERMER 教授 
を 始め , 同 國 一 流 の 研究 者 た る FORTNER 以下 


敷 名 の 欧 者 が 夫々 の 調査 研究 資料 を ひつ さげ ば て 
各自 の 見 解 を 公 に 肖 表 し て いる の に 比較 し て , 


日 本 府政 及び 悪 具 が 自 園 の 知久 診断 基準 に 桂 し 


て 示し た 浴 上 扶 直 度 は 修 り に 翌 跡 的 で ある と 言 


は 間 歌 熱 , 和 和 8 皮膚 [ 





に ーー aa Eo 2 










わざ らち を 得 な い 。 ドイ ツ に け る 俺 貧 稚 診 は 夫 


_ 夫 相 営 な 設備 と 人 的 陣容 を 具備 し た 各州 獣 疫 研 


完 機 開 を 中 桜 と し て 邊 能 され て いる の に 翌 し て , 
日 本 に 於 て は それ が 特定 地域 に 散在 する 所 詩 俺 
貧 投 術 員 な る 個人 に 委ね られ た か の 如き 観 を 虹 
する 利和 伏 に あつ た こと と が , 十 國 の この 種 研究 に 
か くも 大 な る 差異 を 生 ぜ し め た 最大 の 表面 的 理 
由 で ある に 違い な い 。 然し 過去 に 於 け る 本 邦 政 
府 が 聖 界 と 表裏 一 豚 と な つて 俺 所 を 掃 減 せん と 
する 熱意 を 示し , 一 方 壁 具 は 完 的 良心 を 傾け 
て 目 國 の 俺 貧 診 断 基 準 の 償 値 を 検討 する だ け の 
積極 性 と 責任 感 を 以 て 政府 営 局 を 凌 続 し た な ら 
ば , 我 國 営 事 者 の 佑 條 防疫 に 開 す る 認識 と 研究 
成果 は 今日 の それ と は 相 営 趣 を 異 に し て いた の 
で は ある まい か 。 現在 の 本 邦 に 於 ける 俺 気 家 浸 
の 責任 を 滑 減 し た 蒼 共 力 に 韓 其 する と と は 容易 
で あろ 2 う 。 然し 政府 常 局 及 び 契 界 が その 間 本 問 
題 に 翌 し て 積 板 性 を 鉄 い て いた と と は , 自ら の 
真 在 に 於 て 公布 し た と 見 父 さ れる 検診 基準 に 翌 
し て 何等 論評 を 加 を な か つた 事 連 に よ つ て 明か 
に され て いる の で ある か ら , 営 事 者 は 少く と も 
と の 國 を 卒 直 に 認 誠 すべ き で ある 。 

今後 如何 な る 診断 基準 が 施行 され よう と も , 
と れ を 挑 刊 す る と と な くし て は 診断 基準 の 進歩 
合理 化 は 期待 され な い 。 凡そ 1 國 の 防疫 成績 の 
向上 は 疾病 の 診断 及び 治療 方 法 の 進歩 の み に ょ 


つて 閥 らち さ る いも の で な いと と は 勿論 で ある が , 


診断 方 式 の 合理 化 な くし て は 防疫 政策 の 進歩 的 
確立 は あり 得 な いと と と れ ま た 多 言 を 要 し な 
WO 


6 内 


_ VI. 結 言 

馬 の 俺 染 性 貧血 が 初め て フラ ンス に と 於 て 注目 
きれ て 以 來 , 本 症 の 病 胡 中 血液 性 汰 の 抽 化 が 最 
る 古く か ら 重 要 症 され , 且つ 研究 され 來 つ た と 
と は 周知 の 事 筑 で ある 。 耐 し て 本 症 の 病 性 研究, 
若しくは 診断 目的 の た め K 半 多 先 人 の 努力 が 血 
液 所 見 の 完 明 に 絶 を 間 な く 績 けら れ て 今日 に 至 
つて いる の も と これが た めで ある 。 約 60 年 に 理 
つて 俺 貧 の 血液 放 的 鍵 化 に 就 て 行わ れ た 多 敷 
研究 者 の 業績 の 中 か ら , 筆者 等 は 一 繧 の 望み を 
以 で ゞ ある が 。 何等 か 信 閣 すべ き 木 定 特 有 の 所 
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見 を 報告 する も る の は な いか を 績 見 し ょ うと 努め 
を だ 。 そ の 結果 , 得 ら れ た 結論 は 炊 の 如く で ある 。 

(1) 1 2(Friedrich, Noltze 及び Mrowksa) 
の 克 者 に よ つ て 俺 貧 局 特有 の 血液 絡 化 と し て 報 
千 され た 所 見 は 或 は 追試 者 に よ つ て 芝 定 きれ た 
か , 若しくは 未だ 確認 され て いな い 。 

(2) 人 刊 外 馬 の 一 般 的 血液 性 汰 の 織 化 に 就 て 
は ,“ 過去 に 於 て 本 症 馬 の 白血球 像 を 論じ た 多 敷 
研究 落 の 知 見 は や いも すれ ば 相容れない 如く 思 
われ る の は , それ 等 諸家 が 第 1 に は 俺 貧 病 毒 の 
毒 力 及 び 該 病 毒 に 習 す る 馬 の 反 鷹 性 が 一 様 で な 


いと と を 基 慮 し て いな い 事 次 , 第 2 に は 患 馬 の 


病 型 及び 病 期 を 度 外 富 し た 偶 験 成績 を 基礎 と し 
て 論議 し て い る と と , 第 3③ に は 俺 所 馬 に 往々 見 
ら る ヽ 合 併 症 (細菌 の 混合 感染 を 含む ) の 有無 を 
無 隔 し て いる と と の た だ めで ある "と 言う HJARRE 
u. BERTHELSEN (1938) の 見 解 は 苗 に 本 症 の 白 
血球 像 に 就 て の みな ら ず , その まい 血液 像 全般 
に 普 湯 し て し か る べき 節 営 な 巻 を えと 思わ れる 。 
(③) 俺 貸 周 の 血液 學 的 診断 に 就 て は , Keine 
Diagnose Blutarmut ohne Blutuntersuch- 
ung 1!” な る ScHERMER (1929) の 言 は 味 う べ 
き 言 葉 で ある が , 血液 絡 化 の み に よ つて 本 症 の 
診断 を 下す の は 早計 で ある 。 今日 の と と ろ 血 液 
検査 は 疫 移 的 調査 , 裏 告 及 び 了 臨床 抽 察 成績 と 綿 
合 さ れ て 始め て 有力 な 生前 診断 法 と な り 得 る も 
の で ある 。 ( 

(4) 然し な が ら , 今日 の 獣 腎 克 及 び 人 腎 移 界 
に と 於 ける 血液 史 の 問 に は その 廣 さ 及び 深 さ に 於 
て な 怠 相 営 な 懸 隔 が 存する の は 定 し 得 な い 事 
克 で ある か ら , 吾 人 と 魂 さ れ た 党 画 の 問題 は 人 
器 誤 に 於 ける 斬新 こし て 了 且つ 豊富 な 血液 史 上 の 
知識 は 勿論 , 廣 く 生物 移 研 宛 領域 に 應 用 され て 
いる 細胞 化 欧 的 技術 を も ゃ 取り 入れ て 侯 貸 馬 の 正 
液 胸 的 織 化 を 再 検討 する と と で あろ 2 う 。 
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1. 緒 言 


病原 骨 の 誠 明 の 困難 な 俺 染 病 に 於 て は , 臨床 
所 見 は その 診断 上 重要 な 位置 を 占め る も の で あ 
る 。 従 つて 馬 の 俺 楽 性 貸 血 の 臨床 は 偶 地 上 極め 
て 重要 富 補 られ る 所 で ある が , 本 症 は その 酒 性 
と し て 供 作 時 又は 惑 る 程度 に 病勢 が 進行 し な け 
、 れ ば 明瞭 な 症 炊 を 示さ な い 筐 め , 本 症 の 了 臨床 診 


断 は 一 般 に 困難 で あり , 臨床 家 を 常に 悩ま し て 


いる と と ろ で ある 。 

3 和 邦 に 於 け る 佑 人 研究 の 歴史 も 特に 人 世紀 に 
。 垂 ん と し て いる が , と の 聞 に 本 症 の 基礎 的 研究 
| は 暖 々 平 と し て 八 み , 表 せら れ た る 新知 見 も 
| 河 く 豊富 と な り , 今や 臨床 上 鉄 く べから ざる 業 
| 績 すら 出現 する に 至 つ た 。 され ば 吾 人 は 本 症 の 
、 軍 純 病 例 に 於 て は 勿論 , 類 症 弟 別 を 要する 場合 
に も 診断 に 党 り 笑 路 を 見 出し 得る に 
ある 。 ( 

。 今 こ と い に CAssE et VArrEp 以 米 の 上 往 の 臨 
、 床 報告 を 間 録 し て と れ 多 少 の 私 見 を 加え を 舘 





El 


、 の 臨床 な る も の を 綿 括 し て 区 床 聖 的 見 地 よ りこ と 


。 れ を 大 観 する と 共に , 臨床 家 の 参 考 に 供する 角 
め 適 宜 項目 を 設け て 概説 し ょ うと 思う 。 


まま 


ia に 
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RE 


至 つ を た の で . 


_ 区 
11. 居 
12. 租 表 光 巴 腺 
IV. 臨床 診断 
V. 類 症 氏 別 
VI. 弥 後 及び 称 後 別 定 
VII. 絶 過 及 び 鍋 死 奉 
VIII. 億 招 ゞ 甘 殖 さ の 開 係 上 
IX. 侯 仙 ゞ 特 績 性 病 好 さく の 開 係 
え . 運動 機能 < 使役 能力 その 職 係 
XI. 俺 貧 の 所 詩 避 復 ( 耐 過 ) 
XII. 粘 鶴 
et 提 K 


TI, 病 型 


1906 年 に 彼 の CARRE et VArLEE が , 現在 馬 
の 億 染 性 人気 血 症 と 呼ば れ て いる 本 症 を Typho- 
anemie infectieuse な る 病名 で 紹介 し た と と 
は , 今日 魚 り に も 有名 で ある 。 面 も 営 時 既に 爾 
氏 は 本 症 の 継 過 に 従い 和 性 , 亜 委 性 及び 慢性 の 
S 病 型 に 屋 別 し た 。 

今 氏 等 の こと れ 等 病 型 の 特徴 を 記載 し て 分 類 の 

を 明示 する と , 飼 性 型 と は 和 突然 に 高熱 を 以 
て 帝 病 する も の を 指し , 亜 各 性 と は 今 性 型 の 症 
状 が 多少 敏 肥 と な り , 症 師 が 種々 組合 つて 現 わ ゎ 
れる 症 伏 は 明瞭 な る Typhus 様 の 同 過 remis- 
Sion で ある と ょ と 逃 べ , また 慢性 型 は 気 血 症 訴 の 著 
明 な と と が 特徴 で も る と し て いる 。 

然るに その 後 1925 年 pg Kock は 幸 績 作 の 
期間 及び 症状 より 丈 の 4 病 型 に 分 くべ き で ある 
と し , 前 記 の 3 病 型 に 更に LOHRs の 提唱 に ょ 
る と され る 溶 伏 型 を 加 を だ た 。 耐 し て 同氏 に よる 
病 型 の 訟 明 を 見 る に 食性 型 と は 劉 性 棄 症 後 , 大 
方 13 て 17 日 内 に 名 死 する 場合 を 言い , 亜 念 性 
型 と は 和 性 型 の 如く 症 訴 常 に 重 第 で は な い が , 


大 多 肖 の 記 作 は 女性 型 の 場合 と 同様 で , と の 回 
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朋 作 は 肖 日 乃至 粗 週 間 績 く 場 合 を 意味 し , 慢 


性 型 は 普通 に は 箇 性 毅 作 の 結果 と し て 現われ る 
が , また 明 央 な る 商 作 を 見 福 ま に 最初 + り と の 
病 型 で 病 現 する と と が あり , 本 型 の 終局 は 悪 液 
質 が 特徴 で ある と 逃 べ て いる 。 な ちち 同氏 の 潜伏 
型 ょ 航 す る も の は 素 血 の 注射 を 受け て も , 人 等 
妥 反 應 を 起き ぬ も の が 存在 する こと に ょ つて 知 
0 得 べ く , 耐 も と の 病 型 の ゃ の が 特 藻 的 に 現 わ ゎ 


れろ る も の か 頂 か ゞ 不明 及 で ある と 夢 べ て いる 。 


また SokorA (1935) は pg Kock の 提唱 す 
る 如く 4 型 に 分 つべ き も , 併 し 資 際 上 は 和 念 性 型 
並 に 慢性 型 で 充分 で ある ょ 区 べ て いる 。 

然るに と れ + り 寺 き 葛西 ・ 
(1931) は その 共同 研究 に 於 て 血液 聖 的 研究 を 基 


条 と する 臨床 並 病理 刺 的 研究 を 行い , 本 定 の 


綻 来 の 病 型 分 類 に 厳密 な る 批 刊 考察 を 加 を た る 
結果 , 本 病 の 病 性 に より 爽 の 4 病 型 を 提唱 し た 。 
今 そ の 病 型 を 説 送 すれ ば 炊 の 如く で ある 。 

1) 敗 血 性 病 型 、 熱 朋 直 後 , 節 性 敗 血 性 症 訴 
を 呈し , 介 激 な る 致死 内 紀 と を と る も の 。 

2) 一 過 性 病 弄 熱 迷 作 を 反復 する も 症 汰 
く , 間 史 時 の 赤 復 充分 な る も の 。 

3) 進行 性病 型 、 熱 毅 作 時 $ 間 避 時 も 可 級 貸 
血 の 常 存 する も の 。 

4) 耐 過 隆 病 型 一 聞 性 病 型 の 驚 作 同 由 せ ず , 


は 中 に 畔 微 な る 窒 肥 を 呈す る に 止ま る も の , 


或 は 全く 潜伏 性 と な 0 健康 豚 を 星 す る も の 。 
耐 し て ①) 及び (③) の 病 型 は 臨床 所 見 と 同様 
に 血液 所 見 も 解 剤 所 見 $ その 織 汰 が 散 明 で ある 
が , (2) 及び (4) の 病 型 で は と れ 等 の 3 所 見 が 
双 つ て 題 閉 で な いと 廃 明 し て いる 。 筆者 等 を し 
て 新 か る 新 病 型 を 提唱 せしめ た る 所 以 を 次 に 読 
明 す る と , 従 來 唯 経過 の み を 主 柄 と する 分 類 に 
ょ よれ ば , 党 症 時 を 常に 委 性 型 と 呼 尽 こと は 本 症 
の 特性 を 解せ ざる も の ょ と 評 す べき で あり , 了 且つ 
賞 地上 了 臨床 的 取扱 い の 貼 + り 見 る も , 大 な る 矛 
盾 を 覚え る 護 で ある 。 

以上 の 外 C Howurov (1936) の 報告 が ある 。 
印 ち 同氏 は 本 症 の 経 過 の 長短 , 症 湊 及び 病 宙 の 
性 湊 に より 甚 急性 , 急性 , 炊 念 性 及び 慢性 の 4 
病 型 に 全 別 し た 。 耐 も 基 念 性 及び 急性 型 に 於 て 
は 更に 腎 及 び 肝 の 病 織 が 主 磐 と な る 病 型 で , 血 





は 特に 注目 すべ き も の で ある が , 
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中 tc 容 素 の 革 積 する 汰 大 ち 5 付 素 二 弄 ja 
forme azotemique と 崩 腸 の 題 閉 な る 病 妙 印 ち 
出血 性 腸炎 を 主 骨 と する 胃腸 型 と と れ 等 規 著 の 
混合 型 と に 大 別して の る 。 と の 病 型 申 付 素 血 症 
同氏 の 説明 に 
ょ れ ば 本 病 型 は 甚 急性 及び 委 性 刊 気 の 場合 最も 
普通 に 見 る 病 型 で あり , 面 も と の 病 型 は 俺 貧 寺 
弱 090SeKM2MDNSN 
ある 。 」 
この 除 tc 見 る 半 な る 紀 で ある 連 病 近 は 直ら 
glomerulo-epitheliale に 形成 写ら れる 結果 に 角 
せら れ , か いる 腎 は 選 素 を 肖 過 し 得 ず 従 つて 展 
素 が 血 中 CC 蓄積 する と と を 特徴 と する も の で あ 
る と 訟 明 し て いる 。 同氏 の と の 分 類 は 装 者 Ho- 
MOTOY も 逃 べ て いる 如く , 俺 気 病 毒 の 感染 を 受 
けた 言 は 先 敗 血 症 汰 を 以 て 遂 定 し , 火 で 病 替 
の 定着 せる 臓 笑 の 機能 不全 の 結果 現われ る 自家 
中 毒 の 症 其 を 示す も の で ある と 論 断 し て いる 。 
然し か いる 病 型 分 類 の 根 搬 と な つて いら る 所 見 に 
翌 し 容易 と 養成 し 難く , 且つ 臨床 上 の 應 用 c 不 
営 で ある と 考え る 。 ( 
然るに と いい C 注 目 す べき は PARNgss (1938) 
の 報告 で ある 。 胞 ち 同氏 は 俺 貧 の 病 像 の 種々 邊 
に つき 報告 し , 病 的 経 過 こ ょ る 分 類 に 満足 むず, 
病 像 を 主 醒 に 炊 の 5 型 を 認め た の で ある 。 妥 ち 
敗血症 型 Septischer Typus, 心臓 型 Kardialer 
赤血球 減少 型 ERrythropenischer od. Ana- ' 
mischer 本 . 及び 筋肉 型 Muskularer 下 .。 滞 巨 
腺 型 Lymphatischer T. の 5 型 で ある 。 と の 
病 型 の 分 類 は 同 民 が 報告 の 冒頭 に 逃 べ て いる 如 
く , 病 的 経過 こよ ょ る 従来 の 分 類 と は その 在 質 を 
異 に し , 表 ら 病 像 を 抽象 と する 守 者 頒 自 の 見 解 
に よ > 分 類 で ある 。 “ 
これ を 区 する に 病 型 分 類 の 基礎 は 病 微 を 主 
と する か 久 は 病 奉 の 軽重 を 届 象 と する か 或 は 
経過 に ょ る べき も , HoMurov が その 報告 の 中 










拉 化 性 の 富む 疾 病 で ある た め 唯 澤 に 症 汰 や 継 通 = 
に の み 搬 ら ず 臨床 , 病理 並 に 血液 所 見 を 基礎 と 
する 病 型 分 類 と そ 最 も 理論 的 で ある と せ ね ば だ な 
ら ぬ 。 従 つて 筆者 は 今後 困 か る 病 型 を 息 地 上 使 
用 すべ きこ とこ と を 強調 する も の で ある 。 Ka 
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1. 潜伏 期 8 

自然 感染 の 場合 に 於 け る 潜伏 期 を 正確 に 捕 提 
する と と は 暮し 困難 で ある が , それ に し て も 
VA Es (1911) の 邊 験 例 に よれ ば 潜伏 期 は 6 
21 日 な り と し , 面 も 接種 部 位 と 材料 に より 異 る 
と 言う 。 即ち 弄 脈 内 接種 の 場合 は 短く , 皮下 は 
それ より 和 精々 長く 経 口 感染 の 場合 は 更に 長い と 
し て いる 。 また 応 を 接種 材料 と し た 場合 は 血液 
を 以 て せる 場合 より 潜伏 期 が 長い ェ 区 べ て い 

また 志賀 (1911) の 病 毒 血 注射 (20 cc) に 

ょ る 溢 伏 期 は 9 て 29 日 な る も 14 て 15 日 の も る の 
が 大 部 分 で ある が , 毒 血 大 量 (100 cc) 注射 し た 
も の で は 3 日 の 潜伏 期 で 症 し た も の が ある 。 
耐 し て 枝 湯 は 38.6"<41.8C の 間 な る も 40C 以 
上 の も の が 多 敷 を 占め た と 区 べ て いる 。 長尾 
(1920) に ょ れ ば 接種 佑 貧 馬 37 例 の 統計 製 察 に 
ょ れ ば 潜伏 期 2 こ 4 日 の も る の ある も 70 迄 は 
9<22 日 で ある 。 と れ 等 は 接種 病 春 の 多少 , 新 稚 
及び 被 接種 馬 の 年 齢 に 大 な る 開 係 が な いと 言 
う 。ScHULTZE (1928) に よれ ば 5^230 日 の 狂 
動か あり , 或 は 54 日 , 時 に は それ 以上 の 日 敷 を 
要する ょ 迄 べ , また OpPPERMANN (1939) は 潜伏 
期 は 2 て 93 目 な り と し て いる 。 な お お RICHTERS 
(1934) に よれ ば 9 こ 93 日 で 下 均 は 23 日 で あ 
る 。 な か な 人 工 感染 例 の 54 例 で は 潜伏 期 の 20 日 
_ 以内 の も ゃ の が 26 例 で あり , 20<30 日 以内 の る 
の が 15 例 で あつ た と 言う 。 

IMANNIiNeER (1938) は 健康 司 皮膚 か ら の 感染 
試験 の 結果 は , 血液 を 材料 と する も の で は 44 日 
或 は 39 日 で 開 熱 を 見 , 尿 で は 30 日 或 は 25 日 
。 で 雄 定 し た と 記載 し て いる 。 同一 血液 及び 尿 に 
。 よる 消化 器 感染 試験 で は , 血液 ( 脱 織 血 150 cc) 
、 の 例 は 42 及び 37 日 後に 散 症 し , 尿 (1500< 
、1000 cc) で は 24 及び 19 日 で 溢 熱 し た と 吾 千 
)。 し て いる 。 同氏 は 以上 の 成績 より 見 れ 合 尿 の 感 
、 楽 力 は 血液 より も 大 で あり , また 浴 伏 期 は 感染 
、 方 法 に ょ つて 異 る る の で ある と 結論 し て いる 。 

MD 本 ( 告 
、 馬 の 佑 要 性 貧血 定 の 臨床 診断 に 常 つ て も が , 
他 の 疾病 と 同様 に 精細 級 密 に し て 夫 績 立つ た 泉 


0 い 
1+ い 
M WW 


ET 


まま に 
に い 


ER NON 


0 " 117 
告 を 必要 と する も の で ある が , 彼 の OPPER- 


_ MANN (1933) の 如き さえ を , 本 定 の 診断 に 営 り 念 


人 和信 り な る 太 告 を 調査 する こと は , 本 症 の 臨床 診 
断 上 有力 な 手 が か ふり に な る ょ 逃 べ て いる 位 で あ 
了 

京 告 の 調査 は 羊 訴 を 中 心 に 系 統 的 な 面 も 級 窒 
な る 誠 問 を 食す べき は 賞 然 で も る が , 俺 貧 の 場 
合 に は 如何 な る 主訴 を 以 て 診療 を 受け る か に つ 
き , 汗 て 小 人 華 和 ・ 館 澤 (未遂 表 ) 等 が 北大 家 音 
病院 で 取扱 つた 俺 招 馬 142 例 の 主訴 を 要約 し て 
参考 に 供し た いと 恩 う 。. “ 
例 敷 


主訴 の 種類 幸 20 
元 無 食 然 減 少 す る 56 39.4 
食 谷 減 じ 炎 第 に 療 角 する 1 
不 清 化 下痢 す る HB 
元 無 食欲 普通 な る も 肥満 し な い 12 8.5 
疲 替 し 易い 10 7.0 
熱 帝 する 4 TOO 
便 役 時 研 汗 し 易い RNN 
立 腫 する ( Ne 
食 稚 あ る ゃ 元 無 が な い 5 3.5 

生 i 4 
以上 の 主訴 を 更に 系 統 的 に 要約 すれ ば 
雪 徴 侯 に 主 骸 を 置く も の 66 46.5 


栄養 汰 態 に 主 骸 を 置く も の 48 33.8 

疲 震 汰 態 と 主 箇 を 置く も の 23 161 

末 栓 性 浮腫 に 主 を 賞 く も の 5 3.5 
と な る も の で ある 。 ま た 肖 て 葛西 ・ 小 倉 及 び 筆 者 
(1931) 等 の 研究 材料 と な つた 45 病 例 中 の 31 例 
は 熱 散 が 主 肝 で あり , 他 の 14 例 は 衰弱 の 裏 和 
で あつ た 。 と れ を 要する に 自然 感染 例 で は 大 多 
敷 は 高度 に 熱 衣 し た 時 が 飼養 者 の 注意 を 喚 趣 し , 
少 敷 例 は 奏 絞 その 他 の 疾 寺 に よる こと が 通例 で 
ある 。 ( 

- な 毒 以 上 の 外 C 腰 姜 の 徴 を 主訴 と する も の も 
ある べく , また 時 に は 素人 の 眼 に 映 つ る 式 織 ょ 
り も , 見 を ざる 億 所 が 全身 症 汰 の 根 械 と な る 場 
合 の ある と と は , 筆者 等 日 常 の 臨床 で よく 綴 験 


する と と ろ で ある 。 


3、 一 般 湊 熊 
高熱 芝 症 時 に は 全身 避 和 が 注目 すべ き 徴候 で 
動物 の 元 無 食 倫 の 不振 は 明 上 隊 で ある が , 一 時 解 
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熱し 軽 全 C に 向 を ば 区 第 に 避 復 し 新 う し た 一般 訴 
態 が 相 常 に 復 す る の が 普通 で ある 。 特に 食 欠 の 
如き は 熱 の 極 期 の 外 は 比較 的 良好 で あり , 情 々 
死 の 前 日 まで 控 食 する の が 俺 谷 馬 の 特徴 と も 稀 
レ 得 る の で ある 。 

全身 の 柴 養 が 障 得 され 高 難 の 精 々 持 績 する 急 
性 及び 加代 性 の 場合 で は , 後 称 する 如く 被 毛 光 
澤 を 矢 し 凍 立 し , 時 に 長毛 の 如き は 脆 毛 きえ す 
る も の で め ある 。 高熱 を 面 過 せる る の で は 思 司 を 
休養 せしめ , 適 営 の 虎 置 を 講じ 且つ 多少 な り ェ 
る 増 飼 し 栄養 に 富ん だ 飼料 を 給 奥 すれ ば , 病 替 
ーー 時 は 好 軸 の 敏 を 示す こと と が ある 。 好 連 は 食 父 
の 羽 復 , 浮腫 の 清 散 な ど ご にょ つて 猪 うと と が 出 


炒 る 。 然し か いる 場合 で あつ て も 一 胡 状 態 の 好 
結 は 殆 ん ど 外 装 的 の る の に 過ぎ な い 。 され ぼ ば 備 … 


國 に 於 て は 俗 に 言う “洗濯 blanchi ” され た に 
過ぎ まま と し , 馬 商 な ど は と の 機 會 を 逸 写 二 動 物 
の 甲 資 を 念 ぐ の で ある (CARREg et VALLEE)。 

尾 力 減 絞 衣 カ の 減 器 は 延 い て は 尾 力 減退 
し , 記 門 の 逆 緩 乃 至 史 開 を も 認め 所 調 肛 門 呼 吸 
さえ も 見 得る と と が ある 。 か る 後 師 は 本 症 の 
末期 を 示し , 松 紀 その 極 に 送 し た 場合 や 後 駐 硫 
漆 を 伴 つ た 場合 に よく 目 撃 する 所 で ある 。 

4. 柴 礁 状態 

本 定 に 貝 れ ば 柴 養 伏 態 の 悪化 を 見 る の が 一般 
の 薄 識 と な つて いる が , 然し 養 侍 良 , 肥満 の 
動物 に し て 本 症 の 病 毒 を 保有 する も の が 少く な 
い 。 高度 と 角 圭 し 全身 定 汰 の 題 著 な る 敗 面 性 病 
型 で は 急速 に 彰 仙 し , 時 に 筋肉 組織 の 眞 性 溶解 
を 認め , 特に 後 駐 並 に 腸 骨 至 1ospinaux に 於 
て 罰 著 で あり , 芋 つ 衣 重 の 表 失 も 赤 閉 し く , 青 日 
中 に その 14 て 1/3 さ を 失 うと と が ある (CARRg 
et VArLLEE)。 WrRrH (1917) る 赤 肝 重 の 減少 , 
痩 角 する と と を 記載 し て いる 。 その 他 本 邦 の 報 
告 に も 略 々 同様 の 記事 が ある 。 な お BAARSs 
(1921) は 俺 貸 の 敗血症 型 で は 飼養 良好 で ある 
< 拘 わら ず , 簿 養 伏 態 が 悪化 し 進行 性 に 夫 重 が 
減少 する ぉ も る の で ある と ょ と 夢 べ て いる 。 と れ C 反 し 
FRIEDBERGER u.FROHNER は 億 和仁 の 進行 する 
時 期 で も 当 杖 の 良好 で ある 場合 が ある と 述べ て 
いる が , 筆 著 も 赤 か い る 病 例 を 総 験 し て いる 。 

OPPERMANN (1933) に よれ ば 一 般 に 如何 に 入 
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性 の 人 刊 染 病 で あつ て も , 偉 所 の 場合 ほど 柴 養 雇 
態 の 違 復 の 閉 レ い ぃ ゃ の が な い ょ 大 える と 舌 べ て 
いる 。 以 上 は 熱 語 時 の 柴 養 舌 態 に 就 て さあ る が , 
従来 慢性 型 ょ 移せ られ た 場合 に は 著 明 な 作 血 が 
あつ て る , 汰 汰 態 が 比較 釣 良好 な と と が ある 。 
また 有 熱 期間 , 骨 重 減少 すれ ど る も 解熱 分 利 後 は 
飼養 良好 な れ ば , 直 に 尺 復 する る の で ある と と 
る 赤 吾 え の 総 験 する と と ろ で ある 。 

こと れ を 要する に 俺 気 馬 の 柴 養 は 高度 の 熱 縮 馬 
や 語 熱 を 反復 する 場合 の 如く , 筆 著 等 の 提唱 す 
る 敗 血 性 病 型 や 途 行 性 病 型 の 例 で は こと これが 政 化 
を 見 る も , 一 過 性 病 型 や 耐 刀 性 病 型 の 例 で は 柴 
義 が 革 か も 減損 せ ず , 外観 染 養和 訴 態 は 普通 乃至 
佳 良 で あり , 一 見 健康 を 上 w 臨 床 診断 上 何等 本 
症 の 召 い さえ 抱き 得 な い 場 合 が ある 。 

な お と Cc 逃 べ て 置き た いと と は 動物 の 江 養 


_ 上 誠 態 の 批 借 で ある が , と れ は 唯 軍 Cc 所 調 肉 付 の 


み C 重 き を 置く さき で な い ょ 言う ら と と で ある 。 
優 令 肉 付 良好 で 一 見 柴 養 佳 良 娘 は 上 位 の る の で 
も . 換毛 不全 の 後 を 見 受け る な ら ば と れ は 臣 に 
良好 な 柴 養 誠 態 と は 言い 難い の で ある 。 灯 か る 
栄養 伏 態 の ゃ の は よく 外 抽 健 康 を 尊 う 俺 貸 馬 に 
見 る と と ろ で , と の 賠 は 本 症 の 臨床 診断 上 特に 
留意 すべ き 後 侯 で ある 。 記 

彼 毛 及び 皮膚 偉 抽 の 継 過 中 に 於 て 縦 慢 又 
は 人 答 劇 な る 柴 養 障 梨 の 結果 , 被 毛 及び 皮膚 の 柴 
養 の 害さ れる と と は 容易 C 首 青 し 得る と とろ で 
ある 。OPPERMANN に よれ ば 酸素 の 豊富 な る 血 
液 の 供給 不 充 分 の た め , 皮膚 の 弾力 が 減少 し 被 
毛 は 皮脂 の 産生 が 減少 する た め 粗 剛 と な り , 了 且つ 
に し て 長く な る 。 馬 庄 は 新 くし て 醐 温 の 放 艇 
を 防 が ん と する の で あつ て , 寺 温 の 生産 は 気 血 | 
に よ ょ つて 低下 し て いる た め , 被 毛 の か いる 散 育 
が 重要 で ある ょ 説明 し て いる 。 WiRTH (1936) 
も る 赤 皮 膚 の 汰 に 注意 し , 全身 に 古 る 著 明 な 落 _ 
肩 の ある と と を 指摘 し て いる 。 な お 第 毛 は 凍 立 
し 光 澤 を 失い 束 燥 し て いる が 浅 鼻 が な い 。 また 
病 例 に よ ょ つて は 眼 並 に 口 園 に は 限界 不明 瞭 な 胸 
毛 部 が 開 生 し ,, 色素 訣 損 が 明 腔 で ある ょ 逃 べ て 
いる 。 更に 肛門 及び 腔 の 周 園 に は 多 敷 の 大 小 不 
同 自 下 が 開 生 す る と 記載 し て いる 。 また 時 
は 長毛 が 容易 に 騰落 する と と が ある と ゃ 言わ あれ 
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皮膚 の 抵抗 力 上 逃 の 異常 は 延 い て は 皮膚 


_ の 抵抗 力 を も 減少 する の は 容易 に 首 衣 し 得 べ く , 


役 の OPPERMANN に よれ ば 本 症 思 馬 の 皮 膚 は 抵 . 


抗力 が 有 弱く, 動物 性 並 に 植物 性 寄生 物 に 侯 され 易 
い 。 と れ 多 ち これ 等 の ゃ の と 翌 する 所 詩 年 齢 移 
商 Altersimmunitat が 多少 損 わ れる 包め で あ 
る 。 故に HABERsANG も 強調 し て いる 如く 生々 
老齢 の 馬 に 陸 な どの 寄生 が 著しい 場合 に は , 本 症 


を 寿 う な ど 一 般 に 考え る の と は 全然 達 つ た 見 方 


が 必要 で ある と 注意 し て いる 。 な お も と の 外 に 俺 
貧 馬 は 歩行 圭 扉 を 鉄 く だ め 交 笑 な ど を 超 し 易く , 
耳 つと れ が 動物 角 の 抵抗 力 不 足 の 念 め , 展 々 竜 
性 フレ グモ ー ネ の 誘因 と な る と と が ある と ょ と 迄 べ 
て いる 。 ま た SrgrN(1935) に よれ ば 本 症 患 馬 は 
容易 に 是 焼 し , その 久 め に 明 須 に 演色 に 嫌 ま る 
と 報告 し て いる 。 な お お 我 邦 で も 志 偶 (1908) の 記 
載 に よれ だ ば , 凡 虫 の 高 より 皮膚 出血 移し く 鮮 
血 は 青 草 を 紅 染 する に 至る も の あり ょ 迄 べ て い 
る 所 か ら 考 えて も , 血液 弟 固 性 の 低下 と 共 C 皮 
展 緒 緩 の 意味 を 含む も る の と 解す べき で あろ う 。 
路 輪 柴 養 と 不可 分 の も る の で , 全 路 ic 於 け 
る 踏 輪 の 異常 も 赤 全 身 の 柴 養 障 得 の 一 分 症 と し 
て , 臨床 診 世 上 注目 すべ き 後 師 で ある 。 従 て 本 
症 の 診断 上 の 補助 症 侯 と な る と と は 人 の よく 知 
る と と ろ で ある 。 KUpRJAcEW (1938) は 侯 招 検 
疫 所 の 馬 100 頭 に 異常 路 輪 の 形成 ある を 認め 得 
だ と 言う 。 親 か る 中 輪 に 無 付く な ら ば 験 ある 


臨床 家 は , 俺 気 診断 の 補助 と する と と が 出來 る 


で あろ う ょ 逃 べ て いる 。 診察 に 臨み 踏 を 注意 レ し 


て 製 察する と ょ も 赤 必 要 で ある 。 
5. 誤 及 び 熱 型 
本 症 に 於 て 圭 の 回 忠 remission する と と は 


CARRE et VALLEE の 報告 を 以 て 嗜 矢 と し , それ 


以来 瞬 熱 は 俺 所 の 症候 大 中 , 最も 重 先 され る 
に 至 つ た 。 HEwPEr (1908 こ 09) に ょ れ ば 人 筆 


。 の 症候 群 申 最 ぉ 多い も ゃ の は 回 骸 封 で あり , また 


回 記 熱 は 第 一 の 記 著 な る 症 侯 で あり , 耐 も とれ 


、 は 血液 美深 所 見 の 帝 現 前 に 現われ る も の で ある 


と 区 べ , 区 々 俺 貧 と 同 瞬 熱 と の 開 係 が 瞭 に され 


、。 る に 至 つ た 。 
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管 性 又は 慢性 に 経過 せる 病 例 に 於 て の み 認 め 得 
る の で ある 。 今 本 症 の 重要 徴 侯 だ ある 熱 の 綴 過 
(に つい て CARRE et VALLEE の 夢 べ る 所 に よれ 
ば , 管 性 の 和 過 と を と る 本 症 初期 の 骨 混 上 昇 は 
2 へ 3 日 後 で あり , な ちち 24, 48 時 間 の 如き 間 歌 
期間 を 見 る が が その間, 症状 は 減退 し な い 。 面 し 
て と の 間 1.5?C, 2.9?C 乃至 2.5?C ェ 言う 奈 明 
な 般 温 日 差 錠 ち 聞 紀 も 認め られ る の で ある 。 ま 
た VAN Es (1911) の 接種 俺 質 例 に よれ ば 殴 熱 
も 12<24 時 間 で 一 時 下降 し , その 後 炊 第 に 秋 
導 上 昇 し 2 て 4 日 が 最高 で ある と 人 区 べ て いる 。 
併 し BEDSkg (LOgRs 報告 ) に よれ ば 俺 所 の 
竣 作 款 は 展 < 1 時 間 ょ りゃ も 短い ゃ の が あり , 
又 極め て 多く の も の が 唯 敷 時 間 の も の で 不 充分 
な 検査 で は 把握 する こと ょ と が 出來 な い ょ 世 べ て い 
る 。 新 く し て 上昇 し た 寺 温 の 最高 は 407C, 
40.5?C に 上 昇 し , 履 < 41.0?C 以上 K 昇 騰 し 
稀 で は ある が 42?C に 達する と と さ を あ る 。 
SCHULTZE (1928) は 42.9?C に 高騰 レ し た 例 を 継 
験 し た と 言う 。 両 し て 新 か る 二 汐 が 多く は 2 て 
9 日 に し て 下降 を 始め , 高 甘 分 利 す る も る の も あ 
る が 時 に は 5 て 15 旧 , 稀 ( に こ は 3<4 週 に 及ぶ と 
と が ある 。 新 か る 場合 に は 動物 は 概ね 5 て 15 日 
の 共 過 で 工 死 する と 言う 。 双 佐 々 木 ・ 城 井 (1908) 
に よれ ば 介 性 期 争 ち 熱 候 期 は 5 て 18 日 の 経過 
で ある と し , また 大 江 (910), 長尾 (1920) 
IMoHrgR (1909) に よれ ば , 死 の 轄 明 を と る 場合 
に は 名 死 の 直前 敷 日 間 高熱 を 畿 績 する と と が 多 


いと 夢 べ て いる 。 


初 骨 症 に し て 極め て 順調 て 耐 過 し 熱 の 分 利 
を 見 る 例 で は , 毅 熱 より 分 利 消 散 ま で の 上 昇 曲 
線 の 柄 脚 間 は 1 週間 を 通例 と する 。 然 る に 時 に 
は 一 時 下降 する ゃ も 引 貫き 再度 上昇 す る 例 で は , 
2 週間 前 後 で 現 の 皿 明 を と る も の で ある 。 

亜 為 性 の 経過 と を と る も の で は 綿 て の 症候 が 多 
少 微 却 と な り , こと れ 等 が 色々 組合 つて 現われ る 
も の で ある が , 間 敬 の 間 は 一 般 訴 態 が 一 昌 板 復 
レ , 垢 湯 の 正常 域 に ある と と が 特徴 で ある 。 ま 
た 所 調 慢 性 の 経過 と を と る も の で は 多く は 二 漏 は 
邊 汐 で ある が , 時 に は 間 史 熱 を 見 る が 疾 衣 は し 
な い 。OPPERMANN (1933) に よれ ば 本 温 は 林 月 
も 宇 温 範 園 ヒ に 目 ま る こと が ある 。 即 ち 4 歳 馬 で は 





0 | 
37.5 て 38.0?C ( 詳 一 38.06C 以上 の 骨 湯 は MAssk 
u. WESrER 等 の 如く 目 ら 属 帳 に つき 長年 缶 察 し 
た 研究 著 に よれ ば 多 C 小 温 以 上 と 言う ) ~ の と と 
が ある 。 ま た 高温 分 利 し て と の 時 期 を 順調 に 耐 
包 芝 る も の は , その 後 は 38C 嘉 の 亜 圭 を 久 し 
《 持 績 する を 例 と する は 佐々 木 ・ 城 井 (1908) の 
みな ら ず ま 召 々 の よく 《 経 験 する と と ろ で ある 。 

これ に 反し 慢性 例 に 於 て は 履 え 軽度 の 電 溜 異 
常 下降 Hypothermie の とこ と も あろ る が, 俳 し と 
れ 等 は 再 語 の 場合 に の み 見 られ る も る の で ある 
(LOUHRSs )。OEPERMANN (1939) は 敷 日 に 旨 る 日 
の 航 混 は 日 久 の 表 温 より ゃ 高く , 印 ち 熱 の 軸 
倒 型 Typus inversus を 示す と と が ある と 言う 


も, 新 く の 如き 販 汐 の 異常 性 は 億 貧 の 慢性 型 の 


も $ も の に あつ て は 故 明 な 周期 性 数 衣 作 より も 造 か 
(と 注目 すべ き 徴 師 で ある 。 

再 帝 時 に 診 け る 熱 本 症 に 於 て は 通常 一 
時 的 好 後 , 
の 韓 配 を と る 場合 (MogrgR) や 所 詩 進行 性 の 
病 鞭 の 場合 で は , それ ほど 応 砂 な る 症 其 を 示さ 
ま 常 温 以 下 の 穏 温 き を 示す と と が ある 。 

本 症 熱 曲線 の 不 規 則 性 この 褒 明 C 
LOHRs(1922) の 見 解 を 記載 する C 本 症 の 特徴 的 
徴候 と し て 前 逃 の 如く 同 外 熱 が 史 ば られ る が , と 
れ は 起 る 場合 に は malaria 曲線 に 類似 し , その 
迄 め HABERSANG は 俺 貸 病 馬 に 装 し て malaria 
plasmodium に 見 る が 如き 驚 育 環 を 想定 し て い 
る 。 印 ち HABERSANG は 俺 徐 の 場合 の 語 熱 に つ 
き 吟 味 し , 本 症 の 定型 的 華 難 回 艇 を 6 て 8 日 な 
り ょ し , 面 し て 熱 曲線 の 不 規則 性 を ば 営 該 馬 が 
病 毒 の 複 世 代 に 感染 し て いる に よる も の ょ 設 明 
し て いろ る 。 然るに LOgRs は 耳 ABERSANG の 見 
解 に は 全面 的 に 故 成 出 来 ぬ と し , その 理由 と し 
て 往々 熟 曲線 に ある 規則 性 を 見 る と と も ある が , 


同一 病 購 を 以 て する 系 統 的 定 遥 に 於 て 常 と 大 な . 


る 相 送 が あり , 休 等 規則 性 が な いか ら で あ る と 
枯 べ て いる 。 
今 本 項 の 結論 と し て FROHNER (1919) の 見 解 
を 記載 する と , 熱 衣 作 は 本 症 の 特徴 的 症候 で あ 
り 綱 つ その 熱 曲 線 は 不 規則 で 動 挿 する ょ 欧 べ て 
いる 。 REINHARDT(1919) も 赤 熱 期間 並 に 開 歌 
期 が 少し ゃ 一定 性 を 示さ , 設 曲線 の 形 は 様々 で 


初回 より も 激しい 縮 症 が 現われ 死 


汰 を 現 わ し , 加 馬 が 死 と 至る る の で ある と 言う 目 





NO 人 NKS2。 
NOW NG 0 
熱 の 消長 に - 定 の 原因 な く 新 か る 非 定型 果 綴 過 
を と る 問 葵 熱 は 本 症 の 一 特徴 で ある と し て いる 。 
6. 回 角 性 

回 角 再 驚 は 本 定 の 特徴 で ある が CARRE et 
VArLEE が , その 再 織 は 殆 ん ど 規 則 的 に 正しく 
人 2 さ 思 周 は 敷 時 
間 乃 至 敷 日 で 鑑 れ る と 逃 べ て いる 。 の 0 

回想 の 間隔 は 不定 で あり 規則 的 < 区 定 し な い 
こと は , 今日 に 於 て は 問題 と する に 上 足ら な い が , 
然し 時 ABERSANG は 営 時 6<8 日 の 定型 的 聞 隔 
を 以 て , 羽 $ も マラ リア 同 忠 の 如く 週 期 的 C 帝 熱 


する と 基 え た と と は 上 述 べた だ た と と ろ で ある 。 


我 が 林田 (1915) が 107 頭 の 検査 例 に つき 熱 華 
同 訪 度 敷 を 調査 せる に , 回 角度 敷 100 に 凌 し 1 


0 ヵ月 以内 に 反復 し た も の 42.3 め , 2 ヵ月 以内 に 


華 作 し た も の は 33.9 時 , 3 ヵ月 以内 の 雄作 は 
10.9 多 で 月 を 困 ね る KC 従い 圧し く 減 じ , 7 ヵ月 
に 至 つ て は 極め て 稀 で あつ た と 言う 。 また 同氏 
は 回 外 度 敷 274 同 中 254 同 , 争 ち その 92.7 
は 3 ヵ月 以内 の 回 瞬 滞 作 で あり , 僅か 20 同 還 ち 
7.3% は 4 ヵ月 以上 で 回 帥 滞 作 し た も の で ある 。 
Med 
の 撃 養 扱 察 する 要 が ある と 形 調 し て いる 。 ま 
> た は 発生 「 
1 同 よ り 最 高 8 同 に 及び, 小 均 4 同 引 の 結果 
を 示し た と 言う 。 長尾 (1920) cc 依 れ ば 接種 佑 
作 馬 37 頭 中 , 唯 1 同 の 策 作 G 上 止ま る も の 38 め , 
2 同 と 及ぶ も の 24 守 , 3 回 な る も の 21% に し 
て 4 へ 9 同 に 及ぶ も の は 笑 で あり , 綴 過 長引く 
も の は 帝人 作 は 区 第 に 縦 慢 不明 瞭 と な る と 記載 し 
て いろ 。 また TRAuTwprN (1940) の 報告 こよ, 
れ ば 同氏 の 験 せる 1 俺 貧 幼 交 が , 毎回 39? ン 
90okiod 2 
次 と 斉 の % 
再 朋 の 誘因 多く の 報告 者 の 言う 如く , り : 
役 を 課す る と と に と に ょ よ つ て も 直 MC Typhus 様 の 症 





















(CARRE et VArrEg)。 武藤 (1908) は 杖 復 汰 能 
を 保つ も ゃ の も 使役 する や 多 ち 再 滞 する も る の が 多 
いと 称 べ , また ScHurLTZE (1928) は 亜 管 性 の し 
も の を 早計 に 使役 する と 展 々 久 性 型 前 つて 
を 沙 す も の で ある と 記 枯 し て い る OPPERMANN_ 






_ 選 普 凌 常 


。 583) 0MC 時 入 し た 記 で は 壮介 人 人 


の 輸送 に より 動き 出す と と が ある と 指摘 し て い 
る 位 で ある 。 ま た SgigEEr (1933) の 如き は 英介 
性 の 貸 血 の 場合 は 終日 の 重 夢 働 後 の 再 滞 で ある 
と 基 べ て いる 。 

新 様 に 澤 働 特に 劇 役 が 本 症 の 誘因 と な る と と 
は 今や 明か な る と と ろ で , 凡 暴 未だ 見 を ざる 時 
春の 時 期 に , 耐 も る 耕 寺 寺 良 の 劇 し い 時 期 に 高熱 
縮 症 の 本 症 患 馬 を 見 る は , 三 ら 劇 役 が 直接 の 診 
因 な り ェ と 解 し て 不可 な し ょ と 信 ま べき で ある 。 筆 
莉 $ 赤 本 症 の 病歴 に 劇 役 が 衣 症 の 直接 誘因 な り 
と 見 る べき 多く の 症例 を 総 験 し て いる 

7. 心 服 機 能 及 び 服 提 


俺 質 馬 に 於 ける 心臓 機能 の 異常 は , 熱 衣 に 次 ぐ 
題 装 な る 重要 後 侯 で ある か ら , 黄 床 診断 上 特に 心 


臓 機能 と 豚 捜 の 異常 が 重 陽 せら る べき で あろ る 。 
高熱 角 作 時 の 心音 は 共鳴 性 で , 患 馬 を 多少 動 
搭 さ せる の み で る も 心臓 が 眞 性 の 狂 静 affolement 
と 結 深 と を 生じ , また 恨 性 無 熱 の 綴 過 と を と る も 
の で は 特 c 芝 役 C 際 し , 心 條 は 容易 に 光進 し , 
時 に は 結党 を 砂 す こと は 用 ( に CARRE et VALLEE 
が 逃 べ て いる 。 

Hswppr (1908 へ 09) は 心 灯 元 進 を 特に 際 床 診 
衛 上 の 要 敏 とし, 患 馬 に 訓 歩 の 速歩 を 課す れ ば 
脈 捕 吾 は 著しく 増加 る も の で , 同氏 の 例 で は 


最初 46 で あつ た も の が 100 を 越 を た と 言う 。 
か いる 検査 に よる 診断 法 は 装 し 同氏 の 報告 を 以 


て 嗜 先 と する 。 ま た OBErApgN (1917) は 醐 汐 
40?C 以上 の 高熱 思 馬 に 30 歩 の 速歩 を 課せ る と , 


後肢 は 動 搭 し 劇 し き 心 侍 元 進 症 と な り , 服 皇 敷 


76 の も る の が 170 c 劇 増し た と 報告 し て いる 。 


| の MM 


は 静止 時 の 2 位 c 増 加 す る と 逃 べ 。 且つ 抜 復 
NIR 


、 敷 は 交 目 時 + 0 $ 知 か に 多い の で ある 。 と れ 等 
の 成績 は 言う まで も な く , 心性 元 進 が 俺 貧 馬 の 
額装 な る 症状 で ある と と を 意味 する も ので, 得 


地上 臨床 診断 の 指針 と 伏し 得る る の で ある 

貧血 高度 に 達 す れ ば 所 調 所 血 尾 
Me る 心 雑 音 を 
暴く 場合 が 少く な い 。 NihN 


MI 折 殖 の 不純 乃至 は 本 或 は 分 裂 重複 等 の 草 


る 心音 異常 が 多 敷 の 文献 に 記載 され て いる が , 
筆 著 の 見 解 で は 血液 診 和 断 の それ と 肝 了 す る 時 , 
後 稼 す る 朋 性 の 凶 化 に 比 し 國 地 上 その 診 世 的 意 
義 に 乏しい と 寺 を て いる 。 
虐 提 敷 偉 條 馬 で は 圭 の 有無 に 拘わら ず , 有 
ONCEDNPOUDU NR 
。 恨 信 無 熱 病 馬 と 只 ぉ その 脈 捜 敷 の 多い の が 
0 0 
佑 抽 て 該 音 する る の と し て は , 購 漫 38.07C 以上 


で あり , 完全 薄目 時 に 於 て は 有 皇 青 は 40 以上 


で あれ ば , 獲 に 本 症 の 娠 い を 持つ べき で ある と 極 
言 し て で の る 程 で ある 。 革 莉 も 充 無 迷 に し て 一 見 
健康 馬 と 見 父 き れる も る ので, 骨 混 に 比 し 服 捜 敷 
が 多けれ ば 常に 偉人 邊 の 苦い を 売 ず 抱く べし と す 
る も の で ある が , と れ と 能 く 〈 符合 する 提唱 で あ 
る 。TLoRscEErp (1916) も 赤 略 々 同様 の 見 解 の 
下 に 有 有 熱 周 を 材料 と し て 弾 調 福 る と と ろ 就 て 
見 る に C, 同氏 は 俺 貸 馬 で は 磐 漏 に 比 し 脈 理 敷 が 


多い と し て いる 。 今 参 考 ま で に 同氏 の 例 を 紹介 


する と 旬 汐 38.6? て 39.2C の 場合 KC 服 捕 敷 は 
70<80 を 自 を , 脈 性 は 紋 或 は 虚弱 で ある ょ と 迎 
べ て の る 。 また 航 温 38.8C の 場合 に 脈 提 戦 は 
70 で あり , 心 相 元 進 は 本 症 の 診 記 上 重 癌 すべ き 


後 侯 で ある ょ 強調 し て いる が , か いる 閉 明 な 症 


伏 と 解 生 に は 何人 も 異 存 が な い 筐 で ある 。 
高熱 遂 症 時 に 於 て は 服 捜 填 は 60 前後 で あり , 


80 こ 90 に ? 達 し 瀬下 期 に は 100 以上 c 達 し ,120 


を 濾 す る と と 敢 て 稀 な り と し な い の で ある ( 守 
田 , 佐 ぇ 木 ・ 城 井 )。 「 

上 須 性 及び 脈 調 脈 任 脈 調 の 比 化 も $ 本 症 に 
重要 な 微 師 で ある が , SrgrN (1935) の 言 を 侯 つ 
まで も なく, 語 症 営 初 の 脈 は 迅 く 了 且つ 富 性 で 硬 
い が , 慢性 信 は 潜伏 航 態 の も ゃ の の 豚 捜 は 殆 ん ど 
普通 の も ゃ の が 多い 。 然し 筆者 の 見 る 所 で は 般 作 
を 反復 する 進行 人 性 の も の は 勿論 の と と , 高熱 般 
作 後 所 計 慢 性 に 移行 し た も の で 現在 無 熱 舌 態 の 
も の の 脈 理 は , 普通 に は 細 朋 ( 騰 脈 ), 不 等 不 整 
( 不 等 脈 ) 又は 殖 紀 の 脈 性 を 豊 を える も の で ある 。 
徒 つ て 心 捜 動 の 虚弱 な 場合 や 或 は 心 愉 元 進 し 提 
動 敷 の 著しい 増加 ある も の は 多 論 の と と , 又は 
心 相 元 進 し 易く 且つ 如 上 の 服 性 の 出現 する 場合 
は 心臓 奏 毅 の 後 侯 で あり , 本 症 の 臨床 診 衛 上 の 
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要 敏 と し て 重 語 す べき も の で ある 。 

須 提 に よる 類 症 鑑別 INORR (1925) は 俺 
貧 馬 の 脈 捜 の 重要 性 に 釧 み , 本 症 の 脈 捜 と 徴候 
的 貸 血 馬 の 脈 理 と の 差異 に つき 爽 の 如く 区 べ て 
いる 。 有 ち 億 所 の 脈 捜 は 後 候 性 気 血 馬 に 比 し 毎 
分 10~15 多く , 脈 性 は 強 宮 性 で 速 脈 , 中 脈 , 湿 脈 
で ある KC 反し, 後者 の 豚 性 は 弱 脈 , 緩 有 , 小 脈 , 
充 算 脈 で ある と 逃 べ て いる 。 面 し て か いる 差異 
縮 現 の 原因 は 偉 外 の 場合 に は 心臓 の 閥 張 や 病 坦 
に よる 血管 胡 の 織 化 並 に 血管 壁 緊張 に 翌 す る 中 
柚 性 の 影響 等 を 麹 げ て と れ を 於 明 し て いる 。 

心臓 撲 能 陣 旭 佑 招 Virus は 心臓 と 臓 器 親 
和 性 を 有 し , 必 臓 機能 障 班 と 心臓 奏 到 を 誘 遂 する 
と と は 前 述 富 る と と ろ で ある 。 更に 今 と こい C 俺 
貧 馬 の 心 騰 機 能 障 班 に 由 來 する 開 係 諸 症 に つき , 


- 彼 の OPpERMANN(1933) の 解説 を 大 要 丈 の 如く 


燥 介し , 症 汰 の 納得 と 便 な らし め る と と と する 。 
a) 堪 心 機能 不全 と の 結果 は 先ず 第 一 は 心 
室 収 縮 が 弱く, その 結果 各々 性 縮 に 留 血液 の 


一 定量 が 諾 心房 と 殊 留 し , それ に ょ よ つ て 左 心 房 


は その 血液 を 左 心室 に 商 る と と に より 全く 空虚 
と は な ら ぬ か ら , 肺 龍 有 過 か ら の 血液 の 流通 が 坊 
ば げ ば られ, 肺 循環 の 賛 血 を 來 す の で ある 。 最後 に 
は 肺 毛細 管 の 猿 張 と 弾い 妖 曲 並 に 歴 の 肥厚 を 来 
す 。 また 肺 毛細 管内 に 小さ い 栓 寒 を 作り , 近接 
し た 結 締 織 の 増生 に よ ょ つて 間 質 の 肥厚 を 來 す 。 
と れ に よ ょ よ つ て タ 肺 組織 内 , 肺 胞 内 C 小 出 血 を 
し , 血球 の 破壊 に よ つ て 肺 胞 上 皮 は 血液 色素 が 
沈着 し , 脱落 上 皮 及 び 血液 成分 に ょ より 肺 胞 は 固 

く 充 雷 せ られ , 途 に は 限局 性 の 肥厚 と 肺 の 褐色 
着 染 公 ち 褐色 硬 織 を 夫 た 上 する も る の で ある 。 と の 肥 
厚 部 が 壊 拍 性 に な り 又 と れ に 細菌 が 漂着 すれ ば , 
二 爽 性 の 脆 凍 及び 助 膜 類 を 形成 する も の で ある 
と 匠 べ て いる 。 

諾 側 心 臓 機能 不全 の 臨床 的 所 見 は 次 の 如く で 
ある 。 即ち 携 張 せ る 心臓 は 普通 より も 造 か に 左 
胸 側 に 位置 する を ため , 心臓 濁 益 の 撫 大 及び 友 明 
な る 心 鼓 動 の 元 進 が ある 。 故に 静止 時 に 於 て も 
脈 提 は 若干 張 塾 で ある 。 な 怠 不 東 脈 も 出現 する 。 
また 呼吸 困難 の ある 場合 に は 江 普 部 が 特に 打診 


界 の 右側 下部 に 見 を える 。 代償 期 に あつ て は 客 止 


時 に 於 て も 心 鼓 動 が 紅 く 且つ 腎 の 邊 性 赤 血 の 入 





め , 多 尿 が 起 る の で ある 。 Ne: 
5) 右 心 機能 不全 右 心 弱 化 の 結果, 政 納 毎 
と 或 る 量 の 革 留 血液 が 右 心 房 C 逆流 し て 残る 。 
その 結果 先ず 肺 に 行く べき 血 量 が 減少 し , 生 い _ 
て は 右 心房 の 空 慮 が 不 完全 で あり , その 衛 め C 
大 静脈 の 領域 に 稚 血 が 起 る 。 前 大 静 肛 は どちら 
か と 言え ば 水 相 に 横たわる 後 大 静脈 より も 位置 
が よい 包め か , 稀 血 現象 は 主 に 後 大 静脈 の 流域 
に 見 られ る 。 即ち 第 一 に 肝 静 脈 の 血液 流通 が 障 
旭 さ れ , 肝 臓 の 強い 血液 充 旬 と な り , 和 に は 慢性 
肝臓 肥大 症 や 肝 人 硬 結 を 溢 た す も る も の で ある 。 更 と 
と の 病欠 が 進行 すれ ば 血管 の 礎 財 が 超 り , 肝臓 
血管 は 充分 に 門 脈 血 を 搬 る と と が 不可 能 と な り , 
その 結果 和 血 現象 は 門 賑 循環 に 認め られ る よう 
に な り , 骨 及 び 腸 の 粘膜 浮腫 色 ち 骨 及 び 腸 長 が 
有 様 に 肥厚 し , 粘膜 に は 隆起 し た 鍛 を 生じ , 病 


理解 章 上 慢性 腸 カタ ー ル の 後 を 時 する の で あ 


る 。 な お お 右 心 の 心機 不全 が 高度 に 達する と 途 に 
は 腎 藤 須 血 の 流通 ぁゃ 障 得 せら れ , 腎 腫 大 は 勿論 
の と と 展 の 性 汰 に も 獲 化 を 挫 す と と は , 展 の 項 
に 於 て 記載 する 。 

右 心 の 機能 不全 は 臨床 上 次 の 如き 症 護 を 現 わ 
す 。 色 ち 呼吸 敷 の 増加 , 不 整 販 及 び 頸 交 販 兵 動 
結膜 の 次 染 , 工 の 水分 過剰 (軟便 ), 蛋白 尿 印 ち 
初期 に は 排尿 量 の 減少 , 後に は 光 尿 と な る 。 貸 
血 が 進行 し た 際 C 履 々 見 られ る 鹿 の 頸 静 賑 の 脈 
皇 様 の 運動 , 所 調 頸 静脈 捜 動 は 紀 の 提 動 で は な 
い 。 本 症 に 於 ける 頸 龍 肛 捜 動 は 真 地上 それ ほど 
の 意義 は な い が , CARRE et VArrEE が 最初 に 記 
載 し て 以 來 , 重症 な る 本 症 患 馬 で は 定型 的 徴候 


_ 群 の 一 徴候 に さえ 算 を られ る に 至 つた 。 本 症 馬 
に し て 高熱 を 縮 し 貸 血 高度 且つ 心 由 元 進 , 脈 揚 


頻 沖 の も ゃ の で は 必 札 の 後 師 で ある 。 重症 司 で は 
と の 皇 動 は 頸 の 中 央 に 達し 甚 し き は 上 中 1738 の 
界 に まで 達する と と が ある 。 然し と れ は 前 逃 せ 
る 如く 眞 の 提 動 で は な い の で ある 。 何故 な ら ば 
これ は 動 販 提 動 = 同時 竹 で な く , 且 つ 縮 期 に 際 し | 
て 混入 雑音 を 聞か ず 寧ろ 所 講 一 種 の 流動 で あ 
る 。 と れ は 前 房 血液 の 右 心 室 へ の 流出 が 困難 と ・ 


な り , 頸 肛 血液 の 流通 が 妨げ ら る い 程 度 の 強 。 


い ほ ど 閉 明 と な る も の で ある と ょ と 褒 明 し て いる 。 
心 濁音 界 心 傘 元 進 を 特徴 と する 本 症 は , 
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延 い て は 心室 振 を 來 し , この た め 心 濁 並 界 の 
振 張 の 有無 を 臨床 診断 上 の 補助 知見 と し , 角 C 
武藤 (1908) は 心 潤 普 界 が 後方 に 閥 張 す る も の 
の 多い と と を 強調 し て いる 。 和束 に 久本 症 の 心 避 


元 進 に は 解剖 獲 航 と レ て , 常に 少く と も 右 心室 


の 振 纏 を 伴う と と は 診 記 に 堂 り 忘 る べから ざる 
と と で ある 。 

偉 倉 馬 の 須 波 NNORR (1925) に よれ ば 有 
濾 摘 名 に よる 脈 捕 型 は 俺 邊 の 場合 に は 初期 振動 
の 可 成 り 倫 激 な 上 昇 ェ 得 速 な 下降 と を 示し , 初 
期 振 動 は 常に 満潮 波 頂 の 下 均 高 よ り も 端 し く 和 突 
出す る 。 後 候 性 貸 面 に あつ て は と れ に 反し 初期 
振動 が な く 〈 清 光波 頂 の 低位 より も 常に 低い の で 
ある 。 また 俺 貸 の 場合 に は 唯一 の 不 整 捜 動 と し 


て 次 性 不 整 調 が 見 られ る が , と れ は 呼 胡 に 規則 


的 に 人 符 う 脈 理 の 記 延 と 疾 速 で る つて, それ ぞ れ 
脈 提 の 強い 時 , 惨 い 時 に 見 られ る の で ある 。 と 
れ は 運動 直後 現われ る が 休止 時 に も 党 現 する 。 
然 る c 後 候 性 抽 血 に 於 て は 服 捜 が 完全 に 規則 的 
で ある と 逃 べ て いる 。 | 
エレ クト ロカ ル デ ヂ オ グラ ム 
Elektrokirdiogram に 開 し て は SrTEEFFAN 
(1935) の 報告 が ある 。 即ち 同氏 は 依 抽 馬 7 例 を 
材料 に その カル ヂ オ グラ ム ュ を 調査 し て , 後 候 的 
貧血 馬 の そ れ と 比較 研 完 し その 結論 を 次 の 如く 


逃 べ て いる 。 一 般 の 質 血 症例 に 刺 電 中 覆 の 機能 _ 


も 赤 刺 埋 俺 導 の それ に 開 し て も , 心臓 の 周期 河 
動 の 規則 性 が 認め られ る 。 と れ に 反し 俺 所 で は 
こと の 規則 性 は 各 ぇ の 熱 毅 作 の 継 過 中 存在 する 。 
徒 て 人 握 Virus に よる 直接 の 悪影響 や 又は 俺 
貧 に よ ょ つて 起 つ た その 他 の 騰 器 の 病理 解剖 看 的 
聞 化 に ょ る 開 接 の 障 得 は , 刺 載 俺 導 に 習 し て は 
認め られ な いと と る 制 明 す る 。 

然 る 俺 貸 Ic 於 て は 明か に 規則 的 に 前 房 の ェ 
レク トロ カル ヂ オ グラ ム に 凌 し て は 作用 する と 
と は 認め られ る 。 と れ は 抽 い も な く 心 臓 の 病理 
解剖 聖 的 所 見 と 開 係 を 有する も の で ある 。 即ち 
P の 形状 は 常 と 正常 と 異 つ て いる 。 面 も その 尊 
化 は 常に 様々 で ある 。 恐らく 租 化 する P 振 挿 の 
多様 性 は 心房 の 領域 に 於 ける 病理 解剖 胸 的 の 欠 
化 と 開 係 を 有する も の で あろ う 。 を し て P 振 搭 
に 及ぼ すこ と の 過 響 は 直接 の Virus 害 書 と は 解 和 


雪代 馬 の 


され ず , 病理 解剖 台 的 の 心房 の 疲 替 の 徴候 と 見 


- 條 さ れる と 解読 し て いる 。 面 し て と の 締 化 は 停 


貧 に 於 て は 認め られ る が 後 候 性 気 血 で は 認め ら 
れ ぬ 。P の 外 に 就 中 R, T も る 赤 同 様 の 開 係 の 存 
在 す る と と を 夢 べ て いる 。 

健 者 証 一 P は 心房 の 収縮 相 営 し QーT ま 
で が 心室 の 履 減 期 に 営 る 。 耐 し て Q は 心室 政 縮 
開始 で P て Q 間 が 房 室 間 爺 ち His- 田原 東 の 
元 奮 の 偉 わる 時 期 で ある 。 

心臓 機能 の 険 復 本 症 に 於 ける 心臓 機能 の 


尺 復 は 極め て 店 徐 で あり , 時 と し て は 永く 完全 に 


滑 散 せ ず 他 の 病 徴 滑 散 す る も 心臓 機能 の 異常 の 
み は 久 し く 正 常に 復 な し な いこ と と は 億 貸 馬 の 特 
微 で ある 。 と の 異常 の 持久 は 他 の 熱性 疾患 に 於 
ける 心臓 機能 の 異常 と の 明 及 な る 差異 で ある 。 
示 栓 性 浮腫 本 症 の 絶 過 中 に 履 < 胸 下 , 腹 
下 , 色 皮 及び 丁 後 肢 の 下部 C 皮膚 浮腫 の 敬 生 を 
見 る も る の で ある 。 か いろ る 心臓 奏 弱 の 要 徴 は 墜 診 
に 於 て も 看過 し て は な ら な い 。 病勢 重 餅 の も の 
で は 時 と し て は 陰部 並 に 肛門 粘膜 に も ゃ 赤 浮 腫 を 
見 る と と が ある 。 一 般 に は 含 内 仁 立 民 の 坪 後 肢 
の 管 以 下 に こと れ を 見 る 場合 多く , 普通 は これ を 


、 立 腫れ と 稀 し , 本 症 の それ と 取 紛 れる 症候 と し 


ゃ ー 


て 注目 され る も の で ある 。 耐 し て か いろ 徴候 を 


示す 場合 は 調 う まで も ゃ なく, 朋 性 須 調 の 異常 を 
見 る も る の で 細 有 却 鉱 は 光 肛 に し て 不 筆 不 整 な る を 
常 と する 。 彼 の OPPERMANN は 前 大 静 肛 よ り も 
後 大 静脈 に 稀 を 米 し 易い 理由 と し て 茨 の 如く 
夢 べ て いる 。 印 ち 前 大 静 有 の 方 が 血 流 に 有利 な 
る 包め か , 移 血 現象 は 主 に 後 大 静脈 の 流域 に の 


み 見 られ る と 一 應 の 解読 を 附 し て いる 。 


8. 可 司 粘膜: 

本 症 の 診 断 上 可 居 粘膜 は 上 脈 提 の 検査 と 共に 
る 重 妥 な 意 凌 を 有する 角 め , 臨床 に 開 す る 記載 
あれ ば 必ず 可 妥 粘 膜 特に 結膜 の 性 汰 に 就 て の 記 
載 を 仙 く と と が な い 。 爺 ち その 重要 所 見 た する 


所 は 気 血 徴候 を 主 角 と する も ゃ , 更に 本 症 の 病 性 


上 , 任 血 と 心臓 機能 の 異常 に 陸 人 奉 する 後 候 が 自 
ら 目 標 と な る の で あろ る 。 
今更 交 べ る 迄 も な く , 可 局 粘膜 特に 結膜 の 性 


上 将 印 ち 色 胸 異常 と 血 斑 の 有無 が 重要 な 徴候 で あ 


る 。 可 同 引 膜 た る 結 虹 , 上 粘 膜 , 唱 粘 膜 並 に 臓 








粘膜 等 の 性 状 は , 病 圭 に より 六 化 する も の で あ 
る 。 先ず 結膜 に つい て 逃 べ れ ば , 委 性 の 綴 過 を 
ェ ょ る 改 血 性 病 型 の 場合 や 初回 工 症 の 例 で , 西 も 
ー 過 性 に 順調 竣 包 する 場合 に は 。 澤 に 光洋 を 


呈し 潮 紅 する の み で , 大 な る 特徴 的 織 決 を 示さ . 


な い の が 通例 で ある 。 併 し 回 過 反 復 し 継 過 慢 性 
に 及ぶ 進行 性 の 場合 に は , 多く は 浮腫 性 光 澤 を 
増し 或 は 任 面 を 示し 且つ 次 第 に 黄 拍 を 伴う 。 特 
C 高 熱 持続 すれ ば 眼 結 膜 は 黄 赤 色 丸 は 館 色 さき を 
呈す る と と が ある 。 「 

区 末 上 の 貧血 と 赤血球 毅 と の 開 係 に つき , 区 
症例 に 於 ける 給 験 に よれ ば , 香 < ぇ が 明か に 貧血 
な り と 見 る 場合 は , 赤血球 沖 600 高 以 下 の 場合 
で , 500 攻 に 接近 すれ ば 健康 馬 の そ れ に 比 し 更 


に 條 血 が 明 及 と な る 。 高度 の 気 血 と 見 られ る 場 


合 に は 400 高 以下 の 減少 で , 結膜 が 磁器 の 如く 
褒 曰 と な り 光 肖 を 星 し 血管 の 走行 さん も 認め 難 


。 い 場 合 で は , 灰 血 球 雪 が 200 高 前 後 の 江 減 で あ 


る 。 甚 し き は 130 高 , 更に 減じ て 100. 高 以下 の 
例 に 至 つて は 全く 血管 を も ゃ 失う も の で ある 。 
臨床 上 に 於 ける 結膜 の 貸 血 級 は 淀 に 必ず し ゃ 
赤 碧 球 敷 の 減少 を 見 お , 上 厳密 な る 是 b 測定 の 結 
果 は 想 せる 貸 面 の 程度 と 一 致し な い 場 合 を 恨 
屋 経 験 する ぉ る の で ある 。 臣 に 貸 血 層 る 場合 に は , 
冶 膜 は 浮腫 性 光 澤 を 有 し 了 且つ 結膜 並 に 上 膜 上 の 
血管 が 空 慮 と な る と と が 要 敏 で ある 。 

可 司 粘膜 の 斑 意 は 気 血 に 炊く ぐ 重要 な 徴 師 で あ 


り , 耐 も 所 調 無 熱 偉 貸 馬 の 診 世 上 極め て 重大 す . 


べき も の で ある 。 さ れ ば 筆者 は 次 症 後 候 を 1 つ 
の 指針 と し て 診断 を 進め る ほど で あろ る 。 結膜 の 


外 に 六 靖 を 明 朋 に 認め 得る の は 日 粘膜 で ある が , 
と れ 等 の 黄 靖 は 血 中 Bilirubin 量 (1mg/dI 前 


後 ) の 敷 位 の 00CMUOSNDMS 
ば , 臨床 上 黄 折 の 徴候 を 明 須 に 認め 得る と と は 
小倉 NUKI 
し て 観察 し 議 0 得 た と と ろ で ある 。 

血 玉 の 有無 も 赤本 症 の 了 床 診断 上 , 重富 す べ 
き 著 明 な る 後 師 の 一 つ で ある 。 今 と いと 小 華 和 
及び 館 湿 ( 未 紙 表 ) が , 154 例 の 俺 抽 馬 を 材料 に 可 
慌 粘 膜 に 於 ける 血 斑 愛生 の 度 を 調査 し た の で 
ある が , と れ を 示せ ば 次 の 如く で ある 。 即ち 鼻 
粘膜 は 背 縮 の 機 各 多 く 56 錠 を 占め, 膝 粘 膜 こ 


反し 一 聞 性 病 型 の 場合 や 耐 過 人 性病 型 の 例 で は 血 


断 上 重要 な 徴 侯 で ある が , 正 色 並 通 な る も 次 泊 


LC 大 ぎ 20 錠 で あり 。 草間 1 
は 8 の 順序 で ある 。 な お ち 鼻 粘 膜 の 好 党 部 位 は 
内 委 細 の 内 面 で あり , 鼻 中 隔 並 < 皮膚 移行 部 に 
葬 生 する も の は 比較 的 少な い 。 
血 班 の 大 き さ は , 小 な る も の は 侍 刺 大 ょ り 帽 . 
リム PR 
箇 乃 至 散 信 夕 する と と が ある 。 然し 年 ち 
りな た かみ 近 
竹 病 型 の 例 で は , 鼻 中 隔 粘 膜 に 性 $ 赤 イン キ を 搬 
布 し た る が 如き , 大 小 不同 の 著 明 な る 出血 斑 の 多 
敷 を 見 る と と が ある 。 血 許 の 大 き さ に つき CARSE 
et VArLEE の 製 察 せる と と ろ を 記載 する に , そ を 
の 大 き さ は 10 て 20 mmcC 舌 す る る の が ある と 言 
2 。 然し か いる 大 な る 血 許 は 一 般 に は 例 に と 逐 し 





ー 。 30 。- cs = 


く , 重症 例 の 未 期 Cc 稀 認 め 得る < 過ぎ な い 。 


普通 は 犬 な る る も の で や る , 訓 mm に 正 ま る も の が 
多い ょ う で ある 。 大 雷 (1910) に ょ れ ば と れ 等 
の 血 許 は 24ー48 時 間 中 に 一旦 消 散 し , 且つ 再 
紀 す る と と が あり 又は 可 か と C 増 癌 する と と が あ 「 
る と 逃 べ て いる 。 な お STEiN (1935) に ょ k れ ば 


_ 本 症 に 於 ける か いる 血 区 は その 色 は 鮮 紅色 多 は 。 


暗 赤色 を 呈し , その 輸 刻 は 不 規則 で 周 導 組織 か 
ら 蜂起 し , その 大 き さ は 帆 針 頭 大 か ら 敷 mm で | 
ある と 逃 べ て いる 。 要する に 血 欧 の 散 生 と 褐色 ' 
消 散 が 交 符 し 虹 つ 比較 的 述 か に 消長 する も の 
で ある と と が 育 か れる ' : 
更に 才 寺 の 湊 生 清光 と の 開 係 誠 の 還 
者 等 の 提唱 する 敗 血 性 病 型 の ゃ の や 進行 性 病 型 
の 場合 に は , 展 々 血 斑 の 腔 生 を 砂 す も , と れ (C 
















旗 の 華 生 を 見 な い の が 通例 で ある 。 か いる 結果 
+ り 考え れ ば 本 症 の 経過 中 に 於 ける 血 旗 の 華 生 
は 。 病 定 が 活 動 的 で 所 衣 帳 症 の 汰 態 に ある 楊 
合 と 解 し 不可 な が ろう と 愚 う 。 4 
部 池 せ る 如く 貧血 と 責 折 は 共 僚 答 の 了 床 診 


と 血 許 を 併 有 する も の や 女 は 無 熱 に し て 血 話 を 
有 し , 耐 も 臨床 上 化 膜 任 類 の 徴 侯 を 認め 得 ざ る 場 有 
合 に は 先 以 て 本 症 を 高度 と 圧 う べき で ある 。 請 
以上 繊 芝 せる 如く , 可 利 粘膜 の 徴 侯 の うち で 


が バ 77 
】 に 


。 寺 # 際 の 蒼白 が 考 を られ 且つ 結膜 の 貧血 し 












か 1X 
た 記 は 差 営 り 佑 気 を 娠 うべ き で ある ” と 延べ な 
が ら ゃ も “ 息 際 に は 多 敷 の 俺 抽 馬 は と れ と 反 凌 に 
結膜 潮 紅 し 黄 注 を 呈し 血 許 の 次 生 を 見 る と と が 
ある ” ょ 逃 べ て いる と と は , 筆者 が 前 輝 し た 如 
く “ 貸 血 を 伴わ ぬ 佑 貧 馬 " の 多い と と を 指 簡 し 
た だ こと と ぃ 一 致す る も る ので, 落し 俺 人 の 臨床 診 
上 了 次 床 家 の ょ よく 徹 味 すべ き 至 言 で ある 。 

9. 呼吸 器 = 
一 般 に は 本 症 の 総 過 中 に 呼吸 器 に さほど の 異 
常 を 見 な い の が 通例 で ある 。 呼吸 器 の 症 汰 C 鯛 
れ た 記載 に CARRE et VALLEE を 初め , HEMPEr 
(1908 こ 09), MogrER (1909), VAx Es (1911), 
LORSCHEID (1916)), OPPERMANN (1933) が あ 
り , 更に 我 邦 で は 川 (1908), 志 賀 (1908), 
大 澤 (1933) その 他 の 記載 が ある 。 これ 等 を 要 
_ 約 する C 閥 症 馬 は 一 般 に 呼吸 敷 僅 に 増加 し 。 毎 
例 C 極 め て 少量 の 見 演 を 漏 す に 過ぎ な いと され 
て いる が , と れ と て も 初め は 笑 水 様 な る も , 
病 奉 進 行 し 肺 水腫 の 光進 する に 従い 粘 舟 黄色 と 
な り , 末期 に は 血液 き を 交え を 錆 色 の 鼻 演 を 排 す 
る も の が ある と 逃 べ ( 忘 賀 ), 又 MoHLER に よ 
れ ば 展 々 鼻孔 か ら 血 色 を 呈す る 血潮 の 滴下 が 見 
らち れる 場合 が ある と 言い , VAN Es の ある 1 例 
で 上 抵 中 隔 の 高度 の 壊 拍 の た め 鼻 漏 が 座 到 臭 を 開 
ぜ る も の が あつ た と 言う 。 
、 革 診 上 肺 胞 音 は 一 般 C 粗 席 と な る 。 OPPER- 
MANN に よれ ば 打診 上 ある 場合 に は , 渦 音 部 が 
特に 打診 野 の 右 下部 < 藻 現 する と 逃 べ て いる 。 
貧血 高度 と 達し 心臓 奏 弱 の 悪化 は 肺 循環 を 障 得 
レ , 肺 水腫 の 増 張 に 従い 鼻孔 廣 開 し 呼吸 困難 の 
微 を 示し , 呼吸 敷 滞 次 増加 し 20<30 + り 35 前 
後に 規 す る と と が ある 。 天 も 肺 水腫 高度 に 送 す 
れ ば 呼吸 も 赤 腹 式 と な り , 肛門 の 郊 遂 , 開 と 
相 侯 つて 所 調 肛 門 呼 吸 さ を 見 る の で ある 。 心 雲 
水腫 を 伴う に 至れ ば 特に 呼吸 困難 の 後 が 基 し い 
が 粋 者 $ と うし た 例 を 継 験 し て いる 。 彼 の OF- 
_PERMANN は 急性 型 で 委 性 心 衰弱 を 伴 o 著 し い 
呼吸 困難 が あり , 従 て 革 診 上 和 失 銃 化し た 呼吸 普 
が 現われ , 矢 め に 一 見 肺 胸膜 疾患 = 誤 ら れる と 
と 5005 電 て いる 。 
)  。 と れ を 要する に か いる 肺 病 稀 の 進行 は , 有 及 


)* 
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が び 貧血 の 程度 と 心 騰 奏 弱 に 原因 する 肺 の 徐 血 に 
よる も の で あろ う が , 本 症 の 経過 中 一 鷹 所 う レ 
、 た 所 上 に 注意 する の も ゃ よい の が, 本 症 に 於 ける 肺 


_ 所 見 は 臨床 上 概ね 陰性 で あり , さして 重要 富 す 
- る に 堂 ら な いと 孝 える 。 


' 10. 消化 問 

刊 條 馬 が 厩 ぇ 軽い 導 痛 症 誠 を 呈す る と か , 急 
性 に 継 過 する 敗血症 誠 の 重い 病 例 で は , 履 血便 
を 伴う と と の ある は 上 に 本 症 が 注目 され た 頃 よ 
り , 本 症 の 暑 著 な 症候 の 1 つと し て 多く の 研究 家 
の 丸 げ て いる 異 常 で ある 。 CARRE et VALLEE の 
報告 に ある 如く , 病 替 重 父 に し て 管 性 の 継 過 を 
と る 敗 血 性 病 例 で は , 皮 に 吉 臭 の ある 下痢 dia- 
rrhee infecte を 伯 う 腸 天 症 対 が 現われ , 下 痴 便 
乃至 は 苗 が 如 赤 色調 を 呈す る か 惑 る 場合 に は 血 
線 を 交 を る と と が あり , また 慢性 型 で は 一 性 
の 下 閣 を 見 る こと と が ある 。 また WIRTH (1917) 
に よれ ば 大 小腸 の 便 季 や 著 固 な 甘 の 排 洪 を 見 る 
と と が ある と 逃 べ て いる 。 新 様 と 本 症 患 馬 が 政 
は 下痢 し 久 は 粘液 を 混 ま る 仏 便 を 排 傘 す る こと と 
や , 至便 薩 各 を 紙 す る と と 等 は 臨床 家 の 展 々 
避 刀 する と と ろ で ある 。 

TRAuTWEIN (1940) は 幼 駒 の 俺 筆 死 12 頭 に 


於 て 極 く 短 時 間 の 導 痛 症状 を 認め た の み で あつ 


た が , と の 症例 の 組織 所 見 は 純然 た る 俺 貸 で あ 


つた と 記 随 し て いろ る 。 ま た 彼 の OPPERMANN は . 


俺 作 馬 の 聞 痛 に 開 し 炊 の 如き 解読 を 下 レ し て い 
る 。 即ち 本 症 患 馬 は 全身 貸 血 の た め 腸管 へ の 血 
液 供給 不足 し , 生理 的 に は 擦 食 し た 内 容 物 に ょ 
る 機能 的 負 失 多 く , 込め に 証 腸 か 結腸 の 骨 姓 
曲 等 に 障 旭 を 來 す 。 慢 性 偉 気 馬 に 展 々 便 玩 胃 を 
見 る の で あつ て 特に 盲腸 に 起り , 回 敷 を 重ね る 
に 従い 交 に は 重 父 な る 盲腸 振 張 或 は 麻 間 する の 
が 特徴 で ある 。 新 様 な 交 痛 は 特に 頑固 で あつ て 
種々 の 虎 置 を 講 ま る に も 物 わ ら ず , 次 に は 腸 疾 
の 短め 名 死 する と と が が 屋 々 で ある と 言う 。 な 斑 
本 症 馬 は 和光 働 の 際 は 容易 c 驚 汗 し , その 結果 は 
感冒 痛 の 傾向 が ある と 区 べ , と れ 等 を OPPER- 


MANN が 所 調 貧 血 冶 An&mie Kolik と 呼び ー 


般 C 無 熱 で 紀 する 。 伴 し この 尊 痛 が 潜行 性 侯 
答 の 轄 い 笑 動 化 を 米 すこ と と が 稀 で は な い 。 面 レ し 
て か いる 導 痛 の 坂 復 後 , 本 光 の 上 昇 が 見 られ る 
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ECIM べ S 


- の 進行 に より る 


あざ 人 2 1 表 1 が ト 
MO 二 す あの ん 9 2 る YeD い の 9 9 う ) で で は 7 6 * 
ec い ar たれ な まれ し で と だ SEEK Se 
9 5 ( “ ウド 
126 「 1 ここ 
と 注意 し て いる 。 な お 同氏 に ょ よれ ば 前 述 の 如く 


慢性 腸 カ ター ル の 竹 伏 は , 心 機 不全 に 原因 する 門 
服 循 環 の 特 滞 に 細 す る 菅 及び 腸 の 粘膜 下 浮腫 
を 生じ , 病 理解 剖 上 慢性 胃腸 カタ ー ル の 診断 を 下 
し 得る 病 好 を 呈す る も の で ある と ょ と 相 べ て いる 。 
また .HoMuroV (1936) に よれ ば 基 女 性 並 に 
急性 型 の 病 例 で は 胃腸 の 病 織 が 主 骸 と な る も の 
で , 題 著 な る 出 押 性 腸 災 を 示す 。 また 恨 性 型 の 
も の で は 普通 は 一 過 性 尊 痛 と し て 現われ 戦 便 或 


は 年 流動 便 を 排 し , 稀 に は 甘 の 表面 と 血 線 を 見 


る も の で ある ょ 逃 べ て いる 。 華 に 血液 を 誇 明 す 
る は 功 虐 す べき 後 候 で 患 馬 の 抵 抗力 の 障 を 意 
味 し , 腸 粘膜 の 重き 病 織 の 存する を 物語 る ゃ の 
で ある と ょ と 和 べ て いる 。 
と れ を 要する に と 了 区 床 家 は 軽い 痢 痛 症 状 を 時 す 
る 無 熱 の 便 蓄 冶 に し て , 面 $ 展 < 々 と れ を 繰 返 す 
患 馬 に 装 し て は , 先ず 以 て 本 症 C 織 敬 する 困 痛 


を 疑う と と を 忘れ て は な ら MAR ら o 


11. 尿 

佑 貸 民 の 硝 の 一 般 的 性 汰 に は 著 絆 な き を 常 と 
する も る も, 高熱 遂 定 の 時 に は 反 鷹 酸性 を 呈し 舌 明 
と な り , 硝 色 ゃ も 赤 湊 色 と な る 。 極め て 稀 ( こ は 赤 
褐色 (LOoRscHErp) を 呈す る と と が ある 。 

朋 症 時 の 異常 成分 と し て は 殆 ん ご ど 常に 蛋白 を 
含む も の で, 多く の 臨床 報告 に 多 る と と ろ で あ 
る が , その 量 は 病勢 に + 0 差 あ る も CARRE et 
VALLEE に よれ ば , 尿 1 立 中 に 蛋白 14g を 見 
た と 報告 し , また HEMPgrL (1908 こ 09) は 病 替 . 
策 白 の 増加 する を 認め る と 世 べ , 
0.5 欠 を 定量 し 得 た と 記載 し て いる 。 ま た CARRE 
et VArrEg は 橋 尿 並 に 共 酸 尿 が 共に 陰性 で あつ 
た と 逃 べ , HEMpsr 並 に 大 塚 (1909) の 例 で は 
衛 荷 糖 は 陰性 で あり , 吉備 (945) は 人 工 感染 
4 頭 を 材料 と し た 成績 に よれ ば , 熱 の 分 利 時 に 
於 て は 屋 々 蛋白 陽性 (0.2 て 0.59%) . を 示し , 六 共 
精 は 庫 熱 時 は 履 々 陽性 で あり , 血色 素 は 陰性 で 
あつ た と 報告 し て いる も, 筆者 が 多 敷 の 俺 貸 馬 ・ 
91 人 CS 
れ ば , 容易 に 糖尿 の 藻 現 する が 如き 結論 に は 代 
て 奨 成 2 FRiEDRICH (1908) は 血色 素 尿 
が 排 浴 され る と 和 鞍 べ て いろ が 萬 西 ・ 小 含 


0 で - 
に 了 と っ L 
4 トク キリ 4 
_- すさ の て 計 。 
YY っ 


_ 輝 陸 帳 は 明 朋 隆起 し , 尺 は 竹 自 を 含み 。 量 が 


・ 館 江 
. 及び 佐藤 (1931) は 血色 素 の 著 明 C 陽性 で あつ 


た 1 例 (人 きた 4 角 侍 40.46C, Di 100。 毅 死 ) シン ( 


経 験 し て いる 。 志賀 (1908) に よれ ば 時 に 腎 須 
の 侯 さ れ た も の で は , 展 に 血液 を 交 を る も の が 
ある と ょ 逃 べ て いる 。 然し CARRE et VALLEE は 
佑 條 尿 に は 血液 や 血色 素 を 含ま な い ょ 報告 し て 
いら る 。 な 大塚 は Diazo 反 應 は 多 敷 の 例 C 陽 相 
で あり , Oxydase 反 鷹 は 僅か 1 例 に 陽 作 で あ 
の アァ oNー ホ の 


以上 の ほか 硝 中 に 出現 する 有形 成分 と し て は 


LoRscHEtD (1916) その 他 に よれ ば 腎 上 皮 を 初 
め 加 粒 汰 並 に 上 皮 上 竹園 志 な ど が ある 。 と れ 等 の 
聞 化 は 高熱 敬 現 し 継 過 が 急 性 で , 敗血症 の 病 性 
を と る も の に 於 て 釧 閉 で あつ て , 瑞 乱 性 及び 健 
性 の 病 例 で は 展 々 蛋白 の 陽性 が 琴 明 せ られ る に 
過ぎ な い 。 

偉 食 馬 の 排 尿 量 本 症 患 馬 の 排 尿 量 は 一 般 
に 増加 し , 特に 病 替 重 篤 な る 敗 面 性 並 に 進行 性 


の 場合 に は 著 明 で ある 。 後 前 及 痺 を 米 た し 倒れ 


る に 至れ ば 括約筋 聞 給 の た め 排尿 失禁 し , 滴 ネ 
泌 出 する $ る の で ある が , か いる 徴 師 は 本 症 の 末期 
に 現われ る 症 其 で ある 。 硝 基 の 増加 に つき 今 と 
と に OpPPERMANR (1933) の 所 説 を 紹介 する と, 
代償 期 に 於 て は 静 正 時 で も 心 吉 動 が 強く 且つ 覧 
の 性 広中 の た め 多 尿 と な り , 妨 右 心 の 心機 不 
全 が 高度 に 達する と 途 に は 腎 静 須 血 の 流 通 る 障 
侍 せ られ , その 結果 腎 は 腫 大 し 髄質 量 色 と な り , 


NNN 
多 尿 と な る と 訟 明 し て いる 。 


了 臣 床 診断 上 , 臨床 検査 の 一 環 と し て 行わ る べ 


き 腎 臓 の 箇 査 に 於 て , 訪 性 重 筐 な る 紀 を と る 


例 で は , 腎臓 の 腫 大 著 明 で 直腸 検査 に 於 て 訂 和 
反 應 ある の が 普通 で ある 。 

筆者 ( 未 敬天 ) は 信 て 成 馬 の 襲 症 病 例 3 例 lc 
つき Phenolsulfonphthalein に + り 5 園 臓 機能 
を 検査 せる に , その 初 敬 時 間 は 11257 (34 め ), 


る 。 健康 馬 に 於 て は 色素 初 敬 時 間 が 6' 内 外 で あ 


り , 2 時 間 内 の 色素 排 浴 量 が 602 以上 で ある が 。 
か いる 成績 と 比較 すれ ば 俺 千 の 滞 症 時 に 訟 て では) 凍 


裳 臓 機能 が 相 党 「 隊 冬 を 有 ま ける も の で ある と 
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_1T35/ (46.5 久 ) 及び 12517 (38%) で , 且つ 2 
時 間 内 の 色素 排 浴 量 は 各 ぇ 指 弧 内 の 多 で あ 





な か と に 7 て の 1 2 4 リャ 
枕 。 2 2 3 ンス SO た 3 ば た 9 が 





を 識 る に 至 つ た 。 [ 
12. 懇 表 油 巴 腺 

_ 本 症 の 疑 過 中 融 表 汐 巴 腺 の 腫 彩 す る と と に 
就 て の 記載 は 比較 的 少な い 。 一 般 に は 高熱 に し 
て 貸 血 の 度 ゃ 赤 著 し いく 例 に 於 て 融 凹 光 巴 腺 は 腫 
大 する も の で ある が , これ 等 は 何れ も 所 詩 電 性 
腫 劇 で ある 。 面 し て 皮膚 と は 分 離し 可動 性 で あ 
る と 記載 し て いる 泉川 (1908), WiRTg (1936) 
の 報告 の 如く で ある 。 長尾 (1925) に よれ ば だ ば 額 
凹 汐 包 腺 は 殆 ん ど 常に 腫 眠 し 鳩 卵 大 惑 は 小 暑 卵 
大 と な り 温 痛 を 人 う と 区 べ て いる 。 併 し 芝 症 例 
の 線 べ て に か いる 汐 包 腺 の 腫 眼 を 見 る も の で は 
な く , 筆 著 の 総 験 で は 病 型 か ら 見 れ ば 卓 に 一 過 
性 に 符 過 する 竣 症 例 の 場合 に は 腫 也 し な い 。 こ 
れ に 反し 短 時 日 の 継 過 で 敗血症 に 陥り 難 死 する 
$ も の や , ま た 進行 任 で 病 鞭 の 暑 著 な 病 例 で は 光 巴 
腺 の か いる 腫 腰 は 例外 な く 認 め 得る の で ある 。 


IV. 臨床 診 師 
本 症 の 臨床 診断 に 開 す る 内 外 の 文献 が 指摘 す 


る 要 後 を 葛 集 する に , MoHrER (1909) に よれ ば 
病 替 の 進ん だ も る の で は 本 症 の 診 世 政 を て 困難 で 


は な く , 重 入 な る 症 汰 , 突然 の 沿 作 , 回 朋 熱 。 進 


行 性 の 笑 血 と 消耗 , 減損 し な V 食 倫 , 歩行 器 普 
と 多 尿 な どの 諸 徴 師 は , 他 の 疾患 と 本 症 と を 起 
別 し 得 る 一 連 の 症 誠 で ある と 述 べべ 更に 同氏 は 特 
有 な 熱 の 同 亡 型 と 赤血球 の 激減 , エ オ ヂ ン 白 正 
球 増 多 症 の 無い と と は 内 部 寄生 越 症 に よる 個 
か ら 俺 箕 を 民 別 する に 充分 な 症 汰 で ある と 言 つ 
て いる 。 か いる 及 閉 な 面 も 定型 的 症 訳 の み を 指 
- 摘 す る 診断 法 に は 何人 も 異論 の な いと と は 久 論 , 
同 兵 の 言う 如く 敢 を て 困難 で は な い の で ある 。 
VAaN Es (1911) は 長期 に 証 る 衣 光 の 北 化 を 知 
る と と が 診断 上 必要 で ある ェ と 区 べ , また OBrA- 
pgN (1917) は 心 尾 元 進 を 診断 上 全 舘 ある 徴候 
ょ 指 入 し て いる が , 反 之 Srpcsr (1918) は 可 司 
粘膜 の 色 , 心 喜 動 , 血液 所 見 等 は 浮動 性 で 不 確 
真 で ある と 言い , 唯 回 瞬 熱 の み が 信 を 置き 得る 
唯一 確 貨 な 診断 法 で ある と 強調 し て いる 。 MOr- 
LEgR (1930) も 赤 回 角 熱 の 診断 上 最も 重要 な る 徴 
師 で ある ょ と 箇 べ て いる 。 また WRreHT (1925) 
は 直 規 則 な る 同朋 熱 , 答 速 な る 窒 弱 , 勢力 の 洪 
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し い 減 損 , 赤血球 の 減少 , 皮膚 浮腫 及び 血液 性 鼻 
漏 等 が 臨床 的 に は 診断 上 重要 に し て 顎 閉 な る 敏 


候 と し レ し て いろ る 。 更に OpPPERMANN に よれ げ ば 往 性 


型 の 症 訴 群 と し て は 先ず 肖 熱 , 脈 提 , 呼 敷 の 増 


加 , 血 歴 下降 , 血管 胡 の 舌 過 性 の 上 昇 ( 交 庭 ) 及 


び 結 膜 の 不潔 裾 赤 色 等 が 損 げ られ て いる 。 な 
全身 障 則 が 圧し い に も 物 わ ら 示 偉 仙 に あつ て は 
俺 意 で ある が 周 園 に 注意 し 食 答 は 高 圭 に も 拘 わ 

ら ず 多く は 猛 狂 盛 で ある か 又は 僅 に 不振 な る に 
過ぎ な いと し , と の 還 を 普通 の 今 性 敗血症 と 異 
な る 一 般 症 其 と し て 指摘 し て いる 。 同氏 は 更に 
慢性 億 貸 の 診 記 上 の 要 微 と し て , 不 充分 な 血液 
供給 慢性 看 白 中 毒 に ょ る 心臓 奏 肥 を 時 げ , 耐 
$ ぁ る 多く は 最初 右 心 の 障 旭 を 炒 し 護 く 大 次 脈 の 流 
域 に 於 ける 讐 血 を 招 來 する と 言う 。 臨床 上 前 大 
散 及び 後 大 静脈 何れ の 讐 血 の 場 合 に も る 戦 朋 須 , 
心性 元 進 , 心 濁 普 界 の 振 大 , 理 度 の 呼吸 困難 , 
胃腸 カタ ー ル ( 下 閣 ), 多 尿 症 。 皮下 浮腫 等 が 重 
避 す べき 後 師 な り と 区 べ て いる 。 

次 に 本 症 の 診断 に 開 す る 本 邦 の 文献 に 就 て 見 
る に , その 所 見 も る 赤 何れ も 略 々 同様 で ある が 武 
藤 (1908) は 緒 膜 の 褐色 , 内 温 の 昇 騰 , 心 濁 普 
界 の 後方 振 張 並 に 心音 の 項 化 に 重き を 置く べし 
と 逃 べ , 太田 (1915) は 検温 法 と 共に 検 脈 を 京 


_ る べから まず と 注意 し , 暗 に 豚 敷 , 須 性 及び 脈 調 


油 の 診断 的 意義 の 大 な る を 指摘 し て いる よう で 
ある 。 宮 本 及び 安岡 (1933) は 最大 血 歴 の 澤 動 に 
よる 給 化 の 訴 態 , 後 熱 , 異常 踏 輸 , 心機 能 , 粘膜 
の 血 府 , 光 包 腺 の 腫 須 など は 診断 上 有力 な る 指 
針 た る は 今更 随 べ る まで も な い 要 微 で ある ェ 逃 
べ て いる 。 な と の 外 に 長尾 (1924) は 比較 的 電 
症例 の 初期 の 症 汰 は , 則 温 の ら 上昇 黄 拍 色彩 で 
ある と 記載 し 診断 上 の 意義 を 含め て いる 。 また 
石井 (1939) は 俺 気 の 生 前 診断 に 就 て 私 見 を 区 
べら れ , その 診 過 項目 と し て 京 告 , 臨床 検査 , 血 
液 検査 及び ホル マリ ン 有 着 反 鷹 等 を 回ら れ , 
衝 に 血液 鐵 細 胞 Siderozyten の 誇 明 は 本 病 の 
病理 組織 段 織 化 に 並行 し て 出現 する 貼 か ら 大 を 
て , 診断 上 甚だ 意義 が ある と 結ん で いる 。 以上 
の 外 に 俺 貸 に 開 す る 内 外 の 報告 中 に は 臨床 症 誠 
に 就 て の 記載 する も の が 多い 。 

新 様 に し て 俺 貸 の 臨床 診 衛 は その 人 に より , 


瞳 


1928 


その 弟 る と と ろ , 強調 する と と ろ に 多少 の 差 あ 
る も , と れ を 通 覧 すれ ば 何れ も 共通 の 要 後 を 指 
摘 し て いる と と が 刊 り 衣 き 得る る の で ある 。 
筆者 は か いる 先輩 の 所 見 を 要約 し , 且 つと れ に 
筆者 が 多年 に 理 る 研究 的 制 察 と 血液 検査 を 翌 旬 
と する 多 敷 の 症例 に 就 て の 総 験 を 基礎 に , 本 症 
の 了 臨床 診断 を 炊 の 如く 区 べ 貨 地 上 の 参考 に 資す 
KONDCDE お りす 3 

刊 作 の 臨床 診断 は その 病 厄 に ょ り 上 難易 の ある 
と と は 的 に 記述 し た と と ろ で ある 。 即 ち 名 症 中 
の も の で 病 肝 進 行 し , 定型 的 徴候 を 具 を る も の 
で は 本 症 の 診断 は 容易 で あり 且つ 血液 診断 と よ 


く 一 致す る も の で ある 。 次ぎ に 病 替 に 従い 臨床 


徴 師 に つき 記 送 す る 。 
一 般 に は 原因 不 


診断 上 の 根 朋 と すべ き 重 要 
衣 症 初期 に 診 け る 診 


_ 明 の 錠 熱 と 言わ れる 初 同 縮 熱 の 症例 で は 朗 む べ 


き 記 著 な る 後 侯 な く , 毅 熱 の み を 主 徴 侯 と こす る 
も の は 先ず 以 て 本 症 を 娠 うべ き で ある 5 何 飛 な 
ら ば 初 同 腔 症 の 大 も 縮 病 初期 の 病 例 で は , 久 輝 
レ た 定型 的 要 後 を 未だ 示さ な いか ら で あ る 。 従 
つて 多く の 場合 40C 前 後 の 高 圭 と 心 怪 元 進 , 
絆 膜 潮 紅 を 主 徴 侯 た : す る に 包 ぎ な い 。 以後 逐次 
本 症 と し て の 後 師 を 加 を 結膜 の 如き も 爽 第 に 荒 
色 を 加味 し 又は 貸 血 の 後 を 示し 時 に は 表 在 汐 四 
腺 の 腫 有 也 さ を 見 る と と が ある 。 な お 初回 敬 症 の 
場合 で は 頓 芝 し た 40" て 412C の 高熱 が , 敷 日 中 
に 自 ら 分 利 下 隆 する が 如き は 定型 的 絶 過 と し て 
本 症 を 召 わ し むる 充分 な 徴候 で ある 。 これ に 反 
し 高熱 駄 留 し て 次 て 氏 れる と と が ある 。 
反復 回 外 し 進行 性 の 場合 の 診 世 多く は 
栄 論 減 損し 鍛 湾 は 普通 ょ り 一 般 に 高く,38? と 39?C 
の 間 を 上 下す る 場合 が 多い 。 心 恨 は 元 進 し 易く , 
脈 提 敷 増加 し , 脈 性 は 軟 届 又は 細 朋 性 , 時 に は 
不 等 な る と と が ある 。 可 覗 粘膜 は 多く は 多少 の 
相 折 を 伴い , 時 に は 貸 血 する と と が ある 。 な お 


内 移 斉 の 内 面 の 鼻 粘 膜 と 針 刺 大 より 栗 粒 大 に 達 


する 血 妊 の 縮 生 を 見 る と と が ある 。 以上 の 外 , 
か いる 進行 性 病 型 の も ゃ の で は 博 腸 検査 に 於 て 及 
臓 の 腫 大 を 認め 得る も る の で , 特に と の 病 型 の 診 
叫 上 有力 な 補助 後 侯 で ある 。 

無 腕 例 に 診 け る 診断 この 種 の 病 型 の も 
の は 算 際 に は 熱 候 以 外 の 真 告 を 以 て 診断 を 受け 





し に 
4 和 いい 


00 人 湯 穫 党 を 
見 さる 所 講 無 熱 の 俺 令 馬 で ある 。 か いる 症例 の 


診断 に 営 つ て は 爽 の 後 候 を 翌 象 と すべ き で ある 。 


爺 ち 心 要 元 進 の 有無 脈 提 青 の 増加 服 提 の 細 


弱 不 等 , 可 刷 粘膜 の 黄 染 , 血 到 の 衣 生 , 柴 杖 汰 態 , 
~ 末 栓 性 浮 腫 等 の 徴候 あら ば , 


収 令 無 熱 に し て 病 
歴 不明 な り と する る 先ず 一 鷹 偉 貸 を 逮 う べき で 
ある 。 以上 の 後 候 中 筆者 は 特 C 醒 湯 に 比 し 脈 揚 
敷 の 多い と と ( 心 壁 元 進 ) 並 に 服 性 の 細 朋 丸 軟 
弱 に し て 不 等 の 後 は , 臨床 診断 上 重富 し て いる 。 
と これ 無 熱 偉 気 馬 に 認め 得る 旦 著 な る 聞 伏 で あ 
る 。 併 し 中 に は 上 記 の 何れ の 徴候 る を も 示さ ず , 
面 も 元 無 食 然 吐 盛 で 全く 健康 馬 と 見 られ る も の 
で や も , な お 且つ 血液 診断 (Siderozyten 5 に 
ょ よれ ば , 流血 中 に 病 毒 を 沖 厚 に 保有 し て いる 

と が 推定 せら れる の で ある 。 


これ を 要する に 俺 貧 の 臨床 診断 は 極め て 困難 
で あり , 従 つて 臨床 上 題 閉 な る 症 護 を 星 す る も 


の 以外 は , 本 症 の 診断 は 容易 で は な い 。 され ば 
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本 症 の 臨床 的 確 診 は 血液 所 見 に 朝 ら な けれ ば な  . 


ら ぬ と と は 自明 の 理 で あろ う 。 ( 
腫 腫 の 検査 上 臨床 診断 の 補助 法 と し て 直腸 
検査 に ょ り 有 腫 の 存 在 を 検査 す る と と は , 我 
邦 で は 大 正 2 年 3 月 , 臨時 馬 疫 調査 委員 會 < 於 
て 城井 の 邊 験 に 基き 腫 臓 契 大 に 開 す る 俺 染 性 貧 
血 診断 法 に 開 す る 件 を 提案 し , 決裁 され を の に c 
谷 ま る も の で ある 。 涯 本 ・ 武藤 ・ 大 辺 ・ 新 美 (1912) 
に ょ つて 報告 せら れ た その 成績 並 と 結論 を 韓 載 


する と, 1) 侯 染 性 貧血 に 於 て 腫 臓 の 腫 大 する は 
- 事 僅 で ある 。 但し 左記 の 事情 に ょ り 大 差 が ある 。 
2) 新た と 茎 間 し た も の 及び 貧血 の 程度 の 甚 し か . 
ら ざ る 病 居 に 於 て 訪 性 毅 作 し た る も の で は 腕 臓 


概ね 閉 大 で ある 。3) 慢性 の 経 過 と を と る も の 及び 


間 豆 期中 に ある も の は 腫 腫 の 程度 不 害 で ある 。 


4) 貧血 極度 に 人選 し た る 重症 に あつ て は 肥 腫 右 


明 な ら ざ る か 或 は と れ を 鉄 く と と が ある 。 面 し 
倫 と レ て 爽 の 如く 送 べ で いる 。 急 ちあ 上 


て と れ が 結論 


偉 仙 に 於 ける 腫 臓 の 検査 は 念 性 驚 作 の 場合 惑 は 


不明 の 毅 熟 が あり 召 を 抱い た 場合 に は , 少な く 


4Gpko bs を ee 


め 得 べし と 結論 し て いる 。 以 來 我 邦 に 於 て は 本 
症 の 臨床 診断 の 補助 法 と し て 行う 至 つた 。 
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_ Loscmprp (1916) 記 直腸 検査 に 上 D 諾 雅 
肝臓 の 腫 大 装 明 な る を 認め , AN 
後 助 肖 に まで 達し て いた の を 報告 し , WrRrm 
(1917) ぁ 赤 腫 , 腎 の 腫 大 ある を 認め , また FROf- 
NER (1916) る 直腸 検査 で は 腫 種 が 認め 得 べ く , 
腫 腫 は 念 性 で も 慢性 で も 敬 熱 時 に は 多少 閉 し い 
腫 肛 を 示す と 区 べ て いる 。 SCHOULTZE は 本 症 馬 
の 有難 時 に は 直腸 検査 に より 腫 腫 の 有無 を 検査 
する と ょ 誠也 ま し い ょ 指示 レ し て いる 。 

新 く の 如く 本 症 と 有 腫 と の 聞 に は 容 接 な る 闘 
係 の 存する の を 用 知 し 得 べ く , 肌 種 は 本 症 の 各 
病 型 に 必 杖 の 所 見 で は な い が , 臨床 上 少な く と 
る 本 症 の 妊 を 有する 場合 に は , 直腸 検査 に より 
WW CU 
應 は 補 査 すべ き で ある 。 

V. 類 症 鑑 別 

須 師 と 気 血 と を 主 徴候 と し, 柴 故 汰 態 の 不振 
や その 他 , 人 逢 外 に 階 人 す る 諸 徴 候 を 半 象 に 考え を 
れ ば , 本 症 の 診断 上 類 症 躍 史 を 要する 疾病 が 少な 
く な い 。 今 と いい C 今 日 まで 軸 げ られ て いる 疾病 
を 記載 し , 炊 で 本 邦 に 於 て 貨 地上 重要 な る 疾病 の 
み に つ いて 第 釧 上 の 要 貼 を 記載 する と と と する 。 

HEizMANN (1918) は 俺 徐 の 随伴 症 誠 と し て の 
麻 痺 性 腰痛 の 4 例 を 報告 し て いる が , 
例 は 何れ も 407C 前 後 の 高 熱 を 語 し , 後 六 の 運 
動 は 困難 乃至 不能 で あつ た と 移 べ て いる 。 ま た 
SsrEEL (1933) に よれ に だ 本 症 の 其 急 性 の も の で 
は , 臨床 的 に は 腰痛 Lumbago を 思わ し め , 解剖 
悪 的 に は 漠 六 を 娠 わし むる 所 見 で ある と 移 べ , 
又 OPpERMANN (1933) は 炊 に 記載 する 多 敷 の 疾 
病 を 掲げ て いる 。 急 ち 了 性 鼻 靖 , 結 概 , 白血病 , 
亜 作 性 一 次 性 心 奏 弱 ( 拭 張 ), 多 尿 症 , 腰痛 , 寄生 
部 の 重 篤 な 感染 , 特 般 性 慢性 胃腸 カタ ー ル , ピ 
ロ プ ' ラス マ 症 , 比 性 貸 血 (飼養 失 宜 ) 並 に 腫瘍 
牌 を 記載 し て いる 。 ま た KArikrN (1935) は 俺 
答 を 疑 つた 163 頭 に つい て の 弟 察 報告 に よれ ば , 
類 症 路 別 上 注意 昌 0 き 6 の と て 2 次 者 , 便 日 慈 
症 , 胸 疫 , イ ン フ ル ェ エンザ, 血 諾 病 , 麻 韻 性 血色 素 
展 症 及 び ピ ロ プ ラス マ 症 を 員 げ て いる が , とれ 
、 等 の 疾病 の 何れ で も な V 場 合 に は 俺 党 を 考 う べ 
き で ある ょ と 和 本 べ て いる 位 で ある 。SoKorA(1935) 


y 
記 
| 
ha。 由 
1 あー 
剛 し て 。 
ys / 
ML YU 
ue ッ 電 和 






- 病 , 麻 痺 性 血色 素 尿 症 , 


か いる 病 


交 病 , イン フル エン ザ , 縮 斑 


は 俺 貸 の 価 性 型 は 
ピロ ョ プラ スマ 症 か ら 大 
別 す べき で ある と し , な お BAuER (1936) に ょ 
れ ば 特 C 本 症 毅 生 の 初期 に は 上 記 の 疾病 の 外 に 
膳 育 骸 膜 炎 , 膳 水 腫 , 閣 痛 の 作 , 葉 六 , 心筋 炎 , 
腹膜 炎 , 肝 硬 緩 , 肝 膜 瘍 , 腎臓 災 及 び 過 努 等 が 本 
症 と 訓 診 され 易 き を 指摘 し て いる 。Horz(1938) 
は 人 刊 所 の 経過 中 に 精細 に 製 察 すれ ば 各 乏 症 娘 は 
急性 肛 内 と 類似 の 症 汰 を 星 する と 逃 べ , 臨床 症 
状 は ボル ナ 病 の それ と 類 する る も 億 島 の 場合 に 見 
る 騰 炎 症 誠 と ボル ナ 病 と を 確 資 に 司 別 する 標識 
が な いと 延べ て いる 。 彼 の OPPERMANN が 更に 


類 古 鍋 則 上 商 牙 暴 常 , 寄生 上 症 , 結 。 鼻 導 用 


瘍 , 六 交 , 白血病 , 肛 毒 症 , ピロ プラ スマ 症 , 腰 
痛 , 遂 性 腸 カ ター ル , 慢性 心筋 奏 級 , 蛋白 中 毒 
に 因 る 腎 敵 を 除外 すべ し ょ 注意 し て いる 。 Mo- 
RETTI (1941) は 俺 貧 と 診断 され た 1 幼 駒 が , 
解剖 の 結果 は 明か に と 結 桜 病 で あつ た と と を 報告 
し て いる 。 面 じ て 本 例 は 生存 申 俺 任 を 疑 い 特に 
他 の 疾病 ( 硬 日 直 症 , 見 凍 , 結 桜 , 英 位 性 腺 疫 ) 
に 対す る 礁 護 な き 包め , 条 々 俺 倫 の 召 い を 深め た 
と 和 皆 白 し て いる 。 以上 の 外 に ScHurLTZE (1928) 
に よれ ば 胸 拉 , 血 斑 病 , 腰痛 , 災 六 , 寄生 性 貸 面 
( 環 , 硬 日 癌 ), 介 性 多 尿 症 , 慢性 菅 疾患 , 結 桜 
白血病 , 流行 性 春 骨 廊 痺 等 を 束 げ て いる 。 


′ 本 邦 の 報告 の 中 より 類 症 鑑別 に 開 す る も の を 


捨 う に 安 佳 (910) は 俺 貸 の 旋 性 気 血 の 場合 に 
流行 性 膳 春 髄 膜 炎 を , 慢性 型 の 場合 に は 血 斑 病 , 
稀 血 白血病 , 諸 種 内 臓 寄 生 器 に よる 貧血 , 慢性 胃 
腸 障 得 を 難 う べき で ある と 指摘 し , 越智 (1910) 
は 腺 疫 性 内 性 大 膜 瘍 が 偉 代 と 誤診 きれ を た と 逃 べ , 


太田 d914<15) も 赤 内 性 上 腺 疫 と の 鑑別 を 要 す 


る と と 少な か ら ず と 注意 を 喚起 し て いる 。 また 
長尾 は 俺 気 の 自然 病 症 例 の 診断 に 営 り 合併 症 を 
認め , 印 ち 答 性 胃腸 カタ ー ル , 聞 痛 , 介 性 県 カタ 
ー ル , 灸 性 咽 忠 カ ター ル , 腺 疫 な どの 請 疾患 が 
信 企 と 合 倍 す る と と を 認め 近藤 (1925) は 腺 疫 , 
俺 氏 及 び 寄 生 性 動脈 宮 と の 類 症 角 別 を 要する と 
強調 し て いる 。 
と れ を 要する に 俺 條 の 了 臨床 診 入 に 常 つ て は , 

以上 の 如く 新 く 多 敷 の 疾病 を 翌 象 と する 類 症 鑑 
別 を 要する も の で , 邊 地 上 本 症 の 診断 が 如何 に 
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困難 で ある か は , 綿 て の 了 臨床 家 の 意 見 が 一 致し 


て いる と と ろ で ある が が, 今 と いて ScHOLTZE の 
言 を 引用 すれ ば これ は “ 俺 貸 の 症状 が 極め て 織 
化す る "” と 言う こと C 原 因 し て いる と る も 見 人 し 
得る の で ある 。 

以上 の 如く 彼 の 間 類 症 鑑別 を 要する 疾病 
の 種類 に 差 あ る も. 今 億 人 狗 の 臨床 診断 上 特 c 劉 
意 す べき 疾病 を 投げ その 要 中 を 記載 すれ ば 静 の 
如く で ある 。 

内 性 腺 疫 及 び 内 性 膜 瘍 往々 貸 血 し 且つ 
不正 の 交 張 熱 を 示し , 末 栓 性 浮腫 を 見 る が た め 
偽 貸 が 妖 わ れる も , 本 病 で は 展 々 軽度 の 導 痛 症 


状 を 驚 し , 直腸 検査 に ょ より 多く は 大 了 膜 瘍 に 信 知 


し 得る か ら 診 断 比較 的 容易 で ある 。 な お と の 場 
合 は 白血球 増 多 症 (15.000 以上 ) と な る 。 

血 斑 病 高 革 と 血 班 の 殴 生 並 に 浮腫 等 が 一 
見 偉 仙 に 類する も , 血 斑 病 C 於 て は 浮腫 は 何れ 
る 敵 症 性 に し て , 血 玉 赤 粗大 不正 形 で ある 。 な 
お と の 外 に 化 膜 病 電 の 存在 を 認め 得 べ く , 停 貸 
と は 容易 < 小史 し 得る 。 

光 識 漁 の 上 昇 が 億 負 を 娠 わし な る も , 
學 六 で は 沈ま 結 
必 々 皮膚 に 限局 性 炎 性 腫 肛 を 生じ , 時 に は 血便 
を 出し 疾 痛 症状 を 呈し 2, 3 日 で れ る 。 細菌 検 
査 を 行え を ば 容易 に 鑑別 する と と が 出來 る 。 

トリ ババ ノ ソー マ 症 (スル ラ 病 ) 及び ビ ピロ プ 
ラス マ 症 現在 本 邦 に は 存在 し な い が 熱 型 , 任 
血 及び 肛 腫 等 の 徴候 は 偉 仙 に 酷 公 す る か ら , と れ 
化 の 流行 地 で は 億 仁 と の 鑑別 は 穴 易 で は な い 。 
併 し 臨床 上 ズル ラ 病 で は 右 疹 , 汐 巴 腺 の 腫 有 眠 が 
著 明 で あり , 
確 真 な る 診断 は 血液 の 塗 抹 標 本 を 作り , ギ ム ザ 
染色 こよ ょ り 原 剖 の 検出 を 行え を ば 足る 。 

馬 流 産 菌 症 高 泥 の 同 衣 と 心臓 機能 の 異常 


は 俺 貧 に 類似 する も, 弟 張 稽留 常 な ら ぬ 不定 の 


熱 型 ょ 結膜 の 襲 誠 , 四肢 諸 開 節 そ の 他 の 部 位 の 
原因 不明 の 驚 炎 腫 妥 , 白血球 の 増加 (12.000 以 
上 ) 等 が 本 病 の 主 徴候 で ある 。 な お 馬 流 産 菌 の 
検出 及び 血清 診 入 に ょ り 容 上 易く 確 診 出来 る 。 
月 腸 の 寄生 剖 症 本 症 は 多く は 効 駒 を 侵 
し , 柴 礁 悪化 , 條 血 を 毅 し , 無 吉 な る を 通例 と す 
る も , 和 周 虹 蛇 症 の 如き は 時 に は 多少 不正 の 紗 紀 


馬 種 に 於 て は 本 症 の 


膜 の 不潔 潤 紅 乃至 は チア ノー で ゼ , 


後者 で は 結膜 の 臣 染 が 時 閉 で ある 。 


熱 を 示す と と さえ を あり 特に 俺 貸 を 娠 われ る 。 一 


般 に は 照 剖 の 害 は 題 閉 で ある か ら 先 本 病 を 左 . 


2 べき で ある 。 甘 便 を 検査 し 部 男 を 検 軸 すれ ば 
診断 確 貸 と な る 。 

以上 の 如く 佑 盆 と 逢 娠 別居 する 疾病 
く , また 他 の 疾病 と 合併 伏 在 し て 症 訴 を 複雑 化 


_ す る 場合 も 赤 少 く な い 。 従 つ て 臨床 上 と の 矯 を 


確 然 と 診 記 す る 入 め に は , 先ず 以 て 血液 鐵 細 胞 
の 検出 に 角 ら な けれ ば な ら な い 。 


VI. 線 後 及び 強 後 判定 
“ 信 條 の 贅 後 は 甚 だ 好ま し く な い ” と 言 つ た 
MoHrER (1909) の 言 を 借り る まで も な く , と れ 
は 一 般 の 常識 と な つて いる が , 温帯 地方 繋 養 の 
完全 治 疹 は 現今 未だ 也 み 得 
な い 現 其 で ある 。 高度 の 敗 血 性 病 型 の ゃ の や 展 
履 回 角 反 復 す る 所 調 進 行 性 病 型 の 了 後 は 調 う ま 


で も な く 不 良 な り と 断 ま べき で ある 。 と れ に 反 


し 癌 作 同 師 す る も 病 釣 軽度 な る 一 聞 性 病 型 $ の 






や , 丸 党 作 回 由 せ ず 外 彰 上 病 徴 全 く 消 散 し て 潜 。 


伏 性 と な つた も の で は , 外 痢 健康 に し て 演 年 用 
到 は 終生 益 役 に 耐え , 完全 販 復 と 誤認 され る と 
と さえ ある 。 され ば 本 症 は 誤 症 時 に 於 ける 牧 後 
の 制定 末 難 な る の みな ら ず , 病 毒 保有 周 が 何時 
帝 症 する や 符 や 特 来 の 了 測 は 募 し 不可 能 な り と 


言う べき で ある 。 


熱 経過 と 強 後 と の 開 係 . 初 回 の 高熱 義 作 
を 以 て 直 に 後 後 の 不良 を 断定 し 得 ざ る も, 高 燈 


ィ 


持 績 短く ( 敷 日 ), 奏 弱 軽く 柴 槍 の 本 を え ざ る も の 


は その 除 後 は 良 で ある 。 短い 間隔 を 以 て 高熱 の 
再 華 を 見 る も の は その 和 了 後 は 不良 で ある 。 稀 に 
は 表 日 に し て 敗血症 の 症 汰 で 難 死 の 甲 忠 を 見 る 


ふも の も ある 。 贅 症 の 同 瞬 頻 築 な る 例 で は , 言う 


まで も な くそ の 和 勿 後 は 不良 で ある 。 

脈 捜 敷 を 翌 象 に 見 れ ば 上皇 敷 60<70 以上 の 
も の は , その 和 了 後 は 概ね 不良 な り と 見 る べき で 
ある 。 以上 の 外 に な お 出血 性 腸 基 を 伴う も の は 
除 後 不良 な る も の 多く , 且つ 劇 役 は 和 後 を 不良 


な らし め る 誘因 と , な り 得 る は , 太田 (1915) が 多 


に 逃 べ て いる 如く 今日 で は 周知 の 事 夏 で ある 。 
本 症 の 色 後 は 大 方 以上 の 如く で ある が , 一 過 


性 病 型 久 は 耐 刀 性 病 弄 人 







する に 至れ ば 外 制 上 全く 局 復 を 龍 う も の で あ 


る 。 然し 眞 の 仮 復 は 本 症 に は な いと 見 る べき は 
勿論 で ある 。 


YE. 経過 及び 弊 死 率 


佑 負 の 経 過 は 病 型 に より 異な る も , 綿 括 的 に 
は 概して 慢性 に 理 る 赤 過 を と る も の で ある 。 
CARRE et VArLE に よれ ば 条 性 の 綴 過 を と る 
敗 血 性 病 型 の も ゃ の で は 5<15 日 の 間 に 負 死 し , 
その 内 最も 多 敷 を 占め る も の は 98 日間 の 総 過 で 
ある と し て いる 。 また 初回 径 作 に 引 績 き 再 肖 す 
る も の で は , 時 に は 敷 時 間 乃 至 敷 日 の 弘 過 で 難 死 
する 。 所 調 慢性 の 経過 と を と る も の の 大 多 敷 は 最 
る 履 難 死す る る の で ある が , 白く 死 の 韓 由 を 
と る も の は 寺 《 答 性 衣 作 の 継 過 中 の と と も あり , 
また 区 第 に 気 血 極度 に 達し 全く 全身 論 弱 の 結果 
な る も の と が ある 。 断 か る 病 型 の も ゃ の で は 1 2 


_ 下 は 4 ヵ月 を 要する と と が ある と 和 基 べ て いる 。 


、 我 邦 に 於 て も 賞 て 狙 狼 を 極め た 明治 年 間 の 報 
告 に よる と 重症 例 は 7 日 以内 で 難 れ る と 言い ( 武 


_ 藤 》, また 佐々 木 ・ 城 井 (1908) に よれ ば 急性 期 の 


も の で は 5~18 日 以内 で ある と 稀 す る 。 と れ 等 
の 報告 は , 何れ も 急性 の 経過 を と る 敗血症 訴 の 
も の で ある 。 また 所 調 慢 性 の 縫 過 と を と る も の で 
は 敷 ヵ 月 乃至 年 倫 に 奄 り , その 問屋 < 功 作 を 反 
復 し , 名 死 する も る の ある は 和 吾 人 の よく 知る と と 
ろ で ある 。 ScmorTzE に よれ ば 本 症 の 継 過 は 極 
め て 莉 々 で あり , 敷 ヵ月 又は 青年 に 及び 死 の 還 


記 を と る の が 普通 で ある と 稚 し , また 同氏 は 人 


工 感染 例 に 於 て 14 ヵ年 間 に 理 0 Virus を 保有 
する も の が あつ た と ょ と 逃 べ て いる 。 また 日 本 馬 疲 


調査 報告 に よれ ば 5 ヵ年 間 と 記載 し て いる 。 以 


上 の 交 献 と 微 す れ ば 本 症 の 病 毒 の 毒性 が 如何 に 
不定 性 で , 本 症 の 維 過 が 如何 tc 慢性 的 性 質 の も 
の で ある か ゞ 乃 わ れる 。 

更に 幼 駒 の 経 過 こ に つい て 記載 する に OppPER- 


MANN (1933) に よれ ば , 念 性 型 で は 政 血 性 腸 交 


で 1^ ム 2 是 で 解 死 する と と が 稀 で ご は な い 。 また 


病 毒 保有 の 潜伏 作 の 幼 胞 で は , 暑熱 舞 侯 や 較 送 


の 場合 に 懇 温 急騰 し 1 て 3 日 後に 死す る と と が 
ある ょ と 好 べ て いる 。 な TRAUTWprN (1940) 
に ょ よれ ば 俺 貸 幼 駒の 紀 は 旋 性 虚 脆 KKatastro- 
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phale の 型 で ある と 涼 べ , 且つ 同氏 が 観察 し た 
31 頭 の 俺 貸 幼 胸 中 9 頭 は 3 て 15 日 で , 5 頭 は 
3…7 週 で 負 死 し , 他 の 17 頭 は 所 調 慢 性 型 に 移 
行 し た = 報告 し て いる 所 か ら 見 る も, 綿 敷 の 
45 多 は 新 様 ヒ 管 性 の 旨 に よろ も の で ある と と 
が 郷 わ れる も の で ある 。 

と れ を 妥 す る に 敗 末 症 型 の ちの で は 粗 日 (3 
日 ) 作 至 2 週間 前 後 で 芽 死 し , 初回 語 作 に 炊 で 
再 狼 する 唱 徐 性 の ゃ の で は 2^3 週間 の 内 に 玩 
に 甲 本 する を 常 と する 。 また 慢性 の 総 過 を と り 
再三 反復 商 症 する 進行 性 病 型 の も の で は , 融 ヵ 
月 乃至 年 人 に 評 る も る の で その 間 履 々 病 機 聞 張 し , 
途 に は 特異 の 貧血 症 其 に 陥 9 多く は 奏 層 し て 仙 
れる を 通例 と する 。 ( 
本 病 の 完全 治 疹 は 未だ 密 み 得 な い 。 従 て 一 般 
に は 参 後 不良 の 概念 で ある 。 然し 上 厳密 に は 病 弄 
を 習 象 と すべ き も ゃ ので, 念 性 の 経過 を ェ と る 敗 箇 性 
病 型 と , 展 々 同 訪 し 病 鞭 炊 第 に 悪化 する 進行 性 
病 型 の 2 型 は , 双 後 は 正しく 不良 と 言う べき も 
の で 後 稼 する 今 死 率 が それ を 裏書 する も の で あ 


- る 。 と れれ に 反し 一 過 性 に 疑 過す か る も の や 又は 耐 


員 性 の 病 型 で は , 病 毒 を 保有 する に 拘わら ず 多 
く は 怒 過 良 好 で ある 。 面 し て と れ 等 は 外 製 上 全 
健康 で 永年 涯 役 に 耐え 得る る の で ある 。 新 様 
に 疑 過す る も の が ある か ら 無 芝 病 馬 は 勿論 , 敬 
症 馬 の 除 後 判定 は 葉 に 基 床 検査 の み で は 極め て 
困 氏 乃 至 は 不可 能 で ある か ら , 出来 る だ け 血液 
検査 成績 を 指針 と する こと と が 盟 ま し い 。 

目 死 率 本 病 の 釧 死 卒 は その 病 型 に より 又は 
抽 候 風土 に より , 牙 は 飼 枚 管理 な どの 人 劉 的 環 
弄 に より 一 様 で は な い が , WRieHr (1925) に ェ 


_ 邊 ば 区 ん ど 100% の 凌 死 奏で あり , 健全 眞 に 伯 


復 す る る の ある も それ は 極め て 稀 で ある と 逃 べ 
て いる 。 ま た MAck (1909) は 90 ェ 報告 し , 
IMOHLER は 75 で あつ た と 言い , VAN ES は 90 
と 100 多 に 見 る ェ と 逃 べ て いる 。 我 攻 で る 本 症 の 
流行 搬 狼 を 極め た 明治 の 未 頃 に 於 て 武藤 (1908) 
は 45 頭 中 28 頭 幣 死 し , 所 調伏 復 馬 は 僅 に 17 頭 


- で その 名 死 牽 は 62 を と で ある と し , ま た 佐々 木 ・ 


城井 (1908) に よれ ば 40<70 め , 大 塚 (1909) に + 
れ ば 60<70 須 と 報告 し , 太田 (1914) は 25< て 40 
と し て いる 。 林田 に よれ ば 272 頭 中 (内 再 遂 48 
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頭 を 含む ) 89 頭 損 革 し , その 比率 は 32.7 で 
あり , 長尾 に よれ ば 克 症 語 の 約 60% は 後 後 不 
良 で その 件 敷 は 1 ヵ月 以内 に 死に 軸 星 せる も の 
で あろ る ょ 区 べ て いる 。 また 葛西 ・ 小 倉 ・ 佐 藤 及 
び 筆 者 (1931) 等 の 例 で は 45 例 中 症 例 は 31 
例 に し て 内 17 例 は 箇 性 衣 症 に ょ り 負 死 し , 他 
の 2 例 は 奏 弱 死 並 に 痛 痛 死 で ある 。 な 怠 幼 駒の 


- 急性 例 の 第 死 卒 に つき WRlcHrT に + よ れ ば 45 多 


に 常 る 経験 を 報告 し て いる 。 日 本 内 地 よ り 喜 潮 
と 移入 し た 融 百 頭 の 馬 妖 (3 歳 馬 ) に 本 症 が 流行 
し , 30 C 及 ぶ 釧 死 を 出し た こと が ある 。 

以上 の 報告 を 線 括 すれ ば 如何 に 本 症 の 珠 後 が 
不良 で 負 死 に 韓 師 する も の の 大 な る か が 用 い 得 
る の で ある 。 


と れ 等 俺 貸 死 の 玩 因 に 開 し pg Kock (1925) 


の 解説 を 紹介 すれ ば 慢性 型 の 死に 連 ま る に は 時 


液 質 が 特徴 で あり , 本 症 加 馬 は 最終 の 急性 若 作 


に ょ より 死 する が 展 々 究 に よる 死 も ある と 本 べ 
000 各 

高熱 持 績 と 興 死 と の 関係 林田 915) の 
舞 窒 にょ れ ば 18 ヵ月 の 間 に 解 死 し た 16 頭 に つ 
き と の 由 を 整理 する に , 高熱 持 貫 期 間 は 最長 63 
日 , 最短 7 日 在 均 18.9 是 で あつ た 。 併 し 63 
日 の 1 例 を 除外 すれ ば 最長 34 日 , 最短 / 日 で 
示 均 16 日 と な る 。 と れ 等 持 績 せる 高熱 は 則 て 
40"C 内 外 で 死に 至る まで 高熱 持 績 せる も の が , 
鑑 下 前 1<2 是 目 より 虚 胸 角 光 を 示せ る も の が 
鑑 死 馬 の 約 1/3 に 認め 得 た と 夢 べべ て の る 。 


VIHi. 俺 黄 と 著 殖 と の 職 係 


借 筑 が 蔵 殖 に 及ぼ す 逐 響 の 箇 大 な る と と は 区 . 


に 本 症 が 新 具 の 注目 を 惹く に 至 つた を 営 時 ょ り の 
と と て で あろ る 。 彼 の CARRE et VALLEE の 報告 の 
中 に も , 既 娠 馬 が 履 々 流産 する と と を 記載 し て 
ぬら ぅ る 。 ScrurrzE (1928) が 本 疾 の 合併 症 の 一 
つと し て 流産 を 史 げ , また OPPERMANN に よれ 
ば 慢性 症例 と 蔵 殖 司 と の 開 係 で は 流産 早産 の 例 


補 仔 馬 の 沿 死 が 多く , と の 際 細 菌 性 病原 衣 は 第 


二 爽 交 役 因 を 演 ま る と ェ 舌 べ て いる 。 ANDRIEV- 
SKIi (1940) も 俺 質 が 流産 の 原因 を な す ょ 報告 
レ , TRAuTWEIN (1940) も 赤 億 貧 母 馬 は 履 々 流 


産 す る と と を 逃 べ , 芋 つ 病 毒 保有 の 母語 より 生 


_ 才 さ れ た 仔馬 は 生活 力 が 虚弱 で ある と 指摘 し て 





いろ 。 面 し て 同氏 の 例 で は 29 頭 の 人 午 気 妊娠 馬 
中 9 頭 が 流産 し た と 言 2。 No ! 
また 我 邦 に 於 て も 佐藤 (1927) は 著 殖 牝馬 の 
潜在 性 億 括 馬 ょ り 生 産 せ る 仔馬 4 頭 の 河 命 に 
つき 持 察 し , と れ 等 の うち 3 頭 は 俺 條 で 解れ , 
他 の 1 頭 は 肺炎 で 貞 死 し た と 言う 。 更に 同氏 
(1928) は 俺 気 総 過 馬 2 頭 , 現 症 の 刊 狗 母 馬 13 
頭 よ り 生 才 し た 仁 馬 13 頭 を 3 上 蔵 の 8 月 まで , 母 
馬 別 の 呈 乳 以外 は 感染 の 機 寅 を 尋 を ん ず 飼 杖 し 
長期 間 装 察し た る に , と れ 等 の うち 6 頭 は 敬 症 
レ 3 頭 は 疑 症 の 症状 を 攻 し , 他 の 4 顕 は 健康 で 
あつ た と 報告 し て いる 。 その 後 右 丼 941) は 
東北 5 陵 と 北海 道 に 於 て 本 症 の 皿 症 周 と し て 法 、 
規 に より 殺 虎 分 に 附 し た 停 貧 牝馬 291 頭 を 材料 
に , 本 症 と 若 殖 障 刀 と の 開 係 に つき 調査 し だ た が, 
と れ 等 の うち 受胎 馬 は 165 頭 (56.7%) で あつ 
だが, と の うち か ら 流 産 馬 は 寅 に 31 頭 細 生 し , 
その 百分比 は 受胎 馬 の 18.8 多 で ある 。 双 生産 任 
馬 の 鍋 死 頭 敷 は 25 頭 に し て 産 胸 の 18.7 時 は 生 
産 損失 で あつ た と 言う 。 と れ よ り 先 き な 訪 佐藤 
(1922) は 俺 所 馬 の 受 胎 困難 な る 理由 と し て 卵 集 


の 邊 質 的 織 化 の 合 生 する を 報告 し て いる 。 印 ち 


卵 業 質 内 に 出血 し 或 は 血管 は 給 任 し て 血行 杜 
絶 の 結果 が , 延 て は 冥 質 の 鞭 縮 又は 消 大 を 招き 
海 可 汰 に 絆 まる が 久 め で ある と 説明 し て いる 。 
TRAUTWEIN も 赤 と れ と 略 々 同様 の 観察 を 行 
い , 俺 負 に より 殺 諾 分 せら れ た だ る 母語 の 幼 駒 普 
C 胎 見 に つき 検査 し て いる 。 と れ 等 の 母語 は 全 
部 急性 又は 亜 介 性 俺 旬 の 定型 的 な 臨床 症 匠 並 に 
血液 絡 化 を 示し た と 言う 。 また 同氏 は 送 附 胎 見 
25 例 の 母 馬 に つき 了 臨床 検査 を 行い た る に , その 
中 に 高熱 華 症 馬 2 頭 を 摘 底 し 得 た と 鞍 べ て いる 。 
娠 馬 の 税 症 も 赤 少 な か ら ぬ も の で , 前 区 の 
如き 流産 の 多く は 本 症 の 腔 定 に よる 結果 に 外 な 
ら な いで 己 は 熱 殴 中 また は その 直後 と 流産 する 
も の で ある 。 義 症 も 分 書 前 の ゃ の 又は 分 太 後 毅 
症 す る 場合 も あり , か いる 例 を 筆者 も 展 々 綴 験 し 
て いる 。 従 つて 流産 の 原因 を 探索 する c 営 り 細 
菌 事 的 検査 は 勿論 の と と, 所 詩 原 因 不 明 の 流産 と 
見 ら る いも の に と 於 て は 特に 俺 條 と の 開 係 を 一 鷹 
考慮 し て , と の 還 を 聞 明 する と と が 肝要 で あろ o 』 
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、 仔馬 の 俺 沼 俺 所 が 老 幼 牝 牡 に 開 係 な く 感 


染 す る と と は 今更 和 多 べ る まで も な い が , 衝 て 幼 
販 に 於 て も 赤 そ の 緒 生 が 少く な いと と は 人 の 知 
る と と ろ で ある 。 本 邦 に 於 て も 仔馬 の 俺 貸 は 馬 
商 調 栓 委員 食 の 調 樺 研究 の 肝 象 と な り , 叶 重 及び 
仁田 (1912) は 病 母 馬 の 産 陶 は 病 赤 を 保有 する の 
みな ら ず , 不良 の 衛生 汰 態 に 林 刀 すれ ば 次 症 す 
る と と を 知る べし と 結論 し て いる 。 また だ その後 
大 塚 (1912) は 俺 気 馬 と その 仔馬 と の 開 係 に つき 
各 方 面 か ら 調査 研究 し た 結果 , 本 症 病 馬 の 全 馬 
は 俺 作 仔 馬 で ある と し , 病 馬 に 附 階 し た 幼 駒 の 


大 多 敷 は 病 毒 保有 者 印 ち 感染 者 な り と 結論 し て 


いる 。 TRAUTWEIN (1935) は 役 が 総 験 し た 1 て 
1.5 歳 の 幼 駒 の 俺 貸 の 爆 衣 例 を 報告 し て いる 。 町 
ち 1935 年 の 早春 の 放牧 で は 全 31 頭 が 一 見 健康 
で あつ た が , 7 月 中 旬 に 話 て 2 頭 の 仁 馬 が 極め て 
短 時 間 だ け 尊 痛 症状 を 呈し た の み で 本 症 で 葉 死 
し た が , その 病理 組織 克 的 検査 の 結果 俺 貸 = 診 
断 し た 。 面 し て 本 症 の 芝生 後 は 人 杖 管理 一 般 に 
於 て 合理 的 に 虚 置 し た に も 拘わら ず , 最初 の 負 


- 死 より 4 週間 以内 に 幼 駒 全部 が 胡 熱 し , その 中 


3 頭 は 茸 死 し た と 言う 。 か いる と と は 成 馬 の 俺 
貸 に 言わ れ て いる 事 宜 , 即ち 放牧 中 の 人 刊 所 俺 播 
は 含 飼 の 場合 と は 反 敵 に, 閉 し く 速 か に 超 る と 
され て いる 事 を 敬 に が て も 認め 香る も の で あ 
る と 基 べ て いる 。 

本 邦 に 於 て も とれ と 同様 の 爆 洪 例 は 玲 日 本 領 
土 で あつ た 喪 満 喜 四 州立 后 里 馬 産 牧場 (1941) に 


於 て , 上 螺 の 特に 多い 盛夏 の 候 に 原因 不明 の 熱 


浅 幼 駒 多 敷 肖 生 し, 且つ 相 営 の 貞 死 を 見 た が 小 條 
喜 佐 交 郎 博士 が 宣 地 に 調査 し , その 結果 幼 胸 の 
優 招 と 診断 され た 。 その 後 と の 爆 滞 例 は 同 州 開 


係 職 員 鈴 木 (1942) に ょ 0 報告 され て いる 。 な 


お 昭和 17 年 7ー9 月 に 互 り , 喜 満 絶 菅 府 新 化 
種馬 牧場 ( 裏 南 州 ) に 内 地 よ り 移 入 し た 2 歳 ( 一 
部 は 3 歳 ) 幼 駒 310 頭 中 , 約 50% が 腺 疫 の 
流行 後 1 ヵ月 足ら まし て 爆 華 的 に 本 病 に 編 思 し 
た 。 面 も 充分 な る 慎 症 療法 を 施し た の に も ゃ 拘 わ 
ら ず , 約 2 ヵ月 間 に 120 頭 に 達する 多 敷 の 幼 駒 
が 損耗 し 大 損害 を 芝 つ た と と は , 今 な ち 記憶 に 


新た な と と ろ で ある 。 断 く の 如く 幼 駒 の 俺 貸 も 


成 馬 の そ れ と 何等 異 る と と な く 以 病 毅 症 する ゃ 


> な り , 有 眼光 を 人 矢 び , 
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の で , 特 c 集 園 育 成 に 営 る 厩舎 並 に 放牧 地 に 於 


て は 充分 な 警戒 を 要する も の で ある 。 

症 区 幼 駒 の 症 汰 も 赤 成 馬 の そ れ と 同様 に 
レ て , 義 症 時 に 於 て は 柄 漏 40C 以上 に 上 昇 し , 
其 し き は 42ZC の 高温 に 達する 場合 が ある 。 併 
し 前 記 の TRAOTWEIN に よれ ば 幼 駒 で は 有 熱 と 
移す る は 39C を 指す と 区 べ て いる が , 遍 熱 時 
の 下 均 内 温 は 405*C で ある が 時 に は 42C の 如 
き 高温 と な る 場合 が あつ た と 言う 2。 

臨床 所 見 中 最も 題 義 な る も の は 食 倫 革 盛 に し 
て 濃厚 飼料 を 充分 搬 る に 拘わら ず , 生 杖 訴 是 と 
れ に 伴わ まし て 低下 し 時 え 襲 症 し , 外観 上 一 見 
健康 を 失 う も 脆 力 が 加わ り 痩 久 し て 被 毛 粗 岡 と 


描 す る も の が ある 。 緒 膜 の 状 の 如き は 成 馬 の 
それ と 同様 で ある 。 TRAUTWEIN に よれ ば 名 死 
例 に は 畔 度 乃 至高 度 の 下 導 が あり , 丸 狐 痛 症 訴 
を 呈す る も の も ある と 逃 べ て いる 。 な お OPPER- 
MANN に よれ ば 幼 有 駒の 俺 気 は 敗 碧 性 腸炎 septi- 


sche Darmentztnduns の 像 で 継 則 する も る の が 


稀 で は な いと 言う 。 筆 莉 の 例 で は 幼 駒 の 偉 貸 は 
光 巴 腺 の 腫 大 する 例 が 成 馬 に 比 し て 多く 芋 つ そ ぞ 
の 程度 $ 赤 明 了 馬 で あつ た 。 

細 混 及び 坦 踊 幼 胸 の 人 健 の 過 に つき 
TRAUTWEIN の 病 例 に よれ ば , 31 頭 の 病 例 中 9 


頭 は 3~15 日 の 間 に 身 れ ,5 頭 の 総 過 は 悪 性 で 


3 へ 7 週間 績 き , 他 の 17 頭 は 熱 曲 線 か ら 見 て 慢 
性 型 俺 仙 に 移行 し た と 言う 。 更に 同氏 は 4 ヵ月 


に c 古 る 規則 的 骨 温 検 光 を 行 つ た の に , か いる 慢 


性 型 の 幼 駒 で は 3 て 6 回 の 熱 縮 が 一 般 C 見 られ , 
ある 1 頭 で は 39<41.5?C で 11 回 藻 作 を 回 昌 せ 
る も の が あつ た と 迄 べ て いる 。 とれ を 要する に 
幼 駒 の と うし た 経過 は 々 で ある と と が 狗 い 得 
る の で ある 。 

な ちち OPEERMANN が 言う 敗 析 性 腸炎 の 場合 で 
は , 総 過 は 1 へ 2 日 で 負 死 の 韓 忠 を と る と と が 
交 で は な いら が, 洪 伏 型 の も の で も 2^3 歳 の 幼 
了 欧 が 酷暑 の 師 や その 他 の 場合 に , 骨 温 上 昇 し 1 
3 日 の 経過 で 難 死 の 電 > 眠 を と つた も $ の が ある 
と 区 べ て いる 。 


ITX. 俺 賀 と 特 策 性 病 奨 と の 開 係 


本 症 が 種々 の 疾 病 素因 と し て 重要 な 意義 を 有 


歩 様 不 確 宮 に し て 後肢 の 動 
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する と こと は 今更 総 称 を 要 し な い が , OPPERMANR 
が 特に 指摘 し て いる 如く 偶々 特 芝 性 疾患 に より , 
偉 負 の 継 過 や その 程度 が 著しく 逐 響 され る と 注 
意 を 喚起 し て いる 。 と の 意味 で と の 項 を 掲げ 特 
に 寅 地 家 諸 氏 の 参考 に 供する も の で ある 。 

貸 血 高度 に 達 す れ ば 血液 冶 固 性 の 減少 を 來 す 
と と は 周知 の 現象 に レ し て , CARRE et VALLEE 
(1906) が 堂 時 皮 に 次 の 現象 に 就 て 述 べ て いる 。 
即ち 本 症 上 患 計 が 事 履 に + り 又は 手術 を の 他 の 目 


的 に より 故意 に 出血 を 見 た る 場合 に は , 止血 は 


展 々 大 に 困難 と な る 。 また 如何 に 小 な る 創傷 で 
2 に 0 が WSE SN に 
了 授 べ て いる 。 

今 と の 種 の 文献 を 見 る に 宰 野 ・ 高 橋 (1908) が 
愚 性 貸 血 の 題 の 下 に 報告 し た 記録 に よれ ば ,5 蔵 
駿 馬 の 去 寺 後 に 上 区 カ ター ル の 症 護 を 時 せる も の 
が , これ を 契機 とし て 俺 貸 症 訴 現 われ 衣 湯 39.7?C 
脈 揚 敷 64, 呼吸 敷 16 を 算 を , 歩行 忠 鷺 の 症 湊 
を 示し た と 言う 。 ま た 志賀 (908) の 綴 験 例 で は 
貸 高 度 に 達し , 栄 槍 低下 し , 皮膚 の 弾力 も 赤 
減少 する に 至る と 血液 の 北 ク 固 欄 の 減少 と 相 侯 つ 
て , ナ 蝶 の 吸血 に ょ る 出 血 さ を も 正 血 し 難く , 
入 め 鮮血 青 草 を 染め る に 至る と と が ある と 言 
つて いる 。 更に 宮西 (1934) に よれ ば だ 次 症 中 
(329.0?C,。 P.78) の 5 蔵 牝馬 が 高度 に 作 面 し , 可 
脱 粘 膜 に は 礎 粒 大 か ら 指 頭 大 に 及ぶ 義明 な る 血 
斑 及 び 有 出血 を 伴 つ た の で ある が , 該 患 馬 が 突然 
際 具 孔 よ り 団 滴 状 に 出 枯 し, 了 芋 つこ れ が 稀 導 水 
様 で あつ た と 欧 べ て いる 。 「 

筆 著 も 最 近 , 大 装甲 用 の 手術 を 行 つ た 2 頭 


- の 慎 馬 が , 術 後 間もなく 40"C 前 後 の 高熱 を 績 


し , 上 豚 捜 敷 60 前 後 を 算 し , 明瞭 な る 俺 貸 徴候 
を 示し た の で ある 。 即ち 第 1+ 例 は 6 ヵ月 に 理 る 
加療 中 に 4 同 の 深作 を 見 , 流血 中 に は Siderozy- 
ten の 移し き 出 現 と 明 剛 な る 消長 を 見 た ほど で 
ある 。 第 2 例 は 手術 後 の 党 症状 明 で 未 期 に は 一 
般 状 態 の 不振 は 勿論 の こと 貧血 高度 , 高熱 , 心 
怪 元 進 し 卒 に は 再 超す る に 至ら ボ , 防疫 上 の 見 
地 か ら 殺 席 分 に 附 せ られ た ほど で ある 。 怒 過 並 
に 韓 幅 は 新 く の 如く で ある が と れ 等 の 2 例 は , 
何れ も 手術 前 に 血液 検査 し Siderozyten 陽性 と 
知り つい 手術 を 致 行 し た 病 例 で ある 。 こと れ 等 の 





少 例 は 了 的 に は 純然 た ち 手術 の 時 影響 に よる 例 


_ 身 症状 を 赤 分 考慮 する も , 帝 熱 の 程度 と 一 般 秩 


態 の 不振 は 流血 中 の Siderozyten の 敷 と 本 質 的 
開 係 が ある と 解す る の が 魏 営 で ある 。 

新 か る 結果 ょ り 楽 まる も 特に 相 堂 の 手術 的 廣 
四 を 加 を る 場合 に 於 て は , 術 前 に 偉 作 の 有無 並 
に その 程度 に つき 検査 し , 慣 重 な る 態度 の 下 と 
本 症 の 義 定 を 称 測 し て 薄手 する と と が 望 まし い 
と と で ある 。 [ 

X。 運動 能 と 使役 能力 あの 賠 係 
優 貧 司 の 運動 機能 が 障 得 さ れ 役 用 能力 の 低下 
を 沙 す と と は , 上 凡 に 本 症 が 馬 疫 と し て 注目 され 
ーー 
の ー つ で ある 。 

- 到 血 症 の 病 型 に し て 今 性 の 綴 過 と を と る も の に 
於 て は , 運動 機能 の 障 旭 は 明 腰 で 房 内 に 於 て す 
ら , 患 馬 は 忠 鳴 踊 呈 歩 粒 で ある 。 後 騙 を 擦り 合 
せ た り , また 同一 場所 で 足 踏 の 師 め , 位置 移動 
は 困難 で 可 成り 著 明 に 左右 に 動 卑 し , 横 釣 す れ 
ば 展 え 起立 困難 で ある と と な どら は, 既に 彼 の 
OsrERTAG (1890) の 観察 の 中 に も 見 られ る と と 
ろ で あろ る 。 CARRE et VALLEE が 患 馬 が 致死 交 6 
経過 と を どる 場合 に は 運動 機能 障 得 が 増加 し , 後 
世 の 臣 性 麻痺 現われ 途 に 患 馬 が 召 れ る も の で あ 
る ょ ェ 涼 べ て いる 。 OpPPERMANN が が ょ る 症 故 を 
血液 好 ち 酸素 供給 仙 逐 の た め 筋 肉 夫 働 は 昆 響 せ 
られ , 従 て 疲 レ し 耳 つ 敬 汗 容易 こと なり , また 高 
度 の 貧血 の 含め 後肢 の 理 弱 並 に 張 捉 を 來 す と 説 
明 し て いる 。 我 邦 の 研究 者 も $ 赤 本 症 の 和敬 生 以 來 


_ 重要 の 後 侯 と し て 腰 あ る を 認め と れ を 記載 し 


て いる 。 武藤 (1908) の 報告 を 初め 諸氏 の 報告 

を 一 括 す れ ば 歩行 員 路 と な り , 背 腰 部 の 指 歴 に 
翌 す る 反 鷹 は 著しく 減少 し 或 は 油 滅 し , 歴 細 印 
及 の 敏明 及 で あろ る と は 諸氏 の 一 致す る と と ろ で 
ある 。 特に 長尾 (1920) に ょ よれ ば 接種 偉 貧 周 の 
縫 過 中 に 突然 に 後 騙 の 不 陸 と な り を た る も の を 市 
柱 せ る に , 毎 同 霊 明 な る 内 部 出血 を 傘 うと と を 
息 見 し 且つ 該 恨 購 の ご そ に つき 詳細 な る 徐 査 を 


行 つ て , 腰部 に 於 ける 脊髄 硬 膜 外 に 包 装 な る 有 出 


血 軍 の ある を 見 た と 報告 し て , 上 逃 の 所 調 旧 導 
を 説明 9 で もい の る 








最近 石井 須川 (944) が 腰 拉 を 詩 微 と する 
8 頭 の 患 馬 に つき 臨床 及び 病理 組織 移 的 検査 を 


行い , その 内 2 頭 は 慢性 に 経過 し た 進行 性 人 刊 貸 


(貼る も の で ある と と を 間 明 し 得 た と 報告 し て 
いる 。 白く の 如く 本 症 馬 の か いる 後 駐 動 搭 の 徴 
師 は 上 逃 の 如き 病 角 が 主 醒 で ある と の 説明 が 一 
應 大 方 の 首 衣 を 得 て い る よう で ある 。 

_ 役 用 能力 俺 気 馬 の 役 用 能力 の 低下 する と 
と は 既に 周知 の 事 冥 で あり , 有難 時 は 勿論 の と 
ょ 無 熱 時 と 台 る , 畔 役 を 課す る の み で も 比較 的 
早く 幾 汗 し 且つ 呼吸 敷 増加 し , 心性 元 進 し 疲 替 


の 後 明 腰 な る と と は 上 に 斉 告 の 項 で 記載 し た 如 


く で ある 。 SrgrN (1935) に ょ よれ ば 有 半 と 使 
役 す れ ば 履 々 還 倒 し , 区 で 解 死 する こと と あり と ェ と 
述べ て いる 程 で ある 。 『 

また 小倉 (1944) は 信 て 軍 計 の 俺 気 馬 に つい 
て その 役 用 能力 を 同 民 の 創 和 に な る 項目 に つい 
て 試験 し た 結果 に よれ ば , 耐 刀 病 型 の 俺 貧 馬 は 


_ 殆 ん ど 健 康司 同様 の 能力 を 示す も , 使役 後 の 避 


復 昌 延 し , 中 に は 熱 毅 作 を 呈す る 計 も 出る 状態 
で ある と 記載 し て いる 。 


XI. 偽 條 の 所 調 快 復 ( 耐 過 ) 
本 症 の 久 劇 な る 高熱 敬 症 ある に 拘ら ち ホ , 還 司 


の 柴 養 隊 旨 の 比較 的 少 い の は 本 症 の 一 財 性 病 型 


の 特徴 で , 他 の 俺 楽 病 と 異 る 一 つの 農 で ある 。 
また 人 恨 含 柴 養 が 衣 作 時 に 減損 する も , 濃厚 飼 
料 を 増加 し て 飼 枚 し 休養 しめ れ ば , 多く な は 柴 
故 比 較 的 速 か に 復 する も の で と の 幅 も 赤 他 の 
俺 染 病 に 比 し , 件 か に 速 か で 特徴 的 と も 和 し 得 
る も の で ある と と は 的 C 柴 礁 状態 の 項 で 一 庵 述 
べた 所 で ある 。 仙 養 を 充分 に し 長期 に 奄 り 休養 
させ る と 心臓 の 奏 弦 稀 態 は ある 程度 心筋 の 代償 
性 肥大 に ょ り 0 好 較 する と と は 上 に OPPERMANN 
が 逃 べ て いる 如く , 臨床 家 の 能 く 知 る と と ろ で 
ある 。 と れ よ り 先 き 武藤 ・ 大 塚 (1911) と 依 れ 


ば , 坂 復 馬 な る ゃ の は その 血液 中 に な お 病 毒 を 
含有 し , と れ を 健康 馬 に 接種 すれ ば 必 ま 衣 症 す 


る 。 所 主 病 毒 保有 馬 と 移す べき も の で , 未だ と 
れ を 皿 の 伯 復 と 見 克 す 能 わ ざ ろ も の と すら も 一 
貞 症 炊 消 散 す れ ば 久しく 病 徴 を 時 せま その 柴 杖 


元 無 , 肉 付 等 外観 は 何等 健康 馬 と 異 る 所 な く 耳 


に 
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つ 日 常 の 昌 易 の 使役 に 供する も 何等 区 障 を 認め 


な か つた ょ 逃 べ て いる 。 か いる 復 は よく 初回 
朋 症 と 見 る べき 一 過 性 病 型 の 過 に 認め 得る と 
と ろ で ある 。 “ 

され ば か いる 了 臨床 前 板 復 を 以 て 軌 の 収 復 人 ち 
治 疹 と 心得 る と と は 竜 主 は 勿論 , 専門 家 さ を も 
や いも すれ ば 本 症 病 毒 の 特性 を 忘却 し , 直 に と 
うし た 解 種 に 陥り 易い の で ある が 充分 注意 すべ 
き で あろ る 。 さ れ ば ScHurrzE は , 自然 治療 が あ 
る と 言う OPpERMANN の 見 解 を 反 駿 し , 臨床 的 
に は 治療 し た と 見 仔 され る 動物 は 極め て 少量 の 
Virus を 謙 内 に 保有 し て いる が , 血液 像 及び 腰 
益 に は 詩 明 する ほど の 半 化 を 最早 現 わ さ ず , 耳 
つ そ の 排 湯 に よ ょ つて 健康 な 動物 を 感染 し 得 な い 
も の で あろ る と 読 明 し て いる 。 

今 と いて 筆者 の 臨床 例 に 佐 0 三間 堂 計 より 所 
対 復 汰 態 に あら も の に つき , 接種 試験 及び 血 
液 仁 細胞 所 見 を 基礎 に 本 症 の 飲 復 な る 故 態 を 爽 
と 挑 判 する と , 外 弟 健 康 に し て 了 共 床 上 俺 貸 の 徴 
候 全く 鉄 く 場 合 に 於 て も , な お 本 症 の 洒 毒 を 濃 
厚 に 保有 し て いる も の が あり , 完全 に Virusfrei 
と な る と と は 先 絶 無 で あろ う 。 


y. ! 内 識 ィ 論 


以上 委 首 は 内 外 の 了 区 床 報告 106 編 を 渉 鍛 し と 
れ を 旧 銘 し て 見 た が , と れ 等 多 敷 の 報告 に る 拘 
わら ず , そ の 大 多 敷 は 症 汰 の 遂 化 に 富む 本 症 に 羊 
し て は 大 な る 新鮮 味 も な く , 調 わ ば 彼 の CARREg 
et VArLgE の 報告 を 敷 符 的 に 挿 察 し た の に 過ぎ 
な いよ うに 感 ぜ られ た 。 然し 折 う し た 報告 の 中 
で 本 症 の 臨床 診断 上 の 指定 的 徴候 を 把握 ん と 
し て 特に 熱 と 心臓 機能 を 初め 各種 の 方 面 よ 0 熱 
心 と 製 察 追 宛 を 試み た も の も 和 杖 少 で は な く , 泊 
に 多 と すべ き で ある 。 多く の 研究 者 が 病後 類似 
の 多 敷 の 疾病 を 翌 原 と し て 類 症 鑑別 を 検討 し 陰 
味 を 加 を た 貼 は , 本 症 の 了 臨床 診 世 の 困難 を 物語 
る も の で あつ て , 今更 な が ら 先 輩 語 氏 の 苦心 に 
し , 深 甚 な る 散 意 を 表す る も の で ある 。 

今日 和 ま で 灯 うし た 研究 に より 本 症 を 臨 床 的 に 
診断 し 得る 限界 は , 暗 々 制 然 と する に 至 つ た と 
考え を られ る 。 婦 ち 本 症 の 重要 徴候 灯 の 明か な 場 
合 が , 一 般 に 臨床 診 衛 の 限界 で ある 。 然し 無 熱 
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CC し て 一 見 健康 を 桂 う も の で 古 も 流血 中 に 本 症 
の 病 毒 が 濃厚 に 存在 する 所 調 Viramie の 状態 
に ある 愚 馬 を 如何 な る 徴 師 に より , と れ を 摘 和 


する か が 現在 に 於 ける 本 症 の 問題 で ある 。 書 々 


は と の 限界 の 宛 明 に ょ り 昔 最後 に 息 流 検 胡 , 即ち 
石井 の 提唱 する 血液 鐘 細 胞 Blutsiderozvten の 
検出 に よる 診断 に 近 ら な けれ ば な ら ぬ と と を 識 
て 玉 つ た 。 再読 する と 了 臨床 診断 の 容易 な ら ぬ 
場合 は 勿論 , 類 症 江 史 を 要する 場合 に は 必ず ボ 新 
うし た 血液 検査 に より 確 診 すべ き で ある 。 
本 症 に 翌 し 未だ 原因 療法 が 見 出さ れ て いな い 
今日 に 於 て は , 俺 染 病 と し て 適法 に 諾 連 し な け 
れ ば な ら ぬ と と は 多 論 で ある が が, Viramie な ら 
ざる 場合 本 症 の 将 症 的 護 軒 を 眞 に 合理 的 な らし 
め る 入 め に は , 本 症 に 於 ける 潜 妥 臓 笑 の 機能 に 
開 し 一層 研 宛 を 必要 と する と と は 須 な と と ろ で 
ある と 信 ま お る 。 然るに 今日 まで の 報告 に これ を 
見 出し 得 な か つた と と は 至極 遺 隊 で ある 。 され 
ば 筆者 の 見 解 で は , 今後 の 臨床 的 研 宛 は 此 の 
方 面 に 新しき 分 野 を 開拓 すべ き で ある と 思う 。 
今 こ の 統 説 を 尊 く 書き 終 を た が , 本 書 を 監修 きれ 
上 MA NPB 
量 , 痛恨 に 城 た な いさ ころ で ある 。 小生 が 嘉 減 引揚 
前 か ら こ の 部 分 を 措 営 する こさ 120 終 
始 御 指導 さ 激 同 を 賜 つ た 故 先 生 の 御 好 意 に 感激 の 他 
は な い 。 拉 筆 する に 臨み 先生 の 曇 に 対 ん で 感謝 を 捧 
ば 御 冥 訪 を 新 つ て 止ま な い 。 
し ' 4 1 
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馬 の 健 楽 性 貧血 の 治療 法 


小 華 和 


TREATMENT OF EKEOUINE INFECTIOUS ANAEMTIA. 


CHUSHI IKOHANAWA 


周 の 偉 染 性 貸 箇 (以下 偉 仙 と 略 艇 する ) の 診 
の 方 面 で は 届 指 に 過 の な い 程 の 多 敷 の 方 法 が 染 
出 き れ て , 華々 し 進展 ぶり を 示し て いる が , 治 
療 の 信 域 で は その 結果 か ら 見 る と , 俺 和 貧 が 知ら 
て 以 夫 約 90 年 を 給 過 し て いる に 拘ら ず , 何 
等 信頼 する に 足る 息 際 了 臨 床上 C 應 用 すべ き 何 物 
も な いと ょ 言 つ て も 過言 で は な い 。 併 し 今 か ら 約 
60 年 前 に FROGHNER (1886) な キ ニ ー ネ , 儀 本 
双 に と 硫 素 刑 な ど で 本 症 症 汰 が 軽 人 話す る の に 若干 
の 効果 が ある ょ 報告 し て か ら , 最近 Morr, 
STEIN HErisriMAN (1946) が Penicillin を 
本 症 に 應 用 する まで , 本 定 が 洪 生 流行 を 見 て い 
る 國 え では, 多く の 専門 家 が , それ ぞ れ の 時 代 
の あら ゆる 新 ら し い 療 法 を 試み また その 営 
新 ら し く 創 製 を られ た 所 詩 新 薬 と 言う 新薬 は 
ーー ーー 
の 精魂 を 芸 く し , 全 智 を 傾倒 し て の 努力 も $ 共 く 
成功 を 納 む る に 到 ら な か つた 。 地理 的 の 開 係 か 
ら 訂 く 文献 を 小 欠 す る 便宜 を 充分 持た め の 
で , 特 C 俺 貸 治療 試験 の 貴重 な る 原 圧 を 直接 見 


る と と が 出来 な い の で , 展 々 抄録 に ょ つて 僅 に 


其 の 一 斑 を 用 う に 過ぎ な いも の も 少く な い が , 
少し く 俺 作 の 深 寿 法 に 就 て 導 的 谷 困 な と と 

を 刀 べ て 見 よう と 思う 。 

俺 貧 の 治療 法 は な お 未だ その 病 性 , 特に 原因 
が 全く 不明 の 時 代 (1880-1904) に は , その 特有 
な 了 臨床 症 訴 に 習 す る 所 詩 町 症 療 法 が 行わ れ た も 
の の 如く で ある 。 則 ち EROHNER (1886) は 本 
定 の 同 目 性 。 商 度 の 貸 血 双 に 強度 の 痩 仙 と 大 
王 織 と に 凌 し て キ ニ ー ネ , 鐵 纏 及 び 太 E 素 強 の 鷹 
用 を 試み て , これ に ょ つて 了 目 床 症 基 が 再 快 する 
の と 若干 の 効果 が ある と 報告 し て いる 。 恐らく 
Nd 

| 箕 血 に 装 し て 鐘 剤 を , また 抹 養 の 復 と 強 


放 先 生れ 


も の と 思わ れる 。 キ ニ ー ネ は その 後 訣 酸 キ ニー 
ネネ, 硫酸 キミ ニー ネ , タン = テン 酸 キ ニュー ネ , 和 和 
松 佐 キュ キー ネ 及び ヒ ニ ゾー ル 等 の も の が 試み ら 


の の (Ar 
人 、 まだ が 


が 6302 の 4 た 
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員 ず に 
壮 双 に 磐 質 の 織 更 を 目標 と し て 徹 素 強 を 使 つた 


れ た 。 位 剤 は 最も 普通 に 用 いら れる 温 元 鐵 を 初 


、 め と し て カ ュ ディ ー ル 松 鐘 , 含 本 酸化 佐 及び 倒 酸 


鐵 な ど が 應 用 され た を 。 砂 素 刑 は 太 石 , 白 克 石 の 
如き も の か ら , 最も 普通 な フ オ ー レ ル 水 を 初め 
あり アト キア ダー デール) 芝 ル ヴ ア デル サ ン 。 ネ キサ サル 
ヴ テ アル サン , 銀 サ ル ヅ アル サン ジン, スト ダダ アル ゾ エ 
ルッ ゲル マニ ジ ( テ ナガ ノー ル テ Bayer 205), ア 
の (の 202 が 99026 が 2 セグ (アナ る 6 MP 
ナー ル 等 が 多 敷 の 研究 者 に ょ つて 試験 せら れ た 。 
真 駿 化 敬 療 法 が が EHRLrcr (1902) に ょ つて 剣 設 
ね あべ で お 370 サル ツテ デル 光 ジン 。 ネオ サル み デ 
ル サ ン を 始め と し DoMAck の 創製 し た ズル フォ 
ンジ アミ ド 瑠 か ら , 最近 の FLEMING の 季 見 に か 
か る ペ ベニ テ シ 
が こと れ を 本 症 に 試み て 居る 。 特に 色素 唱 と し て 
ho ゲ ャ ク パ 92 US 人 いい せま 2 
ン 赤 , ブリ ラン ト 線 。 マラ ヒ ツ ト 総 。 銀 メ チ ン 
ン 青 等 が 試験 に 供 せ られ た 。 

区 に 臓 笑 薬 と し て は 肝臓 敵 , 肝 膝 製剤 , 腫 臓 
弟 , 肌 臓 製剤 , 芝 記 及び 骨 交 製 品 な ど が 夫々 特 
と 貸 血 の 治療 C 効果 あり や 否や が 試験 せら れ , 
血液 及び その 他 の 液 配 大 の あの と し て は 健康 居 
まだ は 免疫 馬 の 血液 乃至 血 病 が 試み られ て い 


る 。 則 ち 健康 生 馬 の 血液 及び 血清 , 健康 邊 の 血 
粉 , 生 の 騰 汗 な ど が 使わ れ , な お 較 血 法 も 試み 


られ て いる 。 併 し こと れ 等 の 血液 及び 環 の 較 血 
また は 注射 は , 本 症 の 常 在 地 な ど で は 治療 力 が 
不 確 連 な の に 拘ら ま , と れ を 麻 く 邊 施 し た 場合 
に は , 本 症 を 却 つ て 俺 描 補 し め る 結果 が 起 れ ら 
れ た だ た 。 な もぉ 了 押 液 療法 と し て の 一 種 で ある 自家 面 


リン と 到 る まで 大 衣 各 園 の 専門 家 送 「 
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液 療法 (Autohaemotherapy) も , 多く の 上 器 


. 師 に よ ょ つて 行わ れ た 。 其 の 他 の 水銀 列 (水銀 コ 
氏 両 
( 銅 エ レロ グ クイ ド , 鋼 コ ロイ ド , 鋼 シ アン カリ), . 


ロイ ド , メチ レン 素 水 銀 , イマ ミュ ー ル )), 


銀 絢 (コラ 狂 ー ル 5 銀 エ レク ロイ ド , イン ト 


ラビ オン ), 加里 刑 ( 過 マ ン な が ン 酢 加里 , 破 酸 加 . 


里 , 交 酸 加里 , 久 化 加里 , 浜 度 加里 ), カル シュ 
ー ム 纏 ( 了 化 カル シュ ー ム , グル ュ ン 酸 カ ル シ 
ュ ユー ム ),( アン チ モ ン 旨 (スチ アナ ご 光 ) 吐 酒 
石 ), 浜 度 贅 ( 浜 度 チト リュ ー ム ,. 浜 度 加 里 ), 蒼 
鉛 旨 | (スピ ロビ スモ ー ル , 蒼 鉛 コ ロイ ド ), 其他 
クレ オリ サリン, クレオ ツー ト 。, 石 選 酸 , コレ ステ リ 
ツジ. シシ チン と , ヌ ク グレ ン 酸 ,。 チモール 。 | 木 タ ー 
(ペリ tr2NA か が 入 NIORINOHGSAZSIN 
ネ マ トー ル , 二 硫 化 災 素 等 敷 多 く 試 用 され て 居 
る が , 約 140 鱗 の 文 貢 に よ つ て 知り 得 た と と ろ 
を 合 する と, 大 直 202 種 の 薬物 其他 が , 俺 所 治 
療 試 験 に 使わ れ て いる と と が わか つた だ の で ある 。 
と これ は 本 症 治療 試験 に つい て 其 結果 を 雑誌 其他 
に 角 表 され た も の で , し か る も 偶々 筆者 が と れ を 見 
る と と が 出来 た も の だ け の 事 で あつ て , 試験 し 
て る 成績 が 面白 く な い ょ 科 を 報告 し な いで , 貴 
重 な 研究 結果 が 死蔵 され て る 場合 が 少く な いと 
と と, また 筆者 が 計 な と と の 出来 な 雑誌 や 其他 
で 公表 され て いる も の も る 決し て 少く な いと と を 
基 え 合せ る と , 本 病 の 治 湊 試験 に 用 いら れ た 薬 
物 や 治療 法 の 敷 は 相 営 多い も ゃ の ょ 推察 さき れる 。 

前 述 の 如く 二 百 鈴 種 に 上 る 治療 法 な り , 薬物 
を 適用 じ て 行 つた 試験 成績 は , 果して どう な つ 
て 玉 る の で あろ うか 。 本 症 の 治療 試験 成績 程 そ 


の 結果 が まち まち で 一 致し て いな いも の は 類 が 


少 い で あら う 。 同一 の 治療 法 , また は 薬物 を 使 
つた 試験 で も , 牙 る 研究 者 は と れ に ょ よ つて 全治 
し た と 報告 し , また 惑 る 他 の 人 え は 治療 後 永く 
更に 他 の 治験 


い , 惑 は 熱 の 再 次 を 防止 し 得 た と 言 つ て も , 多 
く は 其 結 果 の 制定 方 法 に は 議 者 を し て 全面 的 に 
納得 せしめ 得 な いも の が 少く な いら の は 誠に 中 隔 
な と と で ある 。 蓋 し 本 症 病 寺 は , 一 般 の 殺菌 刑 
や 清 毒 業 に 愉し て , 的 抗力 が 強い ば か り で な く , 
特に 動物 骨 内 で は 強大 な 抵抗 力 を 示し て , 今日 


ょ * も 内 い 8 
器 つま 1 Y し 。 に mw * 
NIINNMW7T 
MV も 1 


_ 多 の 示唆 を 奥 える も の で あり , 


と と が 出来 な か つた か ら で あ る 。 200 種 以 上 の 
方 法 な り , 薬物 を 使 つて 約 70 年 に 証 る 間 に , 
200 人 に も ゃ 上 る 研究 者 達 が 夫々 の 時 代 に 基 の 党 
時 の 親 新 な 治療 法 を 應 用 し て 俺 貧 治 療 試験 を 行 


つた 跡 を 願 る と , 駐 術 的 に も , 牧 た また , 費 際 


的 に も 甚だ 興味 深い の ゃ の が あり , 耳 つ 香 人 C 尊 
な お また 難治 の 
偉 仙 に 将 し て 日 夜 腐心 し て 研究 に 光 頭 し を 貴重 
な る 研 宛 を 決し て 軽々 し く 取扱 うべ き で は な い 


が , 一 えと れ を 入 べ る と と は 不可 能 な と と で あ 


り , また 冗長 に 上 旨 る の で , 之 を 省略 する 。 併 し 


. 現在 迄 試験 に 供 せ られ た も の の 内 で 筆 著 の 知り 


得 た だ 202 種 の 薬物 双 C 治 療法 を アル ファ ベツ ト 


(アル ファ ベツ ト 順 ) の 番 量 ( ) を 附 レ て , 佑 貧 


、 治 療 に 開心 を 持た る る 研究 著 の 参考 に 供する と 


と に し た 。 薬物 の 名 移 は 種々 を ん た 上 , 出來 る 
だ け ラ テン 名 で 記し , 止む を 得 な いも の は 英語 


で 書い た 。 日 本 の 園 産品 で 日 本 名 を 添え る 必要 


ある も の に は と れ を 附 加 し た 。 な cultivated 
pasture (58) に つい て 一 言 す る が が, と れ は 元 よ 


り 薬物 で は な い が , 交 献 (65) の LAuRgrr (1938) . 


4 失い VI の 
m 
も 3 も 1 
デ * 


迄 の と と > ろ 停 貧 上 馬 の 嶋 内 に ある 病原 栓 を 殺す 


順に 比 列 し , その 後に 〔 ]〕 の 内 c 後 出 の 文献. 


は スウ ラ ェ ー デ ン の 人 で ある が , 同 國 で は 俺 貸 は 一 . 


般 に 主として 林野 放牧 (Waldweide) に ょ つて 
退 生 値 挿 する も ゃ ので, 夏期 含 飼 乃 吾 耕地 放牧 
(Kulturweide) を 行え ば 本 定 の 生 俺 播 が 題 半 
c 減少 する と の 於 を 獣 忠 師 が 信じ て いる が , 
特に LAURgrL は 力 張 く 林野 放牧 の 全 廉 と 耕地 


- 放牧 の 息 施 を 壮 張 し て る の で , 薬物 と 同列 c 比 


列 する の は 笑 営 で な らい か も し れ な い が , LAU- 


RErL の 熱心 な る 提唱 に 鑑み て 暫 ら く 列 れ る と 


と に こす る 。 また 同一 薬品 が 國 に より , 或 は 人 


に より 種々 に 呼 租 さ れる と と が ある 。 例え ば 


Formin 三 Urotropin, 
Tartarus stibiatus 三 Tartarus emeticus の 如 
き で ある 。 ま た Ba 704, Bi 303, Bi 540, 540 
D の 如き は 汐 選 Hannover の OEEERMANN の 


製 せ られ た も の で ,. その 内 容 に つい て は 公表 さ 


れ て いな い 。 同 教授 の 数 室 於 て の み 知ら れ で 


いる 未開 表 の 秘密 薬 (?) で ある 。 


Fuadin 三 Fouadin, 
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_ (12) 
(8) 


(38) 


(49) 


に で に 朋 ん 
れれ 7 veWTni 痢 「 還 いけ 
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治療 試験 に 供 せ し 薬物 
【 角 括 張 内 の 数 字 は 女 貢 秋 競 ] 


の) 
(2 ) 
(3 ) 
($) 
(5 ) 
(6 ) 
(7 ) 
(8 ) 
(9 ) 
(10) 
(11 ) 


Abijon [(72)] 

Acidum arsenicosum [(75) ] 

Acidum formicum [ (72) ] 

Acidum hydrochloricum [ (1), (1C6)] 

Acidum kakodylicum [(98)] 

Acidum carbolicum (26), (27) ] 

Acidum nucleaicum [ (98) ] 

Acidum salicylicum [(87)] 

Acetanilidum [ (1), (5), (56), (98) ] 

Adiposan[(136) ] 

Alival [(43)】 

Arsenicum album [ (8), (46)] 

Animostase [(140) ] 

Antimonium sulphuricum [ (98) ] 

Antipyrinum [ (100) ] 

Antimon-preparations [ (67), (139) ] 

AntistrongyHn [(120)] 

Aolan [(72)] 

Aricy1 [(12)] 

Arrhenal [(6), (89)] 

Arsenicum [(100), (101), (133)] 

Arsenic-preparations [ (6), (11), (12), (15), 

(25), (34), (53), (67)] 

Arsenophenylelycin[(55), (98) ] 

Sei(38)。 (72) (0D) (95)、 

(J20), (127),.(133), (135) ] 

Atoxyl-silver [(98)] 

Anutoserum [100) ] 

Bayer 205[(36), (117) ] 

Ba 704 [(39)] 

Bi 308 [(134)] 

Bi 540 [(39)] 

Bile of Cow [(98)] い 

Bismnuth-colloid [(45)] 

Bismuth-preparations [ (68) ] 

Blood・ 

1) normal blood of cow [(98) ] 

2\ normal blood of horse [(55), (67)。 
(55), (98) , (129) ] 

3) blood-powder of cow [(98)] 

4) autohaemotherapy [ (63), (67) 

5) blood-serum [(18), (74) ] 

Blood-transfusion[(82), (100) , (129) ] 

Brillant-green [(43), (80), (82) ] 

Caleium chloratum (41) ] 

Calcium gluconatum [ (32) ] 

Calcium salts [(64) ] 

Campher [(25), (72), (105), (118) ] 

Camala [(98) ] 

Campholoid [(140)] 

Cardiaca [ (4), (12), (3G), (98) ] 


(14) 
(15) 
(16) 
(17) 
(18) 
(19) 
(20) 
(21) 
(22) 


(23) 
(24) 


(25) 
(26) 
(27) 
(28) 
(29) 
(30) 
(31) 
(32) 
(38) 
(34) 


(35) 
(3③6) 
(37) 


(39) 
(40) 
(41) 
(42) 


(44) 


(45) 
(46) 
(47) 


(48) 
(49) 
(50) 
(51) 
(52) 
(53) 
(54) 
(55) 
(56) 
(57) 
(58) 
(59) 
(60) 
(61) 
(62) 
(63) 
(64) 
(65) 
(66) 
(67) 
(68) 
(69) 
(?0) 
(⑦⑪) 
(72) 


(73) 
(74) 
(75) 
(7⑥) 
(77) 
(78) 
(79) 
(80) 
(8@1) 


(G2) 
(@③) 
(84) 
(GS) 
(86) 
(87) 
(88) 


(89) 


(20) 
(3②1) 
(92) 
(99) 
(24) 
(35) 


アル AAW え AU る: て 届く) の か と 耶 軸 Ph の に MM の 7 ん と ro が KLXOukL 270 ま 0 ルン 十 LC だ の 生玉 Boukyh 79 の 4 (お 全 生 My 二 全 人 ル で ULSE ポメ Ya 
1 UM47046 まく を KW 2493 夫人 29 
人 PW 4 1 0 1 7 4 (は W し 生き 電 イ fy Je は 1 由 4 * い * が yW 


で 'C 1 


Wo 
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Carbonum sulphuricum [ (140) ] 
Caseosan [ (72), (112) ] 

Chininum ferrocitricum [ (71) ] 
Chininum hydrochloricum [ (11),(13),(20), 
(22), (25), (32), (34), (41), (64), (67), 
(71), (75),(124), (125), (127)] 

Chininum sulphuricum [ (1), (11), (95) ] 
Chininum tartaricumn [ (98) ] 

Chbinisol [(140)] 

Chinobrocanon[(49) ] 

Chinecaen “Moris ”[(49) ] 

Cholesterin [(98)] 

Citrates [(138)] 

Cod-liver-oil [(64)] 

Collargol1 [(11), (34), (43) , (73) , (98) ] 
Colloid-silver [(45) ] 

Copper [(58)] 

Copper-colloid [(140)] 
Coausorin[(128)1」 
Copper-soluiion[(58) ] 

Creolin [(41), (100), (129)] 

Cresolum[ (1)] 

Creosotum [ (49)] 

Crystal-violet [(106) 

Cultivated Pasture [(65)] 

Cuprum cyankalium [(140) ] 

Dextrose [(32)] 

Digestives [(98) 十 many other Authors] 
Dieitalis [(25), (64), (1293) ] 
Dieipurataum [ (105) ] 

Various Dyes 〔[(④, (5), (22), (36), (43), 
(67), (106), (117), (121), (125) ] 

Diet [(46) 二 many other Authors] 
Disinfectants of intestines [(56)] 
Elecloid-copper [ (140) ] 

Enaesin [ (72) ] 

Eucupin [(43), (67), (133) ] 

Eugalactan [(27), (72), (112) ] 

Ferrum cacodylicum [ (98) ] 

Ferrum oxydatum saccharatum [ (61) ] 
Ferrum reductum [ (23), (34), (41) , (59), 
(61), (64), (123)] 

Ferrum sulphuricum [(1), (23)] 
Formalinum [(41), (74), (106) 

Euadin [(106) ] 

Fuchsin [ (139) ] 

Formin 三 Urotropin 

540 D [(24)] 

Gentianaviolet [(49) ] 

Germanin [ (36), (4⑬) ] 

Gonacrine[(41), (92), (115) ] 

Haemosal [(84)] 

Herol [(49) 

Hinomoto[(45) ] 

Hiranomin[ (45) ] 

Hydrargyrum benzoicum [ (6), (43), (89) Io 


HHydrareyrumn bichloratam [(26), (41), (64)), 


(105) ] 

Tchthyol [(98) ] 

Imamicol [ (73) ] 

Immnunserun [ (55), (57) ] 

Incarbon【 (34), (105)] 
Intrabion[(66), (68), (112), (132) ] 
Introcid「(30) ] 

Iodine [(1] 
Todine-preparations[(13), (C4), (75) ] 
Tsravin [ (49) ] 

Jodchinol [(12) 

Jodipin[(72)] 
Jodet. hydrarg. praecip.[ (64) ] 
Koba ( 虹 波 12 中 = 累 光 ) [(42)] 
Kalium arsenicum (98) ] 

Kalium carbonicum [ (75) ] 
Kalium chloratum [ (1) ] 

Kalium jodatum [ (1), (71), (98) ] 
Kalium permaneanicum [(32), (35), (106), 
(123)] 

Lachesis[(21) ] 

Lecithin[ (SS) ] 

Lentin-IMerck [(86)] 

Liquor Fowleri | (25), (32), (53) ] 
Liquor Lueoli[(19), (74) 

Liquor Kineeri[ (98) ] 

Liver & Liver-extract [(45), (59) 】 
Malachitcreen[(43)] 
Methylene-blue [(4), (5), (67), G21)] 
Methylene-blue-silver [ (43) ] 
Mercurial-Preparations[(6)。 (67), (100), 
(124)] 

Mercurochromum (49) ] 
Merthiolate [(32), (106) ] 

Merkurol [(98) ] 

Mercury-colloid [(140)] 
IMercury-Atoxyl [(98) ] 

Mi 407[(62), (112), (116) ] 
Milanol [(28) ] 

Milk of cow [(72), (100)] 

Moxol [(49) ] 

Natrium arsenicosum [ (70)。(98) ] 
Natrium bicarbonicum [ (23), (98) ] 


TNatrium cacodylicum [ (31),(32),(66),(107)] 


Natrium chlorataum [ (6), (64), (71), (118) 
Natrium jodatum [ (98) ] 

Natrium Stovarsal [(88) ] 

Natrium .taurocholicum [ (110) ] 

Nematol [(14C) ] 

Nasanol [ (36)]= ニ Germanin 三 Bayer 2C5 
Neosarphenamin[ (104) 

Neosalvarsan [(12), (34), (85),(105),(118),. 
(131) ] 

ITNeostibosan[(41)] 

Natrium salicylicum (1C5), (98) ] 


(148) 
(149) 
(150) 
(151) 
(152) 
(153) 
(154) 
(155) 
(156) 
(157) 
(158) 
(159) 
(160) 
(161) 
(162) 
(163) 
(164) 
(165) 
(166) 
(167) 
(168) 
(169) 
(170) 
(171) 
(172) 
(173) 
(174) 
(175) 
(176) 
(177) 
(178) 


(T793* 


(18C) 
(181) 
(182) 
(183) 
(184) 
(185) 


*(186) 


(187) 
88) 
(189) 
(190) 
(191) 
(192) 
(193) 
(194) 
(165) 


(196) 
(197) 
(198) 
(199) 
(260) 
(201) 
(262) 





O1bisol [ (9⑨) ] 
Oleum hepatis Morrnae [(64) ] 

Oleum Terebinthinae [ (91) ] 

Onadin[ (12) ] 

Ophihalmosan[(72) ] 

Oryzanin「(98) ] 

Penicillin「(77) , (1C6) ] 
Perubalsam (49) , (97), (98) ] 

Phenacetinum [ (SS8) ] 

Phosphorus (64) ] 

Plastoserum [(17)] 

10 に [ (60) ] 

Plasmarsin[(71)] 

Polygosiin[ (121) ] 

Polymyositin[(12), (121) ] 

Piliform [(139)] 

ProHHavin [(104)] 

Phosphated Pepsin[(.41) ] 

Priessnitz's fomenta*ion[(4) 

Pronosil [(21), (49) ] 

Rivanol [ (2) ] 

Salsobrochanon [ (49) 

Salsogrelan [ (49) ] 

Salol [ (101) ] 

Sancal [(49) ] 

Shiko (紫光 ) 三 虹 波 12 紋 [(42)」 
Silver-salvarsan[(9S) ] * 

Silver-colloid [(145) ] 

Spleen 移 Spleen- extract [ (92), (28) ] 
Spirobismol [(73) ] 

Stibosan[(41) ] 

Siibnal「(73)] 

Stovarsol †[ (76), (92) ] 

Stovarsol-natrium [ (92) ] 

Strychninum [ (1) ] 

Saulphocorbolates [ (37)』 

Sulfanilamides [ (31) , (32) , (106) ] . 
Salvarsan[(14), (60), (64), (100), (127) 
Tallianin[(133)] し 
Tartarus stbiatus (43), (49), (67)] 

Tebasit [(35)] 

Therapol [(49) ] 

Thiocol [ (98) ] iPN いい ょ の 語 4 
Thymolum 98) ] | 
Tonica [(11), (101) 二 many ofher Atom に 
Tolder [(49) ] 
Trypaflavin[(73) ] . 敵 
Trypanblue [(22), (32), Cd.4(Y7) ょ (06). 
(127 )] 

Trypanred [ (22) ] 2 か EE、 
Trypoxyl1 [(89)] 2 
Urotropin [ (31), (49), (73), (106), Ga9】 
Veratrin [(98) ] 
Woodtar [(98)] 

Wine [(25)] 『 
Yatren-Casein「 (12) ] 









_: 然 ら ば 俺 に 翌 す る 治療 避 は 如何 な ろ 現 航 に 
ある か ょ と 言う に , 移 商 性 を 典 奥 し て 感染 を 交 防 
する 方 湊 が 今日 な お 未だ 見 出さ れ て いな いと ょ と 同 
-_ 様 に , 俺 貧 病 馬 の 醒 内 の 病 毒 を 減殺 し て と れ 
_ が 根治 を 訪 る 治療 法 は な い 。 唯 患 馬 に 翌 症 療法 
_ を 行 つ て , 本 症 に 時 抗 する 方 法 あ る の み で ある 。 
勿論 一 方 に は 本 症 の 全治 確信 論者 (METzGER, 
1924) $ な い 課 で は な い が , KRAL (1935) の 様 
に “臨床 的 治療 (klinische Heilung) は 認め 
ら が , 完全 治療 (vollstandige Heilung) に は 
な お 未だ 到達 し 得 て な い "” と 言う の が その 間 の 
_ 眞 相 を うか が つて いる も の と 思わ れる 。 され ば 
本 症 が 常 存 多 納 を 見 て いる 國 々 で は 偶 際 問題 と 
し て , 硫 素 刑 , 弾 玉 唱 , 休息 , 滋養 可 滑 化 飼料 
を 以 て する 食 餅 療 法 (Dietetics) と 相 な らん で , 
寄生 吉 騙 除 其 他 の 患 馬 の 王 力 を 洞 耗 し 論 層 させ 
る 様 な 要因 の 除去 に 努め て 臨床 症 類 の 改善 東 据 
を 計り , 以 て 或 る 程度 の 作業 能力 の 温存 を 期し 
て いる 。 か いる 手 営 は 元 + 0 本 症 病 原 前 を 江 殺 
する 原因 療 淫 で は な い の で , 永 績 的 効果 は な く , 
愚民 は 依 然 偉 貸 感 染 汰 態 か ら は 胸 し 得 な い の で , 
早晩 熱 縮 作 を 繰り 返 え し , 病 毒 携帯 者 と し て 終 
年 る と と に 繕 り は な い の み な ら ず , その 病 馬 
の 一 生 を 通じ て 他 の 健康 馬 に 装 し て 恐る べき 感 
染 湖 を な す も の で ある 。 和 吾 々 が 愚 馬 の 完 全治 疹 
を 盟 み 本 症 感染 源 と し て の 危 際 を 除く と と を 和希 
記す る な ら ば , 俺 気 患 馬 か ら 永 久 に 臨床 症 汰 を 
一 挿 し て , と れ が 再 芝 同 師 を 絶 無 な らし め 了 且つ 


該 馬 の 組織 か ら 病 二 を 完全 に 騙 朋 し て 他 の 健司 


に 半 す る 本 症 の 感 源 た り 得 な いも る の と し て し 
まわ ね ば な ら な い 。 

_ “ 偽 貸 は 不 治 の 俺 染 病 な り ” と の 立場 か ら 本 
定 制 退 に と れ が 殺 虎 分 を 以 て 臨む と と の 可 薄 に 
開 し て は , 本 症 が 多 語 普及 し て ろ る 國 々 (また は 地 
方 ) の 間 に は 相 営 異 見 も ある 。 例え ば GArE 
(1940) の 如き も ゃ 反 翌 者 の 一 人 らし く , “ 確 診 後 
の 殺 廣 分 を 厳 行 する の に は , 貨 状 は 鱗 り に 多 縮 
し て る ” ょ と 言 つて いる 。 ま た KRAr (1935) の 如 
き は 本 症 の 全治 を 期待 する と と は 出来 な いか ら 
ょ ろ し くく 國際 果 に 共通 な 衝 印 (Brand) : 1. A. 
を 本 症 眞 症 馬 と 附 し て , 殺 虚 分 は 行 は ず と , 國 
際 交 了 脇 力 を 以 て 臣 症 し て 之 が 放任 無制限 の 俺 播 


に まま NN まま 和 」 すん な か OS ar お あう 。 ご RI も ま 。 
に 王 あす まや ) ザ ン リ 
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を ば 防止 すべ き と と を 提唱 し て いる の は , 本 症 
の 診 防 測 間 に 1 つの 暗示 を 興 ん る も の ょ 考 を ら 
管 る 。 

弥 60 年 の 間 に 理 つて 展開 され た 多 敷 の 俺 貧 
治療 試験 成績 を 検討 し て 見 る ェ 其 結果 が 濾 に 大 
展 で あつ て , 同一 薬物 で あつ て も 之 を 試験 し た 
時 代 と 場 席 と 研究 者 と に よ ょ つて 甚だ し い 差 異 を 


見 る の は 果して どう いう わけ で あろ うか 。 同じ 


治療 法 で も 昨日 逢 と られ た も の が , "今日 非 と 
申 乙 の 獣 藻 師 に ょ つて 正 反 肢 の 結論 
達する 事 も 決し て 稀 で は な い 。 と れ の 理由 如何 。 
要する に と 治療 法 の 貨 施 に 一 定 の 方 針 が な く 毒 効 
の 有無 刊 定 に 慣 重 を 鉄 く 伺 め と 断 ぜ ざる を 得 な 


ゆい 。 今 少 し く 和 多 く の 試 験 成績 を 内 味 し これ いし 批 


判 を 試み 度 い と 思う 。 

(1) 診断 を 確定 に する と と 太古 か ら “ 堅 
師 の 最初 の 任務 は 診断 で ある ” と 言わ れ て る 如 
く , 値 倫 の 治療 試験 を 行う の KC 確 診 の 大 切な と 
と は 言 を 侯 た な い 。 然るに 俺 負 に は “ 他 の 健康 


馬 に 接種 試験 を 行う ” と 言う 以外 に は 生前 如何 「 


な る 場合 に も 確 頁 に 行い 得る 診 刻 法 が な い 。 特 
に 無 熱 時 の まだ 任 血 の 題 装 で な いも の , 慢性 叉 
は 潜伏 型 の ゃ の , 特 と 慢性 の 埋 症 馬 等 は 普通 一 
般 の 胞 床 検査 な ど で 之 が 確 診 を 行う こと は 何人 
に も 殆ど 不可 能 と 言い 得る 。 若 し 治療 試験 馬 に 
控 用 し て る も の に , 俺 作 の 類 症 鑑 別 上 問題 と な 
る と と ろ の 他 の 疾患 の 病 馬 が 訓 診 に ょ つて 俺 貧 
眞 症 護 と し て 入 つ て 居る と な る と 治療 結果 に 誤 
誠 が 起り 得る と と は 言う まで も る ない 。 理想 と し 


て は 羅 弁 馬 は 共 く 人 工 感染 語 で , 定型 的 な 臨床 


症状 を 具 を て いる も の で あら ね ば な ら な い 。 自 
然 遂 症 詩 で も 他 の 健 馬 に 接種 試験 を 行 つて 貰 症 
語 た る 事 が 確認 窒 ら れ だ も の は , 之 を 代用 せ し 


_ め る と と が 出 来 る 。 基 等 の 理想 案 は 邊 際 に 営 つ 


て は 仲 々 困難 を 侍 う の で 策 現 は 至難 で ある 。 了 且 
つ 鱗 程 の 大 規模 な 治療 試験 で な いと , 控 験 司 の 
敷 が 制限 され 極め て 少 敷 な も る の に な る 傾向 の あ 
る 事 は 誠に 止む を 得 な い 自 然 の 敷 で ある 。 石井 
筐 (1949) の 試験 は 紫 意味 か ら す る も 邊 に 出色 な 
も の で ある 。 諸 外 國 の 試験 馬 も 多く は 自然 細 生 
患 馬 を 以 て 行 つ た も の が 少く な い 。 障 つ て その 
成績 に は 常に は 全幅 の 信頼 を 置き 得 な い 。 不 治 
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と 移せ られ る 俺 所 馬 の 治療 を 試み る の に , 其 内 
に 他 の 治療 可能 な 疾病 軸 馬 が 混入 する 可能 性 が 
族 ま れ て 居る と 言う と と は , その 着手 営 初 と 於 
て 極め て 不透明 な 曖 味 さ を 伴 つ て 居る から で 
ある 。 BAuER (1936) の 如き は “治療 の 結果 全 

治し た と 言う の は 億 所 に 非 ざる 他 の 疾患 の 軒 馬 
MRNNIDRGIRATINNNNNWNG 
と 言 の みて で いる 。 

(2) 四 験 馬 の 選 定 に は 各 病 型 の も の を 網 
維 し , 特殊 な 病 型 に 偏 し な いと と 俺 貸 の 病 型 
に は 普通 急性 , 誤 念 性 双 に 慢 竹 の 3 型 の 外 , 軽症 , 
重症 又は 潜伏 型 な ど が あげ られ る 。 種々 の 薬物 
を 以 て する 俺 所 の 治 療 で 夫々 の 病 型 で 基 の 奏効 
に 非常 な 相知 が ある 。 例 を ば LAMARRE (1926) 
が 自家 血液 療法 を 行 つ た の に ょ よる と 箇 性 型 に 凌 
レ て は 良好 な 効果 が あつ た が , 慢性 型 に は 殆ど 
効果 が な か つた と 報告 し て る 。 先 年 戦時 中 に 匠 
が 陸軍 が 銀 コ ロイ ド (東京 ) 双 に アミ グ ダ リ ン 
( 満 洲 ) を 以 て 行 つ た 成績 は , 重症 誠に は 殆ど 無 
効 で あろ が, 慢性 又は 軽症 馬 に は 良好 な 奏効 を 
見 た と 言う と と で ある 。 と の 様 な わけ で ある か 
ら 牙 る 薬物 の 治療 試験 を する 場合 に は , 特定 の 
病 型 を 選定 せ ず , 何れ の 病 型 に 引 し て も こと れ を 
試 険 する 様 に 努め な けれ ば な ら ぬ 。 牙 る 薬物 が 
急性 型 に 板 め て 能 く きく が , 慢性 型 に は 殆ど 効 
果 が な いと 人 恨 定 する と , その 葉 物 の 効果 を 良く 
し ょ うと する に は , 答 性 型 だ け を 選定 し , また 
その 奏効 を 悪く レ しょ うと ょ と 考 へ た 場合 に は , 慢性 
型 を 選出 すれ ば いい と 言う と と に な り , 臣 だ 面 
白 か ら ぬ 成 績 を 見 る と と と な る 可能 性 が ある か 
ら で あ る 。 

(3) 1 の の 治 
に は 必ず 併用 療法 を さけ る べき で ある 併用 
療 活 と 言う の は 自己 が , 制 断 富ん と する 薬物 な 
り 療法 の 外 に 2, 3 の 薬物 な り 療 法 を 併用 する と 
と で ある 。 2 つ 以 上 の も の で 治療 試験 を 行 つ て 
其 全 値 を 決定 ん と する の と, 果して その 何れ 
が 奏効 し た か を 制 断 する こと と は 不可 能 な 場合 が 
多い と と は 自明 の 理 で ある 。 併用 療法 は 邊 際 上 
C 行 つて 少し ゃ 不 合理 で な い 許 り で な く , な る べ ペ 
く 早く 治 療 効 果 を あげ ょ うと し て 行う 場合 の 如 
きい に は , 寧 ろ 推 敵 す べき 療法 で さ へ ある の で , 日 


法 の 全 値 き 刊 定 する 場合 


へ 





常行 は 和 れ で ある と とら の の 8G 加 本 庫 | 
治療 法 な り 物 の 効果 を 届 術 的 に 判断 せん と す 
2 と SC は 、. 必 注入 人 計 
俳 し 1 つの 治療 法 , 久 は 薬物 の 治療 的 償 値 の 決 
定 を 行う の で な く , 唯一 彫 に “ 馬 の 俺 染 性 作 血 
と は 之 を 治療 し て 救う と と が 出 玉 る か ” 栓 か を 
和 有 せ ん と する 場合 は と の 限り で は な ゆい 。 
な お ぉ 一 言 加 へ て 置か ね ば な ら ぬ と と は 多く の 
治療 試験 を 見 る と , 1 つの 療法 。 久 は 薬物 の 効 
果 を 報告 する 者 の 中 に は , と の 併用 療法 を 用 い 
て 試験 し て 居り な が ら , 其 の 内 か ら 1 つの も る の 
だ け を 任意 に と り 出 し て 有効 な り と 報告 する る 
の が 少く な い 。 と れ は 恐らく 政 意 に する の で は 
細 MMKMAAA 


0 


(4) 自然 治 大 機 を 忘れ て は な ら ぬ 。 如何 
な る 疾病 に 吾 し て も 其 病 的 作用 に 習 する 生物 射 
的 反 應 と し て 常に 防 製 反 應 が 起 る し, 上 に 引き 超 
され て る 病 鐘 は と れ を 元 の 常態 に 復 し ょ うと 
する 自然 治 疹 機 な る も の が 起 つ て 来る る $ る の で あ 
る 。 面 し て 此 の 自然 治療 は 治療 送 に 利用 すべ き 
細 和 NB 

。 募 し 自然 治癒 は 決し て 完全 な も の で は な く 
則 NANO 
に 自然 治療 は 多く は 局 廣 , 又は 臓 の 生物 砲 困 
反 應 と し て 現われ て , 動物 全 要 の 開 係 に は 欠 り 
考慮 を 者 つて 居 ら ぬ 様 に 見 を える 。 大 査 に 於 て は 
組織 と か 臓器 と か の 自然 治 疹 機 の 動向 は 1 個 骨 
に 多く は 有利 な 素 響 を 及ぼ す も の で は ある が , 


個 角 全 角 か ら 見 て , 有害 な $ の を 尋 え る こと る 
稀 で な い 。 と の 自然 治療 の 凹凸 を 調整 し て ゆく 


の が 最も 合理 的 な 今日 の 治療 克 の 使命 で あら ね 
ば な ら ぬ 。 偽 所 の 治療 に 営 り 或 る 治療 法 なり, 


薄 物 な り を 過信 する の 人 鱗 り , 手 営 に よる 浴 疹 = 
自然 治療 と を 混合 する か , 或 は 自然 治療 機 は 全 


然 之 を 無 十 し て , 猫 り 治療 法 な り , 薬物 の み に 
治療 を 上 せ し めん と する も の も 出 て 來 る の で 
ある 。 例え を ば 俺 気 の 帝 熱 は 何等 手 営 を 加 を な く 
と も , 只 吾 人 が その 時 期 は 稼 め 知る と と と そ 用 
来 な い が , 早 皮 は 治 散 する も の で ある が , 治療 
の 価値 を 高く 避 過 ぎる 者 は , 履 え 唯一 園 に 解熱 
薬 の 効果 に の み 之 を 師 せ し め て 其 の 解熱 の 効 


0 デメ 
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、 果 を 100 に 評 全 せ ん と する も の で ある 。 血 
_ 廃 や 浮腫 な ど と 将 し て も 同様 な 事 冥 が 見 られ る 
の で ある 。 俺 気 治療 試験 の 諸 報告 の 内 に も , 自 
然 治 疹 機 を 殆 ん ど 無 避 し た か に 見 らち れる も の が 
決し て 絶 無 で な いと と を 見 出す も の で ある 。 要 


する し 了 攻 床 症 族 が 好 較 し た と 言う と と は , 常に 
必 ま し る 施 薄 が 有効 で ある と は 限ら な い ょ 言う 
こと を 常に 念頭 に 置い て , その 症状 の 特性 ェ 自 
然 治 疹 と 言う と と を 大 慮 獅 還 す る こと を 忘れ て 
は な ら め ぬ 。 
(5 ) 試験 馬 の 敷 は 可 成 的 多き を 可 と する 
貨 上 馬 の 敷 , 換言 すれ れ ば 條 験 例 の 多い こと と が 治 
療 効 果 の 判定 に 大 幼 な と と は 言う まで も な いと 
と で あろ が , な おぉ 開 連 條 件 (年 齢 , 品種, 飼養 
管理 法 。 性 , 使途 , 産地 。 毛色 其他 疾病 の 難 
死 牽 双 に 治療 牽 c 影響 する 諸 條 件 ) が 夫々 の 病 
馬 の 間 に 著しい 差 が な いと と が 必須 條 件 で あら 
ね ば な ら め ぬ 。 供 験 例 敷 が 少 い と と の 開 連 條 件 の 
差 も 自然 目立つ て 米 る し , 特に 個 畜 の 特異 性 と 
言う 様 な ぁ る の が 大 き な 個 性 間 の 相 人 に 閉 し く 准 
いて 來 る 。 飼 験 例 が 多く な い の に 拘ら ち ま , 共 席 
か ら ( 少 敷 の 結果 か ら ) 畔 卒 な 結論 を 無理 に 引 
き 出 す と と は 非常 に 危険 な と と で ある 。 例え ば 
青 頭 以内 の 四 験 例 か ら 負 死 牽 と か 治 疹 率 と か を 
引き 出す と と を 巻 を る と 自ら 明か な と と で あ 
る 。 則 ち 新 奮 十 治 療 流 の 比較 を な す 場 合 に 准 治 
療法 で は 4 頭 を 使い , 新治 療法 で は 5 頭 を 使用 
し た と する と き , 奮 法 で は 2 頭 治療 し て , 2 頭 


名 2E し , 新法 で は 2 頭 治療 し て , 3 頭 負 苑 し た 


と し た ら ば , 新約 十 治 療法 は 果して 何れ が 勝 れ 


り と する か と ょ と 言う に 唯 型 の 如く 全 頭 淫 に 肘 す る 


治 交 卒 と 名 死 率 と を 覚 出 し て , これ を 大明 字 上 


の 大 小 の 差 に ょ つて 決定 し 得 ざ さる と と は 自ら 明 


か な 事 僅 で ある 。 併 し 多く の 研究 報告 中 に は か 
か る 負 に 陥 つ て 居る も る の も 赤 皆 無 で は な か つ 
た 。 併 し 逢 賞 の 如く 唯 馬 にょ つて の み 党 験 し 得 


る も の で は , 費用 其 の 他 の 申 か ら 徒 に 理論 的 に 


多き を 望む と と は 到底 ゆる され ざる と ころ で あ 
る 。 筆 著 は 午 短 の 場合 の 如き 治療 試験 で 貨 験 例 
敷 が 少 い 穫 め に 有意 義 な 結果 は た と を 得 ら れ な 


.《 く と エ と も, 其 記 録 に 其 四 験 に 影響 を 及ぼ す 様 な 央 


連 條 件 を 詳し く 書 き 添 えた 上 で , 其 の 皿 正 な 成 


_ は 他 の 研究 著 の 冥 験 成績 が 敬 表 され た 際 , 
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績 を 次 表し て 置く と と は 其 だ 有人 答 な と と で ある 
と 信 ま る 。 そ ぞう し て 置く と , 後日 次 表 者 自身 , 叉 
若 し 
その 職 連 條 件 が 相 な に C 一 致し て 居る な ら ら 区, 其 
等 諸 成績 を 弧 合 整備 し て , 多く の 邊 駿 例 か ら 何 
等 か の 有意 護 な 結果 が 必ず 得 ちら る べき と と と 
を る か ら で あ る 。 関連 條 件 を 詳 記 じ て , た と を 
真 上 例 は 少く と も , 事 買 を 有 の 頒 に 芝 表 する と 
と は 帝 央 す べき こと と で ある が , 少 敷 例 の 連 有 験 成 
績 か ら 団 々 し く 無 理 な 結論 を 深い 検討 を 祥 ま に , 
下す こと と は 戒 し むべ き 事 と 巻 え る 。 

(6) 治療 の 観察 は 長期 に 豆 つて 行 ら べき 
と と 俺 招 は 食性 , 双 に 慢性 の 別 は ある が , 衝 性 
弄 の る の に 凌 症 療 疾 を 加 へ て 好 較 す る と 往々 慢 


性 化し て 臨床 症状 が 著しく 軽快 する $ の が ある 


が , 併 し 基 境 内 の 諸 組 織 内 に は 礁 後 長 く 病 毒 を 
滅 し て 居る も の で , 決し て 完全 治療 と 吾 々 は 見 
な い 。 また 他 面 俺 條 馬 の あ る も の は 何等 手 営 を 
加 を ず と も 休息 , 良好 な る 飼養 管理 下 に 慢性 団 
症 化 する も の \ 稀 な ら ま 存する と と は 肖 落 師 も 
畜 主 も 握 に 観察 し て 居る と こと ころ で ある 。 治療 馬 
の 治療 成績 の 制定 は 仲 々 至難 の 業 で あつ で , 接 
種 試験 を 行う の で な けれ ば , 特に 前 迅 の 如く 加 
療 に よ つ て 隊 症 化し た も の の 如き は 誠に 制定 困 
難 で 難 物 中 で の 難 物 と 言う べき で あろ う 。 され 
ば 少く と も 6 ろ ヵ月 また は 1 カ ヵ年 以上 に 理 つて 検 
淵 , 血液 検査 等 出来 る だ け 多 く の 弟 察 を 続 す 
る の 要 が ある 。 多く の 治療 試験 報告 中 に は , 唯 
敷 週間 乃至 1. 2 ヵ月 間 の 司 察 を 以 て 其 の 制定 を 
下 し て 居る も の も 見 られ る 。 こと れ は 言う 迄 も な 
《 俺 所 の 病 性 の 如何 な る も る の で ある か を 知ら 
ぬ 者 と 言 は ね ば な ら ぬ 。 な お 診断 を 確 貨 に す 
る と と ., を 繰り 返 へ すこ と と に な る が , 治療 の 成 
査 を 明瞭 に する に は , や は り 健 康 馬 を 使 つて 接 


、 種 試験 を 行う て 始め て 如 能 で ある と と を 附 記し 


て 開 筆 する 。 
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馬 の 偉 楽 性 貧血 の 発 意 な ら び に 発 凌 
9 添 川 正 夫 


IMMUNITY AND IMMUNIZATION AGAINST POUINE INFECTIOUS ANEMTIA. 


MASAO SOEKAWA 


「 目 


・ 俺 負 に お ける 感染 耐 過 例 の 有無 
・ 感染 耐 過 馬 の 欧 疫 性 
・ 偽 貧 病 書 に 習 す る 幼 駒 の 衣 度 
・ 學 疫 法 
・ 能 働 台 疫 法 
A0Z9W20 で リリ シ シ ソ グ チン 
2。 石炭 酸 ワ クチ ン 
022002 だ が 2 少 ザン 
4 内 和 ア クチ サン 


本 篇 は 俺 所 の 移 疫 な ら び K 免疫 法 に 開 す る 先 
人 の 業 精 を 編 逃 し ょ うと する も の で ある が , そ 
の 順序 と し て 人 午 條 に は 感染 耐 過 例 が ある か 
か , も し あり と すれ ば 該 感染 過 司 は 俺 貸 に 半 
する 眞 の 和 葛 疫 性 を 獲得 する か 否 か を 区 べ , つい 
で Altersimmunitat の 意味 + 0 し て 本 病 に 須 
する 効 駒 の 衣 度 を 記し , 最後 に 俺 貸 に 試み られ 


こ 尽 目 日 ロ 


た 現 疫 活 を 紹介 レ ょ うと 思う 。 


I. 億 人 向 に お ける 三楽 硬 過 例 の 有無 


まず 人工 感染 耐 過 例 に つい て 見 る と VALLEE 
et CARRE (1904) は 俺 貸 馬 か ら 得 た 含 素 材料 を 
馬 の 皮 下 C 注 射す る 場合 軍 に 良性 , 不全 性 の 感 
染 を 起す に すぎ ぬ も の , ある い は 何等 の 病 其 を 
も 示さ ぬ も の いあ る と と を 述 べ , さら と 毒 正 注 
射 に 耐 過 し た 1 幼 駒 が 5,740 cc の 毒 血 靖 注 射 に 
ょ く 抵抗 し 何等 症 汰 を 示さ な か つた と と を 記載 
レ て いる 。 た だ ぶ ゞ し と の 幼 駒の 血液 は 有毒 で あつ 
た だ 。 MgrLviN (1910) も 俺 負 に 翌 す る 自然 葛 疫 
購 の ある と と を 涼 べ , VAN Es, HARRIS and 
ScHArk (1911) も 毒 血 の 大 量 注射 に よく 振 抗 
し た 例 を 逃 べ て いる 。 ま た Ds Kock (1925) は 


毒 血 を 注射 し た 局 の 中 少 敷 の ゃ の は 熱 反 應 を 示 
本 さなか の た だ た ど 言 う 。 


RAMON et LEMETAYER 
(1934) は , 試験 馬 3 頭 中 の 1 頭 が 款 血 60 cc の 


郊 販 内 注射 を 愛 け 英 稚 性 毅 作 を 2 同 繰 返し た 後 


抜 復 し , その 後 6 同 に わた る 毒 血 ある い は 毒 正 


/ 


次 


5. その 他 の 化 隙 薬品 を 應 用 し た ワクチン 
6. 加熱 ワウ クチ ン 
7. 乾燥 ワク チン 
8. 含 電 血 眼 分 居 の 雇用 
、 9. 向 相 病 境 の 雇用 
10. 異種 動物 通過 病 毒 の 應 用 
11. 本 病 毒 の 微量 應 用 
ii。 受 働 苑 疫 法 
女 交 ' 
清 接種 に 抵抗 し て つい K 華 病 せ ボ 3 年 間 全く 健 
康 で あつ た と ょ と を 報告 し て いる 。 だ ゞ し 該 馬 か 
ら 9 回 に わた つて 採取 し た 血液 , 血清 は その 中 
4 同 に 玉 い て 有 奏 で あつ た 。 また MARTIN(1939) 
も , 毒 血清 接種 に 無 反 應 で あつ た 1 頭 の 和 馬 に 
その 後 3 同 に わた り 毒 血清 の 次 須 内 注射 を 行 つ 
を た が, つい に と 北 病 せしめ 得 な か つた 例 を 報告 し 
1 
つぎ に 自然 感染 耐 過 例 に つい て 見 る と CARRE 
et VArLEE (1906 て 07) は 汚染 厩舎 に 新 馬 を ひき 
入れ る と 感染 艇 病 し 致死 絶 過 を と り , 病 型 も 
得 性 型 あ る い は 亜 委 性 型 の と と が 最も 多く , ま 
た 諾 女 地 に 信 邊 が 和 功 生 する 時 に も 同様 に 委 性 型 
また は 亜 箇 性 型 が 見 られ る と 逃 べ 新司 , 虎 女 地 
に 怠け る 俺 質感 染 の 秋 汰 で ある と と を 記し て い めい 
る が , と の と と は 本 病 流行 地 に は 俺 條 に 翌 し 耐 
性 を 有する も の いあ る と と , 常 在 地 の 億 所 に は 
竹 性 型 以外 の も ゃ の が ある と と を 思わ し め る も の 
で ある 。MAck (1909) も 俺 気 初 区 の 銀 々 年 に 
は 艇 生 が 散 驚 困 に な つた と 鞍 べ て いる 。 な 忍 
MErVviN (1910), VAN ES, HARRIS and ScHALK 
(1911) は 億 作 に 避 し 自然 欧 疫 性 を 有する 馬 の あ 


る と と を 報告 し て いる 。 大 寿 (1911)② ゃ 流行 


の 初 年 に は 午 外 は 猛烈 な 肝 い で 俺 播 す る が 次 年 
+ ょ り は 笛 死す る も の が 甚 し く 減少 する と と を 池 
べ , と の 原因 の 1 つと し て 周 が 団 微 の 病 毒 に 感 
染 し て 知ら ず 識 ら ま の 間 に 本 病 を 面 包 し 免疫 性 


ンー 
へ 双 *) 2 4 の Dc な ey し の い で 放 の ィ 
7 い 5 へ 「 * * TI た 


を 得る に 至る も の で ある と 推測 し て いる 。 また 


自然 耐 過 司 6 頭 に , 毒 血 を 3 て 4 同 に わた り 絢 量 
70<100 cc を 注射 し て も 衣 病 し な か つた と と か 
ら 一 度 本 病 を 耐 過 し た 司 に は 一種 の 第 疫 性 が あ 
る と ェ 和 べ て いる 。HowMurov (1936) も 偉人 筑 は そ 
の 初 敬 時 に は 甚 旋 性 型 あ る い は 人 性 型 を 以 て 郊 
威 を 振 い 甚大 な 損害 を 典 を る が , 時 の 災 人 過 ょ と 共 
に 性 質 を 織 化 し , 2 年 後に は 亜 管 性 型 よ た な り , つ 
い に は 民 性 型 更 に 潜伏 型 と な る と と を 迄 べ , と 
れ は 病 毒 が 連 編 的 に 馬 起 に 作用 し ある 程度 の 抵 
玉 性 を 興 を る 結果 と 考え られ る と 言う 。 

以上 の 人 工 感 染 耐 山 例 な ら び KC 自然 感染 耐 包 
例 の 諸 報 告 に よ つ て 馬 匹 中 に は 俺 物 病 毒 の 感染 
に と 耐 過す る も の いあ る と と が 知ら れる 。 


IT. 感染 面 過 馬 の 人 沈 疫 性 


つぎ に 問題 と な る の は 感染 柚 過 例 に 見 る 抵抗 
性 な る も の 炎 眞 の 葛 疫 で ある か 松 か と 言う と と 
で あろ る が, CARR et VALLEE (1904, 1906 て 07) 
は 前 記 の 慢性 俺 貸 伯 復 馬 の 血 液 を 健康 馬 に 注射 
し た と と ろ 該 馬 が 意 性 型 偉 貸 を 以 て 芝 病 し 27 日 
で 鉛 れ た こと と か ら , 全く 健康 に 見 える 選 復 馬 も 
醒 内 に 病 毒 を 保有 し て いる と 言う 2 注目 すべ き 事 
貫 を 納 見 し た の で ある 。 pp Kock (1918) は 敷 
る 月間 何 等 の 病状 を 示さ ず 臨床 上 治 療 し た か に 
見 を る 馬 で あつ て も 血液 接種 試験 に よれ ば 綿 て 
病 毒 保有 者 で あつ を た と 区 べ て お なり, また 前 章 で 
述 べた RAwoN et LEMETAYER (1934) の 感染 


面 過 例 も 同様 に 則 内 人 c 病 毒 を 保有 し て いた の で 


あつ て , 本 症 耐 過 馬 の 病 毒 保有 に 開 す る 報告 は 


少く な い 。 わ が 國 に 知 い て も , 時 重 (1909) は 俺 


鍵 面 過 司 の 血液 中 に は 1 ヵ年 を 綴 山 する も 病 毒 
を 今 有 する と と , さら に 血液 中 に 病 毒 の 存在 を 
計 明 し 得 な い 復 馬 に あつ て も その 内 臓 諸 臓器 
( 奪 骨 , 肺 , 腫 , 肝 , 窟 , 液 腺 , 光世 腺 , 甲 状 
腺 , 副腎 
る と 述べ , 武藤 ・ 大 塚 (1911) は , いわ ゆる 収 復 


語 の 多 戦 の ゃ の は 血液 接種 試験 に よれ ば 快 復 後 


3 ヵ年 を 綴 過 し て な 玉 病 土 を 保有 する も の で あ 


る と 散 表 し , 時 重 ・ 仁 田 (1912) は 収 復 後 3 年 


7 ヵ月 韻 復 馬 血 液 中 に 病 奏 の 存在 する と と を 
計 明 し 得 た と 言う 。 了 臨時 馬 疫 調査 委員 會 (1912) 


> 肪 肉 ) に は 病 毒 を 含有 する と と が あ 


4 AN 


Py \9HKMIDM い 
NE 』 NN に 


も 
NN 中 / = を 2 1 ター か - い れ 
SA W、: jr CN SS 2 人 w y MN 0 
円 は 0 - も 


は , 中 縮 く 代 ヒ よ つて 健 後 


細 過 すれ ば 誤 内 の 本 病 赤 の 素性 は 清算 し 館 に 。 
は 油 減 する る もの いよ う で ある と ょ と 本 べ , 仁田 ・ 天 


塚 (1913) は 復 馬 血 中 の 本 病 毒 は 約 5 ヵ年 の 
治 過 に ょ より 自然 に 漆 滅 する も る の で ある と 報告 し 


て いら る 。 し か し KRAr (1934) は 。 氏 が 前 窒 車 


の 信 貧 株 復 馬 14 頭 の ある も ゃ の は すでに 5 年 目 
で ある に か いわ ら ま その 血液 は いま な 妃 有 毒 で 
ある ょ 報告 し て いる 。 また 石井 ・ 中 村 ・ 渡 邊 
(1937) は , 俺 貧 馬 と くに 無 吉 期 の も の に つい て 

病 毒 の 穏 内 分 布 汰 態 を 調べ , 血液 に 病 寺 の 誇 明 
出来 な いも の で あつ て 骨 骸 , 肛 , 副 忠 に 病 素 を 
誇 明 し 得 た 例 の ある と と を 報告 し て いる 。 


、 俺 党 病 春の 仮 復 馬 骸 内 に 保有 せ せ ら る 期間 に 


つい て は , と の ほか Dm Kock (1925) は 9 年 , 


で IT 
Ce A ド Me 3 
ど 037 hy ペ 1 に 和 所 か 
0 し 0 地 MT ゃ / Mn 
Ys TU 二 は /| 





Scorr (1919) は 12 年 , ScHALK and RopE- 


Rick (1923) は 14 年 と 区 べ て いる が , VArLEE 


(1925),. LOHRs (1920), KsAr (1934) 等 は 一 
AGM 
ある と 基 え て いる 。 


民間 租 P と 保有 され だ た 僚 電 の カビ 


いて は , CARRE et VALLEE (1904) は 完全 に 感 
染 力 を 保有 し て いる と 和 逮 べ て jj り , また 本 病 毒 
を 骨 内 に 14 年 間 保 有 し た 1 試験 馬 に つい て .18 


同 に わた る 血液 接種 試験 を 行 つ た ScHArK and 
RopgRick (1923) の 貴重 な 1 例 報 告 に な いて も 
同様 な 結論 を 下さ れ で て いる 。 怒 NiL, SCHALK 


等 の 損 げ て いる 接種 試験 馬 の 潜伏 期間 を 見 る と , 
少く と も 綴 過 中 の ある 時 期 に 天 い て は 潜伏 期間 


に 若干 の 延長 を 来 た レ て いる よう に 見 受け られ 


る の で ある 。 VAN ES, 耳 ARRIrS and ScHALK 


(1911) が 経験 し た 1 保 叱 馬 の 血 液 接種 例 で は 較 
度 の 潜伏 期 の 延長 が 見 られ , 氏 等 は 病 毒 の _at- 


tenuation を 洲 た し た 結果 で あろ うと 記し て い 
る 。 了 殴 時 馬 疫 調査 委員 痛 (1912), Breor (1923) 
の 報告 に 祥 い て も 保 毒 馬 の 血液 接種 例 に 潜伏 其 


の 延長 が 見 られ て いる 。 と れ に 記し DE Kock 
(1925) は 最終 語 作 か ら 7 ヵ年 を 将 て 採取 し た 血 靖 
液 に も 毒 力 の 低下 は 認め られ ボ , その 血液 を 接 生 
種 され た 試験 馬 は 発 死 し た と 言う と と で ある 
KRAr (1934) は 感染 動物 骨 内 に 玉 け る 病 毒 の 毒 
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て, ある 時 に は 十 と な りあ る 時 は 一 と な る 
_ も の で ある が , 一 方 動物 起 の 抵抗 性 お よび 感受 
性 に 差 が ある た め 同 一 材料 の 同一 量 を 同一 方 法 
で 注射 し て も 溶 伏 期 , 帝 病 の 程度 に 差 を 來 た す 


も の で ある ょ 区 べ て いる 。MOcsy (1932) は 慢 


性 例 で 組織 織 化 の 高度 な 馬 か ら 探 取 し た 材料 を 
接種 し を 場合 に は , 接種 馬 の 潜 伏 期 が 長く また 
病状 も 明 腰 で な いと 言う 。 ' 
要する し と, 本 病 耐 包 司 の 血液 中 に は 俺 任 病 毒 
が 保有 せら れ て お る と 見 る べき で あつ て , その 


先 疲 性 な る も の は あり と する も Hmmanitas 


sterilisanS で は な く jmmnunitas non sterii- 
Sans (Infektionsimmunitat) と 考え られ る 。 
る つと も る も, ScHALEK and RopERiCk (1923) の 
報告 し た 14 年 間 も 病 毒 を 保有 し て お なつ た 1 例 
の 如き ゃ 結局 最後 に は 再 敬 に + つ て 難 れ て いる 
の で ある か ら , 本 症 面 過 馬 の 有する 抵抗 性 は と 
れ を Hmmunitas と 見 る と と な く Jabile Im- 
fektion (pg Kock。 1925) と 言い 実 わ し た 方 が 
ょ の の か も 知れ な い 。 

BArLoZET (1935)〈⑦②9 (1936), Howourov 
(1936) は こと これ を prennunition (immounite- 
tolerance, inmunite dinfection) と 見 な し 、 
初回 に 帆 内 に も た ら さ れ た 病 毒 が 般 内 に 溢 在 す 
る 結果 , 後 感染 に 抵抗 する る の で ある と 説明 レ 
て WW の 5 | 

堆 SSSEMAMUO2BGMDET 2E 舌 震 が で し て は 
司 帆 に 俺 貸 に 回す る 現 疫 性 を 興 を る と と が 出來 
ず ボ , た ぶ 原 剖 性 疾患 。 結 述 , プル セロ ー シ ス 等 
の 場合 に 行わ ん て いる premunisation に よ つ 
て の み 俺 貸 の 発 疫 は 可能 で ある と 和 逃 べ て いる 。 
それ な ら 記 本 症 の premunisation は 容易 に 行 
い 得 る か と 言う に た ち ま ち 請 種 の 難問 題 に 進 着 
せ ざ る を 得 な い 。 

、 まず 人 宣 感 染 耐 過 後 の 第 疫 性 に つい て 見 と , 
pg Kock (1925) は 了 臨床 的 に 治療 し た と 見 られ 
る 病 毒 保有 馬 は その 後 の 病 毒 接種 に よ つ て 新た 
般 作 を 起す と と な く 従 つて 発 疫 性 が ある と 水 
べ て いる が , 一 方 HEMpEr (1908 て 09) の 如き 
は 10 頭 の 人 工 感染 耐 包 馬 \C 後 感染 を 行 つた と 
と ろ , その 全部 C 深 病 を 見 た の で 俺 貧 控 患 詩 は 
) 本 財 後 作 を 克 得 せ ナ 芋 感 雪 ヒ よ つ て 





いて 試験 し て 号 る が , 
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華 病 し , か つ 再 感染 の 経過 は 初 感染 の それ に 比 
し て 理 易 と は 限ら ず 負 死す る と と も ある ょ 幸 告 
し て 怒り , また BArozgr (1935)G) は 各地 か 
ら 集 め た 多 敷 の 佑 貸 病 寺 株 を 使用 し 人 工 感染 耐 
過 午 馬 に つい て 試験 し た と と ろ , 再 感 染 病 圭 株 
が 前 回 接種 の 病 寺 株 と 同一 で ある と 藻 と を 間 わ 
ず 15 試験 例 中 5 例 に 再 感染 の 成立 する の を 見 


を た 。 と の 5 例 の 再 感染 計 の 溶 伏 期 は 初 感染 時 の 


それ と 同様 で あり , 中 3 例 が 名 れん た と 言う 。 
つぎ に 自然 感染 耐 過 馬 に つい て 見 る と ,LOHRs 
(1922) な 慢性 保 毒 馬 もぉ, その後 の 病 毒 接種 に ょ 
つて 定型 的 に 衣 病 する の を 見 て る が , OPPER- 
MANN(1929) は 溶 伏 性 俺 貸 馬 に 新鮮 毒 血 を 皮下 , 
静 誠 内 に 接種 し た が 管 性 俺 気 の 症 汰 は 表 わ れ な 


か つた と 言う 。SucgtN (1938) は , . 刊 條 に 往 か 


り その 後 病 毒 保有 者 と な つた 馬 も 後 感染 (c 将 す 
る 感受 性 を 有する と と , 徐 駿 例 に な いて は 再 感 
染 が 普 肖 の 潜伏 期 を 以 て 定型 的 症 誠 の 下 に 現 わ 
れる と と , 再 感染 は 初 感染 後 何時 で も 起 し 得る 


と と , 再 感 染 時 の 感染 材料 の 量 は 再 感染 の 成松 


に さして 素 故 の な いと と を 生 べ て いる 。 また 
ANDRIEVSkii (1939) は , 今 性 衣 作 か ら 復 し 
た 19 頭 の 馬 に 俺 貸 病 奏 を 注射 し た と と ろ , 17 . 
頭 が 感染 し その 中 12 頭 が 難 死 し た と 報告 し て 
いる 。 

と の 際 大 を られ る 問題 は 病 毒 の pluraHite で . 
ある 。 DE Kock (1925) は 由 來 を 異 に する 各 病 
毒 株 間 に と 毒 力 の 差異 が ある か 否 か を 誇 明 し ょ う 
と し た が 成功 し な か つた と 言 つ て 矢 る 。 し か し 
CARRE et VArLEs (1904) は 常 事 者 は 了 臨床 上 明確 
な 差異 の 認め られ る 箇 性 型 俺 貸 , 部 急性 型 俺 貧 , 
写 よ び 慢 性 型 俺 條 を 起す 原因 朋 を 同一 の も る の ょ 
は 巻 を え ぬ も の で ある ょ 逃 べ て な り , RAmwMon et . 
REMETAYER (1934) も その 長年 の 総 験 か ら 偉 質 
に は 活力 の 異な る 病 雪 が ある よう で ある と 言 
2 。 さ らい BArozET (1934) は 感染 試験 に より 
偉 抽 病 に 強 毒 の ゃ の 騰 毒 の る の いあ る と と を 
明か に し て いる 。 また SrgN 等 (1944) は 甚 】 
だ し く 相 距 つ た 地 基 で 分 離さ れ た 9 病 毒 株 に つ 
それ 等 の 毒 力 は 恒 々 で あ 
ン ) よ 言 .9。 

な も 後 感染 試 孤 に 際 し て は , 偉 気 病 雪 の 毒 カ 
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まこ っ 


が 馬 本 連 貫 織 代 に よ ょ つて 増 張 す る と 言わ れ て い 


る と と を も 基 を て 置か ね ば な ら な い CARRE et 
VArrEg (1904), BArozgr (1934),KsAr(1934), 
中 村 ・ 石 井 ・ 濾 邊 (1938)。 

ぁ ふつ と も る MGcsy (1932) は , 俺 谷 の 場合 に は 
他 の 多く の 病 毒 病 の 場合 と は 相違 し て , か な り 
長く 連 績 織 代 接種 を 行 つ て も 病 寺 の 生物 牌 的 性 
状 の 増強 を 認め る と と な く , 
な も の に な ら な いと ょ と 枯 べ て 台 り , 中 村 ・ 石 井 ・ 
渡邊 (1938) は 病 毒 を 同一 様式 で 累代 接種 すれ 


ば 潜伏 期 は 固定 し 0.002 cc の 毒 血 で 潜伏 期 12 


日 で 縮 病 せしめ る と と が 出 來 , 熱 衣 も 題 著 で あ 
る が その 他 の 了 臨床 症 汰 , 病理 組織 學 的 好 汰 は 著 
明 と な ら な いか ら , 本 病 奏 を 累代 接種 れれ ば 病 
毒 は 馬 骨 内 に 天 い て 極め て 増殖 し 易く なり は す 
る けれ ども と の と と は 必ず しゃ 病 毒 の 増強 を 意 
味 す る も の と は 逢 定 し 難い と 夢 べ て いる 。 

また 了 区 時 財投 調査 委員 食 . (1912) は , 本 病 机 
包 司 を 病 馬 と 一 緒 に 山野 放牧 同棲 し め て そ 
の 葛 肖 性 の 強 さ を 見 て いる が , 供 試 耐 過 馬 は 全 


部 華 病 し 従 つ て 本 病 の 発 疫 衝 な る も の は 四 地 の 


俺 所 和 防 に は 意義 の な いも の で ある と 制定 し て 
いる 。 

つぎ に 減 毒 病 毒 に よる pr@munisation の 報 
告 に つい て 見 て も 今日 迄 成功 し た も の は な い 。 
BAroZET (1934) は 1 馬 馬 に 称 め 層 寺 株 を 接 
種 し , 接種 66 日 後に 正 構 株 を 接種 し た と と ろ 
後 感染 に よる 毅 症 を 見 , その 溶 伏 期 , 骨 汐 , 全 
身 症 汰 いま れ も 未 座 置 新 周 の それ と 同様 で ある 
と 言い , 有紀 毒 病 毒 接種 に よる 発 疫 駆 異 は 困難 の 
ょ うに 思わ れろ る と 枯 べ て いる 。 ま た 同氏 (1936)G 〇 
は グリ モリ ン 加 減 毒 腫 臓 レ クチ ン の 接種 を 行い 
贈 微 な 縮 症 を 起 し た 世 馬 が その 後 の 病 毒 接種 に 
より 感染 仙 死 し た 験 例 を 記載 し , また 同 世 く 
氏 (1935)②④ の 騰 汗 に よら る 減圧 レ ウラ ク チン に つい 
て の 試験 成績 を 見 る も , た と を 減 毒 は 膳 汁 の 添 
加 量 に 比例 し て 起 つ て 紀 る に せよ + これ を 馬 爾 と 
應 用 し た 場合 に は , 被 接種 馬 骸 の 本 病 に 将 す る 
感 愛 の 如何 に よ つ て , 必ず し ゃ 膳 汗 添加 の 割 
合 と 比例 し た 減 意 成績 を 示し て らち な い 。 





また 固定 毒 の ょ う 【 


- 年齢 


の JAN て 倍 が 0 の ょ び 蘭 難 
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sb es 
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1 { : で 
かす に 0 RS な 1 
KA ま て 


- 村人 の > 


は , 同 や 接種 材料 を 用 いて も 潜伏 期 や 病 型 に は 
著しい 導 動 が 見 られ る も の で あつ て , と の と と 
は 病原 骨 の 直接 作用 の み で は 褒 明 せら れず 近 種 
語 の Ansprechfahigkeit ある い は 感 受 性 に 重 


KS 


いで 


も ょ も と 恒 の 俺 信 靖 起 制す る 感受 任 に は 
- 其 だ し い 偏 差 が ある の で あつ て , MGosy (1932) 


要 意 義 の ある と と を 示し て いる と 区 べ , MARTrN 
(1939) の 如き は 一 定 潜伏 期 の 病 毒 株 を 獲 よ うと 


し て 舘 貸 病 毒 を 連 貫 13 代 馬 の 肛 内 通過 を 試 


みた の で ある が 溶 伏 期 を 固定 し め る と と は 肌 


來 , 


る 。 4 

どの うに 導 え で 夫 る 馬 衣 に 應 用 し て 
premunisation を も た らし め 得 る 減 毒 株 の 條 件 
と し て BArozgsT.(1935) ぐ @ も る 言う と と ろ の ⑪) 


軽症 ある い は 不 題 性 感染 を 起 し , (2) し か $\ 馬 


骨 内 に 長期 党 在 し て premunite の 鉄 態 を 生 ぜ 
し レ しめ 得る よう な も の は , は だ し て 求め 得 ら れる 
も の で あろ うか と 言わ ざる を 得 な い 。 


HHI. 俺 争 病 毒 に 封 す る 
- 幼 駒の 態度 * 
CARRE et 巡 計 0 (1906 て 07) は 條 偶 は 局 の 
種類 の 別 な く 同 様 に これ を 置か す と 記し 
て いる 。 時 重 (1912), 時 生 ・ 仁 田 (912)①) な , 
偉 貸 流 行 地 に な いて は 一 般 に 幼 多 の 俺 人 が まれ 
で ある よう に 言わ れ て いる の で , 四 際 と 効 駒 は 
本 病 に 翌 し 発 疫 性 を 有 し て いる も の が どう か を 
研究 し て 見 た 。 すなわち 偉 貸 の 無い 地方 の 産 陶 
3 頭 を 選び , その 皮下 に 俺 貸 民 の 血 獲 1cc ある 


い は 2cc を 注射 し た の で ある が 供 試 駒 3 頭 いま 


れ も 僚 仙 に 提 か り 釧 死 し , 幼 駒 も 成 馬 と 同じ ょ 
2 に 俺 貸 に 感受 性 が ある の を 知 つ を と 言う 。 
KrNsrEy (1910) は 俺 貸 母 馬 の 貴 乳 を 受け つ 
つ あ る 仔馬 が 健康 で ある 場合 が あり , また 健康 


と 述べ て の の 


請 照 せら れ 度 い 。 


結局 潜伏 期 を 左 万 する も の は 個 骨 因 子 す 
な わ ち 未 知 の 因子 に よる と 言 つる 始 林 記 の 





1 Ws り 


母 司 の 員 乳 を 受け つ ゝ ある 仔馬 が 俺 貧 に 感染 し 
て 玉 る と と 等 が あつ て , 俺 気 に 習 する 感受 性 と 
年 有 と の 間 に は 見 る べき 開 係 が な の ょ うし 思う 語 











dg と 


は 革 


の を 見 た 。 


pp Kock (1925) は 俺 貧 牝 馬 か ら 生 れ た 仔 司 
に つい て 分 逮 直 後 血液 を 検査 し , 該 血 液 こ に は 感 
染 力 が な か つた と と , と の 仔馬 が 2, 3 ヵ月 後 
俺 條 に 感染 し 急性 型 で 名 れ た と と を 報告 し て い 


2 の 


つぎ と, 絢 が 俺 筐 を 耐 過 し た 場合 成 馬 に お 


- け る と 同じ ょ う K 保 毒 過 と な る か と 言う と と で 


ある が , CARRE et VArrEE (1906 こ 07) は 生後 
14 ヵ月 の 幼 駒 に 俺 貸 病 毒 を 接種 し た と と ろ 四 く 
芝 病 し , その 後 2,3 ヵ月 で 外観 的 に は 全く 治 
疹 し た ょ よう に 見 えた の で 治 疹 後 4 ヵ月 を 縫 て 血 
液 250 cc を 探り 1 頭 の 乗馬 に 注射 し て 見 た と 
と ろ , 該 馬 は 俺 仙 に 梱 が り 著 明 な 所 血 を 起 し て 
30 日 で 負 れ た と 言う 。 ま た 大 塚 (1911) ぐ ①⑫ は 血 


- 液 接種 試験 の 成績 か ら 病 居 に 障 休 し て いる 交 駒 


の 大 多 数 が 病 毒 保有 有馬 すなわち 感染 馬 と 認め ら 
れる と 和 べ , さら と 病 馬 の 外 汁 に 病 毒 を 含む と 
と を 確定 し た (1912)②④ の ち , 病 馬 の 員 乳 を 受 
け て 生育 し た 仔馬 が 人 刊 所 に 翌 し 抵抗 性 を 有する 
か 芝 か を 確か め よ うと と れ 等 の 仔馬 に 毒 血 10cc 
を 注射 し て 見 た と とろ 2 例 共 箇 症 し た ょ 報告 し 
て いる 。 時 重 ・ 仁 田 (1912)④① ゃ 俺 所 母語 か ら 
の 産 駒 は 病 毒 を 保有 する と と , と れ 等 幼 駒 が 不 
良 の 和 生 訴 態 に 遭 過 する 場合 に は 滞 症 する と と 
を 報告 し て いる 。 ' 

_ 臨時 馬 疫 調査 委員 信 (1913) は 俺 邊 の 胎内 感染 
を 受け た 仔馬 に 病 土 を 注射 し た 場合 大 部 分 の も 
の は 北門 し な い が 同 時 に こと れ 等 の 仔馬 の 嶋 内 に 
は 病 毒 が 保有 され て いる と ょ と 報告 し て いる 。 


田川 (1923) は 俺 條 母語 か ら 産 れ た 生後 240 て 


274 日 の 仔馬 8 頭 に つい て 試験 し , い わ ゆ る 田川 
反 鷹 喝 性 な も の 1 頭 を 得 , と の 仔馬 の 血液 200cc 
を 健康 馬 の 苑 脈 内 に 注射 し た と と ろ 62 日 を 継 
て 突然 佐 病 し , 臨 灯 上 軽度 の 俺 気 症 誠 を 現 わ す 
と の と と か ら 氏 は 俺 貧 病 毒 な る も の 
は 仔馬 骨 内 通過 に ょ つて 著しく その 毒 力 の 低下 
を 來 た し , また 仔馬 は 俺 所 病 毒 に 肝 し て 抵抗 性 
が 比較 的 紅い と 巻 を られ な い だ ろ うか と 結論 し 
OM 

QogNTrN (1933) は 幼 駒 は 俺 所 に 翌 する 感受 


” 性 が 高い 様 に 見 を る と 逃 べ て いる 。 


ゃ 
ント 


、 小倉 (1947) は 修験 上 営 す 駒の 俺 貸 に 将 す る 
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抵抗 性 は 大 で あつ て , 人 工 接種 を 行 つ て も 1 て 
2 固 軽度 の 熱 緩 作 を 認め る に すぎ な いと 言う 。 
要する と, 上 送 諸 家 の 報 告 に よ つ て , 郊 駒 も 
俺 氏 病 毒 K 感受 性 の ある と と , 感染 を 耐 過 し た 
も の は 病 毒 保有 若 と な る と と を 知る の で ある 。 
田川 (1923) の 言う 仁 馬 航 内 通過 こよ ょ る 侯 貸 病 


毒 の 毒 力 低下 な る も の は , 氏 の 報告 が た ゞ 1 例 
に つい て の 成績 で ある こと , MOcsy (1932), 
MARTIN (1939) 等 の 報告 に も る 明か な よう 【C 接 
種 司 の 個 般 に ょ つて 溶 伏 期 の 著しく 長い も の が 
ある と と か ら 基 を , 直ちに これ を 承認 する こと 
は 困難 で あり さら (と 多 敷 例 に つい て の 試験 が 必 
要 で ある よう に と 思わ れる 。 


IV. 叶 疫 法 


偽 仙 に 習 す る 人 工 先 疫 は 由 來 極め て 困難 と さ 
れ て いろ る の で あつ て , VArrEE (1925) は 億 人 に 
半 す る 除 防 接種 ある い は 血清 療法 の 試み は 綿 て 
無効 で ある と ょ 血 べ , 最近 に な いて も STEIN, 
OsTEEN, IMorr and SHAHAN (1944) は 佑 質 
馬 血 清 あ る い は 臓器 組織 中 の 病 泰 を 化 移 業 , 熱 
その 他 の 方 湊 に ょ つて 不 千 化 し た も ゃ の の 大 量 を 


注射 する も , その 後 の 感染 を 防ぎ 得 な か つ を と 
報告 し て j り , 訟 定 的 結論 を 下 し た 報告 が 極め 


て 多い 。 し か し , 中 に は 発 疫 効 果 を 認め た と 報 
告 す る る も の も ある の で , 以下 に 一 通り 先 人 の 業 
績 を 紹介 し て お なく と と に する 。 

AA ii 能 働 台 疫 法 

1 ジオ キル マサ ンジ クチ ン 

LEHNERT (1929) は 俺 折 馬 肝臓 の 生理 的 食 騨 
水 浸 出 液 と 03 多 に フォ ル マ リ ン を 加 を を た も の 
を レク チン と し て 馬 に 應 用 ずる と , ある 程度 の 
俺 貸 和 防 力 を 興 え 得る よう で あつ て ワク チン 注 
射 馬 は その 後 の 億 貸 感 染 に 際 し 溶 伏 期 の 延長 を 
来たす か ら , 億 所 の 常 在 す る 地方 の 居 に は 共同 
放牧 前 本 レク チン を 注射 する よう に すい \ め て い 
00N 973 

HEArH (1931) は 億 人 質 馬 架 の アプ ソイ ド グ ュ ロ 
ブリ ン 居 ある いひ は 侯 気 馬 の 赤血球 , 血 架 等 に 
0.25 の 割合 に フ オ ル マ リ ン を 加え を 不 活化 し た 
ゃ の を 應 用 し て 見 た が 億 気 に 翌 する 喝 疫 性 を 典 
を え 得 な か つた と 報告 し て いる 。 


し て 


ES 
ーー 3 を の 
Pe。 


QUENTIN (1933) は VArrEs が 城 染 し その 


指示 の 下 で 造ら れ た 農務 省 國 立 試験 所 製 の フォ 
ル マ リ ン ワ クチ ン の 筑 地 應 用 成績 を 報告 し て い 
SeanAGN( ポ が 光 0 AO が みあ 用 が 敵 
は , 1925 年 VALLEE。 CARRE et RINJARD が 
フォ オル マリ ン を 加え を て 渡 殺 し た 口 跡 疫病 毒 の 大 
量 使用 に より 和牛 に 口 踏 疫 感染 に 習 す る 抵 撤 性 を 
典 え る と と を 錠 見 し た の K 出庫 する も の で あ 
る 。 ぐ QOENTIN は 90 頭 の 馬 に 規定 に 徒 つ て 本 
クチ ン を 注射 し て , と れ ら の 注射 語 を 自然 感染 
に さら し た の で ある 。 従 つ て , 発 疫 の 効果 制定 
法 と し て 素 血 接種 は 行わ な か つた の で ある が , 
本 試験 成績 か ら , 氏 は フォ オル マリ ン ワ クチ ン を 
健康 司 に 注射 し て 玉 く な ら ば だ 億 貸 に 習 す る 抵抗 
性 を 典 え る と こと, 
馬 は 侯 作 に 縮 串 する と と , 移 疫 更新 の た め 毎 
レク チン 注射 を 行う べき で ある WI 
使用 時 の 注意 を 守 つ て 本 ソウ クチ ン の 注射 を 行え 
ば , ワク チン を 以 て する 質 防 注射 は 全く 無害 で 
ある の みな ら ず 信 貸 陀 防 上 其 だ 有効 と 基 え られ 

る と 結論 し て いる 。 な お 本 ワク チン 調製 に 用 い 
る 有 外 臓 は 介 性 俺 反 過 中 高熱 時 に 氏 れ た 選 か ら 
解 死 直 後 採取 し た も の で ある と と が 絶 因 に 必要 
で あり , また 了 防 注射 は 1 ヵ月 の 癌 隔 を 怠 い 
て , 尻 回 皮下 C 100eCc( 獲 行い と の 府 1 局 大 
に 20 cc 以上 注射 する と と は さけ て 頸 側 の 芽 部 
位 に 分 割 し て 行う べき で ある と いう 。 

VALLEE (1925) は PANrssET (1931) へ の 個 
人 的 通信 に お いて, 氏 お よび RINJARD は QUEN- 
TIN の 協力 を 得 て 含 性 偉 條 民有 性 臓 に フォ ル マ リ 
ン を 加 を た も の を ワク チン とし て , 今日 迄 約 200 
頭 以上 の 財 に 錦 防 接種 を 試み た が その 成績 は 病 
足す べき も の で ある ょ 鞍 べ て いる 。 氏 は 熱 紙 時 
に 殺し た 俺 貸 馬 の 重 量 3>5 kg の 脚 臓 を レク チ 
ン の 材料 と し て 用 いた の で あつ て , 用 臓 1g に 
つき 健常 血清 5cc を 加 を て 乳 列 と し と れ に フ 
オル マリ ン を 0.4 の 割合 に 加 を た の で ある 。 
な お ワク チン は 1 頭 に つき 腫 臓 重量 20g を 皮 
下 注射 し 15<20 是 の 間隔 で と れ を 繰 肥 を すべ 
き て と と , 吸 履 が 析 く 局所 反 鷹 を 起 し 易く と くに 
潜伏 感染 馬 こ とれ が 散 明 で ある と と 等 を 述べ て 
いる 。 


と これ に 反し て シソ 0 「 


示 に 従い 佑 飼 の 中 心地 の 計 100 余 頭 に 0.4 ラ 


YAouwee (6 な 上 





ォ ル マリ ン 加 佑 人 選 鏡 騰 外 剤 を 注射 レック チン 


の 折 防 効果 を 観察 し た 。 その 結果 は 1 ヵ月 間隔 


ーッ ク ナ ン を 100 cc 光 2 回 皮下 注射 た 記 と 


は その 後 佑 條 に 宜 つ た も の が な か つた と 言 2。 
OPPERMANN (1934) も る 俺 島 防 旭 上 腫 臓 の フォ 


- ル マリ ン ワ クチ ン が 有 也 で ある と 延 べ て いる 。 


RAMON et LEMETAYER (1934) は アテ ナ ト キ シ 
ン か ら 類 推し , また 他 の 病 王 ウケ クチ ン に フォ ル 
マリ ン が 用 いら れ て いる と と か ら , まま 俺 質 面 
清 と 0.1 に フォ ル マ リ ン を 加 を , と れ を 37C 


に 4 日 間 加 混 し た も ゃ の を 鷹 用 し て 見 た が な 吾 毅 


病 力 が あつ て と れ を 注射 し た 司 は 亜 急 性 偉人 を 
起 し て 仲 死 し た 。 そ と で 毒 血 に フォ オル マリ ン を 
0.5 欠 加 を 557 て 56C に 40 分間 加 間 し た も 


、 の. 健生 発 馬 の 旬 識 ・ 肝 朋 息 質 の 有 刑 に フネ アル 


マリ ン を 0.5 錠 加 を だ た もの, ある い は と れ を 
37C に 放置 し た も の を 作 つ て 試験 し て 見 た 。 と 
れ ら の も の を 應 用 し た 場合 に は 発 疫 損失 は 見 ら 
れ な か つた が その 後 の 病 毒 接種 に 桂 し 抵 硫 性 を 
奥 を 試験 馬 は 感染 し た と 言う 。. 

VELU, 2ZOTTNER。 FAURE et SARTHOU G934) 


は 自然 感 楽 時 の 諸 條 件 は 息 験 的 接種 感染 の それ 


と は 碁 し く か け へ だ だ た つた も の で あつ て , QUEN- 
TIN の 得 た 結果 と RAMoN et LEMErAYER の 
得 た 結果 と が 相反 する の は 前 者 が 自然 感染 , 後 
者 が 人 工 感染 で ある の に よる と 基 え を , フォ オル マ 
リン 0.4% 加 肝 臓 レク チン を 軍馬 に 注射 し と れ 


を 1 年 間 注意 深く 挿 察し 。 また 規則 的 に 赤 洗 速 


_ 度 を も 検査 し て 見 た 。 すなわち 俺 貸 有 毒 地区 移 


駐 し て 來 た 軍司 40 頭 を 20 頭 宛 の 2 群 に わけ , 
1 閣 は 翌 腹 と し て ワク チン の 注射 を 行わ ず , 他 
類 に は 1933 年 3 月 24 日 よ ょ び 1933 年 4 
月 14 日 に ワウ グ チン 100 cc を 皮下 注射 し た 
の で ある 。 同 年 5 月 初旬 か ら 吸 面 昆 典 が 用 初め , 
5 月 15 日 に 佑 條 が 初 肖 し , 6 月 に は 多 敷 の 俺 質 


が 開 生 し 本 試験 馬 以 外 に 14 頭 が 病 し た 。 ご 
の 時 まで に は ソ ク テ ン の 効果 が 見 られ な か つた だ 
の で 1933 年 6 月 1 日 よ び 1933 年 6 月 20 議 
日 に 再び ワク チン を 注射 し た 。 ょ とろ が 第 1 回 
0 













針 死 3 徐 病 EAN 


ワク チン 注射 槍 : 
JJ 
問 内 
貸 陽 性 の 和 の 
で あつ て 雨 群 問 に 差異 を 認め ず , 
つて RAMoN et LEMETAYER が 見 た の と 同じ 


_ 負 死 4 給 病 1, 臨 洒 上 俺 
人 工 感染 に よ 


結果 で あつ た 。 民 等 は , 殺 病 毒 に よ つ て は 発 商 
性 を 興 を ん ぬ A ょ よう で ある か ら , 舘 貸 革 疫 の た め に 
は 殺 病 奏 欧 商法 以外 の 方 法 を 研究 する の が よい 
と 結論 し て いる 。 

BArLozET (1935)(① は CARRE et RiNJARp 


の 指示 に 従 つて 作製 し た フォ ル マ リ ン 0.4%% 加 


腫 騰 ウ クチ ン を 5 頭 の 務 馬 に 50cc 宛 3 回, ま 
た 3 頭 の 騙 語 に は フ オ ル マ リ ン 0.3 時 加 腫 臓 ソ 
クチ ン を 50cc 記 よび 75cc 多 皮下 に 注射 し 
前 群 に あつ て は ワク チン 最終 注射 54 日 後に , 
まえ 後 失 に あつ て は 40 日 後に 毒 血清 1cc 宛 を 
皮下 に 接種 し て 見 た 。 その 結果 は ワク チン 注射 
馬 , 憶 乳 馬 共に 全部 庫 症 し , ワク チン 注射 周 9 
頭 中 3 頭 は 難 死 し , 残り 0 5 頭 は 重 篤 滞 作 を 來 た 
し , 血液 所 見 に も 億 気 の 織 化 が 見 られ た 。 そこ と 
で 氏 は , 殺 病 奏 は た と を 大 量 を 用 いて も ゃ 馬 に 免 


_ 疲 性 を 興 ん ぬ よ う で ある ょ 区 べ て いる 。 


Mocsy (1935) は , 従来 フラ ンス で 行わ れ た 
試験 は 長い 問 フォ オル マリ ン を 作用 させ 且つ 閉 し 


く 稀 糧 さ れ た 腕 臓 外 旨 を た ゞ 2 同 注射 し た に 目 


まつ て いる の は 不 充 分 で ある と 巻 え , まず 最初 
2 へ 4 回 は 長 時 間 フ ォ ル マリ ン を 作用 せしめ て 病 
毒 が 確 賀 に 死滅 し た 測 厚 ウ ク チ ン を 注射 し , そ 
の 後 2 同 は 短 時 間 だ け フラ オル マリ ン の 作用 を 受 
けた ワク チン を 注射 する と と いし , ワクチン 材 
料 と し て 腫 臓 の ほか 熱 衣 作 隔 期 に 採取 し た 血清 
を も 用 いて 見 た 。 また 注射 問 隔 も 2 週間 と し , 
さら に 注射 を 専ら 静脈 内 に 行 つ た 。 と れ は 馬 骸 
が 皮下 注射 に よる より ゃ も 尊 須 内 注射 に ょ る 方 が 
フォ オル マリ ン に よく 耐え 得 ら れ , か つ 皮 下 注 身 
の 場合 に 見 る 局所 の 腫 腰 , 化 膜 , 環 死 等 を 挫 さ 
ぬか ら で あ る と 言う 。 さて 免疫 試験 馬 6 頭 中 1 


頭 は 第 1 同 注射 時 脈 管 閉 塞 を 起こ し て 発 移し た 


が , 吾 り 5 頭 は 多量 の フォ オル マリ ン ソ クチ ン の 
尊 販 内 注射 を 完了 し た 。 し か し 移 商 完了 の 5 豆 


. 内 被 系 の 腫 岩 を 来 し , か つ 保 
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中 4 を 頭 は フラ オ ル マ リ ン 減 書 病 雪 の 後 接種 に ょ り 


感染 し , 残り 1 頭 は 感染 し な か つた けれ ど ゃ 病 
毒 保有 司 に な つて いた と 言う 。 MGcsY の と の 
四 験 は レク チン の 減 毒 が 不 充分 で あり , 後 感染 
る 計 書 的 で な いよ うに 見 受け られ る 。 

中 村 等 (1938) は , 偉 貧 馬 の 各 種 臓器 に フォ 
リン を 0.1 加 を 37*C c 24<36 時 間 作 
用 させ た も の を 注射 する と 被 接種 馬 臓 器 に は 肉 
眼 交 嫌 化 は 全く な い が 組 織 克 的 に は 多少 網 汰 織 
毒 選 と は な ら ず , を 
の 後 の 病 毒 接種 に 肘 し 50<70 多 の も ゃ の が 縮 病 
を 欧 か れ た と 逃 べ て いる 。 ( 

SrgrN and OsTEEN (1941) は 劉 性 語 作 時 殺 
レ た 人 工 感染 偉 気 馬 の 膳 , 外 臓 の 10 狐 食 障 水 


2 プッ イ 


泊 刑 を つく り , とれ に 0.4 學 に フォ ル マ リ ン を 


加え て 5CC 230 日 間 放 置 し た も の 300_ 
600cc を 話 験 馬 に 沿 す し, その後 毒 血 注射 を 行 
つた が 喝 疫 効果 を 認め 得 な か つた 。 また 氏 等 は 
偉 持 血 杏 に フォ オル マリ ン を 0.1<0.2 加 を 
50CC 区 33. 縛 揃 放 軒 し だ る の を ソレ ソ グ チン と も て 


試験 馬 に 50cc 注射 し 92 日 後に 毒 血 を 接種 し 


た が 症 し た と 言う 。 な お 含 毒 騰 組 織 こ に フォ オル 
マリ ン を 04 時 に 加 を 13 日 間 作 用 芝 し な る と 
減 毒 し 接種 試験 馬 に 潜伏 期 の 延長 が 上 多 ら れ だ が 
な 妃 有 毒 で あつ て ワク チン と し て は 用 いち れ な 
02076。 

RW26 ボ 2 シル ジン は で 生ま ボス 
ンス で 買 地 に か な り 廣 秋 園 に 試み られ て ある 程 
度 双 防 力 が ある よう に 言わ れ , その 後 も アナ ト 
キシ ン の 成功 に 刺 載 され 追及 され た の で は あつ 


だが, 眞 し な 試験 の 結 DONI が EN で ある と 
_ 制 断 さ れる 。 


2. 石 酸 ワク チン 

時 重 ・ 仁 田 (1911)① は 3 頭 の 健康 試験 馬 に 
翌 し 病 馬 血 液 C 石 災 酸 を 混和 し た も の を 注射 し 
値 抽 lc 層 する 抵抗 性 を 生ま る か 爾 か を 試験 し た 


が 成績 は 陰 作 で あつ た 。 す な わ ち 


第 1 例 は 1908 年 5 月 3 日 に 病 毒 血清 と 5 
右 出 酸 水 の 等 分 液 100 cc を 皮下 に , 7 月 3 日 に 
病 毒 血液 = 5 石 災 酸 水 の 等 分 液 100cc を 静 
服 内 に 注射 し , 7 月 8 日 に 後 感染 を 行 つ た の で 
ある が 藻 病 し : 第 2 例 は 同年 5 月 3 日 に 病 毒 . 
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血清 と 5 石 交 酸 水 等 分 液 100cc を 皮下 C 注 


射 し , 7 月 3 日 C 後 感染 を 行 つ た の で ある が と 
れ ま た 漢 病 し : 第 3 例 は 6 月 3 日 に 病 血 清 
と 4% 石 有 酸 水 等 分 液 100 cc を 静 脈 内 に 注射 
レ し, 7 月 12 日 以後 自然 感染 暴露 し て 見 た の 
で ある が , と れ ま た 感染 朋 病 し て し まつ た と 言 

り 。 

BArozEr (1935)⑨① は 病 毒 血清 に 石 有 酸 を 
0.1 多 に 加 を 24 時 間 放 置 し た も の を 葛 疫 原 と 
し て 務 馬 に 注射 し た が , 減 寺 不 充分 の た め 錠 病 
を 見 た 。 そ と で 氏 は , 同一 材料 を 130 父 日 間 放 
直後 馬 に 注射 し た 。 注射 反 鷹 無く , また 注射 
24 日 後に 控 取 し た 血液 を 健康 参 馬 に 注射 し て も 
感染 を 見 な か つた が , と の 発 疫 注射 を 受け た 騎 
有馬 は 1 ヵ月 後 の 病 毒 接種 に ょ り 定型 的 に 感染 績 
症 し た 。 そ と で 同氏 (1936)②⑫ は 腫 臓 四 質 を 
0.1 % 石 災 酸 水 に 2 週間 放置 な ば 俺 貸 病 毒 は 減 
殺さ れず 適宜 の 減 寺 を 米 た を す で あ ろう ょ 推察 し , 
俺 貸 肛 臓 2g を 0.1%% 石 災 酸 加 生理 的 食 水 
18 cc を 用 いて 胞 玖 と し , と れ を 16? て 18C の 
室 溜 に 16 日 間 放 置 後 購 馬 2 頭 の 皮下 と 接種 し 
て 見 た 。 と と ろ が 2 頭 何 れ と ゃ 注射 反 應 起 ら ちず 
病 毒 の 死滅 し て いる と と を 知 つ た の で ある が , 
同時 に と の ょ よう な 死 病 毒 材料 の 注射 を 受け た 動 


物 は その 後 の 病 毒 接 種 に 翌 し 抵抗 性 を 示さ な か 


2 た 

さら に 同氏 (1936)⑨) は 病 毒 に 石 災 酸 を 0.1 欠 
に 加 を , と れ を 5 ンー15?C と 敷 日 間 放 置 し 
て 毒性 の 幾 じ た も る の を ワク チン と し て 用 いた が 
と れ に と も 換 防 効力 を 認め 得 な か つた と 言う 。 
SrgIN and OsrTgEN (1941) は 侯 損 馬 面 芝 に 
石 交 酸 を 0.5 多 に 加 を 30 日 間 5C に 置い た 
も の を ワク チン と し て 試験 馬 に 100cc 注射 し , 
104 日 後に 毒 血 接種 を 行 つた と と ろ 評 症 し 移 商 
効果 を 認め る と と が 出来 な な か つた 。 

石 胸 酸 ウ クチ ン に つい て の 報告 は 以上 の 如く 
で あつ て フォ ル マ リ ン ワ クチ ン 程 研究 され て は 
お おら な い が , 少く と る も 石 災 酸 に ょ る 死 毒 レア クチ 
ン に は 免疫 効果 を 期待 し 得 な い も の いよ う で あ 
5 な が 

3 グリ ンジ クチ ン 

BArLoZgr (1935) ぐ ⑯) は 含 毒 血 済 に グリ モ セリ ン 





NN 陽 So 
を 同 重量 加 を 24<48 時 間 放置 し て も 毒性 に 鍵 
化 を 炒 た さ ず , その 10 cc 宛 を 5 頭 の 参 馬 c 者 
注 し て いま れ も 感 染 了 る の を 見 を の で あろ る が, 同 
一 材料 を 130 日 間 氷 室 に 放置 し た 場合 に は 泰 性 
の 減弱 を 來 た し , と れ を 注射 する も 戦い 商 症 を 


見 る に すぎ な か つた 。 すなわち グリ セリ ン は 長 


時 間 俺 條 毒 に 作用 する 時 に は と れ を 減 毒 せしめ 
る 作用 が あつ て , ある 條 件 の も る と で は と の グリ 
セリ ン に よる 減 圭 病 毒 を 應 用 する と と に よ つ て 
premunition を 伴う 理 症 値 條 を 誘起 する と と も 
可能 の よう に 思わ れる ょ と 枯 べ て いる の で ある 。 
し か し な が ら 列 年 同氏 (1936) ぐ 9 が 佑 気 腫 臓 
外 約 \l に グリ セリン を 加 を 氷室 また は 室温 に 種々 
の 期間 放置 し た も ゃ の に つい て の 試験 で は , グリ 
モ セリン の 作用 に ょ り 不 活性 と な つた 肌 臓 外 強 を 
購 馬 に 接種 し て も る 億 抽 に 翌 す る 抵抗 性 を 全然 奥 
を な か つた と 逃 べ , また 俺 気 毒 に 50<90 學 グー 
リモ リン を 加 を 敷 日 間 一 5 ンー15?C に 放置 し 
た 媛 性 病 奏 に も ワク チン と し て の 効力 が な か つ 
た だ と 報告 し て いる 。 ' 
4 膳 汁 ワクチン 

BArozET (1935)⑫ は 遼 汗 が 生 尊 , デ ング 
侍 の 濾過 性 病原 骨 の 減 寺 に 用 いら れ て いる と と , 
また 陥 時 馬 疫 調査 秋 員 貸 に よ つ て 佑 貧 病 毒 が タ 
ウル ュー ル 酸 ツー ダ に より 硫 填 せら れる と 報告 
され て いる と と か ら , 用 汁 に よる 俺 貧 毒 の 減 圭 
を 試み た 。 使用 し た 肝 汁 は 多 青 の 生 騰 裏 内 容 を 
混和 の 上 濾過 し , 1207C で 滅菌 し , 3 週間 1 
ヵ月 間 放 置 後 再 び 濾 包 し て 滅菌 し た も の で あ 
る 。 また 使用 し た 病 奈 は 接種 億 貸 馬 馬 血清 で あ 


_ つ て, 第 1 爽 熱 問 の 初期 に 擦 取 し た も の を 用 い 


た 。 試験 成績 を 妹 合 する と , 騰 汗 加 滅 者 病 寺 の 
注射 を 受け た 騎馬 17 頭 中 8 頭 だ が その後 の 病 毒 
接種 に 翌 し 無 反 應 で あり premunise に な つた 
も の と 考え られ る 。 す な わ ち 

膳 汁 。 加 病 毒 注射 7 例 申 3 例 , 


ゥ リカ 2 例 中 2 例 , 
74 1/4 り の < 例 中 0, 

2 な 1 2 例 中 1 例 , 
が 1 7 2 例 中 1 例 , 
が no 7 2 例 中 1 例 


が 後 感染 に 肘 し 無 反 鷹 で あつ を た 。 
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_ と の 成績 は , 氏 % 言 う ょ よう 騰 汗 加 病 毒 を 俺 
_ 代 和 防 に 用 い ょ うと する 間 料 と し て は 不 充 分 で 
ある が , 基礎 試験 成績 と し て は 重富 す べき も の 
と 巻 え られ る 。 ( 

5. その 他 の 化 器 薬品 を 應 用 し た ワク 

チン “ 

BAroZET (1935)(④① (1938) は 俺 狗 の 徐 防 接種 
用 減 原 を 獲 ぴょ うと し て , 他 病 毒 の 減 毒 に 用 い 
られ て いる 下記 化 驚 薬 に つい て 試験 し , その 成 
績 を 逃 べ て いる 。 | 

エー テル エー テル は 俺 貸 病 毒 に 作用 せ ず 減 
毒 作 用 が な か つた 。SrErN and OsrEEN (1941) 
は 人 秘 貸 馬 か ら 得 た 含 毒 血 振 に エー テル を 0.5 叶 , 
石 企 酸 を 05 多 に 加 を 5C に 30 日 間 放 置 し 
た ゃ も の 100cc を 試験 馬 に 注射 し 94 日 後に 毒 
血 接種 を 行 つ て 見 た が 無効 で あつ た と 言う 。 

クロ ロブ プ オ ルム 俺 貸 病 毒 に クセ ロロ フォ 
ル ふ を 長期 間 (130 日 間 ) 作用 させ る 場合 に は 減 
毒 を 來 た な す ト よう で ある が , premunisation 用 に 
は 適 営 で な いと ょ と 基 えら れる 。 SrgIN and 
OSrEEN (1941) ゃ 人 性 毅 作 時 に 名 し た 馬 の 騰 の 
3 位 食 雇 水 外 剤 lc に クロ ロフ オル ム を 1 に 加 
を 5CK に 90 昌 間 放置 し た も ゃ の を ソ ク チ ン と し 
て 試験 馬 に 注射 し て 見 た が , その 後 の 毒 血 接種 
抵抗 出來 先 疫 性 を 異 を える と と が 出来 な か つ 
た と 言う 。 ま た 含 毒 組織 に クロ ロフ オル ム を 
1 錠 に 加 を 60 日 間 放 置 す る と 注射 馬 の 潜 伏 期 
の 延長 が 見 られ る が 病 毒 は な お 完全 に 有 毒 で あ 


つ で ワク チン と し て は 用 いら れ な か つた と 言 


た 
悩 素 チト リウ ム 発 素 オト リウ ム は 俺 貸 病 
毒 に は 作用 し な か つた を 。 [ 

サポ ニン 俺 貸 病 毒 は 1 欠 の ょ うな が 低温 度 
の サボ ニン に よ つ て も 24 時 間 以 内 (C 破 寺 ら 
れる が , か いる 死 病 春 に は ウ ク チ ン と し て の 償 
値 が な か つた 。 

リ チ ネ 油 酸 堅 ナトリウム 人 委 酒 圧 に は 
ヂ デア ス ター ゼ 様 の 性 質 が ある と 言わ れ て お り *, 
一 方 ヂ デ スタ ー ゼ は リ チ ネ 油 酸 陳 ナ トリ ウム に 
抵抗 する と と か ら 本 薬品 に つい て も 試験 し て 見 
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信 貸 病 毒 は 微量 の リ チ ネ 池 酸 莉 
ナトリウム の 作用 に ょ つて 破 青 せ られ て し まつ 
7d 

クリ スタ ダル ヴ ア イオ レツ ト SrgiN and 
OsTEEN (1941) は , McBsypg and Corg の 
クリ スタ ル ヴ ア イオ シッ ツ ト 豚 コン ラジ ワタ チン に 
準じ クリ スタ ル ヴ ダ ア イオ レツ トト 石 岩 酸 ワク チン 
を 製造 し て 試験 し た 。 すなわち 細 砕 し た 急性 俺 
貸 語 牌 臓 ある い は 脆 織 血 90 分 に 1%% 石 旭 
酸 水 10 分 を 混和 し た 後 pure crystal violet 
の 1 水溶 液 5 分 を 加 を , よく 振 湯 し 腫 臓 の 
場合 に は 5C に 2Z2 日 間 以 上 , 脱 引 血 の 場合 に 
は 最初 37.5C に 14 日 間 つ いで 5*C に 62 日 
間 以 上 放置 し た も ゃ の を 試験 馬 に 注射 し その 後 接 
種 を 行 つ て 見 た が 感染 し ワク チン は 無効 で あつ 
8 

また 俺 貸 馬 面 殺 に クリ スタ ル ヴ ダ ア イオ レツ ト 
を 0.1 め , 石 有 酸 を 0.05 に 加 を て 5 ぢ CK 30 
日 間 放置 し た も の 100cc を 試験 馬 の 皮 下 に 注 
射 し , その 後 毒 血 を 接種 し 和 防 力 の 有無 を 検 し 
た が とれ ま た 無効 で あつ た 。 

プ エ ニ ー ル ・ マ ー キ ユリ ー デモ セテ ー ト 


STEIN and OSrEEN (1941) は 俺 所 馬 血 杏 に フラ 


エニ テー ル ・ マ ー キ ユリ ー・ ア セテ ー ト を 1 高位 , 
石 交 酸 を 400 倍 に 加 を て 5*C に 30 日 間 放 置 し 
た も の 100 cc を ワク チン と し て 試験 馬 の 皮 下 . 
に 注射 し , その 後 94 日 を 総 て 毒 血 接種 を 行 つ 
た と と ろ 該 馬 は 14 日 の 潜伏 期 を 以 て 沿 病 し て 
し まつ た 。 ( 

6. 加 款 ワク チン 

LOHRS (1919) は 俺 狗 血液 の 加熱 し た も の を 
ワク チン と し て 試験 的 に 用 いて 見 た が 無効 で あ 
に ae ' 

STgiN and OsrEEN (1941) は 俺 衝 馬 血 を 


57? て 58C, 58* て 59*C, 592 て 607C に 各 1 時 間 


まつ 加熱 し た も の を 廷 つ て 試験 馬 に 注射 し , を 
の 後 毒 血 接種 を 行 つた 廣 全 部 殴 症 し 葛 疫 効果 を 
認め られ な か つた 。 ' | 
7. 乾 操 ワク チン ( 
SrrrN and OsrEEN (1941) は 乾燥 生 疫 セク 


Si BArozkr は MOscvy が 47c ヵ . 77ez/ ん を.。65, 547 (1932) : 727Z.。 78, 25 (1938) に この こさ を 記し て お る 
- ょ うに 逃 べ て いる が , MOscY は これ 和 の 報 中 に お いて デア スタ ー セ に つい て は 何 も 記 し て いな い 。 
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チン の 製法 に 準 や て 億 笑 周 の 腸 臓 祥 よ び 洒 巴 腺 
の 細 秦 し た も の を 降 化 カル シウム 上 に 5C で 臣 


迷 朋 模 も て れれ を ググ ダ LC で 用 いよ の お 8 


を だ 。 と と ろ が 令 賞 病 毒 は 和牛 疫 毒 と 異な つて と の 
操作 で は 減弱 また は 殺さ れる と と な く 粉末 組織 . 


は 7 ヵ月 の 乾燥 に 抵抗 し 有毒 で あり , 徒 つ て 
クチ ン と し て は 使用 する こと と が 出 来 な か つた と 
計 ②。 ! 

8. 含 毒 分 肩 の 鷹 用 

STiN and OsTEgN (1941) は 含 毒 血 半 か ら 
硫 安 析 と 秀 析 と に よ つ て プ ソ イド グロ ブリ ン 
羽 , 血清 アル ブ ミ ン 肩 を 分 離し , と れ 等 分 大 の 
現 疫 償 値 に つい て 試験 し た 。 必 般 接種 試験 の 結 
果 と れ 等 分 大 の 何れ に も active virus は 見 ら 
れ な か つた が , 同時 に これ 等 分 居 の 50cc を 注 
射 し て も その 後 の 餅 験 的 病 毒 接種 に 上 す る 免疫 
性 を 興 え を 得 な か つた 。 

9. 彼 覆 病 毒 の 應 用 

BArozEr (1938) は 急速 な 震 散 を 坊 げ る ょ う 
な 物質 中 に 病 毒 を 包 埋 し て 馬 衣 に 接種 し た な ら 
ば 緩 徐 な 感染 が 起こ つて 馬 骨 は 炊 第 に 免疫 性 を 
得る だ ろう と 基 え を , ラノ リン を も つて 侯 貸 病 毒 
を 被覆 し た も の を 計 に 接種 し た 。 すなわち 病 毒 
血清 4cc を ラノ リン に 混入 し , 混和 物 が 液状 
と な る 迄 減 菌 オリ ー ブ 油 を 漆 加 し て 15 ccC と な 
し と れ を 駐 馬 2 頭 の 皮下 に 1 回 接種 を 行 つ た の 
で ある 。 と と ろ が , その 中 1 頭 は 中 等 度 の 佑 貧 
と な り , 他 の 1 頭 は 重症 の 佑 仙 と な つて 19 日 


で 難 死 し 修 期 し た une maladie attenuee を 起 


させ る と と が 出来 な か つた 。 

な な OPPERMANN (1939) は 潜伏 俺 符 病 馬 血 
消 中 に は 病 毒 を 殺し は し な い が 病 毒 の 活動 を 随 
止 する 中 和 性 物質 が あり , 本 物質 と し て オイ グ 
ロ プ ブリン, プ ソ イド グロ ブリ ン が 考 ん られ, と れ 
街 は 俺 所 病 毒 を 被 要 し 病 毒 の 細胞 侵入 を 困難 な 
らし め る も の で あろ うと 想像 し て いる 。 

10. 異種 動物 通過 病 毒 の 應 用 

異種 動物 通 刀 俺 貸 毒 の 應 用 に 関し て は いま だ 
報告 の 見 る べき も の が な い 。CARRE et VALLEE 
(1906 て 07) は 偽作 毒 血 で 飽和 し た 重 血 清 を 介 獲 


に 若しくは 病 毒 血清 一緒 に 移 商 に 利用 レ ょ う 


と 試み た が 成功 し な か つた と 言う 。 臨時 馬 疫 調 








査 委員 信 (1914) は 偉 貧 且 血清 を 豚 に 注射 し ,3 
日 天 よ び 1 ユ ヵ月 後に 接種 朋 か ら 血 王 を 控 取 し て 
と れ を 健 馬 1 頭 ま つと 注射 し て 見 左 。 し か し な 
が ら 接 種馬 2 頭 は それぞれ 40 日 号 よ ょ び 27 日 
後に 衣 病 し た の で 本 病 毒 は 豚 骨 通 過 こ よ ょ つて 減 
弱 す る こと が な く , 従 つて 須 購 通過 毒 は 本 夏 の 
陀 防 接種 に 應 用 出来 な いと 逃 べ て いる 。 また 時 
重 ・ 仁 田 (1911)⑫ は 病 馬 の 血 禁 を 敷 同 接種 し 
た 山羊 の 血液 を 試験 馬 に 注射 し , こと の 馬 が 後 感 
ad、 
た と 報告 し て いる 
な ち 類 師 た と えば 編 半 四半 。 犬 の 
人大 商 才 と し て 取り あげ 誠 内 し た 寺 
は 見 党 1 
1. 本 病 天 の 疹 量 應 用 
_ 本 法 は une infection attenuee, ps6mun- 
sante を 典 を えよ うと し て BAaroZzET (1938) が 
試み た も の で あつ て , 後 量 の 俺 外 毒 を 接種 し て 
縮 徐 な 感染 を 起 さ し め 爽 第 に 馬 衣 c 防 細 所 應 を 
ゃ た らし 以 て 免疫 性 を 虹 典 し よう と どす る も の で 
あ 0 前 に 逃 べた 被覆 病 毒 接種 法 同じ 基 え か 
出 紀 し て いる 。 氏 は と の 目的 か ら 馬 の 皮下 
UN 0.25 ce, 0.3 cc, 0.3 cc を 3 日 間隔 
で 接種 じ た の で あつ た 。 と と ろ が , 本 農 置 を 行 
つた 2 頭 の 中 1 頭 は 重 篤 感 染 を 趣 し て 難 れ , 他 
の 1 頭 も 感染 次 病 し て し まい つい に 目的 と する 
une maladie attenuee を 生 ぜ し め 得 な か つた 
の で ある 。 
思う に , 各 同 の 発 疫 注 射 の 開 隔 が 3 日 間 で は , 
か り に 本 症 欧 疫 が 成立 する る の と し て も と の 


短期 間 内 に その 成立 を 見 る の は 困難 で あり , か く 


て 各 同 注射 病 毒 量 の 線量 を 一 度 に 接種 し た の ょ 
同 結果 を も た らし た も の と 考え られ る 。 Scorr 
(1920) は 俺 所 馬 の 皮 膚 を 刺し た 細い 皮下 注射 針 
を 消毒 せま に 更に 2 頭 の 健康 馬 の 皮膚 を 刺し た 
と と ろ 中 1 頭 が 俺 所 に な つた と 記 李 し て お り , 

また LOmRs (1920) は 毒 血 0.01 cc 中 村石 堪 : 
渡邊 (1938) は 毒 血 0.002 cc の 後 量 を 以 て 舘 貧 
の 馬 夫 感 染 に 成功 し て いる と 言う ら と と で ある か 
ら , と の 種 の 試験 を 行う 場合 に は 少く と ゃ 使用 
病 毒 の 毒性 吟味 を 充分 に 行 つて 注射 量 を 決定 し , 
か の つ 注射 間 隔 に つい て も 健生 な 願 護 を 朱 う 必要 。 
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~ 見 た の で ある が , 


碧 清 の 注射 を 受け 


3 0 村 


2 計 受 働 疫 法 

俺 負 の 受 働 革 疫 法 に 開 し て は 多く の 報告 を 見 
0 
城井 (1909) は 人 刊 息 に 将 する 葛 疫 血潮 を 獲 ょ 


う ェ 試み , 栄養 佳 良 な 本 病 避 復 馬 7 頭 に 偉 貸 計 
血液 を 2cc か ら 注 射 し 始め , 3 て 7 日 毎 に 爽 第 
に 増量 し て その 3 頭 に は 最終 注射 血 量 2000 て 
4.000 cc に 達する と と が 出来 た 。 
大 量 の 毒 血 注射 に 抵抗 し た 馬 の 血清 20>100cc 
を 病 毒 血 5 て 10 cc と 共に 健 謀 4 頭 に 注射 し て 


血清 に は 感染 防 祭 力 を 認め 得 な か つた の みな ら 
ずぶ 冥 に 氏 が 発 疫 血清 と し て 用 いた 血清 その も の 
リド 20066000M 
ある 。 「 

VAN Es, HARRIS and ScHALK (1911) 9 
量 の 毒 血 の 接種 に 抵抗 し た 1 試験 馬 の 血 液 が 無 
毒 で ある の に 力 を を て , と の 血液 500 cc と 病 毒 
血液 50 cc と を 混 じ て 試験 馬 5 頭 に 注射 し た の 
で ある が いま ボ れ も 比 症 著 死 し ,。 し か も と の 際 
伏 期 の 延長 な ど ほ 見 られ な か つた と 言う 。 

pg Kock (1918) も 臨床 上 俺 條 を 復 し た か 
に 見 を る 語 の 血清 に 本 症 に 習 す る 治療 的 ある い 
は 換 防 的 作用 が ある か 否 か を 確か め る た め 四 有 験 
を 行 つ を が , か いる 作用 は 認め られ ず か を つて 
と 馬 が 症 し た 。 また 毒 血 の 


. 大 量 注射 を 受け た 後 際 床 上 復 し た か に 見 を た 


血清 注射 を 施し た の で ある が , 


馬 か ら の 血清 に つい て も 同様 な 成績 で あつ た 。. 

志賀 (1911) は 発 疫 血 清 中 の 病 毒 を 死滅 せな し 
め ら た め , 病 馬 相 清 を 60C に 1 時 間 加熱 し た 
後 と れ を 健司 に 注射 し , その 後 埋 血 接種 を 行 つ 
て 虚 置 血清 の 免疫 央 奥 力 を 見 た が , 試験 馬 は 全 


部 語 症 し て いる 。 また 移 疫 血清 (最終 注射 毒 血 
量 2000cc に 達し た も の ) を 607Cc2 時 間 加 温 


し と れ を 健 馬 2 頭 に 多量 に 注射 し た の ちと れ 等 
を 病 馬 と 共に 放牧 し , か つ その 後 毎月 1 同 ま つ 
その 1 頭 は 飼 病 
する に 殖 つ た の で 氏 は 発 疫 血 潜 に は 俺 貸 に 羊 す 
る 徐 防 力 が 無く 富 地 應 用 の 債 赴 も な い ょ 刻 定 し 


TA 


きら に 同氏 (1912) は 免疫 血清 中 の 病 毒 を 死 


滅 な し め る 目的 で , 


CA) 


4 頭 全部 般 症 し て し まい 使用 
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毒 血 清 に 0.52 の 割合 に ト 
リク レゾ ゲール を 加え 室温 に 2 ヵ月 以上 放置 し た 
も の 50cc を 1 頭 の 健司 に 毎月 1 回 注 射 し , と 
れ を 病 馬 と 共に 放牧 し た の で ある が 該 馬 は 第 1 
同 の 区 疫 注射 後 116 日 を 綴 て 滞 定 し て し まい 本 
謀 理 血清 に も 億 貸 和 防 力 を 認め 難く 和 地 應 用 上 
無償 値 で ある と 刻 定 し た 。 

また 臨時 馬 疫 調査 委員 凛 (1914) は , 億 所 病 
語 の 血清 を 山羊 に 連 是 注 射 し , 最終 注射 より 10 
15 日 後に 控 取 し た 血清 を 5 頭 の 健 馬 に 注射 し 
て 本 症 に 半 する 徐 防 力 を 試験 し て いる が , 半 血 
靖 の 注射 を 受け た 2 頭 は 病 毒 の 人 工 接種 に 感染 
し , 他 の 3 頭 は 放牧 感染 に よ つ て 芝 病 し た 。 
STEIN (1935) は 米 國 農務 省 畜 産 局 に お ける 
俺 抽 研 究 の 報告 中 発 疫 血 清 に よる 俺 貧 柳 防 の 成 


Mj Pe た Mg の redROPE6:1UUKDMi YA ジイ 


LOgRS (1919) は , 俺 気 病 毒 は 異種 血清 で 虎 
理 さ れる と 減 胃 し , か か る 諾 理 血 清 は その 多量 
を 語 骨 に 注射 し て も 錠 病 を 浴 さ ぬ が 該 注射 馬 は 
保 毒 馬 と な りか つ そ の 後 の 俺 所 毒 感染 に 抵抗 性 
を 示 き なか つた と 記述 し て いる 。 さ ら に 女 1920. 
年 に は 俺 貸 病 泰 は 試験 管内 で 生 , 細 羊 , 家 更 あ 
る い は モル モツ ト 血清 と 混合 する 場合 減 正 ある 
い は 尊 さ れる と ょ と 報告 し て いる 
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馬 の 人 居 染 怪 貧血 が 人 に 感染 し 2 婦 る と 言う と と LOHRs は 俺 所 は 馬 及 び 豚 以外 の 動物 に は 感 楽 
は , ドイ ツ で 創作 の 研究 中 偶々 本 病 C 感染 し た せ ぬ も の で ある と 言う 先入観 念 か ら , 上 逃 の 縮 
L6mms (1920)G' 自身 の 報告 に よ つ て , 世界 の 病 を 人 刊 仙 の 感染 な た ど と は 夢想 だ な も し な か つた の 
人 肖 腎 誤 省 が 始め て 知 つ た の で ある が , 問 も な で ある 。 其 後 肖 週 間 つ て 肘 剖 から 腰 部 に か け 
く オ ラン ダ で も る 肖 警 校 の 茶 教 授 が 多 敷 の 俺 短 "て 攻 疹 ( 氏 は と の 殴 疹 を 如 状 導 疹 Herpes 
馬 C 接 角 し て 感染 し た と と を PgrERs (1924, zoster と 記載 し て いる が , 生生 部 位 の 胸部 で な 
1945) が 幾 表 し て いる 。 その後 ド イツ の Hanno- いと と い , 又 次 に 区 べ る PETERS の 例 で る 管 性 
ver 獣 腎 笠 大 克 に 於 て も , OPPERMANN 教 授 の 期 に 同じ く 腹 部 皮 護 に ヘル ベス 様 敬 疹 の 現 われ 
助手 2 名 が 同じ く 俺 任 研 完 中 本 病 に 感染 し た と る の を 見 た と と か らし て , と の 光 疹 は LUOgRs の 
と が , PRErrER (1925) の 記載 に ょ つて 明か に 見 解 と 異 つ て , 人 の 俺 貧 特 異 の 1 症 間 生 


きれ た 。 と れ 等 の 4 例 は いら まれ も 俺 貸 の 構 威 者 ろう か と 思わ れる ) の 現われ る の を 見 た が , 


達 に よ つ て 承 記さ れ た 人 の 感染 例 で あつ て みれ は 50 鍼 貨 大 まで の 鮮 紅 人 色 , 泊 潤 , 無痛 MI 

, 理 々 は 馬 の 俺 所 な る も の が , 恨 令 極め て 稀 か ら な り , 激 度 療 泌 こ ょ つて 約 8 週間 で 基 痕 を 
で は あつ て も , 牙 る 條 件 の 下 で は , 人 に 感染 し 隠 め まず に 治療 し て いる 。Wasserman 反 鷹 及び 
得る る の で ある と 言う と と を 信じ て も , て 差 。 面 中 の 病原 骨 検 索 は 共に 陰性 で あつ た 。 熱 は 
到 が な か ろう か と 思う も の で ある 。 著 明 な ら ま , 397C を 少し く 越 ゆ ろ 程度 の 杜 光 の 


寺 人 骨 感 楽 例 と 人 の 感受 性 上 昇 が 時 < 見 られ た に 妃 ぎ な か つた 。 


それ より 腸 症 汰 と 激烈 な 後頭 部 の 頭痛 と が 一 


1 LUHRS の 例 定 の 聞 敬 を お いて 現れ る よう に な り , 耐 し て と の 


偉 貧 研 究 で 世界 的 に 有名 な LOHRs (1920) で ② 間 爽 期 が 時 の 経過 と 共に 区 第 に 延長 し ,2 ヵ年 後 
の 凶 表 し た 報告 は , 1917 年 の 堂 初 本 病 の 研 多 に の 1919 年 に は 約 8 週 間 に も ゃ 及ぶ よう に な つた 。 
没頭 中 の 氏 上 自身 が 感染 し た 骨 験 を 述べ た も の で 龍 病 堂 初 の 血液 所 上 は 赤血球 敷 約 500 萬 , 血 
ある 。 色素 量 101 (Sah1), 白血球 敷 は 3300 で 


同年 5 月 , 激烈 な る 腸 症 汰 と 共に 頭痛 腰痛 ,. あつ て 輸 度 の 白血球 減少 症 を 示 レ た 。 


、 全身 三 騰 , 劉 痩 。 顔面 及び 粘膜 の 蒼白 を 以 て 錠 LtOHss (1920) で ⑦ の が な この 芝 病 に つい て 俺 所 の 
。 病 し , 工 便 に は 血液 を 誇 明 し た 。 然し 営 時 感染 に 祭 づ いた の は 1919 年 に 俺 貸 の 豚 岡 感染 
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試験 を 行 つた 除 で あつ て , 億 貧 病 寺 は 馬 及 び 豚 
の 外 , 人 に も 感染 する も の で は な か ろう か と 導 
めい 出し た の で ある 。 

か くし て 自分 自身 偉 倫 に 感染 し た と と を 無 附 
いた 氏 は , 世 病 後 2 ヵ年 年 を 紀 し た 1919 年 
1 月 26 日 静脈 血 を 擦 取 し , その 1cc を 1 頭 
の 馬 の 皮 下 に 接種 し て 見 た の で ある が , 40 日 の 
潜伏 期 を 縫 て と の 局 は 畔 度 の 堆 腔 作 を 以 て 侯 貧 
の 症 汰 を 呈し た の で ある 。 爽 で 天 年 3 月 2 是 再 
度 採血 し , その 5cc を 2 頭目 の 馬 の 皮 下 に と, 丸 
これ か ら 分 離し た 血清 を Zsigmondy 江 包 器 を 
以 て 濾過 し て , その 1cc を 笑 日 更に 3 頭目 の 
財 の 静脈 内 に 接種 し た と ころ 恋 , 前 者 は 21 日 の 
潜伏 期 を 以 て 角 病 し 重症 の 痛 過 を と り , 
26 日 の 溶 伏 期 の 後 軽く 般 病 し た 。 何 8 月 7 日 控 
血 し , 血清 を 分 離し て その 2cc を 偽 4 日 4 頭目 


の 千 に 皮下 接種 し た が , 本 例 $ 赤 縮 滞 し て いる 。 


争 ち LOHRs の 血液 は 毅 病 後 寅 に 3 ヵ年 を 半 


"て な 忍 馬 内 を 驚 病 なせ し むる に 足る 偉 任 病 毒 を 保 


有 し て いた こと と を 知 つ を た の で ある 。 氏 は と の 貴 
重 な 自己 の 磐 験 か ら , “人 も 政 る 條 件 の 下 で は 
偉 筑 病 毒 に 感染 す る も る の で ある 。” (,,dass 
unter gewissen Umstanden auch der 
Mensch fuir das Virus des Pferdewechsel- 
fiebers empfanehch ist ”) と 言う , 極め て 重 
要 な 且つ 興味 ある 事 偶 を 忠 事 界 に 提 供する と と 
が 0 


然 ら ば LOHRs の 感染 は 如何 な る 総 路 を 介し . 
て 行わ れ た か と 言う の と, 全然 不明 で ある と ょ と … 


べ て いる 。 然し 氏 は 俺 條 の 冥 験 中 展 々 舘 気 馬 の 
肉 を 搬 取 し て いる 。 又 虹 起 の 吸血 を 自由 に 許し 
て いた 。 価 毒 血 に 汚染 し た 注射 針 を 誤 つ て 氏 自 
身 C 注 射 し た 事 筑 も あれ ば , 毒 血 を ピペット で 
吸 飲 し た と と も あつ た 。 その 何れ が 原因 と な つ 
た も の か 不明 で ある が , 上 述 の よう な 俺 貸 の 感 
染 を 薬 つ た の で ある 。 0 

か くし て 人 は 俺 筑 に 感染 し 得る わけ で ある が 
LOrss (1920)G や は と の 事 息 を 裏付け る 意味 で , 
菊 の ょ うな 足 験 成績 を 紹介 し て いる 。 即ち 俺 人 
バイ ラス と 生 , 羊 , 家 東 及び ぞ ル モッ ト の よう 
な 俺 負 に 半 し て 感受 性 を 持た な い 動 物 の 血清 ェ 
を 試験 管内 で 混合 する と , 令 仙 ベ イラ ス は 減 壮 


後者 は . 
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- 影響 を 技 ら な か つた と の と と で ある 。 ( 


2. PETERS の 報告 例 


本 病 例 は オラ ンダ の Utrecht 沙 科大 蛋 (?) 
の 病理 及び 血液 克 の 雪 授 (45 歳 ) で あつ て , 侯 
貧 研 究 中 多 敷 の 感染 馬 を 取扱 つて いる 間 に 感 朱 
レ し た も の で あろ る 。 PETERS が 1924 年 Presse 
Medicale(“) (1928 年 Wiener klinische Wo- 
chenschriftC り の ) に 本 例 を 報告 し て いる が な が, そ 
れ か ら 21 ヵ年 総 過 し た 1945 年 , 再び 同一 加 
考 に つい て デメ サカ の Annals of Internal 
Medicine(2 に 交 表 し て いる 。 と の 第 2 賠 目 の 


報告 に は 前 同 記 載 し て いな が つた 事 宴 を 2, 3 輝 


べ て いろ る から, と いで は と れ ら 2 回 tc 言 る 内 容 
を 適 営 に 繊 り 込 ん で 紹介 する と と ヽ し た 。 

と の 例 も 偶然 と は 言っ な が ら LOmRsG? の の 場 
合 と 同じ 1917 年 5 月 に 初 微 を 呈し た 。 沈ま 腸 
障害 を 以 て 始ま り , 下 痴 , 便 琴 が 交 孔 c 興 來 し 
た 。 と の 期 に 腕 部 皮膚 に ヘル ベス 様 生 疹 を 見 た 
該 滞 疹 は その 後 直ちに 消 和 し た が , 腸 症 話 は 依 
然 持 続 し , 内 時 え 短期 の 綻 解 を 示す い ' 退 ぎ な か 
つた 。 竣 作 時 全 便 の 血液 検査 を 行 つ た が , 毎 党 
陽性 で あつ た 。 双 持 貫 性 信 頭 痛 が あり , 特に と 
れ が 後頭 部 に 限局 し て いた 。 谷 食 欲 の 減退 が 見 
られ た 。 机 温 は 概ね 六 に 終始 し た が , 軽度 の 上 
昇 を 示し た と と も あつ た 。 但し 肺 及び 心臓 の 症 


_ 欧 を 鉄 き , 旦 つ 肝 , 腫 の 肥大 が 見 られ な か つた 。 


上 逃 の 如き 症 洪 は 敷 週 間 繕 績 し た 後 , 腰痛 及 
び 軽 度 の 全身 浮腫 が 現われ , 特に 肖 腫 は 眼 喰 に 
於 て 明 須 で あつ た 。 但し 違 自 展 及 び ウ ロビ リン 
尿 症 は 陰性 で あつ た 。 敵 て 全身 奏 弱 , 飛 療 , 顔 
面 及 び 粘 膜 の 蒼白 が 認め られ た 。 

か く の 如 き 炊 態 は 1917 年 か ら 贅 年 の 1918 年 
まで 持 貫 し た 。 と の 2 ヵ年 間 前 後 3 回 Cc 評 つ て 
患者 の 血液 を 1 頭 ま つの 馬 に 接種 し た の で ある 
が , 毎回 定型 的 な 俺 貧 の 総 過 と を と つて 3 頭 共 負 
死 し て いる 。 第 1 回 目 は 全 血 を 1cc, 後 の 2 同 
は 濾過 陣 清 を 接種 し た の で ある か ちら, と の 濱 迎 
血清 に よる 苔 病 と 言 の 貼 か らし て も , 本 例 は 俺 
貧 の 感染 と 見 て 差 変 な か ろう と PErERs は 半 べ 
て いる 。 と いで 一 言 附け 加 を て お なき 度 いと と は , 
該 加 者 は LOgRSs の 場合 と 異 り , 病 初 か ら 俺 貧 









の 感染 握 附 いて いた か ら , 上 交 の よう kc 血液 
の 計 肝 接 種 を 早速 開始 し た の で あつ て , 結局 自 


分 も る 馬 と 同様 本 病 の 信 め C 命 を わ れる も の と 
肝属 し て いた の で ある 。 ' 

然 る C 藻 病 第 3 年 目 の 1919 年 に 入 つ て 非 的 
は 著しく 畔 諾 し た 。 さ し ゃ 頑固 な 腸 症 状 も 継 解 
し ,、 間 歌 期 が 12 ヵ月 持 績 する よう に な り , 更 
(に 1920^1921 年 に は 一 層 こ と れ が 延 長 し て 往々 
3 ヵ月 に も 及ぶ と と が あつ た 。 と の 問 歌 期 に は 
一 般 症 汰 も る 倫 速 に 東 減 し , 顔面 及び 粘膜 も 栓 常 
色 と な つた 。 

と と ろ が 1921 年 12 月 に な つて 突然 下 病 苔 
作 が 再現 し , 思考 は ひど 4 受 林 に な つた が , 然 
レ , 間もなく 収 復 レ , それ か ら 約 ユ ヵ月 の 間 歌 
を 以 て 敷 回 同様 の 芝 作 を 反復 し た 後 瀬 く 本 格 的 
の 治療 を 見 る に 至 つた 。 

1924 年 試み に 1 頭 の 馬 に 血液 を 接種 し て みた 


が 馬 は 闘病 し な か つた 。 然し 念 の た め 引 つぶ ゞ き 


司 村 接種 を 反復 し た が 依然 陰性 に 了 つ た 。 患者 
は 陰性 C 拘 ちら と の 放 本 接 種 試験 を 反 復 し た 


_ 理由 は , 知司 が 臨床 上 治 疹 し た 後 で る 長期 間 


圧雪 者 と し て 血 中 に 病 毒 を 保有 する 傾向 が ある 


か ら , 人 の 場合 も 同様 帯 毒 汰 態 を 繕 績 する も の 
で は な いか と 考え , か くも 信人 交 に 接種 試験 を 繰 
り 返 し た の で ある 。 

qGING 注 意 し て お か な けれ ば な ら ぬ と と な , 


患 著 は 俺 徐 に 開 し て は 自分 が 最も よく 知 つ て い 
る と 言 2 信念 か ら , 品 師 の 助力 な ど は 全然 念 思 


C お お かず, 徒 つ て 師 の 診 須 を 頑固 に 拒ん で い 
だ の で ある 。 然るに PErERS は 人 の 符 血 と 本 病 
の それ と を 比較 し て みた い 希 密 に 燃え を , 極力 思 
者 に 柳 診 を 親 請 し た 結果 , 所 く 許さ れ た の は 症 
汰 の 著しく 理 雇 し 始め た 毅 病 第 3 年 目 , 即ち 
1919 年 の 初頭 で も つた 。 か いる 開 係 上 各種 の 試 
験 , 特に 肖 麟 の 検査 な ど は 思い も よら な か つた 
の で ある 。- 

血液 欧 的 検査 は , 克 病 営 初 か ら 患者 自身 が 何 
同 と な く 行 つて いた が , 胡 表 は 患者 と 相 談 の 結 
果 旧 に 概括 的 成績 の 記載 に 限る と と いし た 。 思 
者 の 貧血 が 最も 高度 に 達し た 時 は 赤 正 球 雷 が 
200 高 前 後に 下り , 押 色 素 量 約 0 (G3H1), 
血色 素 指 載 0.8 を 示し た 。 白血球 敷 は 1800> 
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2600 で あつ て , 全 経過 を 通じ 散 明 な 碧 血 球 減少 
症 を 以 て 一 貫 し た 。 血 液 の 染色 標本 で は Nor- 
moblast ゃ Megaloblast も る 見 られ 示 , 常 と 
Poikilocytose ェ Anisocytose と が 計 明 され 
た 。 各種 白 血 天 の 比 座 で は 光世 球 の 相 慎 的 増 肖 
が 認め られ た 。 谷 血 小 板 は 絵 始 正常 青 を 出 で な 
か つた が , その 大 部 分 が 所 大 血小板 で , 耐 $ そ を 
れ が 住 血 凌 毛 忠 と 見 誤 ら る い 程 大 きか つた と と 
は 著しく 注意 を ひい た 。 と れ が 今後 人 の 俺 貸 感 
染 の 診 衛 に , 重 要 な 参考 座 料 と な り は せめ ぬか と 
PETERS は 述 べ て いる 。 と これ を 要する に , 血液 
胡 的 所 見 で は , 本 病 例 は 正 に 再生 不能 性 筆 
(Anemie aplastique) の 鈴 忠 に 入れ ら ろ べき 
も の で ある 。 

と いで 一 言 し た いと と は , 科 來 展 < 問 題 と な 
つた 人 類 周 有 の 悪性 作 面 (Maladie ApprsoRN- 
BrERMER) と 俺 筐 と の 異同 で ある が , 先 よ 第 一 
に 注意 され る と と は 人 の 趣 性 貸 血 は 沙 血 性 貧血 
で あろ る が, 俺 所 の それ は 非 溶血 性 抽 血 で あり , 
また だ 人 の 北 性 貸 血 で は 本 病 例 に 見 ら る いよ うな 
腸 障害 , ヘル ベス 様 組 疹 , 症状 の 回 角 性 散 作 な 
ど ご が 見 られ ぬか ら , 本 者 間 に 共 通 虹 が な いと 
PETERS は 紅 調 し て いる 。 

治療 に 開 し て は 本 患者 に 凡 ゆ る 薬品 を 應 用 し 
て みた が 何等 効果 の 記 む べき も の が な か つた 。 
要する に と 本 例 は 吊 者 自身 の 自然 治 病 力 (“Zs 
226 の 2c の 772Z 72 の 77 の 6 7) に 上 つて 治療 し た も の 
6 が > ' 

診 記 に 職 し て は , 人 の 俺 抽 は 上 逃 の 症候 灯 に 
注意 を 提 わ な けれ ば な ら ぬ の は 勿論 で ある が , 
然し 現在 の 段階 で は 唯一 の 信頼 すべ き 診 記法 
と し て は 患 者 の 血液 を 以 て する 馬 購 接種 試験 で 
ある と 延べ て いる 。 従 つて 特 來 臨 師 が 再生 不能 
性 貸 析 患 者 に 接し た 場合 , 試み に その 血液 を 局 
組 と 接種 し て 俺 貸 の 帝 症 如何 を 試験 すべ き で あ 
る ょ , PErERS は 力 張 く 提唱 し て いる 。 

_3。 古 annover の 2 例 

PRELLER (1924) の 記載 に よれ 記 , Hannover 
獣 忠 科 大 夏 数 授 OPPERMANN の 助手 2 名 も 赤 
偉 貧 病 婦 に より 重症 の 感染 を 窒 つ た よう で あつ 
て , こと の と と は 同 攻 授 か ら PRErrER へ の 通知 
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die Mitteilung machte, dass zwei seiner 


Assistenten, die Herrn Dr. NorrzE und 
Dr. 五 ERREARTH, Stch ebenfalls eine schwere 
Infektion mit dem An8&mievirus zugeZOgen 
hatten) に よ つ て 明か に され た だ 。 と の 2 例 は , 俺 


委 研 究 の 世界 的 樺 威 で ある OpPERMANN 教授 が , 


偽 仙 の 感染 だ ろう ょ ェ 認め て いる の で ある か ら , 
斉 え も と れ を 信じ て 差 友 を な いも の と 思 つ て い 
る 。 人 蛋 し これ 等 の 患者 に つい て は , その 後 何等 
の 報告 を 見 な いと と は 誠に 遺 隊 に 堪え を な い 。 
4。 SrEIN 及び MorT の 至 告 せる 
- 偽 加 を 疑わ れれ た 2 例 
STEIN @ MoTr (1946) は アメ リカ で 俺 貧 の 


人 旧 感染 が 娠 われ た 2 例 に つい て 幸 告 し て い 


る 。 然し と の 2 例 と も 俺 貸 で は な か つた の で あ 
ろ る 。 前 年 PETERS (1945) が Annals of Inter- 
nal Medicine ぐ 9 に こ 人 の 億 笑 例 を 紹介 し た こと と 
は , は し な くも アメ リカ の 臨床 躍 克 界 に 異常 な 
反 響 を まき 起 し , 沈ま まつ さき KC 研 宛 の 紅 上 に 
の せら れ た だ の は と の 2 例 で ある 

第 1 例 は 20 蔵 の 女子 で あつ て , 1945 年 10 月 
ボス トン 市 の Massachusetts General Hospi- 
tal に 入院 し , 再生 不能 性 所 血 (Aplastic Ane- 
mia) と 診断 され , Penicillin や Sulfadiazine 療 
法 な ど が 試み られ を た が 何等 の 効果 が な か つた 。 
末 年 1 月 患 著 の 浦 過 血 清 10cc を 1 頭 の 健康 
馬 の 友 下 に 注射 し て みた が 全然 陰性 で あつ た 。 


第 2 例 は 13 歳 に な る 少女 で あつ て , 1945 年 


S 月 Kansas 州立 大 不 附 司 病 院 に 入院 , 再生 不 
全 性 貸 血 (Hypoplastic Anemia) の 診断 を 受け 
た 。 本 例 の 濾過 血清 も 天 年 1 月 馬 の 皮 下 に 注射 
され だ の で ある が , こと れ 赤 無 反 應 に げ つ て いる 。 
以上 2 例 の 征 著 は 何れ も 馬 に 開 係 が な く , そ 
の 症状 も 企 血 以外 に は LOHRS や PETERS の 病 
例 と は 診 速い ゃ の で あり , 耐 か も 血 清 の 馬 朋 試 
具 が 際 性 で あつ た 貼 か ら , 勿論 億 所 の 感染 を 爾 
征 す べき も の で ある 。 た ゞ と いで 吾 え の 銘 記 し 
て 置か な けれ ば な ら ぬ と と は , アメ リカ の 了 臨床 
中 敬具 が PETERs の 投じ た 一 石 に 應 じ て 早 速 立 
ち 上 り , 名 血 病 例 の 診断 確立 に 向 つ て 馬 租 試 験 
まで 行 つ た 。 と の 趣 度 で ある 。 と の アメ リタ ァ 堅 


_ 区 具 の 駐 盛 な る 向 違 心 と 和 行 力 こ そ は , 俺 貸 の 





ee 


庄 感 染 例 を 比 見 せま ん ば 巳 ま ざる も の と , 吾 ネ 
は 固く 信じ て 召 わ ぬ の で ある 。 
5. 人 馬 に 座 け る 俺 貧 の 比較 

LOHRS と PgrERS の 十 例 共 そ の 症 秩 は 極め 
て 良く 一 致し て いる が , 特に 注目 すべ き 貴 は , 
爾 例 に 於 て 貧血 以外 に 腸管 障害 は 一 見 全 症 候 灯 
の 主軸 を な す 観 の ある と と で ある 。 然 る C 俺 貧 
の 最 主要 症候 た る 癌 熱 は と れ 等 の 患者 に 於 て は 
た ヾ 極め て 埋 度 に 現われ た と 過ぎ な か つた 。 と 
の 人 周 間 に 於 ける 俺 貸 の 症候 上 の 差 は 順 る 興味 
ある 問題 で ある が , 特に と で 帥 貧 馬 の 腸 症 全 
と 就 て 一 言 し て みた w。 我 國 で は 一 般 C 俺 損 馬 
の 腸 症 護 な る も の を 人 欠 り 問題 に し て いな いよ ょ う 
で ある が , 歌 維 巴 で は 急性 偉 仙 の 場合 は 腸 症 基 


を 極め て 重富 し て いる 傾向 が ある 。 學 に LURRS . 


ぐる 自己 の 朋 験 か ら 偉 貸 馬 の 腸 症 其 に 開心 を も 
ち , 現に 氏 の 資 訴 居 中 1 例 で は あつ た が 剤 槍 上 
全 小 腸管 が 著 明 な 出血 性 繊維 素性 腸 災 に 冒 され 
て いる の し 蛋 遇 し た と 記載 し て いる 。 双 我 が 國 


で も 管 て 太田 (1915) は 俺 貸 馬 に は 骨 腸 カタ ル 及 , 


び 黄 六 を 呈す る も の い 多 いと と を 注意 し , 特に 
出血 性 胃腸 疾 を 件 う も の は 贅 後 不良 に 了 わ る 場 


合 が 多い 0 輝 べ て いる 。 価 最近 HowMurov(1936) 


は 優 当 の 基 急 性 及び 急性 例 を 窒素 血 症 型 (1a 


forme azotemique), 胃腸 症 (la forme gastro- 


intestinale) 及び 混合 型 (la forme mixte) の 
志和 
性 令 は 前 角 性 腸炎 を 詩 徴 と する も の で ある 。 軸 


馬 は 熱 候 の 低 現 直後 か ら 急 性 腸 疾 の 症 護 を 旦 し, 
一 人 包 性 又は 持 績 性 店 痛 を 示す が , 一 度 葵 便 に 血 


液 が 詩 明 され る よう に な れ ば 食欲 廉 旨 し , と れ 
と 同時 に 重症 の 中 毒 症 汰 現われ , 念 激 C 訪 痩 奏 


弱 し , 途 に 起立 不能 に 陥 つ て その 大 多 沖 例 は 12 


20 日 の 弘 過 と を も つて 死 の 還 上 詞 を と る ょ 枯 べ て 
いる 。 か いる 自 か ら 基 を えれ ば , 上 区 の 入 醒 感染 
例 , 特 和 性 俺 仙 の 感染 を 蒙 つ た と 想像 され る 
と れ ら の 加 者 に 於 て , 腸管 障害 が 最 重 要 な 症候 
の 一 つ で あつ た と し て も , と れ は 馬 の 場合 と 敏 
て 矛盾 する も の で は な い の で ある 。 
6. 値 及 に 封 す る 人 の 感受 性 

上 湖 の LUHRS と PETERS の 例 で あ る が , V 
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( MGcsy (1932) も 指摘 し て いる よう に , と れ は 


極め て 稀有 な 毅 病 例 で あつ て , 俺 貸 の 常 在 地 で 
は 長期 間 に 古 つて 頻繁 に 俺 貧 病 毒 に 鯛 れ る 者 が 
多 か る べき 筐 な の に , 人 矯 気 の 人 衣 感 染 に 開 す る 
報告 が 他 に 和 表 を 見 な いと と ろか ら す れ ば , 人 
は 容易 な と と で は 本 病 毒 の 感染 を 許さ ぬ も の 


よう に も 思わ れる 。 現に HoOMurTov (1936) は : 


佑 貸 病 毒 に 問 え 接 懇 し つい ある 者 , 5 例 に つい 
て 2 ぁ ヵ年 以上 も 感染 の 有無 を 観察 し て みた が , 1 
. 例 $ 角 定 する も の が な か つた こと と か ら , 人 の 俺 
和 倫 感 受 性 に 疑 半 すら 懐い て いる の で ある 。 い ず 
れ に し て も 人 は 俺 貸 病 毒 に 肘 し て 高度 の 抵抗 性 
を も つて いる も の で ある と 言う こと だ け は 事 異 
の よう で あろ る 。 記 も HARTMANN (1924) は 人 
が 或 る 條 件 下 で は 俺 気 の 旭 毒 才 と な り , 韓 内 に 
病 寺 を 保有 し , 送 に 選 を 俺 負 に 感染 せ し む る と 
ょ の 可能 な る を 記載 し て いる が , 勿論 とこ れ は 有 
りう る と し て も , 逮 者 の 知る 秋 園 で は , 今日 ま 
で 未だ と の 恨 説 を 立 謗 する よう な 報告 の 腔 表 さ 
れ だ こと と を 開か な い 。 


但し 上 欧 の 如く 皮 に 2 例 (Hannover の 2 例 


を 加え を れ ば 4 例 ) の 確 連 と 思わ れる 人 坦 感 染 例 
が 報告 され て みれ ば, 何等 か の 原因 に ょ つ 
て (LOHRs の 所 詩 ,,unter gewissen Um- 
standen “) 抵抗 力 の 減退 を みた 個 寺 が , 偶々 弾 
毒 な 俺 貧 病 毒 (例え ば Howurov の 旨 げ ば て いる 
“胃腸 型 ” 委 性 億 狗 例 な ど で 特 に 激烈 な 病 例 の 
起 病 病 毒 ) の 感染 を 蒙 つ た 場合 , 今後 共 か が る 
語 著 な 柳 病 例 を 見 な いと は 限ら ちぬ 。 殊 に 本 邦 の 
如く “ 馬 の 存 する と と ろ 俺 代 存 す ” る 現状 下 
と 訟 て は , 或いは 恐る , 艇 來 本 病 の 人 航 感 染 例 
は 我 が 國 に も 商 見 され る 可能 性 の ある と と は , 
多分 に 想像 され る の で ある 。 然し それ に は , な 
ん と 言 つ て も , 昨今 の アメ リカ に 於 ける が 如く , 
日 本 の 臨床 品 契 界 に も 本 病 に 半 す る 開心 の 高 ま 
つて 來 る と と が 先決 問題 で ある 。 


中 公衆 衛生 より 見 た る 人 博 催 


1. 馬 醒 製品 と 公衆 衛生 
、 上 逃 の 人 栓 感染 例 は 2 例 共 , 直接 か 間接 か は 
不明 で ある が , 司 か ら 感 染 を 窒 つ た も の で め あ 
る と と は 員 ぼ 耕 い を さ し は さむ 角 地 は な い の で 
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ある が , 然し 人 の 俺 貸 感 染 は 必 ま しゃ 感染 馬 骨 
か ら の み 起 る も の と は 基 を られ な い の で あつ て , 
馬 租 製品 も 赤 感 染 源 と な り 得 る と と を 交 頭 に 置 
か な けれ ば な ら め ぬ 。 皮 に LOHRS で の は 億 氏 を 豚 
境 に 感染 せしめ 得る と と を 記 載 し た 論文 中 に , 

偉 條 病 毒 を 含有 し て いる 治療 血清 を 人 に 應 用 し 
た 場合 , 人 衣 は と れ に 慎 し て 如何 な る 態度 を と 
る も の で あろ うか ょ 言う 疑問 を 投じ て いる 
(,, Ebenso bleibt die Frage offen, wie sich 
der Mensch gegen Virus des Wechsel- 
fiebers der Pferde verhalt, wenn es ihm in 
Form von Heilserum beigebracht wird )。 
績 いて LOHRSC?⑦2 は 氏 自 身 俺 貧 を 骨 験 する に 及 
ん で , と と に と 始め て 俺 貸 民 由 來 の 葛 疫 血清 が 人 
引 へ の 感染 源 と し て 大 いと 警 戒 し な けれ ば な ら 
ぬこ と と を 高調 し た 。 又 LOHRs (1919) は 俺 貧 馬 
の 肉 を 仔馬 に 総 口 投 興し て 之 を 感染 さ せ 得 た 経 
験 か ら , 周 肉 も ゃ 人 哀 に 危険 で あろ うと 吐 ん で い 
る 7) LOHRS (1920) ぐ の の 藻 表 の 前 年 , 僅 千 の 
人 衣 に 感染 する こと を 未だ 知ら な か つた RErN- 
HARDT (1919) が , 俺 委 は 人 に 危険 が な いか ら , 
俺 貧 馬 の 肉 は 食用 に 供し て も 差 棄 へ な いと 逃 べ 
て いる 。Orro (1921) も る 億 牛馬 由 來 の 治療 及 
び 錦 防 用 血清 の 注射 , 並 に 俺 気 馬 及び 億 貧 豚 肉 
の 失 取 の 危険 を 唱え を て いる 。 更に Orro は 昆 
束 の 刺 税 も 人 磐 感染 の 原因 と な り 得る だ ら う と 
附 加 を て いる 。 そ を その後 PANrssEr (1931, 1938) 
及 記 VEReg (1933) は 更に 馬 析 液 (フラ ンス で 
は 弾 壮 玉 と し て は 履 < 生 の まま 使用 され る ) 婦 
は 参 の 肝臓 , 乳 及 び 展 製 刑 等 も 注意 を 要する と 
響 告 し て いる 。 何 最 近 ARENpr (1936) 及び 
HAMMER (1936) は 参 の 筋 繊維 か ら 加 燥 , 加 
吉 , 浜 度 虎 置 等 に よ ょ つて 製 造 し た 外科 用 縫合 締 
(, Carnofl-Bost “) も 感染 源 と し て 考え なけ 
れ ば な ら ぬ と 秋 表 し て いる 。 但し Carnof 疹 
合 に 開 し て は Wirwgs (1936) は 炊 の よう な 
邊 駿 を 行 つ て 危険 の な いと と を 訟 明 し た 。 即ち 
馬 の 筋肉 を 俺 作 馬 血清 に 浸漬 し , こと れ に と 所 定 の 
操作 を 加 を て 製品 し た Carnotl を 以 て 食 講 水 
渦 齋 (を 造り 0, とれ を 馬 に 接種 し て みた が 逆 病 し 
な か つた の で あ る ろ 。 従 つ て Carno 品 は を その 原料 
は よし 俺 貧 膨 由来 の ちゃ の で あつ て も , 製造 行 各 
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中 に 含有 病 毒 は 死滅 する か ら , 本 縫 合 続 は 俺 貧 
馬 感 染 源 と し て 危 際 了 覗 する に 及ば ぬ と , WiLMES 
は 結論 を 下 レ て いる 。 
2. 俺 貧 二 由 來 の 免疫 血清 と 
馬肉 の 危険 性 「 

公衆 衛生 上 , 上 逃 各種 馬 骨 製 品 は 一 鷹 問題 と 
な つて 來 る が , 特 c 俺 貸 馬 に 由 來 する 葛 疫 血清 
に 至 つ て は , 感 感染 証 陸 ょ より 和 伯 か KC 危 隙 隔 し な け 
和 れ ば な ら ぬ 人 骨 へ の 感染 案 源 と 見 る べき で ある 。 
元 玉 節 條 病 毒 は 普通 葛 疫 血清 に 添加 され る 0.5 欠 
程度 の 石 災 酸 に 習 し て は 可 な り 抵 抗 す る も の で 
あつ て , 石 有 酸 加 血 清 中 の 俺 貸 病 毒 は 展 < 1 へ 2 
カ月, 久 時 と し て は それ 以上 も 和 活性 状態 に ある 
か ら , 製 


用 し た 場合 , 舘 近 感 染 の 危険 は 容易 に 想 像 し 得 


ら る る の で ある 。 徒 つ て ヂ チ フ テリ ヤ 血 満 な ど を . 
注射 し た 児童 な ど に , 上 逃 の ょ うな 症状 を 量 すず 、 


る と か , 牙 は 原因 不明 の 腔 育 不良 を 目撃 し た 場 
合 , 忠 師 は 営 然 偉 仙 を 疑い , 獣 疫 研 究 機 闘 の 陣 力 
NN 
最近 アメ リカ で も , 司 に 由 溢 す る 欧 商 血清 に 
装 し て 公衆 衛生 上 大 い KC 券 慮 を わ な けれ ば な 
ら ぬ と , 主張 する 議論 が 高まり つつ あり , 現に 
Journa1 of American IMedical Association 
(1936) の 時 事 評 論 ②⑦ や, と の 問題 を と り 上 げ 

て 警 向 具 に 警告 を 送 し て いる 。 

と と で 上 逃 の 如き 移 深 血清 か ら 起り 得 べ き 
佐 際 を ば 如何 C し て 多 防 すべ きか で ある が 
LUHRS パ の を 始め , PANisSET 及び VgReg 午 
は 先 疫 馬 の 厳 選 , 移 疫 馬 に 習 す る 不断 の 導 察 , 並 
に 血清 の 長期 保存 , 加 決 及び 加 薬 に よる 混在 病 


毒 の 不 活性 化 な ど を 提唱 し て いる 。 祥 KKArrkIN 


(d935) は 各 葛 疫 血 消 製 造機 開 共 , 葛 疫 司 類 に 俺 


欠 の 人 入 する と と を 厳重 に 駒 防 す べき で あろ る と 


言 つ て いる が , と れ は 連 C 家畜 用 血清 製 甘 機 開 
の み で は な く , 侯 人 筐 は 人 に ゃ 感染 する 以上 人 船 
用 血清 製造 機 開 も 赤 片 力 注意 を 挽 わな けれ ば な 
ら ぬ 問題 で ある と 警告 し て ぃ る 。 然し 億 作 の 浴 


_ 伏 感染 を 確 四 に 検出 し 得 な い 今 是 , が 0 


定常 つて 完全 に 俺 賃 を 除外 する と と は 事 條 


3 


な くし て 血清 の 加湿 及び 加 薬 に + る 含有 病 毒 の 


た 


造 後 問 も な き 俺 貸 馬 の 血 済 を 人 自 に 鷹 


清 を 長期 間 保存 する こと と に ょ つて , 病 毒 の 不 笑 
性 化 を 彫る と と も 一 一 最近 ドイ ツ で は , 綿 て 計 
由 米 の 鞍 疫 血清 は 石 酸 0.5 添加 後 3 ヵ 


_ 月 聞 保 存 す べ き 和則 内務省 令 を 以 て 規定 し て 


ろ る (FoRrTNgsR (1938) ) 一 一 血 清 の 利 用 急 を 
要する 場合 に は 問題 に な ら ぬ 。 然るに c 葛 西 等 
(1943) は 0.5% 石 有 酸 加 血 清 中 の 偉 貸 病 毒 を 


ば , 商 卵 器 に 1 週間 血清 を 納 置 する と と に と ょ よ つ . 


て 完全 に これ を 減殺 し 得る る の で あり , 面 か も 
と の 操作 に ょ つて 血清 中 の 移 疫 誤 は 苑 ん ど 避 


融 さ れ ぬ と と を 知 つ た の で , その 後 久 池 等 


(1944, 1947) 及び 塵 野谷 (1944), 三浦 等 1947) 
は 引 き 本 試験 を 細密 に 追試 , その 結果 遇 卵 器 
納 置 期間 を 5 日 まで 安全 に 短縮 し 得る と と を 明 
か に し た 。 休 久 池 非 等 (1944) は か る 通 卵 器 
虎 置 に より , 腺 疫 , 必 流産 及び 破傷風 血清 の 旬 


時 な い の で ある 。 和仁 右 奨 本 加 血 





lo 


明 し て いる 。 
呈 清 に 交 いで 考慮 を . 朱 わな け 志 民 ら ら は 


馬肉 で ある 。 上 区 の 如く LOHRS が 偉 貸 馬 の 肉 


を 利用 する と と る も 危 際 で ある と 警告 し て いる 。 
と と ろ で と の LOgHRS の 提 和 は 営 時 F ド イツ の 看 


と 


界 を 刺 載 し た ば か り で は な く , 更 K 行政 坊 面 に 


法規 を 制定 し , 念 性 俺 貧 に 感染 し て いる 路 
論 の 肉 は 膝 棄 すべ き 旨 冶 令 し た (BArrsR(1927))。 
その 後 ド イツ 中 央 政府 は 更 め て 食肉 検査 法 施行 
規 財 に より , 
と を 林 じ て いる が , 
を られ な か つた 動物 で も , 必 ま 
夏 検 査 に よ つ て 侯 任 の 感染 が 上 召 わ れ た 場合 は , 


俺 質感 染 鹸 の 肉 を 食用 に 供する と 
と と で 政府 は 生前 倍 答 と 巻 
後 前 稚 信 は 組織 . 


営 然 この 規則 が 適用 され る も の で ある ょ 注意 し 


て いろ る (FoRTNER (1938) ) 。 


最近 我 が に 於 て 。 年 豚 肉 の 全 格 暴騰 に つれ 


生肉 の 治 費 は 著しく 増大 し て 砂 て の る が , 一 方 
本 邦 の 俺 筐 は 得々 増加 の 一途 を 辿り つつ ある 現 
捧 に 浮 み , 俺 貧 感染 源 と し て の 馬肉 も 赤 皿 錠 と 
検討 を 加 を らち る べき 間 題 と な つた 。 と と ろ が 


PRELLER (1925) は , 俺 信 証 の 肉 は 腰 棄 する 必 ' 
要 な く , 煮沸 の 上 病名 を 明記 し て 販 喜 せな し な べ [ 
本 邦 の 如き 食糧 受難 


きこ と を 提唱 し て いる が , 











0 ) 2 ' ' 
、 に 噌 ぎ つ つ ある 國 で は , 俺 貸 馬 の 居 殺 を 徹底 交 - 
と 強 行 する 佑 ら , PRELrER の 提 楽 を 参考 と し て 


、 其 を 星 し , 思 者 は 俺 信 の 疑 江 厚 と な つた 時 は , 捧 
堂 腎 は 研究 機 開 と 答え 交渉 を 窒 に し , 絶 を ず 知 


の 間 に , 上 


その 際 ( 皮 , 毛 , 骨 等 $) に 何等 か の 諾 置 を 加 
を , と れ を 利用 する な ら ば , と れ が 一 は 動物 息 
白質 ( 意 産 品 も ) の 訣 乏 を 多少 と も ゃ 和 し , 一 
は 俺 負 の 撲滅 を 促進 する と いう , 所 調 一 石 二 島 
の 効果 を 書 げ うる も の と 信ずる そ 。 


II. 結 言 


_ LHRs (1920)G⑦ 及び PErgRs (1924) の 報 
告 に よ + つ て , 俺 気 は 或 る 條 件 下 で は 人 科 に 感染 

し , 長期 に 旧 つ て 重症 の 和 過 と を と らし むる も の 
で ある と と を 知 つ た 。 従 つて 俺 貸 は 軍 な る 馬 属 
に 限ら れ た を 恐ろし い 漁 疫 で ある と 言う ば か り で 
な く , 公衆 衛生 上 か ら 見 て も 等 閑 陸 し 得 ぬ 人 馬 
刊 染 病 で ある と と が わか る 。 そ と で 逃 者 は か か 
る 麗 還 から , 本 病 に 開 し 次 の + う な 希望 を 区 べ 
て 本 食 を 結ぶ と と と する 。 「 

(1) 馬 開 係 者 , 特 に 上 獣 費 師 及び 俺 貧 研究 者 等 
E 逃 2 例 C 類 似 す る よう な 殴 病 が 0 
か れ た 場合 は , 患者 は 信頼 すべ き 設備 の 完 
- 人 琴 /We 
熱 の 上 星 盛 な 違 員 の 選定 を 匂い , 診 療 を 一 任 す る 。 
と の 際 診 療 を 託さ れ た 臣 員 は 直 rc 構 威 ある 獣 疫 
研究 機 嗣 と 運 絡 を と り , 該 機 開 の 協力 を 得 て , 患 
著 の 血液 を 馬 丹 と 注射 し 診 過 の 正確 を 期す る と 
と は 先決 問題 で ある 。 も し 盾 注射 馬 は 俺 貸 の 症 


議 の 交換 を 行い , 又 患者 の 病 地 の 推移 を 追及 す 
る 含め と , 一 定 の 間隔 を な いて 血液 の 馬 坪 注射 
を 反復 する こと と が 思 ま し い 。 面 し て 患者 は 治 疹 
する に と 至 つ た な ら ば , そこ と で プロ ト ュ ー ル を 整 
理 し , と の 貴重 な 病 例 に つい て 報告 を 作成 し , 
と れ を 内 外 の 了 壁 術 雑 誌 に 庫 表 する こと を 介 つ て 
は な ら め ぬ 。 と れ が 逃 者 の 希望 の 第 1 で ある 。 
(2) 俺 條 の 人 衣 へ の 感染 源 と し て は 患 馬 衣 
より は 寧ろ 俺 質 馬 邊 來 の 史 疫 血清 が 危 際 で あ 


_ る 。 何と な れ ば , 俺 貧 ベ イラ ス は 05% と 石 災 


上 酸 を 添加 し た 血清 虫 で , 1 或 は 2 月, 時 と し 
て は それ 以上 も 生存 する と と も ある も の で , 馬 


で は 製造 後 鱗 0 日 敷 を 経過 し な い 血清 を 注射 し 


- 望 す る と と が ある 。 
た を 時, 石 學 酸 を 添加 後 5 日 尼 
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た だ 僚 , 被 注 射 馬 洋 に に 思わ ぬ 舘 筑 の 爆 語 を 見 る 
と が 内 外 諸 國 に 於 て 展 々 科 験 され だ と と ろ で あ 
る 。 か か る 注射 纏 は 営 然 人 の 場合 に も 想像 され 
得る こと で ある か ら , も し 血清 の 注射 を 受け た 
も の で 上 逃 の ょ うな 症 汰 を 呈す る 者 と か , 駐 見 
章 な ど で は 原因 不明 の 帝 育 不良 に 陥 つ た 例 な ど 
が あつ た 場合 , 中 師 は 前 項 に 近 べ た よう な 人 慣 重 
な 注意 を 以 て 患 者 の 診療 に 善 腐 し て 貰い た いも 


1 の で ある 。 


と と で 逮 閉 は , 人 衣 用 血清 製 送 機 器 に 特に 要 
それ は 新た に 血清 を 製造 し 

里 卵 紗 (37 で ) と 
血清 を 納 置 する と と で ある 。 か く < 廣 置 する こと 
に より , 健 に 血清 中 に 偉 仙 ベイ ラス が 混入 し て 
いて も る 発 全 C 不 活性 公 さ れる が , と れ に と 反し て 
欧 投 航 は 殆 ん 影響 を 薬 ら な い の で ある (葛西 
等 (1943), 三浦 等 (1947))。 司 用 血清 に 暫し て 
は 農林 省 今 第 92 競 “動物 用 雅 薬 品類 取締 規則 " 
第 27 條 に と よ ょ つて 該 映 卵 器 過 置 法 を 必 ま 餅 施 し 
な けれ ば な ら ぬ と と に な つて いる が , 人 
清 に 暫し て も か か る 法規 の 制定 が 望ま しい 。 と 


れ が 逃 者 の 希望 する 第 2 で ある 。 


0 偉人 自 馬 の 肉 も 一 應 感染 源 と し て 大 え て 
直 く 必要 が ある 。 我 が 國 で は 法律 を 以 て 倍 貸 馬 
を 殺 農 分 に する と と と な つて いる , 現下 の 日 が 
本 の 如く 玉 ゆ る 物資 の 窮乏 を 告げ ば て いる 際 , も 
し 政府 が その 際 ( 皮 , 毛 , 号 等 $) を 謙 棄 せ し 
むる 遇 を 敢 て せ ず , 適 常 な 農 賞 を 加 を た 後 そ の 
利用 を 許し , 加 う る に と れ に ょ つて 得 ら る る 履 
入 は 全額 と れ を 赤 主 に 寺 する と と と し た な ら 


_ 必 まや 赤 計 は 進ん で 政府 の 俺 貧 撲 滅 政策 に 陣 


力 す べく , 敷 年 な ら ま し て 我 が 國 の 俺 貸 の 激減 
を 見 る と と 組 いな い 魔 で ある 。 か くし て と の 中 
策 が 忠次 に 寅 施 され る な ら ば , さしも ゃ 狙 獄 を 極 


め つ いあ る 我 が 國 の 偉 貸 も 委 激 に 問題 了 圏 外 に 退 


圭 呈 し め る と と を 得る 一 方 , 諸 物 褒 の 鉄 乏 に 喘 


.・ ぎ つい ある 現 狼 下 に 於 て , 多少 共 動物 阜 白 ( 音 


産 ) 資 源 の 獲得 を 助成 する も の と 信 ま る 。 か く 
な る と と は 多 者 の 第 3 の 願望 で ある 。 
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4 貴 腎 開 係 外国 殺 誌 目録 
「 2 


OF 


FOREIGN VETERINARY ' PERIODICALS 
の 、TN THE VAR1OUS INSTITUTIONS IN JAPAN. 


) 例 
1. 本 目 勿 は 駄 用 開 係 の 外 困 維 誌 の うち 本 邦 各 研究 機 開 に 現在 する も の を 収録 し た も の で あろ 。 
2 本 目 外 は 昭和 24 年 7 月 末 現 在 の 詩 査 に よる 。 
3. 本 目録 は 各 雑 誌 を アル シフ ア ベッ ト 順 に 排列 し , 
( イ ) 備付 場所 は 員 語 で 示し 
(r) 備付 塗 敷 は 所 蔵 の 最 共 巻 敷 (又は 年 炊 ) と 年 嘩 を 記し , 区 に 一 を 附 し 最新 巻 粗 (又は 
。 年 次 ) と 年 瞬 と を 附け た 。 欠 青 に は 「 ゴ ジッ ク 」 能 邊 用 戦 宇 を ,' 醒 敷 に は 普 授 本 邊 用 表 字 
を 用 い , 年 前 は ( ) で 包み 普通 朋 算 用 航 字 を 用 いた 。 
(へ ) 鉄 貌 は [ ] で 包ん で ある 。 「 
4. 雑誌 名 の 爽 に 初 巻 の 殴 行 年 を 示し , 繊 績 し て いる も の は 十 を , 魔 刊 の 場合 に は 腰 刊 年 次 の 区 
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東大 避 東京 4 鳥 取 局 取 大 琴 鳥取 市 吉 方 町 
JNN 本 滞 寺 困 大 箕 九州 大 球 部 剛 書 泡 岡 市 大 字 箱 
上 眼 ( 


、 農工 大 東京 農工 大 吾 箕 単 部 . 束 京都 下 府中 町 








表 Annual Report of Bureau of Animal Industry。 United Sriates Department of Agicultre 6 次 

Washineton。D. C。 2 も 2 

| 1 (1884) ' | 7 
Report of the Chief of 1 Industry。 gideg States Department of Agriculture。 Washington 

(で (だ 人 局 や 。 

北大 音 1902-1911 [1904: 1906: 1909] 農 試 1915-1942 ー Ni 


北 研 1891-1911 [1893-.94: 1897] 


Archives de Institut Pasteur de unis。 Tunis。 


』 (1906) 土 1 
東北 大 民 (1924)-82 (1933) 「 東大 圏 1 (1906)-42 (1923) '. 1 べ 敵 
北 研 3 (1908)-929 1940) 4 [1913-1919: 12-13: 俺 . 研 27 (1988)-29 (1940) [28, 3 929, 3] 別 
85-26 : 59, 2-3] 4 
Archiy fr wissenschaftliche und praktische Tierheilkunde,。Berlin. . ほ - 
1 875) + ( CN K 
IMaeazin fiir die cesamte Tierheilkunde. の 貫 培 
北大 獣 1 875)-76 (1940) 2 農工 大 69 Ge35) -75 (19e39) 11 
盛 岡上.(1875)-74 (1939) [47 , 72] - 俺 研 多 G922)-76 94C) [50, 4-6: 75 5: ?%, 1 
東大 獣 + (1875)-62 (1930) [28-97 : 99: 34-4S : 50: 4-6] 2 - 
57] 日 生研 5! G924)- 75 (940) [57] ' b 
Archiva veterinar&。 ucures11. | 7 
1 (mar. 1904) Se 
東北 大 5 (1921) -82 (1940) 2 [15, 1, 2: 19, 1 2: ( 「 6 
921 2-4: 31 1-21 Y 
Berliner tierarztliche Wochenschrift。 Berlin. 


1 (Okt. 1885)+ 
1-4 は Raundschau auf dem Gebiete der hiermedicin und SdIGPEH2S Pathologie。 て し て 催行 Wi 語 


北大 岡 6 (1890)-88 (1922) 家 衛 5 (1889)-54 (1e88) ' は 
北大 獣 99 1918)-57 (1941) 21 [83-36: 58 22: 東大 獣 5 (1889)-48 (1932) [6-90: 94: 29-88: 45] 
54 3, 6, 37: 55, 25, 48, 49: 57, 5, 7] 農工 大 51 G935)-54 (1938) 0 縛 
成 岡 49 (1903)-4S (1932) * 侯 研 15 (1899) -@4 (1908) [24: 81: 84] 
_ 東北 大 89 (1923)54 (1938) 日 生研 18 G897)-59 (1986) [15-17 : 20-50] 
北 研 46 (1930)-56 (1940)[ 史 ) . 同和 
Bulletin de Academie Veterinaire de France, Paris. 


1 (1844)-36 (1882): 87 [N.S.11 (1883)-59 {N. S. 221 (1903): 59 (1904)-30 3 N. 8. 』 f811 Oi 1928) 上 
』 (1844)-2 (1845) は Baulletin de la Societe Veterinaire de ]a Seine。 
8 (1846)-86 (1882) は Bulletin de ]a Societe Centrale de Medecine Veterinaire, 
87 (1883)-40 (1886) は Balletin et Memoires de la Societe Centrale de Medecine Veterinaire K 
41 (1887)-80 (dec. 1927) は Bullletin de 1a Societe Centrale de Medecine' Veterinaire。 Paris. さ し て 義行 い 
1 (1844)-SO (dec. 1927) Recueil de IMedecine Veterinaire. の 中 , 又 その Supplement で > 90 







北大 獣 1 (1928)-18 (1940) 2 農 試 61 907)-67 913) 。 、 「' 織 


盛岡 (1922)-(1929) 日 生研 1 (1928)-12 (1939) 
萬 西 6 (1933)-18 (1940) 2 


Bulletin de la Societe de Pathologie Exotique, Paris. 


』 (1908) 二 2 6 
北大 獣 14 (1921)-26 (1933) [14. 1-5] 811 12 17, 2。 11 2 ) 9 お 6 9 1 123 計 細 
久 東北 大 1 (1908)-81 (1938) 。 19 10-12 20, 1 11-12] 1 
2 才 北 研 6 913)-94 (1931) [6. 3: 8-9: 1 3.12: 東大 胡 81 (1938)-89 (1939) 
py J2。 2 7。 8 10-12) 8 8-7: 1 邊 7: 16, 6, _ 岡山 克 46 (1923)-88 (1940) 
Bulletin de la Societe des Sciences Veterinaires de Lyon. | 1 
1 (1898) 
東北 犬 27 (1924)-89 (1937) 名 大 36 (1933)-87 (1934) 
Baulletin Mensuel de PO 抽 ce International des Epizooties, Paris. ' 
1 (1927) 寺 


ーー 





1 


か か も ュー (H 区 が AM だ ンコ あさ CE 
の CA 37 KEK を も 12 942 
の ャ 2 」 と 0 し" ' 才 
が ポ か 明 ダ WV 
1 電 6 q 1 『 1 9 が ッ 4 が 
6 あこ お Pe 0 2 3 六 人 短 放 5 4 の 『 Me。 6 


113 Mt 


9 4 98 -Q933) [3 1-3:5:6 1-2: 73-5] 家 衛 』 (1927)-6 (1 


ご 99) 
北大 獣 8 (1929)-29 (1948) [20-98: 右 引 多 とし] 偉 古 5 (1631-32)-49 (1989) 5, エナ 8: 11, 1: 18、 
高 西 1 (1927)-19 (1939) [3 1 4..5: 7] 4: 19, 3-4] 


Canadian Journal of Comparative Medicine and Vetdrinary Science, Gardenvale,Ouebec. 
1 (1937) 二 
東北 大 8 (1939)-5 (1941) 7 「 昔 西 1 (1937)-5 (1941) 7 [1 8 10: 5: 10] 
CHnica Veterinaria (Rassegna di Polizia Sanitaria e di Taiene)- Milano (Instituto Sieroterapico) . 
東北 大 56 (1934)-64 (1941) 5 
Comptes Rendus des Seances de la Societe de Biologie et de ses Hiliales et Associees。 Paris. 
1 (e49)-5 (1853): 6 {IT 11 (1854)-10 IT 51 (1858) : 11 [ITT 11 859)-15 {ITT 51 (1863) : 16 IIV 1 
(864)-20 {TV 5! (1868) : 91 {1V 11 (1869)-25 {V 51 (1873) j 26 {VT 1! (874)-80 {VI 51 (1878): 81 
{VIT 1 G879)-85 {VIT 51 (1883): 86 {VITT 11 (1884)-40 {VITIT 51) (1888): 41 IIX 11 (1889)-45 
TX 5 Ge93) : 46 {X 1 (1e94)-50 {X 時 898) : 51 {XI 1) (1899) : 52 (19CO)-62 fann. 59} (1907) + 
- 1 (1849)-85 (1E83) は Comptes Rendus des Seances et Memoires de la Societe de Biologie, 
36 (1884) -S8 70 は Comptes Rendnus Hebdomadaires des Seances et IMemoires de la ociet@ 
de Biologie, 
84 (921)-109 (G932) は Comptes Rendus des Seances de la Societe de Biolocie et de ses Filiales. 
の ' 


"北大 彫 76 (19:2)-126 (1937) . 30: 88: 93, 23] 
北大 武 92 (1925)-43 ぉ (1940) 名 大 苫 9# (1926)-I18 (1933) 
東北 大 6 (1854)-188 (1940) 4 金澤 有 喘 1 (1849)-188 (1940) [27: S6-SS: 92: 98, 
北 定 「 99 (1928)-130 (1939) [119] 27, 33, 36, 38-40] 2 
東大 周 68 910)-90 (1924) [84] 岡山 和 1 (1849)-188 (1940) [56: 84] 
東大 腎 60 (198)-118 G933) [67-88] 九 大 農 90 (1624)-188 (1940) 


佑 研 2 (1850)-188 (1940) 4 [8: 28-94: 96: 27 : 


9) tierarztliche Wochenschrift。 Hannover-Karlsruhe. 


1 (1893) 
北大 賠 1 (1E93)-81 (1923) 0 東大 獣 1 (1893)-89 (1931) [8-82: 87-8S8] 〔 
北大 獣 88 (1925)-49 (1941) 21 [45, 22: 4S, 3] 人 刊 . 研 問 (1925)-49 (1941) [8 6 26, 31-39: 49, 
北 研 1 3893)-4S (1940) [81] 24-52] 
家 音 衛 6 937)-49 G941) 20 [47, 27-52] 久 抄 衛 47 (1939)-49 (1941) 21 


Experiment Station Record (United States,。O 抽 ce of Experiment Station),。 Washineton, D.C. 
1 (1889) 土 


北大 賠 1 (3889)-S2 1940) [4-9: 50: 85, 9] 85, 4: 94 2: 95, 1. 3] 
北大 86 (1917)-S3 (194C) ( 岐阜 L (1924)-76 637) [55】 
盛岡 只 (1902)-95 (1946) 拉 鳥取 42 (19C9)-95 (1946) 
宇都 宮 59 924)-S9 (1940) 九 大 農 1 (1889)-95 G946) 


農 試 1 1889)-95 (1946) [7, 1: 16, 7: 4 包 5: 
Tndex Veterinarius. [ 
_ 1 (1933) 十 ー 
慕 西 1 (1933)-S (1940) 
Indian Journal of Veterinary Science and Animal Husbandry (India, Imperial Courcil of Agricultural 
Research),Calcutta. 
1 (1931) 
農 試 1 (1931)-11 G241) 1 [10, 4] 
International Veterinary CongereSS. 
1. Hambure。1863 : 11. Wien,。 1865: III. Zirich。1867 : 1V. Bruxelles, 1883: V. Paris。 1889: VI. Bern: 
1895: VI1. Baden-Baden, 1899: VIII. Budapest。 1905 : TX. *s Gravenhage。 1909: 失 . London。 1914 : 
XX1. London, 1930: XIT. New York, 1934: XTII. tfiehiHtWeylaketp 1938、 
成 。 剛 XXT (1980) +-3 葛西 X'(1914)-XITI (1938) 
Jahresbericht Veterinar-Medizin (Ellenbereer-Schttz's), Berhn. 
1。 1S80-81 (1882) 
1, 18S0-81G882)-87, 1917 は Jahresbericht tber die Leistungen auf dm Gebiete 8 Veterinar-Medizin, 
S8。 191S-47、 1927 0 Ellenbereer-Schttz OR iber die Leistuncen auf dem Gebietie der 
Veterinar- IMedizin. さと て 行 





北大 獣 88 (1918)-6S (1941) 6 [52: 54-58: 67, 10 家 震 衛 1S (1898)-58 (1933)[86] 。 NNN は 
以降] “ 東大 獣 1 (1881)-49 (1930) [86: 40: に 
成 岡 28 (1909)-42 (1924) [36] 日 生研 叶 (1894)-57 (1935) [18-20: 84-47] 
0 of American Veterinary Medical Association,。INew York. 
1 (1877)-47 (1915) : 4S 5N. S. 1) (1915) + 
』 (Jan. 1877)-47 (Sept. 1915) は American MNT Review. で し て 各 行 
Feb.-Mar. 1877. は 休刊 


北大 獣 47 (1915)-96 N. S. 49 (1940) [94 N. S. 776-777] 
” 47, 4: 96 N. S. 49, 4] 衝 研 N. S. 64 (1947) 844-849 
盛 岡 828 (1904)-97 N. S. 50 (1940) 公衆 衛 N. S. 47 (1939)-50 (1940) : 58 (1947) 842: 
北 研 N. S. 』 (1916)-50 (1940) [45-46] 57 (1949) 862-866 
家 震 箱 N. S. 9 (920)-45 (1938) [24 : 82: 84-87 : 日 生研 哨 (1903)-91 N. S. 44 (1937) [70 N. S. 
( 89: 40: 44] 28] 
東大 獣 N. S. 1 (1916)-40 (1935) [5: 16: 27-35] C.I.E. N. S. 54 (1945) 6-67 (1949) 5 
豊 工大 N. S. 89 (1935)-50 (1940) [48, 750] 九 大 農 N. S: 25 (1923)-4 和 H (1936) 


偉 研 N. S. 49 (1940)-52 (1941) [49, 754: 52, 
Journal of Comparative Patholosy and Therapeutics。Edinbureh-London. 
』 (1888) 十 


北大 獣 90 (1907) -58 (1940) [32 : 48, 4 49, 4 5L 俺 研 5 (1940) 1 
の ie _ 日 生研 29 (1916)-⑧4 (1921) 
萬 西 46 (1933)-58 (1940) 1 日 獣 協 58 (1943) 2-59 (1949) 1 


Journal de Medecine Veterinaire et de Zootechnie。 Lyon. 
1 (1845)-78 (1926) | も 
1 (1845)-(1864) は Jounal de Medecine Vererinaire. さ し て 艇 行 
。 Aoet 1914-dec. 1919 は 休 弄 
1920 + Revue Veterinaire. で 同一 内 容 
Revue Veterinaire. ゞ 合併 Revue Veterinaire et Jounal de Medecine Veterinaire et de Zootechnie 
Reumnis. | こ 績 1 


盛 岡 59 (1905)-72 (1926) [64-69: 71] 日 生研 (1897)-(1902) 

Journal of Royal Army Veterinary Corps,。 London. ( 
1 (1930) + 。 
俺 研 9 (1938)-12 (1940-41) [9, 1-3: 生ま 1-3] 日 生研 $ (1932)-I1 (1940) [<] 
科 研 20 (1949) 1 

Monatshefte fir praktische Thierheilkunde。 Stuttoart。 ^ 
1 (1890)-84 (Feb. 1924) | ' | ( NN 
成 岡 45 (1903)-34 (1924) 東大 獣 1 (1890)-84 (1924) [9-885] 


東北 大 1 (1890)-34 (1924) 
Mimnchener tierarztliche Wochenschrift。 Minchen. 
1 (1857) + 
1 (1857)-52 (1908) は Wochenschrift fir Tierheilkunde und Viehzucht. さして 義行 
5S-64 に 相 営 する 疹 敷 な し 2 ' 
北大 獣 了 (1927)-S9 (1938) [85, 16] ! 東大 誤 11 (1872)-82 (1931) [19-94: 27: 86-57: 
東北 大 82 (1931)-89 (1938) 25 65-75: S0-81) 
家畜 衛 79 (1928)-89 (1938) 
Recueil de Medecine Veterinaire Exotique de PEcole Alfort。 Paris. / 
』 (jan.-mar. 1928) 
高 西 7 (1934)-192 (1939) 
Recueil de Medecine Veterinaire。 Paris. 
1 (1824)-8 (1831) : IL. 1 (1832)-142 (1843) : TIT. 1 (1844)-10 (1853) : ILV. 1 (1854)-10 (1863) 』 V。1 
(1864)-10 (1873) : VI. 1 (1874)-10 (1883) : VII. 1 (1884)-10 (1893) : VIII. 1 (1894)-10 (1903) : 81(1904) + 
1 (1824)-8S (1831) は Recueil de Medecine Veterinaire et Comparee。 


江 1I. 1 (1832)-12 (1843) は Recueil de Medecine Veterinaire Pratique。 0 か 
羽 III. 』 (1844)-108 (1927) は Bulletin de la Societe Centrale de Medecine Veterinaiie。 を 含む 
。 北大 獣 108 (1927)-118 (1937) [107 : II2] 農 試 84 (1907)-90 (1913) 


盛 岡 99 (1922)-105 (1929) [99] 日 生研 70 893) 115 (1939) [71: 81 : 84: 92: 96] 











の の ( ( の 。 
6 る 4 Pathologie Compare et ii EK (Societe de Paihologie Comparee) , Paris. に 


- す (1896)+ 9 の 
- 北大 獣 7 (1907)-82 G982) [30] 億 研 時 (1931)-40 (1940) 518 [81。 412-421 : 89, 9 
東北 大 38 (1933)-86 (1936) “ 513-515] 了 
東大 獣 17 (1917)-24 (1924) ' 金澤 臨 94 (924)-40 (1940, avril) 518 [89, 515] 
Revue Generale de Medecine Ve1erinaire,。 Toulouse. が 
1 (1903) + の なり 上 
"北大 名 36 (1927)-45 (1936) 1 ' 
高 西 氏 G938)- 拓 1936) 日 生研 40 (1631)-41 (1932) 


偉 研 30 Ge21)-45 (1986) [80, 355: 81。 361: 
Revue Veterinaire et ournal de Medecine Veterinaire et de ootechnie Reunis (Toulouse。 PEcole 
National Veterinaire), Toulouse. 
』 (1876) 十 
Tournal des Veterinaires du Midi. の 練 
』 (1876)-78 (1926) は Revue Veterinaire. さして 各 行 
1927 journal de Medecine Veterinaire et de Zootechnie Reunis. を 合併 
成 岡 79 (927)-88 (1935) 
Revue Veterinaire IMilitaire。Paris-Lirmoges. 
』 (1910) 
日 生研 5 G931)-92 (1938) 


Schweizer Archiv fiir Tierheilkande (Gesellschaft schweizerischer PearZte)。 Zirich. 


』 (1859) 二 4 
北大 獣 68 (1926)-8S1 (1939) [78, 11, 12: 79, 1, 3, 家 吉 衛 68 (1921)-80 (1938) 
79 は 1 、 東大 獣 88 (1886) : 66 (1924) 


編 に 本 8S2 (1940) 1: 8S8 (1941) ?. 9 の 1 
Skandinavisk Veterinar-Tidskrift fGr Bakteriologi。 Patologi samt Kott-och Mijolkhygien, Uppsala- 
Stockholm. 
斉 西 器 (1938)-88 (1944) 1 [93 12: 9 旬 10: 898。4-7、9, 12] 
2 12: 29 9・-89 3: 8 も 6 1 12: 82: RNN 


Statistiques de PO 邊 ce Tnternational des Epizooties_ Paris、 


1 (1981) + 「 「 
北大 園 1 (1931)-7 (1937) [1 2 92.1.3: も 6: -5:442.6:55134:61.6: 2: 
の 08 に 1: 9, 6: 10-17 : 18, 1-3] 

_ 北 大 馬 1 (1933)-1S 3928) [1L 1-4: 2。4-6: あ 1 人 矯 研 ! 931) -9 (1939) [1 1-4: ぁ 3: 6 2 9 
Tierarztliche Rundschau, 05 は 

1 (1895) 本 「 ' y 

北大 獣 88 (1927)-#47 (1941) 12 [43, 4], 45] , ・ 東大 獣 29 1928)-86 (1930) [ 鉄 貌 多 し ] 

東北 大 .29 (1923)-46 (1940) 日 生研 27 (1921)-89 (1933) 


葛 西 89 (1933)-47 (1941) 23 
Tijdschrift voor diergeneeskunde(Maatschappij 1] Yoor RSbd in Nederland)。 Ufrecht- Amsterdarn. 
1 (1863) 
東北 大 60 (1933)-67 Ge40) 9 ' 
耳 ropical Diseases Bulletin (Imperial Institute, Tropical Diseases Bureau), London. 
』 (Nov. 1912) + 


北大 環 84 (1927)-29 (1932) 億 研 S G916)-8S G941) [5 1-6: 16, 1-2: 17 
_ 北大 避 19 922)-85 (1938) -19 : 38, 7-12] 
東北 大 』 (1912-3)-85 (1938) - 双 研 45 (1948) 7 
北 研 (1918)-87 (1940) [18, 2 3, 7-12: 8- 公衆 衛 36 (1939)-46 (1949) 1 [88, 7-42: 44, 7] 
24 : 96] 日 生研 88 (1941) 1-7 
東大 園 4 (1912)-90 (1923) .、 C.I.E. 48 (1946) 7-46 (1949) 1 
東大 警 1# (1918) ' 金澤 共 81 (1924)-88 (1941) 7 


、 Tropical Veterinary Bulletin (Imperial Institute。 Tropical Diseases Bureau)。 London. 
』 (Nov. 1912)-1S (Dec. 1930) 4 | 





Veterinary Bulletin. さして 貫 2 Ni コ 2 ws 0 SO 
北大 獣 9 (1921)-18 930) [16: 17]. 家 埋 衛 1 (1912)-18 (1930) 2 還 い 
東北 大 1 (1912-13)-18 (1930) 岡山 堅 1 0 (1930) 生 
高 西 1 (1923)-18 (1930) ' ( 2 


Veterinary Balletin (1mperial Bureau of Et Health) Weybridee, っ 
1 (Apr. 1931) 


東北 大 1 (1931)-9 (1932) -. . ム 衆 衛 9 1939)-11 (1941) 9 
電 西 T 931)-11 (ie41) 9 [HL 4 7] 日 獣 協 18 (1948)-19 (1949) 3 


家 音 衛 1 (1931)-# (1988) 
Veterinary Journal。London. 


1 (July 1875)-50 {NN.S. 11 (190C) 





T (1875)-49 (1895?) は Veterinary Journal and Annals of Comparative Pathology. さ し て 交 行 
北大 獣 66⑯ (1910)-97 (19431) 8 [98 11j 94, 8, 9: 日 生研 48 (1899)-92 (1935) [58-71』] 2 
95,4:96.3.679.10:97.2.46 7] 九 大 農 79 (1923)-92 (1936) ( 計 

東大 獣 44 1888)-7? (1921) [5-65: 69: 70: 74] 
Veterinary Medicine。Chicago. 峡 
』 (Noy. 1905) 十 3 
1 (Nov. 19065)-2 (Feb. 19C7) 4 は 1owa-Nebraska 00768 Bulletin, 

2 (Mar. 1907)-5 (June- 1910) 3 は Missouri Valley Veterinary Bulletin, A 

い 5 (Jaly 1910) 4-15 (Oct. 1920) 10 は American Journal of Veterinary Medicine. さして 義行 3 
科 研 劉 G947) 9- 人 的 (1947) 11 . C.T.E. 42 (1947) 7-44 (1949) 6 1 
公衆 衛 和久 G946) 4 3 
Veterinary Record (National Veterinary Medical Association of Great Britain and Ireland), London. 7 
1 (18E8)-88 (1920) : 84 {N.S. 1 (1921) + ' ( 「 | 
北大 獣 9 (1909-10)-88 (1920) : N. S. 1 (1921)- 東北 大 N. S. 4 (1924)-21 (1941) 40 [5: @] 避 
20 (1940) [15, 45, 49, 51: 16, 35, 36, 38。 北条 N. S. 8 (1928)-16 (1936) 3 

44: 18, 32, 44・ 19, 40 以 隆 : 20, 41] に 

Wiensr iierarztliche IMionatsschrift (Gesellschafi der Tierarzte in Wien),。VWien. 1 
1 (1914) 2 : 
北大 獣 8 (1936)-2S (1941) 2 [25, 19] 東北 大 1 (1914)-28 (1941) 1 7 
Zeitschrift fir Fleisch- und MA Berlin. 和 に 
1 (Okst. 1896) キ 覆 、 
北大 獣 88 (1912)-94 (1913) ( 7-24] | 3 
東北 大 員 (192C)-49 (1938-39) 公衆 衛 49 (1939) -51 G941) 17 * 交 
家 閉 術 18 (19C3)-51 (1940) 、 名 大 繋 44 (1934) 
東大 夏 40 (1930)-42 (1931) 、 人 金 学 員 1 (1891)-49 (1989) 
偽 研 投 (1931-32)-50 (1989-40) [42 7-24: 50.。 九 大 農 1 (1591)-50 (940) 』 


Zeitschrift fir Infektionskrankheiten, parasitare Krankheiten und Hygiene der Haustiere, Berlin. 
1 (Noy. 19C5) + [ ' 
北大 獣 和 14 (1913)-57 (1941) 3 [15-22) 56, 3 : 57. 4 公衆 衛 54 (1939)-57 (1941) 3 


盛 岡 22 (1921)-88 (1930) ( 日 生研 (1903)-56 (1940) [5-7 : 16-22] 
北 研 1 (19C6)-56 (1940) [21] 金澤 堅 』4 (1906)-48 (1932-33) [15 17-19] 
僚 刀 6 (1969)-57 (1940) [14-21) 57, 4] 岡山 克 88 (1925)-86 G929) [84] 4 


Zeitschrift fur 下 iermedizin。Jena. 
1 (1897)-18 (1915)1 
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